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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

本調査は、アンケート調査により市民の生活実態や地域の福祉に対する意識や意見を把握し、

小金井市保健福祉総合計画（地域福祉計画、障害者計画・障害福祉計画（障害児福祉計画含む）、

介護保険・高齢者保健福祉総合事業計画、健康増進計画）を改定する際の基礎資料とすることを

目的とします。 

 

２ 調査方法 

郵送配付・郵送回収及びインターネット回答  

 

３ 調査期間 

令和４年１２月１４日から令和５年１月１０日まで 

 
  



 

4 

 

４ 調査の一覧 

 
アンケート調査の種類及びサンプル数 

計画名  調査対象者 サンプル数 回収数 回収率 

地域福祉計画 

１ 
市内在住の 18 歳以上の市民（住民基本

台帳無作為抽出） 
1,700 人 615 36.2％ 

２ 福祉の担い手（市民活動団体、ＮＰＯ等） 60 団体 40 66.7％ 

障害者計画・障害福祉

計画 

３ 

各種障害者手帳所持者、難病医療対象

者、小児慢性特定疾病対象者、自立支援

医療（精神通院医療）対象者 

6,390 人 3,106 48.6％ 

４ 関係団体、事業所 
23 団体 

55 事業所 

15 

39 

65.2％ 

70.9％ 

５ 
市内在住の 18 歳以上の市民（住民基本

台帳無作為抽出） 
2,000 人 636 31.8％ 

介護保険・高齢者保

健福祉総合事業計画 

６ 自立・要支援認定者 1,800 人 1157 64.3％ 

７ 
要支援・要介護認定更新申請者、区分変

更申請者 
1,000 人 523 52.3％ 

８ 要介護認定者 1,000 人 396 39.6％ 

９ 
介護保険施設サービスを利用する第１

号被保険者 
200 人 83 41.5％ 

10 

居宅介護支援事業所、介護予防支援事業

所、居宅介護・介護予防事業所、施設サ

ービス事業所 

160事業所 84 55.3％ 

11 
居宅介護支援事業所・介護予防支援事業

所に在籍するケアマネジャー 
100 人 66 66.0％ 

健康増進計画 12 
市内在住の 18 歳以上の市民（住民基本

台帳無作為抽出） 
2,000 人 728 36.4％ 
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５ 調査結果の表示方法 

・回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、小数点

以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。 

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見方

になるため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合があります。 

・クロス集計の場合、無回答を排除しているため、クロス集計の有効回答数の合計と単純集計

（全体）の有効回答数が合致しないことがあります。なお、クロス集計とは、複数項目の組

み合わせで分類した集計のことで、複数の質問項目を交差して並べ、表やグラフを作成する

ことにより、その相互の関係を明らかにするための集計方法です。 

・調査結果を図表にて表示していますが、グラフ以外の表は、最も高い割合のものに網かけを

しています。（無回答を除く） 

・回答者数が１桁の場合、回答件数による表記としています。  
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Ⅱ 地域福祉計画策定に関する調査 

Ⅱ－１ 一般市民調査 

Ａ．回答者属性 

 
Ｆ１ あなたの性別はどちらですか。（１つに○） 

「女性」の割合が 56.4％と最も高く、次いで「男性」の割合が 42.8％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
Ｆ２ あなたの年齢（令和４年１２月１日現在）は次のどれですか。（１つに○） 

「45～49 歳」の割合が 10.7％と最も高くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

回答者数 = 615 ％

男性

女性

そのほか

無回答

42.8

56.4

0.2

0.7

0 20 40 60 80

回答者数 = 615 ％

18～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80歳以上

無回答

1.5

3.3

3.9

7.2

9.6

8.8

10.7

9.9

8.9

8.8

6.5

8.0

6.2

6.3

0.5

0 5 10 15 20 25 30
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Ｆ３ あなたはどちらにお住まいですか。また、丁目を〔 〕内にご記入ください。（１つに○） 

「本町」の割合が 16.7％と最も高く、次いで「緑町」の割合が 14.6％、「東町」の割合が 11.9％

となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｆ４ あなたは小金井市に住んでどのくらいになりますか。（１つに○） 

「20 年以上」の割合が 47.3％と最も高く、次いで「10 年以上 20 年未満」の割合が 20.2％、

「５年以上 10 年未満」の割合が 10.9％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

回答者数 = 615 ％

東町

梶野町

関野町

緑町

中町

前原町

本町

桜町

貫井北町

貫井南町

その他

無回答

11.9

8.9

1.0

14.6

9.6

10.7

16.7

3.4

11.5

10.7

0.0

0.8

0 5 10 15 20 25 30

回答者数 = 615 ％

１年未満

１年以上３年未満

３年以上５年未満

５年以上10年未満

10年以上20年未満

20年以上

無回答

4.1

9.4

7.6

10.9

20.2

47.3

0.5

0 20 40 60
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Ｆ５ あなたの主な職業は何ですか。（１つに○） 

「正規雇用（正社員など）」の割合が 39.7％と最も高く、次いで「非正規雇用（契約社員、嘱

託社員、パート、アルバイトなど）」の割合が 17.4％、「無職」の割合が 15.0％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｆ６ あなたの家族構成はどのようになっていますか。（１つに○） 

「二世代世帯（親と子）」の割合が 51.2％と最も高く、次いで「夫婦のみ」の割合が 26.7％、

「ひとり暮らし」の割合が 14.0％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

回答者数 = 615 ％

自営業

正規雇用（正社員など）

非正規雇用（契約社員、嘱託社員、パー
ト、アルバイトなど）

家事専業

学生

無職

その他

無回答

6.7

39.7

17.4

14.6

3.6

15.0

1.6

1.5

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 615 ％

ひとり暮らし

夫婦のみ

二世代世帯（親と子）

三世代世帯（親と子と孫）

その他

無回答

14.0

26.7

51.2

4.4

3.3

0.5

0 20 40 60
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Ｆ７ あなたの住居形態はどれにあたりますか。（１つに○） 

「持ち家（一戸建て）」の割合が 52.5％と最も高く、次いで「賃貸（集合住宅）」の割合が 22.6％、

「持ち家（集合住宅）」の割合が 15.3％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

回答者数 = 615 ％

持ち家（一戸建て）

持ち家（集合住宅）

賃貸（一戸建て）

賃貸（集合住宅）

公営住宅

社宅・寮・官舎

その他

無回答

52.5

15.3

2.3

22.6

2.0

4.4

0.7

0.3

0 20 40 60
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Ｂ．「地域」との関わりについて 

 

問１ あなたはご自分がお住まいになっている町内の住み心地に満足していますか。 

（１つに○） 

「まあまあ満足している」の割合が 65.5％と最も高く、次いで「かなり満足している」の割合

が 27.2％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【経年比較】 

平成 28 年度調査と比較すると、「かなり満足している」の割合が増加しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

令和４年度調査

（回答者数 = 615）

平成28年度調査

（回答者数 = 605）

％

かなり満足している

まあまあ満足している

あまり満足していない

全く満足していない

無回答

27.2

65.5

6.3

0.5

0.5

21.7

67.3

8.8

1.2

1.2

0 20 40 60 80

回答者数 = 615 ％

かなり満足している

まあまあ満足している

あまり満足していない

全く満足していない

無回答

27.2

65.5

6.3

0.5

0.5

0 20 40 60 80
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【年代別】 

年代別にみると、他に比べ、18～29 歳で「かなり満足している」の割合が高くなっています。 

 
単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

か
な
り
満
足
し
て
い

る ま
あ
ま
あ
満
足
し
て

い
る 

あ
ま
り
満
足
し
て
い

な
い 

全
く
満
足
し
て
い
な

い 無
回
答 

全  体 615 27.2 65.5 6.3 0.5 0.5 

18～29 歳 53 39.6 56.6 3.8 － － 

30～49 歳 223 23.3 67.7 7.6 0.9 0.4 

50～64 歳 170 25.3 68.2 5.3 0.6 0.6 

65 歳以上 166 30.7 62.0 6.6 － 0.6 

 
 
【近所付き合いの程度別】 

近所付き合いの程度別にみると、他に比べ、多くの人と親しく付き合っているで「かなり満足

している」の割合が、ほとんど付き合いはないで「まあまあ満足している」の割合が高くなって

います。 

 
単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

か
な
り
満
足
し
て
い

る ま
あ
ま
あ
満
足
し
て

い
る 

あ
ま
り
満
足
し
て
い

な
い 

全
く
満
足
し
て
い
な

い 無
回
答 

全  体 615 27.2 65.5 6.3 0.5 0.5 

多くの人と親しく付き合っ
ている 

30 56.7 43.3 － － － 

特定の人とは親しくしてい
る 

124 29.8 63.7 6.5 － － 

たまに挨拶や立ち話等をす
る程度である 

288 28.1 64.9 6.3 0.3 0.3 

ほとんど付き合いはない 171 18.7 71.3 7.6 1.2 1.2 
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問２ あなたは隣近所の人とはどの程度お付き合いをしていますか。（１つに○） 

「たまに挨拶や立ち話等をする程度である」の割合が 46.8％と最も高く、次いで「ほとんど付

き合いはない」の割合が 27.8％、「特定の人とは親しくしている」の割合が 20.2％となっていま

す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【経年比較】 

平成 28 年度調査と比較すると、「ほとんど付き合いはない」の割合が増加しています。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

令和４年度調査

（回答者数 = 615）

平成28年度調査

（回答者数 = 605）

％

多くの人と親しく付き合っている

特定の人とは親しくしている

たまに挨拶や立ち話等をする程度である

ほとんど付き合いはない

無回答

4.9

20.2

46.8

27.8

0.3

9.3

19.7

48.4

22.0

0.7

0 20 40 60

回答者数 = 615 ％

多くの人と親しく付き合っている

特定の人とは親しくしている

たまに挨拶や立ち話等をする程度である

ほとんど付き合いはない

無回答

4.9

20.2

46.8

27.8

0.3

0 20 40 60



 

16 

【年代別】 

年代別にみると、他に比べ、18～29 歳で「ほとんど付き合いはない」の割合が、30～49 歳で

「ほとんど付き合いはない」の割合が、50～64 歳で「たまに挨拶や立ち話等をする程度である」

の割合が高くなっています。 

 
単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

多
く
の
人
と
親
し
く

付
き
合
⻒
て
い
る 

特
定
の
人
と
は
親
し

く
し
て
い
る 

た
ま
に
挨
拶
や
立
ち

話
等
を
す
る
程
度
で

あ
る 

ほ
と
ん
ど
付
き
合
い

は
な
い 

無
回
答 

全  体 615 4.9 20.2 46.8 27.8 0.3 

18～29 歳 53 1.9 18.9 37.7 41.5 － 

30～49 歳 223 2.2 18.4 42.2 36.8 0.4 

50～64 歳 170 3.5 19.4 52.4 24.7 － 

65 歳以上 166 10.8 22.9 51.2 14.5 0.6 

 
 

問３ 今の近所づきあいには満足していますか。（１つに○） 

「まあまあ満足している」の割合が 66.3％と最も高く、次いで「かなり満足している」の割合

が 16.7％、「あまり満足していない」の割合が 13.8％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

回答者数 = 615 ％

かなり満足している

まあまあ満足している

あまり満足していない

全く満足していない

無回答

16.7

66.3

13.8

2.3

0.8

0 20 40 60 80
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【年代別】 

年代別にみると、他に比べ、18～29 歳で「かなり満足している」の割合が高くなっています。 

 
単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

か
な
り
満
足
し
て
い

る ま
あ
ま
あ
満
足
し
て

い
る 

あ
ま
り
満
足
し
て
い

な
い 

全
く
満
足
し
て
い
な

い 無
回
答 

全  体 615 16.7 66.3 13.8 2.3 0.8 

18～29 歳 53 30.2 64.2 3.8 1.9 － 

30～49 歳 223 15.7 69.1 13.0 2.2 － 

50～64 歳 170 14.1 65.9 17.6 1.8 0.6 

65 歳以上 166 16.9 63.3 14.5 3.0 2.4 

 
 
【近所付き合いの程度別】 

近所付き合いの程度別にみると、他に比べ、多くの人と親しく付き合っているで「かなり満足

している」の割合が、たまに挨拶や立ち話等をする程度であるで「まあまあ満足している」の割

合が、特定の人とは親しくしているで「かなり満足している」の割合が高くなっています。 

 
単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

か
な
り
満
足
し
て
い

る ま
あ
ま
あ
満
足
し
て

い
る 

あ
ま
り
満
足
し
て
い

な
い 

全
く
満
足
し
て
い
な

い 無
回
答 

全  体 615 16.7 66.3 13.8 2.3 0.8 

多くの人と親しく付き合っ
ている 

30 70.0 26.7 － 3.3 － 

特定の人とは親しくしてい
る 

124 22.6 70.2 6.5 － 0.8 

たまに挨拶や立ち話等をす
る程度である 

288 11.1 72.6 14.9 0.7 0.7 

ほとんど付き合いはない 171 12.3 60.8 19.3 6.4 1.2 

 
  



 

18 

問４ あなたにとって、自宅以外に気軽に行ける「居場所」はありますか。（１つに○） 

「ある」の割合が 64.7％と最も高く、次いで「ない」の割合が 23.9％、「居場所は必要として

いない」の割合が 10.7％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

問４で「1．ある」を選んだ人におたずねします。 

問４－１ それはどのような場所・施設ですか。（３つまで○） 

「お店やカフェ等の商業施設」の割合が 46.2％と最も高く、次いで「公園や緑地」の割合が

46.0％、「親族や友人・知人の家」の割合が 43.5％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

回答者数 = 615 ％

ある

ない

居場所は必要としていない

無回答

64.7

23.9

10.7

0.7

0 20 40 60 80

回答者数 = 398 ％

親族や友人・知人の家

図書館や公民館・児童館

市の集会施設

公園や緑地

保育園、幼稚園、学校等

習い事などの教室

お店やカフェ等の商業施設

所属している団体等の施設

その他

無回答

43.5

21.6

4.5

46.0

5.8

13.6

46.2

13.3

6.3

0.0

0 20 40 60
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【性・年代別】 

性・年代別にみると、他に比べ、女性-18～29 歳で「お店やカフェ等の商業施設」の割合が、

女性-65 歳以上で「習い事などの教室」の割合が、男性-18～29 歳で「お店やカフェ等の商業施

設」の割合が高くなっています。 

 
単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

親
族
や
友
人
・
知
人
の

家 図
書
館
や
公
民
館
・
児

童
館 

市
の
集
会
施
設 

公
園
や
緑
地 

保
育
園
⺯
幼
稚
園
⺯
学

校
等 

全  体 398 43.5 21.6 4.5 46.0 5.8 

男性-18～29 歳 19 57.9 5.3 － 47.4 10.5 

男性-30～49 歳 52 32.7 13.5 － 53.8 7.7 

男性-50～64 歳 39 25.6 7.7 2.6 46.2 2.6 

男性-65 歳以上 51 25.5 37.3 9.8 52.9 3.9 

女性-18～29 歳 19 47.4 10.5 － 26.3 5.3 

女性-30～49 歳 90 57.8 25.6 2.2 55.6 13.3 

女性-50～64 歳 60 46.7 33.3 5.0 38.3 1.7 

女性-65 歳以上 65 50.8 16.9 9.2 32.3 － 

 

区分 

習
い
事
な
ど
の
教
室 

お
店
や
カ
フ
⻚
等
の

商
業
施
設 

所
属
し
て
い
る
団
体

等
の
施
設 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 13.6 46.2 13.3 6.3 － 

男性-18～29 歳 10.5 68.4 10.5 5.3 － 

男性-30～49 歳 7.7 50.0 13.5 3.8 － 

男性-50～64 歳 5.1 53.8 10.3 20.5 － 

男性-65 歳以上 5.9 29.4 25.5 13.7 － 

女性-18～29 歳 5.3 78.9 － － － 

女性-30～49 歳 6.7 54.4 7.8 3.3 － 

女性-50～64 歳 13.3 45.0 15.0 3.3 － 

女性-65 歳以上 43.1 27.7 16.9 1.5 － 

 
  



 

20 

問５ あなたにとって助け合い、支え合える「地域」とは、どういった範囲ですか。（１

つに○） 

「隣近所」の割合が 41.3％と最も高く、次いで「小金井市全地域」の割合が 20.8％、「町会・

自治会」の割合が 18.9％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【性・年代別】 

性・年代別にみると、他に比べ、男性-18～29 歳で「小金井市全地域」の割合が、男性-65 歳以

上で「町会・自治会」の割合が、女性-18～29 歳で「小金井市全地域」の割合が高くなっていま

す。 

 
単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

隣
近
所 

町
会
・
自
治
会 

小
学
校
区 

中
学
校
区 

小
金
井
市
全
地
域 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 615 41.3 18.9 6.7 4.1 20.8 4.6 3.7 

男性-18～29 歳 25 32.0 4.0 － 12.0 44.0 8.0 － 

男性-30～49 歳 90 38.9 20.0 8.9 1.1 25.6 3.3 2.2 

男性-50～64 歳 70 42.9 18.6 7.1 7.1 15.7 7.1 1.4 

男性-65 歳以上 78 42.3 37.2 1.3 1.3 15.4 1.3 1.3 

女性-18～29 歳 28 39.3 10.7 － 10.7 35.7 － 3.6 

女性-30～49 歳 132 34.1 11.4 18.9 5.3 18.2 6.1 6.1 

女性-50～64 歳 99 45.5 20.2 1.0 4.0 24.2 2.0 3.0 

女性-65 歳以上 88 51.1 18.2 1.1 1.1 13.6 6.8 8.0 

 
  

回答者数 = 615 ％

隣近所

町会・自治会

小学校区

中学校区

小金井市全地域

その他

無回答

41.3

18.9

6.7

4.1

20.8

4.6

3.7

0 10 20 30 40 50
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問６ 現在、あなたの住んでいる地域の中での問題点・不足していると思うものは何で

すか。（いくつでも〇） 

「緊急時の対応体制がわからない」の割合が 33.3％と最も高く、次いで「特に問題はない」の

割合が 24.9％、「隣近所との交流が少ない」の割合が 21.6％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

回答者数 = 615 ％

あいさつをしない人が多い

緊急時の対応体制がわからない

犯罪の増加

交通マナーの乱れ

道ばたのごみが増えた

地域での子どもの見守りがなされていない

子どもや高齢者、障がい者に対する虐待を
見たり聞いたりする

隣近所との交流が少ない

世代間の交流が少ない

地域の活動が活発でない

地域の中で気軽に集まれる場が少ない

障がい者に対する理解が不足している

健康に対する意識が低い

特に問題はない

その他

無回答

10.6

33.3

2.6

18.2

15.1

5.2

1.5

21.6

15.3

13.7

14.1

3.4

2.8

24.9

10.6

1.1

0 10 20 30 40 50



 

22 

【経年比較】 

平成 28 年度調査と比較すると、「地域の中で気軽に集まれる場が少ない」の割合が減少してい

ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

令和４年度調査

（回答者数 = 615）

平成28年度調査

（回答者数 = 605）

％

あいさつをしない人が多い

緊急時の対応体制がわからない

犯罪の増加

交通マナーの乱れ

道ばたのごみが増えた

地域での子どもの見守りがなされていない

子どもや高齢者、障がい者に対する虐待を
見たり聞いたりする

隣近所との交流が少ない

世代間の交流が少ない

地域の活動が活発でない

地域の中で気軽に集まれる場が少ない

障がい者に対する理解が不足している

健康に対する意識が低い

特に問題はない

その他

無回答

10.6

33.3

2.6

18.2

15.1

5.2

1.5

21.6

15.3

13.7

14.1

3.4

2.8

24.9

10.6

1.1

10.7

29.4

5.1

19.3

12.4

4.6

0.7

26.0

17.5

13.1

19.7

4.3

3.6

23.1

8.9

3.3

0 10 20 30 40 50
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問７ あなたは、町内の行事や活動等に参加していますか。（１つに○） 

「ほとんど参加していない」の割合が 38.0％と最も高く、次いで「どのような行事・活動があ

るか知らない」の割合が 29.6％、「あまり参加していない」の割合が 18.0％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【性・年代別】 

性・年代別にみると、他に比べ、女性-18～29 歳で「どのような行事・活動があるか知らない」

の割合が、男性-18～29 歳で「どのような行事・活動があるか知らない」の割合が、男性-65 歳以

上で「ほとんど参加していない」の割合が高くなっています。 

 
単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

積
極
的
に
参
加
し
て

い
る 

で
き
る
だ
け
参
加
し

て
い
る 

あ
ま
り
参
加
し
て
い

な
い 

ほ
と
ん
ど
参
加
し
て

い
な
い 

ど
の
よ
う
な
行
事
・
活

動
が
あ
る
か
知
ら
な

い 無
回
答 

全  体 615 1.5 12.0 18.0 38.0 29.6 0.8 

男性-18～29 歳 25 4.0 － 8.0 40.0 48.0 － 

男性-30～49 歳 90 － 12.2 14.4 36.7 36.7 － 

男性-50～64 歳 70 － 10.0 21.4 42.9 25.7 － 

男性-65 歳以上 78 － 14.1 19.2 53.8 10.3 2.6 

女性-18～29 歳 28 － 3.6 10.7 35.7 50.0 － 

女性-30～49 歳 132 0.8 10.6 18.9 29.5 40.2 － 

女性-50～64 歳 99 2.0 8.1 22.2 39.4 26.3 2.0 

女性-65 歳以上 88 4.5 23.9 17.0 34.1 19.3 1.1 

 
  

回答者数 = 615 ％

積極的に参加している

できるだけ参加している

あまり参加していない

ほとんど参加していない

どのような行事・活動があるか知らない

無回答

1.5

12.0

18.0

38.0

29.6

0.8

0 10 20 30 40 50



 

24 

問８ 地域の課題を解決するために、どのような方策が必要だと思いますか。（３つまで

○） 

「誰もが気軽に来られる居場所を地域に増やす」の割合が 31.9％と最も高く、次いで「相談窓

口を充実させる」の割合が 23.7％、「地域活動を活発にする」の割合が 20.8％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

回答者数 = 615 ％

町会・自治会への入会を勧める

地域の集まりへの参加を促す

地域活動を活発にする

住民のボランティア活動を活発化させる

地域の見守り活動を活発化させる

誰もが気軽に来られる居場所を地域に増や
す

相談窓口を充実させる

地域福祉の担い手となる人々を増やす

地域福祉の担い手となる人々が連携する

地域の問題を専門的な福祉サービスにつな
げる

住民と行政をつなげるパイプ役を果す組織
を増やす

その他

特にない

無回答

7.5

8.3

20.8

14.3

12.8

31.9

23.7

11.4

9.1

11.1

17.4

5.4

16.6

0.8

0 10 20 30 40 50
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【性・年代別】 

性・年代別にみると、他に比べ、女性-50～64 歳で「相談窓口を充実させる」の割合が、男性

-50～64 歳で「住民のボランティア活動を活発化させる」の割合が、男性-18～29 歳で「住民と行

政をつなげるパイプ役を果す組織を増やす」の割合が高くなっています。 

 
単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

町
会
・
自
治
会
へ
の
入
会
を
勧

め
る 

地
域
の
集
ま
り
へ
の
参
加
を
促

す 地
域
活
動
を
活
発
に
す
る 

住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
⻘
ア
活
動
を

活
発
化
さ
せ
る 

地
域
の
見
守
り
活
動
を
活
発
化

さ
せ
る 

誰
も
が
気
軽
に
来
ら
れ
る
居
場

所
を
地
域
に
増
や
す 

相
談
窓
口
を
充
実
さ
せ
る 

全  体 615 7.5 8.3 20.8 14.3 12.8 31.9 23.7 

男性-18～29 歳 25 8.0 12.0 20.0 8.0 12.0 24.0 20.0 

男性-30～49 歳 90 4.4 1.1 22.2 11.1 10.0 31.1 24.4 

男性-50～64 歳 70 8.6 7.1 24.3 21.4 10.0 31.4 17.1 

男性-65 歳以上 78 14.1 14.1 21.8 15.4 12.8 26.9 20.5 

女性-18～29 歳 28 － 3.6 17.9 3.6 7.1 32.1 25.0 

女性-30～49 歳 132 0.8 7.6 24.2 9.8 14.4 33.3 21.2 

女性-50～64 歳 99 3.0 8.1 16.2 20.2 16.2 37.4 32.3 

女性-65 歳以上 88 20.5 11.4 15.9 14.8 13.6 31.8 27.3 

 

区分 

地
域
福
祉
の
担
い
手
と
な
る

人
々
を
増
や
す 

地
域
福
祉
の
担
い
手
と
な
る

人
々
が
連
携
す
る 

地
域
の
問
題
を
専
門
的
な
福
祉

サ
⺳
ビ
ス
に
つ
な
げ
る 

住
民
と
行
政
を
つ
な
げ
る
パ
イ

プ
役
を
果
す
組
織
を
増
や
す 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全  体 11.4 9.1 11.1 17.4 5.4 16.6 0.8 

男性-18～29 歳 － 4.0 8.0 24.0 － 24.0 － 

男性-30～49 歳 14.4 7.8 12.2 21.1 6.7 20.0 － 

男性-50～64 歳 10.0 8.6 5.7 17.1 2.9 17.1 － 

男性-65 歳以上 12.8 9.0 7.7 17.9 2.6 16.7 1.3 

女性-18～29 歳 3.6 10.7 10.7 10.7 14.3 21.4 － 

女性-30～49 歳 8.3 10.6 11.4 12.1 12.1 15.2 0.8 

女性-50～64 歳 13.1 12.1 13.1 19.2 2.0 15.2 1.0 

女性-65 歳以上 17.0 6.8 15.9 20.5 1.1 11.4 2.3 

  



 

26 

Ｃ．地域活動やボランティア活動などについて 

 

問９ あなたは、地域活動やボランティア活動、地域や住民に対する各種の支援活動等

について、取り組んだことはありますか。（１つに○） 

「取り組んだことはない」の割合が 52.0％と最も高く、次いで「取り組んだことはあるが、現

在はほとんどしていない」の割合が 20.8％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【性・年代別】 

性・年代別にみると、他に比べ、男性-18～29 歳で「取り組んだことはない」の割合が、男性

-30～49 歳で「取り組んだことはない」の割合が、女性-18～29 歳で「取り組んだことはない」の

割合が高くなっています。 

 
単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

現
在
⺯
継
続
的
に
取
り

組
ん
で
い
る 

た
ま
に
⺯
取
り
組
む
こ

と
が
あ
る 

取
り
組
ん
だ
こ
と
は

あ
る
が
⺯
現
在
は
ほ
と

ん
ど
し
て
い
な
い 

取
り
組
ん
だ
こ
と
は

な
い 

取
り
組
む
こ
と
が
で

き
な
い 

無
回
答 

全  体 615 6.5 9.6 20.8 52.0 8.6 2.4 

男性-18～29 歳 25 4.0 4.0 16.0 68.0 8.0 － 

男性-30～49 歳 90 2.2 7.8 11.1 67.8 10.0 1.1 

男性-50～64 歳 70 2.9 8.6 15.7 62.9 10.0 － 

男性-65 歳以上 78 10.3 5.1 19.2 59.0 2.6 3.8 

女性-18～29 歳 28 － 3.6 17.9 64.3 14.3 － 

女性-30～49 歳 132 6.1 11.4 17.4 55.3 9.1 0.8 

女性-50～64 歳 99 5.1 18.2 31.3 35.4 8.1 2.0 

女性-65 歳以上 88 14.8 6.8 33.0 26.1 10.2 9.1 

 
  

回答者数 = 615 ％

現在、継続的に取り組んでいる

たまに、取り組むことがある

取り組んだことはあるが、現在はほとんど
していない

取り組んだことはない

取り組むことができない

無回答

6.5

9.6

20.8

52.0

8.6

2.4

0 20 40 60
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問９で「現在、継続的に取り組んでいる」「たまに、取り組むことがある」「取り組んだ

ことはあるが、現在はほとんどしていない」を選んだ人におたずねします。 

問９- １ どのような活動に取り組んだことがありますか。（いくつでも〇） 

「町会活動や自治会活動」の割合が 42.3％と最も高く、次いで「PTA 活動や学校ボランティア

活動」の割合が 39.6％、「子ども会などの青少年育成活動」の割合が 25.1％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

回答者数 = 227 ％

町会活動や自治会活動

PTA 活動や学校ボランティア活動

老人クラブ活動

子ども会などの青少年育成活動

ごみのリサイクル活動

福祉ボランティア活動

芸術文化活動

消費者団体活動

地域防災活動

国際交流活動

男女共同参画推進活動

交通安全活動

自然環境保護などの環境活動

その他

無回答

42.3

39.6

4.0

25.1

17.2

11.0

8.4

1.3

6.6

4.8

1.3

3.1

7.5

11.5

0.0

0 10 20 30 40 50



 

28 

問９で「取り組んだことはない」「取り組むことができない」を選んだ人におたずねしま

す。 

問９- ２ 活動していない理由は何ですか。（いくつでも○） 

「仕事・子育て・介護などで時間がない」の割合が 44.2％と最も高く、次いで「町会・自治会

等の組織に入っていない」の割合が 29.8％、「参加方法がわからない」の割合が 28.4％となって

います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

回答者数 = 373 ％

町会・自治会等の組織に入っていない

仕事・子育て・介護などで時間がない

参加方法がわからない

興味がない

経済的な負担が大きい

家族の理解が得られない

体調がすぐれない

一緒に活動する仲間がいない

人間関係等がわずらわしい

その他

特にない

無回答

29.8

44.2

28.4

25.2

4.3

0.5

9.4

16.1

20.4

4.8

2.7

1.1

0 10 20 30 40 50
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問 10 どのような条件であれば、活動・参加したいと思いますか。（いくつでも○） 

「気軽に参加できる」の割合が 51.7％と最も高く、次いで「身近なところで活動できる」の割

合が 36.7％、「活動時間や曜日を選べる」の割合が 36.6％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

回答者数 = 615 ％

活動情報の提供がある

友人等と一緒に参加できる

身近なところで活動できる

活動時間や曜日を選べる

気軽に参加できる

適切な指導者やリーダーがいる

特技や知識が活かせる

身体的な負担が少ない

経済的な負担が少ない

自分の知識や経験を豊かにできる

その他

特にない

無回答

28.5

12.0

36.7

36.6

51.7

21.3

16.9

24.2

28.9

15.8

2.9

13.8

2.8

0 20 40 60



 

30 

【性・年代別】 

性・年代別にみると、他に比べ、男性-18～29 歳で「友人等と一緒に参加できる」の割合が、

女性-30～49 歳で「活動時間や曜日を選べる」の割合が、女性-50～64 歳で「活動時間や曜日を選

べる」の割合が高くなっています。 

 
単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

活
動
情
報
の
提
供
が

あ
る 

友
人
等
と
一
緒
に
参

加
で
き
る 

身
近
な
と
こ
ろ
で
活

動
で
き
る 

活
動
時
間
や
曜
日
を

選
べ
る 

気
軽
に
参
加
で
き
る 

適
切
な
指
導
者
や
リ

⺳
ダ
⺳
が
い
る 

全  体 615 28.5 12.0 36.7 36.6 51.7 21.3 

男性-18～29 歳 25 16.0 32.0 24.0 28.0 56.0 12.0 

男性-30～49 歳 90 31.1 11.1 32.2 32.2 54.4 17.8 

男性-50～64 歳 70 31.4 2.9 35.7 37.1 42.9 17.1 

男性-65 歳以上 78 26.9 5.1 38.5 29.5 42.3 21.8 

女性-18～29 歳 28 21.4 17.9 21.4 21.4 42.9 14.3 

女性-30～49 歳 132 35.6 18.9 43.9 47.7 60.6 23.5 

女性-50～64 歳 99 29.3 9.1 40.4 47.5 59.6 27.3 

女性-65 歳以上 88 18.2 10.2 35.2 25.0 43.2 20.5 

 

区分 

特
技
や
知
識
が
活
か

せ
る 

身
体
的
な
負
担
が
少

な
い 

経
済
的
な
負
担
が
少

な
い 

自
分
の
知
識
や
経
験

を
豊
か
に
で
き
る 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全  体 16.9 24.2 28.9 15.8 2.9 13.8 2.8 

男性-18～29 歳 20.0 16.0 32.0 20.0 4.0 12.0 － 

男性-30～49 歳 22.2 23.3 38.9 22.2 3.3 15.6 1.1 

男性-50～64 歳 17.1 14.3 18.6 18.6 － 20.0 2.9 

男性-65 歳以上 17.9 15.4 17.9 14.1 2.6 19.2 2.6 

女性-18～29 歳 14.3 28.6 32.1 17.9 3.6 21.4 － 

女性-30～49 歳 16.7 31.1 34.1 16.7 1.5 9.8 1.5 

女性-50～64 歳 18.2 26.3 34.3 9.1 4.0 7.1 2.0 

女性-65 歳以上 9.1 29.5 20.5 10.2 5.7 13.6 9.1 
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Ｄ．日常生活について 

 

問 11 あなたが日常生活の中で不安や課題と感じていることはありますか。（３つまで

○） 

「健康に関すること」の割合が 35.9％と最も高く、次いで「災害時の備えに関すること」の割

合が 29.3％、「経済的なこと」の割合が 28.3％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

回答者数 = 615 ％

家族の介護に関すること

子育てに関すること

教育に関すること

仕事に関すること（失業問題等も含む）

経済的なこと

生きがいづくりや社会参加に関すること

生涯学習に関すること

健康に関すること

ごみの問題等、生活環境の保全に関するこ
と

犯罪・治安に関すること

災害時の備えに関すること

その他

特にない

無回答

20.2

17.1

14.1

14.0

28.3

8.6

6.2

35.9

15.6

12.5

29.3

2.1

10.2

0.7

0 10 20 30 40 50
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【性・年代別】 

性・年代別にみると、他に比べ、女性-65 歳以上で「健康に関すること」の割合が、女性-30～

49 歳で「子育てに関すること」の割合が、女性-18～29 歳で「仕事に関すること（失業問題等も

含む）」の割合が高くなっています。 

 
単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

家
族
の
介
護
に
関
す
る

こ
と 

子
育
て
に
関
す
る
こ
と 

教
育
に
関
す
る
こ
と 

仕
事
に
関
す
る
こ
と
⺺
失

業
問
題
等
も
含
む
⺻ 

経
済
的
な
こ
と 

生
き
が
い
づ
く
り
や
社

会
参
加
に
関
す
る
こ
と 

生
涯
学
習
に
関
す
る
こ

と 

全  体 615 20.2 17.1 14.1 14.0 28.3 8.6 6.2 

男性-18～29 歳 25 12.0 8.0 16.0 20.0 28.0 － 8.0 

男性-30～49 歳 90 15.6 33.3 30.0 22.2 40.0 6.7 7.8 

男性-50～64 歳 70 25.7 5.7 7.1 17.1 20.0 14.3 2.9 

男性-65 歳以上 78 14.1 1.3 1.3 6.4 21.8 14.1 9.0 

女性-18～29 歳 28 3.6 17.9 14.3 32.1 28.6 7.1 7.1 

女性-30～49 歳 132 15.2 43.9 31.8 12.1 30.3 6.1 3.0 

女性-50～64 歳 99 37.4 5.1 4.0 14.1 32.3 11.1 10.1 

女性-65 歳以上 88 20.5 － － 3.4 20.5 5.7 4.5 

 

区分 

健
康
に
関
す
る
こ
と 

ご
み
の
問
題
等
⺯
生
活
環

境
の
保
全
に
関
す
る
こ

と 犯
罪
・
治
安
に
関
す
る
こ

と 災
害
時
の
備
え
に
関
す

る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全  体 35.9 15.6 12.5 29.3 2.1 10.2 0.7 

男性-18～29 歳 28.0 12.0 12.0 28.0 － 24.0 － 

男性-30～49 歳 22.2 12.2 12.2 10.0 1.1 12.2 1.1 

男性-50～64 歳 37.1 15.7 11.4 30.0 1.4 15.7 － 

男性-65 歳以上 50.0 19.2 16.7 26.9 2.6 10.3 1.3 

女性-18～29 歳 21.4 21.4 10.7 32.1 － 10.7 － 

女性-30～49 歳 20.5 14.4 11.4 28.0 1.5 9.1 － 

女性-50～64 歳 32.3 19.2 10.1 35.4 6.1 7.1 － 

女性-65 歳以上 69.3 12.5 15.9 44.3 1.1 5.7 2.3 
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問 12 日常生活の中で不安や課題と感じていることに対して、どのような方法で解決す

るのが良いと思いますか。（１つに○） 

「住民と行政とで協働して解決していきたい」の割合が 40.5％と最も高く、次いで「自分たち

の生活に関わることだから、できるだけ当事者や関係者同士で解決したい」の割合が 29.4％、「行

政に解決してもらえるように、積極的に要求していきたい」の割合が 13.8％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【性・年代別】 

性・年代別にみると、他に比べ、男性-18～29 歳で「自分たちの生活に関わることだから、で

きるだけ当事者や関係者同士で解決したい」の割合が、女性-18～29 歳で「自分たちの生活に関

わることだから、できるだけ当事者や関係者同士で解決したい」の割合が、男性-65 歳以上で「行

政に解決してもらえるように、積極的に要求していきたい」の割合が高くなっています。 

 
単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

自
分
た
ち
の
生
活
に
関
わ
る
こ

と
だ
か
ら
⺯
で
き
る
だ
け
当
事
者

や
関
係
者
同
士
で
解
決
し
た
い 

地
域
の
こ
と
に
熱
心
な
人
た
ち

が
考
え
て
く
れ
る
の
で
⺯
そ
の
人

た
ち
に
任
せ
て
お
き
た
い 

住
民
と
行
政
と
で
協
働
し
て
解

決
し
て
い
き
た
い 

行
政
に
解
決
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
⺯
積
極
的
に
要
求
し
て
い
き

た
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 615 29.4 5.7 40.5 13.8 4.6 6.0 

男性-18～29 歳 25 40.0 12.0 32.0 4.0 8.0 4.0 

男性-30～49 歳 90 25.6 7.8 46.7 13.3 2.2 4.4 

男性-50～64 歳 70 38.6 7.1 35.7 8.6 2.9 7.1 

男性-65 歳以上 78 24.4 3.8 39.7 23.1 3.8 5.1 

女性-18～29 歳 28 39.3 3.6 42.9 14.3 － － 

女性-30～49 歳 132 26.5 6.1 36.4 18.2 6.1 6.8 

女性-50～64 歳 99 30.3 5.1 46.5 12.1 4.0 2.0 

女性-65 歳以上 88 28.4 3.4 38.6 9.1 6.8 13.6 

  

回答者数 = 615 ％

自分たちの生活に関わることだから、できるだけ当
事者や関係者同士で解決したい

地域のことに熱心な人たちが考えてくれるので、そ
の人たちに任せておきたい

住民と行政とで協働して解決していきたい

行政に解決してもらえるように、積極的に要求して
いきたい

その他

無回答

29.4

5.7

40.5

13.8

4.6

6.0

0 10 20 30 40 50
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問 13 あなたが生活上の問題で相談や助けが必要なとき、だれに手助けを頼みたいです

か。（３つまで○） 

「家族・親族」の割合が 81.6％と最も高く、次いで「友人・知人」の割合が 44.2％、「市役所

の相談窓口」の割合が 31.7％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

回答者数 = 615 ％

家族・親族

友人・知人

同じ問題や悩みをもつ仲間

町内会や近所の人

市役所の相談窓口

社会福祉協議会

民生委員・児童委員

ボランティア・ＮＰＯ法人

地域包括支援センター

福祉総合相談窓口（自立相談サポートセン
ター）

権利擁護センター

シルバー人材センター

障害者福祉センター

ケアマネジャーや福祉施設の関係者

かかりつけ医

警察署・消防署

学校等の先生

頼める相手がいない

自分で解決する

その他

無回答

81.6

44.2

14.0

2.6

31.7

3.4

1.0

3.9

13.0

4.2

0.8

2.3

0.7

6.5

13.7

3.9

1.6

5.4

14.0

1.1

0.5

0 20 40 60 80 100
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【性・年代別】 

性・年代別にみると、他に比べ、男性-18～29 歳で「友人・知人」の割合が、女性-18～29 歳で

「友人・知人」の割合が、女性-65 歳以上で「地域包括支援センター」の割合が高くなっていま

す。 

 
単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

家
族
・
親
族 

友
人
・
知
人 

同
じ
問
題
や
悩
み
を

も
つ
仲
間 

町
内
会
や
近
所
の
人 

市
役
所
の
相
談
窓
口 

社
会
福
祉
協
議
会 

民
生
委
員
・
児
童
委

員 ボ
ラ
ン
テ
⻘
ア
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人 

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
⺳ 

福
祉
総
合
相
談
窓
口

⺺
自
立
相
談
サ
ポ
⺳

ト
セ
ン
タ
⺳
⺻ 

全  体 615 81.6 44.2 14.0 2.6 31.7 3.4 1.0 3.9 13.0 4.2 

男性- 
18～29 歳 

25 92.0 84.0 28.0 － 16.0 － － 4.0 － － 

男性- 
30～49 歳 

90 91.1 57.8 15.6 2.2 31.1 2.2 － 4.4 3.3 1.1 

男性- 
50～64 歳 

70 67.1 31.4 11.4 － 41.4 4.3 1.4 2.9 8.6 7.1 

男性- 
65 歳以上 

78 64.1 20.5 1.3 5.1 35.9 5.1 － 1.3 25.6 7.7 

女性- 
18～29 歳 

28 92.9 67.9 32.1 3.6 25.0 － － 3.6 － － 

女性- 
30～49 歳 

132 93.2 56.8 19.7 3.0 28.8 2.3 － 3.0 4.5 2.3 

女性- 
50～64 歳 

99 74.7 41.4 17.2 4.0 31.3 7.1 2.0 7.1 14.1 7.1 

女性- 
65 歳以上 

88 83.0 27.3 3.4 1.1 33.0 2.3 2.3 4.5 34.1 4.5 

 

区分 

権
利
擁
護
セ
ン
タ
⺳ 

シ
ル
バ
⺳
人
材
セ
ン

タ
⺳ 

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

⺳ ケ
ア
マ
ネ
ジ
⻝
⺳
や

福
祉
施
設
の
関
係
者 

か
か
り
つ
け
医 

警
察
署
・
消
防
署 

学
校
等
の
先
生 

頼
め
る
相
手
が
い
な

い 自
分
で
解
決
す
る 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 0.8 2.3 0.7 6.5 13.7 3.9 1.6 5.4 14.0 1.1 0.5 

男性- 
18～29 歳 

－ － － － － 4.0 － － 24.0 4.0 － 

男性- 
30～49 歳 

－ － － 1.1 6.7 5.6 4.4 6.7 17.8 1.1 － 

男性- 
50～64 歳 

4.3 1.4 － 5.7 15.7 2.9 － 10.0 27.1 － － 

男性- 
65 歳以上 

1.3 6.4 － 7.7 26.9 3.8 － 5.1 12.8 3.8 1.3 

女性- 
18～29 歳 

－ － － － 3.6 3.6 － － 7.1 － － 

女性- 
30～49 歳 

－ － 0.8 0.8 9.8 6.1 3.8 7.6 11.4 1.5 － 

女性- 
50～64 歳 

1.0 2.0 3.0 7.1 12.1 3.0 1.0 2.0 9.1 － 1.0 

女性- 
65 歳以上 

－ 6.8 － 22.7 22.7 1.1 － 3.4 9.1 － 1.1 

  



 

36 

問 14 隣近所で、高齢者や障がいのある方の介助・介護や子育てなどで困っている家庭

があった場合、あなたはどのような手助けができると思いますか。（いくつでも〇） 

「安否確認の声かけ」の割合が 62.0％と最も高く、次いで「緊急時の手助け」の割合が 44.6％、

「家の前などの掃除」の割合が 29.8％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

回答者数 = 615 ％

安否確認の声かけ

趣味などの話し相手

買い物の手伝い

ごみ出し

外出の手助け

家の前などの掃除

短時間の子どもの預かり

子どもの送り迎え

子どもの通学路の見守り

高齢者等の介護

困りごとへの相談相手

緊急時の手助け

その他

特にない

無回答

62.0

16.4

21.8

17.9

5.7

29.8

11.1

6.3

10.1

3.1

16.3

44.6

2.4

10.1

1.1

0 20 40 60 80
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【性・年代別】 

性・年代別にみると、他に比べ、女性-65 歳以上で「家の前などの掃除」の割合が、女性-18～

29 歳で「趣味などの話し相手」の割合が、女性-50～64 歳で「ごみ出し」の割合が高くなってい

ます。 

 
単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

安
否
確
認
の
声
か
け 

趣
味
な
ど
の
話
し
相

手 買
い
物
の
手
伝
い 

ご
み
出
し 

外
出
の
手
助
け 

家
の
前
な
ど
の
掃
除 

短
時
間
の
子
ど
も
の

預
か
り 

全  体 615 62.0 16.4 21.8 17.9 5.7 29.8 11.1 

男性-18～29 歳 25 44.0 4.0 16.0 8.0 － 16.0 8.0 

男性-30～49 歳 90 53.3 20.0 13.3 11.1 4.4 18.9 8.9 

男性-50～64 歳 70 68.6 20.0 17.1 15.7 5.7 35.7 4.3 

男性-65 歳以上 78 55.1 7.7 12.8 14.1 7.7 26.9 7.7 

女性-18～29 歳 28 71.4 28.6 25.0 17.9 3.6 25.0 10.7 

女性-30～49 歳 132 66.7 19.7 26.5 15.9 6.1 25.8 18.2 

女性-50～64 歳 99 66.7 18.2 31.3 29.3 7.1 34.3 15.2 

女性-65 歳以上 88 62.5 10.2 22.7 21.6 4.5 43.2 6.8 

 

区分 

子
ど
も
の
送
り
迎
え 

子
ど
も
の
通
学
路
の

見
守
り 

高
齢
者
等
の
介
護 

困
り
ご
と
へ
の
相
談

相
手 

緊
急
時
の
手
助
け 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全  体 6.3 10.1 3.1 16.3 44.6 2.4 10.1 1.1 

男性-18～29 歳 8.0 20.0 4.0 20.0 44.0 4.0 12.0 － 

男性-30～49 歳 6.7 10.0 3.3 20.0 48.9 2.2 15.6 － 

男性-50～64 歳 2.9 2.9 1.4 15.7 55.7 － 4.3 － 

男性-65 歳以上 2.6 11.5 5.1 15.4 50.0 3.8 11.5 2.6 

女性-18～29 歳 10.7 － 3.6 14.3 42.9 － 10.7 － 

女性-30～49 歳 11.4 15.2 0.8 18.2 47.0 3.8 7.6 － 

女性-50～64 歳 5.1 11.1 6.1 13.1 44.4 3.0 8.1 1.0 

女性-65 歳以上 3.4 5.7 2.3 13.6 23.9 1.1 11.4 4.5 

  



 

38 

問 15 様々な要因の結果として社会的参加（就学、就労、家庭外での交遊など）を避

け、長期にわたって家庭にとどまり続けている状態を「ひきこもり」と言われてい

ます。ご家族で、このようなひきこもり状態にある方はいらっしゃいますか。 

（１つに○） 

「いる」の割合が 3.4％、「いない」の割合が 94.3％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
ひきこもりの方の年齢 

「20～24 歳」、「40～44 歳」の割合が 14.3％と最も高くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

回答者数 = 615 ％

いる

いない

無回答

3.4

94.3

2.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 21 ％

18～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

無回答

9.5

14.3

4.8

9.5

9.5

14.3

4.8

4.8

0.0

4.8

4.8

0.0

28.6

0 10 20 30 40 50
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問 15 で「いる」を選んだ人におたずねします。 

問 15－１ そのような状態になっている要因は何ですか。（いくつでも〇） 

「疾病（精神的なもの）」、「性格的なもの」、「学校や職場になじめず」の割合が 28.6％と最も

高くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 16 ひきこもりに関する支援策として必要と思われるものは何ですか。（いくつでも

〇） 

「ひきこもりの人の自立に向けた生活訓練や社会復帰訓練ができる場所の充実」の割合が

54.1％と最も高く、次いで「家族の方への支援」の割合が 48.1％、「不登校の子どもへの支援の

充実」の割合が 40.5％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

回答者数 = 21 ％

疾病（精神的なもの）

疾病（けが等）

失業・退職

不登校

就職の失敗

性格的なもの

学校や職場になじめず

事故や犯罪被害

その他

わからない

無回答

28.6

9.5

23.8

19.0

19.0

28.6

28.6

0.0

23.8

0.0

4.8

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 615 ％

ひきこもりに関して、地域住民への正しい理解と知
識の普及

家族の方への支援

家族同士が気軽に集まり、何でも話せる居場所

継続的な訪問支援

ひきこもりの人の自立に向けた生活訓練や社会復帰
訓練ができる場所の充実

不登校の子どもへの支援の充実

関係機関同士の情報の共有や連携の強化

その他

無回答

29.8

48.1

31.2

24.9

54.1

40.5

27.2

3.3

6.7

0 20 40 60



 

40 

問 17 家族にケアを要する人がおり、大人が担うようなケア（家事や家族の世話、介護

等）の責任を引き受けている 18 歳未満の子どもを「ヤングケアラー」と言います。

ヤングケアラーを支援するために、必要だと思うことはどのようなことですか。（い

くつでも〇） 

「本人の抱えている状況について相談できる場所」の割合が 74.1％と最も高く、次いで「家族

の介護・介助の内容について相談できる場所」の割合が 57.1％、「家庭への経済的な支援」の割

合が 55.8％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

回答者数 = 615 ％

本人の抱えている状況について相談できる場所

家族の介護・介助の内容について相談できる場所

家族の病気や障害、ケアのことなどについてわかり
やすく説明する場所

介護・介助のすべてをケアラーに代わって行うサー
ビスの紹介

介護・介助の一部をケアラーに代わって行うサービ
スの紹介

進路や就職など将来について相談できる場所

学校の勉強や受験勉強など学習のサポート

家庭への経済的な支援

その他

特にない

わからない

無回答

74.1

57.1

24.6

37.4

52.4

45.7

43.7

55.8

2.6

0.8

3.1

2.0

0 20 40 60 80
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問 18 現在の暮らしの状況を経済的にみてどう感じていますか。（１つに○） 

「普通」の割合が 56.4％と最も高く、次いで「やや苦しい」の割合が 18.7％、「ややゆとりが

ある」の割合が 16.3％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【年代別】 

年代別にみると、他に比べ、65 歳以上で「普通」の割合が、50～64 歳で「ややゆとりがある」

の割合が高くなっています。 

 
単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

大
変
苦
し
い 

や
や
苦
し
い 

普
通 

や
や
ゆ
と
り
が
あ
る 

大
変
ゆ
と
り
が
あ
る 

無
回
答 

全  体 615 4.1 18.7 56.4 16.3 4.1 0.5 

18～29 歳 53 1.9 18.9 50.9 17.0 11.3 － 

30～49 歳 223 6.3 21.5 54.3 13.0 4.9 － 

50～64 歳 170 1.8 18.8 53.5 21.8 2.9 1.2 

65 歳以上 166 4.2 14.5 63.9 15.1 1.8 0.6 

 
  

回答者数 = 615 ％

大変苦しい

やや苦しい

普通

ややゆとりがある

大変ゆとりがある

無回答

4.1

18.7

56.4

16.3

4.1

0.5

0 20 40 60 80



 

42 

問 19 あなたは過去１年間で、以下のような経験はありましたか。（（１）～（７）につ

いてそれぞれ１つに○） 

（１）あなたやご家族が必要とする食料が買えないことがあった（嗜好品を除く） 

「なかった」の割合が 94.5％と最も高くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）あなたやご家族が必要とする衣料品が買えないことがあった（高価な衣服や貴金属を除く） 

「なかった」の割合が 92.8％と最も高くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）電気料金、ガス料金、電話代等の未払いがあった 

「なかった」の割合が 95.3％と最も高くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
  

回答者数 = 615 ％

あった

なかった

わからない

無回答

3.1

94.5

1.1

1.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 615 ％

あった

なかった

わからない

無回答

4.9

92.8

1.0

1.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 615 ％

あった

なかった

わからない

無回答

2.4

95.3

0.7

1.6

0 20 40 60 80 100
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（４）家賃を滞納したことがあった 

「なかった」の割合が 96.1％と最も高くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）借金の返済を滞納したことがあった 

「なかった」の割合が 93.0％と最も高くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（６）あなたやご家族が病気やけがのために病院や診療所を受診したほうが良いと思ったが、実際には

できなかった 

「なかった」の割合が 92.4％と最も高くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

回答者数 = 615 ％

あった

なかった

わからない

無回答

0.7

96.1

0.5

2.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 615 ％

あった

なかった

わからない

無回答

3.1

93.0

1.1

2.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 615 ％

あった

なかった

わからない

無回答

4.6

92.4

1.1

2.0

0 20 40 60 80 100



 

44 

（７）あなたやご家族が進学（高校・大学等）をあきらめたり、進学先を変更したりしたことがあった 

「なかった」の割合が 93.5％と最も高くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 

問 20 あなたはご自身の将来に関して、以下のことに不安を感じていますか。（（１）～

（４）についてそれぞれ１つに○） 

（１）健康に過ごせるかどうか 

「少し不安がある」の割合が 51.1％と最も高く、次いで「不安がある」の割合が 24.2％、「あ

まり不安はない」の割合が 18.5％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【年代別】 

年代別にみると、他に比べ、65 歳以上で「不安がある」の割合が、18～29 歳で「あまり不安は

ない」の割合が高くなっています。 
 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

不
安
が
あ
る 

少
し
不
安
が
あ
る 

あ
ま
り
不
安
は
な
い 

不
安
は
な
い 

無
回
答 

全  体 615 24.2 51.1 18.5 5.7 0.5 

18～29 歳 53 15.1 37.7 26.4 20.8 － 

30～49 歳 223 20.2 49.8 23.3 6.7 － 

50～64 歳 170 24.1 55.3 16.5 4.1 － 

65 歳以上 166 32.5 53.0 12.0 1.2 1.2 

  

回答者数 = 615 ％

あった

なかった

わからない

無回答

2.1

93.5

2.1

2.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 615 ％

不安がある

少し不安がある

あまり不安はない

不安はない

無回答

24.2

51.1

18.5

5.7

0.5

0 20 40 60
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（２）生きがいを感じる生活ができるかどうか 

「少し不安がある」の割合が 37.7％と最も高く、次いで「あまり不安はない」の割合が 34.1％、

「不安がある」の割合が 14.3％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【年代別】 

年代別にみると、他に比べ、18～29 歳で「不安はない」の割合が高くなっています。 

 
単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

不
安
が
あ
る 

少
し
不
安
が
あ
る 

あ
ま
り
不
安
は
な
い 

不
安
は
な
い 

無
回
答 

全  体 615 14.3 37.7 34.1 12.0 1.8 

18～29 歳 53 11.3 32.1 28.3 28.3 － 

30～49 歳 223 15.7 37.2 35.4 11.7 － 

50～64 歳 170 16.5 40.0 32.9 10.0 0.6 

65 歳以上 166 10.8 38.0 36.1 9.6 5.4 

 
  

回答者数 = 615 ％

不安がある

少し不安がある

あまり不安はない

不安はない

無回答

14.3

37.7

34.1

12.0

1.8

0 10 20 30 40 50



 

46 

（３）経済的に困らない生活ができるかどうか 

「少し不安がある」の割合が 36.1％と最も高く、次いで「不安がある」の割合が 27.3％、「あ

まり不安はない」の割合が 25.7％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【年代別】 

年代別にみると、他に比べ、30～49 歳で「不安がある」の割合が高くなっています。 

 
単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

不
安
が
あ
る 

少
し
不
安
が
あ
る 

あ
ま
り
不
安
は
な
い 

不
安
は
な
い 

無
回
答 

全  体 615 27.3 36.1 25.7 9.3 1.6 

18～29 歳 53 26.4 35.8 24.5 13.2 － 

30～49 歳 223 33.2 39.0 20.6 7.2 － 

50～64 歳 170 29.4 32.4 28.8 8.8 0.6 

65 歳以上 166 17.5 36.1 30.1 11.4 4.8 

 
  

回答者数 = 615 ％

不安がある

少し不安がある

あまり不安はない

不安はない

無回答

27.3

36.1

25.7

9.3

1.6

0 10 20 30 40 50
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（４）地域や社会から孤立しないかどうか 

「あまり不安はない」の割合が 43.3％と最も高く、次いで「少し不安がある」の割合が 32.4％、

「不安はない」の割合が 12.2％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
【年代別】 

年代別にみると、他に比べ、18～29 歳で「不安はない」「あまり不安はない」の割合が高くな

っています。 

 
単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

不
安
が
あ
る 

少
し
不
安
が
あ
る 

あ
ま
り
不
安
は
な
い 

不
安
は
な
い 

無
回
答 

全  体 615 9.6 32.4 43.3 12.2 2.6 

18～29 歳 53 5.7 26.4 49.1 18.9 － 

30～49 歳 223 11.2 35.9 41.7 11.2 － 

50～64 歳 170 12.9 32.4 43.5 10.0 1.2 

65 歳以上 166 4.8 30.1 43.4 13.9 7.8 

 
  

回答者数 = 615 ％

不安がある

少し不安がある

あまり不安はない

不安はない

無回答

9.6

32.4

43.3

12.2

2.6

0 10 20 30 40 50



 

48 

問 21 新型コロナウイルス感染症の流行を受けて、あなたの行動や意識に変化はありま

したか。（いくつでも〇） 

「人と会う頻度が減った」の割合が 71.2％と最も高く、次いで「外出する回数が減った」の割

合が 65.5％、「健康に気を付けるようになった」の割合が 54.6％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【年代別】 

年代別にみると、他に比べ、65 歳以上で「外出する回数が減った」「健康に気を付けるように

なった」の割合が高くなっています。 

 
単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

外
出
す
る
回
数
が
減
⻒
た 

人
と
会
う
頻
度
が
減
⻒
た 

人
や
物
に
触
る
の
に
注
意

深
く
な
⻒
た 

不
安
に
な
る
こ
と
が
多
く

な
⻒
た 

健
康
に
気
を
付
け
る
よ
う

に
な
⻒
た 

人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切

さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全  体 615 65.5 71.2 40.0 18.9 54.6 25.9 2.9 4.6 0.8 

18～29 歳 53 41.5 50.9 39.6 20.8 49.1 28.3 － 15.1 － 

30～49 歳 223 62.3 74.9 42.2 17.9 49.3 22.9 2.7 3.6 0.4 

50～64 歳 170 66.5 75.3 37.1 16.5 55.3 24.7 2.9 5.3 － 

65 歳以上 166 76.5 69.3 40.4 22.3 62.7 30.7 3.6 1.8 2.4 

 
  

回答者数 = 615 ％

外出する回数が減った

人と会う頻度が減った

人や物に触るのに注意深くなった

不安になることが多くなった

健康に気を付けるようになった

人とのつながりの大切さを知ることができ
た

その他

特にない

無回答

65.5

71.2

40.0

18.9

54.6

25.9

2.9

4.6

0.8

0 20 40 60 80
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【家族構成別】 

家族構成別にみると、他に比べ、三世代世帯（親と子と孫）で「健康に気を付けるようになっ

た」「外出する回数が減った」「人とのつながりの大切さを知ることができた」の割合が高くなっ

ています。 

 
単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

外
出
す
る
回
数
が
減
⻒
た 

人
と
会
う
頻
度
が
減
⻒
た 

人
や
物
に
触
る
の
に
注
意

深
く
な
⻒
た 

不
安
に
な
る
こ
と
が
多
く

な
⻒
た 

健
康
に
気
を
付
け
る
よ
う

に
な
⻒
た 

人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切

さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全  体 615 65.5 71.2 40.0 18.9 54.6 25.9 2.9 4.6 0.8 

ひとり暮らし 86 67.4 65.1 36.0 18.6 47.7 26.7 5.8 4.7 1.2 

夫婦のみ 164 74.4 71.3 42.7 22.6 61.6 28.7 1.8 4.3 － 

二世代世帯（親と
子） 

315 59.0 73.7 40.0 17.8 52.1 23.2 2.9 4.8 0.6 

三世代世帯（親と
子と孫） 

27 77.8 70.4 37.0 14.8 70.4 37.0 － 7.4 3.7 

その他 20 70.0 65.0 40.0 15.0 45.0 30.0 － － 5.0 
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Ｅ．防災や災害時の対応について 

 

問 22  あなたは防災に対する日ごろからの取り組みや、災害などの緊急時の対応につ

いて、どのようにお考えですか。 

（１）災害時の避難場所を知っていますか 

「はい」の割合が 79.0％、「いいえ」の割合が 20.2％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
（２）日ごろから地域の防災訓練に参加していますか 

「はい」の割合が 8.5％、「いいえ」の割合が 90.1％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
（３）市の「小金井市地域防災計画」を読んだことはありますか 

「はい」の割合が 29.9％、「いいえ」の割合が 68.8％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

回答者数 = 615 ％

はい

いいえ

無回答

79.0

20.2

0.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 615 ％

はい

いいえ

無回答

8.5

90.1

1.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 615 ％

はい

いいえ

無回答

29.9

68.8

1.3

0 20 40 60 80
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（４）家庭に食料や日用品の備蓄をしていますか 

「はい」の割合が 70.1％、「いいえ」の割合が 28.5％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
（５）災害などの緊急時に、避難所への誘導などの手助けが必要ですか 

「いいえ」の割合が 71.5％と最も高く、次いで「はい」の割合が 17.4％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（６）災害などの緊急時に、高齢者世帯や障がいのある方などの要支援者の避難等の手助けができます

か 

「はい」の割合が 34.1％と最も高く、次いで「わからない」の割合が 33.5％、「いいえ」の割

合が 31.1％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

回答者数 = 615 ％

はい

いいえ

無回答

70.1

28.5

1.5

0 20 40 60 80

回答者数 = 615 ％

はい

いいえ

わからない

無回答

17.4

71.5

9.9

1.1

0 20 40 60 80

回答者数 = 615 ％

はい

いいえ

わからない

無回答

34.1

31.1

33.5

1.3

0 10 20 30 40 50



 

52 

（７）災害などの緊急時に、近所の人と互いに助け合えると思いますか 

「はい」の割合が 52.2％と最も高く、次いで「わからない」の割合が 34.0％、「いいえ」の割

合が 12.8％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 23 災害が発生して避難が必要になったときに、あなたはどのようなことが心配です

か。（いくつでも○） 

「避難所での日常生活の困難さのこと」の割合が 63.3％と最も高く、次いで「自分や家族の健

康のこと」の割合が 53.2％、「食料や日用品の備蓄が不十分なこと」の割合が 50.7％となってい

ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

回答者数 = 615 ％

はい

いいえ

わからない

無回答

52.2

12.8

34.0

1.0

0 20 40 60

回答者数 = 615 ％

お住まい（家屋）の耐震性のこと

家具や家電の転倒対策が不十分なこと

食料や日用品の備蓄が不十分なこと

災害時の集合場所や避難所の場所がはっきりわから
ないこと

避難所での日常生活の困難さのこと

自分が一人で避難することが困難なこと

一人で避難することが困難な同居の家族（高齢者、
障がいのある方、乳幼児等）がいること

自分や家族の健康のこと

家族の所在や安否確認のこと

飼っているペット（犬、猫等）の避難のこと

災害や避難方法等に関する正確な情報の入手方法の
こと

その他

特に心配なことはない

無回答

43.7

28.6

50.7

19.8

63.3

4.2

15.9

53.2

50.2

15.1

29.3

2.1

1.6

0.8

0 20 40 60 80
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【年代別】 

年代別にみると、他に比べ、18～29 歳で「お住まい（家屋）の耐震性のこと」「家具や家電の

転倒対策が不十分なこと」「災害時の集合場所や避難所の場所がはっきりわからないこと」の割

合が高くなっています。 

 
単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

お
住
ま
い
⺺
家
屋
⺻
の
耐
震
性
の
こ

と 家
具
や
家
電
の
転
倒
対
策
が
不
十

分
な
こ
と 

食
料
や
日
用
品
の
備
蓄
が
不
十
分

な
こ
と 

災
害
時
の
集
合
場
所
や
避
難
所
の

場
所
が
は
⻒
き
り
わ
か
ら
な
い
こ

と 避
難
所
で
の
日
常
生
活
の
困
難
さ

の
こ
と 

自
分
が
一
人
で
避
難
す
る
こ
と
が

困
難
な
こ
と 

一
人
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な

同
居
の
家
族
⺺
高
齢
者
⺯
障
が
い
の

あ
る
方
⺯
乳
幼
児
等
⺻
が
い
る
こ
と 

全  体 615 43.7 28.6 50.7 19.8 63.3 4.2 15.9 

18～29 歳 53 60.4 39.6 50.9 30.2 56.6 1.9 3.8 

30～49 歳 223 40.4 25.1 54.3 19.7 65.0 3.6 22.9 

50～64 歳 170 42.9 27.1 50.0 19.4 59.4 1.8 15.3 

65 歳以上 166 42.8 30.7 47.0 16.9 66.9 7.8 10.8 

 

区分 

自
分
や
家
族
の
健
康
の
こ
と 

家
族
の
所
在
や
安
否
確
認
の
こ
と 

飼
⻒
て
い
る
ペ
⻜
ト
⺺
犬
⺯
猫
等
⺻

の
避
難
の
こ
と 

災
害
や
避
難
方
法
等
に
関
す
る
正

確
な
情
報
の
入
手
方
法
の
こ
と 

そ
の
他 

特
に
心
配
な
こ
と
は
な
い 

無
回
答 

全  体 53.2 50.2 15.1 29.3 2.1 1.6 0.8 

18～29 歳 54.7 56.6 18.9 35.8 3.8 1.9 1.9 

30～49 歳 53.8 50.2 16.1 25.1 1.8 1.8 － 

50～64 歳 53.5 51.8 16.5 31.8 1.8 1.2 － 

65 歳以上 51.2 47.0 11.4 30.1 2.4 1.8 2.4 
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問 24 災害に備えて、市民や企業等が行政と協働で取り組むと良いと思う事はどのよう

なことですか。（いくつでも○） 

「地域住民同士の声かけや安否確認」の割合が 54.1％と最も高く、次いで「商店や会社による

場の提供や備蓄品の提供等」の割合が 52.2％、「地域独自の防災マニュアルや防災マップの作成」

の割合が 41.5％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

回答者数 = 615 ％

地域住民同士の声かけや安否確認

住民同士で行う防災組織の活動の充実

地域ぐるみの実践的な防災訓練の充実

地域独自の防災マニュアルや防災マップの
作成

地域住民を対象とした防災講習会・学習会
の開催

小・中学校の防災教育・訓練の充実

地域内外の団体等との日ごろからの交流

商店や会社による場の提供や備蓄品の提供
等

その他

特にない

無回答

54.1

22.9

29.9

41.5

21.1

24.7

14.8

52.2

2.3

2.9

1.6

0 20 40 60
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Ｆ．福祉の制度・サービス等について 

 

問 25 あなたは、次の福祉関係団体・制度について、どの程度ご存知ですか。（（１）～

（９）についてそれぞれ１つに○） 

（１）民生委員・児童委員 

「名前程度は知っている」の割合が 55.0％と最も高く、次いで「知らない」の割合が 23.1％、

「内容を知っている」の割合が 20.3％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）社会福祉協議会 

「名前程度は知っている」の割合が 54.5％と最も高く、次いで「知らない」の割合が 28.0％、

「内容を知っている」の割合が 15.8％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）福祉サービス苦情調整委員（福祉オンブズマン） 

「知らない」の割合が 64.9％と最も高く、次いで「名前程度は知っている」の割合が 28.0％と

なっています。 

 
 
 
 
 
 
  

回答者数 = 615 ％

内容を知っている

名前程度は知っている

知らない

無回答

20.3

55.0

23.1

1.6

0 20 40 60 80

回答者数 = 615 ％

内容を知っている

名前程度は知っている

知らない

無回答

15.8

54.5

28.0

1.8

0 20 40 60

回答者数 = 615 ％

内容を知っている

名前程度は知っている

知らない

無回答

4.7

28.0

64.9

2.4

0 20 40 60 80



 

56 

（４）シルバー人材センター 

「内容を知っている」の割合が 59.0％と最も高く、次いで「名前程度は知っている」の割合が

34.5％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）地域包括支援センター 

「名前程度は知っている」の割合が 41.5％と最も高く、次いで「内容を知っている」の割合が

29.1％、「知らない」の割合が 28.1％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（６）福祉総合相談窓口（自立相談サポートセンター） 

「知らない」の割合が 50.6％と最も高く、次いで「名前程度は知っている」の割合が 39.7％と

なっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

回答者数 = 615 ％

内容を知っている

名前程度は知っている

知らない

無回答

59.0

34.5

5.4

1.1

0 20 40 60 80

回答者数 = 615 ％

内容を知っている

名前程度は知っている

知らない

無回答

29.1

41.5

28.1

1.3

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 615 ％

内容を知っている

名前程度は知っている

知らない

無回答

7.5

39.7

50.6

2.3

0 20 40 60



Ⅱ 地域福祉計画策定に関する調査 

57 

（７）権利擁護センター 

「知らない」の割合が 72.4％と最も高く、次いで「名前程度は知っている」の割合が 19.7％と

なっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（８）成年後見制度 

「名前程度は知っている」の割合が 39.5％と最も高く、次いで「内容を知っている」、「知らな

い」の割合が 29.4％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（９）避難行動要支援者名簿 

「知らない」の割合が 77.6％と最も高く、次いで「名前程度は知っている」の割合が 14.3％と

なっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

回答者数 = 615 ％

内容を知っている

名前程度は知っている

知らない

無回答

5.9

19.7

72.4

2.1

0 20 40 60 80

回答者数 = 615 ％

内容を知っている

名前程度は知っている

知らない

無回答

29.4

39.5

29.4

1.6

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 615 ％

内容を知っている

名前程度は知っている

知らない

無回答

6.2

14.3

77.6

2.0

0 20 40 60 80 100
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問 26 あなたは、自分に必要な「福祉サービス」の情報をどの程度入手できているとお

考えですか。（１つに○） 

「今のところ情報を得る必要がない」の割合が 35.1％と最も高く、次いで「ほとんど入手でき

ていない」の割合が 34.8％、「十分ではないが、入手できている」の割合が 22.9％となっていま

す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
【年代別】 

年代別にみると、他に比べ、18～29 歳で「今のところ情報を得る必要がない」の割合が、50～

64 歳で「十分ではないが、入手できている」の割合が高くなっています。 

 
単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

十
分
入
手
で
き
て
い

る 十
分
で
は
な
い
が
⺯
入

手
で
き
て
い
る 

ほ
と
ん
ど
入
手
で
き

て
い
な
い 

今
の
と
こ
ろ
情
報
を

得
る
必
要
が
な
い 

無
回
答 

全  体 615 2.9 22.9 34.8 35.1 4.2 

18～29 歳 53 5.7 9.4 30.2 54.7 － 

30～49 歳 223 4.0 18.4 35.4 39.5 2.7 

50～64 歳 170 1.8 28.8 34.7 32.9 1.8 

65 歳以上 166 1.8 27.1 35.5 25.3 10.2 

 
 
  

回答者数 = 615 ％

十分入手できている

十分ではないが、入手できている

ほとんど入手できていない

今のところ情報を得る必要がない

無回答

2.9

22.9

34.8

35.1

4.2

0 10 20 30 40 50
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問 26 で「十分入手できている」「十分ではないが、入手できている」を選んだ方におた

ずねします。 

問 26－１ あなたは、「福祉サービス」に関する情報を主にどこから入手しています

か。（いくつでも○） 

「市役所の窓口や市報」の割合が64.2％と最も高く、次いで「インターネット」の割合が42.8％、

「地域包括支援センター」の割合が 21.4％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

回答者数 = 159 ％

市役所の窓口や市報

民生委員・児童委員

社会福祉協議会

子ども家庭支援センター

地域包括支援センター

ケアマネジャーやヘルパー

近所の人・知人・友人

新聞・雑誌・テレビ・ラジオ

インターネット

その他

無回答

64.2

5.0

4.4

8.2

21.4

18.2

17.6

20.8

42.8

6.9

0.0

0 20 40 60 80



 

60 

問 27 あなたは、今後、「福祉サービス」に関する情報をどこから入手したいですか。

（いくつでも○） 

「市役所の窓口や市報」の割合が71.2％と最も高く、次いで「インターネット」の割合が58.9％、

「地域包括支援センター」の割合が 21.0％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【年代別】 

年代別にみると、他に比べ、18～29 歳で「インターネット」の割合が、65 歳以上で「地域包括

支援センター」の割合が、30～49 歳で「インターネット」の割合が高くなっています。 

 
単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

市
役
所
の
窓
口
や
市

報 民
生
委
員
・
児
童
委
員 

社
会
福
祉
協
議
会 

子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
⺳ 

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
⺳ 

ケ
ア
マ
ネ
ジ
⻝
⺳
や

ヘ
ル
パ
⺳ 

近
所
の
人
・
知
人
・
友

人 新
聞
・
雑
誌
・
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ 

イ
ン
タ
⺳
ネ
⻜
ト 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 615 71.2 5.7 7.8 4.6 21.0 13.5 13.8 18.0 58.9 2.8 2.6 

18～29 歳 53 49.1 1.9 5.7 3.8 9.4 5.7 11.3 13.2 79.2 1.9 － 

30～49 歳 223 66.4 3.6 3.6 9.0 9.4 5.8 16.6 17.5 75.3 3.6 1.8 

50～64 歳 170 79.4 5.9 8.2 2.4 21.2 14.7 11.8 15.9 58.8 1.8 2.9 

65 歳以上 166 75.9 9.0 13.9 1.2 39.8 24.1 12.7 21.7 31.3 3.0 4.2 

 
  

回答者数 = 615 ％

市役所の窓口や市報

民生委員・児童委員

社会福祉協議会

子ども家庭支援センター

地域包括支援センター

ケアマネジャーやヘルパー

近所の人・知人・友人

新聞・雑誌・テレビ・ラジオ

インターネット

その他

無回答

71.2

5.7

7.8

4.6

21.0

13.5

13.8

18.0

58.9

2.8

2.6

0 20 40 60 80
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問 28 小金井市社会福祉協議会は、様々な福祉問題の解決に向けて活動や支援を行って

います。社会福祉協議会の行う活動・支援として、今後、支援してほしいものはど

れですか。（３つまで○） 

「気軽に相談できる福祉総合相談の充実」の割合が 44.7％と最も高く、次いで「広報紙やイン

ターネットなどによる福祉に関する情報発信の充実」の割合が 37.7％、「在宅生活を支援するた

めの福祉サービスの充実」の割合が 26.0％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

回答者数 = 615 ％

ボランティア活動の参加促進と支援

住民による見守りや支え合い活動への支援

隣近所や町内会など、地域における住民同
士の交流活動への支援

気軽に相談できる福祉総合相談の充実

在宅生活を支援するための福祉サービスの
充実

地域住民への福祉に関する普及啓発

学校における福祉体験学習の推進

広報紙やインターネットなどによる福祉に
関する情報発信の充実

その他

特にない

無回答

18.2

22.3

16.1

44.7

26.0

13.3

15.8

37.7

0.8

8.8

1.5

0 10 20 30 40 50
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【年代別】 

年代別にみると、他に比べ、65 歳以上で「気軽に相談できる福祉総合相談の充実」の割合が、

30～49 歳で「学校における福祉体験学習の推進」の割合が、18～29 歳で「広報紙やインターネッ

トなどによる福祉に関する情報発信の充実」の割合が高くなっています。 

 
単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

ボ
ラ
ン
テ
⻘
ア
活
動
の
参

加
促
進
と
支
援 

住
民
に
よ
る
見
守
り
や
支

え
合
い
活
動
へ
の
支
援 

隣
近
所
や
町
内
会
な
ど
⺯

地
域
に
お
け
る
住
民
同
士

の
交
流
活
動
へ
の
支
援 

気
軽
に
相
談
で
き
る
福
祉

総
合
相
談
の
充
実 

在
宅
生
活
を
支
援
す
る
た

め
の
福
祉
サ
⺳
ビ
ス
の
充

実 

全  体 615 18.2 22.3 16.1 44.7 26.0 

18～29 歳 53 15.1 20.8 11.3 30.2 20.8 

30～49 歳 223 17.5 21.1 14.3 35.4 25.1 

50～64 歳 170 18.8 22.4 16.5 48.8 25.3 

65 歳以上 166 19.3 24.1 18.7 57.8 28.9 

 

区分 

地
域
住
民
へ
の
福
祉
に
関

す
る
普
及
啓
発 

学
校
に
お
け
る
福
祉
体
験

学
習
の
推
進 

広
報
紙
や
イ
ン
タ
⺳
ネ
⻜

ト
な
ど
に
よ
る
福
祉
に
関

す
る
情
報
発
信
の
充
実 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全  体 13.3 15.8 37.7 0.8 8.8 1.5 

18～29 歳 1.9 22.6 45.3 － 18.9 － 

30～49 歳 14.3 25.6 35.4 1.8 12.1 0.9 

50～64 歳 13.5 8.8 43.5 － 5.9 0.6 

65 歳以上 15.7 7.8 33.1 0.6 4.2 3.6 
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問 29 あなたは、「成年後見制度（認知症や障がいのある方等が地域で自立した生活を

送れるように福祉サービスの利用手続きや生活費の管理及び財産管理等を行なう制

度）」をご存知ですか。（１つに○） 

「内容を少し知っている」の割合が 35.1％と最も高く、次いで「聞いたことはあるが、内容は

知らない」の割合が 29.1％、「知らない」の割合が 25.4％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 30 成年後見制度の利用促進に向けての課題は何だと思いますか。（いくつでも○） 

「制度に関する十分な知識がない」の割合が 67.8％と最も高く、次いで「誰（どこ）に相談し

て良いか分からない」の割合が 42.3％、「内容や手続きが煩雑である」の割合が 25.7％となって

います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

回答者数 = 615 ％

内容までよく知っている

内容を少し知っている

聞いたことはあるが、内容は知らない

知らない

無回答

9.8

35.1

29.1

25.4

0.7

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 615 ％

制度に関する十分な知識がない

誰（どこ）に相談して良いか分からない

本人や家族、親族等の理解が得られない

申立費用や後見報酬などの費用がかかる

内容や手続きが煩雑である

適当な後見人候補が見つからない

後見人が変更しづらい

その他

特にない

無回答

67.8

42.3

11.7

24.9

25.7

20.8

11.4

3.7

7.0

2.6

0 20 40 60 80
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【成年後見制度の認知度別】 

成年後見制度の認知度別にみると、他に比べ、内容までよく知っているで「内容や手続きが煩

雑である」「申立費用や後見報酬などの費用がかかる」「後見人が変更しづらい」の割合が高くな

っています。 

 
単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

制
度
に
関
す
る
十
分
な

知
識
が
な
い 

誰
⺺
ど
こ
⺻
に
相
談
し
て

良
い
か
分
か
ら
な
い 

本
人
や
家
族
⺯
親
族
等
の

理
解
が
得
ら
れ
な
い 

申
立
費
用
や
後
見
報
酬

な
ど
の
費
用
が
か
か
る 

内
容
や
手
続
き
が
煩
雑

で
あ
る 

適
当
な
後
見
人
候
補
が

見
つ
か
ら
な
い 

後
見
人
が
変
更
し
づ
ら

い そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全  体 615 67.8 42.3 11.7 24.9 25.7 20.8 11.4 3.7 7.0 2.6 

内容までよく知
っている 

60 45.0 26.7 25.0 48.3 50.0 38.3 31.7 11.7 5.0 － 

内容を少し知っ
ている 

216 60.2 46.8 16.7 36.1 36.6 31.9 15.3 4.6 3.2 0.5 

聞いたことはあ
るが、内容は知
らない 

179 81.0 50.8 7.8 15.6 17.9 13.4 7.3 2.2 3.4 3.9 

知らない 156 73.1 32.7 4.5 11.5 10.9 7.7 3.2 1.3 17.3 3.2 
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Ｇ．再犯防止支援について 

 

問 31 犯罪をした人が孤立することなく社会に復帰し、犯罪や非行を繰り返すことを防

ぐため、平成 28 年に再犯の防止等の推進に関する法律（再犯防止推進法）が施行さ

れました。あなたは、このことを知っていますか。（１つに○） 

「知らない」の割合が 52.0％と最も高く、次いで「聞いたことはあるが、内容は知らない」の

割合が 34.8％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 32 罪を犯した人が地域に戻る場合、その人に対してどのような支援が必要だと思い

ますか。（いくつでも○） 

「就労支援」の割合が 69.4％と最も高く、次いで「罪を犯した人に対する支援ネットワーク（病

院・学校・福祉施設や民間団体等）」の割合が 39.8％、「住まいの確保」の割合が 38.9％となって

います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

回答者数 = 615 ％

内容までよく知っている

内容を少し知っている

聞いたことはあるが、内容は知らない

知らない

無回答

1.0

9.9

34.8

52.0

2.3

0 20 40 60

回答者数 = 615 ％

住まいの確保

経済的支援

就労支援

地域住民の理解・関わり

罪を犯した人に対する支援ネットワーク（病院・学
校・福祉施設や民間団体等）

保健医療・福祉サービスの利用

その他

特にない

わからない

無回答

38.9

29.3

69.4

31.4

39.8

14.3

2.6

3.7

8.6

2.4

0 20 40 60 80
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Ｈ．保健福祉施策等について 

 

問 33 小金井市では、「誰もがいきいきと暮らすことのできるまち」の実現をめざして

います。あなたは、小金井市は「誰もがいきいきと暮らすことのできるまち」だと

思いますか。（１つに○） 

「どちらかといえばそう思う」の割合が 62.3％と最も高く、次いで「どちらかといえばそう思

わない」の割合が 20.0％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
【年代別】 

年代別にみると、他に比べ、18～29 歳で「どちらかといえばそう思う」の割合が高くなってい

ます。 

 
単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

全  体 615 6.5 62.3 20.0 6.5 4.7 

18～29 歳 53 11.3 75.5 9.4 3.8 － 

30～49 歳 223 7.6 62.8 19.3 9.0 1.3 

50～64 歳 170 5.3 62.4 24.1 5.3 2.9 

65 歳以上 166 4.8 57.2 20.5 4.8 12.7 

 
  

回答者数 = 615 ％

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答

6.5

62.3

20.0

6.5

4.7

0 20 40 60 80
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問 34 地域の支え合いの仕組みづくりで、あなたが特に必要であると思うことは何です

か。（３つまで○） 

「地域の人々が知り合う機会や活動する場所を確保すること」の割合が 35.3％と最も高く、次

いで「活動する場所や資金を行政が支援すること（活動拠点等の整備等）」の割合が 28.9％、「地

域で暮らす様々な人々が、お互いに認め合い、支え合うよう意識を啓発すること」の割合が 25.0％

となっています。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

回答者数 = 615 ％

地域住民が地域の福祉活動に参加するようＰＲする
こと

地域の人々が知り合う機会や活動する場所を確保す
ること

ボランティアを募集し、紹介する窓口を設けること

地域の支え合いを進めるために、きっかけとなる事
業を創設し推進すること

様々な団体が地域の課題について話し合うための機
会を設けること

活動する場所や資金を行政が支援すること（活動拠
点等の整備等）

地域で暮らす様々な人々が、お互いに認め合い、支
え合うよう意識を啓発すること

社会福祉法人（社会福祉協議会等）、ボランティア
団体・NPO 法人等の活動の充実

企業の福祉事業への参入の拡大・活性化

その他

福祉に頼る以前に、まず個人・家族で努力すべき

無回答

15.1

35.3

13.0

24.6

12.8

28.9

25.0

19.2

17.7

3.7

5.9

3.9

0 10 20 30 40 50
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【年代別】 

年代別にみると、他に比べ、18～29 歳で「企業の福祉事業への参入の拡大・活性化」の割合が、

65 歳以上で「地域住民が地域の福祉活動に参加するようＰＲすること」の割合が高くなっていま

す。 

 
単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

地
域
住
民
が
地
域
の
福
祉
活

動
に
参
加
す
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と 

地
域
の
人
々
が
知
り
合
う
機

会
や
活
動
す
る
場
所
を
確
保

す
る
こ
と 

ボ
ラ
ン
テ
⻘
ア
を
募
集
し
⺯
紹

介
す
る
窓
口
を
設
け
る
こ
と 

地
域
の
支
え
合
い
を
進
め
る

た
め
に
⺯
き
⻒
か
け
と
な
る
事

業
を
創
設
し
推
進
す
る
こ
と 

様
々
な
団
体
が
地
域
の
課
題

に
つ
い
て
話
し
合
う
た
め
の

機
会
を
設
け
る
こ
と 

活
動
す
る
場
所
や
資
金
を
行

政
が
支
援
す
る
こ
と
⺺
活
動
拠

点
等
の
整
備
等
⺻ 

全  体 615 15.1 35.3 13.0 24.6 12.8 28.9 

18～29 歳 53 9.4 34.0 11.3 15.1 11.3 32.1 

30～49 歳 223 9.9 34.1 13.9 23.8 13.9 28.7 

50～64 歳 170 15.9 36.5 14.7 28.2 11.2 28.8 

65 歳以上 166 22.9 35.5 10.2 24.7 13.9 27.7 

 

区分 

地
域
で
暮
ら
す
様
々
な
人
々

が
⺯
お
互
い
に
認
め
合
い
⺯
支

え
合
う
よ
う
意
識
を
啓
発
す

る
こ
と 

社
会
福
祉
法
人
⺺
社
会
福
祉
協

議
会
等
⺻
⺯
ボ
ラ
ン
テ
⻘
ア
団

体
・N

P
O
 

法
人
等
の
活
動
の
充

実 企
業
の
福
祉
事
業
へ
の
参
入

の
拡
大
・
活
性
化 

そ
の
他 

福
祉
に
頼
る
以
前
に
⺯
ま
ず
個

人
・
家
族
で
努
力
す
べ
き 

無
回
答 

全  体 25.0 19.2 17.7 3.7 5.9 3.9 

18～29 歳 26.4 11.3 34.0 1.9 3.8 － 

30～49 歳 26.0 18.8 20.6 5.8 5.4 2.2 

50～64 歳 26.5 21.2 15.9 4.7 7.1 2.9 

65 歳以上 21.7 20.5 10.8 0.6 6.0 8.4 
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問 35 あなたは、これからの小金井市の福祉は何を重点にすべきだと思いますか。（３

つまで○） 

「在宅福祉サービスの充実」の割合が 31.7％と最も高く、次いで「子育て支援のための保育所、

児童館の充実」の割合が 28.5％、「気軽に相談できる人や集まれる場所の整備等」の割合が 24.1％

となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

回答者数 = 615 ％

在宅福祉サービスの充実

手当等の経済的援助

ボランティア団体等市民活動への援助

住民がお互いに助け合えるまちづくり

道路の段差解消等バリアフリーの充実

個人の自立を支援するサービスの充実

生活困窮者への支援の充実

学校等での子どもの頃からの福祉教育の充
実

子育て支援のための保育所、児童館の充実

気軽に相談できる人や集まれる場所の整備
等

健康増進や生きがいづくり

施設福祉サービスの整備・充実

その他

無回答

31.7

22.3

9.1

20.7

18.2

14.5

15.4

21.3

28.5

24.1

18.4

21.5

3.1

2.4

0 10 20 30 40 50
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【年代別】 

年代別にみると、他に比べ、18～29 歳で「手当等の経済的援助」「子育て支援のための保育所、

児童館の充実」の割合が、30～49 歳で「子育て支援のための保育所、児童館の充実」の割合が高

くなっています。 

 
単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

在
宅
福
祉
サ
⺳
ビ
ス
の
充

実 手
当
等
の
経
済
的
援
助 

ボ
ラ
ン
テ
⻘
ア
団
体
等
市

民
活
動
へ
の
援
助 

住
民
が
お
互
い
に
助
け
合

え
る
ま
ち
づ
く
り 

道
路
の
段
差
解
消
等
バ
リ

ア
フ
リ
⺳
の
充
実 

個
人
の
自
立
を
支
援
す
る

サ
⺳
ビ
ス
の
充
実 

生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
の

充
実 

全  体 615 31.7 22.3 9.1 20.7 18.2 14.5 15.4 

18～29 歳 53 20.8 43.4 3.8 17.0 28.3 7.5 18.9 

30～49 歳 223 22.4 27.8 6.3 15.2 18.8 15.7 12.6 

50～64 歳 170 38.8 15.9 10.0 24.1 14.7 17.6 15.9 

65 歳以上 166 39.2 14.5 13.9 24.7 17.5 12.0 18.1 

 

区分 

学
校
等
で
の
子
ど
も
の
頃

か
ら
の
福
祉
教
育
の
充
実 

子
育
て
支
援
の
た
め
の
保

育
所
⺯
児
童
館
の
充
実 

気
軽
に
相
談
で
き
る
人
や

集
ま
れ
る
場
所
の
整
備
等 

健
康
増
進
や
生
き
が
い
づ

く
り 

施
設
福
祉
サ
⺳
ビ
ス
の
整

備
・
充
実 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 21.3 28.5 24.1 18.4 21.5 3.1 2.4 

18～29 歳 15.1 39.6 24.5 15.1 13.2 3.8 － 

30～49 歳 30.5 39.5 19.7 15.2 17.9 3.6 2.7 

50～64 歳 15.9 15.9 28.2 19.4 28.8 4.1 2.4 

65 歳以上 16.9 23.5 25.9 22.3 21.1 1.2 3.0 
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問 36 みんなで助け合い・支え合える地域をつくるために、あなたができること、地域で

取り組むべきことなど、何かご意見などがあれば教えてください。（自由意見） 

全部で 113 件のご回答をいただきました。以下に主なものを抜粋します。 

地域住民のつながり：13 件 

・私はコロナ（対策）禍になってから引っ越してきたので隣人の顔を知りません。隣には小学生の

女の子が住んでいるようですが子供ですら顔をかくしており、誰の顔もわかりません。みんなで

助け合いといいますが道で会っても誰が誰だかわからない人たちだらけでどうやって助け合い

をするのか疑問です。あなた方は保身とクレーム対策の「マスク着用のお願い」を永遠に続けて

人 （々特に子供）から正常なコミュニケーションを奪い続けるのでしょうか。（女性、30～34 歳） 

・コロナの拡大もあり、地域活動も活発化せず、近所の方との交流が少なくなっているのが不安で

すね。異年代（若い方、老人の方）の交流をもつには、何が出来るのか？各町会も高齢化が進み

行事は（コロナ）開催できない状態が続いています。何かやるべき事があるのでしょうが具体的

には思い浮かびません。残念です。（男性、70～74 歳） 

 

行政の活動：17 件 

・市民に意見をきいて、行政のプラスになるのでしょうか。疑問に思いました。少数意見が通

ってしまうのはこわいです。安易に思いつきを実行しないで下さい。（女性、80 歳以上） 

・小金井市のためにしっかりとはたらいて下さい。また、教育に力を入れるなら、公立小学校

中学校に教育費を入れて、質がよくなるようにしてほしいと思います。（女性、35～39 歳） 

・少子化なのは結婚しないから。結婚した市民にお金をあげればいい。婚活をもっと市をあげ

てやってみては？（男性、40～44 歳） 

 

市内の設備：10 件 

・高齢者のみの住宅が多くなっているので、防犯カメラの設置を増やし、犯罪防止、火災事故

防止などの対策を充実してほしい。（男性、70～74 歳） 

・幅広い層が利用する施設、スポーツセンターや図書館等福祉サービスの改築含めたサービス

の充実化を切に願います。今まで都内の 5 区・市町に住居しましたが、ここまでクオリティ

が低いところは初めてです。このような施設を通じてコミュニティーの輪が広がっていくも

のではないか、と思います。頑張っていただきたいです。（女性、45～49 歳） 

・①（貫井）小金井市坂下地区に小児科、耳鼻科、内科、皮膚科を営む診療所、クリニックが

坂上地区に比べて圧倒的に少ない。②東京自治会館に図書館（図書室）を設置してほしい。

もしくはその近隣に設置してほしい。坂下地区の住民も貫井北センター（1F 図書館とカフェ

あり）と同等の公共サービスを享受したい。（女性、40～44 歳） 

・市と大学や企業と連携して、新しい福祉会館に誰でも利用できる食堂やカフェなどを作って

ほしい。そこに行けば、まだ福祉が必要でなくても情報を得られ、今後に役立つかもしれな

い。周知になると思います。（女性、45～49 歳） 
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情報の発信：13 件 

・どこに、誰に？入口がわからない。市役所の積極的な広報が必要と感じられる。（女性、80

歳以上） 

・人それぞれ、生活に対する満足度に差があり、どれだけ支援すべきかわからない。それより

もまずは声かけが必要なのではないかと思う。ただ、その声かけも、どのような方法でする

のかはわからない。それともう 1 つ。これは、福祉に該当するかわからないが、自転車の交

通マナーが悪すぎる。老若男女全て。特に、お年寄りに関しては講習が必要なのでは…！？

（女性、60～64 歳） 

・まだ福祉の制度を必要とするケースがなく、イメージがわかないが、世の中をみて感じるこ

とは、施設、役所などのつながり、情報の共有、連携がうまくとれていないと、たらい回し

となったり、援助がブツブツ切れたりするのではないかと思う。自分のこの状況はどこに助

けを求めたらよいのかということもわからないケースもあると思うので、イメージがわかる

情報伝達も必要かと思う（男性、50～54 歳） 

 

福祉サービスの充実：11 件 

・障害児（者）の自立や課題解決のため、適切なサービス利用に向けてのケアマネジメントを

より細かく支援する障害児童支援事業所数がまだ不足しています。良質な事業所の新設をお

願いします。（女性、45～49 歳） 

・点字や手話を誰もが習得できて障害の壁をなくすことを夢にみています。義務教育の責務は

高学歴の習得ではありません。識字教育のレベルアップをして、点字を導入する共生社会を

夢見ています。（女性、80 歳以上） 

・ヤングケアラーや生活困窮者（特にシングルマザー又は一人暮しの学生など）の記事を読む

たびに心を痛めます。小金井にも多数いるかもしれませんが、本人は助けを求める声を上げ

られないのではないでしょうか。援助のうけやすいしくみを作ってあげてほしいです。小金

井全世帯のうちどれくらいの％の人たちが支援をうける（うけなければならない）状態なの

か実態を教えてほしいです。身近なところの情報がなければ、周りが気軽に声かけできない

のではないでしょうか。皆で支えあっていく社会が理想だとは思いますが、情報がなければ

進まないような気がします。うまくまとめられませんが。何かやれることがあれば協力した

いとは思いますが…。（女性、65～69 歳） 

 

地域活動・ボランティア：19 件 

・小金井市に居住し 1年未満ですが、幅広い年代、バックグラウンドの方々が住んでいる自治体だ

と感じています。それぞれ、得意なことや経験をお持ちの方もいると思うので、どのようなニー

ズがあり、どのような技能や経験が活かせるかを知ることができたり、マッチングできるような

仕組みがあると、住民の活力をいかした活動ができるのではないかと思います。（男性、35～39

歳） 
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・剣道を家族で始めた事により、沢山の年代、地域のつながりを感じる事が出来ています。地域で

スポーツや武道を体験するイベントなどをして（無料）さまざまな年代の方と交流があったら子

供から年配の方まで知り合う事が出来、そこから助け合いが（ボランティア etc）出来ていけた

ら良いのではと思いました。（女性、40～44 歳） 

・元気と余力のある高齢者が、助けを必要とする高齢者を支えるシステムやコミュニティをつくっ

てほしい。現役世代の負担ばかり増えている感じがする。現役世代には、自分の仕事・育児・家

庭に専念させてほしい。現役世代は疲弊しています。特にロストジェネレーション世代は、人に

かまっている余裕はありません。この世代がそのまま高齢者になっていくのです。現役世代にこ

れ以上期待しないでほしい。（女性、45～49 歳） 

 

世代間交流：５件 

・子どもは社会や地域の宝。商業施設やマンションを建てる以前に、子どもたちがのびのびと外あ

そびできる場を作ってほしい。そこから子から子へ、親どうしの交流も深まり福祉へとつながっ

ていくと思います。（女性、45～49 歳） 

・地域での皆が参加できる行事をふやす。お互いの顔などを知りあうことが第一歩かと思います。

（女性、70～74 歳） 

 

子育て：15 件 

・保育所や施設での問題ごと（虐待など）を相談できるところが必要。また相談ごとによっては役

所の課にではなく市で協力し合える環境にしてほしい。（男性、30～34 歳） 

・母子（父子）家庭の貧困問題について、気になる。実態を調べたり、市民のできることの発信、

団体の紹介等を行ってほしい。自分ができることを考えたい。（女性、60～64 歳） 

 

その他：10 件 

・急激に人口が増大することにより、世の中の常識が通用しなくなり、時々、見直しが必要になっ

てくる。見直しをしないと、幸福な世の中にはならない。（男性、80 歳以上） 

・今のままでいいと思います（男性、60～64 歳） 

・今まで子どもが小さかったので子ども家庭支援センターにお世話になっていました。今は、経済

的に苦しいのでお手伝いできません。年を取って健康的にも不安です。何ができるか、わかりま

せん。（女性、50～54 歳） 

・助け合い、支え合える地域について、望まれていることが具体的にわかりません。（女性、55～59

歳） 

・わからない。行政が抱えている課題と住民が抱えている課題がわからないので、自分がお役に立

てることは不明。（男性、55～59 歳） 
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Ⅱ－２ 担い手調査 

Ａ．貴団体についておたずねします。 

Ｆ１ 貴団体はどのような活動団体ですか。（１つに○） 

「NPO 法人」の割合が 35.0％、「任意団体（法人格なし）」の割合が 37.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ３ 貴団体の主な活動場所は次のうちどれですか。（１つに○） 

「地域の公的施設（公民館や地域の集会所等）」の割合が 40.0％と最も高く、次いで「福祉施

設や病院等」の割合が 15.0％、「職員、スタッフの個人宅や勤務先等」の割合が 10.0％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【団体種別】 

団体種別にみると、他に比べ、任意団体（法人格なし）で「地域の公的施設（公民館や地域の

集会所等）」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

団
体
の
事
務
所 

地
域
の
公
的
施
設

⺺
公
民
館
や
地
域

の
集
会
所
等
⺻ 

福
祉
施
設
や
病
院

等 職
員
⺯
ス
タ
⻜
フ

の
個
人
宅
や
勤
務

先
等 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 40 7.5 40.0 15.0 10.0 22.5 5.0 

NPO 法人 14 14.3 14.3 7.1 7.1 50.0 7.1 

任意団体（法人格なし） 15 － 80.0 － 13.3 － 6.7 

その他 11 9.1 18.2 45.5 9.1 18.2 － 
  

回答者数 = 40 ％

NPO 法人

任意団体（法人格なし）

その他

無回答

35.0

37.5

27.5

0.0

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 40 ％

団体の事務所

地域の公的施設（公民館や地域の集会所
等）

福祉施設や病院等

職員、スタッフの個人宅や勤務先等

その他

無回答

7.5

40.0

15.0

10.0

22.5

5.0

0 10 20 30 40 50
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Ｆ４ 貴団体は、活動をはじめてからどのくらいになりますか。（１つに○） 

「20 年以上」の割合が 70.0％と最も高く、次いで「10 年以上 20 年未満」の割合が 15.0％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【団体種別】 

団体種別にみると、他に比べ、NPO 法人で「10 年以上 20 年未満」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

１
年
未
満 

１
年
以
上
３
年
未
満 

３
年
以
上
５
年
未
満 

５
年
以
上
10
年
未
満 

10
年
以
上
20
年
未
満 

20
年
以
上 

無
回
答 

全  体 40 － 7.5 7.5 － 15.0 70.0 － 

NPO 法人 14 － － － － 28.6 71.4 － 

任意団体（法人格なし） 15 － － 13.3 － 13.3 73.3 － 

その他 11 － 27.3 9.1 － － 63.6 － 

 

  

回答者数 = 40 ％

１年未満

１年以上３年未満

３年以上５年未満

５年以上10年未満

10年以上20年未満

20年以上

無回答

0.0

7.5

7.5

0.0

15.0

70.0

0.0

0 20 40 60 80
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Ｆ５ 活動している職員、スタッフの数は何人ですか。（１つに○） 

「10 人未満」の割合が 40.0％と最も高く、次いで「10 人～29 人」の割合が 35.0％、「30 人～

49 人」の割合が 12.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【団体種別】 

団体種別にみると、他に比べ、任意団体（法人格なし）で「10 人未満」の割合が、NPO 法人で

「30 人～49 人」「10 人～29 人」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

10
人
未
満 

10
人
⺶
29
人 

30
人
⺶
49
人 

50
人
⺶
99
人 

100
人
⺶
499
人 

500
人
以
上 

無
回
答 

全  体 40 40.0 35.0 12.5 7.5 5.0 － － 

NPO 法人 14 28.6 42.9 21.4 7.1 － － － 

任意団体（法人格なし） 15 60.0 26.7 13.3 － － － － 

その他 11 27.3 36.4 － 18.2 18.2 － － 

 

  

回答者数 = 40 ％

10人未満

10人～29人

30人～49人

50人～99人

100 人～499 人

500 人以上

無回答

40.0

35.0

12.5

7.5

5.0

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50
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Ｆ６ 活動している中心職員、スタッフの年齢層はどれですか。（１つに○） 

「60 歳代」の割合が 27.5％と最も高く、次いで「50 歳代」、「70 歳代」の割合が 20.0％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【団体種別】 

団体種別にみると、他に比べ、任意団体（法人格なし）で「70 歳代」の割合が、NPO 法人で「50

歳代」「60 歳代」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

20
歳
未
満 

20
歳
代 

30
歳
代 

40
歳
代 

50
歳
代 

60
歳
代 

70
歳
代 

80
歳
以
上 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 40 － － 5.0 15.0 20.0 27.5 20.0 5.0 2.5 5.0 

NPO 法人 14 － － 7.1 14.3 28.6 35.7 7.1 － 7.1 － 

任意団体 
（法人格なし） 

15 － － － － 13.3 33.3 40.0 6.7 － 6.7 

その他 11 － － 9.1 36.4 18.2 9.1 9.1 9.1 － 9.1 

 

  

回答者数 = 40 ％

20歳未満

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

わからない

無回答

0.0

0.0

5.0

15.0

20.0

27.5

20.0

5.0

2.5

5.0

0 10 20 30 40 50
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Ｆ７ 活動している分野は、次のどれにあてはまりますか。（いくつでも○） 

「障がいのある方を対象とした福祉活動」の割合が 67.5％と最も高く、次いで「高齢者を対象

とした福祉活動」の割合が 57.5％、「さまざまな人々が集まって交流できる居場所づくり」の割

合が 17.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 40 ％

高齢者を対象とした福祉活動

障がいのある方を対象とした福祉活動

子ども・子育て世帯を対象とした福祉活動

若者を対象とした福祉活動

さまざまな人々が集まって交流できる居場
所づくり

趣味活動やスポーツ・レクリエーション

地域の清掃・美化、自然環境保護・リサイ
クル

消防・防災・防犯・災害支援

国際交流・国際協力活動

青少年育成・支援

セルフヘルプ・グループ（自助グループ・
相互援助グループ）

ＮＰＯや活動団体への支援（助言・資金提
供など）

男女共同参画・人権問題

その他

無回答

57.5

67.5

15.0

7.5

17.5

12.5

2.5

2.5

0.0

2.5

5.0

0.0

0.0

7.5

0.0

0 20 40 60 80
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【団体種別】 

団体種別にみると、他に比べ、NPO 法人で「障がいのある方を対象とした福祉活動」「子ども・

子育て世帯を対象とした福祉活動」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

高
齢
者
を
対
象
と
し

た
福
祉
活
動 

障
が
い
の
あ
る
方
を

対
象
と
し
た
福
祉
活

動 子
ど
も
・
子
育
て
世
帯

を
対
象
と
し
た
福
祉

活
動 

若
者
を
対
象
と
し
た

福
祉
活
動 

さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が

集
ま
⻒
て
交
流
で
き

る
居
場
所
づ
く
り 

趣
味
活
動
や
ス
ポ
⺳

ツ
・
レ
ク
リ
エ
⺳
シ
⻟

ン 地
域
の
清
掃
・
美
化
⺯

自
然
環
境
保
護
・
リ
サ

イ
ク
ル 

全  体 40 57.5 67.5 15.0 7.5 17.5 12.5 2.5 

NPO 法人 14 57.1 85.7 28.6 7.1 21.4 14.3 7.1 

任意団体 
（法人格なし） 

15 53.3 66.7 － 6.7 13.3 13.3 － 

その他 11 63.6 45.5 18.2 9.1 18.2 9.1 － 

 

区分 

消
防
・
防
災
・
防
犯
・

災
害
支
援 

国
際
交
流
・
国
際
協
力

活
動 

青
少
年
育
成
・
支
援 

セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
・
グ
ル

⺳
プ
⺺
自
助
グ
ル
⺳

プ
・
相
互
援
助
グ
ル
⺳

プ
⺻ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
活
動
団
体

へ
の
支
援
⺺
助
言
・
資

金
提
供
な
ど
⺻ 

男
女
共
同
参
画
・
人
権

問
題 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 2.5 － 2.5 5.0 － － 7.5 － 

NPO 法人 7.1 － 7.1 － － － 7.1 － 

任意団体 
（法人格なし） 

－ － － 6.7 － － 13.3 － 

その他 － － － 9.1 － － － － 
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Ｆ８ 活動されているエリアは次のどれにあてはまりますか。（１つに○） 

「小金井市内および周辺の市区町村」の割合が 42.5％と最も高く、次いで「小金井市内全域」

の割合が 35.0％、「小金井市内の一部地域」の割合が 12.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【団体種別】 

団体種別にみると、他に比べ、NPO 法人で「小金井市内および周辺の市区町村」の割合が、任

意団体（法人格なし）で「小金井市内全域」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

小
金
井
市
内
の
一
部

地
域 

小
金
井
市
内
全
域 

小
金
井
市
内
お
よ
び

周
辺
の
市
区
町
村 

都
内
お
よ
び
隣
接
県 

特
に
決
ま
⻒
て
い
な

い そ
の
他 

無
回
答 

全  体 40 12.5 35.0 42.5 5.0 5.0 － － 

NPO 法人 14 14.3 14.3 64.3 － 7.1 － － 

任意団体（法人格なし） 15 6.7 53.3 33.3 6.7 － － － 

その他 11 18.2 36.4 27.3 9.1 9.1 － － 

 

  

回答者数 = 40 ％

小金井市内の一部地域

小金井市内全域

小金井市内および周辺の市区町村

都内および隣接県

特に決まっていない

その他

無回答

12.5

35.0

42.5

5.0

5.0

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50
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Ｂ．団体の活動状況と課題についておたずねします。 

問１ 貴団体の事業（活動）はどれくらいの頻度で行っていますか。（１つに○） 

「週に３回以上」の割合が 35.0％と最も高く、次いで「月に１～２回」の割合が 25.0％、「月

に３～４回」の割合が 12.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【団体種別】 

団体種別にみると、他に比べ、NPO 法人で「週に３回以上」の割合が、任意団体（法人格なし）

で「週に１～２回」「月に３～４回」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

週
に
３
回
以
上 

週
に
１
⺶
２
回 

月
に
３
⺶
４
回 

月
に
１
⺶
２
回 

年
に
数
回 

不
定
期 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 40 35.0 10.0 12.5 25.0 2.5 2.5 10.0 2.5 

NPO 法人 14 64.3 － － 21.4 － － 7.1 7.1 

任意団体 
（法人格なし） 

15 － 26.7 26.7 33.3 6.7 － 6.7 － 

その他 11 45.5 － 9.1 18.2 － 9.1 18.2 － 

 

  

回答者数 = 40 ％

週に３回以上

週に１～２回

月に３～４回

月に１～２回

年に数回

不定期

その他

無回答

35.0

10.0

12.5

25.0

2.5

2.5

10.0

2.5

0 10 20 30 40 50



 

82 

問２ 貴団体の活動の際、職員、スタッフ以外の人はどのくらい参加しますか。 

（１つに○） 

「10 人～29 人」の割合が 35.0％と最も高く、次いで「10 人未満」の割合が 32.5％、「職員、

スタッフ以外が参加する活動は行っていない」の割合が 15.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【団体種別】 

団体種別にみると、他に比べ、NPO 法人で「10 人未満」「職員、スタッフ以外が参加する活動は

行っていない」の割合が、任意団体（法人格なし）で「10 人～29 人」の割合が高くなっていま

す。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

10
人
未
満 

10
人
⺶
29
人 

30
人
⺶
49
人 

50
人
⺶
99
人 

100
人
⺶
499
人 

500
人
以
上 

職
員
⺯
ス
タ
⻜
フ
以
外

が
参
加
す
る
活
動
は

行
⻒
て
い
な
い 

無
回
答 

全  体 40 32.5 35.0 5.0 7.5 － － 15.0 5.0 

NPO 法人 14 50.0 21.4 7.1 － － － 21.4 － 

任意団体（法人格なし） 15 20.0 46.7 6.7 6.7 － － 13.3 6.7 

その他 11 27.3 36.4 － 18.2 － － 9.1 9.1 

 

  

回答者数 = 40 ％

10人未満

10人～29人

30人～49人

50人～99人

100人～499人

500人以上

職員、スタッフ以外が参加する活動は行っ
ていない

無回答

32.5

35.0

5.0

7.5

0.0

0.0

15.0

5.0

0 10 20 30 40 50
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問３ 貴団体の令和３年度の事業費（活動費）の合計はどのくらいですか。（１つに○） 

「100 万円未満」の割合が 52.5％と最も高く、次いで「2,000 万円以上」の割合が 32.5％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【団体種別】 

団体種別にみると、他に比べ、任意団体（法人格なし）で「100 万円未満」の割合が、NPO 法人

で「2,000 万円以上」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

100
万
円
未
満 

100
万
⺶
250
万
円
未
満 

250
万
⺶
500
万
円
未
満 

500
万
⺶
1,000
万
円
未
満 

1,000
万
⺶
1,500
万
円
未
満 

1,500
万
⺶
2,000
万
円
未
満 

2,000
万
円
以
上 

無
回
答 

全  体 40 52.5 2.5 － － 5.0 － 32.5 7.5 

NPO 法人 14 21.4 － － － 14.3 － 64.3 － 

任意団体 
（法人格なし） 

15 86.7 － － － － － － 13.3 

その他 11 45.5 9.1 － － － － 36.4 9.1 

 

  

回答者数 = 40 ％

100万円未満

100万～250万円未満

250万～500万円未満

500万～1,000万円未満

1,000万～1,500万円未満

1,500万～2,000万円未満

2,000万円以上

無回答

52.5

2.5

0.0

0.0

5.0

0.0

32.5

7.5

0 20 40 60



 

84 

問４ 貴団体は、令和３年度に助成金を受けましたか。（１つに○） 

「行政など公的機関の助成金」の割合が 62.5％と最も高く、次いで「助成金は受けていない」

の割合が 30.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【団体種別】 

団体種別にみると、大きな差はみられません。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

行
政
な
ど
公
的
機
関

の
助
成
金 

民
間
企
業
な
ど
に
よ

る
助
成
金 

N
P
O

団
体
な
ど
に
よ
る

助
成
金 

個
人
に
よ
る
助
成
金 

そ
の
他 

助
成
金
は
受
け
て
い

な
い 

無
回
答 

全  体 40 62.5 － － － － 30.0 7.5 

NPO 法人 14 64.3 － － － － 21.4 14.3 

任意団体 
（法人格なし） 

15 66.7 － － － － 33.3 － 

その他 11 54.5 － － － － 36.4 9.1 

 

  

回答者数 = 40 ％

行政など公的機関の助成金

民間企業などによる助成金

NPO 団体などによる助成金

個人による助成金

その他

助成金は受けていない

無回答

62.5

0.0

0.0

0.0

0.0

30.0

7.5

0 20 40 60 80
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問４で「行政など公的機関の助成金」「民間企業などによる助成金」「NPO 団体などによ

る助成金」「個人による助成金」「その他」を選んだ方におたずねします。 

問４-１ 令和３年度に受けた助成金の合計額はいくらでしたか。（１つに○） 

「50 万円未満」の割合が 56.0％と最も高く、次いで「50 万～100 万円未満」、「500 万～1,000

万円未満」の割合が 12.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 25 ％

50万円未満

50万～100万円未満

100万～200万円未満

200万～500万円未満

500万～1,000万円未満

1,000万円以上

無回答

56.0

12.0

4.0

8.0

12.0

8.0

0.0

0 20 40 60 80



 

86 

問５ 貴団体では、活動や事務作業で報酬を受け取る人がいますか。（１つに○） 

「いる」の割合が 42.5％、「いない」の割合が 52.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【団体種別】 

団体種別にみると、他に比べ、NPO 法人で「いる」の割合が、任意団体（法人格なし）で「い

ない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

い
る 

い
な
い 

無
回
答 

全  体 40 42.5 52.5 5.0 

NPO 法人 14 85.7 14.3 － 

任意団体（法人格なし） 15 － 93.3 6.7 

その他 11 45.5 45.5 9.1 

 

問５で「いる」を選んだ方におたずねします。 

問５-１ 令和３年度の人件費総額はいくらでしたか。（１つに○） 

「1,000 万円以上」の割合が 76.5％と最も高く、次いで「50 万円未満」の割合が 11.8％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 17 ％

50万円未満

50万～100万円未満

100万～200万円未満

200万～500万円未満

500万～1,000万円未満

1,000万円以上

無回答

11.8

0.0

0.0

5.9

5.9

76.5

0.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 40 ％

いる

いない

無回答

42.5

52.5

5.0

0 20 40 60
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問６ 活動や事業で公的機関や他団体から業務受託しているものはありますか。 

（いくつでも○） 

「行政からの受託」の割合が 37.5％と最も高く、次いで「業務受託しているものはない」の割

合が 35.0％、「社会福祉法人や NPO などからの受託」の割合が 20.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【団体種別】 

団体種別にみると、他に比べ、NPO 法人で「行政からの受託」の割合が、任意団体（法人格な

し）で「業務受託しているものはない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

行
政
か
ら
の
受
託 

企
業
か
ら
の
受
託 

社
会
福
祉
法
人
や

N
P
O

な
ど
か
ら
の
受
託 

自
治
会
や

P
T
A

な
ど
地

域
の
組
織
か
ら
の
受
託 

個
人
か
ら
の
受
託
⺺
一
定

期
間
継
続
す
る
業
務
⺻ 

そ
の
他 

業
務
受
託
し
て
い
る
も

の
は
な
い 

無
回
答 

全  体 40 37.5 10.0 20.0 5.0 10.0 2.5 35.0 10.0 

NPO 法人 14 64.3 14.3 14.3 － 14.3 － 21.4 7.1 

任意団体 
（法人格なし） 

15 20.0 － 20.0 6.7 6.7 6.7 53.3 13.3 

その他 11 27.3 18.2 27.3 9.1 9.1 － 27.3 9.1 

 

  

回答者数 = 40 ％

行政からの受託

企業からの受託

社会福祉法人やNPOなどからの受託

自治会やPTAなど地域の組織からの受託

個人からの受託（一定期間継続する業務）

その他

業務受託しているものはない

無回答

37.5

10.0

20.0

5.0

10.0

2.5

35.0

10.0

0 10 20 30 40 50



 

88 

問７ 活動を行う上で、どのような団体、グループと交流や協力関係がありますか。 

（いくつでも○） 

「社会福祉協議会」の割合が 72.5％と最も高く、次いで「行政」の割合が 70.0％、「ボランテ

ィア団体」、「地域包括支援センター」の割合が 42.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 40 ％

行政

町会・自治会

NPO法人

ボランティア団体

民生委員・児童委員

保育園、幼稚園等の保護者会・PTA

老人会・老人クラブ

障がい者当事者会・家族会

社会福祉協議会

高齢者福祉施設

地域包括支援センター

障がい者福祉施設

児童福祉施設

自立相談サポートセンター

青少年健全育成地区委員会

病院・医療施設

保育園・幼稚園

小学校・中学校

高校・大学

消防団・自主防災組織

企業・商店

その他

特にない

無回答

70.0

32.5

32.5

42.5

17.5

5.0

15.0

32.5

72.5

27.5

42.5

40.0

5.0

5.0

2.5

27.5

7.5

12.5

15.0

7.5

15.0

12.5

2.5

2.5

0 20 40 60 80
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【団体種別】 

団体種別にみると、他に比べ、NPO 法人で「NPO 法人」「障がい者福祉施設」「地域包括支援セン

ター」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

行
政 

町
会
・
自
治
会 

N
P
O

法
人 

ボ
ラ
ン
テ
⻘
ア
団
体 

民
生
委
員
・
児
童
委
員 

保
育
園
⺯
幼
稚
園
等
の

保
護
者
会
・P

T
A
 

老
人
会
・
老
人
ク
ラ
ブ 

障
が
い
者
当
事
者
会
・

家
族
会 

社
会
福
祉
協
議
会 

高
齢
者
福
祉
施
設 

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
⺳ 

障
が
い
者
福
祉
施
設 

全  体 40 70.0 32.5 32.5 42.5 17.5 5.0 15.0 32.5 72.5 27.5 42.5 40.0 

NPO 法人 14 85.7 42.9 64.3 42.9 28.6 7.1 14.3 21.4 78.6 28.6 64.3 71.4 

任意団体 
（法人格なし） 

15 60.0 13.3 6.7 46.7 6.7 6.7 － 53.3 66.7 20.0 20.0 26.7 

その他 11 63.6 45.5 27.3 36.4 18.2 － 36.4 18.2 72.7 36.4 45.5 18.2 

 

区分  

児
童
福
祉
施
設 

自
立
相
談
サ
ポ
⺳
ト

セ
ン
タ
⺳ 

青
少
年
健
全
育
成
地

区
委
員
会 

病
院
・
医
療
施
設 

保
育
園
・
幼
稚
園 

小
学
校
・
中
学
校 

高
校
・
大
学 

消
防
団
・
自
主
防
災
組

織 企
業
・
商
店 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全  体 5.0 5.0 2.5 27.5 7.5 12.5 15.0 7.5 15.0 12.5 2.5 2.5 

NPO 法人 7.1 7.1 7.1 35.7 7.1 14.3 14.3 7.1 28.6 14.3 7.1 － 

任意団体 
（法人格なし） 

6.7 － － 20.0 － 6.7 20.0 － － 20.0 － － 

その他 － 9.1 － 27.3 18.2 18.2 9.1 18.2 18.2 － － 9.1 

  



 

90 

問８ 他団体との交流や協力関係は、どのような状況ですか。（いくつでも○） 

「定期的に協議している」の割合が 55.0％と最も高く、次いで「活動や業務を一緒に行ってい

る」の割合が 50.0％、「イベントを共催している」の割合が 42.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【団体種別】 

団体種別にみると、他に比べ、NPO 法人で「定期的に協議している」「イベントを共催している」

の割合が、任意団体（法人格なし）で「活動や業務を一緒に行っている」「広報活動を一緒に行っ

ている」「事務所や活動の場所を共有している」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

活
動
や
業
務
を
一
緒
に
行

⻒
て
い
る 

定
期
的
に
協
議
し
て
い
る 

資
金
を
出
し
合
⻒
て
活
動

や
業
務
を
行
⻒
て
い
る 

人
事
交
流
を
し
て
い
る 

広
報
活
動
を
一
緒
に
行
⻒

て
い
る 

イ
ベ
ン
ト
を
共
催
し
て
い

る 行
政
な
ど
に
提
案
活
動
を

行
⻒
て
い
る 

事
務
所
や
活
動
の
場
所
を

共
有
し
て
い
る 

そ
の
他 

協
力
し
合
⻒
て
い
る
団
体

は
な
い 

無
回
答 

全  体 40 50.0 55.0 5.0 7.5 12.5 42.5 20.0 12.5 10.0 2.5 2.5 

NPO 法人 14 42.9 71.4 7.1 14.3 14.3 50.0 21.4 － 7.1 7.1 － 

任意団体 
（法人格なし） 

15 60.0 33.3 6.7 6.7 20.0 46.7 26.7 20.0 13.3 － － 

その他 11 45.5 63.6 － － － 27.3 9.1 18.2 9.1 － 9.1 

 

  

回答者数 = 40 ％

活動や業務を一緒に行っている

定期的に協議している

資金を出し合って活動や業務を行っている

人事交流をしている

広報活動を一緒に行っている

イベントを共催している

行政などに提案活動を行っている

事務所や活動の場所を共有している

その他

協力し合っている団体はない

無回答

50.0

55.0

5.0

7.5

12.5

42.5

20.0

12.5

10.0

2.5

2.5

0 20 40 60 80
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問８で「協力し合っている団体はない」と回答した団体にお聞きします。 

問８-１ 今後、交流や協力関係を持ちたいグループはありますか。（いくつでも○） 

「保育園・幼稚園」、「小学校・中学校」が 1 件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1 ％

行政

町会・自治会

NPO 法人

ボランティア団体

民生委員・児童委員

保育園、幼稚園等の保護者会・PTA

老人会・老人クラブ

障がい者当事者会・家族会

社会福祉協議会

高齢者福祉施設

地域包括支援センター

障がい者福祉施設

児童福祉施設

自立相談サポートセンター

青少年健全育成地区委員会

病院・医療施設

保育園・幼稚園

小学校・中学校

高校・大学

消防団・自主防災組織

企業・商店

その他

特にない

無回答

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100
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問９ 貴団体の事業（活動）で、最も力を入れている事業（活動）について、内容をご

記入ください。 

・当事者が自宅復帰した時からどのように生きるか、家族と当事者への相談。医療、就労支援、訓

練所への同行支援。当事者主導の交流会開催、介護者の悩み相談（茶話会）開催。会報の発行（ハ

ンドメイド） 

・介護保険（居宅・訪問）。障害福祉サービス。地域の皆様が安心で安全な生活を過ごして頂けるよ

う、サポートしています。 

・聴覚障がい者、手話に対する理解を広げる啓発活動。 

・目の不自由な方や知的障がいのある方への余暇活動や外出を同行援護や移動支援でお手伝いする

活動をしています。 

・肢体不自由児をもつ親の会「のびよう会」の行事（お花見やクリスマス会等）の支援をしてきま

したが、「のびよう会」の高齢化により行事を中止しているため、ぽぽんたも休止中。クリスマス

カード（手作り）を届けることは継続しています。 

・本人達の活動（個別指導、言語指導、動作法訓練など）。家族（親）のため（父母会、見学会、講

演会、広報誌作成など）。家族（本人・きょうだい・親）のため（お楽しみ会、旅行、お泊り会、

お出かけなど）。 

・老人ホーム（2 件）にて朗読。 

・高齢者福祉、児童福祉、地域福祉。 

・運転ボランティアによる移送サービス。 

・重症化した患者の支援・自身が肝臓病であることに気がついていない市民への啓蒙活動。 

・情報収集と共有、意見交換。 

・当事者の皆さんとの余暇活動。春：イチゴがり 夏：海での合宿 秋：ミカン or ブドウ狩り 冬：

市民の皆さんへも呼びかけるコンサート・日常的にはジョギング、学習支援、相談活動。 

・障害福祉サービス。障害者（メインは精神、知的、難病、身体も）に対する就労支援、セルフケ

アの強化、地域住民との交流の場の創出。 

・図書点訳、小学校点字体験、個人依頼点訳、自治会だより点訳。 

・市報、議会だよりの音声版作成。対面朗読、録音図書の作成。最新の新聞記事等を編集した声の

雑誌の作成など、音訳による情報・文化の提供活動。 

・高齢者の自立支援、孤立を防ぐ見守り、ともに支えあう気持ち。 

・定期練習に参加して頂き、メンバーと交流を深めてレギュラーになって頂く。ボッチャの技量（ゲ

ームのルールや審判）を高めて、東京大会や市区町村の大会に参加していただけたら嬉しいです。

先ず小金井市の大会へ楽しみながら参加して頂くべく話をしています。コロナでなかなか実現し

ないのですが、子供達とパラリンピックの正式種目のボッチャを楽しみたい、又、障がいをお持

ちの方へのアプローチも心積りをしております。 

・地域活動支援センターⅠ型。指定特定相談支援事業（計画相談）。指定一般相談支援事業（地域

移行・地域定着）。住宅入居等支援事業。 

・遺言、死後事務、相続、後見など。高齢者の法的手続の総合的支援。 

・①清掃やせんたくものたたみなどの周辺サポート②利用者さんと音楽や書道活動のボランティア。 

・健康維持のための健康講座。 

・高齢者中心の交流、情報交換  



Ⅱ 地域福祉計画策定に関する調査 

93 

・障害者福祉サービス事業。生活支援事業。就労継続支援 B型事業。共同生活援助。相談支援事業。 

・介護保険サービスを行っている。（施設、在宅サービス） 

・1.定例会では同じ悩みを持つ家族同士が気がねなく話すことで、お互いに支え合う場を目指して

います。2.勉強会や懇談会、精神障害者のための施設の見学なども行っています。3.精神障害者

が住みやすい社会の実現に取り組んでいます。 

・食品製造事業（弁当、パン、菓子）高齢者デイサービス 

・老健施設での合唱、習字、生花などの支援 独居老人を中心として傾聴 ちょっとした困りごと

の支援 

・精神障害者の生活支援、就労やフリースペース等の日中支援、また一人暮らしを目指す方のステ

ップアップとして利用していただくグループホームの運営。一般相談、特定相談支援事業を通し

て連携を強めた精神障害者支援 

・成年後見制度の説明、普及・成年後見（法定、任意）の受任。 

・ひきこもり支援の最新の知見を学ぶ学習会 家族の居場所づくり 当事者の居場所づくり。 

・ひとり暮らし高齢者の会食会。 

・心身の健康維持のためリハビリ事業、リハビリ研修旅行、リハビリ音楽カラオケ、リハビリ吹矢、

リハビリおしゃべり会。 
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問 10 これから力を入れていきたい活動はどのようなことですか。（いくつでも○） 

「同じ分野・活動内容の団体・施設・個人との交流やネットワークづくり」の割合が 60.0％と

最も高く、次いで「高齢者、障がい者、子ども等のふれあいの拠点づくり」、「イベント等を通し

た普及啓発活動」の割合が 42.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 40 ％

市民からの相談支援、援助

同じ分野・活動内容の団体・施設・個人との交流や
ネットワークづくり

異なる分野・活動内容の団体・施設・個人との交流
やネットワークづくり

高齢者、障がい者、子ども等のふれあいの拠点づく
り

地域での高齢者や障がい者の安否確認、話し相手、
見守り等

家事等の生活支援や外出支援

趣味・娯楽・生きがいづくり活動

イベント等を通した普及啓発活動

介護技術、手話等専門技術を生かした地域活動

地域の新しいニーズを発見する活動

課題解決に向けて政策提言する活動

就労や就職を支援する活動

その他

特にない

無回答

32.5

60.0

25.0

42.5

35.0

5.0

17.5

42.5

7.5

10.0

15.0

20.0

7.5

5.0

2.5

0 20 40 60 80



Ⅱ 地域福祉計画策定に関する調査 

95 

問 11 貴団体が活動する上での課題はどのようなことですか。（いくつでも○） 

「職員、スタッフが高齢化してきている」の割合が 62.5％と最も高く、次いで「活動のための

人材（職員、スタッフ、ボランティア等）が少ない、足りない」の割合が 57.5％、「活動の中心

となるリーダーや後継者が育たない」の割合が 45.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 40 ％

活動のための人材（職員、スタッフ、ボランティア
等）が少ない、足りない

活動の中心となるリーダーや後継者が育たない

職員、スタッフが高齢化してきている

同じ分野、活動内容の団体・施設・個人とのネット
ワークづくりの場がない

異なる分野、活動内容の団体・施設・個人とのネッ
トワークづくりの場がない

多くの人が参加しやすい活動内容となっていない、
活動の利用者・参加者が少ない

事業（活動）の内容を情報発信する機会が少ない、
事業（活動）が知られていない

活動資金が不足している、採算が合わない

活動場所や事務所の場所の確保が難しい

地域資源（人、団体、場所等）の情報が得にくい

活動に必要な情報や専門知識が不足している

組織運営がうまくいかない

その他

特にない

無回答

57.5

45.0

62.5

12.5

10.0

12.5

7.5

22.5

30.0

12.5

2.5

5.0

5.0

7.5

5.0

0 20 40 60 80
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【団体種別】 

団体種別にみると、他に比べ、任意団体（法人格なし）で「活動場所や事務所の場所の確保が

難しい」「多くの人が参加しやすい活動内容となっていない、活動の利用者・参加者が少ない」の

割合が、NPO 法人で「活動のための人材（職員、スタッフ、ボランティア等）が少ない、足りな

い」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

活
動
の
た
め
の
人
材
⺺
職
員
⺯
ス

タ
⻜
フ
⺯
ボ
ラ
ン
テ
⻘
ア
等
⺻
が

少
な
い
⺯
足
り
な
い 

活
動
の
中
心
と
な
る
リ
⺳
ダ
⺳

や
後
継
者
が
育
た
な
い 

職
員
⺯
ス
タ
⻜
フ
が
高
齢
化
し
て

き
て
い
る 

同
じ
分
野
⺯
活
動
内
容
の
団
体
・

施
設
・
個
人
と
の
ネ
⻜
ト
ワ
⺳
ク

づ
く
り
の
場
が
な
い 

異
な
る
分
野
⺯
活
動
内
容
の
団

体
・
施
設
・
個
人
と
の
ネ
⻜
ト
ワ

⺳
ク
づ
く
り
の
場
が
な
い 

多
く
の
人
が
参
加
し
や
す
い
活

動
内
容
と
な
⻒
て
い
な
い
⺯
活
動

の
利
用
者
・
参
加
者
が
少
な
い 

事
業
⺺
活
動
⺻
の
内
容
を
情
報
発

信
す
る
機
会
が
少
な
い
⺯
事
業

⺺
活
動
⺻
が
知
ら
れ
て
い
な
い 

全  体 40 57.5 45.0 62.5 12.5 10.0 12.5 7.5 

NPO 法人 14 78.6 50.0 71.4 14.3 － 7.1 14.3 

任意団体 
（法人格なし） 

15 40.0 40.0 60.0 6.7 6.7 26.7 6.7 

その他 11 54.5 45.5 54.5 18.2 27.3 － － 

 

区分  

活
動
資
金
が
不
足
し
て
い
る
⺯
採

算
が
合
わ
な
い 

活
動
場
所
や
事
務
所
の
場
所
の

確
保
が
難
し
い 

地
域
資
源
⺺
人
⺯
団
体
⺯
場
所
等
⺻

の
情
報
が
得
に
く
い 

活
動
に
必
要
な
情
報
や
専
門
知

識
が
不
足
し
て
い
る 

組
織
運
営
が
う
ま
く
い
か
な
い 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全  体 22.5 30.0 12.5 2.5 5.0 5.0 7.5 5.0 

NPO 法人 21.4 21.4 － － 7.1 － 7.1 － 

任意団体 
（法人格なし） 

13.3 53.3 20.0 6.7 6.7 13.3 13.3 6.7 

その他 36.4 9.1 18.2 － － － － 9.1 
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問 12 貴団体の活動上の課題を解決するためにどのような支援が必要ですか。 

（いくつでも○） 

「活動・業務の担い手となる人材の育成」の割合が 55.0％と最も高く、次いで「活動・業務の

場所の確保に関する支援」の割合が40.0％、「活動費・事業費などの経済的な支援」の割合が32.5％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 40 ％

活動・業務の担い手となる人材の育成

活動・業務の場所の確保に関する支援

活動費・事業費などの経済的な支援

団体や組織間の連携支援

先進的な活動・業務事例の紹介

専門性を持った人材や団体の紹介

地域情報の提供

情報発信に関する支援

活動・業務について相談できる機会の充実

住民への地域福祉に関する意識の啓発

その他

特にない

無回答

55.0

40.0

32.5

22.5

2.5

10.0

17.5

17.5

17.5

20.0

2.5

2.5

5.0

0 20 40 60 80



 

98 

【団体種別】 

団体種別にみると、他に比べ、NPO 法人で「活動費・事業費などの経済的な支援」「活動・業務

の担い手となる人材の育成」の割合が、任意団体（法人格なし）で「住民への地域福祉に関する

意識の啓発」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

活
動
・
業
務
の
担
い
手

と
な
る
人
材
の
育
成 

活
動
・
業
務
の
場
所
の

確
保
に
関
す
る
支
援 

活
動
費
・
事
業
費
な
ど

の
経
済
的
な
支
援 

団
体
や
組
織
間
の
連

携
支
援 

先
進
的
な
活
動
・
業
務

事
例
の
紹
介 

専
門
性
を
持
⻒
た
人

材
や
団
体
の
紹
介 

全  体 40 55.0 40.0 32.5 22.5 2.5 10.0 

NPO 法人 14 71.4 35.7 57.1 21.4 － 14.3 

任意団体（法人格なし） 15 40.0 46.7 13.3 13.3 6.7 6.7 

その他 11 54.5 36.4 27.3 36.4 － 9.1 

 

区分 

地
域
情
報
の
提
供 

情
報
発
信
に
関
す
る

支
援 

活
動
・
業
務
に
つ
い
て

相
談
で
き
る
機
会
の

充
実 

住
民
へ
の
地
域
福
祉

に
関
す
る
意
識
の
啓

発 そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全  体 17.5 17.5 17.5 20.0 2.5 2.5 5.0 

NPO 法人 14.3 14.3 14.3 14.3 － － － 

任意団体（法人格なし） 13.3 26.7 13.3 33.3 － 6.7 6.7 

その他 27.3 9.1 27.3 9.1 9.1 － 9.1 
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Ｃ．小金井市や小金井市社会福祉協議会との関係についておたずねします。 

問 13 日ごろの活動の中で、小金井市（行政）と関わりを持っていますか。 

（１つに○） 

「日ごろからよく連携したり、支援を受けて活動している」の割合が 52.5％と最も高く、次い

で「ときどき連携したり、支援を受けることがある」、「関わりはあまりない」の割合が 22.5％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 40 ％

日ごろからよく連携したり、支援を受けて
活動している

ときどき連携したり、支援を受けることが
ある

関わりはあまりない

その他

無回答

52.5

22.5

22.5

0.0

2.5

0 20 40 60
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問 14 今後、どのように小金井市（行政）と連携・協働していきたいですか。 

（いくつでも○） 

「小金井市との情報交換・共有」の割合が 80.0％と最も高く、次いで「小金井市主催の事業・

イベントへの参加・協力」の割合が 45.0％、「小金井市からの事業委託」の割合が 40.0％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小金井市との関わりの程度別】 

小金井市との関わりの程度別にみると、他に比べ、日ごろからよく連携したり、支援を受けて

活動しているで「小金井市からの事業委託」「小金井市との情報交換・共有」「小金井市との事業・

イベントの共催」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

小
金
井
市
と
の
情
報
交
換
・
共
有 

小
金
井
市
と
の
事
業
・
イ
ベ
ン
ト
の

共
催 

小
金
井
市
主
催
の
事
業
・
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
立
案
等
へ
の
参
加
・
協
力 

小
金
井
市
主
催
の
事
業
・
イ
ベ
ン
ト

へ
の
参
加
・
協
力 

小
金
井
市
か
ら
の
事
業
委
託 

小
金
井
市
に
よ
る
⺯
貴
団
体
の
活
動

の
情
報
発
信 

そ
の
他 

連
携
・
協
働
し
た
い
と
思
わ
な
い 

無
回
答 

全  体 40 80.0 37.5 22.5 45.0 40.0 37.5 7.5 2.5 7.5 

日ごろからよく連携
したり、支援を受け
て活動している 

21 95.2 52.4 23.8 52.4 57.1 47.6 4.8 － － 

ときどき連携した
り、支援を受けるこ
とがある 

9 88.9 44.4 33.3 55.6 44.4 44.4 － － － 

関わりはあまりない 9 44.4 － 11.1 22.2 － 11.1 22.2 11.1 22.2 

その他 － － － － － － － － － － 

  

回答者数 = 40 ％

小金井市との情報交換・共有

小金井市との事業・イベントの共催

小金井市主催の事業・イベントの企画立案
等への参加・協力

小金井市主催の事業・イベントへの参加・
協力

小金井市からの事業委託

小金井市による、貴団体の活動の情報発信

その他

連携・協働したいと思わない

無回答

80.0

37.5

22.5

45.0

40.0

37.5

7.5

2.5

7.5

0 20 40 60 80 100
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問 15 日ごろの活動の中で、小金井市社会福祉協議会と関わりを持っていますか。 

（１つに○） 

「日ごろからよく連携したり、支援を受けて活動している」の割合が 45.0％と最も高く、次い

で「ときどき連携したり、支援を受けることがある」の割合が 32.5％、「関わりはあまりない」

の割合が 20.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 40 ％

日ごろからよく連携したり、支援を受けて
活動している

ときどき連携したり、支援を受けることが
ある

関わりはあまりない

その他

無回答

45.0

32.5

20.0

0.0

2.5

0 20 40 60
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問 16 今後、どのように小金井市社会福祉協議会と連携・協働していきたいですか。

（いくつでも○） 

「社会福祉協議会との情報交換・共有」の割合が 82.5％と最も高く、次いで「社会福祉協議会

主催の事業・イベントへの参加・協力」の割合が 45.0％、「社会福祉協議会との事業・イベント

の共催」、「社会福祉協議会による、貴団体の活動の情報発信」の割合が 32.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小金井市社会福祉協議会との関わりの程度別】 

小金井市社会福祉協議会との関わりの程度別にみると、他に比べ、日ごろからよく連携したり、

支援を受けて活動しているで「社会福祉協議会主催の事業・イベントの企画立案等への参加・協

力」「社会福祉協議会との情報交換・共有」「社会福祉協議会による、貴団体の活動の情報発信」

「社会福祉協議会からの事業委託」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
情
報

交
換
・
共
有 

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
事
業
・

イ
ベ
ン
ト
の
共
催 

社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
事

業
・
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
立
案
等

へ
の
参
加
・
協
力 

社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
事

業
・
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
・
協

力 社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
事

業
委
託 

社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
⺯
貴

団
体
の
活
動
の
情
報
発
信 

そ
の
他 

連
携
・
協
働
し
た
い
と
思
わ
な

い 無
回
答 

全  体 40 82.5 32.5 20.0 45.0 22.5 32.5 7.5 － 7.5 

日ごろからよく連携
したり、支援を受け
て活動している 

18 100.0 44.4 38.9 61.1 38.9 50.0 5.6 － － 

ときどき連携した
り、支援を受けるこ
とがある 

13 76.9 23.1 7.7 38.5 15.4 15.4 7.7 － 7.7 

関わりはあまりない 8 62.5 25.0 － 25.0 － 25.0 12.5 － 12.5 

その他 － － － － － － － － － － 

  

回答者数 = 40 ％

社会福祉協議会との情報交換・共有

社会福祉協議会との事業・イベントの共催

社会福祉協議会主催の事業・イベントの企
画立案等への参加・協力

社会福祉協議会主催の事業・イベントへの
参加・協力

社会福祉協議会からの事業委託

社会福祉協議会による、貴団体の活動の情
報発信

その他

連携・協働したいと思わない

無回答

82.5

32.5

20.0

45.0

22.5

32.5

7.5

0.0

7.5

0 20 40 60 80 100
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問 17 小金井市では、社会福祉協議会の相談窓口や、地域の民生委員・児童委員、地域

包括支援センター等において福祉相談に対応しています。貴団体では、現在の相

談支援体制は十分だと思いますか。（○は１つだけ） 

「足りないと思う」の割合が 37.5％と最も高く、次いで「わからない」の割合が 32.5％、「十

分だと思う」の割合が 25.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 で「足りないと思う」に○をつけた方にお伺いします。 

問 17－１ どのようなことが足りないと思いますか。（○はあてはまるものすべて） 

「総合的に相談できる場所がない」の割合が 46.7％と最も高く、次いで「気軽に相談できる場

所がない」の割合が 40.0％、「どこに相談したらよいかわからない」の割合が 20.0％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 40 ％

十分だと思う

足りないと思う

わからない

無回答

25.0

37.5

32.5

5.0

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 15 ％

気軽に相談できる場所がない

近くに相談できる場所がない

総合的に相談できる場所がない

専門的に相談できる場所がない

どこに相談したらよいかわからない

その他

無回答

40.0

0.0

46.7

6.7

20.0

26.7

6.7

0 20 40 60
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Ｄ．地域の課題についておたずねします。 

問 18 活動の中で気づく地域の課題はどのようなことですか。（いくつでも○） 

「福祉サービスの利用に結びついていない人」の割合が 65.0％と最も高く、次いで「日中独居

の高齢者・障がい者」の割合が 60.0％、「障がい者の地域生活」の割合が 57.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 40 ％

日中独居の高齢者・障がい者

認知症高齢者

ひきこもり・不登校

孤立（孤独死）

障がい者の地域生活

子育てに関する不安を抱えている人

子ども・高齢者・障がい者への虐待

配偶者等からの暴力（DV）

買い物の困難等の生活課題

生活困窮者、失業・生活再建等

子どもの貧困

複数の課題を抱える世帯

福祉サービスの利用に結びついていない人

近隣住民同士の交流

高齢者や障がい者の地域での居場所

異世代の交流

障がい者と地域の人々との交流

近隣との摩擦（ごみ屋敷、騒音等）

まちのバリアフリー（道路の段差等）

放置自転車やごみの不法投棄等

防災・災害対策

一人での避難が困難な人（避難行動要支援
者）

防犯・治安・交通安全等

その他

特にない

無回答

60.0

32.5

40.0

20.0

57.5

22.5

12.5

5.0

15.0

12.5

7.5

32.5

65.0

25.0

47.5

20.0

45.0

10.0

37.5

12.5

35.0

40.0

15.0

5.0

0.0

2.5

0 20 40 60 80



Ⅱ 地域福祉計画策定に関する調査 

105 

問 19 地域の課題を解決するために、どのような方策が必要だと思いますか。 

（３つまで○） 

「誰もが気軽に来られる居場所を地域に増やす」の割合が 37.5％と最も高く、次いで「地域福

祉の担い手となる人々を増やす」の割合が 35.0％、「相談窓口を充実させる」、「地域福祉の担い

手となる人々が連携する」の割合が 30.0％となっています。 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 20 地域の課題を解決するために、貴団体ではどのようなことに取り組んでいます

か。また、今後どのようなことに取り組んでいきたいですか。ご自由にご記入く

ださい。 

・当事者、家族で抱え込まない。お互いに助け合う。当事者同士のピアカウンセリング（交流会、

カフェ、茶話会など）で愉しみながらおしゃべりする。 

・地域包括支援センター又は居宅（ケアマネジャー）より、介護保険の依頼があり、障がい福祉に

ついては、市役所、社会福祉法人などから依頼されている。この利用者からアンケートを取った

結果、「人と話がしたい」「集まって楽しいことをしたい」など多くあり、出来ることなら実現に

向けていきたいと思っている。しかし、人と場所の確保が厳しい。 

・今後も地域の中で障がいがあってもその人らしく興味のある事、好きな場所へ出かけ、楽しい余

暇が過せるよう取り組んでいきたいと思います。 

・常に施設に立ち寄れるよう、どの世代に対しても開放している。 

・肝臓病は本人が気がつかないうちに悪化するこわい病気なので、あらゆる方法で市民に告知して

いきたい。 

回答者数 = 40 ％

町内会・自治会への入会を勧める

地域の集まりへの参加を促す

地域活動を活発にする

住民のボランティア活動を活発化させる

地域の見守り活動を活発化させる

誰もが気軽に来られる居場所を地域に増や
す

相談窓口を充実させる

地域福祉の担い手となる人々を増やす

地域福祉の担い手となる人々が連携する

地域の問題を専門的な福祉サービスにつな
げる

住民と行政をつなげるパイプ役を果す組織
を増やす

その他

特にない

無回答

0.0

12.5

20.0

27.5

20.0

37.5

30.0

35.0

30.0

17.5

17.5

7.5

0.0

2.5

0 10 20 30 40 50
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・自立支援協議会、地域福祉推進委員会での意見発表、要望活動。はば広い世代と懇談したり事業

所と懇談し、地域内の困り希望を聞きとっている。コロナのために休止していた活動を再会し、

人との交流をふやしたいです。 

・障害のある人々が安心して生活できる地域づくりをすることが、誰もが暮らしやすい地域になる

こと。地域の笑顔を増やしたい。 

・現在は障害福祉サービスに特化しているが、利用者の高齢化により地域包括と連携が必要になっ

たり、地域内での雇用を生み出すために、企業との情報交換を積極的に進めていきたい。 

・住民と行政をつなげるパイプ役の組織が必要だと思う。 

・隔年で「小金井市視力障がい者の会」との交流会を開催し、福祉サービス利用者からの声を直接

聞く機会としている。その中で、当事者が気づき感じている課題等を受けとめている。 

・おしゃべりを通して、困り事を言いあえる関係、地域の情報交換。 

・コロナのため、集まってゲームをすることに慎重です。これからの状況をよくみて、多くの世代

の方々へ、又、障がいをお持ちの方々へボッチャへの参加を呼びかけていきたいと思います。 

・新福祉会館の建設計画が白紙となり、市内で活動している団体が困っている。当法人としては、

重層的体制整備支援事業において、国は地域活動支援センター事業に対して地域づくりに向けた

支援を求めている。その為、精神障害者に関係する 4 団体に対して、来年 4 月にはコミュニティ

ハウスの開設をして、会議、研修等で活用してもらえるような施設を市内で提供予定である。 

・当方法人が提供するサービスに対し、ニーズのある高齢者は多数いると思うので、情報が届くよ

う広報していく。 

・各種連絡協議会への参加。大学との連携。 

・高齢化が進む中、少しでも健康寿命を長く保っていける人を増やし、又、その活動ができる人を

増やしていきたいと思っています。又、これからの社会を担う子供を育てるお母さんの健康維持

を目指したい。 

・この 3 年、拠点を閉めてしまい、活動を縮小しているが、コロナの感染症がもっと治まってくれ

ば、それ以前の様に常設とまでいかなくても、週何回か開けると良い。楽しい外出先の確保、必

要な情報の交換、リユース品の入手などは、高齢者の健康で安全な生活に必要だと思う。 

・自治会をはじめとした地域の方との情報交換。居場所の提供（コロナにより現在休止中）。関係機

関との定期的な協議。法人ができうる範囲での協力を行っていきたいと考えています。 

・あじさい会独自の活動の他に、市内の精神障害関連 NPO 法人の役員として、また、市地域自立支

援協議会、市障害福祉センターの委員として、会員を派遣しています。精神障害者（含、発達障

害、ひきこもり）が住みやすい社会の実現のため、行政と社会福祉法人、NPO 法人等と連携を強

めていきたいと思います。 

・傾聴を中心として孤独老人の支援をしていきたい。 

・赤字運営となる相談支援事業だが、小金井地域には必要と考え運営している。サービスにつなが

っていない方が自立生活支援課で相談後サービスや専門家の継続的な支援につながっていくよ

う支援をすすめている。また、現在受けている委託事業において居場所づくりについてニーズを

検討している。 

・他団体と連携を図り、見守りが必要な方に寄り添える活動を考えている。制度の硬直化を廃止、

柔軟に対応できるようにしている。 
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・ひきこもり、未治療の精神障害の方が、治療を受けながら家から外に出て日中活動に参加し、地

域での自立が可能になる様な支援に取り組んでおります。場合により、一般就労も可能となりま

す。以上の活動を継続しつつ、その上で生活する上での生活能力の向上への支援も必要と考えて

おります。 

 

問 21 支援が必要であるにもかかわらず、福祉サービスの利用に結びついていない人

が、貴団体が活動している地域にいますか。（１つに○） 

「分からない」の割合が 47.5％と最も高く、次いで「いる」の割合が 32.5％、「いない」の割

合が 12.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 21 で「１．いる」を選んだ方におたずねします。                  

問 21-１ 福祉サービスの利用に結びついていない人は、どのような人ですか。また、

どのようなことでお困りですか。具体的にご記入ください。 

・潜在的な、又は軽度の高次脳機能障害は多いと推測します。医療機関での正しい診断を受けられ

ず（医師さえも高次脳障害を理解していない、診断書を書けない事もあり労災認定を受けられな

かった。二次障害へ移動、犯罪へ巻き込まれるなども）、就労の機会損失者も多いです。高次脳機

能障害者への介護は家族が担っている。家族への支援が大切。 

・子どものひきこもり。 

・成人のひきこもりの方、外の人たちはほぼ気づいていない様子。ご家族はひきこもりの解決のた

めに、何か着手したり、相談している様子はない。現在元気なご両親がご病気になったり、お亡

くなりになった時、ひきこもりのご本人がどのような行動をするようになるのか、近所なので心

配です。 

・精神症状によって、周辺住民と度々トラブルになっている方のご相談を不動産業者から受けるこ

とがある。道端で「見張られているので助けてください」と声をかかられ、兄へ電話をかけてほ

しいと TEL するも、精神疾患を理由に縁を切っていると聞かされるなど（名刺、施設パンフレッ

トはお渡ししていたため後日本人から礼状あり） 

・視覚障がい者の中に、若年層や当事者会に属さない人で、当会の音訳サービスを知らず、利用に

結びついていない人がいる。 

・自宅にひきこもってしまい、福祉サービスの支援に対して拒否的であり、また親の高齢化が進む

中で、必要な支援が行き届かない方々は一定数存在すると考える。  

回答者数 = 40 ％

いる

いない

分からない

無回答

32.5

12.5

47.5

7.5

0 20 40 60
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・自ら相談に来れない人、来ようとしない人。 

・独居状態にあり、認知症が軽度でも始まっていて、生活がスムーズに運べなくなっているが、問

題があることも、どういうサービスが利用できるかも把握できていない。（包括や病院など行き

易い所への相談、受診を勧めるが、なかなかつながらない） 

・触法障害者。地域に受け入れが可能な社会資源がないこと。 

・当方への電話相談で分かるのですが、適切な相談先が分からないため医療機関や福祉サービスに

結びつかない精神疾患（含、発達障害、ひきこもり）の方がおられます。また、精神疾患の知識

がない方も、医療機関や福祉サービスに結びつきにくいと思います。 

・ひきこもっているが福祉サービスの利用を拒否している人 医療に結び付けず隠している人。 

・高齢のご家族と同居されている精神障害の方 ご本人はご家族の支援（衣食住）があり、お困り

ではなさそうで、ご家族さまが親亡き後を大変心配され、お困りの事例有。 
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Ｅ．今後の小金井市の地域福祉についておたずねします。 

問 22 今後、小金井市民の地域活動が活性化するには、何が必要であると思いますか。

（３つまで○） 

「団体間の協働をコーディネートできる人・組織があること」の割合が 55.0％と最も高く、次

いで「誰もが地域活動に関する情報を入手しやすい環境があること」の割合が 50.0％、「団体が

活動できる場が身近にあること」の割合が 37.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【団体種別】 

団体種別にみると、他に比べ、NPO 法人で「団体間の協働をコーディネートできる人・組織が

あること」「団体同士が交流できる場・機会があること」の割合が、任意団体（法人格なし）で「団

体等と地域住民との交流機会（イベント等）があること」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

団
体
等
と
地
域
住
民
と
の
交
流
機

会
⺺
イ
ベ
ン
ト
等
⺻
が
あ
る
こ
と 

誰
も
が
地
域
活
動
に
関
す
る
情
報

を
入
手
し
や
す
い
環
境
が
あ
る
こ

と 団
体
が
活
動
で
き
る
場
が
身
近
に

あ
る
こ
と 

団
体
同
士
が
交
流
で
き
る
場
・
機

会
が
あ
る
こ
と 

団
体
間
の
協
働
を
コ
⺳
デ
⻘
ネ
⺳

ト
で
き
る
人
・
組
織
が
あ
る
こ
と 

地
域
活
動
に
関
す
る
講
座
・
講
演

が
行
わ
れ
る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全  体 40 30.0 50.0 37.5 27.5 55.0 17.5 7.5 － 7.5 

NPO 法人 14 21.4 50.0 35.7 42.9 78.6 － 7.1 － 14.3 

任意団体 
（法人格なし） 

15 46.7 40.0 46.7 26.7 20.0 26.7 6.7 － 6.7 

その他 11 18.2 63.6 27.3 9.1 72.7 27.3 9.1 － － 

  

回答者数 = 40 ％

団体等と地域住民との交流機会（イベント
等）があること

誰もが地域活動に関する情報を入手しやす
い環境があること

団体が活動できる場が身近にあること

団体同士が交流できる場・機会があること

団体間の協働をコーディネートできる人・
組織があること

地域活動に関する講座・講演が行われるこ
と

その他

特にない

無回答

30.0

50.0

37.5

27.5

55.0

17.5

7.5

0.0

7.5

0 20 40 60 80
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問 23 地域の支え合いの仕組みづくりで、貴団体が特に必要であると思うことは何です

か。（３つまで○） 

「地域の人々が知り合う機会や活動する場所を確保すること」の割合が 52.5％と最も高く、次

いで「活動する場所や資金を行政が支援すること（活動拠点等の整備等）」の割合が 40.0％、「地

域で暮らす様々な人々が、お互いに認め合い、支え合うよう意識を啓発すること」の割合が 32.5％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 40 ％

地域住民が地域の福祉活動に参加するようＰＲする
こと

地域の人々が知り合う機会や活動する場所を確保す
ること

ボランティアを募集し、紹介する窓口を設けること

地域の支え合いを進めるために、きっかけとなる事
業を創設し推進すること

様々な団体が地域の課題について話し合うための機
会を設けること

活動する場所や資金を行政が支援すること（活動拠
点等の整備等）

地域で暮らす様々な人々が、お互いに認め合い、支
え合うよう意識を啓発すること

社会福祉法人（社会福祉協議会等）、ボランティア
団体・NPO 法人等の活動の充実

企業の福祉事業への参入の拡大・活性化

その他

福祉に頼る以前に、まず個人・家族で努力すべき

特にない

無回答

17.5

52.5

10.0

25.0

22.5

40.0

32.5

27.5

12.5

2.5

0.0

0.0

5.0

0 20 40 60
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【団体種別】 

団体種別にみると、他に比べ、NPO 法人で「地域の人々が知り合う機会や活動する場所を確保

すること」の割合が、任意団体（法人格なし）で「様々な団体が地域の課題について話し合うた

めの機会を設けること」「企業の福祉事業への参入の拡大・活性化」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

地
域
住
民
が
地
域
の
福
祉
活
動

に
参
加
す
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
す
る
こ

と 地
域
の
人
々
が
知
り
合
う
機
会

や
活
動
す
る
場
所
を
確
保
す
る

こ
と 

ボ
ラ
ン
テ
⻘
ア
を
募
集
し
⺯
紹
介

す
る
窓
口
を
設
け
る
こ
と 

地
域
の
支
え
合
い
を
進
め
る
た

め
に
⺯
き
⻒
か
け
と
な
る
事
業
を

創
設
し
推
進
す
る
こ
と 

様
々
な
団
体
が
地
域
の
課
題
に

つ
い
て
話
し
合
う
た
め
の
機
会

を
設
け
る
こ
と 

活
動
す
る
場
所
や
資
金
を
行
政

が
支
援
す
る
こ
と
⺺
活
動
拠
点
等

の
整
備
等
⺻ 

全  体 40 17.5 52.5 10.0 25.0 22.5 40.0 

NPO 法人 14 14.3 64.3 14.3 21.4 14.3 42.9 

任意団体（法人格なし） 15 13.3 46.7 － 20.0 33.3 46.7 

その他 11 27.3 45.5 18.2 36.4 18.2 27.3 

 

区分 

地
域
で
暮
ら
す
様
々
な
人
々
が
⺯

お
互
い
に
認
め
合
い
⺯
支
え
合
う

よ
う
意
識
を
啓
発
す
る
こ
と 

社
会
福
祉
法
人
⺺
社
会
福
祉
協
議

会
等
⺻
⺯
ボ
ラ
ン
テ
⻘
ア
団
体
・

N
P
O

法
人
等
の
活
動
の
充
実 

企
業
の
福
祉
事
業
へ
の
参
入
の

拡
大
・
活
性
化 

そ
の
他 

福
祉
に
頼
る
以
前
に
⺯
ま
ず
個

人
・
家
族
で
努
力
す
べ
き 

特
に
な
い 

無
回
答 

全  体 32.5 27.5 12.5 2.5 － － 5.0 

NPO 法人 21.4 14.3 14.3 － － － 14.3 

任意団体（法人格なし） 26.7 33.3 20.0 － － － － 

その他 54.5 36.4 － 9.1 － － － 
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問 24 みんなで助け合い・支え合える地域をつくるために、貴団体ができることや、地

域や行政と協働で取り組むべきことなど、何かご意見などがあれば教えてくださ
い。 

・市内には毛細血管のような小さなボランティア活動している人があります。自宅を開放、一人で

長期に活動している団体が多いです。地域福祉ファシリテーター養成講座に参加して知りました。

地元に根づいている社会資源を、一代で消滅させないで行政と協働して継承させて欲しい。かく

れた行政支援者です。 

・地域福祉を推進する為のコーディネーターと組織をまず確保、市役所より発進していただきたい。

介護保険、障がいの仕事の合間に活動の参加をしていきたい。 

・障がいがあっても、人として大切にされ、その人らしい暮らしを実現する為にできるだけきめ細

かく対応していきたいと思っています。 

・障害をもつ方やその保護者もかつては地域で手をつなぎ、会を作って情報交換しよりよい施策な

どを求めて活動してきました。今、障害のある子をもったとしても身近な経験者に相談すること

より、ネットで検索して問題を解決できるので、地域での会に参加・所属しません。私たちのサ

ークルは地域で手をつないでをかかげて活動してきましたが、今年度をもって終了しようと考え

ています。 

・まずは、社協職員、行政職員の協働への理解、必要性、問題意識を高める。 

・人手不足、資金不足が活動の足かせになってしまうので、人が資金を呼びこむ方策を考えられた

らよいと思う 

・相談事業所や相談員というとハードルを高く感じます。ハードルを下げたグチ聞き役をできたら

いいと思っています。 

・障害者のための「ふれあいコンサート」。障害者にもコンサートに出かけてほしいです。企画、演

奏者の手配ができるので実現したいと思っています。 

・誰もが、気軽に声をかけ合える地域をつくること。個々人が尊重される地域になること。明るい

社会づくりを目ざしたい。 

・まずは、地域課題や地域資源を学ぶことから始め、少しずつ精神疾患や各種障害についての知識

を広められるよう、専門家を招いた講習会や住民と交流を深められるイベントを開催していきた

い。 

・私達が今できることを精一杯やるのみです。 

・当会のボランティア活動は、会設立以来 45 年を経て定着し、活動の担い手であるボランティア

会員も途切れることなく入会し、音訳機能の向上・継承に努めている。市、図書館、社協との連

携により、市の福祉サービスの一翼を担うという自負を持って会員一同活動に取り組んでいる。

今後もこの協働関係を一層充実させたい。 

・知りあいになった人と人との思いやりを大切にする。 

・パラリンピックの正式種目のボッチャは障がいを持っている人はもちろん、成人・子どもそして

高齢者のフレイル予防にもなる楽しくルールが易しいスポーツです。多世代の交流が盛んになる

よう PR をしていきます。小学校から大学生まで体験をして欲しい。地域交流、多世代交流を叶え

るよう進めて参ります。用具が是非必要です。新しいグループが出来ましたら、ご支援を。 

・先程も述べたようにコミュニティハウスを新規で開設することで、地域課題の解決の一助になれ

ばと考えている。また将来的には市が主導するであろう重層的支援体制整備事業に協働し、重層
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的支援会議への参画も含めて、多機関協働事業が推進するように協力はしたい。 

・支える側のモチベーションの維持が大変ですね。 

・1 人 1 人の体質に合った健康法や、そのための知識や学ぶ機会の提供 

・ボランティア団体が高齢化して、先細りになっていく印象が強いが、場所があり、各ボランティ

アの負担が短時間で軽ければ担い手は得られるのではないかと思う。薄く広く分担できると良い。 

・高齢化や社会保障費の増加を背景にした地域のあり方について、国では地域包括という仕組みの

構築について推進しているところですが、現実的に支え合う取り組みが障害者の生活支援に関し

てとても効果的な結果を残していることが多々あります。可能な範ちゅうで協働できる内容に協

力したいと思います。 

・福祉に関する市政情報を行政及び各団体が協働して、あらゆる機会に、更に機会を創出して市民

各層に伝えること及び市民の意見が反映されることが、現在最も必要と考えます。 

・本当はこれらお互いに困っていることなどを見たり、聞いたりしたら自然と体が動けば一番良い

のでは→そのような小金井市が望まれる。資源は限られており、音が出なく、特定の年会、その

中の重点施策を明確化して、小金井市の新たな理念の策定と施策の推進をすべき（誰のためにど

のくらい） 

・精神障害者の専門的支援をとおして地域貢献や行政との協働を実施していく 

・ひきこもり当事者や家族が気軽に集える場所の堤供。40 歳未満の当事者も健康診断を受けて外出

のきっかけとなるようにしてほしい。伴走型支援を検討して欲しい。 

・地域ー町会に加入し、回覧板をまわしたり、イベント（美化清掃、防災訓練）になるべく参加し、

地域交流を行っている。行政ー居住サポート事業は通過型グループホームにとっては２～３年毎

に地域のアパート探しで苦労しており、大変興味深い事業です。他、過去（20 年前）は北多摩南

部医療圏の会議があり、地域の課題を共有していましたが、今はそのような会議に地域の作業所、

GH の参加はない為、実情がわかりにくくなっています。 

・地域の障害のある方に団体の存在を知ってもらい、紹介させてもらい、心身の健康の一助になる

よう、障害者同志が理解を深め、福祉の向上につなげていけたら良いと思う。 

  



 

114 

 

 
 
 
 
 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

Ⅲ 障害者計画・障害福祉計画策定に関する調査 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Ⅲ 障害者計画・障害福祉計画策定に関する調査 

117 

Ⅲ 障害者計画・障害福祉計画策定に関する調査 

Ⅲ－１ 当事者調査 

１ 回答者属性 

Ｆ１ お答えいただくのは、どなたですか。（１つに○） 

「本人（この調査票が郵送された宛名の方）」の割合が 75.4％と最も高く、次いで「本人の家

族」の割合が 21.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ２ あなたの性別はどちらですか。（１つに○） 

「男性」の割合が 48.7％、「女性」の割合が 48.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 3,106 ％

本人（この調査票が郵送された宛名の方）

本人の家族

家族以外の支援者

無回答

75.4

21.5

0.6

2.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 3,106 ％

男性

女性

そのほか

無回答

48.7

48.9

0.4

2.0

0 20 40 60
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Ｆ３ あなたの年齢（令和４（2022）年 12 月１日現在）は次のどれですか。（１つに

○） 

「80 歳以上」の割合が 20.3％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 3,106 ％

０～ 5歳

６～11歳

12～17歳

18～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80歳以上

無回答

1.6

3.9

3.3

1.3

2.3

3.9

3.9

4.6

4.5

6.1

7.1

6.5

7.5

6.7

8.4

7.6

20.3

0.7

0 5 10 15 20 25 30
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Ｆ４ あなたはどちらにお住まいですか。（１つに○）また、丁目を〔  〕内にご記入

ください。 

「本町」の割合が 16.5％と最も高く、次いで「緑町」の割合が 12.1％、「前原町」の割合が 11.5％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ５ 現在のお住まい（生活の場）は、次のどれにあたりますか。（１つに○） 

「自宅（一戸建て）」の割合が 52.9％と最も高く、次いで「自宅（集合）」の割合が 32.4％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 3,106 ％

東町

梶野町

関野町

緑町

中町

前原町

本町

桜町

貫井北町

貫井南町

その他

無回答

11.0

7.2

1.0

12.1

8.4

11.5

16.5

3.6

7.6

9.7

0.4

11.1

0 5 10 15 20 25 30

回答者数 = 3,106 ％

自宅（一戸建て）

自宅（集合）

公営住宅

障がい者施設

介護保険施設、老人施設

病院（入院）

グループホーム

その他

無回答

52.9

32.4

5.4

0.3

1.2

0.8

1.6

3.6

1.7

0 20 40 60
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Ｆ６ あなたの家族構成はどのようになっていますか。施設等に入所している方は実家

の状態をお答えください。（１つに○） 

「二世代世帯（親と子）」の割合が 44.9％と最も高く、次いで「夫婦のみ」の割合が 24.5％、

「ひとり暮らし」の割合が 20.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、愛の手帳所持者で「二世代世帯（親と子）」の割合が、身体障

害者手帳所持者で「夫婦のみ」の割合が、精神障害者保健福祉手帳所持者で「ひとり暮らし」の

割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

ひ
と
り
暮
ら
し 

夫
婦
の
み 

二
世
代
世
帯
⺺
親
と

子
⺻ 

三
世
代
世
帯
⺺
親
と
子

と
孫
⺻ 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 3106 20.4 24.5 44.9 3.5 4.2 2.4 

身体障害者手帳所持者 1245 20.9 34.5 34.3 4.4 3.5 2.4 

愛の手帳所持者 267 3.7 4.9 76.0 7.1 4.9 3.4 

精神障害者保健福祉手
帳所持者 

209 30.1 16.3 47.8 1.4 3.8 0.5 

その他 835 25.4 14.7 50.5 2.6 4.6 2.2 

 

  

回答者数 = 3,106 ％

ひとり暮らし

夫婦のみ

二世代世帯（親と子）

三世代世帯（親と子と孫）

その他

無回答

20.4

24.5

44.9

3.5

4.2

2.4

0 10 20 30 40 50
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Ｆ６で「二世帯世帯（親と子）」、「三世代世帯（親と子と孫）」を選択した方にお聞きし

ます。 

Ｆ６－１ 現在、あなたと一緒に暮らしている人は、どなたですか。あなたからみた続

柄で、該当する方をお答えください。（いくつでも○） 

「父母またはその一人」の割合が 49.9％と最も高く、次いで「子ども（子の配偶者を含む）」

の割合が 46.5％、「配偶者（夫または妻）」の割合が 32.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、愛の手帳所持者で「父母またはその一人」の割合が、身体障

害者手帳所持者で「子ども（子の配偶者を含む）」の割合が、精神障害者保健福祉手帳所持者で

「父母またはその一人」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

父
母
ま
た
は
そ
の
一

人 祖
父
母
ま
た
は
そ
の

一
人 

き
⻕
う
だ
い 

配
偶
者
⺺
夫
ま
た
は

妻
⺻ 

子
ど
も
⺺
子
の
配
偶
者

を
含
む
⺻ 

孫 そ
の
他 

無
回
答 

全  体 1505 49.9 2.1 20.7 32.2 46.5 4.1 1.9 1.5 

身体障害者手帳所
持者 

482 21.8 0.8 6.6 45.2 73.2 10.8 2.1 1.0 

愛の手帳所持者 222 91.4 6.3 41.4 3.6 4.5 － 3.6 1.4 

精神障害者保健福
祉手帳所持者 

103 72.8 1.0 26.2 15.5 26.2 1.0 1.9 － 

その他 444 63.5 2.3 26.6 26.4 33.1 0.9 1.6 1.6 

 

  

回答者数 = 1,505 ％

父母またはその一人

祖父母またはその一人

きょうだい

配偶者（夫または妻）

子ども（子の配偶者を含む）

孫

その他

無回答

49.9

2.1

20.7

32.2

46.5

4.1

1.9

1.5

0 20 40 60
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２ 障害の状況について 

問１ お持ちの手帳又は受けている診断名等についてお答えください。また、手帳の

級・度をご記入ください。（いくつでも○） 

「身体障害者手帳を持っている」の割合が 44.7％と最も高く、次いで「自立支援医療を受給し

ている」の割合が 22.6％、「難病の診断を受けている」の割合が 16.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身体障害者手帳 

「１級」の割合が 27.9％と最も高く、次いで「４級」の割合が 25.4％、「３級」の割合が 13.8％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 3,106 ％

身体障害者手帳を持っている

愛の手帳を持っている

精神障害者保健福祉手帳を持っている

自立支援医療を受給している

発達障がいの診断を受けている

高次脳機能障がいの診断を受けている

難病の診断を受けている

認知症疾患の診断を受けている

無回答

44.7

11.1

15.5

22.6

6.8

0.8

16.5

1.2

5.5

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 1,389 ％

１級

２級

３級

４級

５級

６級

無回答

27.9

13.3

13.8

25.4

4.2

4.8

10.7

0 10 20 30 40 50
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愛の手帳 

「４度」の割合が 39.0％と最も高く、次いで「２度」の割合が 28.2％、「３度」の割合が 22.4％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

精神障害者保健福祉手帳 

「２級」の割合が 44.1％と最も高く、次いで「３級」の割合が 41.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 344 ％

１度

２度

３度

４度

無回答

3.5

28.2

22.4

39.0

7.0

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 481 ％

１級

２級

３級

４級

５級

無回答

3.3

44.1

41.0

0.6

0.2

10.8

0 10 20 30 40 50
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問１で「身体障害者手帳を持っている」を選択した方にお聞きします。 

問１－１ 身体障害者手帳をお持ちの場合、主な障がいをお答えください。（１つに○） 

「内部障がい（上記１～６以外）」の割合が 28.1％と最も高く、次いで「肢体不自由（下肢）」

の割合が 25.8％、「聴覚障がい」の割合が 10.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,389 ％

視覚障がい

聴覚障がい

音声・言語・そしゃく機能障がい

肢体不自由（上肢）

肢体不自由（下肢）

肢体不自由（体幹）

内部障がい（上記１～６以外）

複合的な障がい

無回答

6.6

10.0

1.5

4.8

25.8

5.4

28.1

6.3

11.4

0 10 20 30 40 50
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問２ 現在、あなたは医療的ケアを受けていますか。（いくつでも○） 

「受けていない」の割合が 52.7％と最も高く、次いで「服薬管理」の割合が 21.9％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 3,106 ％

気管切開

人工呼吸器（レスピレーター）

経鼻咽頭エアウェイ

酸素吸入

ネブライザー

吸引

胃ろう・腸ろう

鼻腔経管栄養

中心静脈栄養（ＩＶＨ）

透析

カテーテル留置

導尿( どうにょう)

摘便

ストマ（人工肛門・人工膀胱）

服薬管理

その他

受けていない

無回答

0.5

0.3

0.1

1.3

0.6

1.1

0.9

0.5

0.1

2.9

1.1

1.0

0.9

2.5

21.9

10.0

52.7

9.5

0 20 40 60
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問３ あなたは、障害支援区分の認定を受けていますか。（１つに○） 

「受けていない」の割合が 70.7％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 40 歳以上の方におたずねします。あなたは介護保険制度の要介護・要支援認定を

受けていますか。（１つに○） 

「認定審査を受けたことはない」の割合が 64.2％と最も高く、次いで「要介護・要支援認定を

受けており、介護保険サービスを利用している」の割合が 20.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 3,106 ％

区分１

区分２

区分３

区分４

区分５

区分６

受けていない

無回答

1.6

1.9

1.8

2.3

0.9

1.7

70.7

19.0

0 20 40 60 80

回答者数 = 2,317 ％

要介護・要支援認定を受けており、介護保険サービ
スを利用している

要介護・要支援認定を受けているが、サービスは利
用していない

認定審査を受けたが、認定されなかった

認定審査を受けたことはない

無回答

20.2

5.7

0.9

64.2

9.0

0 20 40 60 80
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３ 日常生活・介護の状況について 

問５ 日常生活で、次のことをどのようにしていますか。 

『⑥ 家の中の移動』で「ひとりでできる」の割合が高くなっています。『⑨ お金の管理』で

「全部支援が必要」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 3,106

　①食事

　②トイレ

　③入浴

　④衣服の着替え

　⑤身だしなみ

　⑥家の中の移動

　⑦外出

　⑧家族以外の人との意思疎通

　⑨お金の管理

　⑩薬の管理

81.7

84.1

77.3

81.4

77.5

85.4

66.4

73.9

66.3

69.7

10.4

6.8

11.0

10.0

12.3

6.5

17.0

15.6

13.9

11.3

3.8

4.7

7.3

4.2

5.2

3.5

11.7

5.1

15.3

14.4

4.2

4.4

4.5

4.4

5.0

4.6

4.9

5.5

4.5

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ひとりでできる 一部支援が必要 全部支援が必要 無回答
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①食事 

【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、愛の手帳所持者で「一部支援が必要」の割合が高くなってい

ます。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

ひ
と
り
で
で
き
る 

一
部
支
援
が
必
要 

全
部
支
援
が
必
要 

無
回
答 

全  体 3106 81.7 10.4 3.8 4.2 

身体障害者手帳所持者 1245 83.8 8.0 4.1 4.1 

愛の手帳所持者 267 55.8 27.3 13.1 3.7 

精神障害者保健福祉手帳所持者 209 83.7 9.6 3.3 3.3 

その他 835 82.5 12.0 2.0 3.5 

 

②トイレ 

【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、愛の手帳所持者で「一部支援が必要」の割合が高くなってい

ます。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

ひ
と
り
で
で
き
る 

一
部
支
援
が
必
要 

全
部
支
援
が
必
要 

無
回
答 

全  体 3106 84.1 6.8 4.7 4.4 

身体障害者手帳所持者 1245 84.2 6.0 5.4 4.4 

愛の手帳所持者 267 58.8 22.8 15.0 3.4 

精神障害者保健福祉手帳所持者 209 90.0 2.9 2.9 4.3 

その他 835 88.5 5.5 2.5 3.5 
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③入浴 

【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、愛の手帳所持者で「一部支援が必要」の割合が高くなってい

ます。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

ひ
と
り
で
で
き
る 

一
部
支
援
が
必
要 

全
部
支
援
が
必
要 

無
回
答 

全  体 3106 77.3 11.0 7.3 4.5 

身体障害者手帳所持者 1245 76.3 10.3 8.8 4.7 

愛の手帳所持者 267 44.9 33.0 18.4 3.7 

精神障害者保健福祉手帳所持者 209 84.2 8.1 3.3 4.3 

その他 835 83.7 8.0 4.8 3.5 

 

④衣服の着替え 

【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、愛の手帳所持者で「一部支援が必要」の割合が高くなってい

ます。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

ひ
と
り
で
で
き
る 

一
部
支
援
が
必
要 

全
部
支
援
が
必
要 

無
回
答 

全  体 3106 81.4 10.0 4.2 4.4 

身体障害者手帳所持者 1245 80.2 9.6 5.5 4.7 

愛の手帳所持者 267 56.9 26.6 12.7 3.7 

精神障害者保健福祉手帳所持者 209 87.6 5.3 2.4 4.8 

その他 835 87.7 7.5 1.3 3.5 
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⑤身だしなみ 

【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、愛の手帳所持者で「一部支援が必要」の割合が高くなってい

ます。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

ひ
と
り
で
で
き
る 

一
部
支
援
が
必
要 

全
部
支
援
が
必
要 

無
回
答 

全  体 3106 77.5 12.3 5.2 5.0 

身体障害者手帳所持者 1245 80.4 8.5 5.3 5.8 

愛の手帳所持者 267 39.0 39.3 18.7 3.0 

精神障害者保健福祉手帳所持者 209 77.5 14.8 1.9 5.7 

その他 835 81.3 11.7 3.4 3.6 

 

⑥家の中の移動 

【障がい種別】 

障がい種別にみると、大きな差はみられません。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

ひ
と
り
で
で
き
る 

一
部
支
援
が
必
要 

全
部
支
援
が
必
要 

無
回
答 

全  体 3106 85.4 6.5 3.5 4.6 

身体障害者手帳所持者 1245 81.4 8.5 5.2 4.9 

愛の手帳所持者 267 78.7 10.5 6.0 4.9 

精神障害者保健福祉手帳所持者 209 88.0 4.8 2.4 4.8 

その他 835 92.2 3.2 1.2 3.4 
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⑦外出 

【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、愛の手帳所持者で「全部支援が必要」「一部支援が必要」の割

合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

ひ
と
り
で
で
き
る 

一
部
支
援
が
必
要 

全
部
支
援
が
必
要 

無
回
答 

全  体 3106 66.4 17.0 11.7 4.9 

身体障害者手帳所持者 1245 64.9 15.7 14.0 5.4 

愛の手帳所持者 267 30.0 33.7 33.3 3.0 

精神障害者保健福祉手帳所持者 209 73.7 18.2 3.3 4.8 

その他 835 73.1 16.4 6.7 3.8 

 

⑧家族以外の人との意思疎通 

【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、愛の手帳所持者で「一部支援が必要」の割合が、精神障害者

保健福祉手帳所持者で「一部支援が必要」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

ひ
と
り
で
で
き
る 

一
部
支
援
が
必
要 

全
部
支
援
が
必
要 

無
回
答 

全  体 3106 73.9 15.6 5.1 5.5 

身体障害者手帳所持者 1245 79.0 10.9 4.1 6.0 

愛の手帳所持者 267 29.2 46.1 21.7 3.0 

精神障害者保健福祉手帳所持者 209 70.8 21.1 3.3 4.8 

その他 835 73.9 17.7 3.8 4.6 
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⑨お金の管理 

【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、愛の手帳所持者で「全部支援が必要」「一部支援が必要」の割

合が、精神障害者保健福祉手帳所持者で「一部支援が必要」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

ひ
と
り
で
で
き
る 

一
部
支
援
が
必
要 

全
部
支
援
が
必
要 

無
回
答 

全  体 3106 66.3 13.9 15.3 4.5 

身体障害者手帳所持者 1245 73.9 9.8 11.4 4.9 

愛の手帳所持者 267 12.0 24.7 60.7 2.6 

精神障害者保健福祉手帳所持者 209 57.4 27.8 10.0 4.8 

その他 835 66.6 17.0 12.8 3.6 

 

⑩薬の管理 

【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、愛の手帳所持者で「全部支援が必要」「一部支援が必要」の割

合が、精神障害者保健福祉手帳所持者で「一部支援が必要」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

ひ
と
り
で
で
き
る 

一
部
支
援
が
必
要 

全
部
支
援
が
必
要 

無
回
答 

全  体 3106 69.7 11.3 14.4 4.6 

身体障害者手帳所持者 1245 76.1 8.4 10.8 4.8 

愛の手帳所持者 267 18.7 21.3 55.4 4.5 

精神障害者保健福祉手帳所持者 209 67.5 19.6 8.1 4.8 

その他 835 70.8 12.9 12.6 3.7 
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問５のいずれかの項目で「一部支援が必要」、「全部支援が必要」を選んだ方にお聞きし

ます。 

問６ あなたを支援してくれる方は主にどなたですか。（いくつでも○） 

「父母・祖父母・きょうだい」の割合が 45.2％と最も高く、次いで「配偶者（夫または妻）」

の割合が 29.1％、「ホームヘルパーや施設の職員」の割合が 25.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、愛の手帳所持者で「父母・祖父母・きょうだい」の割合が、

身体障害者手帳所持者で「子ども」「配偶者（夫または妻）」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

父
母
・
祖
父
母
・
き
⻕
う

だ
い 

配
偶
者
⺺
夫
ま
た
は
妻
⺻ 

子
ど
も 

ホ
⺳
ム
ヘ
ル
パ
⺳
や
施

設
の
職
員 

そ
の
他
の
人
⺺
ボ
ラ
ン
テ

⻘
ア
等
⺻ 

無
回
答 

全  体 1272 45.2 29.1 18.6 25.0 6.4 2.4 

身体障害者手帳所持者 464 13.6 46.1 36.9 28.0 5.4 3.0 

愛の手帳所持者 233 87.1 3.0 0.9 30.5 6.4 1.3 

精神障害者保健福祉手
帳所持者 

100 50.0 26.0 7.0 23.0 11.0 2.0 

その他 339 64.3 19.5 6.8 21.2 8.3 2.4 

 

  

回答者数 = 1,272 ％

父母・祖父母・きょうだい

配偶者（夫または妻）

子ども

ホームヘルパーや施設の職員

その他の人（ボランティア等）

無回答

45.2

29.1

18.6

25.0

6.4

2.4

0 20 40 60
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問６で「父母・祖父母・きょうだい」、「配偶者（夫または妻）」、「子ども」を選んだ方に

お聞きします。 

問６－１ あなたを支援してくれる家族で、特に中心となっている方（以下、「支援

者」）の年齢をおたずねします。（１つに○） 

「40～50 歳代」の割合が 38.0％と最も高く、次いで「75 歳以上」の割合が 19.4％、「65～74

歳」の割合が 17.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、愛の手帳所持者で「40～50 歳代」の割合が、身体障害者手帳

所持者で「75 歳以上」の割合が、精神障害者保健福祉手帳所持者で「20～30 歳代」の割合が高く

なっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

10
歳
代 

20
⺶
30
歳
代 

40
⺶
50
歳
代 

60
⺶
64
歳 

65
⺶
74
歳 

75
歳
以
上 

無
回
答 

全  体 1090 0.2 11.2 38.0 12.5 17.0 19.4 1.8 

身体障害者手帳所持者 388 0.3 6.4 24.5 13.7 22.9 30.4 1.8 

愛の手帳所持者 210 － 10.5 51.4 13.8 14.8 8.6 1.0 

精神障害者保健福祉
手帳所持者 

79 － 19.0 40.5 10.1 8.9 20.3 1.3 

その他 291 0.3 15.1 44.0 12.4 14.8 11.0 2.4 

 

  

回答者数 = 1,090 ％

10歳代

20～30歳代

40～50歳代

60～64歳

65～74歳

75歳以上

無回答

0.2

11.2

38.0

12.5

17.0

19.4

1.8

0 10 20 30 40 50
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問６－２ 支援者の性別はどちらですか。（１つに○） 

「女性」の割合が 71.5％、「男性」の割合が 26.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６－３ 支援者の健康状態はいかがですか。（１つに○） 

「まあよい」の割合が 56.9％と最も高く、次いで「あまりよくない」の割合が 20.3％、「とて

もよい」の割合が 19.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,090 ％

男性

女性

そのほか

無回答

26.4

71.5

0.6

1.6

0 20 40 60 80

回答者数 = 1,090 ％

とてもよい

まあよい

あまりよくない

よくない

無回答

19.4

56.9

20.3

2.5

1.0

0 20 40 60 80
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問６－４ 支援者は現在、仕事をお持ちですか。（１つに○）「仕事はしていない」を選

択した場合は、該当するものをア～オから選んでください。（１つに○） 

「仕事はしていない」の割合が 47.2％と最も高く、次いで「常勤」の割合が 20.5％、「パート・

アルバイト」の割合が 19.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事はしていない 

「小学生」の割合が 0.6％、「高校生」の割合が 0.2％、「学生」の割合が 0.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,090 ％

常勤

パート・アルバイト

自営業

その他

仕事はしていない

無回答

20.5

19.6

6.6

3.5

47.2

2.6

0 20 40 60

回答者数 = 515 ％

小学生

中学生

高校生

学生

その他

無回答

0.6

0.0

0.2

0.8

68.7

29.7

0 20 40 60 80
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問６－５ 支援者の方におたずねの上、ご記入ください。ご家族等が支援をするうえ

で、悩みに感じることは何ですか。（いくつでも○） 

「気が休まらない（精神的な負担）」の割合が 48.9％と最も高く、次いで「体力的につらい（体

力的な負担）」の割合が 33.9％、「自分の時間がとれない」の割合が 33.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、精神障害者保健福祉手帳所持者で「相談する相手がいない」

「自分の体調が良くない」「支援の方法がわからない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

体
力
的
に
つ
ら
い
⺺
体
力
的

な
負
担
⺻ 

気
が
休
ま
ら
な
い
⺺
精
神
的

な
負
担
⺻ 

家
を
空
け
ら
れ
な
い 

自
分
の
時
間
が
と
れ
な
い 

夜
⺯
眠
れ
な
い
⺯
睡
眠
時
間

が
不
規
則 

支
援
の
方
法
が
わ
か
ら
な

い 相
談
す
る
相
手
が
い
な
い 

自
分
の
体
調
が
良
く
な
い 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全  体 1090 33.9 48.9 26.2 33.6 15.1 11.0 12.8 23.2 7.6 19.9 4.5 

身体障害者手
帳所持者 

388 36.6 43.0 26.8 31.7 14.2 5.4 8.2 22.7 6.4 21.4 5.4 

愛の手帳所持
者 

210 41.0 54.3 38.6 42.4 18.1 9.5 10.5 23.3 6.2 19.0 1.0 

精神障害者保
健福祉手帳所
持者 

79 31.6 48.1 13.9 27.8 25.3 25.3 30.4 39.2 7.6 20.3 5.1 

その他 291 28.9 53.6 21.6 31.3 12.7 17.2 18.2 23.0 10.7 17.5 4.1 

 

  

回答者数 = 1,090 ％

体力的につらい（体力的な負担）

気が休まらない（精神的な負担）

家を空けられない

自分の時間がとれない

夜、眠れない、睡眠時間が不規則

支援の方法がわからない

相談する相手がいない

自分の体調が良くない

その他

特にない

無回答

33.9

48.9

26.2

33.6

15.1

11.0

12.8

23.2

7.6

19.9

4.5

0 20 40 60
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問７ 新型コロナウイルス感染症の影響により、日常生活で特に困っていることはどの

ようなことですか。（いくつでも○） 

「外出の制限」の割合が 34.3％と最も高く、次いで「特にない」の割合が 31.8％、「支出の増

加」の割合が 21.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、愛の手帳所持者で「外出の制限」「運動・スポーツの機会の減

少」の割合が、精神障害者保健福祉手帳所持者で「支出の増加」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

世
帯
収
入
⺺
支
援
し
て
い
る
保
護
者

等
⺻
の
減
少 

勉
強
す
る
機
会
が
少
な
く
な
⻒
た 

支
出
の
増
加 

運
動
・
ス
ポ
⺳
ツ
の
機
会
の
減
少 

仕
事
が
な
く
な
⻒
た
・
仕
事
が
減
⻒

た 外
出
の
制
限 

生
活
必
需
品
の
確
保 

働
き
方
の
変
化
⺺
リ
モ
⺳
ト
ワ
⺳

ク
⺯
在
宅
勤
務
な
ど
⺻
に
よ
る
負
担 

あ
な
た
と
家
族
の
健
康
悪
化 

相
談
相
手
と
会
う
機
会
が
少
な
く

な
⻒
た 

特
に
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 3106 10.6 3.4 21.0 19.0 6.2 34.3 7.0 6.3 9.4 13.8 31.8 4.4 7.4 

身体障害者
手帳所持者 

1245 7.1 2.3 16.3 15.7 4.3 35.1 6.2 4.2 8.4 11.5 34.9 4.1 8.8 

愛の手帳所
持者 

267 13.1 6.0 20.2 29.6 7.5 46.8 3.7 5.2 9.0 13.1 24.7 6.7 4.9 

精神障害者
保健福祉手
帳所持者 

209 19.1 4.8 30.6 14.8 11.0 27.3 10.0 10.0 13.9 20.1 29.7 4.8 7.2 

その他 835 13.8 4.3 27.5 21.9 8.5 31.3 9.1 8.6 11.0 17.4 28.4 4.9 4.7 

  

回答者数 = 3,106 ％

世帯収入（支援している保護者等）の減少

勉強する機会が少なくなった

支出の増加

運動・スポーツの機会の減少

仕事がなくなった・仕事が減った

外出の制限

生活必需品の確保

働き方の変化（リモートワーク、在宅勤務
など）による負担

あなたと家族の健康悪化

相談相手と会う機会が少なくなった

特にない

その他

無回答

10.6

3.4

21.0

19.0

6.2

34.3

7.0

6.3

9.4

13.8

31.8

4.4

7.4

0 10 20 30 40 50
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４ 保健福祉サービスの利用状況について 

問８ あなたは次の障がい福祉サービスを利用していますか。（いくつでも○） 

「障がい福祉サービスは利用していない」の割合が 53.0％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 3,106 ％

自宅で入浴、排せつ、食事の介助や家事援助を受けられる
サービス

外出の同行・付き添いなど（移動支援等）

身体の状態や生活能力の維持向上のための訓練（機能訓練・
生活訓練）

一般企業で働きたい人に対し、必要な知識や能力向上のため
の訓練（就労移行支援）

一般企業で働くことが困難な人に対し、生産活動の場や機会
の提供（就労継続支援）

家族などの支援者が病気などのときに、夜間を含めて施設に
短期間入所し、身の回りの支援を受ける（短期入所支援等）

共同生活の場を提供し、日常生活などの支援を行うグループ
ホーム（共同生活援助）

単身生活や通所が困難な方に対し、施設で日常生活の支援を
行う（施設入所支援）

サービスに関する情報提供や利用の援助など総合相談

お金の管理やサービスの利用の手続きなどの支援

手話通訳や要約筆記などの意思疎通支援

補装具費や日常生活用具費の給付

趣味や仲間づくりなどの支援を行う地域活動支援センター

児童発達支援や放課後等デイサービスなど児童を対象にした
支援

その他

障がい福祉サービスは利用していない

無回答

4.1

6.0

7.2

2.3

2.8

3.3

2.2

0.8

5.0

1.7

0.5

7.7

2.1

6.8

2.7

53.0

13.6

0 20 40 60
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【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、愛の手帳所持者で「外出の同行・付き添いなど（移動支援等）」

の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

自
宅
で
入
浴
⺯
排
せ
つ
⺯
食
事
の
介
助
や
家
事
援

助
を
受
け
ら
れ
る
サ
⺳
ビ
ス 

外
出
の
同
行
・
付
き
添
い
な
ど
⺺
移
動
支
援
等
⺻ 

身
体
の
状
態
や
生
活
能
力
の
維
持
向
上
の
た
め

の
訓
練
⺺
機
能
訓
練
・
生
活
訓
練
⺻ 

一
般
企
業
で
働
き
た
い
人
に
対
し
⺯
必
要
な
知
識

や
能
力
向
上
の
た
め
の
訓
練
⺺
就
労
移
行
支
援
⺻ 

一
般
企
業
で
働
く
こ
と
が
困
難
な
人
に
対
し
⺯
生

産
活
動
の
場
や
機
会
の
提
供
⺺
就
労
継
続
支
援
⺻ 

家
族
な
ど
の
支
援
者
が
病
気
な
ど
の
と
き
に
⺯
夜

間
を
含
め
て
施
設
に
短
期
間
入
所
し
⺯
身
の
回
り

の
支
援
を
受
け
る
⺺
短
期
入
所
支
援
等
⺻ 

共
同
生
活
の
場
を
提
供
し
⺯
日
常
生
活
な
ど
の
支

援
を
行
う
グ
ル
⺳
プ
ホ
⺳
ム
⺺
共
同
生
活
援
助
⺻ 

単
身
生
活
や
通
所
が
困
難
な
方
に
対
し
⺯
施
設
で

日
常
生
活
の
支
援
を
行
う
⺺
施
設
入
所
支
援
⺻ 

全  体 3106 4.1 6.0 7.2 2.3 2.8 3.3 2.2 0.8 

身体障害者手帳
所持者 

1245 4.7 4.3 9.6 0.2 0.4 2.5 0.6 1.0 

愛の手帳所持者 267 5.6 31.8 10.1 5.6 11.2 19.1 14.6 1.9 

精神障害者保健
福祉手帳所持者 

209 6.7 3.3 2.9 8.6 11.0 1.0 2.9 0.5 

その他 835 2.8 3.4 4.6 4.2 3.5 1.4 1.7 0.6 

 

区分 

サ
⺳
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
提
供
や
利
用
の
援
助

な
ど
総
合
相
談 

お
金
の
管
理
や
サ
⺳
ビ
ス
の
利
用
の
手
続
き
な

ど
の
支
援 

手
話
通
訳
や
要
約
筆
記
な
ど
の
意
思
疎
通
支
援 

補
装
具
費
や
日
常
生
活
用
具
費
の
給
付 

趣
味
や
仲
間
づ
く
り
な
ど
の
支
援
を
行
う
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
⺳ 

児
童
発
達
支
援
や
放
課
後
等
デ
イ
サ
⺳
ビ
ス
な

ど
児
童
を
対
象
に
し
た
支
援 

そ
の
他 

障
が
い
福
祉
サ
⺳
ビ
ス
は
利
用
し
て
い
な
い 

無
回
答 

全  体 5.0 1.7 0.5 7.7 2.1 6.8 2.7 53.0 13.6 

身体障害者手帳
所持者 

4.7 0.6 1.2 14.0 2.1 1.0 3.0 53.3 15.7 

愛の手帳所持者 11.2 2.6 － 9.0 3.0 28.5 3.4 15.0 6.7 

精神障害者保健
福祉手帳所持者 

3.8 3.8 － 1.0 2.9 3.3 4.8 51.7 10.5 

その他 5.5 3.2 － 3.4 2.5 10.5 2.6 57.0 10.4 
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問８－１ サービスを利用中の方におたずねします。障がい福祉サービスについて不足

に感じていること、又は不満に思うことがありますか。（いくつでも○） 

「特にない」の割合が 37.1％と最も高くなっていますが、「利用回数・時間などに制限がある」

の割合が 17.7％、「利用したい日・時間に利用できない」の割合が 14.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,036 ％

サービス内容が障がい特性にあっていない

身近なところでサービスを利用できない

利用したい日・時間に利用できない

利用回数・時間などに制限がある

経済的な負担が大きい

サービス内容に関する情報が少ない

急な変更に応じてもらえない

サービス提供者がよく変わる

サービス提供者の知識や経験が不足してい
る

サービス提供者の対応が良くない

相談や手続きに時間がかかるなど負担

障害支援区分の認定に疑問がある

その他

特にない

無回答

5.2

9.7

14.4

17.7

10.0

11.6

5.2

3.1

5.8

4.2

9.2

3.5

6.4

37.1

16.7

0 10 20 30 40 50
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【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、愛の手帳所持者で「利用回数・時間などに制限がある」「利用

したい日・時間に利用できない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

サ
⺳
ビ
ス
内
容
が
障
が
い
特
性
に
あ
⻒
て
い
な
い 

身
近
な
と
こ
ろ
で
サ
⺳
ビ
ス
を
利
用
で
き
な
い 

利
用
し
た
い
日
・
時
間
に
利
用
で
き
な
い 

利
用
回
数
・
時
間
な
ど
に
制
限
が
あ
る 

経
済
的
な
負
担
が
大
き
い 

サ
⺳
ビ
ス
内
容
に
関
す
る
情
報
が
少
な
い 

急
な
変
更
に
応
じ
て
も
ら
え
な
い 

サ
⺳
ビ
ス
提
供
者
が
よ
く
変
わ
る 

サ
⺳
ビ
ス
提
供
者
の
知
識
や
経
験
が
不
足
し
て
い

る サ
⺳
ビ
ス
提
供
者
の
対
応
が
良
く
な
い 

相
談
や
手
続
き
に
時
間
が
か
か
る
な
ど
負
担 

障
害
支
援
区
分
の
認
定
に
疑
問
が
あ
る 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全  体 1036 5.2 9.7 14.4 17.7 10.0 11.6 5.2 3.1 5.8 4.2 9.2 3.5 6.4 37.1 16.7 

身体障害
者手帳所
持者 

386 4.4 7.5 8.0 9.8 14.5 10.9 3.1 1.6 5.4 3.4 8.0 5.7 6.0 33.4 23.3 

愛の手帳
所持者 

209 6.2 16.7 25.8 29.2 6.2 12.9 7.2 6.2 7.7 3.3 10.5 4.3 7.2 35.4 8.1 

精神障害
者保健福
祉手帳所
持者 

79 6.3 7.6 11.4 12.7 6.3 7.6 6.3 6.3 7.6 10.1 8.9 1.3 3.8 46.8 16.5 

その他 272 6.3 8.5 16.9 22.4 9.6 14.0 8.1 2.9 5.1 5.1 11.0 1.1 7.7 39.0 11.4 

 

  



Ⅲ 障害者計画・障害福祉計画策定に関する調査 

143 

問９ 新たに利用したい、又は利用し続けたい障がい福祉サービスは次のどれですか。

（いくつでも○） 

「障がい福祉サービスは利用しない」の割合が 29.3％と最も高く、次いで「サービスに関する

情報提供や利用の援助など総合相談」の割合が 14.4％、「家族などの支援者が病気などのときに、

夜間を含めて施設に短期間入所し、身の回りの支援を受ける（短期入所支援等）」の割合が 11.8％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 3,106 ％

自宅で入浴、排せつ、食事の介助や家事援助を受けられる
サービス

外出の同行・付き添いなど（移動支援等）

身体の状態や生活能力の維持向上のための訓練（機能訓練・
生活訓練）

一般企業で働きたい人に対し、必要な知識や能力向上のため
の訓練（就労移行支援）

一般企業で働くことが困難な人に対し、生産活動の場や機会
の提供（就労継続支援）

家族などの支援者が病気などのときに、夜間を含めて施設に
短期間入所し、身の回りの支援を受ける（短期入所支援等）

共同生活の場を提供し、日常生活などの支援を行うグループ
ホーム（共同生活援助）

単身生活や通所が困難な方に対し、施設で日常生活の支援を
行う（施設入所支援）

サービスに関する情報提供や利用の援助など総合相談

お金の管理やサービスの利用の手続きなどの支援

手話通訳や要約筆記などの意思疎通支援

補装具費や日常生活用具費の給付

趣味や仲間づくりなどの支援を行う地域活動支援センター

児童発達支援や放課後等デイサービスなど児童を対象にした
支援

その他

障がい福祉サービスは利用しない

無回答

5.0

10.8

10.1

5.9

6.1

11.8

5.5

3.8

14.4

6.4

1.3

9.5

10.0

6.1

4.4

29.3

23.0

0 10 20 30 40 50
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障がい種別にみると、他に比べ、愛の手帳所持者で「外出の同行・付き添いなど（移動支援等）」

「家族などの支援者が病気などのときに、夜間を含めて施設に短期間入所し、身の回りの支援を

受ける（短期入所支援等）」「趣味や仲間づくりなどの支援を行う地域活動支援センター」の割合

が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

自
宅
で
入
浴
⺯
排
せ
つ
⺯
食
事
の
介
助
や
家
事
援

助
を
受
け
ら
れ
る
サ
⺳
ビ
ス 

外
出
の
同
行
・
付
き
添
い
な
ど
⺺
移
動
支
援
等
⺻ 

身
体
の
状
態
や
生
活
能
力
の
維
持
向
上
の
た
め

の
訓
練
⺺
機
能
訓
練
・
生
活
訓
練
⺻ 

一
般
企
業
で
働
き
た
い
人
に
対
し
⺯
必
要
な
知
識

や
能
力
向
上
の
た
め
の
訓
練
⺺
就
労
移
行
支
援
⺻ 

一
般
企
業
で
働
く
こ
と
が
困
難
な
人
に
対
し
⺯
生

産
活
動
の
場
や
機
会
の
提
供
⺺
就
労
継
続
支
援
⺻ 

家
族
な
ど
の
支
援
者
が
病
気
な
ど
の
と
き
に
⺯
夜

間
を
含
め
て
施
設
に
短
期
間
入
所
し
⺯
身
の
回
り

の
支
援
を
受
け
る
⺺
短
期
入
所
支
援
等
⺻ 

共
同
生
活
の
場
を
提
供
し
⺯
日
常
生
活
な
ど
の
支

援
を
行
う
グ
ル
⺳
プ
ホ
⺳
ム
⺺
共
同
生
活
援
助
⺻ 

単
身
生
活
や
通
所
が
困
難
な
方
に
対
し
⺯
施
設
で

日
常
生
活
の
支
援
を
行
う
⺺
施
設
入
所
支
援
⺻ 

全  体 3106 5.0 10.8 10.1 5.9 6.1 11.8 5.5 3.8 

身体障害者手帳
所持者 

1245 5.5 9.1 11.2 2.3 1.4 12.7 1.8 3.8 

愛の手帳所持者 267 9.4 38.2 19.1 8.2 15.0 31.5 35.6 13.5 

精神障害者保健
福祉手帳所持者 

209 5.3 7.7 6.7 15.3 15.8 9.1 5.3 2.4 

その他 835 3.6 9.3 8.7 10.8 10.9 7.9 4.6 2.3 

 

区分 

サ
⺳
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
提
供
や
利
用

の
援
助
な
ど
総
合
相
談 

お
金
の
管
理
や
サ
⺳
ビ
ス
の
利
用
の
手

続
き
な
ど
の
支
援 

手
話
通
訳
や
要
約
筆
記
な
ど
の
意
思
疎

通
支
援 

補
装
具
費
や
日
常
生
活
用
具
費
の
給
付 

趣
味
や
仲
間
づ
く
り
な
ど
の
支
援
を
行

う
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
⺳ 

児
童
発
達
支
援
や
放
課
後
等
デ
イ
サ
⺳

ビ
ス
な
ど
児
童
を
対
象
に
し
た
支
援 

そ
の
他 

障
が
い
福
祉
サ
⺳
ビ
ス
は
利
用
し
な
い 

無
回
答 

全  体 14.4 6.4 1.3 9.5 10.0 6.1 4.4 29.3 23.0 

身体障害者手帳
所持者 

13.8 2.2 2.4 17.1 8.2 1.4 3.7 26.0 26.7 

愛の手帳所持者 22.1 19.5 0.7 10.5 22.1 23.6 3.7 7.9 11.2 

精神障害者保健
福祉手帳所持者 

16.7 12.9 1.4 1.9 16.3 1.9 9.6 26.3 14.4 

その他 16.8 9.8 0.2 4.0 10.8 9.9 4.7 33.5 17.7 
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問 10 医療機関について、困っていることは何ですか。（いくつでも○） 

「特に困っていない」の割合が 48.7％と最も高くなっていますが、「医者に病気の症状をうま

く伝えられない」の割合が 9.6％、「入院や通院のときに受け入れてくれるか不安」の割合が 9.1％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 3,106 ％

かかりつけの医者や歯医者がいない

医者に病気の症状をうまく伝えられない

医者の説明や指示が理解しにくい

医療についての意思決定をする際のサポー
トが欲しい

医療機関の中でのコミュニケーションに係
るサポートが欲しい

入院や通院のときに受け入れてくれるか不
安

長期入院や長期間のリハビリテーションが
できない

医療機関において障がいに対する理解が十
分でない

その他

特に困っていない

4.6

9.6

7.2

6.3

6.2

9.1

3.2

6.0

5.4

48.7

0 20 40 60
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【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、愛の手帳所持者で「医者に病気の症状をうまく伝えられない」

「医療についての意思決定をする際のサポートが欲しい」「入院や通院のときに受け入れてくれ

るか不安」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

か
か
り
つ
け
の
医
者
や
歯

医
者
が
い
な
い 

医
者
に
病
気
の
症
状
を
う

ま
く
伝
え
ら
れ
な
い 

医
者
の
説
明
や
指
示
が
理

解
し
に
く
い 

医
療
に
つ
い
て
の
意
思
決

定
を
す
る
際
の
サ
ポ
⺳
ト

が
欲
し
い 

医
療
機
関
の
中
で
の
コ
ミ

⻞
ニ
ケ
⺳
シ
⻟
ン
に
係
る

サ
ポ
⺳
ト
が
欲
し
い 

入
院
や
通
院
の
と
き
に
受

け
入
れ
て
く
れ
る
か
不
安 

長
期
入
院
や
長
期
間
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
⺳
シ
⻟
ン
が
で

き
な
い 

医
療
機
関
に
お
い
て
障
が

い
に
対
す
る
理
解
が
十
分

で
な
い 

そ
の
他 

特
に
困
⻒
て
い
な
い 

全  体 3106 4.6 9.6 7.2 6.3 6.2 9.1 3.2 6.0 5.4 48.7 

身体障害者手
帳所持者 

1245 3.8 5.1 4.7 5.4 4.7 8.6 3.8 3.9 3.7 49.5 

愛の手帳所持
者 

267 9.0 24.0 22.5 14.2 13.9 19.9 4.9 15.7 7.1 31.5 

精神障害者保
健福祉手帳所
持者 

209 5.3 15.3 9.6 8.6 11.5 9.1 1.4 7.2 5.7 46.4 

その他 835 5.0 14.0 8.4 7.4 6.8 9.2 3.0 9.1 7.5 47.8 

 

区分 

通
院
の
手
段
が
確
保
・
利

用
し
に
く
い 

通
院
の
付
き
添
い
が
い
な

い 専
門
的
な
医
療
機
関
が
近

く
に
な
い 

ち
⻕
⻒
と
し
た
病
気
や
ケ

ガ
を
診
て
く
れ
る
医
療
機

関
が
近
く
に
な
い 

い
く
つ
も
医
療
機
関
に
通

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

気
軽
に
往
診
を
頼
め
る
医

師
が
い
な
い 

歯
の
治
療
が
難
し
い 

医
療
費
の
負
担
が
大
き
い 

医
療
機
関
の
建
物
の
構
造

が
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な

方
に
配
慮
さ
れ
て
い
な
い 

無
回
答 

 

全  体 4.4 2.9 6.7 3.2 7.5 4.9 4.3 9.4 1.4 10.5  

身体障害者手
帳所持者 

5.5 2.7 6.7 2.3 7.4 5.9 3.8 9.9 1.9 12.8  

愛の手帳所持
者 

6.0 7.1 12.7 7.9 10.1 6.7 10.9 7.1 2.6 6.0  

精神障害者保
健福祉手帳所
持者 

2.9 2.4 5.7 4.8 10.0 3.8 4.8 11.0 － 9.6 
 

その他 4.6 3.0 5.7 3.5 7.7 4.7 4.8 9.1 1.6 7.2  
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問 10－１ 医療的ケアに関して、どのような支援の充実が必要だと思いますか。（いく

つでも〇） 

「医療従事者（看護師含む）の確保」の割合が 28.4％と最も高く、次いで「ヘルパーの確保」

の割合が 24.7％、「利用できる短期入所施設の整備」の割合が 21.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 761 ％

ヘルパーの確保

医療従事者（看護師含む）の確保

利用できる短期入所施設の整備

利用できる通所支援施設（児童発達支援・放課後等
デイサービス）の整備

入学先の調整についての支援

通学についての支援

授業を受けるための支援

外出手段の確保に関する支援

その他

無回答

24.7

28.4

21.2

9.7

3.5

3.8

3.9

19.4

7.9

35.5

0 10 20 30 40 50
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問 11 あなたは、成年後見制度について知っていますか。（１つに○） 

「少し知っている」の割合が 33.9％と最も高く、次いで「知らない」の割合が 24.7％、「言葉

は聞いたことがある」の割合が 24.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12 あなたは、お金の管理や福祉サービスの利用や商品の購入のための契約をどのよ

うに対応していますか。（１つに○） 

「自分ひとりでしている」の割合が 56.2％と最も高く、次いで「家族や親せきの人がしている」

の割合が 31.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 3,106 ％

よく知っている

少し知っている

言葉は聞いたことがある

知らない

無回答

12.6

33.9

24.1

24.7

4.7

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 3,106 ％

自分ひとりでしている

家族や親せきの人がしている

弁護士・司法書士・社会福祉士などの専門家や、社
会福祉協議会の職員がしている

福祉施設の職員の支援を受けて、自分でしている

その他

無回答

56.2

31.8

0.7

1.7

2.7

6.8

0 20 40 60 80
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問 13 あなたは、ヘルプカードを持っていますか。（１つに○） 

「持っていないし、必要ない」の割合が 51.2％と最も高く、次いで「持っていないが、ほしい

と思う」の割合が 22.3％、「持っているが、持ち歩いていない」の割合が 12.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、愛の手帳所持者で「持っているが、持ち歩いていない」の割

合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

持
⻒
て
い
て
⺯
い
つ
も

持
ち
歩
い
て
い
る 

持
⻒
て
い
る
が
⺯
持
ち

歩
い
て
い
な
い 

持
⻒
て
い
な
い
が
⺯
ほ

し
い
と
思
う 

持
⻒
て
い
な
い
し
⺯
必

要
な
い 

無
回
答 

全  体 3106 9.7 12.0 22.3 51.2 4.9 

身体障害者手帳所持者 1245 10.4 12.5 26.9 44.4 5.8 

愛の手帳所持者 267 22.5 29.6 19.9 25.8 2.2 

精神障害者保健福祉手帳
所持者 

209 9.6 17.2 24.4 45.9 2.9 

その他 835 7.4 7.9 19.0 62.4 3.2 

 

  

回答者数 = 3,106 ％

持っていて、いつも持ち歩いている

持っているが、持ち歩いていない

持っていないが、ほしいと思う

持っていないし、必要ない

無回答

9.7

12.0

22.3

51.2

4.9

0 20 40 60
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問 14 あなたは、ヘルプマークを知っていますか。（１つに○） 

「よく知っている」の割合が 34.4％と最も高く、次いで「少し知っている」の割合が 32.2％、

「知らない」の割合が 18.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、愛の手帳所持者で「少し知っている」の割合が、精神障害者

保健福祉手帳所持者で「よく知っている」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

よ
く
知
⻒
て
い
る 

少
し
知
⻒
て
い
る 

言
葉
は
聞
い
た
こ
と

が
あ
る 

知
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 3106 34.4 32.2 11.5 18.9 3.0 

身体障害者手帳所持者 1245 34.9 28.1 12.1 21.6 3.2 

愛の手帳所持者 267 35.2 39.3 5.6 18.0 1.9 

精神障害者保健福祉手帳
所持者 

209 41.1 33.0 11.5 12.0 2.4 

その他 835 33.2 34.6 12.8 16.9 2.5 

 

  

回答者数 = 3,106 ％

よく知っている

少し知っている

言葉は聞いたことがある

知らない

無回答

34.4

32.2

11.5

18.9

3.0

0 10 20 30 40 50
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５ 福祉サービスや生活に関する相談・情報について 

問 15 障がいや生活などについて相談したことがある機関等はありますか。（いくつで

も○） 

「市役所の窓口」の割合が 41.5％と最も高く、次いで「病院」の割合が 33.6％、「相談した機

関等はない」の割合が 24.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 3,106 ％

市役所の窓口

社会福祉協議会

相談支援機関（地域自立生活支援センター、地域生活支援セ
ンターそら、児童発達支援センターきらり等）

障がい者関連施設

病院

幼稚園・保育所・学校

身体障害者相談員・知的障害者相談員

障がい者団体

民生委員・児童委員

保健所

障害者就労支援センター・ハローワーク

相談支援専門員（計画相談員）

その他

相談した機関等はない

無回答

41.5

5.3

21.2

7.3

33.6

6.8

1.7

2.4

1.3

3.4

7.1

7.0

3.2

24.0

7.0

0 10 20 30 40 50
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【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、愛の手帳所持者で「相談支援機関（地域自立生活支援センタ

ー、地域生活支援センターそら、児童発達支援センターきらり等）」「市役所の窓口」の割合が、

精神障害者保健福祉手帳所持者で「病院」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

市
役
所
の
窓
口 

社
会
福
祉
協
議
会 

相
談
支
援
機
関
⺺
地
域
自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
⺳
⺯
地

域
生
活
支
援
セ
ン
タ
⺳
そ
ら
⺯
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ

⺳
き
ら
り
等
⺻ 

障
が
い
者
関
連
施
設 

病
院 

幼
稚
園
・
保
育
所
・
学
校 

身
体
障
害
者
相
談
員
・
知
的
障
害
者
相
談
員 

全  体 3106 41.5 5.3 21.2 7.3 33.6 6.8 1.7 

身体障害者手帳所
持者 

1245 40.8 4.1 16.8 5.1 27.1 1.8 1.1 

愛の手帳所持者 267 55.4 5.2 39.3 28.8 40.4 23.2 8.2 

精神障害者保健福
祉手帳所持者 

209 46.9 11.0 28.2 11.5 43.1 4.8 1.4 

その他 835 44.6 7.3 25.6 7.2 44.0 10.7 1.6 

 

区分 

障
が
い
者
団
体 

民
生
委
員
・
児
童
委
員 

保
健
所 

障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
⺳
・
ハ
ロ
⺳
ワ
⺳
ク 

相
談
支
援
専
門
員
⺺
計
画
相
談
員
⺻ 

そ
の
他 

相
談
し
た
機
関
等
は
な
い 

無
回
答 

全  体 2.4 1.3 3.4 7.1 7.0 3.2 24.0 7.0 

身体障害者手帳所
持者 

1.8 1.9 1.5 2.8 3.1 2.1 26.4 9.4 

愛の手帳所持者 13.1 0.4 9.4 9.0 30.0 4.5 8.2 2.6 

精神障害者保健福
祉手帳所持者 

2.4 2.4 5.7 22.5 9.6 6.7 10.5 5.3 

その他 1.3 0.7 4.0 12.2 7.5 4.1 18.7 3.6 
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問 16 相談しやすい体制をつくるためには、どのようなことが必要だと思いますか。

（いくつでも○） 

「信頼できる相談者がいること」の割合が 52.0％と最も高く、次いで「身近な場所で相談でき

る窓口があること」の割合が 40.6％、「ちょっとしたことでも相談に応じてくれること」の割合

が 37.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、愛の手帳所持者で「信頼できる相談者がいること」の割合が、

愛の手帳所持者、精神障害者保健福祉手帳所持者で「自分の話を聞いてもらいながら、ゆっくり

と時間をかけて相談できること」「ちょっとしたことでも相談に応じてくれること」の割合が高

くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

曜
日
や
時
間
に
関
係
な
く
⺯
い
つ
で
も
相
談
に

応
じ
て
く
れ
る
こ
と 

信
頼
で
き
る
相
談
者
が
い
る
こ
と 

身
近
な
場
所
で
相
談
で
き
る
窓
口
が
あ
る
こ
と 

イ
ン
タ
⺳
ネ
⻜
ト
で
の
相
談
が
で
き
る
こ
と 

電
話
で
の
相
談
を
充
実
す
る
こ
と 

ち
⻕
⻒
と
し
た
こ
と
で
も
相
談
に
応
じ
て
く
れ

る
こ
と 

自
分
の
話
を
聞
い
て
も
ら
い
な
が
ら
⺯
ゆ
⻒
く

り
と
時
間
を
か
け
て
相
談
で
き
る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全  体 3106 36.0 52.0 40.6 20.0 21.2 37.1 29.7 3.5 10.8 7.0 

身体障害者手
帳所持者 

1245 32.8 43.5 38.6 13.4 21.4 31.5 22.6 2.2 12.8 9.4 

愛の手帳所持
者 

267 34.1 69.3 49.1 14.2 15.4 43.1 37.1 5.2 9.0 3.4 

精神障害者保
健福祉手帳所
持者 

209 43.5 54.5 36.4 26.3 22.0 46.4 40.2 4.8 8.1 5.3 

その他 835 42.6 62.2 42.8 28.4 24.1 43.5 40.0 5.1 7.3 3.8 

回答者数 = 3,106 ％

曜日や時間に関係なく、いつでも相談に応じてくれ
ること

信頼できる相談者がいること

身近な場所で相談できる窓口があること

インターネットでの相談ができること

電話での相談を充実すること

ちょっとしたことでも相談に応じてくれること

自分の話を聞いてもらいながら、ゆっくりと時間を
かけて相談できること

その他

特にない

無回答

36.0

52.0

40.6

20.0

21.2

37.1

29.7

3.5

10.8

7.0

0 20 40 60
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問 17 福祉サービスに関する情報をどこから入手していますか。（３つまで○） 

「市の広報紙やパンフレット等」の割合が 30.7％と最も高く、次いで「家族・親戚、友人・知

人」の割合が 24.1％、「インターネット」の割合が 20.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 3,106 ％

家族・親戚、友人・知人

テレビ・ラジオ・新聞・雑誌

インターネット

市の広報紙やパンフレット等

障がい者福祉のてびき

障がい児・者ふくしサービスマップ（監修：小金井
市地域自立支援協議会）

小金井市のホームページ

公民館などの市民講座

福祉施設の窓口・職員等

福祉団体・サークルの活動

社会福祉協議会

市役所・保健センター・保健師

民生委員・児童委員

学校、職場

保健所

病院

相談支援専門員（計画相談員）

その他

特にない

無回答

24.1

9.6

20.0

30.7

8.9

1.4

11.2

0.3

4.9

1.3

1.7

10.5

0.5

2.4

0.4

13.8

5.8

2.2

12.8

11.5

0 10 20 30 40 50
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【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、愛の手帳所持者で「家族・親戚、友人・知人」の割合が、身

体障害者手帳所持者で「市の広報紙やパンフレット等」の割合が、精神障害者保健福祉手帳所持

者で「インターネット」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

家
族
・
親
戚
⺯
友
人
・
知
人 

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
新
聞
・
雑
誌 

イ
ン
タ
⺳
ネ
⻜
ト 

市
の
広
報
紙
や
パ
ン
フ
レ
⻜
ト
等 

障
が
い
者
福
祉
の
て
び
き 

障
が
い
児
・
者
ふ
く
し
サ
⺳
ビ
ス

マ
⻜
プ
⺺
監
修

小
金
井
市
地
域
自

立
支
援
協
議
会
⺻ 

小
金
井
市
の
ホ
⺳
ム
ペ
⺳
ジ 

公
民
館
な
ど
の
市
民
講
座 

福
祉
施
設
の
窓
口
・
職
員
等 

福
祉
団
体
・
サ
⺳
ク
ル
の
活
動 

全  体 3106 24.1 9.6 20.0 30.7 8.9 1.4 11.2 0.3 4.9 1.3 

身体障害者手
帳所持者 

1245 21.9 12.8 13.7 37.1 14.6 1.4 10.7 0.4 4.3 1.5 

愛の手帳所持
者 

267 44.2 5.6 13.5 13.9 14.2 3.0 4.5 － 9.0 3.7 

精神障害者保
健福祉手帳所
持者 

209 22.5 4.3 26.3 22.0 6.7 2.4 8.1 － 6.2 1.4 

その他 835 24.8 6.3 27.9 27.3 4.3 1.0 13.2 0.1 5.7 0.8 

 

区分 

社
会
福
祉
協
議
会 

市
役
所
・
保
健
セ
ン
タ
⺳
・
保
健
師 

民
生
委
員
・
児
童
委
員 

学
校
⺯
職
場 

保
健
所 

病
院 

相
談
支
援
専
門
員
⺺
計
画
相
談
員
⺻ 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

 

全  体 1.7 10.5 0.5 2.4 0.4 13.8 5.8 2.2 12.8 11.5  

身体障害者手
帳所持者 

2.0 10.0 0.6 0.2 0.1 9.4 3.9 1.8 13.4 10.9  

愛の手帳所持
者 

0.4 7.5 － 7.5 － 4.9 17.2 2.6 10.1 18.7  

精神障害者保
健福祉手帳所
持者 

2.9 13.4 0.5 2.4 － 14.8 6.7 3.3 9.6 15.8 
 

その他 1.7 11.3 0.4 4.6 0.8 21.3 5.9 2.6 11.0 9.1  
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６ 外出について 

問 18 どれくらい外出していますか。（１つに○） 

「ほとんど毎日」の割合が 46.1％と最も高く、次いで「週に３～４回くらい」の割合が 23.8％、

「週に１～２回くらい」の割合が 16.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 3,106 ％

ほとんど毎日

週に３～４回くらい

週に１～２回くらい

月に１～２回くらい

年に数回くらい

全く外出しない

外出できない

無回答

46.1

23.8

16.5

5.2

1.4

1.3

2.7

3.1

0 20 40 60
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問 19 外出のとき、不便に感じたり困ることは何ですか。（いくつでも○） 

「特にない」の割合が 44.3％と最も高くなっていますが、「身近な公園や歩道のベンチなど、

休憩できる場所が少ない」の割合が 15.6％、「バス停や駅まで遠い」「歩道が整備されていない」

の割合が 10.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、身体障害者手帳所持者で「公共施設や店舗が障がい者仕様に

なっていない（バリアフリー化が進んでいない、トイレ、段差、階段、案内表示等）」「歩道が整

備されていない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

バ
ス
等
の
交
通
機
関
が
少
な
い 

バ
ス
停
や
駅
ま
で
遠
い 

歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い 

公
共
施
設
や
店
舗
が
障
が
い
者
仕
様
に
な
⻒

て
い
な
い
⺺
バ
リ
ア
フ
リ
⺳
化
が
進
ん
で
い
な

い
⺯
ト
イ
レ
⺯
段
差
⺯
階
段
⺯
案
内
表
示
等
⺻ 

身
近
な
公
園
や
歩
道
の
ベ
ン
チ
な
ど
⺯
休
憩
で

き
る
場
所
が
少
な
い 

障
が
い
を
理
由
に
断
る
施
設
が
あ
る 

周
囲
の
人
の
理
解
が
足
り
な
い 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全  体 3106 10.2 10.9 10.9 10.1 15.6 1.1 9.5 6.8 44.3 9.5 

身体障害者手
帳所持者 

1245 11.0 11.7 15.9 15.3 19.8 1.0 6.3 7.8 35.3 11.1 

愛の手帳所持
者 

267 10.1 5.6 10.5 11.6 9.0 4.1 26.6 7.1 36.7 8.2 

精神障害者保
健福祉手帳所
持者 

209 12.0 12.4 3.8 4.3 13.9 1.9 12.4 7.2 47.4 8.6 

その他 835 9.5 13.3 7.3 5.3 14.0 0.6 11.5 7.2 52.0 6.1 

回答者数 = 3,106 ％

バス等の交通機関が少ない

バス停や駅まで遠い

歩道が整備されていない

公共施設や店舗が障がい者仕様になっていない（バリアフ
リー化が進んでいない、トイレ、段差、階段、案内表示等）

身近な公園や歩道のベンチなど、休憩できる場所が少ない

障がいを理由に断る施設がある

周囲の人の理解が足りない

その他

特にない

無回答

10.2

10.9

10.9

10.1

15.6

1.1

9.5

6.8

44.3

9.5

0 10 20 30 40 50
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７ 収入や仕事について 

問 20 あなたの収入は次のどれですか。（いくつでも○） 

「年金」の割合が 53.2％と最も高く、次いで「給与・賃金」の割合が 26.2％、「収入はない」

の割合が 16.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、身体障害者手帳所持者で「年金」の割合が、愛の手帳所持者

で「収入はない」の割合が、精神障害者保健福祉手帳所持者で「給与・賃金」の割合が高くなっ

ています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

給
与
・
賃
金 

工
賃 

事
業
収
入 

財
産
収
入 

年
金 

福
祉
手
当 

生
活
保
護 

仕
送
り 

そ
の
他 

収
入
は
な
い 

無
回
答 

全  体 3106 26.2 3.7 3.0 2.7 53.2 7.5 6.6 1.0 2.3 16.5 2.2 

身体障害者手
帳所持者 

1245 18.6 0.9 4.0 3.8 75.5 8.4 3.9 0.5 2.0 6.0 2.0 

愛の手帳所持
者 

267 21.7 18.0 0.4 0.4 47.2 25.1 － － 0.7 34.1 1.1 

精神障害者保
健福祉手帳所
持者 

209 31.6 9.6 － 1.9 48.8 4.8 13.9 1.4 4.3 14.4 1.0 

その他 835 32.8 4.2 2.2 2.4 30.8 4.2 12.9 2.3 2.6 25.3 1.8 

  

回答者数 = 3,106 ％

給与・賃金

工賃

事業収入

財産収入

年金

福祉手当

生活保護

仕送り

その他

収入はない

無回答

26.2

3.7

3.0

2.7

53.2

7.5

6.6

1.0

2.3

16.5

2.2

0 20 40 60
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問 21 あなたは現在、働いていますか（施設も含む）。（１つに○） 

「働いていない」の割合が 54.4％と最も高く、次いで「働いている」の割合が 32.3％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、愛の手帳所持者、精神障害者保健福祉手帳所持者で「働いて

いる」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

働
い
て
い
る 

働
い
て
い
な
い 

保
育
所
や
学
校
等
に

通
⻒
て
い
る 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 3106 32.3 54.4 8.9 2.3 2.1 

身体障害者手帳所持者 1245 23.3 70.8 2.0 1.8 2.1 

愛の手帳所持者 267 42.3 23.2 28.5 3.7 2.2 

精神障害者保健福祉手帳
所持者 

209 40.7 47.4 6.7 3.8 1.4 

その他 835 36.9 45.0 13.9 2.6 1.6 

 

  

回答者数 = 3,106 ％

働いている

働いていない

保育所や学校等に通っている

その他

無回答

32.3

54.4

8.9

2.3

2.1

0 20 40 60
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問 22 現在働いている方、または令和３（2021）年８月以降に働いていた経験がある方

におたずねします。お勤めの形態や場所は次のどれですか、またはどれでしたか。 

（１つに○） 

「非正規雇用（契約社員、嘱託社員、パート、アルバイトなど）」の割合が 34.9％と最も高く、

次いで「正規雇用（正社員など）」の割合が 34.1％、「障害者通所施設」の割合が 14.0％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 23 現在の仕事による年収はおよそどのくらいですか。（１つに○） 

「50 万円未満」の割合が 16.6％と最も高く、次いで「500 ～1,000 万円未満」の割合が 14.5％、

「200 ～300 万円未満」の割合が 11.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,154 ％

自営業

正規雇用（正社員など）

非正規雇用（契約社員、嘱託社員、パー
ト、アルバイトなど）

家業の手伝い

内職

障害者通所施設

その他

無回答

11.2

34.1

34.9

1.0

0.2

14.0

4.7

0.0

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 1,002 ％

収入はない

50万円未満

50～100 万円未満

100 ～150 万円未満

150 ～200 万円未満

200 ～300 万円未満

300 ～400 万円未満

400 ～500 万円未満

500 ～1,000 万円未満

1,000 万円以上

わからない

無回答

2.7

16.6

11.6

9.6

6.8

11.9

9.9

8.3

14.5

3.5

1.4

3.4

0 5 10 15 20 25 30
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問 24 勤務先へ障がいや病気であることを伝えていますか。（１つに○） 

「伝えている」の割合が 69.1％、「伝えていない」の割合が 20.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、精神障害者保健福祉手帳所持者で「伝えていない」の割合が

高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

伝
え
て
い
る 

伝
え
て
い
な
い 

無
回
答 

全  体 1002 69.1 20.0 11.0 

身体障害者手帳所持者 290 79.0 7.9 13.1 

愛の手帳所持者 113 77.9 2.7 19.5 

精神障害者保健福祉手帳所持者 85 78.8 16.5 4.7 

その他 308 58.1 36.7 5.2 

 

  

回答者数 = 1,002 ％

伝えている

伝えていない

無回答

69.1

20.0

11.0

0 20 40 60 80
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問 25 仕事をするうえで不安や不満を感じることがありますか。（いくつでも○） 

「特にない」の割合が 40.4％と最も高くなっていますが、「収入が少ない」の割合が 23.5％、

「職場の人間関係が難しい」の割合が 17.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、精神障害者保健福祉手帳所持者で「収入が少ない」「通勤する

のが大変」「職場での身分が不安定」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

障
が
い
の
あ
る
人
の
た
め
の
設

備
が
十
分
で
な
い 

通
勤
す
る
の
が
大
変 

自
分
に
あ
⻒
た
内
容
の
仕
事
が

な
い 

職
場
の
人
間
関
係
が
難
し
い 

昇
給
や
昇
進
が
平
等
で
は
な
い 

収
入
が
少
な
い 

職
場
で
の
身
分
が
不
安
定 

仕
事
が
難
し
い 

仕
事
が
き
つ
い 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全  体 1002 6.5 16.8 5.8 17.5 8.4 23.5 10.7 6.0 11.8 5.7 40.4 4.8 

身体障害者
手帳所持者 

290 7.9 17.2 4.5 9.3 6.6 16.9 5.5 4.1 9.0 5.9 47.9 6.9 

愛の手帳所
持者 

113 7.1 10.6 9.7 17.7 3.5 28.3 5.3 6.2 7.1 3.5 41.6 7.1 

精神障害者
保健福祉手
帳所持者 

85 4.7 27.1 9.4 23.5 12.9 41.2 18.8 4.7 10.6 11.8 25.9 － 

その他 308 6.5 18.2 7.5 29.2 12.3 26.9 17.5 10.1 15.6 3.9 29.9 2.9 

 

  

回答者数 = 1,002 ％

障がいのある人のための設備が十分でない

通勤するのが大変

自分にあった内容の仕事がない

職場の人間関係が難しい

昇給や昇進が平等ではない

収入が少ない

職場での身分が不安定

仕事が難しい

仕事がきつい

その他

特にない

無回答

6.5

16.8

5.8

17.5

8.4

23.5

10.7

6.0

11.8

5.7

40.4

4.8

0 10 20 30 40 50
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問 26 あなたは「障害者就労支援センター」を知っていますか。（１つに○） 

「知らなかった」の割合が 42.9％と最も高く、次いで「利用したことはないが、知っている」

の割合が 33.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、精神障害者保健福祉手帳所持者で「利用したことがある」の

割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

利
用
し
た
こ
と
が
あ

る 利
用
し
た
こ
と
は
な

い
が
⺯
知
⻒
て
い
る 

知
ら
な
か
⻒
た 

無
回
答 

全  体 3106 7.1 33.9 42.9 16.1 

身体障害者手帳所持者 1245 2.7 33.3 41.2 22.8 

愛の手帳所持者 267 15.4 33.7 37.5 13.5 

精神障害者保健福祉手帳所持
者 

209 25.4 36.4 30.6 7.7 

その他 835 10.5 32.2 49.6 7.7 

 

  

回答者数 = 3,106 ％

利用したことがある

利用したことはないが、知っている

知らなかった

無回答

7.1

33.9

42.9

16.1

0 10 20 30 40 50
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問 27 あなたは「障害者就労支援センター」を利用したいと思いますか。（１つに○） 

「わからない」の割合が 39.4％と最も高く、次いで「利用する必要はない」の割合が 27.3％、

「利用したい」の割合が 10.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、愛の手帳所持者で「利用したい」の割合が、精神障害者保健

福祉手帳所持者で「わからない」「利用したい」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

利
用
し
た
い 

利
用
し
た
く
な
い 

利
用
す
る
必
要
は
な

い わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 3106 10.7 6.2 27.3 39.4 16.4 

身体障害者手帳所持者 1245 6.4 6.3 28.4 36.3 22.6 

愛の手帳所持者 267 24.7 4.5 17.6 38.2 15.0 

精神障害者保健福祉手帳
所持者 

209 19.6 8.6 14.4 48.8 8.6 

その他 835 14.9 7.2 25.9 44.4 7.7 

 

  

回答者数 = 3,106 ％

利用したい

利用したくない

利用する必要はない

わからない

無回答

10.7

6.2

27.3

39.4

16.4

0 10 20 30 40 50



Ⅲ 障害者計画・障害福祉計画策定に関する調査 

165 

問 28 障がいのある人が働くためには、どのようなことが必要だと思いますか。（いく

つでも○） 

「障がいのある人に配慮した職場になっていること」の割合が 50.7％と最も高く、次いで「事

業主や職場の仲間の理解があること」の割合が 47.3％、「生活できる給料がもらえること」の割

合が 42.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 3,106 ％

企業などが積極的に障がいのある人を雇うこと

障がいのある人に配慮した職場になっていること

就労条件（短時間労働など）が整っていること

生活できる給料がもらえること

事業主や職場の仲間の理解があること

障がいのある人を雇用する、または雇用しようとす
る企業への公的支援

仕事をするための訓練・研修の機会が充実している
こと

自営業を希望する障がいのある人への支援が充実し
ていること

通勤（交通）手段が確保されていること

働く場の紹介や職場に慣れるまで同行したり、相談
にのる人がいること

健康管理が充実していること

多様な働く場が整備されていること

就労継続中も様々なサポートをしてくれる人や機関
の存在

その他

特に必要ない

無回答

38.3

50.7

41.9

42.3

47.3

33.8

28.4

13.8

26.5

25.1

23.3

28.9

33.6

3.3

5.7

18.5

0 20 40 60
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【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、精神障害者保健福祉手帳所持者で「生活できる給料がもらえ

ること」の割合が、愛の手帳所持者で「就労継続中も様々なサポートをしてくれる人や機関の存

在」「働く場の紹介や職場に慣れるまで同行したり、相談にのる人がいること」の割合が高くなっ

ています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

企
業
な
ど
が
積
極
的
に
障
が
い
の
あ
る
人

を
雇
う
こ
と 

障
が
い
の
あ
る
人
に
配
慮
し
た
職
場
に
な

⻒
て
い
る
こ
と 

就
労
条
件
⺺
短
時
間
労
働
な
ど
⺻
が
整
⻒
て

い
る
こ
と 

生
活
で
き
る
給
料
が
も
ら
え
る
こ
と 

事
業
主
や
職
場
の
仲
間
の
理
解
が
あ
る
こ

と 障
が
い
の
あ
る
人
を
雇
用
す
る
⺯
ま
た
は
雇

用
し
よ
う
と
す
る
企
業
へ
の
公
的
支
援 

仕
事
を
す
る
た
め
の
訓
練
・
研
修
の
機
会
が

充
実
し
て
い
る
こ
と 

自
営
業
を
希
望
す
る
障
が
い
の
あ
る
人
へ

の
支
援
が
充
実
し
て
い
る
こ
と 

全  体 3106 38.3 50.7 41.9 42.3 47.3 33.8 28.4 13.8 

身体障害者手帳
所持者 

1245 35.3 43.1 34.2 30.5 38.1 30.3 21.1 12.9 

愛の手帳所持者 267 40.1 61.4 41.9 43.4 55.8 41.6 34.5 12.4 

精神障害者保健
福祉手帳所持者 

209 40.2 59.3 52.6 60.8 55.0 32.5 34.9 12.9 

その他 835 44.1 58.8 50.4 57.1 56.5 37.7 36.2 16.8 

 

区分 

通
勤
⺺
交
通
⺻
手
段
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ

と 働
く
場
の
紹
介
や
職
場
に
慣
れ
る
ま
で
同

行
し
た
り
⺯
相
談
に
の
る
人
が
い
る
こ
と 

健
康
管
理
が
充
実
し
て
い
る
こ
と 

多
様
な
働
く
場
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と 

就
労
継
続
中
も
様
々
な
サ
ポ
⺳
ト
を
し
て

く
れ
る
人
や
機
関
の
存
在 

そ
の
他 

特
に
必
要
な
い 

無
回
答 

 

全  体 26.5 25.1 23.3 28.9 33.6 3.3 5.7 18.5  

身体障害者手帳
所持者 

25.1 17.3 20.6 22.2 24.6 2.7 7.5 25.6  

愛の手帳所持者 28.1 40.1 26.6 36.0 49.4 4.1 3.7 15.0  

精神障害者保健
福祉手帳所持者 

26.3 37.3 27.3 30.1 41.6 4.3 2.9 10.0  

その他 29.8 33.5 27.1 36.3 43.0 4.8 4.2 10.4  
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問 29 あなたは今後、「働く場」として、どのようなところを希望されますか。（１つに

○） 

「正規の社員・従業員として働ける職場」の割合が 22.7％と最も高く、次いで「働くつもりは

ない」の割合が 22.1％、「特に希望はない」の割合が 11.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、身体障害者手帳所持者で「働くつもりはない」の割合が、愛

の手帳所持者で「日々の生活を充実させるために軽作業をする施設」の割合が、精神障害者保健

福祉手帳所持者で「正規の社員・従業員として働ける職場」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

正
規
の
社
員
・
従
業
員
と
し
て
働
け
る
職
場 

パ
⺳
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
働
け
る
職
場 

障
が
い
の
あ
る
人
だ
け
を
雇
用
し
⺯
正
規
の
職

員
と
し
て
働
け
る
工
場
な
ど
⺺
福
祉
工
場
な
ど
⺻ 

仕
事
に
就
く
た
め
に
作
業
訓
練
を
す
る
施
設 

日
々
の
生
活
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
軽
作
業
を

す
る
施
設 

そ
の
他 

特
に
希
望
は
な
い 

働
く
つ
も
り
は
な
い 

無
回
答 

全  体 3106 22.7 9.6 1.9 1.8 4.6 4.2 11.7 22.1 21.5 

身体障害者手帳
所持者 

1245 13.1 6.7 0.6 1.6 3.1 2.2 11.8 34.5 26.3 

愛の手帳所持者 267 18.0 4.5 9.4 4.5 15.0 7.1 10.5 11.2 19.9 

精神障害者保健
福祉手帳所持者 

209 34.0 15.3 1.9 1.9 5.3 6.7 11.5 8.1 15.3 

その他 835 33.9 12.7 2.0 1.8 4.8 6.3 11.1 11.0 16.3 

回答者数 = 3,106 ％

正規の社員・従業員として働ける職場

パート・アルバイトとして働ける職場

障がいのある人だけを雇用し、正規の職員として働
ける工場など（福祉工場など）

仕事に就くために作業訓練をする施設

日々の生活を充実させるために軽作業をする施設

その他

特に希望はない

働くつもりはない

無回答

22.7

9.6

1.9

1.8

4.6

4.2

11.7

22.1

21.5

0 5 10 15 20 25 30
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８ 保育・教育について 

問 30 あなたは、現在、幼稚園・保育所・学校に通園・通学していますか。（１つに

○） 

「している」の割合が 11.7％、「していない」の割合が 71.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、身体障害者手帳所持者、精神障害者保健福祉手帳所持者で「し

ていない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

し
て
い
る 

し
て
い
な
い 

無
回
答 

全  体 3106 11.7 71.5 16.8 

身体障害者手帳所持者 1245 4.0 72.3 23.7 

愛の手帳所持者 267 36.7 54.3 9.0 

精神障害者保健福祉手帳所持者 209 8.6 80.4 11.0 

その他 835 16.9 73.3 9.8 

 

  

回答者数 = 3,106 ％

している

していない

無回答

11.7

71.5

16.8

0 20 40 60 80
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問 30 で「している」を選択した方にお聞きします。 

問 30－１ 通園・通学先は次のどれにあたりますか。（１つに○） 

「小・中学校、高校（普通学級 ※通級を含む）」の割合が 35.9％と最も高く、次いで「盲学

校・ろう学校・特別支援学校」、「小・中学校（特別支援学級）」の割合が 14.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 362 ％

幼稚園

保育所

盲学校・ろう学校・特別支援学校

小・中学校（特別支援学級）

小・中学校、高校（普通学級　※通級を含
む）

大学・短大・専門学校

その他

無回答

6.1

8.0

14.9

14.9

35.9

8.8

5.5

5.8

0 10 20 30 40 50
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問 30－２ 幼稚園・保育所・学校などに通っていて困っていることは何ですか。（いく

つでも○） 

「特にない」の割合が 44.2％と最も高くなっていますが、「通うのが大変」の割合が 14.9％、

「先生の理解や配慮が足りない」の割合が 14.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、精神障害者保健福祉手帳所持者で「友だちができない」の割

合が、愛の手帳所持者で「通うのが大変」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

通
う
の
が
大
変 

ト
イ
レ
な
ど
の
施
設
が
整
⻒
て
い
な
い 

支
援
体
制
が
十
分
で
な
い 

先
生
の
理
解
や
配
慮
が
足
り
な
い 

ま
わ
り
の
児
童
・
生
徒
た
ち
の
理
解
が

得
ら
れ
な
い 

友
だ
ち
が
で
き
な
い 

通
常
の
学
級
に
入
れ
て
も
ら
え
な
い 

医
療
的
な
ケ
ア
⺺
吸
引･

 

経
管
栄
養･

 

導
尿
等
⺻
が
受
け
ら
れ
な
い 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全  体 362 14.9 4.1 11.9 14.4 8.6 11.6 1.9 1.1 8.0 44.2 10.5 

身体障害者手
帳所持者 

50 12.0 12.0 8.0 4.0 2.0 4.0 － － 2.0 40.0 32.0 

愛の手帳所持
者 

98 24.5 4.1 6.1 11.2 5.1 6.1 3.1 2.0 9.2 49.0 7.1 

精神障害者保
健福祉手帳所
持者 

18 11.1 － 16.7 16.7 16.7 22.2 5.6 － 5.6 27.8 11.1 

その他 141 12.8 2.8 19.1 19.9 12.8 16.3 2.1 1.4 9.2 38.3 7.8 

  

回答者数 = 362 ％

通うのが大変

トイレなどの施設が整っていない

支援体制が十分でない

先生の理解や配慮が足りない

まわりの児童・生徒たちの理解が得られな
い

友だちができない

通常の学級に入れてもらえない

医療的なケア（吸引･ 経管栄養･ 導尿等）
が受けられない

その他

特にない

無回答

14.9

4.1

11.9

14.4

8.6

11.6

1.9

1.1

8.0

44.2

10.5

0 10 20 30 40 50
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問 30－３ 今後、どのような進路を希望しますか。（２つまで○） 

「企業等で一般就労したい」の割合が 32.3％と最も高く、次いで「大学や専門学校等へ進学し

たい」の割合が 27.6％、「障がいのある人の雇用が多い事業所で働きたい」の割合が 13.0％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 362 ％

企業等で一般就労したい

障がいのある人の雇用が多い事業所で働きたい

職員等の指導員の支援を受けながら働くことのでき
る事業所で働きたい

一般就労に向けた支援を受けられる施設へ通いたい

就労は難しいのでレクリエーションや創作活動等を
する施設へ通いたい

身体機能の訓練ができる施設へ通いたい

自立に向けた訓練ができる施設へ通いたい

職業訓練校へ通いたい

大学や専門学校等へ進学したい

自宅でできる仕事をしたい

就労等の希望はない

施設などへ入所したい

その他

無回答

32.3

13.0

12.2

4.7

5.2

2.5

6.1

2.8

27.6

3.3

3.0

2.2

10.8

9.4

0 10 20 30 40 50
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【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、身体障害者手帳所持者で「企業等で一般就労したい」の割合

が、精神障害者保健福祉手帳所持者で「障がいのある人の雇用が多い事業所で働きたい」の割合

が、愛の手帳所持者で「職員等の指導員の支援を受けながら働くことのできる事業所で働きたい」

「障がいのある人の雇用が多い事業所で働きたい」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

企
業
等
で
一
般
就
労
し
た
い 

障
が
い
の
あ
る
人
の
雇
用
が
多
い
事
業
所

で
働
き
た
い 

職
員
等
の
指
導
員
の
支
援
を
受
け
な
が
ら

働
く
こ
と
の
で
き
る
事
業
所
で
働
き
た
い 

一
般
就
労
に
向
け
た
支
援
を
受
け
ら
れ
る

施
設
へ
通
い
た
い 

就
労
は
難
し
い
の
で
レ
ク
リ
エ
⺳
シ
⻟
ン

や
創
作
活
動
等
を
す
る
施
設
へ
通
い
た
い 

身
体
機
能
の
訓
練
が
で
き
る
施
設
へ
通
い

た
い 

自
立
に
向
け
た
訓
練
が
で
き
る
施
設
へ
通

い
た
い 

職
業
訓
練
校
へ
通
い
た
い 

大
学
や
専
門
学
校
等
へ
進
学
し
た
い 

自
宅
で
で
き
る
仕
事
を
し
た
い 

就
労
等
の
希
望
は
な
い 

施
設
な
ど
へ
入
所
し
た
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 362 32.3 13.0 12.2 4.7 5.2 2.5 6.1 2.8 27.6 3.3 3.0 2.2 10.8 9.4 

身 体 障 害
者 手 帳 所
持者 

50 38.0 8.0 2.0 4.0 － 8.0 － － 28.0 8.0 6.0 － 2.0 26.0 

愛 の 手 帳
所持者 

98 18.4 20.4 25.5 7.1 13.3 3.1 8.2 1.0 8.2 － 2.0 7.1 20.4 6.1 

精 神 障 害
者 保 健 福
祉 手 帳 所
持者 

18 16.7 27.8 5.6 5.6 － － 11.1 11.1 22.2 5.6 － － 11.1 11.1 

その他 141 37.6 12.8 11.3 4.3 4.3 1.4 8.5 5.0 34.8 4.3 2.1 0.7 8.5 5.0 

 

  



Ⅲ 障害者計画・障害福祉計画策定に関する調査 

173 

問 31 すべての方におたずねします。あなたは「小金井市児童発達支援センターきら

り」を知っていますか。（１つに○） 

「知らなかった」の割合が 64.8％と最も高く、次いで「利用したことはないが、知っている」

の割合が 13.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、愛の手帳所持者で「利用したことはないが、知っている」の

割合が、精神障害者保健福祉手帳所持者で「知らなかった」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

利
用
し
た
こ
と
が
あ

る 利
用
し
た
こ
と
は
な

い
が
⺯
知
⻒
て
い
る 

知
ら
な
か
⻒
た 

無
回
答 

全  体 3106 6.9 13.9 64.8 14.4 

身体障害者手帳所持者 1245 1.3 10.3 68.4 20.1 

愛の手帳所持者 267 25.5 34.8 29.6 10.1 

精神障害者保健福祉手帳所持
者 

209 4.8 10.5 74.6 10.0 

その他 835 10.4 14.5 66.6 8.5 

 

  

回答者数 = 3,106 ％

利用したことがある

利用したことはないが、知っている

知らなかった

無回答

6.9

13.9

64.8

14.4

0 20 40 60 80
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問 31 で「利用したことがある」、「利用したことはないが、知っている」を選んだ方にお

聞きします。 

問 31－１ 下記の事業を行っていることを知っていますか。（いくつでも○） 

「児童発達支援事業」の割合が 61.0％と最も高く、次いで「相談支援事業」の割合が 58.3％、

「放課後等デイサービス事業」の割合が 47.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 32 幼稚園・保育所・学校に望むことは、どのようなことですか。（いくつでも○） 

「先生の理解を深め、子どもの能力や発達の状態に適した指導をしてほしい」の割合が 32.5％

と最も高く、次いで「就学相談や進路相談などの相談体制を充実してほしい」の割合が 21.7％、

「特にない」の割合が 21.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 648 ％

相談支援事業

児童発達支援事業

放課後等デイサービス事業

親子通園事業

外来訓練事業

巡回相談事業

保育所等訪問支援事業

いずれも知らなかった

無回答

58.3

61.0

47.2

34.9

30.2

14.0

17.6

17.9

5.9

0 20 40 60 80

回答者数 = 3,106 ％

就学相談や進路相談などの相談体制を充実してほし
い

先生の理解を深め、子どもの能力や発達の状態に適
した指導をしてほしい

施設、設備、教材を充実してほしい

個別指導を充実してほしい

通常の学級への受け入れを進めてほしい

まわりの子どもたちの理解を深めるような交流機会
を増やしてほしい

医療的なケア（吸引・経管栄養・導尿等）が受けら
れるようにしてほしい

その他

特にない

無回答

21.7

32.5

16.0

14.5

7.9

18.1

10.7

3.0

21.5

36.3

0 10 20 30 40 50
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９ 災害時の避難等について 

問 33 あなたは、火事や地震等の災害が起こったときに一人で避難できますか。（１つ

に○） 

「一人で判断でき、避難できる」の割合が 56.4％と最も高く、次いで「一人では判断できない

し、避難もできない」の割合が 20.0％、「一人で判断できるが、避難はできない」の割合が 18.9％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 34 災害や火災などの緊急時に避難する際に、手助けを頼める人はいますか。（いく

つでも○） 

「同居の家族」の割合が 65.4％と最も高く、次いで「別居の家族」の割合が 15.7％、「近所の人」の割

合が 13.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 3,106 ％

一人で判断でき、避難できる

一人で判断できるが、避難はできない

一人では判断できないし、避難もできない

無回答

56.4

18.9

20.0

4.7

0 20 40 60 80

回答者数 = 3,106 ％

同居の家族

別居の家族

近所の人

友人・知人

その他

わからない

いない

無回答

65.4

15.7

13.3

7.6

4.2

5.2

11.3

4.6

0 20 40 60 80
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問 35 災害が起きたときに、あなたやあなたの家族が、避難所で配慮してほしいことは

ありますか。（いくつでも○） 

「間仕切りの設置など、プライバシーに関する配慮」の割合が 57.4％と最も高く、次いで「持

病のある人や薬を飲んでいる人への治療の継続」の割合が 55.9％、「高齢者、妊産婦、乳児、そ

の他特別な事情により体調が変化しやすい人への配慮・支援」の割合が 50.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 3,106 ％

高齢者、妊産婦、乳児、その他特別な事情により体
調が変化しやすい人への配慮・支援

視覚・聴覚障がい者、外国人等、情報を得づらい人
への情報提供・状況把握

性別に対応した避難所設備の設置（トイレ、更衣
室、物干し場、授乳室等）

アレルギーや文化的背景等、食事への配慮

持病のある人や薬を飲んでいる人への治療の継続

間仕切りの設置など、プライバシーに関する配慮

感覚過敏の方への光や音などへの対応

不安やストレスを和らげるための心のケアや相談体
制の整備

段差の解消など、避難所でのバリアフリー

保健師による健康相談・管理など、避難所での健康
管理

防犯ブザーの配布や警備巡回など、安全の確保

その他

特にない

無回答

50.5

22.0

42.3

17.1

55.9

57.4

20.3

36.8

27.9

34.2

23.9

3.7

5.4

6.8

0 20 40 60 80
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【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、精神障害者保健福祉手帳所持者で「不安やストレスを和らげ

るための心のケアや相談体制の整備」の割合が、身体障害者手帳所持者で「段差の解消など、避

難所でのバリアフリー」の割合が、愛の手帳所持者で「間仕切りの設置など、プライバシーに関

する配慮」「感覚過敏の方への光や音などへの対応」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

高
齢
者
⺯
妊
産
婦
⺯
乳
児
⺯
そ
の
他

特
別
な
事
情
に
よ
り
体
調
が
変
化

し
や
す
い
人
へ
の
配
慮
・
支
援 

視
覚
・
聴
覚
障
が
い
者
⺯
外
国
人
等
⺯

情
報
を
得
づ
ら
い
人
へ
の
情
報
提

供
・
状
況
把
握 

性
別
に
対
応
し
た
避
難
所
設
備
の

設
置
⺺
ト
イ
レ
⺯
更
衣
室
⺯
物
干
し

場
⺯
授
乳
室
等
⺻ 

ア
レ
ル
ギ
⺳
や
文
化
的
背
景
等
⺯
食

事
へ
の
配
慮 

持
病
の
あ
る
人
や
薬
を
飲
ん
で
い

る
人
へ
の
治
療
の
継
続 

間
仕
切
り
の
設
置
な
ど
⺯
プ
ラ
イ
バ

シ
⺳
に
関
す
る
配
慮 

感
覚
過
敏
の
方
へ
の
光
や
音
な
ど

へ
の
対
応 

全  体 3106 50.5 22.0 42.3 17.1 55.9 57.4 20.3 

身体障害者手帳
所持者 

1245 56.2 26.9 41.4 12.9 54.5 53.8 11.2 

愛の手帳所持者 267 44.9 18.7 39.3 17.6 35.2 67.0 31.1 

精神障害者保健
福祉手帳所持者 

209 44.5 18.2 38.3 20.6 57.9 57.4 31.1 

その他 835 44.1 18.2 44.4 21.8 60.2 61.8 31.0 

 

区分 

不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
和
ら
げ
る
た
め

の
心
の
ケ
ア
や
相
談
体
制
の
整
備 

段
差
の
解
消
な
ど
⺯
避
難
所
で
の
バ

リ
ア
フ
リ
⺳ 

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
・
管
理
な

ど
⺯
避
難
所
で
の
健
康
管
理 

防
犯
ブ
ザ
⺳
の
配
布
や
警
備
巡
回
な

ど
⺯
安
全
の
確
保 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

 

全  体 36.8 27.9 34.2 23.9 3.7 5.4 6.8  

身体障害者手帳
所持者 

24.5 39.5 34.1 20.5 3.3 5.1 8.0  

愛の手帳所持者 43.8 18.7 29.6 20.6 7.1 6.4 4.9  

精神障害者保健
福祉手帳所持者 

59.8 14.8 32.1 26.8 2.4 4.3 7.7  

その他 50.8 17.7 33.7 28.9 4.3 5.4 4.1  

  



 

178 

問 36 あなたの防災に対する日ごろからの取り組みや、災害などの緊急時のことについ

てお答えください。 

『① 災害時の避難場所を知っていますか』で「はい」の割合が高くなっています。『② 避難

行動要支援者名簿を知っていますか』で「いいえ」の割合が高くなっています。 

  

回答者数 = 3,106

①  災害時の避難場所を知ってい
ますか

②  避難行動要支援者名簿を知っ
ていますか

③  避難行動要支援者名簿に登録
を希望しますか

④  災害に備えて日頃から準備し
ていますか

66.5

8.1

17.9

44.8

14.8

61.0

40.1

38.0

12.9

23.4

32.8

11.7

5.7

7.4

9.2

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ わからない 無回答
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問 36－１ あなたが災害に備えて日頃からしているのはどんなことですか。（いくつで

も〇） 

「防災グッズ（非常用食料、飲料水等）の準備」の割合が 86.4％と最も高く、次いで「家具の

固定、ガラス拡散対策」の割合が 45.9％、「避難場所・ルートの確認」の割合が 40.9％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,393 ％

防災グッズ（非常用食料、飲料水等）の準備

家具の固定、ガラス拡散対策

貴重品・常備薬等をすぐ持ち出せるよう準備

避難場所・ルートの確認

防災訓練への参加

災害時要援護者登録の対象になる場合、その登録

緊急連絡先や支援の方法を記載したヘルプカードの
準備

補聴器の電池など日常生活に必要な用具に使う消耗
品の備蓄

呼吸器等の電源確保のための非常用電源装置等の準
備

簡易筆談器などコミュニケーションツールの準備

日頃の近所づきあいや町会・自治会等の活動など地
域との関わりを深める

その他

無回答

86.4

45.9

40.0

40.9

12.3

4.0

8.3

18.6

1.9

2.2

18.7

1.7

0.6

0 20 40 60 80 100
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10 地域社会について 

問 37 あなたは、隣近所の人とはどの程度お付き合いをしていますか。（１つに○） 

「たまに挨拶や立ち話等をする程度である」の割合が 41.3％と最も高く、次いで「ほとんど付

き合いはない」の割合が 36.4％、「特定の人とは親しくしている」の割合が 13.9％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 38 あなたにとって、自宅以外に気軽に行ける「居場所」はありますか。（１つに

○） 

「ない」の割合が 45.6％と最も高く、次いで「ある」の割合が 34.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 3,106 ％

多くの人と親しく付き合っている

特定の人とは親しくしている

たまに挨拶や立ち話等をする程度である

ほとんど付き合いはない

無回答

3.8

13.9

41.3

36.4

4.5

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 3,106 ％

ある

ない

居場所は必要としていない

居場所はあるが行くのが困難

無回答

34.6

45.6

7.9

6.2

5.7

0 20 40 60
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問 39 あなたは、地域社会での活動（公民館・町会・自治会・子供会・ママさんグルー

プやおやじの会・商店会などの行事等）に参加していますか。（１つに○） 

「参加しない」の割合が 78.6％と最も高く、次いで「ときどき参加する」の割合が 11.6％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 39 で「よく参加する」、「ときどき参加する」を選んだ方にお聞きします。 

問 39－１ あなたは、どんな地域活動に参加していますか。（いくつでも○） 

「サークル活動（創作・スポーツ・その他趣味の集まり）」の割合が 32.9％と最も高く、次い

で「町会・自治会等の活動」の割合が 32.2％、「公民館等が実施する講演会や催し物等」の割合

が 27.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 3,106 ％

よく参加する

ときどき参加する

参加しない

無回答

3.2

11.6

78.6

6.7

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 459 ％

公民館等が実施する講演会や催し物等

町会・自治会等の活動

子供会の活動

ママさんグループやおやじの会などの活動

商店会などが実施する行事

サークル活動（創作・スポーツ・その他趣
味の集まり）

SNS による交流

その他

無回答

27.2

32.2

7.6

10.0

16.6

32.9

4.6

7.4

5.7

0 10 20 30 40 50



 

182 

問 39－２ あなたが地域活動に参加しようとした場合、その妨げとなることは何です

か。（３つまで○） 

「どのような活動が行われているか知らない」の割合が 27.0％と最も高く、次いで「健康状態

や体力に不安がある」の割合が 24.3％、「一緒に参加する友人や仲間がいない」の割合が 16.0％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 3,106 ％

どのような活動が行われているか知らない

費用や手間がかかる

気軽に参加できる活動がない（または少な
い）

一緒に参加する友人や仲間がいない

活動の中での役割がない

活動に必要な技術や経験に不安がある

家事や仕事などが忙しい

活動場所が近くにない

活動場所の施設や設備が障がいのある人の
利用に配慮されていない

健康状態や体力に不安がある

参加したくなるようなものがない

過去に参加したが期待はずれだった

その他

妨げになることはない

地域活動には興味がない

無回答

27.0

6.0

11.8

16.0

1.3

3.4

12.1

2.6

3.1

24.3

12.2

1.6

3.9

5.9

7.1

20.5

0 10 20 30 40 50
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【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、愛の手帳所持者で「気軽に参加できる活動がない（または少

ない）」「参加したくなるようなものがない」の割合が、身体障害者手帳所持者で「健康状態や体

力に不安がある」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

ど
の
よ
う
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い

る
か
知
ら
な
い 

費
用
や
手
間
が
か
か
る 

気
軽
に
参
加
で
き
る
活
動
が
な
い

⺺
ま
た
は
少
な
い
⺻ 

一
緒
に
参
加
す
る
友
人
や
仲
間
が

い
な
い 

活
動
の
中
で
の
役
割
が
な
い 

活
動
に
必
要
な
技
術
や
経
験
に
不

安
が
あ
る 

家
事
や
仕
事
な
ど
が
忙
し
い 

活
動
場
所
が
近
く
に
な
い 

全  体 3106 27.0 6.0 11.8 16.0 1.3 3.4 12.1 2.6 

身体障害者手帳
所持者 

1245 22.3 2.7 9.9 11.3 1.4 2.4 8.8 2.7 

愛の手帳所持者 267 27.0 4.1 21.0 19.5 2.2 7.1 6.7 5.2 

精神障害者保健
福祉手帳所持者 

209 30.6 9.1 9.6 19.6 1.9 4.8 12.4 2.4 

その他 835 33.4 11.3 13.2 22.3 1.3 3.7 15.8 2.3 

 

区分 

活
動
場
所
の
施
設
や
設
備
が
障

が
い
の
あ
る
人
の
利
用
に
配
慮

さ
れ
て
い
な
い 

健
康
状
態
や
体
力
に
不
安
が
あ

る 参
加
し
た
く
な
る
よ
う
な
も
の

が
な
い 

過
去
に
参
加
し
た
が
期
待
は
ず

れ
だ
⻒
た 

そ
の
他 

妨
げ
に
な
る
こ
と
は
な
い 

地
域
活
動
に
は
興
味
が
な
い 

無
回
答 

 

全  体 3.1 24.3 12.2 1.6 3.9 5.9 7.1 20.5  

身体障害者手帳
所持者 

3.1 29.6 11.0 1.7 3.9 6.6 6.1 22.9  

愛の手帳所持者 9.0 7.1 18.4 3.0 6.0 3.7 8.2 19.5  

精神障害者保健
福祉手帳所持者 

1.0 23.4 17.2 2.9 4.8 4.3 10.0 18.7  

その他 2.5 22.5 12.9 1.1 4.1 4.6 7.8 16.6  

  



 

184 

問 40 地域で生活するためには、どのような支援があればよいと思いますか。（いくつ

でも○） 

「困ったときに対応してくれる場所（サービス）」の割合が 37.9％と最も高く、次いで「経済

的な負担の軽減」の割合が 35.5％、「相談対応などの充実」の割合が 27.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 3,106 ％

在宅で医療的ケアなどが適切に受けられる

障がい者に適した住居の確保

必要な在宅サービスが適切に利用できる

生活訓練・機能訓練（リハビリ）の充実

経済的な負担の軽減

相談対応などの充実

地域住民などの理解

コミュニケーションについての支援

金銭・書類の管理や各種手続の援助

困ったときに対応してくれる場所（サービ
ス）

移動手段の確保

その他

無回答

23.3

16.7

21.9

14.9

35.5

27.5

16.7

15.1

12.8

37.9

19.7

2.6

18.4

0 10 20 30 40 50
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【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、愛の手帳所持者で「地域住民などの理解」「コミュニケーショ

ンについての支援」の割合が、精神障害者保健福祉手帳所持者で「経済的な負担の軽減」の割合

が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

在
宅
で
医
療
的
ケ
ア
な
ど
が
適
切

に
受
け
ら
れ
る 

障
が
い
者
に
適
し
た
住
居
の
確
保 

必
要
な
在
宅
サ
⺳
ビ
ス
が
適
切
に

利
用
で
き
る 

生
活
訓
練
・
機
能
訓
練
⺺
リ
ハ
ビ

リ
⺻
の
充
実 

経
済
的
な
負
担
の
軽
減 

相
談
対
応
な
ど
の
充
実 

全  体 3106 23.3 16.7 21.9 14.9 35.5 27.5 

身体障害者手帳所持者 1245 26.4 13.8 22.2 15.1 26.0 21.1 

愛の手帳所持者 267 19.1 27.7 27.3 17.2 31.1 34.8 

精神障害者保健福祉手
帳所持者 

209 14.8 24.4 17.7 11.0 53.6 40.7 

その他 835 21.8 20.8 21.8 16.0 50.4 33.9 

 

区分 

地
域
住
民
な
ど
の
理
解 

コ
ミ
⻞
ニ
ケ
⺳
シ
⻟
ン
に
つ
い
て

の
支
援 

金
銭
・
書
類
の
管
理
や
各
種
手
続

の
援
助 

困
⻒
た
と
き
に
対
応
し
て
く
れ
る

場
所
⺺
サ
⺳
ビ
ス
⺻ 

移
動
手
段
の
確
保 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 16.7 15.1 12.8 37.9 19.7 2.6 18.4 

身体障害者手帳所持者 10.0 8.7 6.0 32.7 21.8 2.1 22.4 

愛の手帳所持者 39.7 30.7 27.0 50.6 22.8 3.7 13.1 

精神障害者保健福祉手
帳所持者 

23.4 25.4 24.9 44.0 13.4 1.9 11.0 

その他 22.9 21.3 17.2 42.6 18.1 3.6 12.1 
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問 41 平成 28（2016）年４月１日に「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律

（障害者差別解消法）」が施行されたことを知っていますか。（１つに○） 

「知らない」の割合が 59.7％と最も高く、次いで「言葉は聞いたことがある」の割合が 17.7％、

「少し知っている」の割合が 12.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】 

障がい種別にみると、大きな差はみられません。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

よ
く
知
⻒
て
い
る 

少
し
知
⻒
て
い
る 

言
葉
は
聞
い
た
こ
と

が
あ
る 

知
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 3106 4.5 12.8 17.7 59.7 5.4 

身体障害者手帳所持者 1245 4.3 13.3 18.3 58.0 6.1 

愛の手帳所持者 267 8.6 13.5 18.0 55.1 4.9 

精神障害者保健福祉手帳
所持者 

209 5.3 15.8 20.6 55.5 2.9 

その他 835 4.4 12.5 16.9 63.0 3.2 

 

  

回答者数 = 3,106 ％

よく知っている

少し知っている

言葉は聞いたことがある

知らない

無回答

4.5

12.8

17.7

59.7

5.4

0 20 40 60 80
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問 42 平成 30（2018）年 10 月１日に「障害のある人もない人も共に学び共に生きる社

会を目指す小金井市条例（小金井市障害者差別解消条例）」が施行されたことを知っ

ていますか。（１つに○） 

「知らない」の割合が 73.9％と最も高く、次いで「言葉は聞いたことがある」の割合が 12.1％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】 

障がい種別にみると、大きな差はみられません。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

よ
く
知
⻒
て
い
る 

少
し
知
⻒
て
い
る 

言
葉
は
聞
い
た
こ
と

が
あ
る 

知
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 3106 1.9 7.1 12.1 73.9 5.0 

身体障害者手帳所持者 1245 1.8 8.6 14.0 70.8 4.8 

愛の手帳所持者 267 4.9 12.4 14.2 63.7 4.9 

精神障害者保健福祉手帳
所持者 

209 1.9 6.7 13.4 72.7 5.3 

その他 835 1.3 4.8 9.5 81.4 3.0 

 

  

回答者数 = 3,106 ％

よく知っている

少し知っている

言葉は聞いたことがある

知らない

無回答

1.9

7.1

12.1

73.9

5.0

0 20 40 60 80
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問 43 市内で生活している中で、｢これは差別している｣｢差別された｣ と感じた経験が

ありますか。（１つに○） 

「ない」の割合が 57.2％と最も高く、次いで「わからない」の割合が 26.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、愛の手帳所持者で「わからない」の割合が、身体障害者手帳

所持者、精神障害者保健福祉手帳所持者で「ない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

あ
る 

な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 3106 9.4 57.2 26.5 6.9 

身体障害者手帳所持者 1245 5.5 64.0 23.0 7.6 

愛の手帳所持者 267 22.5 28.8 41.6 7.1 

精神障害者保健福祉手帳 
所持者 

209 16.7 45.9 30.1 7.2 

その他 835 13.5 52.6 29.8 4.1 

 

  

回答者数 = 3,106 ％

ある

ない

わからない

無回答

9.4

57.2

26.5

6.9

0 20 40 60 80
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問 43－１ どのような場面で、どのような差別を感じましたか。具体的にお書(か)きく

ださい。 

１ まちなか・地域での偏見等（86 件） 

・ 見た目がおかしいというような表情でジロジロ見られた。（男性、60～64 歳） 

・ 耳が聞こえないという一言だけで敬遠される。障害の重さは人により、どういう訓練をした

かによって、口の形を見て読み取れる人もいるのを知らない人が多すぎる。もっと勉強しろ

と思う。（女性、30～34 歳） 

・ ヘルプマークをつけて横断歩道を渡っていたら暴言を吐かれた。（女性、35～39 歳） 

・ お買い物に行った時、こんな所に車イスで来るなと言われ、それ以降お買い物にはいきませ

ん。（女性、80 歳以上） 

 

２ 交通機関での対応・バリアフリー（29 件） 

・ バスで障害者手帳を見せたら嫌な顔、不きげんな扱いをされた。（女性、30～34 歳） 

・ 障害者用トイレが汚ない。古い公共施設では段差がけっこうある。（女性、45～49 歳） 

・ タクシーの運転手に手帳を見せたら、子供に話す言葉を使われた（女性、45～49 歳） 

   

３ 学校・保育（37 件） 

・ 保育園入所を断られる（男性、０～５歳） 

・ 小学校の行事で親の付きそいがないと参加できないと言われた。（男性、12～17 歳） 

 

４ 公共施設・公共機関での対応・支援制度（66 件） 

・ 病院などの受付や順番など、最近はネットで申し込んだりすることができるようになってい

るが、障害によっては難しい人もいる。地域の医療機関がなかなか障害者を受け入れて診療

してもらえないこと。（男性、70～74 歳） 

・ 育児支援を受ける際の無理解（市役所職員）（女性、40～44 歳） 

 

５ 仕事・就労（12 件） 

・ 職場で（障害者雇用なのに理解してもらえない上にうわさ話される）（女性、40～44 歳） 

・ 仕事に応募したら障害者は雇えないと言われ採用されなかった。（女性、50～54 歳） 

６ 住まい・不動産（６件） 

・ 身分証明で精神障害者手帳を見せると変な顔をされる。部屋を借りる時に精神障害は困ると

言われた。（女性、50～54 歳） 
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７ その他（12 件） 

・ 大怪我をしたが加害者が認めず謝罪もなかった。（しらを切り続けられた）（男性、25～29 歳） 

 

問 43－２ 今後配慮してほしい事項はどのような事ですか。具体的にお書きください。 

１ 公共交通機関・バリアフリー（23 件） 

・ 身障割引について、運転手の方の理解があると助かります。多くの運転手の方は丁寧な対応

をしてくださいます。（女性、45～49 歳） 

・ 障害者用トイレをきれいに。段差をなくしてほしい。（女性、45～49 歳） 

・ ヘルプマークを使用してますが、電車等優先席に座っていても、スマホいじりや居眠りをし

ていて、気付いてもらえないで、ずっと立ちっぱなしの時がある。（女性、75～79 歳） 

 

２ プライバシーへの配慮（７件） 

・ 支援等は隣り近所に知られたくない。軽症の場合そうではないでしょうか。配慮の徹底は望

まれるところです。（男性、60～64 歳） 

 

３ 保育・教育（21 件） 

・ 小さい頃からの教育（差別や障害者理解）が必要だと思います。主に学校で。 

（女性、12～17 歳） 

・ 障害があっても、地域の小学校で地域の子とともに学べるように支援体制を整えてほしい。

（女性、12～17 歳） 

４ 市・公共機関・医療への要望（79 件） 

・ 誰でもトイレの設置をすすめてほしい（男性、40～44 歳） 

・ 理解していることを前提にして、話や物事を進めるのではなく、理解できているかどうかを

確認しながら物事を進めて欲しい。（女性、12～17 歳） 

・ 障がいを理由に断らないでほしい。難しい場合は市内の医療機関で連携して治療が可能な病

院を紹介してほしいと思います。（女性、60～64 歳） 

 

５ 障がいに対する理解（53 件） 

・ 特に発達障がいの場合、見た目や少し日常会話をしているだけでは全くわからないので、「で

きないこと」「負担なこと」を理解されない。本人自身もはっきり説明できない。ふつうに見

えても、やる気がないのではなく「できない」ことを理解してサポートしていただけたらい

い。（男性、25～29 歳） 

・ 一般の方の様に自然と接してほしい（男性、45～49 歳） 

・ 子どもやその家族の話を傾聴して気持ちをまずは尊重してあげてほしい。状況的に受け入れ

や配慮が難しい場合は、嘘をつかず丁寧に説明してほしい。障がいの理解や周知が必要。（女

性、６～11 歳） 

  



Ⅲ 障害者計画・障害福祉計画策定に関する調査 

191 

・ 障害者に対する理解を深めて貰う活動や啓発。障害者が身近に居ることを理解、許容して貰

いたい。（女性、12～17 歳） 

・ 統合失調症など精神病についての深い理解。（女性、35～39 歳） 

 

６ 就労について（４件） 

・ サポートする人と働けるように（男性、65～69 歳） 

・ 自分がやりたい仕事を障がいという理由でクビにするなどの偏見をやめてほしい。（女性、40

～44 歳） 

 

７ その他（41 件） 

・ 特別困っている訳でもないときには、構わないでほしいです。じろじろ見ないでほしいです。

（男性、20～24 歳） 
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問 44 市内で生活をしていて、障がいがある人に対して「配慮されているな」と感じた

ことはありますか。（１つに○） 

「わからない」の割合が 44.6％と最も高く、次いで「ない」の割合が 26.5％、「ある」の割合

が 10.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 44－１ どのような場面で配慮されていると感じましたか。具体的にお書(か)きくだ

さい。 

１ 公共交通機関・バリアフリー（103 件） 

・ バスで手帳を提示したらすぐに IC カードのかざすところを隠してくれる（割引料金になるた

め）。（男性、20～24 歳） 

・ 道路上の点字ブロック、盲人用押しボタン式信号機、スロープ。（男性、30～34 歳） 

・ 駅員さんの誘導、バス停への誘導。（男性、50～54 歳） 

・ バスや電車でよく席をゆずってもらえる。（男性、75～79 歳） 

２ まちなか・買いもの・病院等（71 件） 

・ 行きつけのコーヒー屋さんで注文を指差しで聞いてくれる。奇声が出たり、家で飛んだり跳

ねたりするが、近所から苦情も言われたことはない。美容院も歯医者さんもいろいろ配慮し

てくれる。（男性、20～24 歳） 

・ インフラ等の設備（駅・スーパーなど）（男性、50～54 歳） 

・ 障がいの方向けのお手洗い（多機能トイレ）があること。（女性、25～29 歳） 

・ 車椅子での入店、着席の便宜、店員さんの対応（女性，75～79 歳） 

 

３ 支援制度・相談等（49 件） 

・ 補聴器での聞き取りにくい状況のため、窓口ではなく個室で相談に乗って頂いた。（男性、35

～39 歳） 

 

４ 市役所・公共機関（60 件） 

・ 図書館、公民館、駅などにスロープがある（男性、55～59 歳） 

・ マスクを外して、わかりやすい口の形の大きさで、きちんと対応してくれる。こちらが言わ

なくても筆談を相手からしようと行動を起こした時。（女性、30～34 歳） 

回答者数 = 3,106 ％

ある

ない

わからない

無回答

10.2

26.5

44.6

18.7

0 10 20 30 40 50
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５ その他（６件） 

・ 選挙の候補者によっては演説に手話通訳がついているのを見たことがあり良い印象だった。

（男性、20～24 歳） 
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問 45 ｢障害者権利条約｣について知っていますか。（１つに○） 

「知らない」の割合が 59.8％と最も高く、次いで「言葉は聞いたことがある」の割合が 18.6％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 3,106 ％

よく知っている

少し知っている

言葉は聞いたことがある

知らない

無回答

2.6

8.5

18.6

59.8

10.5

0 20 40 60 80
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問 46 これまでに虐待（暴言・暴力・嫌がらせ・お金をとられた・無視されたなど）を

受けたと感じたことがありますか。（１つに○） 

「ない」の割合が 63.5％と最も高く、次いで「ある」の割合が 16.8％、「わからない」の割合

が 11.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、精神障害者保健福祉手帳所持者で「ある」の割合が、愛の手

帳所持者で「わからない」の割合が、身体障害者手帳所持者で「ない」の割合が高くなっていま

す。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

あ
る 

な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 3106 16.8 63.5 11.4 8.3 

身体障害者手帳所持者 1245 7.1 75.7 7.2 9.9 

愛の手帳所持者 267 17.2 48.7 26.6 7.5 

精神障害者保健福祉手帳所持者 209 42.6 37.3 12.9 7.2 

その他 835 30.8 50.2 14.7 4.3 

 

  

回答者数 = 3,106 ％

ある

ない

わからない

無回答

16.8

63.5

11.4

8.3

0 20 40 60 80
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問 46 で「ある」を選択した方にお聞きします。 

問 46－１ それは、だれにされましたか。（いくつでも○） 

「友人・知人」の割合が 35.4％と最も高く、次いで「家族・親せき」の割合が 33.5％、「職場

の上司・指導員」の割合が 28.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、身体障害者手帳所持者で「医療機関の職員」の割合が、愛の

手帳所持者で「学校の先生」の割合が、精神障害者保健福祉手帳所持者で「家族・親せき」の割

合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

家
族
・
親
せ
き 

友
人
・
知
人 

職
場
の
上
司
・
指
導
員 

学
校
の
先
生 

福
祉
施
設
の
職
員 

医
療
機
関
の
職
員 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 523 33.5 35.4 28.3 16.8 10.3 13.0 22.0 2.5 

身体障害者手帳所
持者 

89 18.0 22.5 22.5 6.7 10.1 22.5 36.0 3.4 

愛の手帳所持者 46 30.4 37.0 13.0 26.1 10.9 13.0 19.6 － 

精神障害者保健福
祉手帳所持者 

89 39.3 36.0 24.7 14.6 12.4 10.1 20.2 2.2 

その他 257 36.2 41.2 33.9 19.8 9.7 12.5 20.2 1.9 

 

  

回答者数 = 523 ％

家族・親せき

友人・知人

職場の上司・指導員

学校の先生

福祉施設の職員

医療機関の職員

その他

無回答

33.5

35.4

28.3

16.8

10.3

13.0

22.0

2.5

0 10 20 30 40 50
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問 47 あなたは障がいのある人の地域活動や就職などの社会参加について、一般の理解

が深まってきていると思いますか。（１つに○） 

「やや深まっていると思う」の割合が 33.5％と最も高く、次いで「どちらともいえない」の割

合が 18.9％、「あまり深まっていると思わない」の割合が 18.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 47－１ どのような場面で理解が深まっていないと感じますか。具体的にお書(か)き

ください。 

１ 障がいの理解全般（189 件） 

・ 精神障害者というだけで、もう、会話してもらえない。（男性、50～54 歳） 

・ 自分から言わないと向こうは「筆談またはマスクを外してゆっくり話せばいいんだ」となら

ない&そういうことを自分で考えることもできない配慮が浅い人が多すぎる。情報提供が中途

半端で終わり、あとはほったらかし。（女性、30～34 歳） 

・ 特に、「発達障害は体力を消もうしやすい、脳が疲れやすい」ということに関して理解されて

いないような気がします。（電車内などでだれも席をゆずってくれない時など）（女性、45～

49 歳） 

・ ちょっと変わった行動をすると遠まきにされたりする。（女性、70～74 歳） 

 

２ 就労・働く場（106 件） 

・ 就職に関する情報、選択肢が少ないと感じます。（男性、12～17 歳） 

・ 就職をする際、精神的に障害を持つ等の事を伝えると面接を失格されてきたため。（男性、30

～34 歳） 

・ 障害、難病と自分ではどうしようもないハンディを負って仕事をしている大変さに理解がな

く、怒鳴られたり、机を叩かれたり、パワハラを受けた。（男性、60～64 歳） 

 

  

回答者数 = 3,106 ％

深まっていると思う

やや深まっていると思う

あまり深まっていると思わない

深まっていると思わない

どちらともいえない

無回答

4.2

33.5

18.6

10.1

18.9

14.6

0 10 20 30 40 50
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３ まちなか・地域（36 件） 

・ 地域の人たちが障害者の居住をいやがるという事案が多い。市内クリニックの院長が障害者

の通院を拒否する事案が多い。（男性、20～24 歳） 

・ 車イス利用時、入店できない店が多い時がある。階段が多い店、障害者トイレがないとき。

（男性、55～59 歳） 

・ 困っていても見て見ぬふり。（女性、６～11 歳） 

・ バス停、駅に腰掛けるところがない。外出を困難にしている。（女性、80 歳以上） 

 

４ 障がい福祉サービス支援（27 件） 

・ 放デイが少なく、市内での活動が出来ない。他市で放課後の過ごし方を考えている。障がい

児を受け入れられる施設が増えるといい。学童は障がい児枠の受入れでどのような形でも通

ってほしいと言ってくれるが、一緒に過ごす子どもたちの理解が得られず本人が通いたがら

なくなってしまった。少人数という配慮が一番求めているものである。（男性、６～11 歳） 

 

５ 公共交通機関・バリアフリー（51 件） 

・ スロープなどが少ない。（男性、30～34 歳） 

・ 点字ブロックの上に自転車を止めている。音声で案内する信号が少ない。（男性、45～49 歳） 

・ シルバーシートの前でヘルプマークをぶらさげていてもスマホを見ていて譲ってもらえない。

（女性、55～59 歳） 

 

６ 保育・教育（13 件） 

・ 本人を見て判断するのではなく「ダウン症だから」と入園を拒否しているところ。 

（男性、０～５歳） 

 

７ 買い物・飲食（12 件） 

・ 食堂やカフェ、レストランで狭い席で車椅子では利用しづらい。（男性、80 歳以上） 

 

８ その他（103 件） 

・ 地域活動に参加できない人への配慮がない。（女性、80 歳以上） 
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問 48 「小金井市地域自立支援協議会」を知っていますか。（１つに○） 

「知らない」の割合が 65.4％と最も高く、次いで「聞いたことはある」の割合が 19.6％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 48－１ 協議会に対してどのようなことを期待しますか。ご自由にお書きください。 

１ 活動内容が知りたい（４件） 

・ 具体的にどんな活動をしているのか広報などしてほしいです。（女性、50～54 歳） 

 

２ 政策提言・相談支援に関する事（80 件） 

・ 各分野の方々が困りごとを持ち寄って、それを解決するための方法を皆で知恵を出し合い、

障がい者が少しでも生活しやすくしてほしい。（男性、20～24 歳） 

・ さまざまな課題のあらい出しと、どの様な考え方で、どのように取り組むのか、見える化し

てほしい。（女性、60～64 歳） 

・ 形だけの協議会ではなく、中身のある話し合いをしてほしい。現場で関わっている方の話を

十分聞いて生かして欲しい。（女性、65～69 歳） 

 

３ その他（37 件） 

・ 当事者参加をより充実。（女性、65～69 歳） 

 

 

問 49 小金井市で障がいのある人も、ない人もみんな一緒に暮らしていくためには、ど

のようなことが必要だと思いますか。自由にお書きください。 

１ 障がいの理解・偏見をなくすこと（396 件） 

・ 思いやりをもって人と接する、相手の立場になって物事を考えて行動すると良いと思う。 

（男性、50～54 歳） 

・ 助け合う、分かり合う。（女性、６～11 歳） 

・ 障がいはその人の個性の一部だととらえ、必要な支援を受けながら自由に生活していける社

会が構築されること。（女性、55～59 歳） 

回答者数 = 3,106 ％

知っている

聞いたことはある

知らない

無回答

3.7

19.6

65.4

11.3

0 20 40 60 80
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・ お互いの理解が大切だと思う。声を上げないとわからないから、コミュニケーションが大切。

（女性、60～64 歳） 

・ 障がい者についてもっと理解を深め、すべての人が偏見を持たないようになること。 

（女性、70～74 歳） 

・ 各自を尊重。差別しない。（女性、80 歳以上） 

 

２ 支援体制の充実（120 件） 

・ 希望する誰もが（日中も夜間も）地域で暮らせるような施設の充実がより一層必要だと思い

ます（生活介護、グループホーム、入所施設）（男性、20～24 歳） 

・ 相互理解と、公的機関の支援サービス拡充。（女性、55～59 歳） 

 

３ 地域や保育・教育の場での交流の充実（152 件） 

・ 幼少期に障がいがある人と生活すること。（保育園、幼稚園、学校、学童 etc）or 友だちにな

ること。（女性、45～49 歳） 

・ 幼いころからの教育。色々な人が生活しているという理解する教育。（女性、70～74 歳） 

 

４ まちづくり・バリアフリー（61 件） 

・ 公共施設、道路など段差がなくユニバーサルデザインに配慮したものだと良い。 

（女性、60～64 歳） 

・ 歩道にベンチを置いて、休み休み、外出ができるようにしたらいいと思います。障がいのあ

る人とない人の交流の場にもなると思います。（女性、60～64 歳） 

 

５ 就労・家計（29 件） 

・ 自立に向けた就労の機会とサポート、周囲の理解が必要と考えます。（男性、12～17 歳） 

 

６ 難しい・簡単ではない（45 件） 

・ 色々な考え方が、あるので、とても同じ方向に向いて、まとめる事は、むずかしいと思う。

（女性、70～74 歳） 

・ 一般の人の心のバリアフリー化。関心のある人とない人との差が大きいように思う。 

（女性、80 歳以上） 

 

７ その他（71 件） 

・ 支援は必要なものかもしれませんが、本人が希望しない限りあえて自然に接することではな

いでしょうか。（男性、55～59 歳） 
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11 今後の暮らし方や障がい福祉施策全般について 

問 50 小金井市では、「誰もがいきいきと暮らすことのできるまち」の実現をめざして

います。あなたは、小金井市は「誰もがいきいきと暮らすことのできるまち」だと

思いますか。（１つに○） 

「どちらかといえばそう思う」の割合が 45.1％と最も高く、次いで「どちらかといえばそう思

わない」の割合が 23.7％、「そう思わない」の割合が 10.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 3,106 ％

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答

7.9

45.1

23.7

10.8

12.5

0 20 40 60
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問 51 あなたは将来、どのように暮らしたいですか。（最もあてはまるものに１つだけ

○） 

「家族と暮らしたい」の割合が 51.1％と最も高く、次いで「一人で暮らしたい（自分の家、賃

貸住宅、寮など）」の割合が 25.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、精神障害者保健福祉手帳所持者で「一人で暮らしたい（自分

の家、賃貸住宅、寮など）」の割合が、身体障害者手帳所持者で「家族と暮らしたい」の割合が、

愛の手帳所持者で「グループホームで暮らしたい」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

一
人
で
暮
ら
し
た
い

⺺
自
分
の
家
⺯
賃
貸
住

宅
⺯
寮
な
ど
⺻ 

家
族
と
暮
ら
し
た
い 

グ
ル
⺳
プ
ホ
⺳
ム
で

暮
ら
し
た
い 

入
所
施
設
で
暮
ら
し

た
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 3106 25.7 51.1 5.1 5.3 3.1 9.8 

身体障害者手帳所持者 1245 21.3 56.1 1.8 7.6 2.2 11.0 

愛の手帳所持者 267 10.9 36.3 31.1 6.0 6.4 9.4 

精神障害者保健福祉手
帳所持者 

209 39.7 41.1 2.4 3.3 4.3 9.1 

その他 835 35.3 46.1 4.7 3.4 3.4 7.2 

 

  

回答者数 = 3,106 ％

一人で暮らしたい（自分の家、賃貸住宅、
寮など）

家族と暮らしたい

グループホームで暮らしたい

入所施設で暮らしたい

その他

無回答

25.7

51.1

5.1

5.3

3.1

9.8

0 20 40 60
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問 52 市の住宅対策として、今後特に望むことは何ですか。（３つまで○） 

「住宅改修費の助成制度の充実」の割合が 23.8％と最も高く、次いで「特にない」の割合が

22.8％、「障がいに配慮した公営住宅の整備」の割合が 22.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 3,106 ％

グループホーム（専門スタッフの援助を受けながら
共同で生活する施設）などの整備

公的保証人制度の創設

障がいに配慮した公営住宅の整備

公営住宅の入居の優先枠

住宅改修費の助成制度の充実

障がいに配慮した民間のアパートなどの整備促進

その他

特にない

無回答

22.2

13.1

22.7

18.8

23.8

14.6

2.8

22.8

13.9

0 5 10 15 20 25 30
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問 53 障がいのある人にとって暮らしよいまちづくりのためには、どのようなことが必

要だと考えますか。（５つまで○） 

「何でも相談できる窓口をつくるなど相談体制の充実」の割合が 56.1％と最も高く、次いで

「在宅での生活や介助や介護がしやすいよう保健・医療・福祉のサービスの充実」の割合が 30.5％、

「障がいのある人を支援する関係機関の連携体制の整備」の割合が 23.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 3,106 ％

何でも相談できる窓口をつくるなど相談体制の充実

視覚・聴覚などの障がいや、個別の特性に配慮した
情報提供の充実

在宅での生活や介助や介護がしやすいよう保健・医
療・福祉のサービスの充実

リハビリ・生活訓練・職業訓練などの通所施設の整
備

重度の障がいがある人のための入所施設の整備

一人ひとりの個性を生かした保育や教育内容の充実

職業訓練の充実や働く場所の確保

障がいのある人が参加しやすいスポーツ、サーク
ル、文化活動の充実

様々なボランティア活動の育成

障がいの有無にかかわらず、住民同士がふれあう機
会や場の充実

差別や偏見をなくすための福祉教育や広報活動の充
実

障がいのある人の権利を守るための制度の充実

災害のときの避難誘導体制の整備

公営住宅の優先入居や、グループホームの整備な
ど、生活の場の確保

公共交通や道路、公共施設等のバリアフリー化

障がいのある人を支援する関係機関の連携体制の整
備

その他

無回答

56.1

13.9

30.5

18.7

12.1

14.1

16.9

13.0

8.2

13.0

20.8

14.8

19.0

19.6

18.8

23.0

2.3

13.0

0 20 40 60 80
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【障がい種別】 

障がい種別にみると、他に比べ、愛の手帳所持者で「公営住宅の優先入居や、グループホーム

の整備など、生活の場の確保」「障がいのある人を支援する関係機関の連携体制の整備」「重度の

障がいがある人のための入所施設の整備」の割合が、精神障害者保健福祉手帳所持者で「差別や

偏見をなくすための福祉教育や広報活動の充実」「障がいのある人の権利を守るための制度の充

実」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

何
で
も
相
談
で
き
る
窓
口
を
つ
く
る
な

ど
相
談
体
制
の
充
実 

視
覚
・
聴
覚
な
ど
の
障
が
い
や
⺯
個
別
の

特
性
に
配
慮
し
た
情
報
提
供
の
充
実 

在
宅
で
の
生
活
や
介
助
や
介
護
が
し
や

す
い
よ
う
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
サ
⺳
ビ

ス
の
充
実 

リ
ハ
ビ
リ
・
生
活
訓
練
・
職
業
訓
練
な
ど

の
通
所
施
設
の
整
備 

重
度
の
障
が
い
が
あ
る
人
の
た
め
の
入

所
施
設
の
整
備 

一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
生
か
し
た
保
育

や
教
育
内
容
の
充
実 

職
業
訓
練
の
充
実
や
働
く
場
所
の
確
保 

障
が
い
の
あ
る
人
が
参
加
し
や
す
い
ス

ポ
⺳
ツ
⺯
サ
⺳
ク
ル
⺯
文
化
活
動
の
充
実 

様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
⻘
ア
活
動
の
育
成 

全  体 3106 56.1 13.9 30.5 18.7 12.1 14.1 16.9 13.0 8.2 

身体障害者手帳
所持者 

1245 53.0 17.2 36.1 19.3 13.3 6.7 9.2 13.1 7.6 

愛の手帳所持者 267 50.6 9.0 22.8 16.1 23.6 17.2 23.6 22.5 10.1 

精神障害者保健
福祉手帳所持者 

209 58.4 11.5 18.2 12.4 5.7 13.9 24.9 12.0 4.8 

その他 835 61.8 12.1 23.8 18.7 9.3 23.1 25.1 12.8 7.7 

 

区分 

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
⺯
住
民

同
士
が
ふ
れ
あ
う
機
会
や
場
の
充
実 

差
別
や
偏
見
を
な
く
す
た
め
の
福
祉
教

育
や
広
報
活
動
の
充
実 

障
が
い
の
あ
る
人
の
権
利
を
守
る
た
め

の
制
度
の
充
実 

災
害
の
と
き
の
避
難
誘
導
体
制
の
整
備 

公
営
住
宅
の
優
先
入
居
や
⺯
グ
ル
⺳
プ

ホ
⺳
ム
の
整
備
な
ど
⺯
生
活
の
場
の
確

保 公
共
交
通
や
道
路
⺯
公
共
施
設
等
の
バ

リ
ア
フ
リ
⺳
化 

障
が
い
の
あ
る
人
を
支
援
す
る
関
係
機

関
の
連
携
体
制
の
整
備 

そ
の
他 

無
回
答 

 

全  体 13.0 20.8 14.8 19.0 19.6 18.8 23.0 2.3 13.0  

身体障害者手帳
所持者 

15.3 14.5 11.8 23.5 16.1 23.9 19.9 1.9 14.7  

愛の手帳所持者 9.7 24.3 19.5 15.7 35.6 6.4 36.3 3.4 9.4  

精神障害者保健
福祉手帳所持者 

11.5 29.7 25.4 10.5 22.5 8.6 33.5 2.9 15.8  

その他 12.5 26.7 18.2 15.1 20.8 12.6 24.1 3.1 9.8  
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ご意見、ご提案などがありましたら、ご自由にお書きください。 

１ まち・住まい（61 件） 

・ 多目的トイレが増えるとうれしいです。身体が大きくなっても一人でトイレで用を足すこと

が出来ません。外出時には必ずトイレで困ります。多目的トイレを利用する人は、一般のト

イレを利用出来る人に比べて、使用時間はとても長いです。順番を待ってもなかなか空きま

せん。そのため、多目的トイレが必要だと思います。（男性、20～24 歳） 

・ 車イスで行ける食堂、居酒屋、映画館、コンサート等をわかるように告げてほしい。 

（男性、80 歳以上） 

・ 将来的に住みなれた地域で生活できるよう、住居のサービスを増やして欲しい。 

（女性、6～11 歳） 

・ 私は現在 94 歳です。日常生活を保てるように毎日歩くように心がけています。食事は夕食の

み家族 5 人の献立をしています。食事のメニューの 5 人分の買い物、調理、献立も。兄、バ

スで出かけることが多いのですが、ベンチがないので不便。買い物を済ませてバスが来るの

に時間がかかります。ずっと立っているのが辛い時もあります。（女性、80 歳以上） 

 

２ アンケート（108 件） 

・ このようなアンケート調査を行っていただき感謝しております。しかし、なぜこの忙しい時

期に。障がい者家族の長期休暇中は本当に大変なのです。（男性、20～24 歳） 

・ 障害のある人に聞き取るには質問が多すぎる。説明しても難しいことが多く、理解できない。

（女性、55～59 歳） 

・ 幅広いアンケート調査で良かった。内容も良い。しかし、項目に思いを込めて答えるには、

時間かかり疲れた。調査を年に１度やられたら困る。（女性、80 歳以上） 

・ 施設入所している重度の障がいがある者の調査としては回答が困難なものがありました 

（女性、80 歳以上） 

 

３ 障がい福祉サービスや施設・制度（99 件） 

・ 学校を卒業した重度の障がい者が通える生活介護の施設が小金井市はとても不足しています。

他市に頼ることなく本人が住み慣れた地域で、近所の方などに見守られ地域の事業所に通う、

そんな当たり前のことができる市であってほしいと思います。よろしくお願いいたします。

（男性、20～24 歳） 

・ 息子も移動支援を利用したいが、契約してもらえる事業所がなく、常に両親である私たちが

付き合っている。体力の限界も感じてきているので、一人でいくつもの事業所と契約し利用

している方もいるので、見直しをし、平等に利用できるようにしてほしい。社会人も利用で

きる放課後デイみたいなものがほしい。他市に比べ、グループホーム、作業所がとても少な

いと思う。空き家対策を解消にもなるので、市内の空き家などをグループホームへなど、対

策してほしい。両親が多少負担しても。質の良いサービスをうけれるグループホームであれ

ば、入所させたいと思う方は多いのではないかと思う。（男性、20～24 歳） 

・ 私は普段働いていますが障害があります。体調が悪い時は家事や身のまわりのことが何も出

来なくなりますが、そのサポートを受けることが出来ません。ホームヘルプのサービスを、

もう少し気軽に利用できるようになると助かります。（女性、40～44 歳） 
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４ 地域社会・差別・理解（61 件） 

・ 本人が子どもなので親が記入しています。国連から日本はインクルーシブ教育が進んでいな

い国として指摘を受けましたが、今後も進めて行く気がないようです。インクルーシブ教育

はどちらかと言うと、障がいのない子ども（普通学級に通っている子ども）のためにされる

べきであると思っています。私自身大人になった時に障がいがあるとされている方が、何で

困っているのか分からず、手を差し伸べたくてもできなくて、いい大人になってしまったか

らです。個性的な友達がいたらよかったと思うことは、何度もありました。その後 40 年経っ

てもインクルーシブ教育は進んでいませんよね。しかし障がいを持っている子どもを持つ親

となり、小金井でも全くインクルーシブ教育になる気配もなく、普通学級しかない学校に知

的遅れのある子どもを入学させるのは、とても難しいことを実感しています。肩身が狭いで

すね。どんな子どもも同じ教室で学べるようにならなければ、障がいを個性として受け入れ

る社会の実現は難しく、差別をなくすことはできないと思います。家族になり実感すること

は障がいではなく個性だということです。接する機会がなければ理解することは不可能です。

（男性、０～５歳） 

・ 重度の障がい児を育てているため、児発にお世話になるまでは外に出歩けない日々を送って

いました。障がい児（医療的ケア児）を連れていける児童館のような場もあればリフレッシ

ュも出来たのではと思います。まわりに理解のある人も少なく、医療の知識もあまりない状

態で子と向き合うのはとてもしんどかったです。市に相談しても解決方法は教えてくれても

辛いことを共有することは出来ません。同じ気持ちをわかり合える横のつながりをつかめる

場をつくることも大切だと思います。（男性、０～５歳） 

・ 自分の思いを良く伝えられない人もいます。思う様に口がしゃべれない人もいます。そう云

う人にも良く話を聞いてくれる人がいれば良いと思います。（男性、55～59 歳） 

・ 統合失調症というやはり周囲の人にとってこわいという思いを持たれてしまう。大きな事件

があるとまたかと思えてしまう。辛いです。やはりこの障がいを理解してもらうのは本当に

難しい。（女性、40～44 歳） 

 

５ 相談・情報・手続き（78 件） 

・ 市役所の窓口を平日の日中以外にも開けてほしい。自立支援以外ではやっているところもあ

る。手続きなどを郵送やインターネットなどで、時間・場所を問わずにできるようにしてほ

しい（男性、35～39 歳） 

・ 個々の障害に対応した設備、ケア、コミュニケーション等を充実してほしい。日常的に啓発

活動を行ってほしい。講演会、サークル活動に参加したいが情報保障が少ないのが残念。 

（女性、75～79 歳） 

・ 制度がとても細かくかつ複雑なので、総合窓口のようなものを設置して、何でも相談できる

ようにしてほしい。近隣の自治体では、そのような部署を設置しているところがあるので是

非検討してほしい。本人や家族など専門知識を持っていない場合、何が何だかわからない。

ていねいにわかりやすく何事も説明してほしい。また、アンケート内容が施設入所者を想定

してないように感じる設問だったので、特に高齢者は施設入所者も一定数いると思うので、

それを想定した設問があってもよかったのではと思う。高齢になればなるほど、医療と介護

の境目が不明確だと思うので、柔軟な制度を望みむ。（女性、80 歳以上） 
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６ 日常生活・家族（42 件） 

・ 障害状況が固定的であっても、ライフステージがかわっていくことで、できていたことが高

齢にともないできなくなり、生活への影響は早めに大きくなっていく不安がある。又、サポ

ートしてくれる家族の状況の変化から受ける影響も大きい。障害とライフステージと家族状

況についてバラバラに対応判断するのではなく、個々の状況を総合的にサポートする考え方

になっていってほしい。（女性、55～59 歳） 

・ 現在一人暮らしです。介護の支援を時々頂き家族からの応援をもらって、なんとか不自由し

ないですごしています。この先、どのようになりますか、自分で動けなくなったら施設入所

を考えています。（女性、80 歳以上） 

 

７ 市政全般（29 件） 

・ いろいろと活動されていると思いますが、それがあまり市民に浸透していないようです。更

なる活動を頑張ってください。（男性、50～54 歳） 

 

８ 経済（39 件） 

・ 物価高で経済的に苦しい。定期的に通院も必須のため交通費の援助があれば助かる。現在も

生涯年金や自立支援制度を利用させていただいているのに申し訳ないが、昨今の物価高は想

定範囲外で困っている。（女性、45～49 歳） 

 

９ 障がい・病気のこと（13 件） 

・ いろいろとお世話になっています。私は高熱が続いた病気が原因で、中途で難聴になりまし

た。自分の障がいを自分で受け入れるだけのことでも、難聴は外見ではわからないので長い

時間かかりました。勤めの帰りに手話を習っておけば先々良かろうと若い頃から手話を覚え

ましたが、これも相手が手話を知っていなくては通じませんし、覚えてもなかなか 100%活用

できません。今コロナの蔓延で皆マスクをして生活していますが、口の形が見えなくてマス

クがなかった頃の半分も言葉がわからず困っています。聞こえないといえば皆さんは大きな

声を出してくださいますが、我々が思う聞こえないということは音が聞こえないことより、

言葉を読み取れないことです。だから大声よりゆっくり、はっきりとしゃべってほしいと思

っています。（女性、80 歳以上） 
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10 保育・教育（33 件） 

・ いろいろな障がい者がいるということを、子どもの頃から教育し、障がい者に対して偏見を

持たせないようにする（男性、70～74 歳） 

・ 背の低い人もいれば高い人もいるように障がいの無い人もいれば障がいをもった人がいるこ

とが普通のことなんだということを教育にもっととり入れていただきたい。障がいのある人

は特別でかわいそうだということではなく障がいのある人がいることは普通のことだけど障

がいのある人はその普通の生活ができないんだということ。そうすればおのずと支援の理解

も深まるのではないか。（女性、40～44 歳） 

 

11 災害（８件） 

・ 自分がその立場になってみなければ、障がい者のことは理解できないと思う。その他の病気

等に関しても言えることだが、装具つけて歩けても、地震時に土割れでも起きたら避難所ま

で行けないし、行ったとしても障がい者や老人は避難所では面倒な人とか、手のかかる人ぐ

らいにしか思われないと思う。（女性、65～69 歳） 

 

12 仕事・就労（17 件） 

・ 障がい者が働きやすい社会になってほしいです。（男性、45～49 歳） 

・ 働きたい（パート）のですが、フルタイムで働くことができません。ハローワークに行って

もフルタイムばかりで仕事が見つかりません。週３から４日、３から５時間勤務などの仕事

をしたいです。仕事をしていると少しでも社会参加できるような気がして自分に自信が持て

ます。（女性、45～49 歳） 

 

13 その他（22 件） 

・ 「特になし」など 
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Ⅲ－２ 関係団体 

１ 団体活動の状況について 

問１ 貴団体の活動の概要を簡潔にご記入ください。 

 市立図書館からの依頼による対面朗読及び録音図書の作成や、市報等公的広報資料の音声版

作成等を中心とした活動により、視覚障がい者や高齢者に音声を通じて情報や文化を提供し

ている。また、公募による一般参加可能な音訳講習会を毎年継続して開催する事により、会員

の音訳技術の向上を図るとともに、音訳ボランティア活動を周知しながら新規会員の入会を

持続している。 

 小金井市を中心に、ダウン症児・者の家族会、本人達のための活動、家族やきょうだいへの情

報提供など。 

 点字を通して視覚障がい者の方に新聞の記事等を打ち、お届けする。支援学校図書館、市内図書館

の本の点訳、お届け、市内の視覚障がい者の会の方との親睦会etc。市内小学校での点字体験指導。 

 手話通訳者として日々通訳活動に従事する。聴覚障がい者団体の活動に協力すると共に、一般

市民の理解を深めてもらう為に学校関係の出張講座も行う。スキルアップの研修をやる。 

 市内の老人ホームにて読み聞かせの朗読。 

 視覚障がい者及び本人及び賛同者が会員の交流及び互助のもと、お互いの知識向上、社会参加

を目的に、毎月の徒歩訓練を中心に会員同士で地域及び東京都全体の団体として、会員の福祉

向上、資質のアップを目指し日々活動しております。 

 要介護者、障がい者など、移動困難な方の外出を乗用車や福祉車両で送迎支援。 

 肢体不自由児をもつ親の会「のびよう会」の行事の企画運営などしていましたが、「のびよう

会」会員の高齢化が進み、お花見、クリスマス会などの行事を少しずつ縮小し現在は行ってい

ません。ぽぽんたとしては会員から希望のあったクリスマスカードを手作りして、シーズンに

届けています。 

 定例会では同じ悩みを持つ家族同士が気がねなく話すことで、お互いに支え合う場をめざし

ています。また情報交換をすることも活発に行っています。勉強会や懇親会、精神障がい者の

ための見学なども行っています。精神障がい者が住みやすい社会の実現に取り組んでいます。 

 2012 年７月、高次機能障がい者小金井友の会、いちごえ会創立。理念は地域で障がいととも

に、地域の人々とともに、働き、生きる。目的は高次機能障がい者が働く場と暮らす家をつく

ろう。記念講演“高次機能障がい者の理解と支援～人間らしく生きる権利の回復～を実施し、

また、会報を発行。講演会、事者主交流会。茶話会（介護者の情報交換）、相談会。上田敏先

生と家族による医療生活相談カフェ、学習会、役員会。他団体との交流（中央大学緑川ゼミ）、

TKK 他。 

 聴覚障がいに関する理解を深める手話の啓発。聴覚障がい者団体を支援し活動を支える。 

 身体障がい者の福祉の推進と会員及び家族の親睦を図る。障がい者の安心・安全・快適な暮ら

しのまちづくり（バリアフリー、ユニバーサルデザインの普及）や福祉推進活動。心身の健康

維持、リハビリの為の事業や福祉文化講座の実施。行政、社協並びに上部団体、都身連、日身

連等の福祉講座などの行事に参加し、交流、情報を共有し、理解を深め資質の向上に努め、活

動に役立たせている。 

 会員との親睦と聴覚障がい者並びに難聴者の生活擁護及び厚生福祉推進を図ることを目的とする。 

 小金井市福祉団体に所属し、公益財団法人東京総合支援機構東京都聴覚障害者連盟に籍をおく。 

 総会、対都・対市の対話集会、研修会での要望を市、都に提出。 

 バスハイク、クリスマス会、夏のプール活動等の余暇活動。 

 他団体との交流、協力、広報誌発行。  
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問２ 貴団体において、この３年間（概ね令和２（2020）年以降）、新たに始めた活動や

事業はありますか。一方、終了又は休止している活動や事業はありましたか。（いく

つでも○） 

「終了、又は休止した活動や事業がある」の割合が 66.7％と最も高く、次いで「特にない」の

割合が 20.0％、「新たに始めた活動や事業がある」の割合が 13.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２－１ それぞれの概要や理由について簡潔にご記入ください。 

新しく始めた活動や事業 

活動・事業の概要 理由 

発達性ディスレクシア（読み書き障がい）の中学生

に対し、都立高校入学試験に同行し、試験問題（国

語、数学、英語）の読み上げによる支援を行った。 

小金井市社会福祉協議会から支援協力の打診を受け

た。これまで経験のない活動だったため、会員有志

による試行とし、担当教師や保護者と連携の上で実

施した。 

会員相互の連絡、会の行事、他の関連団体等のイベ

ント等の情報をメールにて、会員に一斉送信してい

ます。 

デジタル化の社会の動きに対応するため、メールの

発信、受信からはじめた。徐々にスキルアップを目

指しているが、現実は難しい。会員情報を CD 録音に

より季刊を発送していたが、機器が老朽化し機器の

操作ができるスタッフがいなくなり休止中（コロナ

が原因の１つ） 

リアルでなくオンラインに切りかえ、交流会、茶和会 コロナにより医療相談をオンラインで実施した。 

月１回宮地楽器ホールの Nスペースで活動を行う。

（通常は障がい者センター） 

－ 

情報保障の確保（市役所手話通訳） 手話通訳の要請 

小金井特別支援学校 PTA 会員との交流 学齢の知り合い、会員を増やしたいため 

 

  

回答者数 = 15 ％

新たに始めた活動や事業がある

終了、又は休止した活動や事業がある

特にない

無回答

13.3

66.7

20.0

13.3

0 20 40 60 80
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終了又は休止した活動や事業 

活動・事業の概要 理由 

特別養護老人ホーム（２か所）への慰問活動（詩の

朗読、紙芝居、歌唱等）を休止している。 

コロナウイルス感染防止対策と施設の移転・改築の

ため。 

市民対象の「福祉講座」 その時のニーズに合わせ講師を選定、手話通訳を付

け一般市民に理解を深めてもらう活動であったが、

コロナの為この３年間は中止している。 

現在休止 コロナ禍の為 

会の動向を CD に収納して会員に発送していたが、

現在休止中 

－ 

お花見、クリスマス会→企画、運営 「のびよう会」が行事を終了したため。 

顧問のリハビリ専門医による医療相談（縮小） コロナによりオンライン化したため、直接触れるこ

とができず実施が困難となっている。 

サークル員や見学者が参加しやすいよう利便性の良

い会場を使う試み。 

－ 

リハビリ 研修旅行 新型コロナウィルス症の感染予防のため休止。会の

行事は健康第一で安心安全の確保。コロナは感染し

ない感染させないから状況に応じて休止としていた 

企画（講演会や新年会、親睦、忘年会）、手話言語イ

ベント 

コロナのため 

クリスマス会、バスハイク コロナ施策の対策のため、クリスマス会は、プレゼ

ント配布にしました。 

 

 

 

問３ 貴団体において今後３年程度の間で新たに取り組みたい活動や事業、一方、終了

又は休止を検討している活動や事業はありますか。（いくつでも○） 

「特にない」の割合が 60.0％と最も高くなっていますが、「新たに始めたい活動や事業がある」

の割合が 26.7％、「終了、又は休止予定・せざるを得ない活動や事業がある」の割合が 20.0％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 15 ％

新たに始めたい活動や事業がある

終了、又は休止予定・せざるを得ない活動
や事業がある

特にない

無回答

26.7

20.0

60.0

6.7

0 20 40 60 80
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３－１ それぞれの概要や理由、また、活動予定のものについては、必要な支援等があ

れば簡潔に記入ください。 

活動・事業の概要 理由 必要な支援等 

点字を読んでくださる方を増やし
たい（点字絵本 etc） 

小さなお子さんに絵本を読ませた
い。 

広報等でもっと広めてほしい 

小・中学生に向けて手話を理解習
得する活動 

2025 年東京にて、デフリンピック
が開催されるので、それまでに手
話の普及を図りたい。 

市内小中学校向けに PR する機会、
方法を支援していただきたい。 

会員のスマホ技術の取得 時代の流れ、社会の変化に対応し
たい。 

スマホ、PC 等の講習を受けるには
都心もしくは遠距離を行かねば視
力障碍者に教える先生がいない。
小金井市内で場所、人材を市の方
で準備していただけると助かりま
す。 

親睦、手話言語の理解と普及 情報保障体制、受ける権利の保障 手話通訳養成・派遣、行事等の情
報取得に関する支援、聴覚・平衡
機能障がいに関する支援。 

ふれあいコンサート 障がい者はコンサートに行くこと
が難しいです。小金井でコンサー
トを行いたいです。 

早めの場所の確保 

新規会員の、特に 60 歳未満の人々
の入会活動 

会員の減少、入会者が激減に対し、
会の普及を図りたい。 

－ 

役員の世代交代を図り一部実施し
た。 

役員同士の高齢化が進んでおり、
若い会員が増えない限り不安があ
る。 

－ 

次期役員（事務局）の若返りを実

行する。来年３月を目処に引継ぎ

をしている。しかし、本部事務所

が会長宅（89 才）にあり、財政難

で新しい本部事務所を設置できな

い。会長亡きあと、その対応に苦

しんでいる。 

－ － 

参加者やイベントが減っているこ

とへの対策 

コロナ禍の影響。メンバーの高齢

化。 

－ 

若い会員を増やす取組 障害者週間時に団体紹介ポスター

の掲示し、会の概要のチラシを配

布した。また、問合せの返答時や

福祉講座開催時には各公民館各館

や市内掲示板への講座内容掲示に

取り組んできたが、加入者は数名

で現会員は高齢化している。障害

状態の悪化等対応出来ない。若い

会員が増えないと会の運営は難し

くなっている。 

－ 
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問４ 貴団体では担い手を増やすための取り組みを行っていますか。（１つに○） 

「取り組んでいるが、担い手は思うように増えていない」の割合が 46.7％と最も高く、次いで

「担い手不足だが、増やすための取り組みは行えていない」の割合が 26.7％、「取り組んでおり、

担い手が増えている」の割合が 13.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４－１ 取り組み内容や、取り組めていない理由又は取り組んでいるが増えていない

理由を簡潔にご記入ください。 

全部で７件のご回答をいただきました。以下に掲載します。 

 

取り組んでおり、担い手が増えている：２件 

 問１で記した一般参加可能な音訳講習会と図書館が隔年で開催する初級音訳講習会の参加者

に対して、音訳ボランティア活動への理解を促し、入会を勧奨している。これにより、毎年３

～４人の新入会者があり、担い手の確保に効果を上げている。 

 通訳者養成に向け、会としても講習会などに協力している。会の中で技術、心構え等の学習会

を開いている。 

取り組んでいるが、担い手は思うように増えていない：３件 

 会員の高齢化とコロナ。 

 企業の定年延長といった社会の労働環境の変化で運営を担うボランティア候補の年代が少な

くなった。 

 対面での対応。 

担い手不足だが、増やすための取り組みは行えていない：２件 

 家族会のようなグループに入会する人が少ない。 

 先日の宮地ホールでのボランティア紹介の後、一件の電話もありませんでした。パンフレッ

ト、チラシを 10 枚程持っていかれた方はありました。  

回答者数 = 15 ％

取り組んでおり、担い手が増えている

取り組んでいるが、担い手は思うように増
えていない

担い手不足だが、増やすための取り組みは
行えていない

特に担い手不足ではないので、取り組んで
いない

その他

無回答

13.3

46.7

26.7

6.7

0.0

6.7

0 20 40 60
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２ 障がい者の権利擁護について 

問５ 平成 28（2016）年４月１日に「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律

（障害者差別解消法）」が施行され、平成 30（2018）年 10 月１日に「障害のある人

もない人も共に学び共に生きる社会を目指す小金井市条例（小金井市差別解消条

例）」が施行されましたが、貴団体では会員やメンバー等から差別に関する相談を受

けたことがありますか。（１つに○） 

「ある」の割合が 26.7％、「ない」の割合が 73.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

（１）悪いと思われた対応 

〇「聴覚・平衡機能障がい」「知的障がい」「高次脳機能障がい」に関する意見がありました。 

悪いと思われた対応の主な内容は以下となります。 

対応の内容 種別 分野 

返信ない。 聴覚・平衡

機能障がい 
情報・通信 

保育園探しの時に対応が納得できなかった 知的障がい 子育て 

進級の際の学級の対応が不平等に感じた 知的障がい 学校・教育 

 

（２）良いと思われた対応 

良いと思われた対応の主な内容は以下となります。 

対応の内容 種別 分野 

就労（大手病院）障害者雇用で、自分の障害をパンフで説明、理解を求めた。（数年後） 高次脳機能

障がい 
労働・雇用 

返信を必ずいただくようになった。 聴覚・平衡

機能障がい 
情報・通信 

  

回答者数 = 15 ％

ある

ない

無回答

26.7

73.3

0.0

0 20 40 60 80
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問５－１ 差別に関する相談に関してどのように対応していますか。（いくつでも○） 

「役員が対応」が３件、「適切な専門機関が対応」が２件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 4 ％

役員が対応

適切な専門機関が対応

その他

無回答

75.0

50.0

25.0

0.0

0 20 40 60 80 100
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問５－２ この３年間（令和２（2020）年１月～令和４（2022）年 12 月）の差別に関す

る相談は何件（実件数）ありましたか。（数値で記入） 

「４件」が２件で 50.0％、「０件」、「１件」がそれぞれ１件で 25.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 貴団体では会員やメンバー等から虐待に関する相談を受けたことがありますか。

（１つに○） 

「ある」の割合が 6.7％、「ない」の割合が 93.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 4 ％

０件

１件

２件

３件

４件

５件以上

無回答

25.0

25.0

0.0

0.0

50.0

0.0

0.0

0 20 40 60

回答者数 = 15 ％

ある

ない

無回答

6.7

93.3

0.0

0 20 40 60 80 100



 

218 

問６－１ 虐待に関する相談に関してどのように対応していますか。（いくつでも○） 

「役員が対応」が１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６－２ 相談は誰からの虐待でしたか。（いくつでも○） 

「福祉施設の職員」が１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６－３ この３年間（令和２（2020）年１月～令和４（2022）年 12 月）の虐待に関す

る相談は何件（実件数）ありましたか。（数値で記入） 

「０」が１件となっており、この３年間ではありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1 ％

役員が対応

適切な専門機関が対応

その他

無回答

100.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1 ％

家族・親せき

友人・知人

職場の上司・指導員

学校の教職員

福祉施設の職員

医療機関の職員

その他

無回答

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1 ％

0

１以上

無回答

100.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100
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３ 障がい者福祉施策について 

問７ 障がいのある方が相談しやすい体制をつくるためには、どのようなことが必要だ

と思いますか。（いくつでも○） 

「信頼できる相談者がいる」、「身近な場所で相談できる窓口がある」の割合が 73.3％と最も高

く、次いで「ちょっとしたことでも相談に応じてくれる」、「自分の話を聞いてもらいながら、ゆ

っくりと時間をかけて相談できること」の割合が 53.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 15 ％

曜日や時間に関係なく、いつでも相談に応じてくれ
る

信頼できる相談者がいる

身近な場所で相談できる窓口がある

インターネットでの相談ができる

電話での相談を充実する

ちょっとしたことでも相談に応じてくれる

自分の話を聞いてもらいながら、ゆっくりと時間を
かけて相談できること

その他

特にない

無回答

46.7

73.3

73.3

33.3

6.7

53.3

53.3

13.3

0.0

6.7

0 20 40 60 80
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問８ 障がいのある人にとって暮らしよいまちづくりのためには、どのようなことが必

要だと考えますか。（５つまで○） 

「差別や偏見をなくすための福祉教育や広報活動の充実」の割合が 73.3％と最も高く、次いで

「視覚・聴覚などの障がいや、個別の特性に配慮した情報提供の充実」、「障がいの有無にかかわ

らず、住民同士がふれあう機会や場の充実」、「障がいのある人を支援する関係機関の連携体制の

整備」の割合が 40.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 15 ％

何でも相談できる窓口をつくるなど相談体制の充実

視覚・聴覚などの障がいや、個別の特性に配慮した
情報提供の充実

在宅での生活や介助がしやすいよう保健・医療・福
祉のサービスの充実

リハビリ・生活訓練・職業訓練などの通所施設の整
備

重度の障がいがある人のための入所施設の整備

一人ひとりの個性を生かした保育や教育内容の充実

職業訓練の充実や働く場所の確保

障がいのある人が参加しやすいスポーツ、サーク
ル、文化活動の充実

様々なボランティア活動の育成

障がいの有無にかかわらず、住民同士がふれあう機
会や場の充実

差別や偏見をなくすための福祉教育や広報活動の充
実

障がいのある人の権利を守るための制度の充実

災害のときの避難誘導体制の整備

公営住宅の優先入居や、グループホームの整備な
ど、生活の場の確保

公共交通や道路、公共施設等のバリアフリー化

障がいのある人を支援する関係機関の連携体制の整
備

その他

無回答

33.3

40.0

20.0

13.3

26.7

26.7

6.7

20.0

33.3

40.0

73.3

6.7

26.7

20.0

20.0

40.0

6.7

6.7

0 20 40 60 80
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問９ 小金井市の障がい者を取り巻く環境や障がい者福祉の取り組みに関するご意見・

ご提案がありましたらご記入ください。 

全部で 14 件のご回答をいただきました。以下に掲載します。 

 

 当会の活動は「小金井市視力障がい者の会」と共に歩んできた経緯があり、「障がい者の会」

の会員、家族、知人友人を通じて、当会のサービスを知るケースが多い。そのため、「障が

い者の会」とつながりのない視覚障がい者（特に若者）の中には、当会の活動、音訳サー

ビスの情報が十分に行きわたっていないと思われる。青年層の視覚障がい者は、パソコン、

スマホなどの機器によって、必要な情報を得ているかもしれないが、当会の情報提供サー

ビスも合わせて活用してもらえれば、より充実すると考える。これから増加する後期高齢

者にも、音訳サービスが有効になると思う。市の福祉の取組として障がい者、高齢者に対

するボランティアグループの周知、広報を、これまで以上に拡充していただきたい。 

 障がいのある子ども、成人へのサービス全般において不足していることが多々ある。子ど

もの放課後等デイサービスでの相談や、成人の通所事業所、グループホームなどでの生活

援助や緊急の受け入れ体制など。日常生活に直接かかわることが足らないと実感する。 

 バリアフリー、障がい者家族へのケア。 

 東京都が「手話言語条例」を施行しました。市に於いても、市独自の言語条例制定に向け

て活動していますが、遅々として進んでいません。「手話」はきこえない人にとっては言語

であり、大切なものです。差別云々ではなく基本として必要な手段であります。いろいろ

な障がいに合わせ福祉計画をまとめていくのは多々困難があると思いますが一般的に見

て役所関係の人々は聴覚障がいに対する理解が「まだまだ」だと思います。技術の進歩に

より通訳も新たな手段が広まっています。しかし人間として、生のリアリティーあふれる

コミュニケーションのやりとりは不可欠だと思います。聴覚障がいについて学習を深め、

理解し、より良い日々の仕事や福祉計画を策定してほしいと思います。 

 一般的に高齢になると、特に IT 関連の操作の習得が難しくなります。特に視力障がい者は

なお一層困難を感じています。視力障がい者のパソコン教室は都心にあり、通学に不便で

す。また、現在の同行援護では通学は認めてもらっていません。是非とも、小金井市内で

の教室の開設、もしくは同行援護での通学も時間数の増加で対応願いたい。例えば日本点

字図書館（高田馬場に所在）でパソコンに特化して通学を申し込みましたが、小金井市の

方で許可が下りず断念した経緯があります。その際日本点字図書館で面接の上、１年間（週

２～３回）の通学を許可された経緯があります。 

 精神障がい者が地域で安心して生活するためには総合的な支援体制が必要です。そのため

には「にも包括」の充実及び現在厚生労働省が勧めている重層的支援体制整備事業の実現

に向け積極的に取り組む必要があります。 

 精神障がい者は収入源が限られているため生活基盤が脆弱です。また福祉サービスは他の

障がい者と比べて格差があり、生活面や医療面を切りつめ健康を害することもあります。

東京都が実施を決めるまでの間の「経過措置として、精神障がい者に対して小金井独自の

福祉手当を支給して下さい。 

 福祉就労の工賃があまりに低く、働く意欲を削いでいます。工賃を引き上げてください。 

 家族会の高齢化がす進む一方、障がい者を持つ家族が少なからず家族会に入っていません。

家族会はその方たちに連絡を取ることが難しく、さらなる市の紹介が必要ですのでよろし

くお願いいたします。 

 見えない障害への理解（市役所、市民への啓蒙）。情報を確保しやすい社会、通訳養成を市

も考えてほしい。聴覚障害団体が手話言語条例をつくり、それを市が支援、誰ひとり取り

残されない社会をつくること。障害者週間だけでなく、障害者も誰でも参加し、共に歩み

寄る行事を作る。 
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 社協、地域福祉フェシリテーター養成講座に参加卒業生が市内でボランティア活動してい

ることを知りました。行政では出来ない血の流れた交流がありました。小さなボランティ

ア活動を評価し、連合体をつくって毛細血管的社会資源に育成して下さい。高次機能障害

者は中途障害、外から見えにくい障害ですが、発症前の能力、スキルは残っています。高

次機能障害に特化した働く場で残っている能力を活かして仂くことは出来ます。調理人、

音楽家、デザイナーなど。高次機能障害者への理解を求めます。市内の福祉事業所、団体

等の連合体を結成。市が外部へ発注する仕事をその連合体でシンアン働く機会の拡大、作

業所、団体を育成して下さい。出来ると思います。「障害のある人もない人も共に学び生き

る社会を目指す小金井市条例」を見えるように具体化しませんか。本気で運用しましょう。

行政だけでなく市民もいっしょに。 

 何かを決める時は必ず当事者に入ってもらうか、当事者の声を聞くようにしてほしい。役

所の担当者が変わるとゼロクリアになってしまうことがあるのできちんと引きつぎして

ほしい。 

 まちで障害者の外出姿を見る事がとても少ない（コロナの影響だけではないと思うが）バ

リアフリーの問題か？・地域に障害者や高令者が集う休む場所がない（本町 1 丁目）。障害

者や高令者は外出時に身体的負担があり困難を伴うため外出を控えがちである。買い物、

行事等の参加、（社会等が）散歩等身体への援助、支え付き添いタクシー乗降時の援助少の

支えで外出が可能になる。研修旅行時、バス（大型、中型、リフト付）の駐車場がない。

非常に不便で困っている。活動場所が障害者センター、まちの北の為不便な人もいる。中

央に一箇所あると助かるのだがいずれかに実現してほしい。 

 障害者を支援する事業所の不足が進んでいます。特に生活介護、グループホームは深刻な

状況です。場所が確保できない、土地の購入費用が高い、賃料が高い、障害者の保護者が

多額の費用を負担する等々、困難が山積のところ、一つ一つ前に進む都力を、市には期待

しています。 
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Ⅲ－３ 事業所 

１ 事業所について 

問１ 貴事業所の運営主体は次のどれですか。（１つに○） 

「特定非営利活動法人（ＮＰＯ）」の割合が 28.2％と最も高く、次いで「社会福祉法人」の割

合が 20.5％、「社団・財団法人」の割合が 15.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 39 ％

社会福祉法人

社団・財団法人

特定非営利活動法人（ＮＰＯ）

医療法人

市町村

その他

無回答

20.5

15.4

28.2

2.6

2.6

28.2

2.6

0 10 20 30 40 50
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問２ 貴事業所で実施している障がい福祉サービスは次のどれですか。（いくつでも○） 

「居宅介護」の割合が 25.6％と最も高く、次いで「就労継続支援（Ｂ型）」の割合が 23.1％、

「計画相談支援」、「児童発達支援事業」の割合が 17.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 39 ％

居宅介護

重度訪問介護

行動援護

重度障害者等包括支援

同行援護

短期入所

計画相談支援

地域移行支援

地域定着支援

療養介護

生活介護

自立訓練（機能訓練）

自立訓練（生活訓練）

就労移行支援（一般型）

就労移行支援（資格取得型）

就労継続支援（Ａ型）

就労継続支援（Ｂ型）

施設入所支援

共同生活援助

宿泊型自立訓練

児童発達支援事業

放課後等デイサービス事業

保育所等訪問支援事業

その他

無回答

25.6

12.8

5.1

0.0

12.8

2.6

17.9

5.1

5.1

0.0

10.3

5.1

0.0

5.1

0.0

0.0

23.1

0.0

10.3

0.0

17.9

15.4

5.1

15.4

0.0

0 10 20 30 40 50
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２ 運営やサービス提供について 

問３ 貴施設・事業所の経営状況はどのような状況ですか。（いくつでも○） 

「従事者の人員確保が困難」の割合が 74.4％と最も高く、次いで「事業単価が低く経営が困難」

の割合が 43.6％、「職員の研修、育成を行う時間が少ない」、「事務量が増大している」の割合が

35.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 39 ％

事業単価が低く経営が困難

施設整備などの資金繰りが困難

職員の給与の据え置きが続いている

労働条件などにより職員の退職がある

従事者の人員確保が困難

職員の研修、育成を行う時間が少ない

事務量が増大している

サービス内容や質の安定、向上を図ること
が困難

市民、近隣住民の理解を得るのに苦慮して
いる

新型コロナウイルス感染症の影響を受けて
いる

その他

無回答

43.6

30.8

20.5

7.7

74.4

35.9

35.9

10.3

5.1

35.9

12.8

2.6

0 20 40 60 80



 

226 

問４ 貴事業所において、今後３年程度の間で新たな事業を検討している障害福祉サー

ビスはありますか。（いくつでも○） 

「特にない」の割合が 64.1％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 39 ％

居宅介護

重度訪問介護

行動援護

重度障害者等包括支援

同行援護

短期入所

計画相談支援

地域移行支援

地域定着支援

療養介護

生活介護

自立訓練（機能訓練）

自立訓練（生活訓練）

自立生活援助

就労移行支援（一般型）

就労移行支援（資格取得型）

就労継続支援（Ａ型）

就労継続支援（Ｂ型）

就労定着支援

施設入所支援

共同生活援助

宿泊型自立訓練

児童発達支援事業

放課後等デイサービス事業

保育所等訪問支援事業

その他

特にない

無回答

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.6

2.6

2.6

0.0

2.6

2.6

0.0

7.7

0.0

2.6

2.6

2.6

2.6

64.1

15.4

0 20 40 60 80
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問５ 貴事業所において、今後３年程度の間で休止を検討している障害福祉サービスは

ありますか。（いくつでも○） 

「特にない」の割合が 69.2％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 39 ％

居宅介護

重度訪問介護

行動援護

重度障害者等包括支援

同行援護

短期入所

計画相談支援

地域移行支援

地域定着支援

療養介護

生活介護

自立訓練（機能訓練）

自立訓練（生活訓練）

自立生活援助

就労移行支援（一般型）

就労移行支援（資格取得型）

就労継続支援（Ａ型）

就労継続支援（Ｂ型）

就労定着支援

施設入所支援

共同生活援助

宿泊型自立訓練

児童発達支援事業

放課後等デイサービス事業

保育所等訪問支援事業

その他

特にない

無回答

5.1

7.7

2.6

0.0

0.0

0.0

2.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

69.2

17.9

0 20 40 60 80
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問５－１ また、休止を検討している理由を簡潔にご記入ください。 

全部で４件のご回答をいただきました。以下に掲載します。 

 職員の高齢化と不足 

 重度訪問介護に対応できる訪問介護員が居ない 

 利用者が極端に少ないのに事務作業量は変わらないため人件費をいびつにしてしまっている 

 ヘルパーの高齢化と新しい人材不足の為 

 

問６ 貴事業所ではサービスの質の向上のために、どのような取り組みを行っています

か｡ （いくつでも○） 

「事故防止のためにヒヤリ･ハット事例の収集・共有を図っている」、「管理者が直接サービス

提供の状況を確認し指導している」の割合が 64.1％と最も高く、次いで「各種研修会、学習会・

セミナーの実施や参加」の割合が 61.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 39 ％

サービス提供のガイドライン、マニュアルを作成し
ている

事故防止のためにヒヤリ･ ハット事例の収集・共有
を図っている

利用者や家族に対し満足度調査を行っている

積極的に外部評価を受けている（ＩＳＯ、第三者評
価など）

独自の自己評価を実施している

管理者が直接サービス提供の状況を確認し指導して
いる

現場のスタッフが自発的に多問題事例に関するケー
ス検討会などを行っている

現場スタッフに任せている

意見箱を設置している

各種研修会、学習会・セミナーの実施や参加

その他

特に行っていない

無回答

46.2

64.1

35.9

35.9

5.1

64.1

43.6

10.3

7.7

61.5

5.1

0.0

5.1

0 20 40 60 80
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問７ スタッフの研修・教育等に関して困っていることは何ですか。（いくつでも○） 

「人材育成のための時間がない」の割合が 51.3％と最も高く、次いで「人材育成のための費用

に余裕がない」の割合が 23.1％、「研修を受講させる人的な余裕がない」の割合が 20.5％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 39 ％

人材育成のための時間がない

人材育成のための費用に余裕がない

従業員の自己啓発への意欲が低い

事業所や法人が人材教育に熱心ではない

指導をできる人材が少ない、または、いな
い

採用時期が別々で効率的な育成ができない

育成してもすぐに辞めてしまう

研修を受講させる人的な余裕がない

その他

特にない

無回答

51.3

23.1

7.7

2.6

12.8

12.8

7.7

20.5

7.7

15.4

7.7

0 20 40 60
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３ 権利擁護・相談支援について 

問８ 平成 28（2016）年４月１日に「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律

（障害者差別解消法）」が施行され、平成 30（2018）年 10 月１日に「障害のある人

もない人も共に学び共に生きる社会を目指す小金井市条例（小金井市差別解消条

例）」が施行されましたが、貴事業所では利用者等から差別に関する相談を受けたこ

とがありますか。 

「ある」の割合が 5.1％、「ない」の割合が 94.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

（１）悪いと思われた対応 

悪いと思われた対応の内容は以下となります。 

 

対応の内容 種別 分野 

保育園の入園について：肢体不自由の子に対して４月までに歩けるように、話せるよ

うになっていないと入園は出来ないと言われたとのこと。会うこともなく電話で断ら

れる。上記の件を数園の園に言われた。 

肢体不自由 子育て 

直近３年間において悪いと思われた対応については、差し当たって思い当たる節もな

く、記憶に彼方で消えてしまっているケースもあるかもしれません。ただし、３年以

上も前であれば、明らかなる障がい者虐待と思われるケースが市内の事業所であった

ことは確かではあります。現在は連携していない事業者となるので現状は把握してい

ません。 

その他 福祉 

 

（２）良いと思われた対応 

良いと思われた対応の内容は以下となります。 

 

対応の内容 種別 分野 

強迫神経症の３０代女性が、住居入居等支援事業を活用してアパート契約へとたどり

着いた。入居前に自費でハウスクリーニングに入会し不動産会社へ依頼していたが、

本人の納得いく内容ではなかったことと、中々領収書が渡されなかったことに家族と

本人が憤慨して、障がい者だと思って甘く見られた、本当はハウスクリーニングはし

ていないのではないかと強いクレームへと発展した。センターが取り持つ形で解約手

続きを進めた結果、仲介手数料と鍵交換費用以外の敷金、礼金、保証会社費、初月の

家賃、ハウスクリーニング費用の全額を返還することで和解となっている。当該不動

産会社とは普段から親密な連携関係を築いていたこともあって、クレーム対応にも柔

軟に対応していただけたことで事なきを得ている。 

精神障がい 
金融・不動

産（住宅） 

卒所生からの報告ですが、小学校入学に医療的ケアが必要だが小金井市が訪問看護の

手配をしてくれ普通学級に行けることになったと喜ばれていた。 
その他 学校・教育 

 

  

回答者数 = 39 ％

ある

ない

無回答

5.1

94.9

0.0

0 20 40 60 80 100
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問８で「ある」と回答した方に伺います。 

問８－１ 差別に関する相談に関してどのように対応していますか。（いくつでも○） 

回答があった２件とも「スタッフが対応」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 2 ％

スタッフが対応

適切な専門機関が対応

その他

無回答

100.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100
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問９ 貴事業所では利用者等から虐待に関する相談を受けたことがありますか。（１つに

○） 

「ある」の割合が 17.9％、「ない」の割合が 82.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問９で「ある」と回答した方に伺います。 

問９－１ 虐待に関する相談に関してどのように対応していますか。（いくつでも○） 

「スタッフが対応」が５件、「適切な専門機関が対応」が２件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９で「ある」と回答した方に伺います。 

問９－２ 相談は誰からの虐待でしたか。（いくつでも○） 

「家族・親せき」が５件となっています。「福祉施設の職員」が２件、「職場の上司・指導員」

が１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 39 ％

ある

ない

無回答

17.9

82.1

0.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 7 ％

スタッフが対応

適切な専門機関が対応

その他

無回答

71.4

28.6

28.6

0.0

0 20 40 60 80

回答者数 = 7 ％

家族・親せき

友人・知人

職場の上司・指導員

学校の教職員

福祉施設の職員

医療機関の職員

その他

無回答

71.4

0.0

14.3

0.0

28.6

0.0

14.3

0.0

0 20 40 60 80
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問 10 職員に対する権利擁護支援に関する研修として、貴事業所でこれまでに実施した

ものがありますか。外部の研修の受講なども含めてください。（いくつでも○） 

「虐待防止のための取り組み研修」の割合が 69.2％と最も高く、次いで「権利擁護の基礎的な

理解の研修」の割合が 46.2％、「介護や支援の質を高める研修」の割合が 25.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 39 ％

権利擁護の基礎的な理解の研修

虐待防止のための取り組み研修

介護や支援の質を高める研修

権利擁護や成年後見制度の理解の研修

その他

特に実施したものはない

無回答

46.2

69.2

25.6

17.9

5.1

10.3

15.4

0 20 40 60 80
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４ 障がい者福祉施策について 

問 11 障がいのある方が相談しやすい体制をつくるためには、どのようなことが必要だ

と思いますか。（いくつでも○） 

「信頼できる相談者がいる」の割合が 71.8％と最も高く、次いで「ちょっとしたことでも相談

に応じてくれる」の割合が 56.4％、「身近な場所で相談できる窓口がある」、「自分の話を聞いて

もらいながら、ゆっくりと時間をかけて相談できること」の割合が 53.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12 小金井市で障がいのある人が生活するうえで、障害者総合支援法や児童福祉法に

よるサービスは足りていると思いますか。（１つに○） 

「足りないと思う」の割合が 48.7％と最も高く、次いで「わからない」の割合が 41.0％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 39 ％

曜日や時間に関係なく、いつでも相談に応じてくれ
る

信頼できる相談者がいる

身近な場所で相談できる窓口がある

インターネットでの相談ができる

電話での相談を充実する

ちょっとしたことでも相談に応じてくれる

自分の話を聞いてもらいながら、ゆっくりと時間を
かけて相談できること

その他

特にない

無回答

43.6

71.8

53.8

35.9

28.2

56.4

53.8

5.1

0.0

2.6

0 20 40 60 80

回答者数 = 39 ％

足りていると思う

足りないと思う

わからない

無回答

7.7

48.7

41.0

2.6

0 20 40 60
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問 12 で「足りないと思う」と回答した方に伺います。 

問 12－１ 具体的にどのサービスが不足しているか理由や背景等を含めてご記入くださ

い。 

全部で 14 件のご回答をいただきました。以下に掲載します。 

 通学・通園の移動支援を認めてほしい。兄弟共に障害のある子ども（就学前）の支援内容

を増やしてほしい。ワンオペでは対応できない。 

 児童発達支援なので保育園や幼稚園への相談が多く聞かれます。受け入れ拒否や受け入

れても時間や日数が制限されることも多くあります。体制整備をしていただき、障がいが

あっても受け入れられる間口の広い質の高い保育園や幼稚園が多くあるといいと思いま

す。他の市では市も一緒に動いてくれていることが多いようです。 

 グループホーム（日中支援型）があるといい、それと送迎も可能な B 型支援作業所もある

と市外の施設を検討する必要が少なくなると思う。 

 生活介護、グループホーム、緊急一時保護 

 放課後等デイサービス利用の問い合わせが多いため 

 生活介護、身体障害、医療ケア対応の共同生活援助 

 フォーマルなサービスとインフォーマルなサービスの連携 

 相談支援…どこも新規受け入れが難しいほど忙しいが報酬単価が安く赤字経営になりや

すいため、参入者が少ない。グループホーム…重度精神障害の受け皿がない 

 自立生活援助など、サービスを利用していない方への支援、２４h 相談や緊急時対応、法

内事業もプラスアルファのサービスが出来ない、評価されない 

 サービスを希望しても使えない現状はは小金井市に限らず他市でも同じようなことが言

えると思います。事業所の人員不足、資金不足は否めないと思います。逆に行政のほうで

提供しているのに、知らない場合も多いのではないかと感じます。 

 訪問介護が不足していると感じた。自事業を含め、ヘルパー支援を希望している障害の方

が何カ月も待たされているという話も聞いた。 

 親亡き後等、本人が住む場所が不足している。 

 障害児通所支援（児童発達支援、放課後等デイサービス）、定員数により受けられない方

がたくさんいる。特に放課後デイは単価が低いわりに小学 1 年～高 3 年までと年数も長

いため、今の報酬制度では運営も困難だと思う。 

 放課後等デイサービスのご要望が来た。保育所等訪問支援の要望がある。 
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問 13 障がいのある人がその人らしく地域で生活するために、障害者総合支援法や児童

福祉法によるサービス以外で特に必要と思われる支援はありますか。（いくつでも

○） 

「ちょっとした不安や困りごとでも相談にのってくれる身近な相談サービス」の割合が 71.8％

と最も高く、次いで「趣味やスポーツなどの集まり」、「買い物など外出に付き添ってくれるサー

ビス」の割合が 56.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 39 ％

話し相手や地域の人の声かけ、訪問

ちょっとした不安や困りごとでも相談にのってくれ
る身近な相談サービス

趣味やスポーツなどの集まり

食事の配達サービス

外出の時に自動車で送迎してくれるサービス

買い物など外出に付き添ってくれるサービス

その他

特にない

無回答

48.7

71.8

56.4

30.8

38.5

56.4

12.8

2.6

5.1

0 20 40 60 80
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問 14 障がいのある人にとって暮らしよいまちづくりのためには、どのようなことが必

要だと考えますか。（５つまで○） 

「何でも相談できる窓口をつくるなど相談体制の充実」の割合が 38.5％と最も高く、次いで

「在宅での生活や介助がしやすいよう保健・医療・福祉のサービスの充実」、「災害のときの避難

誘導体制の整備」、「障がいのある人を支援する関係機関の連携体制の整備」の割合が 35.9％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 39 ％

何でも相談できる窓口をつくるなど相談体制の充実

視覚・聴覚などの障がいや、個別の特性に配慮した
情報提供の充実

在宅での生活や介助がしやすいよう保健・医療・福
祉のサービスの充実

リハビリ・生活訓練・職業訓練などの通所施設の整
備

重度の障がいがある人のための入所施設の整備

一人ひとりの個性を生かした保育や教育内容の充実

職業訓練の充実や働く場所の確保

障がいのある人が参加しやすいスポーツ、サーク
ル、文化活動の充実

様々なボランティア活動の育成

障がいの有無にかかわらず、住民同士がふれあう機
会や場の充実

差別や偏見をなくすための福祉教育や広報活動の充
実

障がいのある人の権利を守るための制度の充実

災害のときの避難誘導体制の整備

公営住宅の優先入居や、グループホームの整備な
ど、生活の場の確保

公共交通や道路、公共施設等のバリアフリー化

障がいのある人を支援する関係機関の連携体制の整
備

その他

無回答

38.5

10.3

35.9

20.5

20.5

15.4

23.1

7.7

12.8

20.5

25.6

15.4

35.9

30.8

7.7

35.9

7.7

12.8

0 10 20 30 40 50
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問 15 小金井の障がい者を取り巻く環境や障がい者福祉の取り組みに関するご意見・ご

提案がありましたらご記入ください。 

全部で 13 件のご回答をいただきました。以下に掲載します。 

意識啓発：１件 

 障がいのある人への理解を高められるような取り組みをお願いしたいです。 

サービスの充実・関係機関の連携：８件 

 障がい者の外出時の支援（ガイドヘルパーの充実、車での送迎など） 

 自立支援協議会との連携が上手にできている感じを実感できません。又、基幹の計画相談

センターが幅広く対応できている感じがないのが残念です。 

 小学校入学初日から支援ができる体制（例えば児童発達支援で入学１か月間に限り付き

添いや直接支援ができるなど）については、保育所等訪問支援の利用希望が通るまでに

様々な手順があり、受給者証の更新が児発→放デイはあっても児発→即保訪などにつな

がらず支援が途切れてしまう。環境の変化が一番大きいタイミングで支援が途切れない

仕組み作りが求められていると思う。児発の関係機関連携などが月２回３ヶ月ほど使え

ると、お子さんもご家族も安心できると思います。 

 本人の希望から何が必要なのかを考える支援者の会議。 

 災害時の対応などを市と話がしたい。また事業等の説明も計画相談だけでなく他事業に

ついてもお願いしたい。 

 問 14 の⑯は、サービスを提供し、利用する方々、ご家族と接する機会が多い現場として

は、大切だと感じています。あるサービスを使うことで生活が成立するケースもあれば、

いくつものサービスを組み合わせる必要があるケース、当人や家族のプランニングだけ

ではカバーしきれない状況など様々な中、関係機関も自分たちが携わるサービスからの

視点が中心となりがちです。多角的にケースから学び実践していく力を関係者が身につ

けていけるようでありたいです。 

 障がい者を抱える親の高齢化に伴い家庭環境も変化しているので、相談窓口迄来なくて

も誰かが家庭内の変化に気付き声かけしていかないといけないと思います。当事者だけ

でなく障がい者福祉事業所のボランティアの方、民生委員の方等からの定期的な聞き取

りも大事だと思います。 

 地域生活支援拠点等」「にも包括」など、今後待ったなしで必要とされてくる事業の方向性が

見えづらく、精神障がいに特化した基幹相談支援センターの設置を検討していただくのはど

うかと感じていました。 

事業運営：３件 

 移動支援の身体なしは長時間になるほど給付料金が低くなるので受ける事業所もなくな

る。身体援助の有無や給付料金の見直しが必要だと思います。 

 サービスを担当する人達への報酬が少なすぎます。 

 近年の深刻な人手不足は福祉業界にも影響を及ぼしているからなのか、ヘルパー事業所

から新規の依頼を断られるケースが相次いでいる。継続的な支援を考えた時には一抹の

不安をぬぐわずにはいられない。最近は小金井市近隣市に事業所を構える所へ新規の依

頼を積極的にするように心掛けてはいるものの、本町、中町あたりは空白エリアとなって

しまうため、既存の事業所に頼らざるを得ない。 

その他：１件 
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 「新市庁舎、福祉会館の完成により、活気のある市民交流の場が新たに生まれることを期待

しています。引き続きよろしくお願いいたします。  
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Ⅲ－４ 一般市民 

１ 回答者属性 

Ｆ１ あなたの性別はどちらですか。（１つに○） 

「女性」の割合が 57.4％、「男性」の割合が 39.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ２ あなたの年齢（令和４（2022）年 12 月１日現在）は次のどれですか。（１つに

○） 

「45～49 歳」の割合が 11.3％と最も高く、次いで「50～54 歳」の割合が 10.1％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 636 ％

男性

女性

そのほか

無回答

39.0

57.4

0.5

3.1

0 20 40 60 80

回答者数 = 636 ％

18～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80歳以上

無回答

0.9

3.6

5.3

6.0

8.2

9.4

11.3

10.1

7.9

8.5

8.5

6.8

6.0

6.6

0.9

0 5 10 15 20 25 30
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Ｆ３ あなたはどちらにお住まいですか。（１つに○） また、丁目を〔  〕内にご記

入ください。 

「本町」の割合が 15.4％と最も高く、次いで「東町」の割合が 14.3％、「緑町」の割合が 13.8％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ４ あなたの主な職業は何ですか。（１つに○） 

「正規雇用（正社員など）」の割合が 38.2％と最も高く、次いで「非正規雇用（契約社員、嘱

託社員、パート、アルバイトなど）」の割合が 18.9％、「家事専業」、「無職」の割合が 14.8％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 636 ％

東町

梶野町

関野町

緑町

中町

前原町

本町

桜町

貫井北町

貫井南町

その他

無回答

14.3

8.5

0.5

13.8

9.9

11.9

15.4

4.4

6.6

9.0

0.0

5.7

0 5 10 15 20 25 30

回答者数 = 636 ％

自営業

正規雇用（正社員など）

非正規雇用（契約社員、嘱託社員、パー
ト、アルバイトなど）

家事専業

学生

無職

その他

無回答

4.6

38.2

18.9

14.8

3.9

14.8

3.9

0.9

0 10 20 30 40 50
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Ｆ５ あなたの住居形態はどれにあたりますか。（１つに○） 

「持ち家（一戸建て）」の割合が 48.1％と最も高く、次いで「賃貸（集合住宅）」の割合が 24.7％、

「持ち家（集合住宅）」の割合が 17.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ６ あなたの家族構成はどのようになっていますか。（１つに○） 

「二世代世帯（親と子）」の割合が 49.2％と最も高く、次いで「夫婦のみ」の割合が 27.7％、

「ひとり暮らし」の割合が 16.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 636 ％

持ち家（一戸建て）

持ち家（集合住宅）

賃貸（一戸建て）

賃貸（集合住宅）

公営住宅

社宅・寮・官舎

その他

無回答

48.1

17.8

2.8

24.7

2.0

3.3

0.5

0.8

0 20 40 60

回答者数 = 636 ％

ひとり暮らし

夫婦のみ

二世代世帯（親と子）

三世代世帯（親と子と孫）

その他

無回答

16.0

27.7

49.2

3.5

2.7

0.9

0 20 40 60
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２ ノーマライゼーション等について 

問１ あなたは、障がいのある人が社会の構成員として、地域の中で共に生活をおくれ

るようにすることを目指すという「ノーマライゼーション」または「共生社会」と

いう言葉を聞いたことがありますか。（１つに○） 

「聞いたことがある」の割合が 58.6％、「聞いたことがない」の割合が 40.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【福祉の関心度別】 

福祉の関心度別にみると、他に比べ、全く関心がない、あまり関心がないで「聞いたことがな

い」の割合が、非常に関心がある、ある程度関心があるで「聞いたことがある」の割合が高くな

っています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

聞
い
た
こ
と
が
あ
る 

聞
い
た
こ
と
が
な
い 

無
回
答 

全  体 636 58.6 40.9 0.5 

非常に関心がある 63 76.2 23.8 － 

ある程度関心がある 312 67.6 32.1 0.3 

どちらともいえない 153 45.8 53.6 0.7 

あまり関心がない 78 37.2 62.8 － 

全く関心がない 10 20.0 80.0 － 

 

  

回答者数 = 636 ％

聞いたことがある

聞いたことがない

無回答

58.6

40.9

0.5

0 20 40 60 80
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問２ あなたは、「障がいのある人が身近で普通に生活しているのが当たり前である」と

いう考え方についてはどう思いますか。（１つに○） 

「そう思う」の割合が 59.7％と最も高く、次いで「どちらかといえばそう思う」の割合が 30.5％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ あなたは、５年前と比べて障がいのある人に対する差別や偏見は改善されたと思

いますか。（１つに○） 

「少しずつ改善されている」の割合が 44.3％と最も高く、次いで「あまり改善されていない」

の割合が 20.1％、「わからない」の割合が 11.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 636 ％

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

わからない

無回答

59.7

30.5

4.9

1.4

2.8

0.6

0 20 40 60 80

回答者数 = 636 ％

かなり改善されている

少しずつ改善されている

あまり改善されていない

改善されていない

どちらともいえない

わからない

無回答

7.9

44.3

20.1

5.2

9.4

11.8

1.3

0 10 20 30 40 50
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問３－１ ５年前と比べて障がいのある人に対する差別や偏見について、「改善されたと

思う場面」と「改善されていないと思う場面」について、具体的にお書きくださ

い。 

【改善されたと思う場面】（241 件） 

・ 電車ホームに落下防止のガードが設置されてきた。（男性、50～54 歳） 

・ 障がいに対する知識、認識ができる内容のニュースや番組が多くなり、理解が深まった方

が多い。ヘルプマークの存在が認知されている。（男性、50～54 歳） 

・ 電車内、通行中の対応。（男性、55～59 歳） 

・ マスコミに取り上げられ、偏見が減った様に思える。（男性、65～69 歳） 

・ 障がいのある方が働ける場が増えた。もっと増えてもいいと思う（女性、40～44 歳） 

・ 誰でもトイレが増えたと思う（女性、45～49 歳） 

・ 車イスが通りやすくなったり手すり、バリアフリー等増えたかなと思う。（女性、70～74歳） 

 
【改善されていないと思う場面】（202 件） 

・ 人々の認識においては大きな変化は感じない。（男性、50～54 歳） 

・ JR の駅など公共施設でも、階段しかない出口はまだ多く、車いすやお年寄りには不便を強

いていると感じる。（男性、60～64 歳） 

・ 子どもが障がいのある方を見ると不思議に思うらしく、色々質問されます。小学校や中学

校で、もう少し障がいのある方との交流があってもいいかと思う。（女性、40～44 歳） 

・ 働く環境が未だ整っていない。（女性、40～44 歳） 

・ 偏見はなかなかぬぐえないと思うが、TV 等であたり前に取りあげていけば、普通になるの

かなとも思う。（女性、55～59 歳） 

・ 段差のある所が多い。（女性、65～69 歳） 

・ 少しでも、相手のために、手助けしたいという気持ち。（自分は自分という個人主義のけい

こうが強くなり、お互い少しづつ助けあうという気持ちが少なくなってきていると思いま

す。）（女性、70～74 歳） 
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３ 福祉に対する関心について 

問４ あなたは、障がい者等に関する法制度や活動をご存じですか。（①から⑫について

それぞれ１つに○） 

『⑦ ヘルプマーク』で「少し知っている」の割合が高くなっています。『⑧ 小金井市障害者

差別解消条例』で「知らない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

よ
く
知
⻒
て
い
る 

少
し
知
⻒
て
い
る 

言
葉
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る 

知
ら
な
い 

無
回
答 

① 障害者週間（毎年 12 月 3日～9日） 636 6.0 12.4 27.8 52.7 1.1 

② 障害者権利条約 636 5.2 11.8 23.6 57.9 1.6 

③ 障害者差別解消法 636 5.3 11.3 20.3 61.6 1.4 

④ 障害者虐待防止法 636 5.2 13.5 25.5 53.9 1.9 

⑤ 成年後見制度 636 16.4 37.4 24.7 20.1 1.4 

⑥ ヘルプカード 636 18.4 31.4 18.7 30.2 1.3 

⑦ ヘルプマーク 636 26.7 38.4 14.9 18.1 1.9 

⑧ 小金井市障害者差別解消条例 636 0.8 5.2 11.0 80.5 2.5 

⑨ 小金井市児童発達支援センター 636 8.2 19.5 23.7 46.9 1.7 

⑩ 小金井市地域自立支援協議会 636 3.5 15.1 23.9 55.7 1.9 

⑪ 障害者福祉センター 636 9.9 28.6 36.2 23.7 1.6 

⑫ 避難行動要支援者名簿 636 3.1 8.0 14.8 72.5 1.6 

 

①  障害者週間（毎年 12 月３日～９日） 

「知らない」の割合が 52.7％と最も高く、次いで「言葉は聞いたことがある」の割合が 27.8％、

「少し知っている」の割合が 12.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 636 ％

よく知っている

少し知っている

言葉は聞いたことがある

知らない

無回答

6.0

12.4

27.8

52.7

1.1

0 20 40 60
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② 障害者権利条約 

「知らない」の割合が 57.9％と最も高く、次いで「言葉は聞いたことがある」の割合が 23.6％、

「少し知っている」の割合が 11.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 障害者差別解消法（平成 28（2016）年４月施行） 

「知らない」の割合が 61.6％と最も高く、次いで「言葉は聞いたことがある」の割合が 20.3％、

「少し知っている」の割合が 11.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 636 ％

よく知っている

少し知っている

言葉は聞いたことがある

知らない

無回答

5.2

11.8

23.6

57.9

1.6

0 20 40 60 80

回答者数 = 636 ％

よく知っている

少し知っている

言葉は聞いたことがある

知らない

無回答

5.3

11.3

20.3

61.6

1.4

0 20 40 60 80
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④ 障害者虐待防止法（平成 24（2012）年 10 月施行） 

「知らない」の割合が 53.9％と最も高く、次いで「言葉は聞いたことがある」の割合が 25.5％、

「少し知っている」の割合が 13.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 成年後見制度 

「少し知っている」の割合が 37.4％と最も高く、次いで「言葉は聞いたことがある」の割合が

24.7％、「知らない」の割合が 20.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 636 ％

よく知っている

少し知っている

言葉は聞いたことがある

知らない

無回答

5.2

13.5

25.5

53.9

1.9

0 20 40 60

回答者数 = 636 ％

よく知っている

少し知っている

言葉は聞いたことがある

知らない

無回答

16.4

37.4

24.7

20.1

1.4

0 10 20 30 40 50
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⑥ ヘルプカード 

「少し知っている」の割合が 31.4％と最も高く、次いで「知らない」の割合が 30.2％、「言葉

は聞いたことがある」の割合が 18.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ ヘルプマーク 

「少し知っている」の割合が 38.4％と最も高く、次いで「よく知っている」の割合が 26.7％、

「知らない」の割合が 18.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 636 ％

よく知っている

少し知っている

言葉は聞いたことがある

知らない

無回答

18.4

31.4

18.7

30.2

1.3

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 636 ％

よく知っている

少し知っている

言葉は聞いたことがある

知らない

無回答

26.7

38.4

14.9

18.1

1.9

0 10 20 30 40 50
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⑧ 小金井市障害者差別解消条例（平成 30（2018）年 10 月施行） 

「知らない」の割合が 80.5％と最も高く、次いで「言葉は聞いたことがある」の割合が 11.0％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 小金井市児童発達支援センター 

「知らない」の割合が 46.9％と最も高く、次いで「言葉は聞いたことがある」の割合が 23.7％、

「少し知っている」の割合が 19.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 636 ％

よく知っている

少し知っている

言葉は聞いたことがある

知らない

無回答

0.8

5.2

11.0

80.5

2.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 636 ％

よく知っている

少し知っている

言葉は聞いたことがある

知らない

無回答

8.2

19.5

23.7

46.9

1.7

0 20 40 60



Ⅲ 障害者計画・障害福祉計画策定に関する調査 

251 

⑩ 小金井市地域自立支援協議会 

「知らない」の割合が 55.7％と最も高く、次いで「言葉は聞いたことがある」の割合が 23.9％、

「少し知っている」の割合が 15.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ 障害者福祉センター 

「言葉は聞いたことがある」の割合が 36.2％と最も高く、次いで「少し知っている」の割合が

28.6％、「知らない」の割合が 23.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 636 ％

よく知っている

少し知っている

言葉は聞いたことがある

知らない

無回答

3.5

15.1

23.9

55.7

1.9

0 20 40 60 80

回答者数 = 636 ％

よく知っている

少し知っている

言葉は聞いたことがある

知らない

無回答

9.9

28.6

36.2

23.7

1.6

0 10 20 30 40 50
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⑫ 避難行動要支援者名簿 

「知らない」の割合が 72.5％と最も高く、次いで「言葉は聞いたことがある」の割合が 14.8％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 636 ％

よく知っている

少し知っている

言葉は聞いたことがある

知らない

無回答

3.1

8.0

14.8

72.5

1.6

0 20 40 60 80
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問５ あなたは、障がいのある人の福祉について関心をお持ちですか。（１つに○） 

「ある程度関心がある」の割合が 49.1％と最も高く、次いで「どちらともいえない」の割合が

24.1％、「あまり関心がない」の割合が 12.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、65 歳以上で「ある程度関心がある」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

非
常
に
関
心
が
あ
る 

あ
る
程
度
関
心
が
あ
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
ま
り
関
心
が
な
い 

全
く
関
心
が
な
い 

無
回
答 

全  体 636 9.9 49.1 24.1 12.3 1.6 3.1 

18～19 歳 6 16.7 33.3 33.3 16.7 － － 

20～24 歳 23 8.7 43.5 30.4 13.0 4.3 － 

25～29 歳 34 5.9 50.0 23.5 17.6 － 2.9 

30～34 歳 38 10.5 39.5 18.4 18.4 7.9 5.3 

35～39 歳 52 11.5 40.4 25.0 17.3 1.9 3.8 

40～44 歳 60 13.3 33.3 31.7 18.3 1.7 1.7 

45～49 歳 72 4.2 47.2 26.4 18.1 1.4 2.8 

50～54 歳 64 10.9 40.6 26.6 17.2 4.7 － 

55～59 歳 50 24.0 52.0 14.0 8.0 － 2.0 

60～64 歳 54 9.3 48.1 25.9 14.8 － 1.9 

65～69 歳 54 3.7 61.1 22.2 5.6 － 7.4 

70～74 歳 43 7.0 69.8 18.6 － － 4.7 

75～79 歳 38 － 71.1 23.7 － － 5.3 

80 歳以上 42 19.0 54.8 19.0 4.8 － 2.4 

  

回答者数 = 636 ％

非常に関心がある

ある程度関心がある

どちらともいえない

あまり関心がない

全く関心がない

無回答

9.9

49.1

24.1

12.3

1.6

3.1

0 20 40 60
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４ 障がいのある人とのふれあいについて 

問６ あなたのまわりに、日常的に交流をしている障がいのある人はいますか。（いくつ

でも○） 

「いない」の割合が 50.3％と最も高く、次いで「職場や学校にいる」の割合が 20.0％、「家族

や親族にいる」の割合が 18.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 障がいのある人、ない人相互の交流活動や催し、あるいはボランティア活動が地

域で行われていますが、あなたは、そのような活動に参加したことがありますか。

（１つに○） 

「参加したことがある」の割合が 15.1％、「参加したことがない」の割合が 83.8％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 636 ％

近所にいる

職場や学校にいる

友人や知人にいる

家族や親族にいる

いない

無回答

7.5

20.0

14.8

18.6

50.3

0.8

0 20 40 60

回答者数 = 636 ％

参加したことがある

参加したことがない

無回答

15.1

83.8

1.1

0 20 40 60 80 100
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問８ あなたは、今後、どのような交流活動や催し、あるいはボランティア活動に参加

したいと思いますか。（いくつでも○） 

「障がいのある人が働いているお店等を利用する」の割合が 48.4％と最も高く、次いで「わか

らない」の割合が 26.6％、「地域のボランティア活動に参加する」の割合が 18.7％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【福祉の関心度別】 

福祉の関心度別にみると、他に比べ、全く関心がない、あまり関心がないで「わからない」の

割合が、非常に関心があるで「障がいのある人が働いているお店等を利用する」の割合が高くな

っています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

障
が
い
者
施
設
で
ボ
ラ
ン
テ
⻘
ア
活

動
を
す
る 

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
⻘
ア
活
動
に
参
加

す
る 

障
が
い
の
あ
る
人
々
の
た
め
の
募
金

を
す
る 

障
が
い
の
あ
る
人
々
が
必
要
と
す
る

場
所
の
提
供
や
物
の
援
助
を
行
う 

障
が
い
の
あ
る
人
が
働
い
て
い
る
お

店
等
を
利
用
す
る 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 636 7.1 18.7 15.4 14.6 48.4 5.8 26.6 2.2 

非常に関心がある 63 23.8 36.5 14.3 20.6 66.7 12.7 7.9 － 

ある程度関心がある 312 7.1 21.8 18.3 20.2 52.9 4.8 20.2 2.2 

どちらともいえない 153 2.6 10.5 13.7 9.8 41.8 4.6 35.3 2.0 

あまり関心がない 78 1.3 10.3 11.5 2.6 34.6 6.4 46.2 － 

全く関心がない 10 10.0 － － － 10.0 20.0 60.0 － 

 

  

回答者数 = 636 ％

障がい者施設でボランティア活動をする

地域のボランティア活動に参加する

障がいのある人々のための募金をする

障がいのある人々が必要とする場所の提供
や物の援助を行う

障がいのある人が働いているお店等を利用
する

その他

わからない

無回答

7.1

18.7

15.4

14.6

48.4

5.8

26.6

2.2

0 20 40 60
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問９ あなたは、障がい者等に対してどのようにお考えですか。（①から⑤についてそれ

ぞれ１つに○） 

『① 身体障がい』で「一定の理解をしていると思う」の割合が高くなっています。『⑤ 高次

脳機能障害』で「あまり理解をしていないと思う」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

全 
 

体 

十
分
理
解
し
て
い
る
と
思
う 

一
定
の
理
解
を
し
て
い
る
と
思
う 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
ま
り
理
解
を
し
て
い
な
い
と
思
う 

全
く
理
解
し
て
い
な
い
と
思
う 

無
回
答 

①  身体障がい 636 8.5 59.6 15.4 13.2 2.2 1.1 

②  知的障がい 636 6.1 51.6 18.7 19.7 3.0 0.9 

③  精神障がい 636 6.0 41.8 24.1 22.6 4.6 0.9 

④  発達障がい 636 8.0 49.1 19.7 19.3 2.7 1.3 

⑤  高次脳機能障がい 636 6.1 25.6 20.9 28.5 16.8 2.0 

 

 

 

①  身体障がい 

「一定の理解をしていると思う」の割合が 59.6％と最も高く、次いで「どちらともいえない」

の割合が 15.4％、「あまり理解をしていないと思う」の割合が 13.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 636 ％

十分理解していると思う

一定の理解をしていると思う

どちらともいえない

あまり理解をしていないと思う

全く理解していないと思う

無回答

8.5

59.6

15.4

13.2

2.2

1.1

0 20 40 60 80
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②  知的障がい 

「一定の理解をしていると思う」の割合が 51.6％と最も高く、次いで「あまり理解をしていな

いと思う」の割合が 19.7％、「どちらともいえない」の割合が 18.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③  精神障がい 

「一定の理解をしていると思う」の割合が 41.8％と最も高く、次いで「どちらともいえない」

の割合が 24.1％、「あまり理解をしていないと思う」の割合が 22.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 636 ％

十分理解していると思う

一定の理解をしていると思う

どちらともいえない

あまり理解をしていないと思う

全く理解していないと思う

無回答

6.1

51.6

18.7

19.7

3.0

0.9

0 20 40 60

回答者数 = 636 ％

十分理解していると思う

一定の理解をしていると思う

どちらともいえない

あまり理解をしていないと思う

全く理解していないと思う

無回答

6.0

41.8

24.1

22.6

4.6

0.9

0 10 20 30 40 50
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④  発達障がい 

「一定の理解をしていると思う」の割合が 49.1％と最も高く、次いで「どちらともいえない」

の割合が 19.7％、「あまり理解をしていないと思う」の割合が 19.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤  高次脳機能障がい 

「あまり理解をしていないと思う」の割合が 28.5％と最も高く、次いで「一定の理解をしてい

ると思う」の割合が 25.6％、「どちらともいえない」の割合が 20.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 636 ％

十分理解していると思う

一定の理解をしていると思う

どちらともいえない

あまり理解をしていないと思う

全く理解していないと思う

無回答

8.0

49.1

19.7

19.3

2.7

1.3

0 20 40 60

回答者数 = 636 ％

十分理解していると思う

一定の理解をしていると思う

どちらともいえない

あまり理解をしていないと思う

全く理解していないと思う

無回答

6.1

25.6

20.9

28.5

16.8

2.0

0 10 20 30 40 50
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問 10 あなたご自身は、障がいのある人と一緒に仕事をすることについてどう思います

か。（１つに○） 

「どちらともいえない」の割合が 59.9％と最も高く、次いで「どちらかといえば一緒に仕事を

したい」の割合が 19.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【福祉の関心度別】 

福祉の関心度別にみると、他に比べ、非常に関心がある、ある程度関心があるで「どちらかと

いえば一緒に仕事をしたい」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

一
緒
に
仕
事
を
し
た
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
一
緒
に

仕
事
を
し
た
い 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
一
緒
に

仕
事
を
し
た
く
な
い 

一
緒
に
仕
事
を
し
た
く
な
い 

無
回
答 

全  体 636 9.3 19.7 59.9 7.7 1.3 2.2 

非常に関心がある 63 27.0 34.9 36.5 － 1.6 － 

ある程度関心がある 312 10.3 26.0 56.1 5.1 0.3 2.2 

どちらともいえない 153 3.9 8.5 79.1 6.5 1.3 0.7 

あまり関心がない 78 － 9.0 62.8 25.6 1.3 1.3 

全く関心がない 10 － － 40.0 30.0 30.0 － 

 

  

回答者数 = 636 ％

一緒に仕事をしたい

どちらかといえば一緒に仕事をしたい

どちらともいえない

どちらかといえば一緒に仕事をしたくない

一緒に仕事をしたくない

無回答

9.3

19.7

59.9

7.7

1.3

2.2

0 20 40 60 80
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問 11 障がいの有無に関わらず、子どもたちが一緒に学んだり、保育を受けることにつ

いて、あなたの考えに一番近いものはどれですか。（１つに○） 

「障がいの状況や程度に合わせて、専門的な保育や教育を受けるほうがよい」の割合が 52.4％

と最も高く、次いで「障がいの有無に関わらず、できるだけ一緒に過ごせるのがよい」の割合が

34.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【福祉の関心度別】 

福祉の関心度別にみると、他に比べ、あまり関心がない、全く関心がないで「障がいの状況や

程度に合わせて、専門的な保育や教育を受けるほうがよい」の割合が、ある程度関心があるで「障

がいの有無に関わらず、できるだけ一緒に過ごせるのがよい」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
⺯
で
き
る
だ
け

一
緒
に
過
ご
せ
る
の
が
よ
い 

障
が
い
の
状
況
や
程
度
に
合
わ
せ
て
⺯
専
門

的
な
保
育
や
教
育
を
受
け
る
ほ
う
が
よ
い 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 636 34.9 52.4 4.4 6.8 1.6 

非常に関心がある 63 34.9 49.2 9.5 4.8 1.6 

ある程度関心がある 312 42.9 48.1 4.8 2.9 1.3 

どちらともいえない 153 29.4 52.9 3.3 13.7 0.7 

あまり関心がない 78 16.7 74.4 1.3 7.7 － 

全く関心がない 10 10.0 60.0 － 30.0 － 

  

回答者数 = 636 ％

障がいの有無に関わらず、できるだけ一緒に過ごせ
るのがよい

障がいの状況や程度に合わせて、専門的な保育や教
育を受けるほうがよい

その他

わからない

無回答

34.9

52.4

4.4

6.8

1.6

0 20 40 60
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問 12 小金井市で障がいのある人もない人も、みんな一緒に暮らしていくためには、ど

のようなことが必要だと思いますか。具体的にお書きください。 

１ 啓発・福祉教育（115 件） 

・ 障がい者に対する理解を深めるような教育を充実させる。（男性、40～44 歳） 

・ 障がい者に偏見を持たない様にすること。特に若者、中高年の意識改革、教育が必要だと思

います。（男性、50～54 歳） 

・ リーフレット等で知識、理解を市民に広げる。（女性、45～49 歳） 

・ みんなが理解を深める。関心を持つ（女性、65～69 歳） 

・ 障がいの実情などを知ってもらうための啓発が必要と思う。（女性、75～79 歳） 

 

２ 地域や学校等での交流（100 件） 

・ 交流を増やしてお互い理解しあう場の提供等が必要ではないかと思う。（男性、50～54 歳） 

・ 交流施設の拡充。（男性、55～59 歳） 

・ イベントの告知、同じ体験を行うイベントの実施。（女性、20～24 歳） 

 

３ ユニバーサルデザイン・バリアフリーの推進（31 件） 

・ 障がい者対応施設（エレベーター、エスカレーター等）の設置増加。（男性、35～39 歳） 

・ 道路の段差や、道にベンチを設けて休憩できる場所をつくる。お店の通路を広くする。横断

歩道の時間を長めにできるようにする。自転車用道路の整備。（女性、35～39 歳） 

 

４ 支援・サービスの充実（47 件） 

・ 障がいのある人の自立を促す行政のサポート。（男性、50～54 歳） 

 

５ 就労の場づくり（8 件） 

・ 障がいがあろうと、なかろうと人は「生きがい」が必要だと思います。そのためには、障が

いのある人は、その程度に合わせた働く場所があると、その人らしく、より豊かに生きられ

ると思います。（女性、50～54 歳） 

 

６ その他（39 件） 

・ 障害の種類や程度によって大きく対応が異なる為、一概には言えない。（男性、50～54 歳） 
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５ 障がいのある人への日常的な支援・手助けについて 

問 13 あなたは、個人として障がいのある方に次のような支援・手助けをしたことがあ

りますか。（いくつでも○） 

「公共の交通機関等で席を譲った」の割合が 70.3％と最も高く、次いで「階段の昇り降りや道

路の横断、電車・バス等の乗り降りに手を貸したり、声をかけたりした」の割合が 45.9％、「特

に支援・手助けをしたことはない」の割合が 23.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 636 ％

公共の交通機関等で席を譲った

階段の昇り降りや道路の横断、電車・バス等の乗り
降りに手を貸したり、声をかけたりした

荷物を持ってあげた

車いすを押したり、持ち上げるのを手伝った

ポストに郵便物がたまっていないかなど、普段から
様子を気にかけている

訪問したり、話相手になったりした

メモや筆談で話を聞いたり、情報提供を行ったりし
た

代筆したり、文字情報を読み上げてあげたりした

代わりに買い物をした

食事や惣菜を持って行った

食事を作ったり、掃除や洗濯を手伝ったりした

車で送り迎えをするなど外出の手助けをした

その他

特に支援・手助けをしたことはない

無回答

70.3

45.9

20.3

23.0

2.0

5.5

10.4

4.9

4.9

3.1

2.0

4.4

3.9

23.1

1.6

0 20 40 60 80
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【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、55～59 歳で「階段の昇り降りや道路の横断、電車・バス等の乗り

降りに手を貸したり、声をかけたりした」の割合が、80 歳以上で「特に支援・手助けをしたこと

はない」の割合が、60～64 歳で「車いすを押したり、持ち上げるのを手伝った」の割合が高くな

っています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

公
共
の
交
通
機
関
等
で
席
を
譲
⻒
た 

階
段
の
昇
り
降
り
や
道
路
の
横
断
⺯

電
車
・
バ
ス
等
の
乗
り
降
り
に
手
を

貸
し
た
り
⺯
声
を
か
け
た
り
し
た 

荷
物
を
持
⻒
て
あ
げ
た 

車
い
す
を
押
し
た
り
⺯
持
ち
上
げ
る

の
を
手
伝
⻒
た 

ポ
ス
ト
に
郵
便
物
が
た
ま
⻒
て
い
な

い
か
な
ど
⺯
普
段
か
ら
様
子
を
気
に

か
け
て
い
る 

訪
問
し
た
り
⺯
話
相
手
に
な
⻒
た
り

し
た 

メ
モ
や
筆
談
で
話
を
聞
い
た
り
⺯
情

報
提
供
を
行
⻒
た
り
し
た 

全  体 636 70.3 45.9 20.3 23.0 2.0 5.5 10.4 

18～19 歳 6 66.7 50.0 33.3 － － 16.7 － 

20～24 歳 23 69.6 17.4 8.7 8.7 － － 8.7 

25～29 歳 34 73.5 23.5 11.8 2.9 － 2.9 8.8 

30～34 歳 38 73.7 39.5 15.8 21.1 2.6 7.9 13.2 

35～39 歳 52 65.4 42.3 19.2 19.2 1.9 1.9 11.5 

40～44 歳 60 70.0 38.3 20.0 18.3 1.7 6.7 11.7 

45～49 歳 72 69.4 40.3 15.3 20.8 － 2.8 9.7 

50～54 歳 64 67.2 51.6 20.3 25.0 － 3.1 14.1 

55～59 歳 50 78.0 66.0 32.0 36.0 4.0 12.0 16.0 

60～64 歳 54 81.5 59.3 22.2 42.6 1.9 3.7 13.0 

65～69 歳 54 70.4 50.0 20.4 31.5 3.7 7.4 5.6 

70～74 歳 43 76.7 60.5 34.9 27.9 11.6 9.3 14.0 

75～79 歳 38 60.5 36.8 18.4 23.7 － 2.6 7.9 

80 歳以上 42 57.1 52.4 16.7 9.5 － 9.5 － 

（次のページへ） 
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単位：％ 

区分 

代
わ
り
に
買
い
物
を
し
た 

食
事
や
惣
菜
を
持
⻒
て
行
⻒
た 

食
事
を
作
⻒
た
り
⺯
掃
除
や
洗
濯
を

手
伝
⻒
た
り
し
た 

車
で
送
り
迎
え
を
す
る
な
ど
外
出
の

手
助
け
を
し
た 

そ
の
他 

特
に
支
援
・
手
助
け
を
し
た
こ
と
は

な
い 

無
回
答 

全  体 4.9 3.1 2.0 4.4 3.9 23.1 1.6 

18～19 歳 － － － － － 16.7 － 

20～24 歳 － － － － － 30.4 － 

25～29 歳 － － － － 2.9 26.5 － 

30～34 歳 7.9 － － － 2.6 21.1 － 

35～39 歳 － 1.9 1.9 1.9 1.9 25.0 1.9 

40～44 歳 6.7 3.3 3.3 3.3 5.0 15.0 1.7 

45～49 歳 1.4 2.8 － 2.8 4.2 16.7 － 

50～54 歳 3.1 3.1 1.6 10.9 4.7 17.2 － 

55～59 歳 10.0 6.0 8.0 10.0 2.0 14.0 2.0 

60～64 歳 5.6 1.9 1.9 3.7 3.7 16.7 － 

65～69 歳 5.6 7.4 1.9 7.4 5.6 24.1 － 

70～74 歳 9.3 2.3 4.7 9.3 7.0 30.2 － 

75～79 歳 10.5 5.3 2.6 － 2.6 36.8 2.6 

80 歳以上 4.8 4.8 － 2.4 7.1 42.9 11.9 
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【福祉の関心度別】 

福祉の関心度別にみると、他に比べ、非常に関心があるで「メモや筆談で話を聞いたり、情報

提供を行ったりした」「代筆したり、文字情報を読み上げてあげたりした」の割合が、非常に関心

がある、ある程度関心があるで「公共の交通機関等で席を譲った」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

公
共
の
交
通
機
関
等
で
席
を
譲
⻒
た 

階
段
の
昇
り
降
り
や
道
路
の
横
断
⺯

電
車
・
バ
ス
等
の
乗
り
降
り
に
手
を

貸
し
た
り
⺯
声
を
か
け
た
り
し
た 

荷
物
を
持
⻒
て
あ
げ
た 

車
い
す
を
押
し
た
り
⺯
持
ち
上
げ
る

の
を
手
伝
⻒
た 

ポ
ス
ト
に
郵
便
物
が
た
ま
⻒
て
い
な

い
か
な
ど
⺯
普
段
か
ら
様
子
を
気
に

か
け
て
い
る 

訪
問
し
た
り
⺯
話
相
手
に
な
⻒
た
り

し
た 

メ
モ
や
筆
談
で
話
を
聞
い
た
り
⺯
情

報
提
供
を
行
⻒
た
り
し
た 

全  体 636 70.3 45.9 20.3 23.0 2.0 5.5 10.4 

非常に関心がある 63 76.2 58.7 28.6 23.8 3.2 15.9 23.8 

ある程度関心がある 312 74.4 54.8 23.1 27.2 2.2 5.8 10.3 

どちらともいえない 153 63.4 34.0 14.4 16.3 0.7 2.0 5.2 

あまり関心がない 78 61.5 25.6 7.7 16.7 1.3 2.6 10.3 

全く関心がない 10 60.0 20.0 30.0 20.0 10.0 10.0 20.0 

 

区分 

代
筆
し
た
り
⺯
文
字
情
報
を
読
み
上

げ
て
あ
げ
た
り
し
た 

代
わ
り
に
買
い
物
を
し
た 

食
事
や
惣
菜
を
持
⻒
て
行
⻒
た 

食
事
を
作
⻒
た
り
⺯
掃
除
や
洗
濯
を

手
伝
⻒
た
り
し
た 

車
で
送
り
迎
え
を
す
る
な
ど
外
出
の

手
助
け
を
し
た 

そ
の
他 

特
に
支
援
・
手
助
け
を
し
た
こ
と
は

な
い 

無
回
答 

全  体 4.9 4.9 3.1 2.0 4.4 3.9 23.1 1.6 

非常に関心がある 14.3 9.5 7.9 9.5 14.3 9.5 7.9 1.6 

ある程度関心がある 3.8 4.2 3.2 1.6 4.5 4.2 20.5 1.3 

どちらともいえない 3.9 4.6 2.0 0.7 2.0 2.6 28.8 2.6 

あまり関心がない 2.6 3.8 2.6 1.3 2.6 2.6 32.1 － 

全く関心がない 20.0 10.0 － － － － 30.0 － 
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問 13－１ 支援や手助けしたことがない理由は何ですか。（いくつでも○） 

「支援・手助けを必要とする人が身近にいない・必要とされたことがない」の割合が 63.9％と

最も高く、次いで「支援・手助けをするほど親しい人がいないから」の割合が 44.9％、「どのよ

うにしてよいかわからないから」の割合が 34.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14 近所に住む障がいのある方などへの日常的な支援について、あなたの考えに一番

近いものはどれですか。（１つに○） 

「近所に住む者として、できる範囲で支援したい」の割合が 26.1％と最も高く、次いで「支援

をしたいが、何をすればよいのかわからない」の割合が 23.3％、「支援をしたいが、自分のこと

で精一杯でその余裕がない」の割合が 18.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 147 ％

支援・手助けをするほど親しい人がいないから

支援・手助けを必要とする人が身近にいない・必要
とされたことがない

気恥ずかしさを感じるから

おせっかいのような気がするから

どのようにしてよいかわからないから

専門の人や関係者に任せた方がよいと思うから

関心がないから

その他

無回答

44.9

63.9

8.2

12.2

34.7

12.9

0.7

5.4

0.7

0 20 40 60 80

回答者数 = 636 ％

近所に住む者として、できる範囲で支援したい

支援をしたいが、気恥ずかしくてできない

支援をしたいが、おせっかいのような気がするから
控えている

支援をしたいが、何をすればよいのかわからない

支援をしたいが、自分のことで精一杯でその余裕が
ない

支援は国・都・市などの行政機関に任せておけばよ
い

支援は障害福祉サービス事業所などの仕事なので、
近所の者はしなくてよい

支援はボランティア団体等が行うので、個人として
行う必要はない

その他

無回答

26.1

1.9

10.7

23.3

18.2

2.7

1.7

0.6

5.8

9.0

0 10 20 30 40 50
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６ 障がい者施策について 

問 15 あなたは、障がいのある人の身の回りの支援は、主として誰が担うのがよいと思

いますか。（１つに○） 

「行政や家族も含めた地域社会全体で支援するのがよい」の割合が 69.3％と最も高くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者数 = 636 ％

できるだけ家族が中心になって支援するの
がよい

できるだけ行政が中心になって支援するの
がよい

行政や家族も含めた地域社会全体で支援す
るのがよい

事業所などのサービス提供者

わからない

無回答

7.9

9.0

69.3

4.9

6.1

2.8

0 20 40 60 80
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問 16 平成 28（2016）年４月１日に「障害者差別解消法」が施行され、平成 30（2018）

年 10 月１日に「障害のある人もない人も共に学び共に生きる社会を目指す小金井市条例

（小金井市差別解消条例）」が施行されました。あなたが考える、障がい者に対する配慮

※とはどのようなことですか。思いつくことをお書きください。 

１ 障がい者に対する理解・知識、偏見を無くす（134 件） 

・ どんなことに配慮してもらいたいのか障がい者の声に耳を傾ける、無関心でいないこと 

（女性、45～49 歳） 

・ 差別なく、対等に接することで、何に困っているか、本人に話してもらう。気を使いすぎず、

本人から発信してもらう。話しやすい環境を作る。（女性、45～49 歳） 

・ その人の障害について正しく理解すること（女性、65～69 歳） 

 

２ 支え合い（90 件） 

・ 気になったら声かけをする。困っていたら助ける。（男性、40～44 歳） 

・ 障害者が個々人の能力を発揮できるように無理のない範囲での支援を行うこと 

（男性、45～49 歳） 

・ 必要とされた時に動ける事。自分が出来る事は協力したい。（女性、65～69 歳） 

・ 障がいがある方でもない方でも街中で助けを求められたら自分にできる範囲内でお手伝いで

きれば良いと思う気持（女性、70～74 歳） 

 

３ バリヤフリー化・ユニバーサルデザインの推進（16 件） 

・ 段差の無い歩道,列車ホームのドア。（男性、70～74 歳） 

・ バリアフリーをたくさん設けて住みやすい街づくり。（女性、50～54 歳） 

 

４ 支援の充実（29 件） 

・ 障がいのある方々の考えや困り事に寄り添い、しっかりニーズを聞きとって支援体制を築い

ていくことが大切だと思う。（女性、55～59 歳） 

 

５ その他（17 件） 

・ 障がいも色々、程度も色々なので、どうするのが良いか、思いつかない。（女性、70～74 歳） 
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問 17 障がいのある人にとって暮らしよいまちづくりのためには、どのようなことが必

要だと考えますか。（５つまで○） 

「何でも相談できる窓口をつくるなど相談体制の充実」の割合が 55.2％と最も高く、次いで

「在宅での生活や介助がしやすいよう保健・医療・福祉のサービスの充実」の割合が 44.0％、「職

業訓練の充実や働く場所の確保」の割合が 33.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 636 ％

何でも相談できる窓口をつくるなど相談体制の充実

視覚・聴覚などの障がいの特性に配慮した情報提供
の充実

在宅での生活や介助がしやすいよう保健・医療・福
祉のサービスの充実

リハビリ・生活訓練・職業訓練などの通所施設の整
備

重度の障がいがある人のための入所施設の整備

一人ひとりの個性を生かした保育や教育内容の充実

職業訓練の充実や働く場所の確保

障がいのある人が参加しやすいスポーツ、サーク
ル、文化活動の充実

様々なボランティア活動の育成

障がいの有無にかかわらず、住民同士がふれあう機
会や場の充実

差別や偏見をなくすための福祉教育や広報活動の充
実

障がいのある人の権利を守るための制度の充実

災害のときの避難誘導体制の整備

公営住宅の優先入居や、グループホームの整備な
ど、生活の場の確保

公共交通や道路、公共施設等のバリアフリー化

障がいのある人を支援する関係機関の連携体制の整
備

その他

無回答

55.2

27.7

44.0

27.8

25.9

25.0

33.8

16.2

10.7

20.3

21.9

8.3

17.1

18.4

32.1

17.5

2.0

6.6

0 20 40 60 80
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問 18 小金井市では、「誰もがいきいきと暮らすことのできるまち」の実現をめざして

います。あなたは、小金井市は「誰もがいきいきと暮らすことのできるまち」だと

思いますか。（１つに○） 

「どちらかといえばそう思う」の割合が 54.1％と最も高く、次いで「どちらかといえばそう思

わない」の割合が 25.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 19 障がいに関する理解を深めるために、どのような理解啓発活動が必要であると思

いますか。（いくつでも○） 

「学校教育における理解・啓発活動の充実」の割合が 59.6％と最も高く、次いで「日常でのち

ょっとした手助けをするサポーターの養成」の割合が 42.8％、「市内のバリアフリーマップの作

成」の割合が 34.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 636 ％

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答

6.9

54.1

25.6

8.0

5.3

0 20 40 60

回答者数 = 636 ％

常設で作品展示や物品販売ができる場所の設置

車いす・手話・点字・アイマスク等の体験の機会

地域の障がい福祉サービス事業所等を訪問し、施設内の見学
や作業体験の実施

日常でのちょっとした手助けをするサポーターの養成

障がいのある方と障がいのない方とのふれあいを通して相互
理解を深めること等を目的としたイベントの開催

市内のバリアフリーマップの作成

障がいのある方への理解を深めるリーフレットの配布

障がいのある方への差別解消に関する啓発

ヘルプマーク、ヘルプカードの作成・配布

学校教育における理解・啓発活動の充実

その他

無回答

20.1

24.8

16.4

42.8

30.2

34.0

21.4

23.7

25.8

59.6

2.4

4.2

0 20 40 60 80
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ご意見、ご提案などがありましたら、自由にお書きください。 

１ 市政全般（27 件） 

・ 本人や家族、関わる人がどんな事に困っているかを把握できる体制を整えて欲しい。たらい

回しされると頼りたくても頼れない。（女性、50～54 歳） 

・ 市報はチェックしているが、保健福祉についての情報を目にすることが少ない。将来、自分

が家族がいつ万一どうなるか分からないことも考えると、小金井市の現状（福祉関係諸々)や

今後考えていることは、住民としてもっともっと発信してほしいですし、紙ベースでなくて

も良いので、ネット等他、南口広場等を使って報告をやっていってほしい。（男性、50～54 歳） 

 

２ 差別・理解（40 件） 

・ 機会があれば、サポートしたいと感じている方は、自身を含めて多いのではと思います。た

だ、周りにそのような方がいないのと、障がいに対する知識や障がい者の思いを理解してい

ないため、どうサポートすれば良いのか、どう接すれば良いのかがわからず、いざと言うと

きには戸惑ってしまう人がほとんどではないでしょうか。理解、啓発活動の機会を積極的に

発信していただきたいと思います。ぜひ、利用したいと思います。また、平日参加できない

方がほとんどのため、そのような機会は休日に開催いただけると良いと思います。 

（男性、50～54 歳） 
・ （思いつくままに）子供のころ近所に複数の障がい者（身体・精神）がいましたが、特別意

識しないで普通に暮らしていました。あるがままを受け入れるといった感覚があると良いと

思います。（男性、75～79 歳） 

・ 障害のある方について、接したことがない方はわからないので、対応できないのではないで

しょうか。しかし、個性としてへだてなく、1人の人として接することで良いと、小さな時か

ら教えてもらえば特別な存在ではなくなると思います。（女性、55～59 歳） 

・ 気になり、何とかできないかと考える事があるがそれで終わってしまっている。障がい者の

方を知り理解ができて、次にできる何かを私達の方から理解し、何かを行う事ができる。そ

の入り口に立たないとずっと同じだと思うので、何かの機会に参加しようと思った。（女性、

70～74 歳） 

 

３ 障がい者施策・サービス等（22 件） 

・ 発達障がい、知的障がいの子どもが通える施設をふやしてほしい。公立の幼稚園はできない

のか。障がいの程度で入園をことわられたり、退園になると聞いたことがあり、受け入れ先

が無いととても不安に感じる。定型の発達の児と生活する場と障がいに応じてサポートして

もらえる場の両方を利用させたい。（男性、35～39 歳） 

・ 身近に障がいのある方がいないため"どのように考えているのか"や"支援を必要としている

のか"が分かりません。ウーバーイーツのようなかんじで"支援を求める人"と"手助けしても

よい（ボランティア）"を結びつける方法があれば利用するかもしれません。（１日中お手伝

いはむずかしくても、１～２時間の買い物補助とかちょっとしたことなら機会があればお手

伝いしようと思います（１～２回/月））。理解を深めようと積極的に思っているわけではない

ため、展示会のような物はあまり見ないかもしれません。（女性、35～39 歳） 
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４ 地域・交流・ボランティア（17 件） 

・ 障がいがあっても自立して生活できる町 障がいがある人ない人の相互交流がさかんな町と

しての小金井市を目指して暮らしやすい町にしていきたいです。（女性、45～49 歳） 

・ 障がいがある人とない人の交流は理解のために必要だが、わざわざ分けたイベントだと参加

しにくい。趣味の会などを通して自然な形で理解を深めるためのレクチャーもしてもらうと、

参加しやすいと思います。（女性、50～54 歳） 

 

５ まち・住まい（８件） 

・ 高齢者や障害者にやさしい街づくり。コミニティバスなどこれからも大切にしてほしいと思

います。歩道の整備、スーパーなど買物をしやすい整備、路肩の整備（男性、80 歳以上） 

 

６ アンケート（15 件） 

・ 日常生活をおくる中でなかなか考える機会がないというのが正直なところです 今回のよう

なアンケートがなければ考えることはなかったかもしれません。町全体で支え合っていくの

であればやはり地域ごとでイベントを増やしたり接する機会やきっかけがあるとよいと思い

ました。（男性、30～34 歳） 

 

７ その他（６件） 

・ 「特になし」など 
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Ⅳ 第９期小金井市介護保険・高齢者保健福祉総合事業計画策定に関する調査 

Ⅳ－１ 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 

○「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」結果の分析について 
本報告書は、要介護状態になる前の高齢者のリスクや社会参加状況を把握することに主眼を置

き、「介護予防・フレイル対策、認知症予防」へとつなげていくための、基礎調査として位置づけ

られています。 

フレイルとは加齢とともに体や心の働き、社会的なつながりなどが弱くなった状態のことを指

し、予防に取り組むことでその進行を緩め健康な状態に戻すことも可能であることから、高齢者

をタイプ別に分類し、虚弱高齢者を把握する項目とのクロス集計・分析を行います。 

なお、高齢者の「タイプ別分類別」は、下記に示すように問「週に１回以上は外出していますか」

及び問「健康づくり活動や趣味等のグループ活動に参加者として参加してみたいと思いますか」

の設問より判定しています。 
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タイプ別分類 特性 想定される事業の方向性 

インドア派  

外交的 

現在は、自宅の中で楽し

む志向が強いが、潜在的

な外交的志向がある 

・介護予防事業、サロンへの参加促進 

・ボランティア等への参加促進 など 

インドア派  

内向的 

現在、今後も、自宅の中

で楽しむ志向が強い 

・介護予防など健康情報の提供 

・生涯学習情報の提供 

・在宅生活を支援するための情報提供 など 

アウトドア派  

外交的 

自宅の外で楽しむ志向が

強く、外交的志向もある 

・介護予防事業、サロンへの参加促進 

・各種事業の運営者との育成支援 

・ボランティア等への参加促進 など 

アウトドア派  

内向的 

自宅の外で楽しむ志向が

強いが、外交的志向はあ

まりない 

・介護予防など健康情報の提供 

・生涯学習情報の提供 

・在宅生活を支援するための情報提供 など 
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高齢者の外出タイプ別 

「アウトドア派 外交的」の割合が 55.3％と最も高く、次いで「アウトドア派 内向的」の割

合が 24.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【性・年代別】 

性・年代別にみると、男女とも年齢が高くなるにつれ「アウトドア派 外交的」の割合が低く

なる傾向がみられます。また、女性の 85 歳以上で「インドア派 外交的」の割合が高くなってい

ます。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

イ
ン
ド
ア
派 

外
交
的 

イ
ン
ド
ア
派 

内
向
的 

ア
ウ
ト
ド
ア
派 

外
交
的 

ア
ウ
ト
ド
ア
派 

内
向
的 

無
回
答 

全  体 1,157 5.9 5.6 55.3 24.0 9.2 

女性-65～74 歳 286 2.8 1.7 63.6 24.8 7.0 

女性-75～84 歳 248 8.5 4.0 57.7 19.8 10.1 

女性-85 歳以上 92 15.2 16.3 38.0 20.7 9.8 

男性-65～74 歳 247 2.8 4.9 56.7 27.9 7.7 

男性-75～84 歳 184 7.6 7.1 50.5 25.5 9.2 

男性-85 歳以上 65 6.2 13.8 46.2 20.0 13.8 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

インドア派　外交的

インドア派　内向的

アウトドア派　外交的

アウトドア派　内向的

無回答

5.9

5.6

55.3

24.0

9.2

0 20 40 60 80
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【日常生活圏域別】 

日常生活圏域別にみると、他に比べ、北東圏域で「アウトドア派外交的」の割合が高くなって

います。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

イ
ン
ド
ア
派 

外
交
的 

イ
ン
ド
ア
派 

内
向
的 

ア
ウ
ト
ド
ア
派 
外
交
的 

ア
ウ
ト
ド
ア
派 

内
向
的 

無
回
答 

全  体 1,157 5.9 5.6 55.3 24.0 9.2 

北西圏域 137 2.2 7.3 56.2 25.5 8.8 

北東圏域 320 6.6 4.1 61.9 20.0 7.5 

南西圏域 335 7.8 5.4 54.3 23.9 8.7 

南東圏域 317 5.7 7.3 49.2 26.8 11.0 
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◆あなたは現在どちらにいらっしゃいますか。（１つに○） 

「自宅」の割合が 94.1％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆この調査票はどなたがご記入されますか。（１つに○） 

「あなた」の割合が 93.8％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

あなた

地域の協力者

家族や親族

その他

無回答

93.8

0.1

2.6

0.0

3.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,157 ％

自宅

市外に転出

病院等に入院している

その他

無回答

94.1

0.0

0.4

1.7

3.7

0 20 40 60 80 100
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１．回答者属性 

Ｆ１ あなたの性別はどちらですか。（１つに○） 

「女性」の割合が 54.2％、「男性」の割合が 43.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ２ あなたの年齢は次のどれですか。（１つに○） 

「70～74 歳」の割合が 23.5％と最も高く、次いで「65～69 歳」の割合が 22.6％、「75～79 歳」

の割合が 21.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90～94歳

95歳以上

無回答

22.6

23.5

21.5

15.9

10.0

3.1

0.6

2.8

0 5 10 15 20 25 30

％

43.0

54.2

0.0

2.9

0 20 40 60
回答者数 = 1,157

男性

女性

そのほか

無回答
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Ｆ３ あなたはどちらにお住まいですか。（１つに○） 

「本町」の割合が 17.6％と最も高く、次いで「東町」の割合が 14.2％、「前原町」の割合が 14.1％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日常生活圏域】 

日常生活圏域については、「南西圏域」の割合が 29.0％と最も高く、次いで「北東圏域」の割

合が 27.7％、「南東圏域」の割合が 27.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

東町

梶野町

関野町

緑町

中町

前原町

本町

桜町

貫井北町

貫井南町

無回答

14.2

7.9

1.0

12.2

9.8

14.1

17.6

4.5

3.8

11.9

3.1

0 5 10 15 20 25 30

回答者数 = 1,157 ％

北西圏域

北東圏域

南西圏域

南東圏域

無回答

11.8

27.7

29.0

27.4

4.1

0 10 20 30 40 50
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【家族構成別】 

家族構成別にみると、北西圏域で夫婦二人暮らし（配偶者 64 歳以下）の割合が高くなってい

ます。南西圏域、南東圏域は一人暮らしの割合が最も高く、次いで、夫婦二人暮らし（配偶者 65

歳以上）が高くなっています。北東圏域は息子・娘との二世帯が最も高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

北
西
圏
域 

北
東
圏
域 

南
西
圏
域 

南
東
圏
域 

無
回
答 

全  体 1,157 11.8 27.7 29.0 27.4 4.1 

一人暮らし 236 8.9 27.5 30.5 28.4 4.7 

夫婦二人暮らし（配偶者 65 歳以上） 502 11.8 27.3 29.7 27.9 3.4 

夫婦二人暮らし（配偶者 64 歳以下） 46 21.7 28.3 19.6 19.6 10.9 

息子・娘との二世帯 164 12.2 30.5 27.4 27.4 2.4 

その他 162 13.6 27.2 28.4 25.9 4.9 
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２．家族や生活状況について 

問１（１）あなたの家族構成をお教えください。（１つに○） 

「夫婦二人暮らし（配偶者 65 歳以上）」の割合が 43.4％と最も高く、次いで「一人暮らし」の

割合が 20.4％、「息子・娘との二世帯」の割合が 14.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１（２）あなたは、普段の生活でどなたかの介護・介助が必要ですか。（１つに○） 

「介護・介助は必要ない」の割合が 87.0％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１（３）現在の暮らしの状況を経済的にみてどう感じていますか。（１つに○） 

「大変苦しい」と「やや苦しい」をあわせた“苦しい”の割合が 20.8％、「ふつう」の割合が

56.0％、「ややゆとりがある」と「大変ゆとりがある」をあわせた“ゆとりがある”の割合が 19.7％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

一人暮らし

夫婦二人暮らし（配偶者65歳以上）

夫婦二人暮らし（配偶者64歳以下）

息子・娘との二世帯

その他

無回答

20.4

43.4

4.0

14.2

14.0

4.1

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 1,157 ％

介護・介助は必要ない

何らかの介護・介助は必要だが、現在は受
けていない

現在、何らかの介護を受けている

無回答

87.0

5.4

4.0

3.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,157 ％

大変苦しい

やや苦しい

ふつう

ややゆとりがある

大変ゆとりがある

無回答

4.1

16.7

56.0

17.3

2.4

3.5

0 20 40 60 80
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３．からだを動かすことについて 

問２（１）階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか。（１つに○） 

「できるし、している」の割合が 66.9％と最も高く、次いで「できるけどしていない」の割合

が 16.9％、「できない」の割合が 12.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高齢者の外出タイプ別】 

高齢者の外出タイプ別にみると、他に比べ、インドア派内向的、インドア派外交的で「できな

い」の割合が高くなっています。また、インドア派外交的、アウトドア派外交的で「できるし、

している」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

で
き
る
し
⺯
し
て
い
る 

で
き
る
け
ど 

し
て
い
な
い 

で
き
な
い 

無
回
答 

全  体 1,157 66.9 16.9 12.7 3.5 

インドア派 外交的 68 41.2 22.1 33.8 2.9 

インドア派 内向的 65 32.3 23.1 43.1 1.5 

アウトドア派 外交的 640 75.5 16.7 7.5 0.3 

アウトドア派 内向的 278 70.1 15.8 14.0 － 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

できるし、している

できるけどしていない

できない

無回答

66.9

16.9

12.7

3.5

0 20 40 60 80
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問２（２）椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか。（１つに○） 

「できるし、している」の割合が 80.0％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高齢者の外出タイプ別】 

高齢者の外出タイプ別にみると、他に比べ、アウトドア派外交的で「できるし、している」の

割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

で
き
る
し
⺯
し
て
い
る 

で
き
る
け
ど 

し
て
い
な
い 

で
き
な
い 

無
回
答 

全  体 1,157 80.0 9.4 7.0 3.5 

インドア派 外交的 68 64.7 19.1 13.2 2.9 

インドア派 内向的 65 49.2 18.5 30.8 1.5 

アウトドア派 外交的 640 88.1 7.5 4.1 0.3 

アウトドア派 内向的 278 80.6 11.5 6.8 1.1 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

できるし、している

できるけどしていない

できない

無回答

80.0

9.4

7.0

3.5

0 20 40 60 80 100
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問２（３）15 分位続けて歩いていますか。（１つに○） 

「できるし、している」の割合が 83.8％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【高齢者の外出タイプ別】 

高齢者の外出タイプ別にみると、他に比べ、アウトドア派外交的、アウトドア派内向的で「で

きるし、している」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

で
き
る
し
⺯
し
て
い
る 

で
き
る
け
ど 

し
て
い
な
い 

で
き
な
い 

無
回
答 

全  体 1,157 83.8 8.1 4.8 3.2 

インドア派 外交的 68 61.8 22.1 16.2 － 

インドア派 内向的 65 43.1 23.1 33.8 － 

アウトドア派 外交的 640 92.7 5.6 1.6 0.2 

アウトドア派 内向的 278 89.2 7.2 2.9 0.7 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

できるし、している

できるけどしていない

できない

無回答

83.8

8.1

4.8

3.2

0 20 40 60 80 100
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問２（４）過去 1 年間に転んだ経験がありますか。（１つに○） 

「ない」の割合が 70.4％と最も高く、次いで「１度ある」の割合が 20.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高齢者の外出タイプ別】 

高齢者の外出タイプ別にみると、他に比べ、インドア派内向的で「１度ある」の割合が、アウ

トドア派内向的で「ない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

何
度
も
あ
る 

１
度
あ
る 

な
い 

無
回
答 

全  体 1,157 5.9 20.7 70.4 3.1 

インドア派 外交的 68 8.8 25.0 66.2 － 

インドア派 内向的 65 15.4 33.8 50.8 － 

アウトドア派 外交的 640 4.7 21.3 73.6 0.5 

アウトドア派 内向的 278 7.2 17.3 75.5 － 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

何度もある

１度ある

ない

無回答

5.9

20.7

70.4

3.1

0 20 40 60 80
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問２（５）転倒に対する不安は大きいですか。（１つに○） 

「とても不安である」と「やや不安である」をあわせた“不安である”の割合が 48.6％、「あ

まり不安でない」と「不安でない」をあわせた“不安でない”の割合が 48.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【高齢者の外出タイプ別】 

高齢者の外出タイプ別にみると、インドア派 外交的、インドア派 内向的で“不安である”

の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

と
て
も
不
安
で
あ
る 

や
や
不
安
で
あ
る 

あ
ま
り
不
安
で
な
い 

不
安
で
な
い 

無
回
答 

全  体 1,157 11.1 37.5 26.3 22.1 3.0 

インドア派 外交的 68 14.7 52.9 25.0 5.9 1.5 

インドア派 内向的 65 23.1 46.2 23.1 7.7 － 

アウトドア派 外交的 640 10.2 37.2 28.3 24.2 0.2 

アウトドア派 内向的 278 11.2 36.3 25.9 26.6 － 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

とても不安である

やや不安である

あまり不安でない

不安でない

無回答

11.1

37.5

26.3

22.1

3.0

0 10 20 30 40 50
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＜転倒リスク者＞ 

「リスクあり※」の割合が 19.6％、「リスクなし※」の割合が 77.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「問２（４）「過去 1年間に転んだ経験がありますか」の問で「何度もある」、「１度ある」と答えた方のうち、「問

２（５）転倒に対する不安は大きいですか」の問で「とても不安である」、「やや不安である」と答えた方を「リス

クあり」、それ以外の方を「リスクなし」に分類しています。 

 

 

【高齢者の外出タイプ別】 

高齢者の外出タイプ別にみると、他に比べ、インドア派内向的、インドア派外交的で「リスク

あり」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

リ
ス
ク
あ
り 

リ
ス
ク
な
し 

無
回
答 

全  体 1,157 19.6 77.4 2.9 

インドア派 外交的 68 32.4 67.6 － 

インドア派 内向的 65 43.1 56.9 － 

アウトドア派 外交的 640 18.0 81.9 0.2 

アウトドア派 内向的 278 17.3 82.7 － 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

リスクあり

リスクなし

無回答

19.6

77.4

2.9

0 20 40 60 80 100
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【性・年代別】 

性・年代別にみると、他に比べ、女性-85 歳以上、男性-85 歳以上で「リスクあり」の割合が高

くなっています。また、男性-65～74 歳で「リスクなし」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

リ
ス
ク
あ
り 

リ
ス
ク
な
し 

無
回
答 

全  体 1,157 19.6 77.4 2.9 

女性-65 ～74 歳 286 16.8 80.4 2.8 

女性-75 ～84 歳 248 20.6 75.8 3.6 

女性-85 歳以上 92 38.0 59.8 2.2 

男性-65 ～74 歳 247 10.9 86.2 2.8 

男性-75 ～84 歳 184 20.7 77.7 1.6 

男性-85 歳以上 65 33.8 63.1 3.1 

 

 

【日常生活圏域別】 

日常生活圏域別にみると、他に比べ、北西圏域で「リスクなし」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

リ
ス
ク
あ
り 

リ
ス
ク
な
し 

無
回
答 

全  体 1,157 19.6 77.4 2.9 

北西圏域 137 15.3 82.5 2.2 

北東圏域 320 19.7 77.8 2.5 

南西圏域 335 19.1 77.9 3.0 

南東圏域 317 22.4 74.1 3.5 
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問２（６）週に 1 回以上は外出していますか。（１つに○） 

「週５回以上」の割合が 42.5％と最も高く、次いで「週２～４回」の割合が 41.7％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２（７）昨年と比べて外出の回数が減っていますか。（１つに○） 

「減っていない」の割合が 35.7％と最も高く、次いで「あまり減っていない」の割合が 33.1％、

「減っている」の割合が 23.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

ほとんど外出しない

週１回

週２～４回

週５回以上

無回答

3.7

8.6

41.7

42.5

3.5

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 1,157 ％

とても減っている

減っている

あまり減っていない

減っていない

無回答

4.6

23.1

33.1

35.7

3.5

0 10 20 30 40 50
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４．食べることについて 

問３（１）身長・体重 

（１）身長 

「150cm 以上～155cm 未満」の割合が 19.5％と最も高く、次いで「155cm 以上～160cm 未満」

の割合が 18.4％、「160cm 以上～165cm 未満」の割合が 16.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性・年代別】 

性・年代別にみると、他に比べ、男性-65～74 歳で「165cm 以上～170cm 未満」「170cm 以上～

175cm 未満」の割合が、女性-75～84 歳で「150cm 以上～155cm 未満」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

130

cm
以
上
⺶
135

cm
未
満 

135

cm
以
上
⺶
140

cm
未
満 

140

cm
以
上
⺶
145

cm
未
満 

145

cm
以
上
⺶
150

cm
未
満 

150

cm
以
上
⺶
155

cm
未
満 

155

cm
以
上
⺶
160

cm
未
満 

160

cm
以
上
⺶
165

cm
未
満 

165

cm
以
上
⺶
170

cm
未
満 

170

cm
以
上
⺶
175

cm
未
満 

175

cm
以
上
⺶
180

cm
未
満 

無
回
答 

全  体 1,157 0.1 0.2 1.9 9.4 19.5 18.4 16.0 15.0 10.5 3.3 5.6 

女性-65～74 歳 286 － － 1.0 9.4 33.6 32.9 16.1 2.1 0.7 － 4.2 

女性-75～84 歳 248 0.4 0.4 2.8 20.2 36.7 24.2 7.7 1.2 － － 6.5 

女性-85 歳以上 92 － 1.1 12.0 29.3 26.1 16.3 3.3 1.1 － － 10.9 

男性-65～74 歳 247 － － － － 0.4 2.8 17.0 36.8 28.3 8.5 6.1 

男性-75～84 歳 184 － － － － 1.1 9.2 28.8 30.4 20.1 7.1 3.3 

男性-85 歳以上 65 － － － 1.5 12.3 27.7 26.2 18.5 9.2 1.5 3.1 

  

回答者数 = 1,157 ％

130cm 以上～135cm 未満

135cm 以上～140cm 未満

140cm 以上～145cm 未満

145cm 以上～150cm 未満

150cm 以上～155cm 未満

155cm 以上～160cm 未満

160cm 以上～165cm 未満

165cm 以上～170cm 未満

170cm 以上～175cm 未満

175cm 以上～180cm 未満

無回答

0.1

0.2

1.9

9.4

19.5

18.4

16.0

15.0

10.5

3.3

5.6

0 5 10 15 20 25 30
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（２）体重 

「50kg 以上～55kg 未満」の割合が 19.3％と最も高く、次いで「60kg 以上～65kg 未満」の割合

が 15.0％、「45kg 以上～50kg 未満」の割合が 13.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性・年代別】 

性・年代別にみると、他に比べ、女性-75～84 歳で「45kg 以上～50kg 未満」の割合が、女性-

65～74 歳で「45kg 以上～50kg 未満」「50kg 以上～55kg 未満」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

25

kg
以
上
⺶
30

kg
未
満 

30

kg
以
上
⺶
35

kg
未
満 

35

kg
以
上
⺶
40

kg
未
満 

40

kg
以
上
⺶
45

kg
未
満 

45

kg
以
上
⺶
50

kg
未
満 

50

kg
以
上
⺶
55

kg
未
満 

55

kg
以
上
⺶
60

kg
未
満 

55

kg
以
上
⺶
60

kg
未
満 

60

kg
以
上
⺶
65

kg
未
満 

65

kg
以
上
⺶
70

kg
未
満 

70

kg
以
上
⺶
75

kg
未
満 

80

kg
以
上
⺶
85

kg
未
満 

85

kg
以
上
⺶
90

kg
未
満 

90

kg
以
上 

無
回
答 

全  体 1,157 0.1 0.5 2.2 8.0 13.9 19.3 13.3 13.3 15.0 9.6 7.2 5.2 0.5 0.3 4.8 

女性-65～74 歳 286 － 0.3 1.7 11.9 23.4 28.7 12.2 12.2 10.1 3.8 1.0 1.7 0.3 － 4.5 

女性-75～84 歳 248 － 1.2 4.8 13.7 24.6 25.8 11.7 11.7 8.1 2.8 1.2 0.4 － － 5.6 

女性-85 歳以上 92 1.1 2.2 7.6 20.7 21.7 16.3 7.6 7.6 6.5 － 3.3 2.2 － － 10.9 

男性-65～74 歳 247 － － － 0.4 1.2 8.5 11.7 11.7 22.3 21.1 15.4 14.6 1.2 0.4 3.2 

男性-75～84 歳 184 － － － 0.5 2.2 10.9 19.0 19.0 23.9 15.8 15.8 7.1 0.5 1.6 2.7 

男性-85 歳以上 65 － － 1.5 1.5 6.2 26.2 13.8 13.8 21.5 15.4 7.7 3.1 － － 3.1 

  

回答者数 = 1,157 ％

25kg以上～30kg未満

30kg以上～35kg未満

35kg以上～40kg未満

40kg以上～45kg未満

45kg以上～50kg未満

50kg以上～55kg未満

55kg以上～60kg未満

60kg以上～65kg未満

65kg以上～70kg未満

70kg以上～75kg未満

80kg以上～85kg未満

85kg以上～90kg未満

90kg以上

無回答

0.1

0.5

2.2

8.0

13.9

19.3

13.3

15.0

9.6

7.2

5.2

0.5

0.3

4.8

0 5 10 15 20 25 30
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（３）ＢＭＩ 

「標準（18.5 以上 25.0 未満）」の割合が 68.8％と最も高く、次いで「肥満（25.0 以上）」の割

合が 16.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【性・年代別】 

性・年代別にみると、他に比べ、男性-85 歳以上で「肥満（25.0 以上）」の割合が、男性-65～

74 歳で「肥満（25.0 以上）」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

や
せ
⺺
18.5

未
満
⺻ 

標
準
⺺
18.5

以
上
25.0

未
満
⺻ 

肥
満
⺺
25.0

以
上
⺻ 

無
回
答 

全  体 1,157 8.9 68.8 16.9 5.4 

女性-65～74 歳 286 10.8 73.1 11.5 4.5 

女性-75～84 歳 248 12.5 69.4 10.9 7.3 

女性-85 歳以上 92 14.1 56.5 16.3 13.0 

男性-65～74 歳 247 4.0 68.4 24.3 3.2 

男性-75～84 歳 184 4.9 71.2 21.2 2.7 

男性-85 歳以上 65 9.2 61.5 26.2 3.1 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

やせ（18.5未満）

標準（18.5以上25.0未満）

肥満（25.0以上）

無回答

8.9

68.8

16.9

5.4

0 20 40 60 80
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問３（２）半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか。（１つに○） 

「はい」の割合が 25.3％、「いいえ」の割合が 71.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３（３）お茶や汁物等でむせることがありますか。（１つに○） 

「はい」の割合が 29.0％、「いいえ」の割合が 68.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高齢者の外出タイプ別】 

高齢者の外出タイプ別にみると、他に比べ、インドア派外交的、インドア派内向的で「はい」

の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

は
い 

い
い
え 

無
回
答 

全  体 1,157 29.0 68.1 2.9 

インドア派 外交的 68 41.2 58.8 － 

インドア派 内向的 65 38.5 60.0 1.5 

アウトドア派 外交的 640 28.0 72.0 － 

アウトドア派 内向的 278 29.1 70.9 － 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

はい

いいえ

無回答

25.3

71.5

3.2

0 20 40 60 80

回答者数 = 1,157 ％

はい

いいえ

無回答

29.0

68.1

2.9

0 20 40 60 80
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問３（４）口の渇きが気になりますか。（１つに○） 

「はい」の割合が 27.7％、「いいえ」の割合が 68.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高齢者の外出タイプ別】 

高齢者の外出タイプ別にみると、他に比べ、インドア派内向的、インドア派外交的で「はい」

の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

は
い 

い
い
え 

無
回
答 

全  体 1,157 27.7 68.9 3.4 

インドア派 外交的 68 33.8 66.2 － 

インドア派 内向的 65 44.6 53.8 1.5 

アウトドア派 外交的 640 27.2 72.2 0.6 

アウトドア派 内向的 278 26.6 73.0 0.4 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

はい

いいえ

無回答

27.7

68.9

3.4

0 20 40 60 80
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問３（５）歯の数と入れ歯の利用状況をお教えください。（１つに○） 

「自分の歯は 20 本以上、入れ歯の利用なし」の割合が 37.6％と最も高く、次いで「自分の歯

は 19 本以下、かつ入れ歯を利用」の割合が 32.3％、「自分の歯は 20 本以上、かつ入れ歯を利用」

の割合が 17.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高齢者の外出タイプ別】 

高齢者の外出タイプ別にみると、他に比べ、インドア派内向的で「自分の歯は 19 本以下、かつ

入れ歯を利用」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

自
分
の
歯
は
20
本
以
上
⺯

か
つ
入
れ
歯
を
利
用 

自
分
の
歯
は
20
本
以
上
⺯

入
れ
歯
の
利
用
な
し 

自
分
の
歯
は
19
本
以
下
⺯

か
つ
入
れ
歯
を
利
用 

自
分
の
歯
は
19
本
以
下
⺯

入
れ
歯
の
利
用
な
し 

無
回
答 

全  体 1,157 17.2 37.6 32.3 8.0 4.9 

インドア派 外交的 68 16.2 35.3 33.8 7.4 7.4 

インドア派 内向的 65 13.8 20.0 47.7 18.5 － 

アウトドア派 外交的 640 18.4 41.1 32.7 6.6 1.3 

アウトドア派 内向的 278 16.5 38.1 32.4 10.1 2.9 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

自分の歯は20本以上、かつ入れ歯を利用

自分の歯は20本以上、入れ歯の利用なし

自分の歯は19本以下、かつ入れ歯を利用

自分の歯は19本以下、入れ歯の利用なし

無回答

17.2

37.6

32.3

8.0

4.9

0 10 20 30 40 50
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問３（６）この半年間で２～３ｋｇ以上の体重減少はありましたか。（１つに○） 

「はい」の割合が 16.6％、「いいえ」の割合が 80.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問３（７）どなたかと食事をともにする機会はありますか。（１つに○） 

「毎日ある」の割合が 56.7％と最も高く、次いで「月に何度かある」の割合が 12.4％、「年に

何度かある」の割合が 12.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

はい

いいえ

無回答

16.6

80.1

3.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,157 ％

毎日ある

週に何度かある

月に何度かある

年に何度かある

ほとんどない

無回答

56.7

7.2

12.4

12.4

8.0

3.3

0 20 40 60 80
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５．毎日の生活について 

問４（１）物忘れが多いと感じますか。（１つに○） 

「はい」の割合が 40.0％、「いいえ」の割合が 54.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４（２）自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか。（１つに○） 

「はい」の割合が 83.5％、「いいえ」の割合が 12.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４（３）今日が何月何日かわからない時がありますか。（１つに○） 

「はい」の割合が 25.2％、「いいえ」の割合が 70.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

はい

いいえ

無回答

40.0

54.6

5.4

0 20 40 60

回答者数 = 1,157 ％

はい

いいえ

無回答

83.5

12.4

4.1

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,157 ％

はい

いいえ

無回答

25.2

70.4

4.3

0 20 40 60 80
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問４（４）バスや電車を使って 1 人で外出していますか（自家用車でも可）。 

（１つに○） 

「できるし、している」の割合が 85.7％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４（５）自分で食品・日用品の買物をしていますか。（１つに○） 

「できるし、している」の割合が 86.9％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４（６）自分で食事の用意をしていますか。（１つに○） 

「できるし、している」の割合が 74.2％と最も高く、次いで「できるけどしていない」の割合

が 17.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

できるし、している

できるけどしていない

できない

無回答

85.7

7.6

2.9

3.9

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,157 ％

できるし、している

できるけどしていない

できない

無回答

86.9

7.3

1.9

3.9

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,157 ％

できるし、している

できるけどしていない

できない

無回答

74.2

17.4

4.3

4.1

0 20 40 60 80
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問４（７）自分で請求書の支払いをしていますか。（１つに○） 

「できるし、している」の割合が 83.6％と最も高く、次いで「できるけどしていない」の割合

が 10.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４（８）自分で預貯金の出し入れをしていますか。（１つに○） 

「できるし、している」の割合が 85.7％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４（９）友人の家を訪ねていますか。（１つに○） 

「はい」の割合が 40.4％、「いいえ」の割合が 55.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

できるし、している

できるけどしていない

できない

無回答

83.6

10.6

1.6

4.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,157 ％

できるし、している

できるけどしていない

できない

無回答

85.7

9.3

1.2

3.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,157 ％

はい

いいえ

無回答

40.4

55.4

4.1

0 20 40 60 80
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問４（10）家族や友人の相談にのっていますか。（１つに○） 

「はい」の割合が 74.8％、「いいえ」の割合が 20.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問４（11）スマートフォンを持っていますか。（１つに○） 

「はい」の割合が 73.7％、「いいえ」の割合が 21.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問４（12）スマートフォンをお持ちの方にお聞きします。スマートフォンの主な利用目

的は何ですか。（いくつでも○） 

「通話」の割合が 89.3％と最も高く、次いで「メール」の割合が 80.7％、「カメラ」の割合が

74.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 853 ％

通話

インターネット検索・情報収集

メール

ＳＮＳ（ＬＩＮＥやツイッター等）

カメラ

オンラインショッピング

ゲーム

その他

無回答

89.3

70.6

80.7

55.8

74.1

19.6

11.4

6.6

0.1

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,157 ％

はい

いいえ

無回答

73.7

21.9

4.4

0 20 40 60 80

回答者数 = 1,157 ％

はい

いいえ

無回答

74.8

20.8

4.4

0 20 40 60 80
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問４（13）スマートフォンをお持ちの方にお聞きします。スマートフォンで使えるよう

になりたい機能は何ですか。（いくつでも○） 

「インターネット検索・情報収集」の割合が 33.5％と最も高く、次いで「メール」の割合が

24.0％、「ＳＮＳ（ＬＩＮＥやツイッター等）」の割合が 23.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 853 ％

インターネット検索・情報収集

メール

ＳＮＳ（ＬＩＮＥやツイッター等）

カメラ

オンラインショッピング

ゲーム

その他

無回答

33.5

24.0

23.8

22.0

19.2

5.2

11.4

33.9

0 10 20 30 40 50
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６．地域での活動について 

問５（１）以下のような会・グループ等にどのくらいの頻度で参加していますか。 

（１）ボランティアのグループ 

「参加していない」の割合が 61.2％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）スポーツ関係のグループやクラブ 

「参加していない」の割合が 52.0％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

無回答

0.8

1.3

1.4

4.2

3.7

61.2

27.4

0 20 40 60 80

回答者数 = 1,157 ％

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

無回答

3.5

7.5

6.6

4.2

2.5

52.0

23.6

0 20 40 60
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（３）趣味関係のグループ 

「参加していない」の割合が 50.0％と最も高く、次いで「月１～３回」の割合が 12.1％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）学習・教養サークル 

「参加していない」の割合が 59.1％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）さくら体操やサロン等の通いの場 

「参加していない」の割合が 66.0％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

無回答

1.1

3.9

4.9

12.1

5.3

50.0

22.6

0 20 40 60

回答者数 = 1,157 ％

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

無回答

0.4

1.0

2.5

4.8

3.3

59.1

28.8

0 20 40 60 80

回答者数 = 1,157 ％

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

無回答

0.6

0.6

1.7

1.0

0.3

66.0

29.7

0 20 40 60 80
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（６）老人クラブ 

「参加していない」の割合が 67.7％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）町内会・自治会 

「参加していない」の割合が 58.4％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）収入のある仕事 

「参加していない」の割合が 48.1％と最も高く、次いで「週４回以上」の割合が 12.5％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

無回答

0.0

0.4

0.3

1.0

0.4

67.7

30.2

0 20 40 60 80

回答者数 = 1,157 ％

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

無回答

0.4

0.4

0.5

1.8

9.5

58.4

28.9

0 20 40 60 80

回答者数 = 1,157 ％

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

無回答

12.5

8.0

1.8

2.6

2.2

48.1

24.8

0 20 40 60
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（９）地域活動の参加状況 

「週１回以上活動に参加している」の割合が 44.5％と最も高く、次いで「まったく活動に参加

していない」の割合が 25.9％、「週１回未満活動に参加している」の割合が 18.3％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高齢者の外出タイプ別】 

高齢者の外出タイプ別にみると、他に比べ、インドア派内向的、アウトドア派内向的で「まっ

たく活動に参加していない」の割合が高くなっています。また、アウトドア派外交的で「週１回

以上活動に参加している」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

週
１
回
以
上
活
動
に

参
加
し
て
い
る 

週
１
回
未
満
活
動
に

参
加
し
て
い
る 

ま
⻒
た
く
活
動
に
参

加
し
て
い
な
い 

無
回
答 

全  体 1,157 44.5 18.3 25.9 11.2 

インドア派 外交的 68 22.1 25.0 38.2 14.7 

インドア派 内向的 65 7.7 12.3 55.4 24.6 

アウトドア派 外交的 640 58.8 20.3 17.3 3.6 

アウトドア派 内向的 278 32.7 17.3 43.2 6.8 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

週１回以上活動に参加している

週１回未満活動に参加している

まったく活動に参加していない

無回答

44.5

18.3

25.9

11.2

0 10 20 30 40 50
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【幸福度別】 

幸福度別にみると、他に比べ、０～６点で「まったく活動に参加していない」の割合が、７～

10 点で「週１回以上活動に参加している」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

週
１
回
以
上
活
動
に

参
加
し
て
い
る 

週
１
回
未
満
活
動
に

参
加
し
て
い
る 

ま
⻒
た
く
活
動
に 

参
加
し
て
い
な
い 

無
回
答 

全  体 1,157 44.5 18.3 25.9 11.2 

０～３点 30 20.0 16.7 50.0 13.3 

４～６点 253 34.8 16.6 35.2 13.4 

７～10 点 782 48.5 18.8 22.1 10.6 

 

 

問５（２）地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行っ

て、いきいきした地域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に参加者

として参加してみたいと思いますか。（１つに○） 

「参加してもよい」の割合が 50.5％と最も高く、次いで「参加したくない」の割合が 30.7％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

是非参加したい

参加してもよい

参加したくない

既に参加している

無回答

7.0

50.5

30.7

5.6

6.2

0 20 40 60
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問５（３）地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行っ

て、いきいきした地域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に企画・

運営（お世話役）として参加してみたいと思いますか。（１つに○） 

「参加したくない」の割合が 52.3％と最も高く、次いで「参加してもよい」の割合が 29.9％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

是非参加したい

参加してもよい

参加したくない

既に参加している

無回答

2.6

29.9

52.3

4.9

10.3

0 20 40 60
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７．たすけあいについて 

問６（１）あなたの心配事や愚痴（ぐち）を聞いてくれる人はどなたですか。 

「配偶者」の割合が 52.5％と最も高く、次いで「友人」の割合が 47.8％、「別居の子ども」の

割合が 31.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６（２）反対に、あなたが心配事や愚痴（ぐち）を聞いてあげる人はどなたですか。 

「配偶者」の割合が 48.9％と最も高く、次いで「友人」の割合が 48.6％、「別居の子ども」の

割合が 31.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

無回答

48.9

14.8

31.2

30.0

9.9

48.6

2.2

5.1

7.1

0 20 40 60

回答者数 = 1,157 ％

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

無回答

52.5

17.2

31.9

25.4

7.3

47.8

2.1

4.5

7.2

0 20 40 60
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問６（３）あなたが病気で数日間寝込んだときに、看病や世話をしてくれる人はどなた

ですか。（いくつでも○） 

「配偶者」の割合が 57.0％と最も高く、次いで「別居の子ども」の割合が 26.4％、「同居の子

ども」の割合が 21.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６（４）反対に、看病や世話をしてあげる人はどなたですか。（いくつでも○） 

「配偶者」の割合が 58.2％と最も高く、次いで「別居の子ども」の割合が 23.7％、「同居の子

ども」の割合が 19.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

無回答

58.2

19.5

23.7

18.2

2.5

6.7

1.5

10.5

8.0

0 20 40 60 80

回答者数 = 1,157 ％

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

無回答

57.0

21.5

26.4

9.1

1.8

4.5

1.1

7.3

7.0

0 20 40 60 80
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８．健康について 

問７（１）現在のあなたの健康状態はいかがですか。（１つに○） 

「とてもよい」と「まあよい」をあわせた“よい”の割合が 78.5％、「あまりよくない」と「よ

くない」をあわせた“よくない”の割合が 14.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７（２）あなたは、現在どの程度幸せですか。（当てはまる点数１つに○） 

（「とても不幸」を 0 点、「とても幸せ」を 10 点として、ご記入ください） 

「８点」の割合が 26.7％と最も高く、次いで「７点」の割合が 14.1％、「10 点」の割合が 13.7％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

とてもよい

まあよい

あまりよくない

よくない

無回答

15.6

62.9

13.4

1.4

6.7

0 20 40 60 80

回答者数 = 1,157 ％

０点

１点

２点

３点

４点

５点

６点

７点

８点

９点

10点

無回答

0.3

0.1

0.4

1.8

1.7

12.7

7.4

14.1

26.7

13.1

13.7

8.0

0 10 20 30 40 50
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問７（３）この 1 か月間、気分が沈んだり、ゆううつな気持ちになったりすることが 

ありましたか。（１つに○） 

「はい」の割合が 37.5％、「いいえ」の割合が 55.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【幸福度別】 

幸福度別にみると、幸福度の点数が低くなるにつれ「はい」の割合が高くなる傾向がみられま

す。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

は
い 

い
い
え 

無
回
答 

全  体 1,157 37.5 55.4 7.1 

０～３点 30 83.3 16.7 － 

４～６点 253 55.3 43.5 1.2 

７～１０点 782 33.2 66.1 0.6 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

はい

いいえ

無回答

37.5

55.4

7.1

0 20 40 60 80



 

314 

問７（４）この 1 か月間、どうしても物事に対して興味がわかない、あるいは心から楽

しめない感じがよくありましたか。（１つに○） 

「はい」の割合が 20.6％、「いいえ」の割合が 72.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【幸福度別】 

幸福度別にみると、幸福度の点数が低くなるにつれ「はい」の割合が高くなる傾向がみられま

す。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

は
い 

い
い
え 

無
回
答 

全  体 1,157 20.6 72.8 6.7 

０～３点 30 80.0 20.0 － 

４～６点 253 41.9 56.9 1.2 

７～１０点 782 13.3 86.6 0.1 

 

 

＜うつ傾向リスク者＞ 

「リスクあり※」の割合が 17.1％、「リスクなし※」の割合が 76.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「問７（３）この 1か月間、気分が沈んだり、ゆううつな気持ちになったりすることがありましたか」「問７（４）

この 1か月間、どうしても物事に対して興味がわかない、あるいは心から楽しめない感じがよくありましたか」の

問のうち、どちらかで「はい」と答えた方を「リスクあり」、それ以外の方を「リスクなし」に分類しています。 

  

回答者数 = 1,157 ％

はい

いいえ

無回答

20.6

72.8

6.7

0 20 40 60 80

回答者数 = 1,157 ％

リスクあり

リスクなし

無回答

17.1

76.5

6.4

0 20 40 60 80 100



Ⅳ 第９期小金井市介護保険・高齢者保健福祉総合事業計画策定に関する調査 

315 

問７（５）タバコは吸っていますか。（１つに○） 

「もともと吸っていない」の割合が 58.3％と最も高く、次いで「吸っていたがやめた」の割合

が 28.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

ほぼ毎日吸っている

時々吸っている

吸っていたがやめた

もともと吸っていない

無回答

6.3

0.8

28.2

58.3

6.4

0 20 40 60 80
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問７（６）現在治療中、または後遺症のある病気はありますか。（いくつでも○） 

「高血圧」の割合が 39.0％と最も高く、次いで「高脂血症（脂質異常）」の割合が 21.1％、「目

の病気」の割合が 15.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

ない

高血圧

脳卒中（脳出血･脳梗塞等）

心臓病

糖尿病

高脂血症（脂質異常）

呼吸器の病気（肺炎や気管支炎等）

胃腸・肝臓・胆のうの病気

腎臓・前立腺の病気

筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節症等）

外傷（転倒・骨折等）

がん（悪性新生物）

血液・免疫の病気

うつ病

認知症(アルツハイマー病等)

パーキンソン病

目の病気

耳の病気

その他

無回答

13.6

39.0

2.4

9.1

10.1

21.1

5.3

6.3

6.2

12.5

2.4

5.5

1.9

0.9

0.4

0.3

15.2

4.8

11.5

9.4

0 10 20 30 40 50
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９．認知症について 

問８（１）あなたは、「認知症」にどの程度関心がありますか。（1 つに○） 

「とても関心がある」と「まあまあ関心がある」をあわせた“関心がある”の割合が 84.6％、

「あまり関心がない」と「まったく関心がない」をあわせた“関心がない”の割合が 8.8％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８（２）認知症の症状がある又は家族に認知症の症状がある人がいますか。 

（1 つに〇） 

「はい」の割合が 10.5％、「いいえ」の割合が 85.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

はい

いいえ

無回答

10.5

85.0

4.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,157 ％

とても関心がある

まあまあ関心がある

あまり関心がない

まったく関心がない

初めて聞いた

無回答

33.8

50.8

7.6

1.2

0.1

6.5

0 20 40 60
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問８（３）認知症の症状がある又は家族に認知症の症状があると回答した方にお聞きし

ます。 

その方は、どこにお住まいで、そこにどの程度お住まいですか。（1 つに〇） 

（１）お住まい 

「自宅に住んでいる」の割合が 61.2％と最も高く、次いで「介護施設に入所している」の割合

が 33.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）お住まいの期間 

「５年以上」の割合が 49.6％と最も高く、次いで「２年以上５年未満」の割合が 15.7％、「１

年以上２年未満」の割合が 12.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 121 ％

自宅に住んでいる

病院に入院している

介護施設に入所している

無回答

61.2

1.7

33.1

4.1

0 20 40 60 80

回答者数 = 121 ％

半年未満

半年以上１年未満

１年以上２年未満

２年以上５年未満

５年以上

無回答

8.3

4.1

12.4

15.7

49.6

9.9

0 20 40 60
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問８（４）認知症に関する相談窓口を知っていますか。（１つに〇） 

「はい」の割合が 27.6％、「いいえ」の割合が 65.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本人または家族の認知症の症状の有無別】 

本人または家族に認知症の症状の人がいるか別にみると、他に比べ、本人または家族に認知症

の症状の人がいる方で「はい」の割合が高くなっていますが、「いいえ」の割合が 51.2％となっ

ています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

は
い 

い
い
え 

無
回
答 

全  体 1,157 27.6 65.2 7.3 

本人または家族に認知症の症状の人がいる方 121 40.5 51.2 8.3 

本人または家族に認知症の症状の人がいない方 983 26.9 69.1 4.1 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

はい

いいえ

無回答

27.6

65.2

7.3

0 20 40 60 80
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問８（５）もし、自分や家族が認知症になったときに、認知症の対策として必要だと 

思うことはなんですか。（3 つまで〇） 

「認知症のことを相談できる窓口」の割合が 61.6％と最も高く、次いで「自宅でも安心して生

活できる訪問支援」の割合が 53.7％、「認知症の方が安心して入所できる施設や住まい」の割合

が 46.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本人または家族の認知症の症状の有無別】 

本人または家族の認知症の症状の有無別にみると、本人または家族に認知症の症状の人がいな

い方に比べ、認知症の症状の人がいる方で「認知症の方が安心して入所できる施設や住まい」の

割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

認
知
症
に
関
す
る
知
識
を
得
る
機
会 

地
域
住
民
の
理
解
・
サ
ポ
⺳
ト 

認
知
症
の
こ
と
を
相
談
で
き
る
窓
口 

認
知
症
の
方
同
士
で
の
交
流
の
場 

家
族
介
護
者
同
士
の
情
報
交
換
や 

交
流
の
場 

自
宅
で
も
安
心
し
て 

生
活
で
き
る
訪
問
支
援 

認
知
症
の
方
が
安
心
し
て 

入
所
で
き
る
施
設
や
住
ま
い 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全  体 1,157 38.8 14.2 61.6 3.5 7.5 53.7 46.2 0.9 1.9 7.7 

本人または家族に認知症
の症状の人がいる方 

121 36.4 9.1 53.7 5.8 9.9 54.5 51.2 － 3.3 3.3 

本人または家族に認知症
の症状の人がいない方 

983 40.4 15.6 64.7 3.5 7.4 55.7 47.2 1.0 1.8 5.1 

  

回答者数 = 1,157 ％

認知症に関する知識を得る機会

地域住民の理解・サポート

認知症のことを相談できる窓口

認知症の方同士での交流の場

家族介護者同士の情報交換や交流の場

自宅でも安心して生活できる訪問支援

認知症の方が安心して入所できる施設や住
まい

その他

特にない

無回答

38.8

14.2

61.6

3.5

7.5

53.7

46.2

0.9

1.9

7.7

0 20 40 60 80



Ⅳ 第９期小金井市介護保険・高齢者保健福祉総合事業計画策定に関する調査 

321 

10．住まいについて 

問９（１）あなたのお住まいは次のうちどれですか。（１つに○） 

「持家（一戸建て）」の割合が 63.3％と最も高く、次いで「持家（集合住宅）」の割合が 18.2％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９（２）今後、介護が必要となった場合に、暮らす場所として希望している住まいは

どこですか。（１つに○） 

「介護サービスを利用しながら、現在の自宅に住みたい」の割合が 68.5％と最も高くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

持家（一戸建て）

持家（集合住宅）

公的賃貸住宅（市営・都営住宅など）

民間賃貸住宅（一戸建て）

民間賃貸住宅（集合住宅）

その他

無回答

63.3

18.2

4.4

1.6

8.3

0.5

3.7

0 20 40 60 80

回答者数 = 1,157 ％

介護サービスを利用しながら、現在の自宅に住みた
い

介護サービスを利用しながら、家族（息子娘夫婦な
ど）の家に住みたい

特別養護老人ホームに住みたい

グループホームに住みたい

サービス付き高齢者向け住宅に住みたい

有料老人ホームに住みたい

すぐに入居できる施設等に移りたい

無回答

68.5

2.1

7.1

1.8

6.0

5.8

3.0

5.8

0 20 40 60 80
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問９（３）（２）で「特別養護老人ホームに住みたい」～「すぐに入居できる施設等に 

移りたい」と回答した方におたずねします。 

希望した住まい等についてどのような条件を重視したいですか。（３つまで○） 

「入居費用・利用料が高くないこと」の割合が 45.6％と最も高く、次いで「介護の状態が重く

なっても安心して介護を受けられること」の割合が 35.4％、「運営母体が信頼できる組織である

こと」の割合が 33.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 274 ％

すぐに入居できること

入居費用・利用料が高くないこと

運営母体が信頼できる組織であること

説明や情報提供がわかりやすいこと

入居後の医療・介護・生活の相談が充実しているこ
と

自宅の近くにあること

少人数で落ち着いて暮らせる住まいであること

個人のプライバシーが守られていること

訪問した家族や友人と一緒に過ごせる場所があるこ
と

趣味や外出など、以前と同じ普通の生活が続けられ
ること

他の入居者や地域住民との交流の機会が多いこと

介護の状態が重くなっても安心して介護を受けられ
ること

その住まいで最期まで暮らすことができること

その他

無回答

14.6

45.6

33.2

2.6

29.9

6.9

5.5

7.3

4.4

13.5

0.4

35.4

27.4

0.7

21.5

0 20 40 60
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問９（４）在宅生活を続けるためにはどのような条件があればよいと思いますか。 

「自宅に定期的に訪問したり、緊急時にも対応してくれる医師がいること」の割合が 61.9％と

最も高く、次いで「介護にかかる費用負担を軽減できるような仕組みがあること」の割合が 55.7％、

「食事の用意など調理や配食などのサービスがあること」の割合が 53.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

介護に適した住宅に改修できること

見守りやゴミ出しなどの生活支援サービスがあること

食事の用意など調理や配食などのサービスがあること

24時間いつでも訪問したり、介護してくれるサービスがある
こと

自宅に定期的に訪問したり、緊急時にも対応してくれる医師
がいること

自宅の近くで長時間介護が受けられ、必要に応じて宿泊でき
るサービスがあること

介護にかかる費用負担を軽減できるような仕組みがあること

その他

無回答

30.6

41.4

53.7

45.7

61.9

36.6

55.7

1.2

11.9

0 20 40 60 80
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11．地域包括支援センターについて 

問 10（１）あなたは、小金井市の地域包括支援センターを知っていますか。（1 つに○） 

「知っている」の割合が 58.0％、「知らない」の割合が 38.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

知っている

知らない

無回答

58.0

38.2

3.8

0 20 40 60 80
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12．高齢者の権利について 

問 11（１）高齢者の権利や生活を守るための相談窓口として以下のようなものがありま

すが、あなたの知っているものはありますか。（いくつでも○） 

「行政の相談窓口（市役所など）」の割合が 59.9％と最も高く、次いで「地域包括支援センタ

ー」の割合が 55.9％、「社会福祉協議会」の割合が 34.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

行政の相談窓口（市役所など）

地域包括支援センター

権利擁護センター

福祉総合相談窓口

社会福祉協議会

消費生活相談室

知っているものはない

無回答

59.9

55.9

3.8

11.8

34.6

13.7

16.2

3.2

0 20 40 60 80
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13．高齢者保健福祉サービス（介護保険外）等について 

問 12（１）市では、介護保険以外にも、様々な高齢者保健福祉サービスを行っていま

す。今後、介護が必要となったとき、以下のようなサービスを利用したいと

思いますか。（いくつでも○） 

「食の自立支援」の割合が 62.0％と最も高く、次いで「自立支援日常生活用具給付」の割合が

44.2％、「おむつサービス」の割合が 38.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

自立支援日常生活用具給付

自立支援住宅改修の給付

寝具乾燥

食の自立支援

おむつサービス

入浴券給付

ことぶき理容券の給付

高齢者福祉電話の貸与

救急通報システムの貸与

徘徊高齢者探知機器の貸与

ひと声訪問（牛乳の配達）

友愛活動員の訪問

特別生活援助

家具転倒防止器具等取付け

見守りシール

利用したいものは特にない

無回答

44.2

36.5

34.7

62.0

38.3

9.9

20.5

15.7

35.4

26.3

14.3

15.0

29.1

19.2

16.2

7.3

9.2

0 20 40 60 80
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問 12（２）配食サービスを利用していますか。（1 つに○） 

「はい」の割合が 2.8％、「いいえ」の割合が 94.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

＜利用しているサービス＞ 

「行政のサービス」の割合が 3.1％、「民間のサービス」の割合が 50.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問 12（３）現在、配食サービスを利用していると回答した方にお聞きします。 

利用している理由は何ですか。（いくつでも○） 

「バランスのよい食事など、栄養の管理が困難だから」の割合が 37.5％と最も高く、次いで「料

理をすることが身体的に困難だから」の割合が 28.1％、「買い物へ行くことが体力的に困難だか

ら」、「料理をすることが面倒だと感じるから」の割合が 25.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

はい

いいえ

無回答

2.8

94.7

2.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 32 ％

行政のサービス

民間のサービス

無回答

3.1

50.0

46.9

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 32 ％

料理をすることが身体的に困難だから

買い物へ行くことが体力的に困難だから

バランスのよい食事など、栄養の管理が困難だから

料理をすることが面倒だと感じるから

作るより安いから

家族（介護者）の負担を減らしたいから

その他

無回答

28.1

25.0

37.5

25.0

15.6

18.8

6.3

31.3

0 20 40 60 80 100
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問 12（４）配食サービスに望むものは何ですか。（いくつでも○） 

「献立やメニューが豊富なこと」の割合が 62.5％と最も高く、次いで「価格が安いこと」の割

合が 53.1％、「希望する時間や曜日に対応できること」の割合が 37.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12（５）総合事業を利用したことがありますか。また、利用したことがある方は、 

事業の満足度はいかがでしたか。（1 つに〇） 

「利用したことがない」の割合が 59.5％と最も高く、次いで「事業を知らない」の割合が 26.4％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【利用した後の満足度】 

「利用してよかった」の割合が 76.9％と最も高く、次いで「どちらでもない」の割合が 15.4％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

利用したことがある

利用したことがない

事業を知らない

無回答

3.4

59.5

26.4

10.8

0 20 40 60 80

回答者数 = 39 ％

利用してよかった

どちらでもない

利用しない方がよかった

無回答

76.9

15.4

5.1

2.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 32 ％

価格が安いこと

希望する時間や曜日に対応できること

献立やメニューが豊富なこと

食事の量を選べること

配達員に見守り支援やそのほかの支援をして
もらえること

その他

無回答

53.1

37.5

62.5

15.6

21.9

3.1

9.4

0 20 40 60 80 100
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14．地域生活について 

問 13（１）あなたは、地域活動やボランティア活動、お住まいの地域の行事にどの程度

参加していますか。（1 つに○） 

「よく参加している」と「時々参加している」をあわせた“参加している”の割合が 15.4％、

「あまり参加していない」と「全く参加していない」をあわせた“参加していない”の割合が 81.4％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 13（２）（１）で「よく参加している」または「時々参加している」と答えた方に 

おたずねします。 

どのような活動や行事に参加していますか。（いくつでも○） 

「町会・自治会などの活動」の割合が 52.2％と最も高く、次いで「娯楽・趣味に関する活動」

の割合が 29.8％、「防災訓練や交通安全運動」の割合が 18.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

よく参加している

時々参加している

あまり参加していない

全く参加していない

無回答

4.4

11.0

17.8

63.6

3.2

0 20 40 60 80

回答者数 = 178 ％

町会・自治会などの活動

子ども会やＰＴＡの活動

老人クラブの活動

婦人会の活動

国際交流・協力に関する活動

防災訓練や交通安全運動

生涯学習に関する活動

娯楽・趣味に関する活動

スポーツに関する活動

お祭りや運動会などレクリエーション活動

住民自治に関する活動

その他

無回答

52.2

4.5

11.8

1.1

3.9

18.5

12.9

29.8

12.9

15.7

12.4

17.4

3.4

0 20 40 60
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問 13（３）あなたが今後、お住まいの地域で活動する場合、どのような活動に参加した

いと思いますか。（いくつでも○） 

「自分の楽しみが得られる活動」の割合が 43.0％と最も高く、次いで「生きがいや健康づくり

ができる活動」の割合が 35.4％、「興味ある知識や教養が得られる活動」の割合が 34.7％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

自分の楽しみが得られる活動

興味ある知識や教養が得られる活動

自分の知識や経験をいかせる活動

生きがいや健康づくりができる活動

仲間づくりや親しい友人ができる活動

隣近所の人と協力しあえる活動

家庭生活を豊かにする家族ぐるみの活動

地域や社会に役立つ活動（ボランティア活
動等）

行政への協力や地域自治にかかわる活動

その他

特にない

無回答

43.0

34.7

17.8

35.4

22.0

18.1

3.2

20.1

8.1

1.2

17.3

8.1

0 10 20 30 40 50
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問 13（４）あなたは、お住まいの地域で活動する場合、どのような環境や条件が必要だ

と思いますか。（3 つまで○） 

「身近なところや便利なところに活動の場があること」の割合が 59.4％と最も高く、次いで

「夜間や休日または平日昼間など、自分にあった時間帯に参加できること」の割合が 31.9％、「身

近な団体や活動内容に関する情報が手に入ること」の割合が 23.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 13（５）あなたは隣近所の人とはどの程度お付き合いをしていますか。（１つに○） 

「たまに挨拶や立ち話等をする程度である」の割合が 55.1％と最も高く、次いで「特定の人と

は親しくしている」、「ほとんど付き合いはない」の割合が 17.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

身近なところや便利なところに活動の場があること

夜間や休日または平日昼間など、自分にあった時間
帯に参加できること

友人や家族と一緒に参加できること

身近な団体や活動内容に関する情報が手に入ること

活動資金の補助・援助があること

活動に参加することでメリット（報酬など）が得ら
れること

その他

条件によらず参加したくない

無回答

59.4

31.9

11.8

23.2

10.5

7.6

1.7

11.1

13.9

0 20 40 60 80

回答者数 = 1,157 ％

多くの人と親しく付き合っている

特定の人とは親しくしている

たまに挨拶や立ち話等をする程度である

ほとんど付き合いはない

無回答

6.5

17.0

55.1

17.0

4.3

0 20 40 60 80
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問 13（６）あなたは、お住まいの地域の中で、自宅以外の居場所（定期的に顔を出した

り、仲間たちで集まる場所）はありますか。（１つに○） 

「ない」の割合が 45.7％と最も高く、次いで「ある」の割合が 35.5％、「居場所は必要として

いない」の割合が 15.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 13（７）地域の中でどのような居場所があれば利用したいと思いますか。 

（いくつでも○） 

「日中の好きな時間に気兼ねなく集まれる居場所」の割合が 34.1％と最も高く、次いで「健康

づくりやレクリエーションなどのプログラムが用意してある居場所」の割合が 30.2％、「居場所

は特に必要ない」の割合が 23.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

町会・自治会単位で集まれる居場所

住んでいる地域に関係なく、市内の好きなところに
顔を出せる居場所

決まった曜日や時間に集まれる居場所

日中の好きな時間に気兼ねなく集まれる居場所

健康づくりやレクリエーションなどのプログラムが
用意してある居場所

本、パソコンや将棋用具等の娯楽用具が置いてある
居場所

世代間の交流ができる居場所

その他

居場所は特に必要ない

無回答

8.0

22.0

12.6

34.1

30.2

13.3

13.1

1.7

23.9

9.7

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 1,157 ％

ある

ない

居場所は必要としていない

無回答

35.5

45.7

15.7

3.0

0 20 40 60



Ⅳ 第９期小金井市介護保険・高齢者保健福祉総合事業計画策定に関する調査 

333 

問 13（８）元気高齢者の方等がサービス提供の担い手となる生活支援サービスがあった

場合、利用したいと思いますか。（１つに○） 

「サービス内容によっては利用したい」の割合が 47.6％と最も高く、次いで「利用したくない」

の割合が 40.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 13（９）（８）で「ぜひ利用したい」または「サービス内容によっては利用したい」

と答えた方におたずねします。 

どのようなサービスであれば、利用したいですか。（いくつでも○） 

「清掃等」の割合が 45.9％と最も高く、次いで「買い物支援」の割合が 32.3％、「配食・調理

支援」の割合が 30.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 617 ％

移動支援

買い物支援

配食・調理支援

清掃等

相談・話し相手

その他

無回答

28.8

32.3

30.6

45.9

29.5

3.2

6.2

0 20 40 60

回答者数 = 1,157 ％

ぜひ利用したい

サービス内容によっては利用したい

利用したくない

無回答

5.7

47.6

40.4

6.2

0 20 40 60
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問 13（10）（８）で「利用したくない」と答えた方におたずねします。 

利用したくない理由はなんですか。（いくつでも○） 

「できることは自分でしたい」の割合が 83.3％と最も高く、次いで「プライバシーが守られる

か心配」の割合が 22.6％、「他人を家に上げたくない」の割合が 22.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 13（11）もし、あなたがひとり暮らしになった場合（現在ひとり暮らしの方は現時点

での意向として）、どのような「見守り支援」を利用したいと思いますか。 

「救急通報システム(ペンダント型発信器等)の貸出や、日常的に使う家電等に緊急通報装置を

設置してくれる」の割合が 40.4％と最も高く、次いで「定期的に携帯電話かパソコンにメールが

送信され、返信をする」の割合が 33.1％、「民生委員やボランティア等が定期的に自宅を訪れ、

声かけをしてくれる」の割合が 33.0％となっています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

民生委員やボランティア等が定期的に自宅を訪れ、声かけを
してくれる

定期的に電話をし、安否確認をしてくれる

定期的に携帯電話かパソコンにメールが送信され、返信をす
る

救急通報システム( ペンダント型発信器等) の貸出や、日
常的に使う家電等に緊急通報装置を設置してくれる

定期的に牛乳配達をすることで、配達業者が安否確認をして
くれる

定期的に配食サービスを提供することで、配達業者が安否確
認をしてくれる

定期的に理容助成券の給付を受けるために、市役所に出向く
ことで、市職員が安否確認をする

その他

無回答

33.0

27.7

33.1

40.4

8.9

31.7

6.9

3.2

12.4

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 468 ％

事故等の時の対応が心配

プライバシーが守られるか心配

他人を家に上げたくない

できることは自分でしたい

費用が掛かっても専門職に支援してもらい
たい

その他

無回答

13.2

22.6

22.0

83.3

18.2

6.2

0.0

0 20 40 60 80 100
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問 13（12）ひとり暮らしの高齢者を対象とする「見守り支援」について、費用が発生す

る場合、利用と負担の関係はどうあるべきだと考えますか。（1 つに○） 

「利用者の任意による利用なので、一定の自己負担は払うべき」の割合が 58.4％と最も高く、

次いで「大事な福祉サービスであり、自治体が全額負担するべき」の割合が 18.1％、「わからな

い」の割合が 10.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 13（13）ご自身が病気などで最期を迎えるとしたらどこで迎えたいですか。 

（１つに○） 

「自宅」の割合が 41.4％と最も高く、次いで「病院などの医療施設」の割合が 31.4％、「特に

希望はない」の割合が 16.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

大事な福祉サービスであり、自治体が全額負担する
べき

利用者の任意による利用なので、一定の自己負担は
払うべき

利用者自身の安心のためなので、全額自己負担であ
るべき

その他

わからない

無回答

18.1

58.4

2.4

1.1

10.7

9.2

0 20 40 60 80

回答者数 = 1,157 ％

自宅

病院などの医療施設

特別養護老人ホームなどの介護保険施設

その他

特に希望はない

無回答

41.4

31.4

3.5

1.3

16.1

6.3

0 10 20 30 40 50
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問 13（14）ご自身の看取りについて、誰かに相談したことはありますか。 

（いくつでも○） 

「相談したことはない」の割合が 63.4％と最も高く、次いで「家族、親戚」の割合が 27.8％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 13（15）あなたの世帯において、介護や子育てによる負担、生活困窮といった困りご

とはありますか。（いくつでも○） 

「病気の治療」の割合が 14.0％と最も高く、次いで「医療費や介護費用など経済的なこと」の

割合が 10.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

相談したことはない

家族、親戚

友人、知人

医師

看護師等の医療職

弁護士や行政書士

ケアマネジャー等の介護職

地域包括支援センター

福祉総合相談窓口

行政

その他

無回答

63.4

27.8

4.8

1.4

0.3

0.7

0.7

0.5

0.3

0.1

1.0

5.8

0 20 40 60 80

回答者数 = 1,157 ％

介護の負担

子育ての負担

障がいのある家族のケアの負担

病気の治療

生活の困窮

認知症のある家族の介護や財産管理

医療費や介護費用など経済的なこと

就職困難・就労継続困難

引きこもり・孤立

虐待・家庭内暴力（ＤＶ）

その他

無回答

9.5

0.6

2.9

14.0

4.3

2.7

10.8

1.9

1.7

0.3

12.1

56.6

0 20 40 60 80
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問 13（16）あなたは、暮らしの問題や福祉について困りごとがあったとき、どこに 

（誰に）相談しますか。（いくつでも○） 

「家族や親族」の割合が 74.5％と最も高く、次いで「市の相談窓口」の割合が 32.7％、「友人・

知人、近隣の人」の割合が 24.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

家族や親族

友人・知人、近隣の人

市の相談窓口

地域包括支援センター

民生委員・児童委員

ケアマネジャー

介護サービス関係者

福祉総合相談窓口

社会福祉協議会

病院・診療所の医師・看護師など

その他

相談できる人がいない

無回答

74.5

24.6

32.7

21.5

1.8

6.1

6.1

6.9

3.7

8.9

1.0

3.1

6.4

0 20 40 60 80 100



 

338 

15．就労意向について 

問 14（１）あなたは現在、収入のある仕事についていますか。（1 つに○） 

「仕事をする意思がないので、働いていない」の割合が 40.5％と最も高く、次いで「シルバー

人材センター以外の仕事についている」の割合が 19.4％、「その他」の割合が 12.1％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14（２）（１）で「シルバー人材センターの仕事をしている」～「仕事をしたいが、

仕事がないので働いていない」と答えた方におたずねします。 

あなたは今後、どのようなかたちで働きたいと考えていますか。（１つに○） 

「自分の知識や技能をいかした仕事ができれば、収入は少なくてもよい」の割合が 29.8％と最

も高く、次いで「自分の知識や技能をいかして、収入の多い仕事をしたい」の割合が 17.2％、「地

域に貢献できる仕事ができれば、収入は少なくてもよい」の割合が 14.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 383 ％

自分の知識や技能をいかして、収入の多い仕事をし
たい

自分の知識や技能をいかした仕事ができれば、収入
は少なくてもよい

地域に貢献できる仕事ができれば、収入は少なくて
もよい

自分の知識や技能をいかした活動ができれば、収入
はなくてもよい

地域に貢献できる仕事ができれば、収入はなくても
よい

その他

無回答

17.2

29.8

14.9

1.6

2.3

3.7

30.5

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 1,157 ％

シルバー人材センターの仕事をしている

シルバー人材センター以外の仕事についている

仕事をしたいが、からだの具合が悪いので働いてい
ない

仕事をしたいが、仕事がないので働いていない

仕事をする意思がないので、働いていない

その他

無回答

3.8

19.4

4.1

5.7

40.5

12.1

14.3

0 10 20 30 40 50



Ⅳ 第９期小金井市介護保険・高齢者保健福祉総合事業計画策定に関する調査 

339 

16．新型コロナウイルス感染拡大について 

問 15（１）新型コロナウイルス感染症拡大により、孤立や孤独を感じることがありますか。 

「以前と変わらない」の割合が 76.1％と最も高く、次いで「孤立や孤独を感じることが多くな

った」の割合が 13.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 15（２）（１）で「孤立や孤独を感じることが多くなった」と答えた方におたずねし

ます。 

孤立や孤独を感じることが多くなった時に、どこかに相談しましたか。 

「相談できる人がいない」の割合が 33.8％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 151 ％

市の相談窓口

地域包括支援センター

民生委員・児童委員

ケアマネジャー

介護サービス関係者

福祉総合相談窓口

社会福祉協議会

病院・診療所の医師・看護師など

その他

相談できる人がいない

無回答

7.3

6.0

0.7

4.0

2.0

2.6

1.3

9.3

23.8

33.8

21.2

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 1,157 ％

孤立や孤独を感じることが多くなった

以前と変わらない

孤立や孤独を感じることは少なくなった

無回答

13.1

76.1

3.6

7.3

0 20 40 60 80 100
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問 15（３）新型コロナウイルス感染症拡大により、影響を受けたことはありますか。 

「外出機会が減った」の割合が 65.2％と最も高く、次いで「人と話す機会が減った」の割合が

47.9％、「運動不足で筋力や体力が減った」の割合が 28.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

外出機会が減った

人と話す機会が減った

運動不足で筋力や体力が減った

趣味活動や社会参加（サロン参加やボランティア活
動）の頻度が減った

買い物に行く機会が減り、食事の内容が偏った

不安やストレスを感じるようになった

新型コロナウイルス感染症以外の病気で病院の受診
がしづらくなった

その他

特にない

無回答

65.2

47.9

28.4

21.0

11.2

21.1

15.8

2.7

14.2

5.4

0 20 40 60 80



Ⅳ 第９期小金井市介護保険・高齢者保健福祉総合事業計画策定に関する調査 

341 

17．災害対応について 

問 16（１）あなたは、災害などの発生を考えた時、どのような不安や心配ごとがありま

すか。（いくつでも○） 

「避難所での日常生活の困難さのこと」の割合が 46.5％と最も高く、次いで「自分や家族の健

康のこと」の割合が 42.4％、「食料や日用品の備蓄が不十分なこと」の割合が 41.6％となってい

ます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

お住まい（家屋）の耐震性のこと

家具や家電の転倒対策が不十分なこと

食料や日用品の備蓄が不十分なこと

災害時の集合場所や避難所の場所がはっきりわから
ないこと

避難所での日常生活の困難さのこと

自分が一人で避難することが困難なこと

一人で避難することが困難な同居の家族（高齢者、
障がいのある方、乳幼児等）がいること

自分や家族の健康のこと

家族の所在や安否確認のこと

飼っているペット（犬、猫等）の避難のこと

災害や避難方法等に関する正確な情報の入手方法の
こと

その他

特に心配なことはない

無回答

39.2

23.4

41.6

14.7

46.5

8.0

6.1

42.4

27.6

9.8

24.0

2.1

5.8

4.6

0 20 40 60
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問 16（２）災害が起きた時、避難所で配慮してほしいことは何ですか。 

（いくつでも○） 

「間仕切りの設置など、プライバシーに関する配慮」の割合が 66.5％と最も高く、次いで「高

齢者、妊産婦、乳幼児等、体調が変化しやすい人への配慮・支援」の割合が 66.0％、「男女別で

の避難所設備の設置（トイレ、更衣室、物干し場、授乳室等）」の割合が 58.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

高齢者、妊産婦、乳幼児等、体調が変化しやすい人
への配慮・支援

視覚・聴覚障がい者、外国人等、情報を得づらい人
への情報提供・状況把握

男女別での避難所設備の設置（トイレ、更衣室、物
干し場、授乳室等）

持病のある人や薬を飲んでいる人への治療の継続

間仕切りの設置など、プライバシーに関する配慮

不安やストレスを和らげるための心のケアや相談体
制の整備

段差の解消など、避難所でのバリアフリー

保健師による健康相談・管理など、避難所での健康
管理

防犯ブザーの配布や警備巡回など、安全の確保

その他

特にない

無回答

66.0

24.5

58.2

53.2

66.5

28.6

24.3

46.1

23.5

2.5

3.5

5.3

0 20 40 60 80
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18．その他・市への要望について 

問 17（１）今後、市が取り組む保健福祉サービスとして、次のうちどれを優先して充実

すべきだとお考えですか。（３つまで○） 

「特別養護老人ホームや老人保健施設など入所できる施設を整備すること」の割合が 31.7％と

最も高く、次いで「家族介護者への支援制度を充実すること」の割合が 20.9％、「（配食サービス

等の）介護保険外の福祉サービスを充実すること」の割合が 18.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

生きがいづくりを推進すること（ボランティア、文
化・スポーツ活動の促進など）

高齢者が働く場所を確保すること

世代間の交流･ 相互理解を促進すること

（運動教室をはじめとした）介護予防事業等を充実
すること

（訪問・通所サービス等の）介護（給付）サービス
等を充実すること

（配食サービス等の）介護保険外の福祉サービスを
充実すること

高齢者向けの住宅を整備したり、住宅改修を支援す
ること

特別養護老人ホームや老人保健施設など入所できる
施設を整備すること

認知症など病気や障がいを持つ高齢者への対策を充
実すること

家族介護者への支援制度を充実すること

健康づくりへの体制の充実

介護人材育成の強化

道路の段差解消や公共的な建物へのエレベータの設
置など、ひとにやさしいまちづくりを推進すること

見守りによる地域支援を強化すること

その他

特にない

無回答

12.6

9.9

4.5

10.9

18.5

18.7

11.9

31.7

13.5

20.9

9.4

13.7

12.4

9.9

1.5

4.0

17.2

0 10 20 30 40 50
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【経年比較】 

平成 28 年度調査と比較すると、「介護人材育成の強化」の割合が増加しています。一方、「家族

介護者への支援制度を充実すること」、「特別養護老人ホームや老人保健施設など入所できる施設

を整備すること」、「（運動教室をはじめとした）介護予防事業等を充実すること」の割合が減少し

ています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

生きがいづくりを推進すること（ボランティア、文
化・スポーツ活動の促進など）

高齢者が働く場所を確保すること

世代間の交流･ 相互理解を促進すること

（運動教室をはじめとした）介護予防事業等を充実
すること

（訪問・通所サービス等の）介護（給付）サービス
等を充実すること

（配食サービス等の）介護保険外の福祉サービスを
充実すること

高齢者向けの住宅を整備したり、住宅改修を支援す
ること

特別養護老人ホームや老人保健施設など入所できる
施設を整備すること

認知症など病気や障がいを持つ高齢者への対策を充
実すること

家族介護者への支援制度を充実すること

健康づくりへの体制の充実

介護人材育成の強化

道路の段差解消や公共的な建物へのエレベータの設
置など、ひとにやさしいまちづくりを推進すること

見守りによる地域支援を強化すること

その他

特にない

無回答

12.6

9.9

4.5

10.9

18.5

18.7

11.9

31.7

13.5

20.9

9.4

13.7

12.4

9.9

1.5

4.0

17.2

17.9

15.5

7.2

20.3

-

-

13.8

41.9

22.1

33.1

16.0

7.0

16.5

11.7

1.4

3.0

5.9

0 10 20 30 40 50

令和４年度調査

（回答者数 = 1,157）

平成28年度調査

（回答者数 = 843）
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問 17（２）小金井市では、「誰もがいきいきと暮らすことのできるまち」の実現をめざ

しています。あなたは、小金井市は「誰もがいきいきと暮らすことのできる

まち」だと思いますか。（１つに○） 

「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」をあわせた“そう思う”の割合が 54.9％、「ど

ちらかといえばそう思わない」と「そう思わない」をあわせた“そう思わない”の割合が 35.2％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17（３）「どちらかといえばそう思わない」、「そう思わない」と回答された方はどの

項目が改善したら、「そう思う」ようになりますか 

「行政サービスの充実」の割合が 25.4％と最も高く、次いで「医療機関（病院）の充実」の割

合が 23.0％、「交通機関の充実」の割合が 19.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答

9.4

45.5

27.1

8.1

9.9

0 20 40 60

回答者数 = 1,157 ％

地域のつながり

介護サービス（訪問系）の充実

介護サービス（通所系）の充実

介護サービス（短期入所系）の充実

介護サービス（施設系）の充実

医療機関（病院）の充実

医療機関（診療所）の充実

医療機関（訪問診療・往診）の充実

ボランティア活動の充実

行政サービスの充実

住まいの充実

交通機関の充実

商業施設の充実

治安

その他

無回答

12.4

11.8

5.4

5.1

10.6

23.0

12.4

15.2

4.2

25.4

5.2

19.3

12.9

15.9

7.2

19.6

0 10 20 30 40 50
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問 17（４）あなたは、今後も小金井市に住み続けたいと思いますか。（１つに○） 

「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」をあわせた“そう思う”の割合が 92.5％、「ど

ちらかといえばそう思わない」と「そう思わない」をあわせた“そう思わない”の割合が 4.0％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17（５）高齢者保健福祉施策や介護保険制度について、知りたい情報や制度はどのよ

うなものですか。(いくつでも〇) 

「利用できる介護サービスについて」の割合が 65.1％と最も高く、次いで「介護保険制度につ

いて」の割合が 37.3％、「地域支援事業について」の割合が 34.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,157 ％

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答

62.7

29.8

2.8

1.2

3.5

0 20 40 60 80

回答者数 = 1,157 ％

介護保険制度について

介護保険料について

利用できる介護サービスについて

地域支援事業について

介護と関係する窓口について

その他

無回答

37.3

29.6

65.1

34.1

30.7

1.8

11.6

0 20 40 60 80
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問 17（６）高齢者支援施策について、小金井市へのご意見・ご要望や知りたい情報があ

りましたら、ご自由にお書きください。 

・自身が高齢者となったが、現在親の面倒をみている為、自由になる時間があまり取れないで

いる。もっと身近に、学習センター等の施設があれば、自然と交流が図れると思う。 

・高齢になると行動範囲も決められてしまうのでまず向こう三軒両隣りの方達と、日常、お茶

のみからでも行動して仲良くすることが大事と思います。生き生きおしゃべりも大事だと思

います。 

・年金額が低い人に生活保護以外の経済的支援を充実させてほしい。介護保険料が高い。訪問

介護、デイサービスを必要なだけ利用できず、市外の特養に入るしかなかった例がある。 

・困難なときに、相談にのって寄り添ってくれるような行政であって欲しい。 

・現在は夫婦共に 80 才超の健常者ですが要支援、要介護になった時に直ぐにその支援を得ら

れるような制度、仕組を整えて欲しい。 

・高齢者が自立した生活をできるようなサポートを充実。また介護にたずさわる施設や人材へ

の手厚いサポートや財政的支援を充実させるべきと思います。 

・ミニバスのルート拡大と本数増加と運賃の値上げしない事を希望します。（自転車も車道で

車にあおられて高齢者は乗れなくなっています。）買物のイベントの足としてやはりミニバ

スの存在は重要と思います。 

・健康で働く意欲があり、働ける力がある人のための仕事を確保してほしい。シルバー人材セ

ンターをもう少し進化させたような。 

・市報やこがねい新聞等に色々なサービス等について載せてほしいと思います！市のホームペ

ージも若干わかりづらい所があると感じました。 

・自宅で一人暮らしになっても安心してくらせるようなシステム作りをしてほしいです。 

・今は夫婦共に健康で、大きな問題はありませんが、1 人になった時、大病をかかえた時に、

気軽に相談できるようなところがあれば良いと思います。 

・80 過ぎの高齢夫婦です。元気な年寄りが生きがいを感じる様な趣味、健康について仲間で集

まる機会をもっと作って欲しい。（公民館の行事は店員が少なく、一度出席すると次回は抽選

に落ちる）元気な高齢者にもっと生きがいを与える機会を作って欲しい！元気な高齢者が行

く所がなく家にひきこもりがちです。 

・現在高齢者支援サービスについて、どのような施策が行われているのか、具体的リストがあ

れば知りたい。 

・苦言がある。CoCo バスを利用しているが道が狭いため、小型バスの運用で 1 時間に 2 本が現

状の体制。小型バスで乗れない時もあり、本数を増やしてもらえれば助かる老人が多いと思

う。買い物に行き、重たい荷物を運ぶには、CoCo バスが「生活の足」であることを理解して

もらいたい。 

・最後は一人になる時期が到来した場合の介護支援や最後の看取支援が十分にケアされる事を

望みます。 

・高齢者への福祉制度や支援内容、担当窓口も含めて詳細を一覧できるような冊子を配布して

いただけたら助かります。 

（注）主な意見として回答を抜粋し、原文のまま掲載しています。 
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Ⅳ－２ 在宅介護実態調査結果 

１．回答者属性 

◆あなたは現在どちらにいらっしゃいますか。（１つに○） 

「（サービス付き高齢者向け住宅，住宅型有料老人ホーム以外の）自宅」の割合が 81.1％と最

も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆この調査票はどなたがご記入されますか。（１つに○） 

「あて名ご本人」の割合が 57.4％と最も高く、次いで「主な介護者となっている家族・親族」

の割合が 33.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 523 ％

（サービス付き高齢者向け住宅，住宅型有料老人
ホーム以外の）自宅

サービス付き高齢者向け住宅
（特定施設入居者生活介護ではない）

住宅型有料老人ホーム

その他

病院等に入院している

市外に転出

無回答

81.1

1.7

1.1

3.8

4.2

0.2

7.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 500 ％

あて名ご本人

主な介護者となっている家族・親族

主な介護者以外の家族・親族

あて名ご本人のケアマネジャー

その他

無回答

57.4

33.4

0.6

0.0

0.6

8.0

0 20 40 60 80 100
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Ｆ１ あなたの性別はどちらですか。（１つに○） 

「女性」の割合が 63.2％と最も高く、次いで「男性」の割合が 29.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ２ あなたの年齢は次のどれですか。（１つに○） 

※ 令和４年 12 月１日現在の年齢でお答えください。 

「80 歳以上」の割合が 75.6％と最も高く、次いで「70 代」の割合が 11.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 500 ％

男性

女性

そのほか

無回答

29.8

63.2

0.0

7.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 500 ％

40代

50代

60代

70代

80歳以上

わからない

無回答

0.0

0.8

4.6

11.8

75.6

0.4

6.8

0 20 40 60 80 100
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２．本人の介護の概況について 

問１ あなたの世帯類型は次のうちどれですか。（１つに○） 

「単身世帯」の割合が 40.2％、「夫婦のみ世帯」の割合が 26.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ ご家族やご親族の方からの介護は、週にどのくらいありますか。同居していない 

子どもや親族等からの介護も入れてお答えください。（１つに○） 

「ほぼ毎日ある」の割合が 36.4％と最も高く、次いで「ない」の割合が 32.2％、「週に１～２

日ある」の割合が 11.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 主な介護者の方はどなたですか。（１つに○） 

「子」の割合が 64.1％と最も高く、次いで「配偶者」の割合が 21.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 500 ％

単身世帯

夫婦のみ世帯

その他

無回答

40.2

26.2

32.4

1.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 500 ％

ない

家族・親族の介護はあるが、週に１日より
も少ない

週に１～２日ある

週に３～４日ある

ほぼ毎日ある

無回答

32.2

9.0

11.4

6.2

36.4

4.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 270 ％

配偶者

子

子の配偶者

孫

兄弟・姉妹

その他

無回答

21.5

64.1

5.2

0.4

3.3

2.6

3.0

0 20 40 60 80 100
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問４ 主な介護者の方の性別はどちらですか。（１つに○） 

「男性」の割合が 35.2％、「女性」の割合が 64.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 主な介護者の方の年齢は次のどれですか。（１つに○） 

※ 令和４年 12 月１日現在の年齢でお答えください。 

「60 代」の割合が 34.8％と最も高く、次いで「50 代」の割合が 31.9％、「80 歳以上」の割合

が 14.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 270 ％

男性

女性

無回答

35.2

64.1

0.7

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 270 ％

20歳未満

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

わからない

無回答

0.0

0.0

0.4

3.0

31.9

34.8

14.1

14.4

0.4

1.1

0 20 40 60 80 100
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問６ 現在、主な介護者の方が行っている介護等は次のどれですか。（いくつでも○） 

「その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）」の割合が 81.9％と最も高く、次いで「食事の準備

（調理等）」の割合が 74.8％、「金銭管理や生活面に必要な諸手続き」の割合が 73.0％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 270 ％

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

わからない

無回答

14.8

9.3

14.4

23.7

17.4

22.6

18.1

70.4

47.0

34.1

7.4

74.8

81.9

73.0

6.3

0.0

0.4

0 20 40 60 80 100
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問７ ご家族やご親族の中で、あて名ご本人の介護を主な理由として、過去１年の間に

仕事を辞めた方はいますか。現在働いているかどうかや現在の勤務形態は問いま

せん。（いくつでも○） 

「介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない」の割合が 66.3％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ 現在、利用している「介護保険サービス以外」の支援・サービスはどれですか。 

（いくつでも○） 

「利用していない」の割合が 44.0％と最も高く、次いで「配食」の割合が 14.8％、「掃除・洗

濯」の割合が 13.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 270 ％

主な介護者が仕事を辞めた（転職除く）

主な介護者以外の家族・親族が仕事を
辞めた（転職除く）

主な介護者が転職した

主な介護者以外の家族・親族が転職した

介護のために仕事を辞めた家族・親族は
いない

わからない

無回答

9.6

2.6

1.1

0.7

66.3

3.3

17.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 500 ％

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉タクシー等）

見守り、声かけ（ひと声訪問（牛乳の配達）、
緊急通報システム、徘徊探索器の貸与を含む）

サロンなどの定期的な通いの場

その他

利用していない

無回答

14.8

5.2

13.6

9.4

6.4

8.8

8.0

4.4

3.4

11.2

44.0

12.2

0 20 40 60 80 100
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問９ 今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス（現在利用しているが、 

さらなる充実が必要と感じる支援・サービスを含む）はどれですか。（いくつでも○） 

「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」の割合が 27.2％と最も高く、次いで「外出同行（通

院、買い物など）」の割合が 23.6％、「特になし」の割合が 23.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10 現時点での、施設等への入所・入居の検討状況について、ご回答ください。 

（１つに○） 

「入所・入居は検討していない」の割合が 71.0％と最も高く、次いで「入所・入居を検討して

いる」の割合が 15.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 500 ％

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉タクシー等）

見守り、声かけ（ひと声訪問（牛乳の配達）、
緊急通報システム、徘徊探索器の貸与を含む）

サロンなどの定期的な通いの場

その他

特になし

無回答

20.0

11.0

21.0

17.8

9.8

23.6

27.2

16.6

13.2

6.2

23.0

12.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 500 ％

入所・入居は検討していない

入所・入居を検討している

すでに入所・入居申し込みをしている

無回答

71.0

15.6

5.4

8.0

0 20 40 60 80 100
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問 11 あて名ご本人が現在抱えている傷病は次のどれですか。（いくつでも○） 

「筋骨格系疾患（骨粗しょう症、脊柱管狭窄症等）」の割合が 30.0％と最も高く、次いで「認

知症」の割合が 28.8％、「眼科・耳鼻科疾患（視覚・聴覚障害を伴うもの）」の割合が 20.2％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12 あて名ご本人は、現在、訪問診療を利用していますか。（１つに○） 

「利用している」の割合が 20.8％、「利用していない」の割合が 74.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 500 ％

脳血管疾患（脳卒中）

心疾患（心臓病）

悪性新生物（がん）

呼吸器疾患

腎疾患（透析）

筋骨格系疾患
（骨粗しょう症、脊柱管狭窄症等）

膠原病（関節リウマチ含む）

変形性関節疾患

認知症

パーキンソン病

難病（パーキンソン病を除く）

糖尿病

眼科・耳鼻科疾患
（視覚・聴覚障害を伴うもの）

その他

なし

わからない

無回答

9.4

17.4

5.6

10.4

0.8

30.0

3.0

16.8

28.8

2.0

0.8

14.2

20.2

19.4

5.6

1.2

4.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 500 ％

利用している

利用していない

無回答

20.8

74.4

4.8

0 20 40 60 80 100
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問 13 現在、（住宅改修、福祉用具貸与・購入以外の）介護保険サービスを利用して 

いますか。（１つに○） 

「利用している」の割合が 52.6％、「利用していない」の割合が 43.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問 14 問 13 で「利用していない」と答えた方におうかがいします。 

介護保険サービスを利用していない理由は何ですか。（いくつでも〇） 

「現状では、サービスを利用するほどの状態ではない」の割合が 59.1％と最も高く、次いで「本

人にサービス利用の希望がない」の割合が 17.7％、「家族が介護をするため必要ない」の割合が

16.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 500 ％

利用している

利用していない

無回答

52.6

43.0

4.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 215 ％

現状では、サービスを利用するほどの
状態ではない

本人にサービス利用の希望がない

家族が介護をするため必要ない

以前、利用していたサービスに不満が
あった

利用料を支払うのが難しい

利用したいサービスが利用できない、
身近にない

住宅改修、福祉用具貸与・購入のみを
利用するため

サービスを受けたいが手続きや利用
方法が分からない

その他

無回答

59.1

17.7

16.7

2.3

7.9

3.3

10.2

9.3

7.9

7.9

0 20 40 60 80 100
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３．主な介護者の状況について 

問 15 主な介護者の方の現在の勤務形態についてご回答ください。（１つに○） 

「働いていない」の割合が 43.8％と最も高く、次いで「フルタイムで働いている」の割合が

18.4％、「パートタイムで働いている」の割合が 13.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 16 問 15 で「フルタイムで働いている」「パートタイムで働いている」と答えた方に

おたずねします。 

主な介護者の方は、介護をするにあたって、何か働き方についての調整等をして

いますか。（いくつでも〇） 

「特に行っていない」の割合が 34.4％と最も高く、次いで「介護のために、「労働時間を調整

（残業免除、短時間勤務、遅出・早帰・中抜け等）」しながら働いている」の割合が 24.8％、「介

護のために、「休暇（年休や介護休暇等）」を取りながら働いている」の割合が 22.3％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 500 ％

フルタイムで働いている

パートタイムで働いている

働いていない

主な介護者に確認しないとわからない

無回答

18.4

13.0

43.8

3.6

21.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 157 ％

特に行っていない

介護のために、「労働時間を調整（残業免除、短時間勤務、
遅出・早帰・中抜け等）」しながら働いている

介護のために、「休暇（年休や介護休暇等）」を取りながら
働いている

介護のために、「在宅勤務」を利用しながら働いている

介護のために、上記以外の調整をしながら働いている

主な介護者に確認しないとわからない

無回答

34.4

24.8

22.3

14.0

15.9

5.7

3.8

0 20 40 60 80 100
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問 17 問 15 で「フルタイムで働いている」「パートタイムで働いている」と答えた方に

おたずねします。 

主な介護者の方は、勤め先からどのような支援があれば、仕事と介護の両立に 

効果があると思いますか。（3 つまで○） 

「介護休業・介護休暇等の制度の充実」の割合が 23.6％と最も高く、次いで「労働時間の柔軟

な選択（フレックスタイム制など）」の割合が 22.3％、「介護をしている従業員への経済的な支援」

の割合が 21.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 157 ％

自営業・フリーランス等のため、勤め先は
ない

介護休業・介護休暇等の制度の充実

制度を利用しやすい職場づくり

労働時間の柔軟な選択
（フレックスタイム制など）

働く場所の多様化
（在宅勤務・テレワークなど）

仕事と介護の両立に関する情報の提供

介護に関する相談窓口・相談担当者の設置

介護をしている従業員への経済的な支援

その他

特にない

主な介護者に確認しないとわからない

無回答

14.6

23.6

17.8

22.3

12.1

5.7

7.6

21.0

2.5

12.1

7.0

12.7

0 20 40 60 80 100
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問 18 問 15 で「フルタイムで働いている」「パートタイムで働いている」と答えた方に

おたずねします。 

主な介護者の方は、今後も働きながら介護を続けていけそうですか。（１つに○） 

「問題はあるが、何とか続けていける」の割合が 49.7％と最も高く、次いで「問題なく、続け

ていける」の割合が 29.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 157 ％

問題なく、続けていける

問題はあるが、何とか続けていける

続けていくのは、やや難しい

続けていくのは、かなり難しい

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

29.9

49.7

7.6

5.1

5.1

2.5

0 20 40 60 80 100
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問 19 現在の生活を継続していくにあたって、主な介護者の方が不安に感じる介護等に 

ついてご回答ください。現状で行っているか否かは問いません。（３つまで○） 

「認知症状への対応」の割合が 22.2％と最も高く、次いで「外出の付き添い、送迎等」の割合

が 17.4％、「その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）」の割合が 16.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者数 = 500 ％

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは特にない

主な介護者に確認しないとわからない

無回答

6.2

11.4

1.8

14.8

2.8

1.6

2.8

17.4

3.2

22.2

3.0

13.6

16.8

10.2

4.2

8.4

4.0

30.4

0 20 40 60 80 100
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Ⅳ－３ 介護保険サービス利用意向調査結果 

１．回答者属性 

あなたは現在どちらにいらっしゃいますか。（１つに○） 

「自宅」の割合が 67.7％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この調査票はどなたがご記入されますか。（１つに○） 

「主な介護者となっている家族・親族」の割合が 56.6％と最も高く、次いで「あなた」の割合

が 31.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 389 ％

あなた

主な介護者となっている家族・親族

主な介護者以外の家族・親族

ケアマネジャー

その他

無回答

31.1

56.6

6.2

0.5

2.8

2.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 396 ％

自宅

市外に転出

病院等に入院している

その他

無回答

67.7

1.8

6.3

16.9

7.3

0 20 40 60 80 100
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Ｆ１ あなたの性別はどちらですか。（１つに○） 

「女性」の割合が 68.9％と最も高く、次いで「男性」の割合が 30.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ２ あなたの年齢は次のどれですか。（１つに○） 

「85～89 歳」の割合が 31.1％と最も高く、次いで「90～94 歳」の割合が 28.8％、「80～84 歳」

の割合が 14.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 389 ％

男性

女性

そのほか

無回答

30.6

68.9

0.0

0.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90～94歳

95歳以上

無回答

0.5

5.7

7.2

14.7

31.1

28.8

11.6

0.5

0 20 40 60 80 100



Ⅳ 第９期小金井市介護保険・高齢者保健福祉総合事業計画策定に関する調査 

363 

Ｆ３ あなたの家族構成をお教えください。（１つに○） 

「一人暮らし」の割合が 29.6％と最も高く、次いで「息子・娘との二世帯」の割合が 26.2％、

「夫婦二人暮らし（配偶者 65 歳以上）」の割合が 20.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【幸福度別】 

幸福度別にみると、他に比べ、０～３点、４～６点で「一人暮らし」の割合が高くなっていま

す。また、０～３点で「息子・娘との二世帯」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

一
人
暮
ら
し 

夫
婦
二
人
暮
ら
し 

⺺
配
偶
者
64
歳
以
下
⺻ 

夫
婦
二
人
暮
ら
し 

⺺
配
偶
者
65
歳
以
上
⺻ 

息
子
・
娘
と
の
二
世
帯 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 389 29.6 3.9 20.6 26.2 13.6 6.2 

０～３点 32 37.5 6.3 12.5 34.4 6.3 3.1 

４～６点 91 35.2 1.1 23.1 22.0 12.1 6.6 

７～１０点 205 27.3 5.9 20.0 29.3 14.6 2.9 

 

  

回答者数 = 389 ％

一人暮らし

夫婦二人暮らし（配偶者64歳以下）

夫婦二人暮らし（配偶者65歳以上）

息子・娘との二世帯

その他

無回答

29.6

3.9

20.6

26.2

13.6

6.2

0 20 40 60 80 100



 

364 

Ｆ４ あなたはどちらにお住まいですか。（１つに○） 

「東町」の割合が 15.4％と最も高く、次いで「本町」の割合が 13.4％、「前原町」の割合が 12.9％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ５ あなたのお住まいは次のうちどれですか。（１つに○） 

「持家（一戸建て）」の割合が 63.5％と最も高く、次いで「持家（集合住宅）」の割合が 13.1％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 389 ％

東町

梶野町

関野町

緑町

中町

前原町

本町

桜町

貫井北町

貫井南町

無回答

15.4

7.7

1.0

11.6

10.5

12.9

13.4

4.4

7.7

12.6

2.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

持家（一戸建て）

持家（集合住宅）

公的賃貸住宅（市営・都営住宅など）

民間賃貸住宅（一戸建て）

民間賃貸住宅（集合住宅）

その他

無回答

63.5

13.1

5.4

2.1

5.9

5.7

4.4

0 20 40 60 80 100
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２．医療の状況等について 

問１ あなたは、現在治療中、または、後遺症のある病気はありますか。 

（いくつでも〇） 

「高血圧」の割合が40.9％と最も高く、次いで「認知症（アルツハイマー病等）」の割合が37.5％、

「筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節症等）」の割合が 16.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 389 ％

ない

高血圧

脳卒中（脳出血･ 脳梗塞等）

心臓病

糖尿病

高脂血症（脂質異常）

呼吸器の病気（肺炎や気管支炎等）

胃腸・肝臓・胆のうの病気

腎臓・前立腺の病気

筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節症等）

外傷（転倒・骨折等）

がん（悪性新生物）

血液・免疫の病気

うつ病

認知症（アルツハイマー病等）

パーキンソン病

目の病気

耳の病気

その他

無回答

6.2

40.9

11.6

13.6

13.4

13.4

7.5

3.6

7.7

16.7

9.5

5.9

0.5

3.1

37.5

2.1

13.6

3.9

8.5

3.6

0 20 40 60 80 100
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問２ あなたには、「かかりつけ医」、「かかりつけ歯科医」はいますか。また、「かかり

つけ薬局」はありますか。（①から③についてそれぞれ１つに○）  

（１）かかりつけ医 

「いる」の割合が 92.5％、「いない」の割合が 3.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）かかりつけ歯科医 

「いる」の割合が 63.2％、「いない」の割合が 24.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）かかりつけ薬局 

「いる」の割合が 80.2％、「いない」の割合が 10.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 389 ％

いる

いない

無回答

92.5

3.9

3.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

いる

いない

無回答

63.2

24.2

12.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

いる

いない

無回答

80.2

10.5

9.3

0 20 40 60 80 100
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問２-１ 問２で①かかりつけ医、②かかりつけ歯科医が「いる」と答えた方におたずね

します。 

その医療機関をかかりつけに選んだ理由は何ですか。（いくつでも○） 

「自宅や職場などに近いから」の割合が 41.1％と最も高く、次いで「訪問診療をしてくれるか

ら」の割合が 26.8％、「信頼できる医師がいるから」の割合が 24.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 365 ％

自宅や職場などに近いから

交通機関の便がよいから

以前に来たことがあるから

待ち時間が短いから

訪問診療をしてくれるから

信頼できる医師がいるから

医師や看護師が親切だから

他の医療機関で紹介されたから

家族・友人・知人からすすめられたから

様々な症状に対応できる医療を提供してい
るから

連携している医療機関・福祉施設が充実し
ているから

その他

無回答

41.1

6.3

7.1

4.4

26.8

24.4

23.0

11.5

8.8

10.4

8.5

7.1

5.8

0 20 40 60 80 100



 

368 

問３ あなたは、現在どの程度幸せですか。（当てはまる点数１つに○）（「とても不幸」

を０点、「とても幸せ」を 10 点として、ご記入ください） 

「８点」の割合が 20.3％と最も高く、次いで「５点」の割合が 14.9％、「10 点」の割合が 12.9％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 389 ％

０点

１点

２点

３点

４点

５点

６点

７点

８点

９点

10点

無回答

0.8

1.3

1.8

4.4

2.1

14.9

6.4

12.6

20.3

6.9

12.9

15.7

0 20 40 60 80 100
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３．介護保険サービスの利用について 

問４ あなたの要介護度は次のうちどれですか。（１つに○） 

「要介護 １」の割合が 34.4％と最も高く、次いで「要介護 ２」の割合が 26.2％、「要介護 

４」の割合が 11.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 最初の要介護の認定を受けてから、どの程度の期間が経過していますか。 

（１つに○） 

「３年～５年未満」の割合が 24.2％と最も高く、次いで「５年以上」の割合が 23.1％、「１年

～２年未満」の割合が 18.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 389 ％

要介護　１

要介護　２

要介護　３

要介護　４

要介護　５

無回答

34.4

26.2

11.6

11.8

8.7

7.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

６か月未満

６か月～１年未満

１年～２年未満

２年～３年未満

３年～５年未満

５年以上

無回答

7.2

11.3

18.5

7.7

24.2

23.1

8.0

0 20 40 60 80 100



 

370 

問６ あなたは、介護保険サービスを利用されていますか。（１つに○） 

「利用している」の割合が 79.4％、「利用していない」の割合が 13.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【幸福度別】 

幸福度別にみると、大きな差はみられません。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

利
用
し
て
い
る 

利
用
し
て
い
な
い 

無
回
答 

全  体 389 79.4 13.9 6.7 

０～３点 32 81.3 15.6 3.1 

４～６点 91 81.3 12.1 6.6 

７～１０点 205 81.0 15.6 3.4 

 

 

  

回答者数 = 389 ％

利用している

利用していない

無回答

79.4

13.9

6.7

0 20 40 60 80 100
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問６-１ 問６で「利用していない」と答えた方におたずねします。 

介護保険サービスを利用していない理由は何ですか。（いくつでも○） 

「家族が介護してくれるから」の割合が 35.2％と最も高く、次いで「病院に入院しているから」

の割合が 20.4％、「利用したいサービスがないから」の割合が 11.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 54 ％

家族が介護してくれるから

家族以外に介護してもらうことが
不安だから

利用したいサービスがないから

利用料がかかるから

よいケアマネジャーが見つからないから

利用したいが家族に理解してもらえない
から

一時サービス（住宅改修など）だけで
よかったから

病院に入院しているから

体調がよくなったから

サービス利用の申請方法がわからないから

その他

無回答

35.2

5.6

11.1

1.9

0.0

3.7

1.9

20.4

3.7

9.3

18.5

9.3

0 20 40 60 80 100



 

372 

４．介護保険について 

問７ 介護保険サービスでは以下のようなサービスを行っています。これらのサービス

の認知度、今後の利用意向についておたずねします。 

（１）在宅サービス 

① 訪問介護、総合事業訪問型サービス（ホームヘルプ） 

ア 認知度 

「知っている」の割合が 76.3％、「知らない」の割合が 6.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

イ 利用意向 

「利用したい」の割合が 35.7％、「利用したくない」の割合が 27.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

② （介護予防）訪問看護 

ア 認知度 

「知っている」の割合が 68.1％、「知らない」の割合が 12.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

イ 利用意向 

「利用したい」の割合が 39.6％、「利用したくない」の割合が 23.7％となっています。 

 

 

 
 
  

回答者数 = 389 ％

知っている

知らない

無回答

76.3

6.9

16.7

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

利用したい

利用したくない

無回答

35.7

27.5

36.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

知っている

知らない

無回答

68.1

12.3

19.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

利用したい

利用したくない

無回答

39.6

23.7

36.8

0 20 40 60 80 100
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③ （介護予防）訪問リハビリテーション 

ア 認知度 

「知っている」の割合が 58.6％、「知らない」の割合が 21.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 利用意向 

「利用したい」の割合が 34.4％、「利用したくない」の割合が 28.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ （介護予防）訪問入浴介護 

ア 認知度 

「知っている」の割合が 64.3％、「知らない」の割合が 14.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

イ 利用意向 

「利用したい」の割合が 23.7％、「利用したくない」の割合が 38.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 389 ％

知っている

知らない

無回答

58.6

21.1

20.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

利用したい

利用したくない

無回答

34.4

28.0

37.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

知っている

知らない

無回答

64.3

14.1

21.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

利用したい

利用したくない

無回答

23.7

38.3

38.0

0 20 40 60 80 100



 

374 

⑤（介護予防）居宅療養管理指導 

ア 認知度 

「知っている」の割合が 48.8％、「知らない」の割合が 28.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 利用意向 

「利用したい」の割合が 32.1％、「利用したくない」の割合が 27.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

⑥通所介護、総合事業通所型サービス（デイサービス） 

ア 認知度 

「知っている」の割合が 76.3％、「知らない」の割合が 6.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 利用意向 

「利用したい」の割合が 40.9％、「利用したくない」の割合が 26.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 389 ％

知っている

知らない

無回答

48.8

28.5

22.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

利用したい

利用したくない

無回答

32.1

27.5

40.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

知っている

知らない

無回答

76.3

6.9

16.7

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

利用したい

利用したくない

無回答

40.9

26.7

32.4

0 20 40 60 80 100
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⑦（介護予防）通所リハビリテーション（デイケア） 

ア 認知度 

「知っている」の割合が 65.3％、「知らない」の割合が 15.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 利用意向 

「利用したい」の割合が 34.7％、「利用したくない」の割合が 28.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧（介護予防）短期入所生活介護（ショートステイ） 

ア 認知度 

「知っている」の割合が 68.4％、「知らない」の割合が 11.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

イ 利用意向 

「利用したい」の割合が 30.8％、「利用したくない」の割合が 33.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 389 ％

知っている

知らない

無回答

65.3

15.2

19.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

利用したい

利用したくない

無回答

34.7

28.0

37.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

知っている

知らない

無回答

68.4

11.3

20.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

利用したい

利用したくない

無回答

30.8

33.7

35.5

0 20 40 60 80 100



 

376 

⑨（介護予防）短期入所療養介護（医療型ショートステイ） 

ア 認知度 

「知っている」の割合が 57.1％、「知らない」の割合が 20.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 利用意向 

「利用したい」の割合が 24.2％、「利用したくない」の割合が 38.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

⑩（介護予防）特定施設入居者生活介護（有料老人ホーム等） 

ア 認知度 

「知っている」の割合が 60.2％、「知らない」の割合が 18.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 利用意向 

「利用したい」の割合が 22.1％、「利用したくない」の割合が 39.1％となっています。 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 389 ％

知っている

知らない

無回答

57.1

20.6

22.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

利用したい

利用したくない

無回答

24.2

38.3

37.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

知っている

知らない

無回答

60.2

18.8

21.1

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

利用したい

利用したくない

無回答

22.1

39.1

38.8

0 20 40 60 80 100
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⑪（介護予防）福祉用具の貸与 

ア 認知度 

「知っている」の割合が 72.8％、「知らない」の割合が 9.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

イ 利用意向 

「利用したい」の割合が 49.4％、「利用したくない」の割合が 17.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

⑫（介護予防）特定福祉用具販売 

ア 認知度 

「知っている」の割合が 44.2％、「知らない」の割合が 35.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 利用意向 

「利用したい」の割合が 41.1％、「利用したくない」の割合が 22.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 389 ％

知っている

知らない

無回答

72.8

9.5

17.7

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

利用したい

利用したくない

無回答

49.4

17.5

33.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

知っている

知らない

無回答

44.2

35.5

20.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

利用したい

利用したくない

無回答

41.1

22.6

36.2

0 20 40 60 80 100



 

378 

⑬（介護予防）住宅改修費の支給 

ア 認知度 

「知っている」の割合が 67.9％、「知らない」の割合が 13.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 利用意向 

「利用したい」の割合が 41.4％、「利用したくない」の割合が 21.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）施設サービス 

⑭ 介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム） 

ア 認知度 

「知っている」の割合が 71.7％、「知らない」の割合が 10.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 利用意向 

「利用したい」の割合が 33.2％、「利用したくない」の割合が 31.1％となっています。 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 389 ％

知っている

知らない

無回答

67.9

13.1

19.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

利用したい

利用したくない

無回答

41.4

21.9

36.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

知っている

知らない

無回答

71.7

10.5

17.7

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

利用したい

利用したくない

無回答

33.2

31.1

35.7

0 20 40 60 80 100
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⑮ 介護老人保健施設（老人保健施設） 

ア 認知度 

「知っている」の割合が 54.8％、「知らない」の割合が 24.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 利用意向 

「利用したい」の割合が 29.6％、「利用したくない」の割合が 31.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

⑯介護療養型医療施設 

ア 認知度 

「知っている」の割合が 37.0％、「知らない」の割合が 40.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 利用意向 

「利用したい」の割合が 28.3％、「利用したくない」の割合が 31.6％となっています。 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 389 ％

知っている

知らない

無回答

54.8

24.7

20.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

利用したい

利用したくない

無回答

29.6

31.4

39.1

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

知っている

知らない

無回答

37.0

40.4

22.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

利用したい

利用したくない

無回答

28.3

31.6

40.1

0 20 40 60 80 100



 

380 

⑰介護医療院 

ア 認知度 

「知っている」の割合が 31.9％、「知らない」の割合が 45.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 利用意向 

「利用したい」の割合が 27.2％、「利用したくない」の割合が 32.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 389 ％

知っている

知らない

無回答

31.9

45.8

22.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

利用したい

利用したくない

無回答

27.2

32.4

40.4

0 20 40 60 80 100
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問８ あなたは、次のサービスについて入所申請はしていますか。 

（①から④についてそれぞれ１つに〇）  

① 介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム） 

「申請して入所待ち」の割合が 4.9％、「申請していない」の割合が 78.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

② 介護老人保健施設（老人保健施設） 

「申請して入所待ち」の割合が 1.5％、「申請していない」の割合が 80.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

③ 認知症対応型共同生活介護（グループホーム） 

「申請して入所待ち」の割合が 2.8％、「申請していない」の割合が 79.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

④ 特定施設入居者生活介護（有料老人ホームなど） 

「申請して入所待ち」の割合が 1.8％、「申請していない」の割合が 79.7％となっています。 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 389 ％

申請して入所待ち

申請していない

無回答

4.9

78.9

16.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

申請して入所待ち

申請していない

無回答

1.5

80.7

17.7

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

申請して入所待ち

申請していない

無回答

2.8

79.7

17.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

申請して入所待ち

申請していない

無回答

1.8

79.7

18.5

0 20 40 60 80 100



 

382 

問９ 次のような地域密着型サービスを知っていますか。また、利用したいと思います

か。（①から⑦について「認知度」「利用意向」それぞれ１つに○） 

①地域密着型通所介護 

ア 認知度 

「知っている」の割合が 45.0％、「知らない」の割合が 38.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

イ 利用意向 

「利用したい」の割合が 31.9％、「利用したくない」の割合が 32.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

②夜間対応型訪問介護 

ア 認知度 

「知っている」の割合が 27.0％、「知らない」の割合が 56.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 利用意向 

「利用したい」の割合が 28.8％、「利用したくない」の割合が 33.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 389 ％

知っている

知らない

無回答

45.0

38.8

16.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

利用したい

利用したくない

無回答

31.9

32.6

35.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

知っている

知らない

無回答

27.0

56.0

17.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

利用したい

利用したくない

無回答

28.8

33.7

37.5

0 20 40 60 80 100
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③定期巡回・随時対応型訪問介護看護 

ア 認知度 

「知っている」の割合が 27.5％、「知らない」の割合が 56.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 利用意向 

「利用したい」の割合が 31.6％、「利用したくない」の割合が 32.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

④認知症対応型通所介護 

ア 認知度 

「知っている」の割合が 30.3％、「知らない」の割合が 52.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 利用意向 

「利用したい」の割合が 27.5％、「利用したくない」の割合が 34.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 389 ％

知っている

知らない

無回答

27.5

56.0

16.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

利用したい

利用したくない

無回答

31.6

32.1

36.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

知っている

知らない

無回答

30.3

52.2

17.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

利用したい

利用したくない

無回答

27.5

34.2

38.3

0 20 40 60 80 100



 

384 

⑤小規模多機能型居宅介護 

ア 認知度 

「知っている」の割合が 28.5％、「知らない」の割合が 54.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 利用意向 

「利用したい」の割合が 27.2％、「利用したくない」の割合が 35.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

⑥認知症対応型共同生活介護（グループホーム） 

ア 認知度 

「知っている」の割合が 40.9％、「知らない」の割合が 41.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 利用意向 

「利用したい」の割合が 19.5％、「利用したくない」の割合が 43.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 389 ％

知っている

知らない

無回答

28.5

54.0

17.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

利用したい

利用したくない

無回答

27.2

35.5

37.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

知っている

知らない

無回答

40.9

41.4

17.7

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

利用したい

利用したくない

無回答

19.5

43.2

37.3

0 20 40 60 80 100
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⑦看護小規模多機能型居宅介護 

ア 認知度 

「知っている」の割合が 24.9％、「知らない」の割合が 54.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 利用意向 

「利用したい」の割合が 27.0％、「利用したくない」の割合が 35.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 389 ％

知っている

知らない

無回答

24.9

54.0

21.1

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

利用したい

利用したくない

無回答

27.0

35.2

37.8

0 20 40 60 80 100



 

386 

５．ケアプランやサービスのあり方について 

問 10 ケアマネジャーを評価する点はどんなことですか。（いくつでも○） 

「利用者や家族の意向をよく聞いてくれる」の割合が 74.8％と最も高く、次いで「約束した時

間に訪問し、相談や必要に応じて介護保険サービスの情報提供や手続きを行ってくれる」の割合

が 65.0％、「利用する介護保険サービスの内容に変更が生じた時や、急を要する支援に迅速に対

応してくれる」の割合が 60.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 11 介護サービス事業者を評価する点はどんなことですか。（いくつでも○） 

「利用者や家族の意向をよく聞く」の割合が 63.0％と最も高く、次いで「サービスの質がよい」

の割合が 59.1％、「サービスが受けやすい」の割合が 51.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 389 ％

利用者や家族の意向をよく聞いてくれる

約束した時間に訪問し、相談や必要に応じて介護保
険サービスの情報提供や手続きを行ってくれる

介護保険外のサービスの利用についても、情報提供
をしてくれる

利用する介護保険サービスの内容に変更が生じた時
や、急を要する支援に迅速に対応してくれる

人権やプライド、個人情報などを守ってくれる

その他

無回答

74.8

65.0

52.2

60.2

48.3

4.4

13.1

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

サービスの質がよい

サービスが受けやすい

職員の能力が高い

人権・プライドを尊重する

個人情報を守る

約束を守る

利用者や家族の意向をよく聞く

その他

無回答

59.1

51.2

47.8

40.4

38.3

39.8

63.0

2.6

14.7

0 20 40 60 80 100
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６．高齢者の権利について 

問 12 高齢者の権利や生活を守るための相談窓口として以下のようなものがあります

が、あなたの知っているものはありますか。（いくつでも○） 

「地域包括支援センター」の割合が 75.1％と最も高く、次いで「行政の相談窓口（市役所など）」

の割合が 55.5％、「社会福祉協議会」の割合が 21.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【経年比較】 

平成 28 年度調査と比較すると、「地域包括支援センター」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「福祉総合相談窓口」の選択肢は、令和４年度調査で追加されたものです。 

 

  

回答者数 = 389 ％

行政の相談窓口（市役所など）

地域包括支援センター

権利擁護センター

福祉総合相談窓口

社会福祉協議会

消費生活相談室

知っているものはない

無回答

55.5

75.1

7.7

10.8

21.9

10.0

8.0

8.7

0 20 40 60 80 100

％

行政の相談窓口（市役所など）

地域包括支援センター

権利擁護センター

福祉総合相談窓口

社会福祉協議会

消費生活相談室

知っているものはない

無回答

55.5

75.1

7.7

10.8

21.9

10.0

8.0

8.7

55.8

69.6

3.5

－

20.9

9.1

9.4

9.7

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 389）

平成28年度調査

（回答者数 = 339）



 

388 

７．地域生活について 

問 13 あなたは、地域活動やボランティア活動、お住まいの地域の行事にどの程度参加

していますか。（１つに○） 

「全く参加していない」の割合が 69.4％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【幸福度別】 

幸福度別にみると、幸福度の点数が低くなるにつれ「全く参加していない」の割合が高くなる

傾向がみられます。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

よ
く
参
加
し
て
い
る 

時
々
参
加
し
て
い
る 

あ
ま
り
参
加
し
て 

い
な
い 

全
く
参
加
し
て 

い
な
い 

無
回
答 

全  体 389 1.5 5.1 9.0 69.4 14.9 

０～３点 32 － － 3.1 84.4 12.5 

４～６点 91 1.1 7.7 9.9 70.3 11.0 

７～１０点 205 2.0 5.9 11.7 68.3 12.2 

 

  

回答者数 = 389 ％

よく参加している

時々参加している

あまり参加していない

全く参加していない

無回答

1.5

5.1

9.0

69.4

14.9

0 20 40 60 80 100
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問 13-１ 問 13 で「よく参加している」または「時々参加している」と答えた方におた

ずねします。 

どのような活動や行事に参加していますか。（いくつでも○） 

「町会・自治会などの活動」の割合が 50.0％と最も高く、次いで「娯楽・趣味に関する活動」

の割合が 34.6％、「住民自治に関する活動」の割合が 23.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【幸福度別】 

幸福度別では、有効回答が少ないため参考とします。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

町
会
・
自
治
会
な
ど
の 

活
動 

子
ど
も
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の 

活
動 

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動 

婦
人
会
の
活
動 

国
際
交
流
・
協
力
に 

関
す
る
活
動 

防
災
訓
練
や
交
通
安
全 

運
動 

生
涯
学
習
に
関
す
る 

活
動 

娯
楽
・
趣
味
に
関
す
る 

活
動 

ス
ポ
⺳
ツ
に
関
す
る 

活
動 

お
祭
り
や
運
動
会
な
ど 

レ
ク
リ
エ
⺳
シ
⻟
ン
活
動 

住
民
自
治
に
関
す
る
活
動 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 26 50.0 7.7 11.5 － 11.5 19.2 19.2 34.6 15.4 15.4 23.1 3.8 7.7 

０～３点 － － － － － － － － － － － － － － 

４～６点 8 62.5 12.5 25.0 － － 37.5 37.5 37.5 12.5 12.5 12.5 － 12.5 

７～１０点 16 43.8 6.3 6.3 － 12.5 12.5 12.5 31.3 12.5 18.8 31.3 6.3 6.3 

 

  

回答者数 = 26 ％

町会・自治会などの活動

子ども会やＰＴＡの活動

老人クラブの活動

婦人会の活動

国際交流・協力に関する活動

防災訓練や交通安全運動

生涯学習に関する活動

娯楽・趣味に関する活動

スポーツに関する活動

お祭りや運動会などレクリエーション活動

住民自治に関する活動

その他

無回答

50.0

7.7

11.5

0.0

11.5

19.2

19.2

34.6

15.4

15.4

23.1

3.8

7.7

0 20 40 60 80 100



 

390 

問 14 あなたが今後、お住まいの地域で活動する場合、どのような活動に参加したいと

思いますか。（いくつでも○） 

「特にない」の割合が 38.8％と最も高く、次いで「自分の楽しみが得られる活動」の割合が

25.4％、「生きがいや健康づくりができる活動」の割合が 19.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【幸福度別】 

幸福度別にみると、幸福度の点数が高くなるにつれ「自分の楽しみが得られる活動」「興味ある

知識や教養が得られる活動」「自分の知識や経験をいかせる活動」「生きがいや健康づくりができ

る活動」の割合が高くなる傾向がみられます。また、点数が低くなるにつれ「特にない」の割合

が高くなる傾向がみられます。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

自
分
の
楽
し
み
が
得
ら
れ
る 

活
動 

興
味
あ
る
知
識
や
教
養
が 

得
ら
れ
る
活
動 

自
分
の
知
識
や
経
験
を 

い
か
せ
る
活
動 

生
き
が
い
や
健
康
づ
く
り
が 

で
き
る
活
動 

仲
間
づ
く
り
や
親
し
い
友
人 

が
で
き
る
活
動 

隣
近
所
の
人
と
協
力 

し
あ
え
る
活
動 

家
庭
生
活
を
豊
か
に
す
る 

家
族
ぐ
る
み
の
活
動 

地
域
や
社
会
に
役
立
つ
活
動 

⺺
ボ
ラ
ン
テ
⻘
ア
活
動
等
⺻ 

行
政
へ
の
協
力
や
地
域
自
治 

に
か
か
わ
る
活
動 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全  体 389 25.4 11.6 9.0 19.8 15.4 9.8 0.5 3.9 1.3 2.8 38.8 17.5 

０～３点 32 21.9 6.3 3.1 12.5 21.9 6.3 － 6.3 3.1 3.1 50.0 15.6 

４～６点 91 22.0 12.1 8.8 17.6 15.4 7.7 － 5.5 2.2 4.4 42.9 11.0 

７～１０点 205 29.3 13.7 10.2 23.9 16.1 11.7 1.0 2.9 1.0 1.5 35.6 15.1 

  

回答者数 = 389 ％

自分の楽しみが得られる活動

興味ある知識や教養が得られる活動

自分の知識や経験をいかせる活動

生きがいや健康づくりができる活動

仲間づくりや親しい友人ができる活動

隣近所の人と協力しあえる活動

家庭生活を豊かにする家族ぐるみの活動

地域や社会に役立つ活動（ボランティア活
動等）

行政への協力や地域自治にかかわる活動

その他

特にない

無回答

25.4

11.6

9.0

19.8

15.4

9.8

0.5

3.9

1.3

2.8

38.8

17.5

0 20 40 60 80 100
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問 15 あなたは、お住まいの地域で活動する場合、どのような環境や条件が必要だと思

いますか。（３つまで○） 

「身近なところや便利なところに活動の場があること」の割合が 37.8％と最も高く、次いで

「条件によらず参加したくない」の割合が 27.8％、「夜間や休日または平日昼間など、自分にあ

った時間帯に参加できること」の割合が 17.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【幸福度別】 

幸福度別にみると、幸福度の点数が高くなるにつれ「身近なところや便利なところに活動の場

があること」「身近な団体や活動内容に関する情報が手に入ること」の割合が高くなる傾向がみ

られます。また、点数が低くなるにつれ「条件によらず参加したくない」の割合が高くなる傾向

がみられます。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

身
近
な
と
こ
ろ
や
便
利
な
と
こ
ろ 

に
活
動
の
場
が
あ
る
こ
と 

夜
間
や
休
日
ま
た
は
平
日
昼
間 

な
ど
⺯
自
分
に
あ
⻒
た
時
間
帯
に 

参
加
で
き
る
こ
と 

友
人
や
家
族
と
一
緒
に
参
加 

で
き
る
こ
と 

身
近
な
団
体
や
活
動
内
容
に 

関
す
る
情
報
が
手
に
入
る
こ
と 

活
動
資
金
の
補
助
・
援
助
が
あ
る 

こ
と 

活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
メ
リ
⻜

ト
⺺
報
酬
な
ど
⺻
が
得
ら
れ
る
こ
と 

そ
の
他 

条
件
に
よ
ら
ず
参
加
し
た
く
な
い 

無
回
答 

全  体 389 37.8 17.2 11.6 10.0 4.1 3.1 2.3 27.8 25.2 

０～３点 32 34.4 15.6 15.6 9.4 3.1 － － 37.5 21.9 

４～６点 91 39.6 19.8 9.9 9.9 7.7 1.1 2.2 31.9 17.6 

７～１０点 205 42.9 19.0 13.2 12.2 3.9 4.9 2.4 25.9 21.5 

  

回答者数 = 389 ％

身近なところや便利なところに活動の場があること

夜間や休日または平日昼間など、自分にあった時間
帯に参加できること

友人や家族と一緒に参加できること

身近な団体や活動内容に関する情報が手に入ること

活動資金の補助・援助があること

活動に参加することでメリット（報酬など）が得ら
れること

その他

条件によらず参加したくない

無回答

37.8

17.2

11.6

10.0

4.1

3.1

2.3

27.8

25.2

0 20 40 60 80 100
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問 16 あなたは、お住まいの地域の中で、自宅以外の居場所（定期的に顔を出したり、

仲間たちで集まる場所）はありますか。（１つに○） 

「ない」の割合が 45.2％と最も高く、次いで「ある」の割合が 21.6％、「居場所は必要として

いない」の割合が 15.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 389 ％

ある

ない

居場所は必要としていない

無回答

21.6

45.2

15.2

18.0

0 20 40 60 80 100
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問 17 地域の中でどのような居場所があれば利用したいと思いますか。 

（いくつでも○） 

「特に必要ない」の割合が 36.8％と最も高く、次いで「日中の好きな時間に気兼ねなく集まれ

る」の割合が 20.3％、「健康づくりやレクリエーションなどのプログラムが用意してある」の割

合が 17.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【幸福度別】 

幸福度別にみると、幸福度の点数が高くなるにつれ「日中の好きな時間に気兼ねなく集まれる」

の割合が高くなる傾向がみられます。また、点数が低くなるにつれ「特に必要ない」の割合が高

くなる傾向がみられます。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

町
内
会
・
自
治
会
単
位
で
集
ま
れ
る 

住
ん
で
い
る
地
域
に
関
係
な
く
⺯
市
内

の
好
き
な
と
こ
ろ
に
顔
を
出
せ
る 

決
ま
⻒
た
曜
日
や
時
間
に
集
ま
れ
る 

日
中
の
好
き
な
時
間
に
気
兼
ね
な
く 

集
ま
れ
る 

健
康
づ
く
り
や
レ
ク
リ
エ
⺳
シ
⻟
ン 

な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
し
て
あ
る 

本
⺯
パ
ソ
コ
ン
や
将
棋
用
具
等
の
娯
楽

用
具
が
置
い
て
あ
る 

世
代
間
の
交
流
が
で
き
る 

そ
の
他 

特
に
必
要
な
い 

無
回
答 

全  体 389 5.4 7.2 9.0 20.3 17.7 5.1 7.2 2.6 36.8 22.6 

０～３点 32 － 3.1 － 12.5 12.5 － 3.1 － 65.6 15.6 

４～６点 91 5.5 7.7 4.4 16.5 20.9 6.6 5.5 4.4 40.7 16.5 

７～１０点 205 6.8 6.3 12.7 24.4 20.5 5.9 9.8 1.5 31.7 20.5 

 

  

回答者数 = 389 ％

町内会・自治会単位で集まれる

住んでいる地域に関係なく、市内の好きな
ところに顔を出せる

決まった曜日や時間に集まれる

日中の好きな時間に気兼ねなく集まれる

健康づくりやレクリエーションなどの
プログラムが用意してある

本、パソコンや将棋用具等の娯楽用具が
置いてある

世代間の交流ができる

その他

特に必要ない

無回答

5.4

7.2

9.0

20.3

17.7

5.1

7.2

2.6

36.8

22.6

0 20 40 60 80 100



 

394 

問 18 元気高齢者の方等がサービス提供の担い手となる生活支援サービスがあった場

合、利用したいと思いますか。（１つに○） 

「利用したくない」の割合が 38.6％と最も高く、次いで「サービス内容によっては利用したい」

の割合が 34.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 18-１ 問 18 で「ぜひ利用したい」または「サービス内容によっては利用したい」と

答えた方に質問します。 

どのようなサービスであれば、利用したいですか。（１つに○） 

「相談・話し相手」の割合が 26.4％と最も高く、次いで「移動支援」の割合が 18.2％、「清掃

等」の割合が 10.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 389 ％

ぜひ利用したい

サービス内容によっては利用したい

利用したくない

無回答

6.2

34.7

38.6

20.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 159 ％

移動支援

買い物支援

配食・調理支援

清掃等

相談・話し相手

その他

無回答

18.2

7.5

6.3

10.1

26.4

1.3

30.2

0 20 40 60 80 100
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問 18-２ 問 18 で「利用したくない」と答えた方に質問します。利用したくないと回答

した場合、利用したくない理由はなんですか。（１つに○） 

「できることは自分でしたい」の割合が 31.3％と最も高く、次いで「他人を家に上げたくない」

の割合が 18.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 19 もし、あなたがひとり暮らしになった場合（現在ひとり暮らしの方は現時点での

意向として）、どのような「見守り支援」を利用したいと思いますか。 

（いくつでも○） 

「民生委員やボランティア等が定期的に自宅を訪れ、声かけをしてくれる」の割合が 40.4％と

最も高く、次いで「救急通報システム（ペンダント型発信器等）の貸出や、日常的に使う家電等

に緊急通報装置を設置してくれる」の割合が 33.4％、「定期的に配食サービスを提供することで、

配達業者が安否確認をしてくれる」の割合が 30.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 150 ％

事故等の時の対応が心配

プライバシーが守られるか心配

他人を家に上げたくない

できることは自分でしたい

費用が掛かっても専門職に支援してもらい
たい

その他

無回答

4.0

4.0

18.7

31.3

6.0

17.3

18.7

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 389 ％

民生委員やボランティア等が定期的に自宅を訪れ、声かけを
してくれる

定期的に電話をし、安否確認をしてくれる

定期的に携帯電話かパソコンにメールが送信され、返信を
する

救急通報システム（ペンダント型発信器等）の貸出や、
日常的に使う家電等に緊急通報装置を設置してくれる

定期的に牛乳配達をすることで、配達業者が安否確認をして
くれる

定期的に配食サービスを提供することで、配達業者が安否
確認をしてくれる

定期的に理容助成券の給付を受けるために、市役所に出向く
ことで、市職員が安否確認をする

その他

無回答

40.4

24.9

7.2

33.4

8.7

30.3

4.6

7.7

22.6

0 20 40 60 80 100
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問 20 ひとり暮らしの高齢者を対象とする「見守り支援」について、費用が発生する場

合、利用と負担の関係はどうあるべきだと考えますか。（１つに○） 

「利用者の任意による利用なので、一定の自己負担は払うべき」の割合が 46.3％と最も高く、

次いで「大事な福祉サービスであり、自治体が全額負担するべき」の割合が 20.6％、「わからな

い」の割合が 15.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 389 ％

大事な福祉サービスであり、自治体が
全額負担するべき

利用者の任意による利用なので、一定の
自己負担は払うべき

利用者自身の安心のためなので、全額自己
負担であるべき

その他

わからない

無回答

20.6

46.3

1.0

1.0

15.2

15.9

0 20 40 60 80 100
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問 21 あなたの世帯において、介護や子育てによる負担、生活困窮といった困りごとは

ありますか。（いくつでも○） 

「介護の負担」の割合が 27.5％と最も高く、次いで「医療費や介護費用など経済的なこと」の

割合が 17.7％、「認知症のある家族の介護や財産管理」の割合が 16.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【幸福度別】 

幸福度別にみると、幸福度の点数が低くなるにつれ「介護の負担」「生活の困窮」「医療費や介

護費用など経済的なこと」の割合が高くなる傾向がみられます。また、他に比べ、０～３点で「認

知症のある家族の介護や財産管理」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

介
護
の
負
担 

子
育
て
の
負
担 

障
が
い
の
あ
る
家
族 

の
ケ
ア
の
負
担 

病
気
の
治
療 

生
活
の
困
窮 

認
知
症
の
あ
る
家
族 

の
介
護
や
財
産
管
理 

医
療
費
や
介
護
費
用 

な
ど
経
済
的
な
こ
と 

就
職
困
難
・
就
労
継
続 

困
難 

引
き
こ
も
り
・
孤
立 

虐
待
・
家
庭
内
暴
力 

⺺
Ｄ
Ｖ
⺻ 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 389 27.5 0.8 3.1 14.4 4.1 16.5 17.7 1.0 4.1 0.8 5.1 40.9 

０～３点 32 43.8 － － 12.5 12.5 34.4 34.4 3.1 9.4 － 3.1 18.8 

４～６点 91 25.3 1.1 5.5 23.1 7.7 15.4 23.1 － 3.3 1.1 4.4 30.8 

７～１０点 205 26.8 1.0 2.9 11.7 1.5 16.6 14.6 1.5 3.9 0.5 5.9 45.4 

 

 

  

回答者数 = 389 ％

介護の負担

子育ての負担

障がいのある家族のケアの負担

病気の治療

生活の困窮

認知症のある家族の介護や財産管理

医療費や介護費用など経済的なこと

就職困難・就労継続困難

引きこもり・孤立

虐待・家庭内暴力（ＤＶ）

その他

無回答

27.5

0.8

3.1

14.4

4.1

16.5

17.7

1.0

4.1

0.8

5.1

40.9

0 20 40 60 80 100
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問 22 あなたは、暮らしの問題や福祉について困りごとがあったとき、どこに（誰に）

相談しますか。（いくつでも○） 

「家族や親族」の割合が 66.1％と最も高く、次いで「ケアマネジャー」の割合が 46.0％、「地

域包括支援センター」の割合が 23.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【幸福度別】 

幸福度別にみると、幸福度の点数が高くなるにつれ「家族や親族」「介護サービス関係者」病

院・診療所の医師・看護師など」の割合が高くなる傾向がみられます。また、点数が低くなるに

つれ「地域包括支援センター」「相談できる人がいない」の割合が高くなる傾向がみられます。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

家
族
や
親
族 

友
人
・
知
人
⺯
近
隣
の
人 

市
の
相
談
窓
口 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
⺳ 

民
生
委
員
・
児
童
委
員 

ケ
ア
マ
ネ
ジ
⻝
⺳ 

介
護
サ
⺳
ビ
ス
関
係
者 

福
祉
総
合
相
談
窓
口 

社
会
福
祉
協
議
会 

病
院
・
診
療
所
の
医
師
・ 

看
護
師
な
ど 

そ
の
他 

相
談
で
き
る
人
が
い
な
い 

無
回
答 

全  体 389 66.1 12.1 16.5 23.1 2.6 46.0 17.7 2.8 2.1 15.2 1.3 2.3 11.1 

０～３点 32 59.4 12.5 9.4 34.4 － 50.0 15.6 － 3.1 12.5 － 12.5 6.3 

４～６点 91 68.1 13.2 19.8 24.2 4.4 42.9 17.6 3.3 3.3 14.3 1.1 3.3 4.4 

７～１０点 205 73.2 12.7 16.6 21.5 2.0 46.3 18.5 3.9 1.5 18.0 1.0 1.0 7.8 

  

回答者数 = 389 ％

家族や親族

友人・知人、近隣の人

市の相談窓口

地域包括支援センター

民生委員・児童委員

ケアマネジャー

介護サービス関係者

福祉総合相談窓口

社会福祉協議会

病院・診療所の医師・看護師など

その他

相談できる人がいない

無回答

66.1

12.1

16.5

23.1

2.6

46.0

17.7

2.8

2.1

15.2

1.3

2.3

11.1

0 20 40 60 80 100
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８．住まいについて 

問 23 今後、暮らす場所として希望している住まいはどこですか。（１つに○） 

「介護サービスを利用しながら、現在の自宅に住みたい」の割合が 56.3％と最も高く、次いで

「特別養護老人ホームに住みたい」の割合が 11.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【幸福度別】 

幸福度別にみると、幸福度の点数が低くなるにつれ「特別養護老人ホームに住みたい」の割合

が高くなる傾向がみられます。また、０～３点に比べ、４点以上で「介護サービスを利用しなが

ら、現在の自宅に住みたい」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

介
護
サ
⺳
ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
⺯

現
在
の
自
宅
に
住
み
た
い 

介
護
サ
⺳
ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
⺯

家
族
⺺
息
子
娘
夫
婦
な
ど
⺻
の
家
に

住
み
た
い 

特
別
養
護
老
人
ホ
⺳
ム
に 

住
み
た
い 

グ
ル
⺳
プ
ホ
⺳
ム
に
住
み
た
い 

サ
⺳
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け 

住
宅
に
住
み
た
い 

有
料
老
人
ホ
⺳
ム
に
住
み
た
い 

す
ぐ
に
入
居
で
き
る
施
設
等
に 

移
り
た
い 

無
回
答 

全  体 389 56.3 4.4 11.3 4.4 1.3 5.4 － 17.0 

０～３点 32 34.4 6.3 31.3 － 6.3 9.4 － 12.5 

４～６点 91 61.5 3.3 14.3 6.6 1.1 3.3 － 9.9 

７～１０点 205 61.0 5.9 6.8 4.9 0.5 6.3 － 14.6 

 

  

回答者数 = 389 ％

介護サービスを利用しながら、現在の自宅に
住みたい

介護サービスを利用しながら、家族（息子娘夫婦
など）の家に住みたい

特別養護老人ホームに住みたい

グループホームに住みたい

サービス付き高齢者向け住宅に住みたい

有料老人ホームに住みたい

すぐに入居できる施設等に移りたい

無回答

56.3

4.4

11.3

4.4

1.3

5.4

0.0

17.0

0 20 40 60 80 100
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問 23-１ 問 23 で「特別養護老人ホームに住みたい」～「すぐに入居できる施設等に移

りたい」と答えた方におたずねします。 

希望した住まい等についてどのような条件があれば今後選びたいですか。 

（３つまで○） 

「入居費用・利用料が高くないこと」の割合が 43.7％と最も高く、次いで「介護の状態が重く

なっても安心して介護を受けられること」の割合が 31.0％、「入居後の医療・介護・生活の相談

が充実していること」の割合が 28.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 87 ％

すぐに入居できること

入居費用・利用料が高くないこと

運営母体が信頼できる組織であること

説明や情報提供がわかりやすいこと

入居後の医療・介護・生活の相談が充実し
ていること

自宅の近くにあること

少人数で落ち着いて暮らせる住まいである
こと

個人のプライバシーが守られていること

訪問した家族や友人と一緒に過ごせる場所
があること

趣味や外出など、以前と同じ普通の生活が
続けられること

他の入居者や地域住民との交流の機会が
多いこと

介護の状態が重くなっても安心して介護を
受けられること

その住まいで最期まで暮らすことができる
こと

その他

無回答

11.5

43.7

18.4

1.1

28.7

11.5

5.7

1.1

4.6

5.7

2.3

31.0

27.6

2.3

28.7

0 20 40 60 80 100
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【幸福度別】 

幸福度別にみると、点数が低くなるにつれ「入居費用・利用料が高くないこと」「その住まいで

最期まで暮らすことができること」の割合が高くなる傾向がみられます。また、他に比べ、０～

３点で「すぐに入居できること」の割合が、４～６点で「介護の状態が重くなっても安心して介

護を受けられること」の割合が高くなっています。 
単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

す
ぐ
に
入
居
で
き
る
こ
と 

入
居
費
用
・
利
用
料
が 

高
く
な
い
こ
と 

運
営
母
体
が
信
頼
で
き
る 

組
織
で
あ
る
こ
と 

説
明
や
情
報
提
供
が 

わ
か
り
や
す
い
こ
と 

入
居
後
の
医
療
・
介
護
・ 

生
活
の
相
談
が
充
実
し
て 

い
る
こ
と 

自
宅
の
近
く
に
あ
る
こ
と 

少
人
数
で
落
ち
着
い
て 

暮
ら
せ
る
住
ま
い
で 

あ
る
こ
と 

全  体 87 11.5 43.7 18.4 1.1 28.7 11.5 5.7 

０～３点 15 26.7 80.0 13.3 － 33.3 13.3 － 

４～６点 23 4.3 60.9 21.7 4.3 30.4 8.7 4.3 

７～１０点 38 10.5 23.7 15.8 － 31.6 13.2 10.5 
 

区分 

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
⺳
が 

守
ら
れ
て
い
る
こ
と 

訪
問
し
た
家
族
や
友
人
と

一
緒
に
過
ご
せ
る
場
所
が

あ
る
こ
と 

趣
味
や
外
出
な
ど
⺯
以
前 

と
同
じ
普
通
の
生
活
が 

続
け
ら
れ
る
こ
と 

他
の
入
居
者
や
地
域
住
民 

と
の
交
流
の
機
会
が
多
い 

こ
と 

介
護
の
状
態
が
重
く
な
⻒

て
も
安
心
し
て
介
護
を 

受
け
ら
れ
る
こ
と 

そ
の
住
ま
い
で
最
期
ま
で

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
こ

と そ
の
他 

無
回
答 

全  体 1.1 4.6 5.7 2.3 31.0 27.6 2.3 28.7 

０～３点 － － － － 33.3 46.7 － 6.7 

４～６点 4.3 8.7 8.7 4.3 43.5 34.8 4.3 13.0 

７～１０点 － 5.3 7.9 2.6 21.1 21.1 － 42.1 
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問 24 在宅生活を続けるためにはどのような条件があればよいと思いますか。 

（いくつでも〇） 

「自宅に定期的に訪問したり、緊急時にも対応してくれる医師がいること」の割合が 46.3％と

最も高く、次いで「食事の用意など調理や配食などのサービスがあること」の割合が 42.4％、「介

護にかかる費用負担を軽減できるような仕組みがあること」の割合が 41.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【経年比較】 

平成 28 年度調査と比較すると、「介護に適した住宅に改修できること」「24 時間いつでも訪問

したり、介護してくれるサービスがあること」「介護にかかる費用負担を軽減できるような仕組

みがあること」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 389 ％

介護に適した住宅に改修できること

見守りやゴミ出しなどの生活支援サービスがある
こと

食事の用意など調理や配食などのサービスがある
こと

24時間いつでも訪問したり、介護してくれる
サービスがあること

自宅に定期的に訪問したり、緊急時にも対応して
くれる医師がいること

自宅の近くで長時間介護が受けられ、必要に応じて
宿泊することができるサービスがあること

介護にかかる費用負担を軽減できるような仕組みが
あること

その他

無回答

31.4

36.2

42.4

39.8

46.3

36.0

41.6

1.8

18.0

0 20 40 60 80 100

％

介護に適した住宅に改修できること

見守りやゴミ出しなどの生活支援サービスがあるこ
と

食事の用意など調理や配食などのサービスがあるこ
と

24時間いつでも訪問したり、介護してくれるサービ
スがあること

自宅に定期的に訪問したり、緊急時にも対応してく
れる医師がいること

自宅の近くで長時間介護が受けられ、必要に応じて
宿泊することができるサービスがあること

介護にかかる費用負担を軽減できるような仕組みが
あること

その他

無回答

31.4

36.2

42.4

39.8

46.3

36.0

41.6

1.8

18.0

21.8

34.5

42.8

32.4

47.5

28.6

34.5

2.7

21.5

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 389）

平成28年度調査

（回答者数 = 339）
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【幸福度別】 

幸福度別にみると、他に比べ、幸福度の点数が高くなるにつれ「自宅に定期的に訪問したり、

緊急時にも対応してくれる医師がいること」「自宅の近くで長時間介護が受けられ、必要に応じ

て宿泊することができるサービスがあること」の割合が高くなる傾向がみられます。また、他に

比べ、０～３点で「24 時間いつでも訪問したり、介護してくれるサービスがあること」の割合が、

４～６点で「介護にかかる費用負担を軽減できるような仕組みがあること」の割合が高くなって

います。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

介
護
に
適
し
た
住
宅
に 

改
修
で
き
る
こ
と 

見
守
り
や
ゴ
ミ
出
し
な
ど
の
生
活 

支
援
サ
⺳
ビ
ス
が
あ
る
こ
と 

食
事
の
用
意
な
ど
調
理
や
配
食 

な
ど
の
サ
⺳
ビ
ス
が
あ
る
こ
と 

24
時
間
い
つ
で
も
訪
問
し
た
り
⺯ 

介
護
し
て
く
れ
る
サ
⺳
ビ
ス
が 

あ
る
こ
と 

自
宅
に
定
期
的
に
訪
問
し
た
り
⺯ 

緊
急
時
に
も
対
応
し
て
く
れ
る 

医
師
が
い
る
こ
と 

自
宅
の
近
く
で
長
時
間
介
護
が 

受
け
ら
れ
⺯
必
要
に
応
じ
て
宿
泊 

す
る
こ
と
が
で
き
る
サ
⺳
ビ
ス
が
あ
る

介
護
に
か
か
る
費
用
負
担
を
軽
減

で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
が
あ
る
こ
と 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 389 31.4 36.2 42.4 39.8 46.3 36.0 41.6 1.8 18.0 

０～３点 32 31.3 34.4 40.6 53.1 31.3 31.3 40.6 3.1 9.4 

４～６点 91 30.8 31.9 40.7 39.6 40.7 34.1 48.4 2.2 14.3 

７～１０点 205 34.6 41.0 45.9 40.0 52.7 39.5 43.4 1.5 14.1 
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９．地域包括支援センターについて 

問 25 あなたは、小金井市の地域包括支援センターを知っていますか。（１つに○） 

「知っている」の割合が 79.9％、「知らない」の割合が 12.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 389 ％

知っている

知らない

無回答

79.9

12.9

7.2

0 20 40 60 80 100
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10．高齢者保健福祉サービス（介護保険外）について 

問 26 市では介護保険以外にも、さまざまな高齢者保健福祉サービスを行っています。

今後、介護が必要となったとき、以下のようなサービスを利用したいと思います

か。（いくつでも○） 

「食の自立支援（配食サービス）」の割合が 45.5％と最も高く、次いで「おむつサービス」の

割合が 42.4％、「自立支援日常生活用具給付」の割合が 38.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 389 ％

自立支援日常生活用具給付

自立支援住宅改修の給付

寝具乾燥

食の自立支援（配食サービス）

おむつサービス

入浴券給付

ことぶき理容券の給付

高齢者福祉電話の貸与

救急通報システムの貸与

徘徊高齢者探知機器の貸与

ひと声訪問（牛乳の配達）

友愛活動員の訪問

特別生活援助

家具転倒防止器具等取付け

見守りシール

利用したいものは特にない

無回答

38.8

34.7

31.4

45.5

42.4

9.8

22.9

15.2

29.0

19.0

12.1

9.5

23.7

16.7

13.9

12.9

15.7

0 20 40 60 80 100
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問 27 配食サービスを利用していますか。（１つに○） 

「はい」の割合が 14.4％、「いいえ」の割合が 73.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【利用しているサービス】 

「行政のサービス」の割合が 39.3％、「民間のサービス」の割合が 44.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 389 ％

はい

いいえ

無回答

14.4

73.3

12.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 56 ％

行政のサービス

民間のサービス

無回答

39.3

44.6

16.1

0 20 40 60 80 100
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問 27-１ 問 27 で民間の配食サービスを利用していると答えた方におたずねします。 

１食あたりの金額、利用頻度、特別食（刻み食など）の有無についてお答え 

ください。（それぞれ１つに○） 

（１）１食あたりの金額 

「500 円以上 700 円未満」の割合が 48.2％と最も高く、次いで「700 円以上 1,000 円未満」の

割合が 16.1％、「300 円以上 500 円未満」の割合が 10.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）利用頻度 

「週２～４日」の割合が 39.3％と最も高く、次いで「毎日」の割合が 23.2％、「週５～６日」

の割合が 16.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）特別食（刻み食など）の有無 

「あり」の割合が 3.6％、「なし」の割合が 53.6％となっています。 

 

 

 

 

  

回答者数 = 56 ％

300円未満

300円以上500円未満

500円以上700円未満

700円以上1,000円未満

1,000円以上1,500円未満

1,500円以上

無回答

3.6

10.7

48.2

16.1

5.4

0.0

16.1

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 56 ％

毎日

週５～６日

週２～４日

週１日

月１～２回

不定期

無回答

23.2

16.1

39.3

5.4

1.8

1.8

12.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 56 ％

あり

なし

無回答

3.6

53.6

42.9

0 20 40 60 80 100
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問 27-２ 問 27 で行政の配食サービスを利用していると答えた方におたずねします。 

利用している理由は何ですか。（いくつでも○） 

「買い物へ行くことが体力的に困難だから」の割合が 77.3％と最も高く、次いで「料理をする

ことが身体的に困難だから」の割合が 63.6％、「バランスのよい食事など、栄養の管理が困難だ

から」の割合が 50.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 28 配食サービスに望むものは何ですか。（いくつでも○） 

（配食サービスを利用している人のみ） 

「献立やメニューが豊富なこと」の割合が 64.3％と最も高く、次いで「価格が安いこと」の割

合が 51.8％、「希望する時間や曜日に対応できること」の割合が 50.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 22 ％

料理をすることが身体的に困難だから

買い物へ行くことが体力的に困難だから

バランスのよい食事など、栄養の管理が
困難だから

料理をすることが面倒だと感じるから

作るより安いから

家族（介護者）の負担を減らしたいから

その他

無回答

63.6

77.3

50.0

31.8

13.6

27.3

4.5

0.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 56 ％

価格が安いこと

希望する時間や曜日に対応できること

献立やメニューが豊富なこと

食事の量を選べること

配達員に見守り支援やそのほかの支援をし
てもらえること

その他

無回答

51.8

50.0

64.3

33.9

37.5

7.1

10.7

0 20 40 60 80 100
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11．新型コロナウイルス感染症拡大のことについて 

問 29 新型コロナウイルス感染症拡大により、孤立や孤独を感じることがありますか。

（いくつでも○） 

「以前と変わらない」の割合が 62.2％と最も高く、次いで「孤立や孤独を感じることが多くな

った」の割合が 21.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 29-１ 問 29で「孤立や孤独を感じることが多くなった」に答えた方におたずねします。 

孤立や孤独を感じることが多くなった時に、どこかに相談しましたか。 

（いくつでも○） 

「ケアマネジャー」の割合が 32.1％と最も高く、次いで「相談できる人がいない」の割合が

26.2％、「病院・診療所の医師・看護師など」の割合が 22.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 389 ％

孤立や孤独を感じることが多くなった

以前と変わらない

孤立や孤独を感じることは少なくなった

無回答

21.6

62.2

2.6

15.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 84 ％

市の相談窓口

地域包括支援センター

民生委員・児童委員

ケアマネジャー

介護サービス関係者

福祉総合相談窓口

社会福祉協議会

病院・診療所の医師・看護師など

その他

相談できる人がいない

無回答

3.6

10.7

1.2

32.1

9.5

1.2

0.0

22.6

16.7

26.2

9.5

0 20 40 60 80 100



 

410 

問 30 新型コロナウイルス感染症拡大により、影響を受けたことはありますか。 

（いくつでも○） 

「外出機会が減った」の割合が 43.4％と最も高く、次いで「人と話す機会が減った」の割合が

33.4％、「運動不足で筋力や体力が減った」の割合が 29.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 389 ％

外出機会が減った

人と話す機会が減った

運動不足で筋力や体力が減った

趣味活動や社会参加（サロン参加やボランティア
活動）の頻度が減った

買い物に行く機会が減り、食事の内容が偏った

不安やストレスを感じるようになった

新型コロナウイルス感染症以外の病気で病院の受診
がしづらくなった

その他

特にない

無回答

43.4

33.4

29.6

12.3

11.6

16.5

13.4

4.4

20.8

15.9

0 20 40 60 80 100
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12．災害時のことについて 

問 31 あなたは、災害などの発生を考えた時、どのような不安や心配ごとがあります

か。（いくつでも○） 

「自分が一人で避難することが困難なこと」の割合が 46.8％と最も高く、次いで「避難所での

日常生活の困難さのこと」の割合が 39.6％、「食料や日用品の備蓄が不十分なこと」の割合が

33.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 389 ％

お住まい（家屋）の耐震性のこと

家具や家電の転倒対策が不十分なこと

食料や日用品の備蓄が不十分なこと

災害時の集合場所や避難所の場所がはっきりわか
らないこと

避難所での日常生活の困難さのこと

自分が一人で避難することが困難なこと

一人で避難することが困難な同居の家族（高齢
者、障がいのある方、乳幼児等）がいること

自分や家族の健康のこと

家族の所在や安否確認のこと

飼っているペット（犬、猫等）の避難のこと

災害や避難方法等に関する正確な情報の入手方法
のこと

その他

特に心配なことはない

無回答

33.4

21.3

33.9

15.9

39.6

46.8

11.6

28.3

21.9

5.9

23.4

0.8

8.7

10.5

0 20 40 60 80 100
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【幸福度別】 

幸福度別にみると、幸福度の点数が高くなるにつれ「食料や日用品の備蓄が不十分なこと」「災

害時の集合場所や避難所の場所がはっきりわからないこと」「家族の所在や安否確認のこと」「災

害や避難方法等に関する正確な情報の入手方法のこと」の割合が、点数が低くなるにつれ「一人

で避難することが困難な同居の家族（高齢者、障がいのある方、乳幼児等）がいること」「特に心

配なことはない」の割合が高くなる傾向がみられます。また、他に比べ、４～６点で「自分や家

族の健康のこと」の割合が高くなっています。 
単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

お
住
ま
い
⺺
家
屋
⺻
の
耐
震
性
の 

こ
と 

家
具
や
家
電
の
転
倒
対
策
が 

不
十
分
な
こ
と 

食
料
や
日
用
品
の
備
蓄
が 

不
十
分
な
こ
と 

災
害
時
の
集
合
場
所
や
避
難
所
の 

場
所
が
は
⻒
き
り
わ
か
ら
な
い
こ
と 

避
難
所
で
の
日
常
生
活
の 

困
難
さ
の
こ
と 

自
分
が
一
人
で
避
難
す
る
こ
と
が 

困
難
な
こ
と 

一
人
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な

同
居
の
家
族
⺺
高
齢
者
⺯
障
が
い
の

あ
る
方
⺯
乳
幼
児
等
⺻
が
い
る
こ
と 

全  体 389 33.4 21.3 33.9 15.9 39.6 46.8 11.6 

０～３点 32 37.5 21.9 28.1 6.3 40.6 50.0 18.8 

４～６点 91 30.8 20.9 36.3 15.4 44.0 52.7 13.2 

７～１０点 205 38.0 24.4 38.0 18.0 41.0 47.3 11.2 
 

区分 

自
分
や
家
族
の
健
康
の
こ
と 

家
族
の
所
在
や
安
否
確
認
の
こ
と 

飼
⻒
て
い
る
ペ
⻜
ト
⺺
犬
⺯
猫
等
⺻

の
避
難
の
こ
と 

災
害
や
避
難
方
法
等
に
関
す
る 

正
確
な
情
報
の
入
手
方
法
の
こ
と 

そ
の
他 

特
に
心
配
な
こ
と
は
な
い 

無
回
答 

 

全  体 28.3 21.9 5.9 23.4 0.8 8.7 10.5  

０～３点 18.8 18.8 6.3 18.8 － 21.9 6.3  

４～６点 38.5 19.8 5.5 24.2 1.1 9.9 4.4  

７～１０点 26.8 24.9 4.9 27.3 0.5 5.9 7.8  
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問 32 災害が起きた時、避難所で配慮してほしいことは何ですか。（いくつでも○） 

「高齢者、妊産婦、乳幼児等、体調が変化しやすい人への配慮・支援」の割合が 67.4％と最も

高く、次いで「持病のある人や薬を飲んでいる人への治療の継続」の割合が 53.0％、「間仕切り

の設置など、プライバシーに関する配慮」の割合が 51.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 389 ％

高齢者、妊産婦、乳幼児等、体調が変化しやすい人
への配慮・支援

視覚・聴覚障がい者、外国人等、情報を得づらい人
への情報提供・状況把握

男女別での避難所設備の設置
（トイレ、更衣室、物干し場、授乳室等）

持病のある人や薬を飲んでいる人への治療の継続

間仕切りの設置など、プライバシーに関する配慮

不安やストレスを和らげるための心のケアや
相談体制の整備

段差の解消など、避難所でのバリアフリー

保健師による健康相談・管理など、避難所での健康
管理

防犯ブザーの配布や警備巡回など、安全の確保

その他

特にない

無回答

67.4

14.4

45.5

53.0

51.4

27.8

32.6

40.6

20.6

0.8

6.9

11.8

0 20 40 60 80 100
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13．その他・市への要望について 

問 33 今後、市が取り組む保健福祉サービスとして、次のうちどれを優先して充実すべ

きだとお考えですか。（３つまで○） 

「特別養護老人ホームや老人保健施設など入所できる施設を整備すること」の割合が 32.4％と

最も高く、次いで「（訪問・通所サービス等の）介護（給付）サービス等を充実すること」の割合

が 26.0％、「認知症など病気や障がいを持つ高齢者への対策を充実すること」の割合が 20.6％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 389 ％

生きがいづくりを推進すること
（ボランティア、文化・スポーツ活動の促進など）

高齢者が働く場所を確保すること

世代間の交流･ 相互理解を促進すること

（運動教室をはじめとした）介護予防事業等を充実
すること

（訪問・通所サービス等の）介護（給付）サービス
等を充実すること

（配食サービス等の）介護保険外の福祉サービスを
充実すること

高齢者向けの住宅を整備したり、住宅改修を支援す
ること

特別養護老人ホームや老人保健施設など入所できる
施設を整備すること

認知症など病気や障がいを持つ高齢者への対策を充
実すること

家族介護者への支援制度を充実すること

健康づくりへの体制の充実

介護人材育成の強化

道路の段差解消や公共的な建物へのエレベータの設
置など、ひとにやさしいまちづくりを推進すること

見守りによる地域支援を強化すること

その他

特にない

無回答

8.7

3.3

2.6

7.5

26.0

14.7

10.5

32.4

20.6

19.3

4.6

10.5

14.7

6.9

0.8

5.9

23.4

0 20 40 60 80 100
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【幸福度別】 

幸福度別にみると、幸福度の点数が高くなるにつれ「（配食サービス等の）介護保険外の福祉サ

ービスを充実すること」「介護人材育成の強化」の割合が、点数が低くなるにつれ「認知症など病

気や障がいを持つ高齢者への対策を充実すること」の割合が高くなる傾向がみられます。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
⺺
ボ
ラ

ン
テ
⻘
ア
⺯
文
化
・
ス
ポ
⺳
ツ
活
動
の
促
進

な
ど
⺻ 

高
齢
者
が
働
く
場
所
を
確
保
す
る
こ
と 

世
代
間
の
交
流･

 

相
互
理
解
を
促
進
す
る

こ
と 

⺺
運
動
教
室
を
は
じ
め
と
し
た
⺻
介
護
予
防

事
業
等
を
充
実
す
る
こ
と 

⺺
訪
問
・
通
所
サ
⺳
ビ
ス
等
の
⺻
介
護
⺺
給

付
⺻
サ
⺳
ビ
ス
等
を
充
実
す
る
こ
と 

⺺
配
食
サ
⺳
ビ
ス
等
の
⺻
介
護
保
険
外
の
福

祉
サ
⺳
ビ
ス
を
充
実
す
る
こ
と 

高
齢
者
向
け
の
住
宅
を
整
備
し
た
り
⺯
住
宅

改
修
を
支
援
す
る
こ
と 

特
別
養
護
老
人
ホ
⺳
ム
や
老
人
保
健
施
設

な
ど
入
所
で
き
る
施
設
を
整
備
す
る
こ
と 

全  体 389 8.7 3.3 2.6 7.5 26.0 14.7 10.5 32.4 

０～３点 32 3.1 6.3 3.1 9.4 18.8 9.4 9.4 40.6 

４～６点 91 11.0 1.1 1.1 8.8 30.8 15.4 15.4 40.7 

７～１０点 205 9.8 3.9 3.9 8.3 29.3 16.1 9.8 29.3 
 

区分 

認
知
症
な
ど
病
気
や
障
が
い
を
持
つ
高
齢

者
へ
の
対
策
を
充
実
す
る
こ
と 

家
族
介
護
者
へ
の
支
援
制
度
を
充
実
す
る

こ
と 

健
康
づ
く
り
へ
の
体
制
の
充
実 

介
護
人
材
育
成
の
強
化 

道
路
の
段
差
解
消
や
公
共
的
な
建
物
へ
の

エ
レ
ベ
⺳
タ
の
設
置
な
ど
⺯
ひ
と
に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と 

見
守
り
に
よ
る
地
域
支
援
を
強
化
す
る
こ

と そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全  体 20.6 19.3 4.6 10.5 14.7 6.9 0.8 5.9 23.4 

０～３点 46.9 18.8 3.1 6.3 15.6 9.4 － 9.4 12.5 

４～６点 23.1 15.4 3.3 11.0 19.8 4.4 1.1 5.5 14.3 

７～１０点 18.0 22.0 6.8 12.2 13.7 6.8 0.5 5.4 22.4 

 

  



 

416 

問 34 「介護保険制度」全体をよりよくするための環境整備として、市が力を入れるべ

きことは次のうちどれだと思いますか。（３つまで○） 

「市内に特別養護老人ホームや老人保健施設などの介護施設を増やすこと」の割合が 34.4％と

最も高く、次いで「利用料を補助するなど、利用者の費用負担を軽減する経済的給付を増やすこ

と」の割合が 25.7％、「家族介護の負担を軽減する保健福祉サービスを充実すること」の割合が

24.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 389 ％

サービス事業者の質を高める取組みを行うこと

ケアマネジャーやホームヘルパーなどの人材を育成
すること

市内に特別養護老人ホームや老人保健施設などの介
護施設を増やすこと

利用料を補助するなど、利用者の費用負担を軽減す
る経済的給付を増やすこと

寝たきりにならないよう、介護予防のサービスに力
を入れること

地域全体で介護を支援するしくみづくりを行うこと

在宅サービスや地域密着型サービスのような身近な
地域でサービスが受けられる拠点を増やすこと

困ったときに気軽に介護相談ができる場所を増やす
こと

家族介護の負担を軽減する保健福祉サービスを充実
すること

介護保険を効率的に運用するしくみづくりを行う
こと

地域包括支援センターの機能を充実すること

介護保険サービス利用の制限をカバーする保健福祉
サービスを充実すること

その他

わからない

無回答

17.2

22.4

34.4

25.7

18.3

6.7

13.6

15.7

24.2

4.6

5.9

8.7

1.0

4.6

19.0

0 20 40 60 80 100
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【幸福度別】 

幸福度別にみると、幸福度の点数が高くなるにつれ「寝たきりにならないよう、介護予防のサ

ービスに力を入れること」「困ったときに気軽に介護相談ができる場所を増やすこと」の割合が、

点数が低くなるにつれ「利用料を補助するなど、利用者の費用負担を軽減する経済的給付を増や

すこと」「家族介護の負担を軽減する保健福祉サービスを充実すること」の割合が高くなる傾向

がみられます。また、他に比べ、０～３点で「サービス事業者の質を高める取組みを行うこと」

の割合が、０～６点で「市内に特別養護老人ホームや老人保健施設などの介護施設を増やすこと」

の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

サ
⺳
ビ
ス
事
業
者
の
質
を
高
め
る 

取
組
み
を
行
う
こ
と 

ケ
ア
マ
ネ
ジ
⻝
⺳
や
ホ
⺳
ム
ヘ
ル
パ
⺳ 

な
ど
の
人
材
を
育
成
す
る
こ
と 

市
内
に
特
別
養
護
老
人
ホ
⺳
ム
や
老
人 

保
健
施
設
な
ど
の
介
護
施
設
を
増
や
す 

こ
と 

利
用
料
を
補
助
す
る
な
ど
⺯
利
用
者
の
費
用

負
担
を
軽
減
す
る
経
済
的
給
付
を
増
や
す

こ
と 

寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
よ
う
⺯
介
護
予
防
の

サ
⺳
ビ
ス
に
力
を
入
れ
る
こ
と 

地
域
全
体
で
介
護
を
支
援
す
る
し
く
み
づ

く
り
を
行
う
こ
と 

在
宅
サ
⺳
ビ
ス
や
地
域
密
着
型
サ
⺳
ビ
ス

の
よ
う
な
身
近
な
地
域
で
サ
⺳
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
拠
点
を
増
や
す
こ
と 

全  体 389 17.2 22.4 34.4 25.7 18.3 6.7 13.6 

０～３点 32 28.1 12.5 40.6 37.5 12.5 12.5 15.6 

４～６点 91 15.4 25.3 41.8 30.8 20.9 3.3 14.3 

７～１０点 205 19.5 23.4 32.2 25.4 21.0 7.8 15.1 
 

区分 

困
⻒
た
と
き
に
気
軽
に
介
護
相
談
が 

で
き
る
場
所
を
増
や
す
こ
と 

家
族
介
護
の
負
担
を
軽
減
す
る
保
健
福
祉 

サ
⺳
ビ
ス
を
充
実
す
る
こ
と 

介
護
保
険
を
効
率
的
に
運
用
す
る 

し
く
み
づ
く
り
を
行
う
こ
と 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
⺳
の
機
能
を 

充
実
す
る
こ
と 

介
護
保
険
サ
⺳
ビ
ス
利
用
の
制
限
を 

カ
バ
⺳
す
る
保
健
福
祉
サ
⺳
ビ
ス
を 

充
実
す
る
こ
と 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 15.7 24.2 4.6 5.9 8.7 1.0 4.6 19.0 

０～３点 9.4 34.4 9.4 3.1 6.3 3.1 6.3 9.4 

４～６点 14.3 26.4 4.4 4.4 11.0 1.1 5.5 12.1 

７～１０点 17.6 25.4 4.4 6.8 6.8 0.5 3.4 18.0 

 

  



 

418 

問 35 小金井市では、「誰もがいきいきと暮らすことのできるまち」の実現をめざして

います。あなたは、小金井市は「誰もがいきいきと暮らすことのできるまち」だ

と思いますか。（１つに○） 

「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」をあわせた“そう思う”の割合が 53.9％、「ど

ちらかといえばそう思わない」と「そう思わない」をあわせた“そう思わない”の割合が 30.1％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 389 ％

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答

12.3

41.6

20.3

9.8

15.9

0 20 40 60 80 100
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問 36 問 35 で「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」と回答された方はその理由

を、「どちらかといえばそう思わない」、「そう思わない」と回答された方はどの

項目が改善したら、「そう思う」ようになりますか。（３つまで○） 

（１）“そう思う”理由 

「介護サービス（訪問系）の充実」の割合が 25.7％と最も高く、次いで「介護サービス（通所

系）の充実」の割合が 24.3％、「治安」の割合が 17.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 210 ％

地域のつながり

介護サービス（訪問系）の充実

介護サービス（通所系）の充実

介護サービス（短期入所系）の充実

介護サービス（施設系）の充実

医療機関（病院）の充実

医療機関（診療所）の充実

医療機関（訪問診療・往診）の充実

ボランティア活動の充実

行政サービスの充実

住まいの充実

交通機関の充実

商業施設の充実

治安

その他

無回答

10.5

25.7

24.3

8.6

12.9

15.7

10.0

16.2

1.4

15.2

4.3

13.3

7.1

17.1

2.9

18.1

0 20 40 60 80 100



 

420 

【幸福度別】 

幸福度別にみると、幸福度の点数が低くなるにつれ「介護サービス（訪問系）の充実」「交通機

関の充実」の割合が高くなる傾向がみられます。また、他に比べ、０～３点で「介護サービス（短

期入所系）の充実」「行政サービスの充実」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

地
域
の
つ
な
が
り 

介
護
サ
⺳
ビ
ス
⺺
訪
問
系
⺻
の 

充
実 

介
護
サ
⺳
ビ
ス
⺺
通
所
系
⺻
の 

充
実 

介
護
サ
⺳
ビ
ス 

⺺
短
期
入
所
系
⺻
の
充
実 

介
護
サ
⺳
ビ
ス
⺺
施
設
系
⺻
の 

充
実 

医
療
機
関
⺺
病
院
⺻
の
充
実 

医
療
機
関
⺺
診
療
所
⺻
の
充
実 

医
療
機
関
⺺
訪
問
診
療
・
往
診
⺻ 

の
充
実 

全  体 210 10.5 25.7 24.3 8.6 12.9 15.7 10.0 16.2 

０～３点 11 9.1 36.4 － 27.3 － 18.2 9.1 18.2 

４～６点 56 8.9 26.8 26.8 8.9 19.6 16.1 7.1 16.1 

７～１０点 125 12.0 25.6 23.2 8.0 12.8 13.6 8.8 17.6 
 

区分 

ボ
ラ
ン
テ
⻘
ア
活
動
の
充
実 

行
政
サ
⺳
ビ
ス
の
充
実 

住
ま
い
の
充
実 

交
通
機
関
の
充
実 

商
業
施
設
の
充
実 

治
安 

そ
の
他 

無
回
答 

 

全  体 1.4 15.2 4.3 13.3 7.1 17.1 2.9 18.1  

０～３点 － 27.3 － 18.2 － 18.2 － 18.2  

４～６点 1.8 12.5 5.4 14.3 8.9 14.3 1.8 14.3  

７～１０点 1.6 15.2 4.8 12.8 7.2 16.8 4.0 18.4  
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“そう思う”ようになる改善 

「行政サービスの充実」の割合が 28.2％と最も高く、次いで「医療機関（訪問診療・往診）の

充実」の割合が 25.6％、「介護サービス（施設系）の充実」、「医療機関（病院）の充実」の割合

が 23.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 117 ％

地域のつながり

介護サービス（訪問系）の充実

介護サービス（通所系）の充実

介護サービス（短期入所系）の充実

介護サービス（施設系）の充実

医療機関（病院）の充実

医療機関（診療所）の充実

医療機関（訪問診療・往診）の充実

ボランティア活動の充実

行政サービスの充実

住まいの充実

交通機関の充実

商業施設の充実

治安

その他

無回答

13.7

15.4

6.8

13.7

23.1

23.1

5.1

25.6

1.7

28.2

4.3

17.1

6.8

2.6

5.1

18.8

0 20 40 60 80 100
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【幸福度別】 

幸福度別にみると、幸福度の点数が高くなるにつれ「交通機関の充実」の割合が、点数が低く

なるにつれ「介護サービス（訪問系）の充実」「介護サービス（施設系）の充実」「医療機関（病

院）の充実」の割合が高くなる傾向がみられます。また、他に比べ、０～３点で「医療機関（訪

問診療・往診）の充実」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

地
域
の
つ
な
が
り 

介
護
サ
⺳
ビ
ス
⺺
訪
問
系
⺻
の 

充
実 

介
護
サ
⺳
ビ
ス
⺺
通
所
系
⺻
の 

充
実 

介
護
サ
⺳
ビ
ス
⺺
短
期 

入
所
系
⺻
の
充
実 

介
護
サ
⺳
ビ
ス
⺺
施
設
系
⺻
の

充
実 

医
療
機
関
⺺
病
院
⺻
の
充
実 

医
療
機
関
⺺
診
療
所
⺻
の
充
実 

医
療
機
関
⺺
訪
問
診
療
・
往
診
⺻ 

の
充
実 

全  体 117 13.7 15.4 6.8 13.7 23.1 23.1 5.1 25.6 

０～３点 16 18.8 25.0 6.3 － 56.3 31.3 6.3 43.8 

４～６点 28 10.7 17.9 14.3 17.9 28.6 28.6 7.1 10.7 

７～１０点 53 17.0 15.1 1.9 18.9 13.2 17.0 3.8 30.2 
 

 
区分 

ボ
ラ
ン
テ
⻘
ア
活
動
の
充
実 

行
政
サ
⺳
ビ
ス
の
充
実 

住
ま
い
の
充
実 

交
通
機
関
の
充
実 

商
業
施
設
の
充
実 

治
安 

そ
の
他 

無
回
答 

 

全  体 1.7 28.2 4.3 17.1 6.8 2.6 5.1 18.8  

０～３点 － 25.0 6.3 6.3 － － － －  

４～６点 3.6 21.4 7.1 10.7 10.7 3.6 3.6 17.9  

７～１０点 1.9 30.2 1.9 20.8 5.7 1.9 7.5 22.6  
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問 37 あなたは、今後も小金井市に住み続けたいと思いますか。（１つに○） 

「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」をあわせた“そう思う”の割合が 81.5％、「ど

ちらかといえばそう思わない」と「そう思わない」をあわせた“そう思わない”の割合が 5.7％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 389 ％

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答

55.3

26.2

3.9

1.8

12.9

0 20 40 60 80 100
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問 38 高齢者支援施策について、小金井市へのご意見・ご要望や知りたい情報がありま

したら、ご自由にお書きください。 

・要介護の人の病院へ行く時タクシーでないと行けないのでタクシー代の補助してもらいたい

です。 

・車イスを利用するようになり、介護タクシーを利用することが多くなりました。急な体調不

良の時、予約をしてもなかなかスムーズに予約がとれないこともあります。もっと介護タク

シーを増やしていただきたいです。 

・市内に特別養護老人ホーム的な介護施設を設置して欲しい。 

・車イスでもっと外出しやすい（安全）道路の整備。 

・認知症の高齢者を家族で介護する事は大変です。ましてや老々介護であれば介助者も共倒れ

になります。介護をうける者と共にそれを助ける介助者へのケア、考えていただきたい。 

・高齢者に対する情報やサービス等の広報をもっと増やして欲しい。 

・小金井市の緊急通報サービスを、心失患のある人などの制限をなくし、一人暮らしに不安の

ある方すべてに対応して欲しい。 

・より高齢者が住みやすい町づくり、福祉の充実を希望、期待します。 

・高齢で今は普通に暮しているが、いざという時、訪問診療してくれる医師がいない。主治医

も訪問診療していない。是非、医師会と連けいして、訪問診療する医師を増やしてほしい。 

・介護老人福祉施設の職員の皆様のお陰で本人の穏やかな日常生活が守られています。職員の

皆様が在宅で生活していた時にお世話になった介護に関わるすべての皆様の大幅な待遇改

善を強く求めます。 

・運転免許を返上する方向に世間は向かっています。CoCoバスの巡回等を改善していくことが、

高齢者にとって住みやすくなると思います。 

・介護認定を受けた時点で、オムツや R パンツなどの援助が欲しい。他の地域は、小金井と違

い、要介 1 から 1 割負担で R パンツが買える。物価も高騰しているので、年金住らしの者に

は経済的に厳しい。 

・そもそも介護サービスには何があるのか、何ができるのかもっと PR すべき。どこに相談し

てよいのかもっとわかりやすく多くの人が理解できるように、活用できるように、すべきで

ある。 

 

（注）主な意見として回答を抜粋し、原文のまま掲載しています。 
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Ⅳ－４ 施設サービス利用者調査結果 

１．回答者属性 

入所されている施設の種類について、あてはまる番号に○をつけてください。（１つに○） 

「介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）」の割合が 59.0％と最も高く、次いで「介護老人

保健施設」の割合が 31.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたやご家族が何らかの事情により回答できない場合は、その理由にあてはまる番号

に○をつけて、ご返送ください。（１つに○） 

「家族の意向」の割合が 8.4％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 83 ％

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

介護医療院

無回答

59.0

31.3

2.4

1.2

6.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 83 ％

退所（居）・退院

ご本人の意向

家族の意向

その他

無回答

1.2

4.8

8.4

8.4

77.1

0 20 40 60 80 100
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この調査票はどなたがご記入されますか。（１つに○） 

「息子」の割合が 33.7％と最も高く、次いで「娘」の割合が 28.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 83 ％

あなた

配偶者（夫または妻）

娘

息子

娘・息子の配偶者

兄弟・姉妹

その他親族

その他

無回答

8.4

8.4

28.9

33.7

6.0

4.8

2.4

4.8

2.4

0 10 20 30 40 50
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Ｆ１ あなたの性別はどちらですか。（１つに○） 

「女性」の割合が 80.7％と最も高く、次いで「男性」の割合が 16.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ２ 現在のあなたの年齢は次のどれですか。（１つに○） 

「85～89 歳」の割合が 27.7％と最も高く、次いで「90～94 歳」の割合が 26.5％、「95 歳以上」

の割合が 19.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ３ 施設に入所されてどのくらいですか。（１つに○） 

「１年以上２年未満」の割合が 26.5％と最も高く、次いで「６か月以内」、「６か月以上１年未

満」の割合が 15.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 83 ％

男性

女性

そのほか

無回答

16.9

80.7

0.0

2.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 83 ％

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90～94歳

95歳以上

無回答

1.2

3.6

8.4

9.6

27.7

26.5

19.3

3.6

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 83 ％

６か月以内

２年以上３年未満

６か月以上１年未満

３年以上５年未満

１年以上２年未満

５年以上

無回答

15.7

10.8

15.7

14.5

26.5

9.6

7.2

0 10 20 30 40 50
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Ｆ４ 入所する前に同居していた方はどなたですか。（いくつでも○） 

「息子、娘（息子の妻、娘の夫も含む）」の割合が 49.4％と最も高く、次いで「ひとり暮らし

（ご本人のみ）」の割合が 25.3％、「配偶者（夫または妻）」の割合が 19.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【幸福度別】 

幸福度別にみると、他に比べ、４～６点で「ひとり暮らし（ご本人のみ）」の割合が、７～１０

点で「息子、娘（息子の妻、娘の夫も含む）」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

ひ
と
り
暮
ら
し 

⺺
ご
本
人
の
み
⺻ 

配
偶
者 

⺺
夫
ま
た
は
妻
⺻ 

息
子
⺯
娘
⺺
息
子
の
妻
⺯ 

娘
の
夫
も
含
む
⺻ 

父
⺯
母 

兄
弟
・
姉
妹 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 83 25.3 19.3 49.4 2.4 － 6.0 4.8 

０～３点 2 50.0 － 50.0 － － － － 

４～６点 31 35.5 16.1 38.7 6.5 － 9.7 3.2 

７～１０点 42 19.0 19.0 57.1 － － 4.8 4.8 

 
  

回答者数 = 83 ％

ひとり暮らし（ご本人のみ）

配偶者（夫または妻）

息子、娘（息子の妻、娘の夫も含む）

父、母

兄弟・姉妹

その他

無回答

25.3

19.3

49.4

2.4

0.0

6.0

4.8

0 20 40 60
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２．現在の施設に入所されるまでのことについて 

問１ あなたは、現在治療中、または、後遺症のある病気はありますか。 

（いくつでも〇） 

「認知症（アルツハイマー病等）」の割合が45.8％と最も高く、次いで「高血圧」の割合が31.3％、

「心臓病」の割合が 18.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 83 ％

ない

高血圧

脳卒中（脳出血･ 脳梗塞等）

心臓病

糖尿病

高脂血症（脂質異常）

呼吸器の病気（肺炎や気管支炎等）

胃腸・肝臓・胆のうの病気

腎臓・前立腺の病気

筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節症等）

外傷（転倒・骨折等）

がん（悪性新生物）

血液・免疫の病気

うつ病

認知症（アルツハイマー病等）

パーキンソン病

目の病気

耳の病気

その他

無回答

10.8

31.3

12.0

18.1

6.0

9.6

2.4

6.0

3.6

13.3

8.4

3.6

1.2

6.0

45.8

1.2

7.2

6.0

4.8

3.6

0 20 40 60



 

430 

【入所施設別】 

入所施設別にみると、他に比べ、介護老人保健施設で「筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節症

等）」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

な
い 

高
血
圧 

脳
卒
中 

⺺
脳
出
血･

 

脳
梗
塞
等
⺻ 

心
臓
病 

糖
尿
病 

高
脂
血
症
⺺
脂
質
異
常
⺻ 

呼
吸
器
の
病
気 

⺺
肺
炎
や
気
管
支
炎
等
⺻ 

胃
腸
・
肝
臓
・
胆
の
う
の
病
気 

腎
臓
・
前
立
腺
の
病
気 

筋
骨
格
の
病
気 

⺺
骨
粗
し
⻕
う
症
⺯
関
節
症
等
⺻ 

全  体 83 10.8 31.3 12.0 18.1 6.0 9.6 2.4 6.0 3.6 13.3 

介護老人福祉施設 
（特別養護老人ホーム） 

49 8.2 34.7 10.2 22.4 6.1 10.2 4.1 6.1 4.1 8.2 

介護老人保健施設 26 11.5 26.9 15.4 3.8 7.7 7.7 － 3.8 － 19.2 

介護療養型医療施設 2 － 50.0 － 50.0 － － － － － － 

介護医療院 1 － － 100.0 － － － － － － － 
 

区分 

外
傷
⺺
転
倒
・
骨
折
等
⺻ 

が
ん
⺺
悪
性
新
生
物
⺻ 

血
液
・
免
疫
の
病
気 

う
つ
病 

認
知
症 

⺺
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
⺳
病
等
⺻ 

パ
⺳
キ
ン
ソ
ン
病 

目
の
病
気 

耳
の
病
気 

そ
の
他 

無
回
答 

 

全  体 8.4 3.6 1.2 6.0 45.8 1.2 7.2 6.0 4.8 3.6  

介護老人福祉施設 
（特別養護老人ホーム） 

8.2 4.1 2.0 6.1 46.9 2.0 8.2 6.1 2.0 4.1  

介護老人保健施設 11.5 3.8 － 7.7 50.0 － － 3.8 11.5 3.8  

介護療養型医療施設 － － － － 50.0 － 50.0 50.0 － －  

介護医療院 － － － － － － － － － －  
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【要介護度別】 

要介護度にみると、他に比べ、要介護４で「筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節症等）」の割合

が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

な
い 

高
血
圧 

脳
卒
中 

⺺
脳
出
血･

 

脳
梗
塞
等
⺻ 

心
臓
病 

糖
尿
病 

高
脂
血
症
⺺
脂
質
異
常
⺻ 

呼
吸
器
の
病
気 

⺺
肺
炎
や
気
管
支
炎
等
⺻ 

胃
腸
・
肝
臓
・
胆
の
う
の
病
気 

腎
臓
・
前
立
腺
の
病
気 

筋
骨
格
の
病
気 

⺺
骨
粗
し
⻕
う
症
⺯
関
節
症
等
⺻ 

全  体 83 10.8 31.3 12.0 18.1 6.0 9.6 2.4 6.0 3.6 13.3 

要介護１ 2 － 50.0 － － － － － － － － 

要介護２ 3 33.3 33.3 － － － 33.3 － 33.3 33.3 33.3 

要介護３ 28 10.7 32.1 14.3 17.9 3.6 17.9 3.6 10.7 － 10.7 

要介護４ 27 11.1 25.9 14.8 22.2 7.4 － － 3.7 7.4 22.2 

要介護５ 20 5.0 35.0 5.0 15.0 10.0 10.0 － － － 5.0 
 

区分 

外
傷
⺺
転
倒
・
骨
折
等
⺻ 

が
ん
⺺
悪
性
新
生
物
⺻ 

血
液
・
免
疫
の
病
気 

う
つ
病 

認
知
症 

⺺
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
⺳
病
等
⺻ 

パ
⺳
キ
ン
ソ
ン
病 

目
の
病
気 

耳
の
病
気 

そ
の
他 

無
回
答 

 

全  体 8.4 3.6 1.2 6.0 45.8 1.2 7.2 6.0 4.8 3.6  

要介護１ － － － － 50.0 － － － － －  

要介護２ － － － － － － － － － －  

要介護３ 10.7 7.1 3.6 7.1 50.0 3.6 14.3 10.7 10.7 －  

要介護４ 7.4 3.7 － 11.1 48.1 － 3.7 3.7 3.7 3.7  

要介護５ 10.0 － － － 50.0 － 5.0 5.0 － 5.0  
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【要介護度（統合）別】 

要介護度（統合）にみると、大きな差はみられません。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

な
い 

高
血
圧 

脳
卒
中 

⺺
脳
出
血･

 

脳
梗
塞
等
⺻ 

心
臓
病 

糖
尿
病 

高
脂
血
症
⺺
脂
質
異
常
⺻ 

呼
吸
器
の
病
気 

⺺
肺
炎
や
気
管
支
炎
等
⺻ 

胃
腸
・
肝
臓
・
胆
の
う
の
病
気 

腎
臓
・
前
立
腺
の
病
気 

筋
骨
格
の
病
気 

⺺
骨
粗
し
⻕
う
症
⺯
関
節
症
等
⺻ 

全  体 83 10.8 31.3 12.0 18.1 6.0 9.6 2.4 6.0 3.6 13.3 

軽度（要介護１・２） 5 20.0 40.0 － － － 20.0 － 20.0 20.0 20.0 

中度（要介護３） 28 10.7 32.1 14.3 17.9 3.6 17.9 3.6 10.7 － 10.7 

重度（要介護４・５） 47 8.5 29.8 10.6 19.1 8.5 4.3 － 2.1 4.3 14.9 
 

区分 

外
傷
⺺
転
倒
・
骨
折
等
⺻ 

が
ん
⺺
悪
性
新
生
物
⺻ 

血
液
・
免
疫
の
病
気 

う
つ
病 

認
知
症
⺺
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
⺳
病
等
⺻ 

パ
⺳
キ
ン
ソ
ン
病 

目
の
病
気 

耳
の
病
気 

そ
の
他 

無
回
答 

 

全  体 8.4 3.6 1.2 6.0 45.8 1.2 7.2 6.0 4.8 3.6  

軽度（要介護１・２） － － － － 20.0 － － － － －  

中度（要介護３） 10.7 7.1 3.6 7.1 50.0 3.6 14.3 10.7 10.7 －  

重度（要介護４・５） 8.5 2.1 － 6.4 48.9 － 4.3 4.3 2.1 4.3  
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問２ 現在受けている医療処置等は次のうちどれにあたりますか。（いくつでも○） 

「特にない」の割合が 59.0％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【入所施設別】 

入所施設別にみると、大きな差はみられません。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

経
管
栄
養 

⺺
鼻
腔
経
管
栄
養
⺯
胃
ろ
う
⺻ 

ぼ
う
こ
う
留
置
カ
テ
⺳
テ
ル 

酸
素
療
法 

透
析 

イ
ン
ス
リ
ン
注
射 

気
管
切
開
の
処
置 

Ｉ
Ｖ
Ｈ
⺺
中
心
静
脈
栄
養
法
⺻ 

人
工
肛
門
の
処
置 

じ
⻕
く
そ
う
の
処
置 

人
工
呼
吸
器 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全  体 83 6.0 1.2 － － 2.4 － － － 3.6 1.2 8.4 59.0 20.5 

介護老人福祉施設 
（特別養護老人ホーム） 

49 2.0 2.0 － － － － － － 4.1 2.0 6.1 61.2 22.4 

介護老人保健施設 26 11.5 － － － 7.7 － － － 3.8 － 11.5 53.8 15.4 

介護療養型医療施設 2 50.0 － － － － － － － － － 50.0 50.0 － 

介護医療院 1 － － － － － － － － － － － 100.0 － 

 
  

回答者数 = 83 ％

経管栄養（鼻腔経管栄養、胃ろう）

ぼうこう留置カテーテル

酸素療法

透析

インスリン注射

気管切開の処置

ＩＶＨ（中心静脈栄養法）

人工肛門の処置

じょくそうの処置

人工呼吸器

その他

特にない

無回答

6.0

1.2

0.0

0.0

2.4

0.0

0.0

0.0

3.6

1.2

8.4

59.0

20.5

0 20 40 60 80
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【要介護度別】 

要介護度別にみると、大きな差はみられません。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

経
管
栄
養
⺺
鼻
腔
経
管
栄
養
⺯
胃
ろ
う
⺻ 

ぼ
う
こ
う
留
置
カ
テ
⺳
テ
ル 

酸
素
療
法 

透
析 

イ
ン
ス
リ
ン
注
射 

気
管
切
開
の
処
置 

Ｉ
Ｖ
Ｈ
⺺
中
心
静
脈
栄
養
法
⺻ 

人
工
肛
門
の
処
置 

じ
⻕
く
そ
う
の
処
置 

人
工
呼
吸
器 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全  体 83 6.0 1.2 － － 2.4 － － － 3.6 1.2 8.4 59.0 20.5 

要介護１ 2 － － － － － － － － － － － 50.0 50.0 

要介護２ 3 － － － － － － － － － － － 66.7 33.3 

要介護３ 28 － － － － － － － － － － 10.7 60.7 28.6 

要介護４ 27 3.7 3.7 － － 3.7 － － － 7.4 － 3.7 70.4 7.4 

要介護５ 20 20.0 － － － 5.0 － － － 5.0 － 15.0 50.0 15.0 

 

 

【要介護度（統合）別】 

要介護度（統合）別にみると、大きな差はみられません。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

経
管
栄
養
⺺
鼻
腔
経
管
栄
養
⺯
胃
ろ
う
⺻ 

ぼ
う
こ
う
留
置
カ
テ
⺳
テ
ル 

酸
素
療
法 

透
析 

イ
ン
ス
リ
ン
注
射 

気
管
切
開
の
処
置 

Ｉ
Ｖ
Ｈ
⺺
中
心
静
脈
栄
養
法
⺻ 

人
工
肛
門
の
処
置 

じ
⻕
く
そ
う
の
処
置 

人
工
呼
吸
器 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全  体 83 6.0 1.2 － － 2.4 － － － 3.6 1.2 8.4 59.0 20.5 

軽度（要介護１・２） 5 － － － － － － － － － － － 60.0 40.0 

中度（要介護３） 28 － － － － － － － － － － 10.7 60.7 28.6 

重度（要介護４・５） 47 10.6 2.1 － － 4.3 － － － 6.4 － 8.5 61.7 10.6 
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問３ 現在入所している施設の種類は、希望していたものですか。（１つに○） 

「希望していたものである」の割合が 79.5％と最も高く、次いで「当初希望していたものでは

ないが、入所している」の割合が 13.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ あなたが、現在の施設への入所が必要になってから（または希望してから）、現在

の施設に入所されるまでの期間はどれくらいでしたか。（１つに○） 

「６か月未満」の割合が 43.4％と最も高く、次いで「６か月以上１年未満」の割合が 25.3％、

「１年以上２年未満」の割合が 10.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 83 ％

希望していたものである

当初希望していたものではないが、入所し
ている

希望していたものではなく、次の施設が空
くのを待っている

無回答

79.5

13.3

1.2

6.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 83 ％

６か月未満

６か月以上１年未満

１年以上２年未満

２年以上３年未満

３年以上５年未満

５年以上

その他

無回答

43.4

25.3

10.8

4.8

4.8

2.4

1.2

7.2

0 10 20 30 40 50
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【入所施設別】 

入所施設別にみると、他に比べ、介護老人保健施設で「６か月未満」の割合が高くなっていま

す。また、介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）で「６か月以上１年未満」「１年以上２年未

満」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

６
か
月
未
満 

６
か
月
以
上 

１
年
未
満 

１
年
以
上 

２
年
未
満 

２
年
以
上 

３
年
未
満 

３
年
以
上 

５
年
未
満 

５
年
以
上 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 83 43.4 25.3 10.8 4.8 4.8 2.4 1.2 7.2 

介護老人福祉施設 
（特別養護老人ホーム） 

49 26.5 40.8 18.4 4.1 4.1 4.1 － 2.0 

介護老人保健施設 26 80.8 － － － 7.7 － 3.8 7.7 

介護療養型医療施設 2 50.0 － － 50.0 － － － － 

介護医療院 1 100.0 － － － － － － － 

 
【要介護度別】 

要介護度別にみると、他に比べ、要介護５で「６か月以上１年未満」の割合が高くなっていま

す。また、要介護４で「１年以上２年未満」の割合が、要介護３で「６か月未満」の割合が高く

なっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

６
か
月
未
満 

６
か
月
以
上 

１
年
未
満 

１
年
以
上 

２
年
未
満 

２
年
以
上 

３
年
未
満 

３
年
以
上 

５
年
未
満 

５
年
以
上 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 83 43.4 25.3 10.8 4.8 4.8 2.4 1.2 7.2 

要介護１ 2 100.0 － － － － － － － 

要介護２ 3 66.7 － － 33.3 － － － － 

要介護３ 28 46.4 32.1 7.1 3.6 － － 3.6 7.1 

要介護４ 27 37.0 25.9 18.5 3.7 3.7 3.7 － 7.4 

要介護５ 20 45.0 25.0 10.0 5.0 10.0 5.0 － － 

 
【要介護度（統合）別】 

要介護度（統合）別にみると、他に比べ、中度（要介護３）で「６か月未満」の割合が高くな

っています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

６
か
月
未
満 

６
か
月
以
上 

１
年
未
満 

１
年
以
上 

２
年
未
満 

２
年
以
上 

３
年
未
満 

３
年
以
上 

５
年
未
満 

５
年
以
上 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 83 43.4 25.3 10.8 4.8 4.8 2.4 1.2 7.2 

軽度（要介護１・２） 5 80.0 － － 20.0 － － － － 

中度（要介護３） 28 46.4 32.1 7.1 3.6 － － 3.6 7.1 

重度（要介護４・５） 47 40.4 25.5 14.9 4.3 6.4 4.3 － 4.3 
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問５ 現在の施設に入所される直前の住まい・施設はどこでしたか。（１つに○） 

「自宅」の割合が 34.9％と最も高く、次いで「病院」の割合が 21.7％、「介護老人保健施設」

の割合が 18.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 83 ％

病院

自宅

子どもの家

兄弟・姉妹など親族の家

介護老人保健施設

認知症高齢者グループホーム

有料老人ホーム

特別養護老人ホーム

サービス付き高齢者向け住宅

その他

無回答

21.7

34.9

4.8

0.0

18.1

3.6

1.2

1.2

1.2

3.6

9.6

0 10 20 30 40 50
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３．施設での生活やサービスについて 

問６ 現在入所中のあなたの部屋の種類についてお答えください。（１つに○） 

「個室」の割合が 38.6％、「相部屋」の割合が 55.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【幸福度別】 

幸福度別にみると、大きな差はみられません。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

個
室 

相
部
屋 

無
回
答 

全  体 83 38.6 55.4 6.0 

０～３点 2 － 100.0 － 

４～６点 31 38.7 58.1 3.2 

７～１０点 42 40.5 54.8 4.8 

 

 

  

回答者数 = 83 ％

個室

相部屋

無回答

38.6

55.4

6.0

0 20 40 60 80
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問７ あなたは今後、どのような部屋で生活したいですか。（１つに○） 

「経済的負担に関係なく個室がよい」の割合が 33.7％と最も高く、次いで「経済的負担が比較

的小さい部屋がよい」の割合が 27.7％、「どちらでもよい」の割合が 18.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【幸福度別】 

幸福度別にみると、他に比べ、７～１０点で「経済的負担に関係なく個室がよい」の割合が、

４～６点で「どちらでもよい」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

経
済
的
負
担
に
関
係
な
く 

個
室
が
よ
い 

経
済
的
負
担
が
比
較
的 

小
さ
い
部
屋
が
よ
い 

経
済
的
負
担
に
関
係
な
く 

相
部
屋
が
よ
い 

ど
ち
ら
で
も
よ
い 

無
回
答 

全  体 83 33.7 27.7 9.6 18.1 10.8 

０～３点 2 － 50.0 50.0 － － 

４～６点 31 29.0 32.3 9.7 25.8 3.2 

７～１０点 42 42.9 26.2 7.1 14.3 9.5 

 

  

回答者数 = 83 ％

経済的負担に関係なく個室がよい

経済的負担が比較的小さい部屋がよい

経済的負担に関係なく相部屋がよい

どちらでもよい

無回答

33.7

27.7

9.6

18.1

10.8

0 10 20 30 40 50
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問８ 入所されるときに施設の運営方針や費用などの重要事項について、説明が行われ

ましたか。（１つに○） 

「十分説明を受けた」と「少し説明を受けた」をあわせた“説明を受けた”の割合が 78.3％、

「あまり説明されなかった」と「説明されなかった」をあわせた“説明されなかった”の割合が

6.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ 生活するために必要になるサービスなどについて、詳しく説明が行われました

か。（１つに○） 

「十分説明を受けた」と「少し説明を受けた」をあわせた“説明を受けた”の割合が 75.9％、

「あまり説明されなかった」と「説明されなかった」をあわせた“説明されなかった”の割合が

7.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10 施設から、ご本人の体の状況に応じたサービスの提案がありますか。 

（１つに○） 

「たびたび提案がある」の割合が 63.9％と最も高く、次いで「１、２度あった」の割合が 13.3％

となっています。 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 83 ％

十分説明を受けた

少し説明を受けた

あまり説明されなかった

説明されなかった

覚えていない・わからない

無回答

68.7

9.6

4.8

1.2

9.6

6.0

0 20 40 60 80

回答者数 = 83 ％

十分説明を受けた

少し説明を受けた

あまり説明されなかった

説明されなかった

覚えていない・わからない

無回答

67.5

8.4

4.8

2.4

10.8

6.0

0 20 40 60 80

回答者数 = 83 ％

たびたび提案がある

１、２度あった

提案はない

わからない

無回答

63.9

13.3

8.4

8.4

6.0

0 20 40 60 80
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問 11 施設でのサービスは、ご本人の体の状況の維持や改善に役に立っていると思いま

すか。（１つに○） 

「役に立っている」の割合が 79.5％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12 あなたは、現在どの程度幸せですか。（当てはまる点数１つに○） 

（「とても不幸」を 0 点、「とても幸せ」を 10 点として、ご記入ください） 

「５点」の割合が 26.5％と最も高く、次いで「８点」の割合が 16.9％、「７点」の割合が 14.5％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 83 ％

役に立っている

あまり役に立っていない

役に立っていない

わからない

無回答

79.5

7.2

0.0

7.2

6.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 83 ％

０点

１点

２点

３点

４点

５点

６点

７点

８点

９点

１０点

無回答

0.0

1.2

0.0

1.2

2.4

26.5

8.4

14.5

16.9

8.4

10.8

9.6

0 10 20 30 40 50
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問 13 あなたが現在の施設に入所して良かったと思うことは何ですか。 

（いくつでも○） 

「十分な介護が受けられるようになった」の割合が 57.8％と最も高く、次いで「精神的に楽に

なった」、「家族に対する気兼ねが減った」の割合が 28.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【幸福度別】 

幸福度別にみると、他に比べ、７～１０点で「十分な介護が受けられるようになった」の割合

が、４～６点で「精神的に楽になった」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

十
分
な
介
護
が
受
け
ら
れ
る 

よ
う
に
な
⻒
た 

精
神
的
に
楽
に
な
⻒
た 

家
族
に
対
す
る
気
兼
ね
が 

減
⻒
た 

外
出
の
機
会
が
増
え
た 

人
と
話
す
機
会
が
増
え
た 

自
分
で
身
の
回
り
の
こ
と
を 

し
よ
う
と
す
る
意
欲
が
出
て
き
た 

自
分
で
身
の
回
り
の
こ
と
が 

で
き
る
よ
う
に
な
⻒
た 

体
調
が
よ
く
な
⻒
た 

そ
の
他 

良
か
⻒
た
と
思
う
こ
と
は 

な
い 

無
回
答 

全  体 83 57.8 28.9 28.9 － 22.9 2.4 1.2 15.7 3.6 2.4 14.5 

０～３点 2 50.0 － 50.0 － － － － － － － － 

４～６点 31 51.6 35.5 29.0 － 25.8 － － 12.9 3.2 6.5 9.7 

７～１０点 42 71.4 28.6 33.3 － 26.2 4.8 2.4 19.0 4.8 － 9.5 

 

単位：％ 

 

  

回答者数 = 83 ％

十分な介護が受けられるようになった

精神的に楽になった

家族に対する気兼ねが減った

外出の機会が増えた

人と話す機会が増えた

自分で身の回りのことをしようとする意欲
が出てきた

自分で身の回りのことができるようになっ
た

体調がよくなった

その他

良かったと思うことはない

無回答

57.8

28.9

28.9

0.0

22.9

2.4

1.2

15.7

3.6

2.4

14.5

0 20 40 60 80 100
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問 14 サービスの満足度についておたずねします。利用しているサービスには満足して

いますか。（①から⑧についてそれぞれ１つに○）  

①食事 

「満足」と「やや満足」をあわせた“満足”の割合が 50.6％、「ふつう」の割合が 30.1％、「や

や不満」と「不満」をあわせた“不満”の割合が 8.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【幸福度別】 

幸福度別にみると、他に比べ、７～１０点で「満足」と「やや満足」をあわせた“満足”の割

合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

満
足 

や
や
満
足 

ふ
つ
う 

や
や
不
満 

不
満 

無
回
答 

全  体 83 28.9 21.7 30.1 8.4 － 10.8 

０～３点 2 － 50.0 － 50.0 － － 

４～６点 31 6.5 25.8 58.1 9.7 － － 

７～１０点 42 50.0 19.0 14.3 7.1 － 9.5 

 

 

  

回答者数 = 83 ％

満足

やや満足

ふつう

やや不満

不満

無回答

28.9

21.7

30.1

8.4

0.0

10.8

0 10 20 30 40 50
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②入浴 

「満足」と「やや満足」をあわせた“満足”の割合が 51.8％、「ふつう」の割合が 30.1％、「や

や不満」と「不満」をあわせた“不満”の割合が 6.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【幸福度別】 

幸福度別にみると、他に比べ、４～６点で「ふつう」の割合が、７～１０点で「満足」と「や

や満足」をあわせた“満足”の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

満
足 

や
や
満
足 

ふ
つ
う 

や
や
不
満 

不
満 

無
回
答 

全  体 83 30.1 21.7 30.1 6.0 － 12.0 

０～３点 2 － 50.0 50.0 － － － 

４～６点 31 9.7 22.6 58.1 9.7 － － 

７～１０点 42 50.0 23.8 11.9 2.4 － 11.9 

 

 

  

回答者数 = 83 ％

満足

やや満足

ふつう

やや不満

不満

無回答

30.1

21.7

30.1

6.0

0.0

12.0

0 10 20 30 40 50
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③トイレ・排泄 

「満足」と「やや満足」をあわせた“満足”の割合が 56.6％、「ふつう」の割合が 31.3％、「や

や不満」と「不満」をあわせた“不満”の割合が 1.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【幸福度別】 

幸福度別にみると、他に比べ、４～６点で「ふつう」の割合が、７～１０点で「満足」と「や

や満足」をあわせた“満足”の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

満
足 

や
や
満
足 

ふ
つ
う 

や
や
不
満 

不
満 

無
回
答 

全  体 83 30.1 26.5 31.3 1.2 － 10.8 

０～３点 2 － 50.0 50.0 － － － 

４～６点 31 16.1 16.1 67.7 － － － 

７～１０点 42 47.6 35.7 7.1 － － 9.5 

 

  

回答者数 = 83 ％

満足

やや満足

ふつう

やや不満

不満

無回答

30.1

26.5

31.3

1.2

0.0

10.8

0 10 20 30 40 50
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④機能訓練 

「満足」と「やや満足」をあわせた“満足”の割合が 39.8％、「ふつう」の割合が 42.2％、「や

や不満」と「不満」をあわせた“不満”の割合が 7.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【幸福度別】 

幸福度別にみると、他に比べ、４～６点で「ふつう」の割合が、７～１０点で「満足」と「や

や満足」をあわせた“満足”の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

満
足 

や
や
満
足 

ふ
つ
う 

や
や
不
満 

不
満 

無
回
答 

全  体 83 18.1 21.7 42.2 4.8 2.4 10.8 

０～３点 2 － － 50.0 50.0 － － 

４～６点 31 9.7 16.1 71.0 3.2 － － 

７～１０点 42 26.2 31.0 26.2 4.8 2.4 9.5 

 

 

 

  

回答者数 = 83 ％

満足

やや満足

ふつう

やや不満

不満

無回答

18.1

21.7

42.2

4.8

2.4

10.8

0 10 20 30 40 50
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⑤必要な医療の実施 

「満足」と「やや満足」をあわせた“満足”の割合が 53.0％、「ふつう」の割合が 32.5％、「や

や不満」と「不満」をあわせた“不満”の割合が 3.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【幸福度別】 

幸福度別にみると、他に比べ、４～６点で「ふつう」の割合が、７～１０点で「満足」と「や

や満足」をあわせた“満足”の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

満
足 

や
や
満
足 

ふ
つ
う 

や
や
不
満 

不
満 

無
回
答 

全  体 83 36.1 16.9 32.5 1.2 2.4 10.8 

０～３点 2 － － 100.0 － － － 

４～６点 31 25.8 9.7 61.3 3.2 － － 

７～１０点 42 50.0 26.2 11.9 － 2.4 9.5 

 

  

回答者数 = 83 ％

満足

やや満足

ふつう

やや不満

不満

無回答

36.1

16.9

32.5

1.2

2.4

10.8

0 10 20 30 40 50
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⑥看護（医療） 

「満足」と「やや満足」をあわせた“満足”の割合が 55.4％、「ふつう」の割合が 27.7％、「や

や不満」と「不満」をあわせた“不満”の割合が 3.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【幸福度別】 

幸福度別にみると、他に比べ、４～６点で「ふつう」の割合が、７～１０点で「満足」と「や

や満足」をあわせた“満足”の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

満
足 

や
や
満
足 

ふ
つ
う 

や
や
不
満 

不
満 

無
回
答 

全  体 83 33.7 21.7 27.7 2.4 1.2 13.3 

０～３点 2 － 50.0 50.0 － － － 

４～６点 31 22.6 16.1 58.1 3.2 － － 

７～１０点 42 47.6 28.6 7.1 － 2.4 14.3 

 

 

  

回答者数 = 83 ％

満足

やや満足

ふつう

やや不満

不満

無回答

33.7

21.7

27.7

2.4

1.2

13.3

0 10 20 30 40 50
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⑦健康管理、栄養上の管理 

「満足」と「やや満足」をあわせた“満足”の割合が 63.9％、「ふつう」の割合が 22.9％、「や

や不満」と「不満」をあわせた“不満”の割合が 2.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【幸福度別】 

幸福度別にみると、他に比べ、４～６点で「ふつう」の割合が、７～１０点で「満足」と「や

や満足」をあわせた“満足”の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

満
足 

や
や
満
足 

ふ
つ
う 

や
や
不
満 

不
満 

無
回
答 

全  体 83 39.8 24.1 22.9 2.4 － 10.8 

０～３点 2 － － 100.0 － － － 

４～６点 31 25.8 32.3 38.7 3.2 － － 

７～１０点 42 57.1 23.8 7.1 2.4 － 9.5 

 

 

  

回答者数 = 83 ％

満足

やや満足

ふつう

やや不満

不満

無回答

39.8

24.1

22.9

2.4

0.0

10.8

0 10 20 30 40 50
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⑧相談・助言 

「満足」と「やや満足」をあわせた“満足”の割合が 51.8％、「ふつう」の割合が 34.9％、「や

や不満」と「不満」をあわせた“不満”の割合が 2.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【幸福度別】 

幸福度別にみると、他に比べ、４～６点で「ふつう」の割合が、７～１０点で「満足」と「や

や満足」をあわせた“満足”の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

満
足 

や
や
満
足 

ふ
つ
う 

や
や
不
満 

不
満 

無
回
答 

全  体 83 25.3 26.5 34.9 2.4 － 10.8 

０～３点 2 － － 100.0 － － － 

４～６点 31 6.5 25.8 67.7 － － － 

７～１０点 42 42.9 33.3 11.9 2.4 － 9.5 

 

 

  

回答者数 = 83 ％

満足

やや満足

ふつう

やや不満

不満

無回答

25.3

26.5

34.9

2.4

0.0

10.8

0 10 20 30 40 50
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問 14-１ 問 14 で「やや不満」または「不満」と答えたサービスがある方におたずねし

ます。 

ご不満である理由はなんですか。（いくつでも○） 

「個人的な希望が受け入れられない（個人を尊重してもらえない）」の割合が 33.3％と最も高

く、次いで「利用できる回数や時間が足りない」の割合が 26.7％、「質がよくない」、「施設から

の説明が不十分である」の割合が 13.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【幸福度別】 

幸福度別では、有効回答が少ないため、参考とします。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

利
用
で
き
る
回
数
や
時
間
が 

足
り
な
い 

質
が
よ
く
な
い 

技
術
的
に
不
安
を
感
じ
る 

設
備
な
ど
が
古
い 

職
員
の
対
応
が
よ
く
な
い 

契
約
の
内
容
と
サ
⺳
ビ
ス
が 

違
⻒
て
い
る 

身
体
の
痛
み
を
伴
う
こ
と
が
あ
る 

施
設
か
ら
の
説
明
が
不
十
分
で 

あ
る 

個
人
的
な
希
望
が
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
⺺
個
人
を
尊
重
し
て
も
ら
え
な
い
⺻ 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 15 26.7 13.3 － － 6.7 － 6.7 13.3 33.3 26.7 6.7 

０～３点 1 － － － － － － － － － 100.0 － 

４～６点 8 25.0 12.5 － － 12.5 － － － 25.0 25.0 12.5 

７～１０点 5 20.0 20.0 － － － － － 40.0 40.0 20.0 － 

  

回答者数 = 15 ％

利用できる回数や時間が足りない

質がよくない

技術的に不安を感じる

設備などが古い

職員の対応がよくない

契約の内容とサービスが違っている

身体の痛みを伴うことがある

施設からの説明が不十分である

個人的な希望が受け入れられない（個人を
尊重してもらえない）

その他

無回答

26.7

13.3

0.0

0.0

6.7

0.0

6.7

13.3

33.3

26.7

6.7

0 10 20 30 40 50
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問 15 今後、あなたは、どこで生活するのが良いと考えていますか。（１つに○） 

「引き続きこの施設で過ごしたい」の割合が 56.6％と最も高く、次いで「家族の意向に任せて

いる」の割合が 15.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【幸福度別】 

幸福度別にみると、他に比べ、７～１０点で「引き続きこの施設で過ごしたい」の割合が高く

なっています。また、４～６点で「家族の意向に任せている」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

引
き
続
き
こ
の
施
設
で 

過
ご
し
た
い 

別
の
施
設
で
過
ご
し
た
い 

自
宅
で
介
護
保
険
サ
⺳
ビ
ス 

を
利
用
し
て
過
ご
し
た
い 

自
宅
と
施
設
を
行
き
来 

し
な
が
ら
過
ご
し
た
い 

家
族
の
意
向
に
任
せ
て
い
る 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 83 56.6 2.4 2.4 6.0 15.7 3.6 6.0 7.2 

０～３点 2 50.0 － － － 50.0 － － － 

４～６点 31 51.6 3.2 3.2 6.5 25.8 － 9.7 － 

７～１０点 42 69.0 2.4 － 7.1 9.5 7.1 2.4 2.4 

 

 

  

回答者数 = 83 ％

引き続きこの施設で過ごしたい

別の施設で過ごしたい

自宅で介護保険サービスを利用して過ごし
たい

自宅と施設を行き来しながら過ごしたい

家族の意向に任せている

その他

わからない

無回答

56.6

2.4

2.4

6.0

15.7

3.6

6.0

7.2

0 20 40 60 80
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問 16 新型コロナウイルス感染症拡大により、生活に影響はありましたか。 

（いくつでも○） 

「家族等との面会ができない、機会が減った」の割合が 80.7％と最も高く、次いで「施設内の

イベントやレクリエーションなどができなくなった」の割合が 31.3％、「常にマスクを着用しな

ければならず、煩わしい」の割合が 18.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 83 ％

家族等との面会ができない、機会が減った

施設内のイベントやレクリエーションなど
ができなくなった

個室での食事となり、不便を感じる

常にマスクを着用しなければならず、煩わ
しい

その他

特になし

無回答

80.7

31.3

6.0

18.1

6.0

9.6

7.2

0 20 40 60 80 100
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４．介護保険について 

問 17 あなたの要介護度は次のうちどれですか。（１つに○） 

「要介護３」の割合が 33.7％と最も高く、次いで「要介護４」の割合が 32.5％、「要介護５」

の割合が 24.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜要介護度（統合）＞ 

「重度（要介護４・５）」の割合が 56.6％と最も高く、次いで「中度（要介護３）」の割合が

33.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問 18 施設利用料（介護サービス費・食費・居住費等）について、どのようにお考えで

すか。（１つに○） 

「概ね妥当な額だと思う」の割合が 33.7％と最も高く、次いで「これくらいの負担はやむをえ

ない」の割合が 28.9％、「今の負担では苦しい」、「わからない」の割合が 10.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 83 ％

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

無回答

2.4

3.6

33.7

32.5

24.1

3.6

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 83 ％

軽度（要介護１・２）

中度（要介護３）

重度（要介護４・５）

無回答

6.0

33.7

56.6

3.6

0 20 40 60 80

回答者数 = 83 ％

特に負担とは思わない

概ね妥当な額だと思う

これくらいの負担はやむをえない

今の負担では苦しい

わからない

無回答

9.6

33.7

28.9

10.8

10.8

6.0

0 10 20 30 40 50
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【入所施設別】 

入所施設別にみると、大きな差はみられません。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

特
に
負
担
と
は 

思
わ
な
い 

概
ね
妥
当
な
額
だ
と 

思
う 

こ
れ
く
ら
い
の
負
担 

は
や
む
を
え
な
い 

今
の
負
担
で
は 

苦
し
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 83 9.6 33.7 28.9 10.8 10.8 6.0 

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム） 49 14.3 34.7 28.6 8.2 10.2 4.1 

介護老人保健施設 26 3.8 38.5 30.8 11.5 11.5 3.8 

介護療養型医療施設 2 － 50.0 50.0 － － － 

介護医療院 1 － － 100.0 － － － 

 

【要介護度別】 

要介護度にみると、他に比べ、要介護５で「概ね妥当な額だと思う」の割合が、要介護３で「今

の負担では苦しい」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

特
に
負
担
と
は 

思
わ
な
い 

概
ね
妥
当
な
額
だ
と 

思
う 

こ
れ
く
ら
い
の
負
担 

は
や
む
を
え
な
い 

今
の
負
担
で
は 

苦
し
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 83 9.6 33.7 28.9 10.8 10.8 6.0 

要介護１ 2 － 100.0 － － － － 

要介護２ 3 － 33.3 － 33.3 33.3 － 

要介護３ 28 10.7 25.0 32.1 17.9 10.7 3.6 

要介護４ 27 11.1 29.6 33.3 7.4 14.8 3.7 

要介護５ 20 10.0 50.0 30.0 5.0 5.0 － 

 

【要介護度（統合）別】 

要介護度（統合）にみると、他に比べ、中度（要介護３）で「今の負担では苦しい」の割合が

高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

特
に
負
担
と
は 

思
わ
な
い 

概
ね
妥
当
な
額
だ
と 

思
う 

こ
れ
く
ら
い
の
負
担 

は
や
む
を
え
な
い 

今
の
負
担
で
は 

苦
し
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 83 9.6 33.7 28.9 10.8 10.8 6.0 

軽度（要介護１・２） 5 － 60.0 － 20.0 20.0 － 

中度（要介護３） 28 10.7 25.0 32.1 17.9 10.7 3.6 

重度（要介護４・５） 47 10.6 38.3 31.9 6.4 10.6 2.1 
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問 19 「介護保険制度」全体をよりよくするための環境整備として、市が力を入れるべ

きことは次のうちどれだと思いますか。（３つまで○） 

「市内に特別養護老人ホームや老人保健施設などの介護保険施設を増やすこと」の割合が

53.0％と最も高く、次いで「利用料を補助するなど、利用者の費用負担を軽減する経済的給付を

増やすこと」の割合が 42.2％、「ケアマネジャーやホームヘルパーなどの人材を育成すること」

の割合が 26.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 83 ％

サービス事業者の質を高める取組みを行うこと

ケアマネジャーやホームヘルパーなどの人材を育成
すること

市内に特別養護老人ホームや老人保健施設などの介
護保険施設を増やすこと

利用料を補助するなど、利用者の費用負担を軽減す
る経済的給付を増やすこと

寝たきりにならないよう、介護予防のサービスに力
を入れること

地域全体で介護を支援するしくみづくりを行うこと

在宅サービスや地域密着型サービスのような身近な
地域でサービスが受けられる拠点を増やすこと

困ったときに気軽に介護相談ができる場所を増やす
こと

家族介護の負担を軽減する保健福祉サービスを充実
すること

介護保険を効率的に運用するしくみづくりを行うこ
と

地域包括支援センターの機能を充実すること

介護保険サービス利用の制限をカバーする保健福祉
サービスを充実すること

その他

わからない

無回答

20.5

26.5

53.0

42.2

15.7

8.4

7.2

20.5

19.3

2.4

7.2

4.8

2.4

6.0

8.4

0 20 40 60
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【幸福度別】 

幸福度別にみると、他に比べ、７～１０点で「市内に特別養護老人ホームや老人保健施設など

の介護保険施設を増やすこと」の割合が高くなっています。また、４～６点で「寝たきりになら

ないよう、介護予防のサービスに力を入れること」「ケアマネジャーやホームヘルパーなどの人

材を育成すること」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

サ
⺳
ビ
ス
事
業
者
の
質
を
高
め
る 

取
組
み
を
行
う
こ
と 

ケ
ア
マ
ネ
ジ
⻝
⺳
や
ホ
⺳
ム
ヘ
ル
パ
⺳ 

な
ど
の
人
材
を
育
成
す
る
こ
と 

市
内
に
特
別
養
護
老
人
ホ
⺳
ム
や 

老
人
保
健
施
設
な
ど
の
介
護
保
険 

施
設
を
増
や
す
こ
と 

利
用
料
を
補
助
す
る
な
ど
⺯
利
用
者 

の
費
用
負
担
を
軽
減
す
る
経
済
的 

給
付
を
増
や
す
こ
と 

寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
よ
う
⺯
介
護 

予
防
の
サ
⺳
ビ
ス
に
力
を
入
れ
る
こ
と 

地
域
全
体
で
介
護
を
支
援
す
る 

し
く
み
づ
く
り
を
行
う
こ
と 

在
宅
サ
⺳
ビ
ス
や
地
域
密
着
型
サ
⺳
ビ

ス
の
よ
う
な
身
近
な
地
域
で
サ
⺳
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
拠
点
を
増
や
す
こ
と 

全  体 83 20.5 26.5 53.0 42.2 15.7 8.4 7.2 

０～３点 2 50.0 50.0 50.0 50.0 － － － 

４～６点 31 19.4 35.5 41.9 38.7 25.8 6.5 12.9 

７～１０点 42 23.8 21.4 64.3 47.6 11.9 9.5 4.8 
 

区分 

困
⻒
た
と
き
に
気
軽
に
介
護
相
談
が 

で
き
る
場
所
を
増
や
す
こ
と 

家
族
介
護
の
負
担
を
軽
減
す
る
保
健 

福
祉
サ
⺳
ビ
ス
を
充
実
す
る
こ
と 

介
護
保
険
を
効
率
的
に
運
用
す
る 

し
く
み
づ
く
り
を
行
う
こ
と 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
⺳
の
機
能
を 

充
実
す
る
こ
と 

介
護
保
険
サ
⺳
ビ
ス
利
用
の
制
限
を 

カ
バ
⺳
す
る
保
健
福
祉
サ
⺳
ビ
ス
を 

充
実
す
る
こ
と 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 20.5 19.3 2.4 7.2 4.8 2.4 6.0 8.4 

０～３点 － － － 50.0 － － － － 

４～６点 25.8 22.6 － 6.5 6.5 － 12.9 － 

７～１０点 16.7 16.7 4.8 4.8 2.4 4.8 2.4 11.9 
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５．高齢者の権利について 

問 20 施設ではプライバシーへの配慮がなされていると思いますか。（１つに○） 

「配慮されている」の割合が 49.4％と最も高く、次いで「わからない」の割合が 20.5％、「少

し配慮されている」の割合が 18.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 21 施設ではご本人の気持ちや希望が尊重されていると思いますか。（１つに○） 

「思う」の割合が 49.4％と最も高く、次いで「少し思う」の割合が 25.3％、「わからない」の

割合が 16.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 22 施設では、ベッドに柵をつける、車いすにベルトで固定するなど、ご本人のから

だの動作の制限をすることがありますか。（１つに○） 

「ない」の割合が 48.2％と最も高く、次いで「わからない」の割合が 28.9％、「ある」の割合

が 12.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 83 ％

配慮されている

少し配慮されている

配慮されていない

わからない

無回答

49.4

18.1

3.6

20.5

8.4

0 20 40 60

回答者数 = 83 ％

思う

少し思う

思わない

わからない

無回答

49.4

25.3

1.2

16.9

7.2

0 20 40 60

回答者数 = 83 ％

ある

ない

わからない

無回答

12.0

48.2

28.9

10.8

0 20 40 60
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問 22-１ 問 22 で「ある」と答えた方におたずねします。 

からだの動作の制限をすることについて、説明がありましたか。（１つに○） 

「説明があった」の割合が 90.0％と最も高く、次いで「覚えていない」の割合が 10.0％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 23 高齢者の権利や生活を守るための相談窓口として以下のようなものがあります

が、あなたの知っているものはありますか。（いくつでも○） 

「地域包括支援センター」の割合が 71.1％と最も高く、次いで「行政の相談窓口（市役所など）」

の割合が 60.2％、「社会福祉協議会」の割合が 19.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 10 ％

説明があった

説明はなかった

覚えていない

無回答

90.0

0.0

10.0

0.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 83 ％

行政の相談窓口（市役所など）

地域包括支援センター

権利擁護センター

福祉総合相談窓口

社会福祉協議会

消費生活相談室

知っているものはない

無回答

60.2

71.1

6.0

7.2

19.3

9.6

7.2

9.6

0 20 40 60 80



 

460 

６．その他・市への要望について 

問 24 この施設・病院などを退所される場合に、次に移る所はどちらを希望しますか。

（１つに○） 

「現在の施設・病院から移ることは希望しない」の割合が 37.3％と最も高く、次いで「特別養

護老人ホーム」の割合が 20.5％、「わからない」の割合が 15.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【幸福度別】 

幸福度別にみると、大きな差はみられません。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

自
宅 

子
ど
も
や
親
族
の
家 

介
護
老
人
保
健
施
設 

特
別
養
護
老
人
ホ
⺳
ム 

病
院 

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
⺳
プ 

ホ
⺳
ム 

有
料
老
人
ホ
⺳
ム 

サ
⺳
ビ
ス
付
き
高
齢
者 

向
け
住
宅 

そ
の
他 

現
在
の
施
設
・
病
院
か
ら 

移
る
こ
と
は
希
望
し
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 83 6.0 1.2 1.2 20.5 1.2 1.2 3.6 1.2 － 37.3 15.7 10.8 

０～３点 2 － － － 50.0 － － － － － 50.0 － － 

４～６点 31 9.7 3.2 － 19.4 － 3.2 6.5 － － 38.7 19.4 － 

７～１０点 42 4.8 － 2.4 19.0 2.4 － 2.4 2.4 － 40.5 11.9 14.3 

 

  

回答者数 = 83 ％

自宅

子どもや親族の家

介護老人保健施設

特別養護老人ホーム

病院

認知症高齢者グループホーム

有料老人ホーム

サービス付き高齢者向け住宅

その他

現在の施設・病院から移ることは希望しな
い

わからない

無回答

6.0

1.2

1.2

20.5

1.2

1.2

3.6

1.2

0.0

37.3

15.7

10.8

0 10 20 30 40 50
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問 25 介護支援施策として必要なことは何だと思いますか。（３つまで○） 

「要介護者の体調不良時・急変時における医療面での支援」の割合が 44.6％と最も高く、次い

で「家族で介護を行うための相談に乗るなど日常的な支援」の割合が 26.5％、「医師・看護師・

保健師等による定期的な家庭訪問」の割合が 21.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 83 ％

医師・看護師・保健師等による定期的な家庭訪問

医療・介護以外の公的サービスの紹介や行政窓口の
案内

要介護者の体調不良時・急変時における医療面での
支援

家族で介護を行うための知識・技術面での準備に関
する支援

食事の摂取に関する指導や歯科治療など歯科口腔ケ
アに関する支援

介護事業者やケアマネジャーの紹介

家族介護者自身の抑うつ状態や精神的ストレスなど
の精神面に対する医療的支援

家族で介護を行うための相談に乗るなど日常的な支
援

認知症介護の技術や知識面での支援

介護経験者同士の交流会

家族介護者対象のレクリエーション企画

その他

無回答

21.7

19.3

44.6

15.7

15.7

18.1

15.7

26.5

19.3

2.4

2.4

3.6

12.0

0 10 20 30 40 50
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【幸福度別】 

幸福度別にみると、他に比べ、４～６点で「家族介護者自身の抑うつ状態や精神的ストレスな

どの精神面に対する医療的支援」「認知症介護の技術や知識面での支援」の割合が、７～１０点で

「家族で介護を行うための相談に乗るなど日常的な支援」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

医
師
・
看
護
師
・
保
健
師
等
に
よ
る
定
期
的
な 

家
庭
訪
問 

医
療
・
介
護
以
外
の
公
的
サ
⺳
ビ
ス
の
紹
介
や 

行
政
窓
口
の
案
内 

要
介
護
者
の
体
調
不
良
時
・
急
変
時
に
お
け
る 

医
療
面
で
の
支
援 

家
族
で
介
護
を
行
う
た
め
の
知
識
・
技
術
面 

で
の
準
備
に
関
す
る
支
援 

食
事
の
摂
取
に
関
す
る
指
導
や
歯
科
治
療
な
ど 

歯
科
口
腔
ケ
ア
に
関
す
る
支
援 

介
護
事
業
者
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
⻝
⺳
の
紹
介 

家
族
介
護
者
自
身
の
抑
う
つ
状
態
や
精
神
的 

ス
ト
レ
ス
な
ど
の
精
神
面
に
対
す
る
医
療
的
支
援 

家
族
で
介
護
を
行
う
た
め
の
相
談
に
乗
る
な
ど

日
常
的
な
支
援 

認
知
症
介
護
の
技
術
や
知
識
面
で
の
支
援 

介
護
経
験
者
同
士
の
交
流
会 

家
族
介
護
者
対
象
の
レ
ク
リ
エ
⺳
シ
⻟
ン
企
画 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 83 21.7 19.3 44.6 15.7 15.7 18.1 15.7 26.5 19.3 2.4 2.4 3.6 12.0 

０～３点 2 50.0 50.0 50.0 － － 100.0 － 50.0 － － － － － 

４～６点 31 9.7 19.4 45.2 16.1 19.4 12.9 22.6 16.1 25.8 － 3.2 3.2 6.5 

７～１０点 42 23.8 19.0 47.6 14.3 16.7 21.4 11.9 33.3 19.0 4.8 2.4 2.4 14.3 

 

問 26 小金井市では、「誰もがいきいきと暮らすことのできるまち」の実現をめざして

います。あなたは、小金井市は「誰もがいきいきと暮らすことのできるまち」だ

と思いますか。（１つに○） 

「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」をあわせた“そう思う”の割合が 67.5％、「ど

ちらかといえばそう思わない」と「そう思わない」をあわせた“そう思わない”の割合が 28.9％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 83 ％

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答

15.7

51.8

22.9

6.0

3.6

0 20 40 60
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問 27 問 26 で「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」と回答された方はその理由

を、「どちらかといえばそう思わない」、「そう思わない」と回答された方はどの

項目が改善したら、「そう思う」ようになりますか。（３つまで○） 

（１）“そう思う”理由 

「介護サービス（施設系）の充実」の割合が 28.6％と最も高く、次いで「治安」の割合が 25.0％、

「地域のつながり」「医療機関（病院）の充実」の割合が 23.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 56 ％

地域のつながり

介護サービス（訪問系）の充実

介護サービス（通所系）の充実

介護サービス（短期入所系）の充実

介護サービス（施設系）の充実

医療機関（病院）の充実

医療機関（診療所）の充実

医療機関（訪問診療・往診）の充実

ボランティア活動の充実

行政サービスの充実

住まいの充実

交通機関の充実

商業施設の充実

治安

その他

無回答

23.2

19.6

16.1

10.7

28.6

23.2

7.1

7.1

5.4

17.9

1.8

14.3

10.7

25.0

0.0

12.5

0 10 20 30 40 50
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【幸福度別】 

幸福度別にみると、他に比べ、４～６点で「治安」「地域のつながり」の割合が、７～１０点で

「介護サービス（施設系）の充実」「医療機関（病院）の充実」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

地
域
の
つ
な
が
り 

介
護
サ
⺳
ビ
ス
⺺
訪
問
系
⺻
の 

充
実 

介
護
サ
⺳
ビ
ス
⺺
通
所
系
⺻
の 

充
実 

介
護
サ
⺳
ビ
ス
⺺
短
期 

入
所
系
⺻
の
充
実 

介
護
サ
⺳
ビ
ス
⺺
施
設
系
⺻
の 

充
実 

医
療
機
関
⺺
病
院
⺻
の
充
実 

医
療
機
関
⺺
診
療
所
⺻
の
充
実 

医
療
機
関
⺺
訪
問
診
療
・
往
診
⺻ 

の
充
実 

全  体 56 23.2 19.6 16.1 10.7 28.6 23.2 7.1 7.1 

０～３点 1 - 100.0 100.0 100.0 - - - - 

４～６点 18 33.3 22.2 11.1 5.6 16.7 11.1 11.1 - 

７～１０点 33 18.2 18.2 18.2 12.1 36.4 30.3 6.1 9.1 

 

区分 

ボ
ラ
ン
テ
⻘
ア
活
動
の
充
実 

行
政
サ
⺳
ビ
ス
の
充
実 

住
ま
い
の
充
実 

交
通
機
関
の
充
実 

商
業
施
設
の
充
実 

治
安 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 3.6 20.5 1.2 13.3 9.6 16.9 2.4 13.3 

０～３点 - - - - - - - - 

４～６点 5.6 22.2 - 11.1 11.1 44.4 - 11.1 

７～１０点 6.1 18.2 3.0 12.1 9.1 15.2 - 15.2 
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（２）“そう思う”ようになる改善 

「介護サービス（施設系）の充実」の割合が 54.2％と最も高く、次いで「医療機関（訪問診療・

往診）の充実」「行政サービスの充実」の割合が 29.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 24 ％

地域のつながり

介護サービス（訪問系）の充実

介護サービス（通所系）の充実

介護サービス（短期入所系）の充実

介護サービス（施設系）の充実

医療機関（病院）の充実

医療機関（診療所）の充実

医療機関（訪問診療・往診）の充実

ボランティア活動の充実

行政サービスの充実

住まいの充実

交通機関の充実

商業施設の充実

治安

その他

無回答

8.3

16.7

4.2

8.3

54.2

12.5

12.5

29.2

0.0

29.2

0.0

12.5

8.3

0.0

8.3

4.2

0 10 20 30 40 50 60
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【幸福度別】 

幸福度別では、有効回答が少ないため、参考とします。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

地
域
の
つ
な
が
り 

介
護
サ
⺳
ビ
ス
⺺
訪
問
系
⺻ 

の
充
実 

介
護
サ
⺳
ビ
ス
⺺
通
所
系
⺻ 

の
充
実 

介
護
サ
⺳
ビ
ス
⺺
短
期 

入
所
系
⺻
の
充
実 

介
護
サ
⺳
ビ
ス
⺺
施
設
系
⺻ 

の
充
実 

医
療
機
関
⺺
病
院
⺻
の
充
実 

医
療
機
関
⺺
診
療
所
⺻
の
充
実 

医
療
機
関
⺺
訪
問
診
療
・
往
診
⺻ 

の
充
実 

全  体 24 8.3 16.7 4.2 8.3 54.2 12.5 12.5 29.2 

０～３点 1 - - - - 100.0 - - - 

４～６点 13 7.7 7.7 - 15.4 38.5 15.4 23.1 30.8 

７～１０点 8 12.5 25.0 12.5 - 75.0 12.5 - 25.0 
 

区分 

ボ
ラ
ン
テ
⻘
ア
活
動
の
充
実 

行
政
サ
⺳
ビ
ス
の
充
実 

住
ま
い
の
充
実 

交
通
機
関
の
充
実 

商
業
施
設
の
充
実 

治
安 

そ
の
他 

無
回
答 

 

全  体 29.2 - 12.5 8.3 - 8.3 4.2 29.2  

０～３点 - - - - - - - -  

４～６点 23.1 - 23.1 15.4 - 15.4 7.7 23.1  

７～１０点 37.5 - - - - - - 37.5  
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問 28 あなたは、今後も小金井市に住み続けたいと思いますか。（１つに○） 

「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」をあわせた“そう思う”の割合が 92.7％、「ど

ちらかといえばそう思わない」と「そう思わない」をあわせた“そう思わない”の割合が 1.2％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 29 高齢者支援施策について、小金井市へのご意見・ご要望や知りたい情報などが 

ありましたら、ご自由にお書きください。 

・交通や、商業施設が便利になり、他地区からの転入が増えているので、高齢者の方への市の

広報活動を充実させていってください。民生委員の方が定期的に自宅訪問したり直接情報を

伝えたり、相談にのることで、地域のつながりと安心感をもてます。 

・認知症に対応できる老健やその他の施設を増やしてほしい 

・高齢者の運動機能を維持する為の施設及び仕組みの充実。 

・広報を充実させてほしい。良い施策があっても知らないと利用できない。 

・特養の利用料が数年の間にかなり高くなりました。物価も上がっていますので仕方のない事

とは思いますが、年金も下がる一方ですので困っています。 

・市内に特別養護老人ホームを増やしてください。 

 

（注）主な意見として回答を抜粋し、原文のまま掲載しています。 

 

 

回答者数 = 83 ％

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答

56.6

36.1

0.0

1.2

6.0

0 20 40 60 80
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Ⅳ－５ 介護保険サービス提供事業者調査 

１．回答者属性 

問１ 活動状況についてお教えください。 

組織形態（１つに○） 

「株式会社」の割合が 46.4％と最も高く、次いで「社会福祉法人」の割合が 13.1％、「ＮＰＯ

法人」の割合が 11.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 84 ％

社会福祉法人

社会福祉協議会

福祉公社・事業団

（公益）社団法人

（公益）財団法人

医療法人

ＪＡ・生協

株式会社

有限会社

ＮＰＯ法人

その他

無回答

13.1

0.0

0.0

0.0

6.0

4.8

2.4

46.4

6.0

11.9

8.3

1.2

0 20 40 60
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貴事業所の種類（１つに○） 

「居宅介護支援」の割合が27.4％と最も高く、次いで「（地域密着型）通所介護」の割合が19.0％、

「（介護予防）訪問看護」の割合が 13.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 84 ％

地域包括支援センター

居宅介護支援

訪問介護

（地域密着型）通所介護

（介護予防）訪問入浴介護

（介護予防）訪問看護

（介護予防）訪問リハビリ

（介護予防）通所リハビリ

（介護予防）居宅療養管理指導

（介護予防）住宅改修・福祉用具

（介護予防）短期入所生活・療養介護

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

介護医療院

（介護予防）特定施設入居者生活介護

（介護予防）小規模多機能型居宅介護

看護小規模多機能型居宅介護

夜間対応型訪問介護

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

（介護予防）認知症対応型通所介護

（介護予防）認知症対応型共同生活介護

地域密着型特定施設入居者生活介護

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介
護

総合事業訪問型サービス（現行相当）

総合事業訪問型サービス（市基準）

総合事業通所型サービス（現行相当）

総合事業通所型サービス（市基準）

無回答

3.6

27.4

11.9

19.0

1.2

13.1

2.4

1.2

0.0

1.2

0.0

2.4

1.2

0.0

0.0

1.2

1.2

0.0

0.0

0.0

2.4

4.8

0.0

0.0

0.0

0.0

1.2

2.4

2.4

0 10 20 30 40 50
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併設する事業所の種類（いくつでも○） 

「居宅介護支援」の割合が 32.1％と最も高く、次いで「訪問介護」の割合が 27.4％、「総合事

業通所型サービス（市基準）」の割合が 22.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 84 ％

地域包括支援センター

居宅介護支援

訪問介護

（地域密着型）通所介護

（介護予防）訪問入浴介護

（介護予防）訪問看護

（介護予防）訪問リハビリ

（介護予防）通所リハビリ

（介護予防）居宅療養管理指導

（介護予防）住宅改修・福祉用具

（介護予防）短期入所生活・療養介護

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

介護医療院

（介護予防）特定施設入居者生活介護

（介護予防）小規模多機能型居宅介護

看護小規模多機能型居宅介護

夜間対応型訪問介護

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

（介護予防）認知症対応型通所介護

（介護予防）認知症対応型共同生活介護

地域密着型特定施設入居者生活介護

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介
護

総合事業訪問型サービス（現行相当）

総合事業訪問型サービス（市基準）

総合事業通所型サービス（現行相当）

総合事業通所型サービス（市基準）

特になし

無回答

15.5

32.1

27.4

21.4

6.0

11.9

4.8

6.0

1.2

0.0

4.8

10.7

6.0

0.0

0.0

1.2

2.4

1.2

0.0

0.0

6.0

7.1

0.0

0.0

19.0

17.9

21.4

22.6

11.9

9.5

0 10 20 30 40 50
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【年齢階級別職員数の状況】 

（１）医師 

ア 常勤 

「０人」の割合が 94.0％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別人数】 

19 歳以下 20～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 60～64 歳 65 歳以上 

0 人 0 人 2 人 3 人 2 人 0 人 4 人 

 

 

イ 非常勤 

「０人」の割合が 94.0％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別人数】 

19 歳以下 20～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 60～64 歳 65 歳以上 

0 人 0 人 1 人 4 人 1 人 1 人 3 人 

  

回答者数 = 84 ％

０人

１人

２人

３人

４人

５～９人

10人以上

無回答

94.0

1.2

3.6

1.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 84 ％

０人

１人

２人

３人

４人

５～９人

10人以上

無回答

94.0

3.6

1.2

0.0

0.0

1.2

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100
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（２）看護師・保健師 

ア 常勤 

「０人」の割合が 75.0％と最も高く、次いで「１人」の割合が 11.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別人数】 

19 歳以下 20～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 60～64 歳 65 歳以上 

0 人 8 人 34 人 19 人 18 人 9 人 0 人 

 

イ 非常勤 

「０人」の割合が 65.5％と最も高く、次いで「１人」の割合が 14.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別人数】 

19 歳以下 20～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 60～64 歳 65 歳以上 

0 人 7 人 15 人 28 人 20 人 10 人 10 人 

  

回答者数 = 84 ％

０人

１人

２人

３人

４人

５～９人

10人以上

無回答

75.0

11.9

2.4

2.4

2.4

4.8

1.2

0.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 84 ％

０人

１人

２人

３人

４人

５～９人

10人以上

無回答

65.5

14.3

2.4

4.8

4.8

7.1

1.2

0.0

0 20 40 60 80
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（３）その他医療系専門職（薬剤師・栄養士・PT/OT/ST 等）  

ア 常勤 

「０人」の割合が 77.4％と最も高く、次いで「１人」の割合が 10.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別人数】 

19 歳以下 20～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 60～64 歳 65 歳以上 

0 人 24 人 39 人 13 人 5 人 2 人 1 人 

 

イ 非常勤 

「０人」の割合が 86.9％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別人数】 

19 歳以下 20～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 60～64 歳 65 歳以上 

0 人 1 人 6 人 6 人 5 人 2 人 0 人 

  

回答者数 = 84 ％

０人

１人

２人

３人

４人

５～９人

10人以上

無回答

77.4

10.7

2.4

3.6

2.4

2.4

1.2

0.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 84 ％

０人

１人

２人

３人

４人

５～９人

10人以上

無回答

86.9

8.3

2.4

1.2

0.0

1.2

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100
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（４）介護福祉士  

ア 常勤 

「０人」の割合が 44.0％と最も高く、次いで「１人」の割合が 22.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別人数】 

19 歳以下 20～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 60～64 歳 65 歳以上 

0 人 9 人 30 人 37 人 49 人 25 人 9 人 

 

イ 非常勤 

「０人」の割合が 54.8％と最も高く、次いで「１人」の割合が 13.1％、「５～９人」の割合が

10.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別人数】 

19 歳以下 20～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 60～64 歳 65 歳以上 

0 人 0 人 10 人 35 人 38 人 35 人 65 人 

  

回答者数 = 84 ％

０人

１人

２人

３人

４人

５～９人

10人以上

無回答

44.0

22.6

9.5

8.3

3.6

9.5

2.4

0.0

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 84 ％

０人

１人

２人

３人

４人

５～９人

10人以上

無回答

54.8

13.1

7.1

3.6

4.8

10.7

6.0

0.0

0 20 40 60
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（５）その他介護職員  

ア 常勤 

「０人」の割合が 71.4％と最も高く、次いで「１人」の割合が 13.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別人数】 

19 歳以下 20～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 60～64 歳 65 歳以上 

0 人 15 人 15 人 18 人 27 人 5 人 2 人 

 

イ 非常勤 

「０人」の割合が 53.6％と最も高く、次いで「５～９人」の割合が 16.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別人数】 

19 歳以下 20～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 60～64 歳 65 歳以上 

2 人 10 人 8 人 38 人 48 人 35 人 88 人 

  

回答者数 = 84 ％

０人

１人

２人

３人

４人

５～９人

10人以上

無回答

71.4

13.1

3.6

4.8

1.2

2.4

3.6

0.0

0 20 40 60 80

回答者数 = 84 ％

０人

１人

２人

３人

４人

５～９人

10人以上

無回答

53.6

9.5

4.8

6.0

3.6

16.7

6.0

0.0

0 20 40 60
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（６）その他事務職員  

ア 常勤 

「０人」の割合が 76.2％と最も高く、次いで「１人」の割合が 11.9％、「２人」の割合が 10.7％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別人数】 

19 歳以下 20～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 60～64 歳 65 歳以上 

0 人 1 人 12 人 6 人 9 人 5 人 2 人 

 

イ 非常勤 

「０人」の割合が 76.2％と最も高く、次いで「１人」の割合が 17.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別人数】 

19 歳以下 20～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 60～64 歳 65 歳以上 

0 人 3 人 2 人 1 人 12 人 7 人 2 人 

  

回答者数 = 84 ％

０人

１人

２人

３人

４人

５～９人

10人以上

無回答

76.2

11.9

10.7

0.0

0.0

1.2

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 84 ％

０人

１人

２人

３人

４人

５～９人

10人以上

無回答

76.2

17.9

4.8

0.0

1.2

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100
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（７）介護支援専門員  

ア 常勤 

「０人」の割合が 59.5％と最も高く、次いで「１人」の割合が 17.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別人数】 

19 歳以下 20～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 60～64 歳 65 歳以上 

0 人 0 人 4 人 24 人 32 人 10 人 8 人 

 

イ 非常勤 

「０人」の割合が 86.9％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別人数】 

19 歳以下 20～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 60～64 歳 65 歳以上 

0 人 0 人 0 人 3 人 3 人 3 人 5 人 

 

  

回答者数 = 84 ％

０人

１人

２人

３人

４人

５～９人

10人以上

無回答

59.5

17.9

8.3

6.0

3.6

4.8

0.0

0.0

0 20 40 60 80

回答者数 = 84 ％

０人

１人

２人

３人

４人

５～９人

10人以上

無回答

86.9

9.5

3.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100
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【職員の資格取得の状況】 

職員の資格取得状況は、常勤では、「介護福祉士」が 197 人と最も多く、次いで「保健師・看護

師」が 62 人、「理学療法士」が 57 人となっています。 

非常勤では、「介護福祉士」が 175 人と最も多く、次いで「ホームヘルパー２級（介護職員初任

者研修修了）」が 144 人、「保健師・看護師」が 72 人となっています。 

 

 

 

 
常 勤 非常勤 

社会福祉士 42 人 10 人 

介護福祉士 197 人 175 人 

医 師 4 人 7 人 

保健師・看護師 62 人 72 人 

管理栄養士・栄養士 12 人 1 人 

薬剤師 0 人 1 人 

理学療法士 57 人 4 人 

作業療法士 27 人 7 人 

言語聴覚士 6 人 2 人 

歯科衛生士 0 人 0 人 

あん摩マッサージ指圧師・鍼灸師 5 人 3 人 

ホームヘルパー 

 １級 

 ２級（介護職員初任者研修修了） 

 ３級 

 

7 人 

40 人 

0 人 

 

16 人 

144 人  

3 人 
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２．居宅介護支援事業者について 

問２ 令和４年 1０月に小金井市の要支援・要介護認定者、総合事業対象者（チェック

リスト該当者）に対し作成したケアプランの給付管理件数は何件でしたか。 

（１）総合事業対象者（チェックリスト該当者） 

「１～９件」の割合が 15.5％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）要支援１ 

「１～９件」の割合が 19.0％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 84 ％

０件

１～９件

10～19件

20～49件

50～99件

100 件以上

無回答

7.1

15.5

2.4

0.0

0.0

0.0

75.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 84 ％

０件

１～９件

10～19件

20～49件

50～99件

100 件以上

無回答

2.4

19.0

4.8

1.2

0.0

1.2

71.4

0 20 40 60 80



 

480 

（３）要支援２ 

「１～９件」の割合が 21.4％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）要介護１ 

「20～49 件」の割合が 13.1％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 84 ％

０件

１～９件

10～19件

20～49件

50～99件

100 件以上

無回答

2.4

21.4

4.8

0.0

0.0

1.2

70.2

0 20 40 60 80

回答者数 = 84 ％

０件

１～９件

10～19件

20～49件

50～99件

100 件以上

無回答

2.4

4.8

8.3

13.1

4.8

1.2

65.5

0 20 40 60 80
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（５）要介護２ 

「20～49 件」の割合が 11.9％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）要介護３ 

「１～９件」の割合が 16.7％と最も高く、次いで「10～19 件」の割合が 10.7％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 84 ％

０件

１～９件

10～19件

20～49件

50～99件

100 件以上

無回答

2.4

9.5

7.1

11.9

2.4

0.0

66.7

0 20 40 60 80

回答者数 = 84 ％

０件

１～９件

10～19件

20～49件

50～99件

100 件以上

無回答

2.4

16.7

10.7

4.8

0.0

0.0

65.5

0 20 40 60 80
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（７）要介護４ 

「１～９件」の割合が 20.2％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）要介護５ 

「１～９件」の割合が 19.0％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 84 ％

０件

１～９件

10～19件

20～49件

50～99件

100 件以上

無回答

3.6

20.2

8.3

0.0

1.2

0.0

66.7

0 20 40 60 80

回答者数 = 84 ％

０件

１～９件

10～19件

20～49件

50～99件

100 件以上

無回答

4.8

19.0

4.8

0.0

1.2

0.0

70.2

0 20 40 60 80
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（９）申請中・暫定プラン 

「１～９件」の割合が 11.9％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（10）総件数 

「20～49 件」の割合が 11.9％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 84 ％

０件

１～９件

10～19件

20～49件

50～99件

100 件以上

無回答

9.5

11.9

0.0

0.0

0.0

0.0

78.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 84 ％

０件

１～９件

10～19件

20～49件

50～99件

100 件以上

無回答

1.2

2.4

0.0

11.9

7.1

8.3

69.0

0 20 40 60 80



 

484 

問３ 貴事業所の中で、小金井市を中心に活動しているケアマネジャーは何人います

か。そのうち主任ケアマネジャーは何人いますか。（数字を記入） 

（１）ケアマネジャー 

「２人」の割合が 9.5％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）主任ケアマネジャー 

「１人」の割合が 19.0％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 84 ％

０人

１人

２人

３人

４人

５人

無回答

2.4

7.1

9.5

3.6

4.8

4.8

67.9

0 20 40 60 80

回答者数 = 84 ％

０人

１人

２人

３人

４人

５人

無回答

6.0

19.0

1.2

2.4

0.0

0.0

71.4

0 20 40 60 80
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問４ ケアマネジャーの在職年数及び昨年１年間の離職者（退職者・転職者）数と離職

率、その理由を記入してください。 

（１）貴事業所の平均在職年数 

「５年以上 10 年未満」の割合が 9.5％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 84 ％

１年未満

１年以上２年未満

２年以上３年未満

３年以上４年未満

４年以上５年未満

５年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上

無回答

3.6

4.8

2.4

4.8

0.0

9.5

7.1

1.2

66.7

0 20 40 60 80
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（２）昨年１年間の離職者数及び離職率 

＜全体＞ 

ア 全体の離職者数 

「０人」の割合が 23.8％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 全体の離職率 

「0％」の割合が 22.6％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜内訳＞ 

①退職者数 

ア 昨年１年間の離職者数 

「０人」の割合が 17.9％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 84 ％

０人

１人

２人

３人以上

無回答

23.8

2.4

2.4

1.2

70.2

0 20 40 60 80

回答者数 = 84 ％

０人

１人

２人

３人以上

無回答

17.9

3.6

0.0

0.0

78.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 84 ％

0%

0～25％未満

25～50％未満

50～75％未満

75～100 ％未満

100%

無回答

22.6

2.4

1.2

1.2

0.0

0.0

72.6

0 20 40 60 80
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イ 昨年１年間の離職率 

「0％」の割合が 17.9％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②転職者数 

ア 昨年１年間の離職者数 

「０人」の割合が 17.9％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 昨年１年間の離職率 

「0％」の割合が 17.9％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 84 ％

0%

0～25％未満

25～50％未満

50～75％未満

75～100 ％未満

100%

無回答

17.9

1.2

1.2

0.0

0.0

0.0

79.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 84 ％

０人

１人

２人

３人以上

無回答

17.9

2.4

1.2

1.2

77.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 84 ％

0%

0～25％未満

25～50％未満

50～75％未満

75～100 ％未満

100%

無回答

17.9

1.2

0.0

0.0

0.0

0.0

81.0

0 20 40 60 80 100



 

488 

問５ 介護予防ケアプランを受託していますか。（１つに○） 

「受託している」の割合が 32.1％、「受託していない」の割合が 8.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５-１ 問５で「受託していない」と答えた方におたずねします。 

受託していない理由は何ですか。（いくつでも○） 

「事業所において、介護予防ケアプランの作成業務を行っていないため」が 3 件、「介護予防

ケアプラン作成まで手が回らないため」、「運営上の問題で受託していない」が 2 件となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 84 ％

受託している

受託していない

無回答

32.1

8.3

59.5

0 20 40 60 80
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３．施設系サービス事業者について 

問６ 昨年１年間の、貴事業所を退所した人（死亡も含む）の人数をご記入ください。 

「1～4 人」が 4 事業所、「5～9 人」が 3 事業所、「10～19 人」「20～29 人」「30～39 人」は 1 事

業所、「100 人以上」が 2 事業所となっており、合計の退所人数は 351 人となっています。 

 

 １～４人 ５～９人 10～19 人 20～29 人 30～39 人 100 人以上 

事業所数 4 事業所 3 事業所 1 事業所 1 事業所 1 事業所 2 事業所 

 

 

問６-１ 退所理由別の人数をご記入ください。 

「その他」が 105 人と最も多く、次いで「死亡」が 77 人、「医療的ケア・医療処置の必要性が

高まったから」が 62 人となっています。 

 

 

 
人数 

１)必要な生活支援が発生・増大したから 34 人 

２)必要な身体介護が発生・増大したから 30 人 

３）認知症の症状が悪化したから 36 人 

４）医療的ケア・医療処置の必要性が高まったから 62 人 

５）１）～４）以外の状態像が悪化したから 9 人 

６）入所・入居者の状態等が改善したから 1 人 

７）入所・入居者が、必要な居宅サービスの利用を望まなかったから 13 人 

８）費用負担が重くなったから 1 人 

９）死亡 77 人 

10）その他 105 人 

 

  



 

490 

問６-２ 退所先別の人数をご記入ください。（死亡を除く） 

市内の「自宅」が 53 人と最も多く、次いで市内の「療養型・介護医療院を除く病院・診療所

（一時的な入院を除く）」が 17 人、「特別養護老人ホーム」が 17 人となっています。 

 

 

 

人数 

市内 市外 

１）自宅（※ 兄弟・子ども・親戚等の家含む） 53 人 18 人 

２）住宅型有料老人ホーム 2 人 0 人 

３）軽費老人ホーム（特定施設除く） 0 人 0 人 

４）サービス付き高齢者向け住宅 0 人 0 人 

５）グループホーム 0 人 1 人 

６）特定施設（介護付有料老人ホーム等） 0 人 4 人 

７）介護老人保健施設 13 人 8 人 

８）療養型・介護医療院 0 人 1 人 

９）８）を除く病院・診療所（一時的な入院を除く） 17 人 7 人 

10）特別養護老人ホーム 17 人 11 人 

11）その他 12 人 1 人 

12）行先を把握していない 31 人 
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問７ 退所者が出た場合、すぐに次の入所者が見つかりますか。（１つに○） 

「次の入所者がすぐに見つかる」、「次の入所者がなかなか見つからない場合がある（待機者の

方に入所を断られる場合がある）」が 1 件となっています。 

 

 

 

問７-１ 問７で「次の入所者がなかなか見つからない場合がある（待機者の方に入所を

断られる場合がある）」または「次の入所者を見つけるのに苦労している（待

機者の方に頻繁に入所を断られる）」と回答した事業所にお聞きします。 

入所を断られたときの主な理由は何ですか。（いくつでも○） 

有効回答がありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

492 

４．サービス提供事業者について 

問８ 令和４年 1０月の小金井市内の利用者の総人数は何人でしたか。問 1 の主な事業

所の種類でお答えになった事業についてお答えください。 

（１）総合事業対象者（チェックリスト該当者） 

「１～９件」の割合が 20.6％と最も高く、次いで「０件」の割合が 17.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）要支援１ 

「１～９件」の割合が 44.1％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 34 ％

０件

１～９件

10～19件

20～49件

50～99件

100 ～199 件

200 件以上

無回答

17.6

20.6

5.9

5.9

2.9

0.0

0.0

47.1

0 20 40 60

回答者数 = 34 ％

０件

１～９件

10～19件

20～49件

50～99件

100 ～199 件

200 件以上

無回答

8.8

44.1

2.9

8.8

2.9

2.9

0.0

29.4

0 10 20 30 40 50
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（３）要支援２ 

「１～９件」の割合が 35.3％と最も高く、次いで「０件」、「10～19 件」の割合が 11.8％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）要介護１ 

「１～９件」の割合が 32.4％と最も高く、次いで「20～49 件」の割合が 29.4％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 34 ％

０件

１～９件

10～19件

20～49件

50～99件

100 ～199 件

200 件以上

無回答

11.8

35.3

11.8

5.9

2.9

2.9

0.0

29.4

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 34 ％

０件

１～９件

10～19件

20～49件

50～99件

100 ～199 件

200 件以上

無回答

0.0

32.4

5.9

29.4

5.9

8.8

0.0

17.6

0 10 20 30 40 50
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（５）要介護２ 

「１～９件」の割合が 44.1％と最も高く、次いで「10～19 件」の割合が 20.6％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）要介護３ 

「１～９件」の割合が 64.7％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 34 ％

０件

１～９件

10～19件

20～49件

50～99件

100 ～199 件

200 件以上

無回答

0.0

44.1

20.6

8.8

0.0

2.9

8.8

14.7

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 34 ％

０件

１～９件

10～19件

20～49件

50～99件

100 ～199 件

200 件以上

無回答

0.0

64.7

5.9

0.0

2.9

5.9

2.9

17.6

0 20 40 60 80
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（７）要介護４ 

「１～９件」の割合が 47.1％と最も高く、次いで「10～19 件」の割合が 14.7％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）要介護５ 

「１～９件」の割合が 44.1％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 34 ％

０件

１～９件

10～19件

20～49件

50～99件

100 ～199 件

200 件以上

無回答

5.9

47.1

14.7

0.0

5.9

2.9

2.9

20.6

0 20 40 60

回答者数 = 34 ％

０件

１～９件

10～19件

20～49件

50～99件

100 ～199 件

200 件以上

無回答

8.8

44.1

8.8

5.9

2.9

0.0

2.9

26.5

0 10 20 30 40 50
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（９）申請中・暫定プラン 

「０件」の割合が 41.2％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（10）総件数 

「20～49 件」、「50～99 件」の割合が 17.6％と最も高く、次いで「10～19 件」、「100 ～199 件」

の割合が 11.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 34 ％

０件

１～９件

10～19件

20～49件

50～99件

100 ～199 件

200 件以上

無回答

41.2

8.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

50.0

0 20 40 60

回答者数 = 34 ％

０件

１～９件

10～19件

20～49件

50～99件

100 ～199 件

200 件以上

無回答

2.9

2.9

11.8

17.6

17.6

11.8

8.8

26.5

0 10 20 30 40 50
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問９ 昨年１年間の職員の離職状況（退職や転職）をお教えください。 

（１）貴事業所の職員の平均在職年数は何年ですか。 

①看護師 

「５年以上 10 年未満」の割合が 17.6％と最も高く、次いで「１年未満」の割合が 11.8％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ヘルパー 

「３年以上４年未満」、「４年以上５年未満」、「10 年以上 15 年未満」の割合が 8.8％と最も高

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 34 ％

１年未満

１年以上２年未満

２年以上３年未満

３年以上４年未満

４年以上５年未満

５年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上

無回答

11.8

8.8

2.9

8.8

2.9

17.6

2.9

0.0

44.1

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 34 ％

１年未満

１年以上２年未満

２年以上３年未満

３年以上４年未満

４年以上５年未満

５年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上

無回答

5.9

0.0

2.9

8.8

8.8

5.9

8.8

2.9

55.9

0 20 40 60 80
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③介護福祉士 

「５年以上 10 年未満」の割合が 20.6％と最も高く、次いで「10 年以上 15 年未満」の割合が

14.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④社会福祉士 

「１年未満」の割合が 11.8％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 34 ％

１年未満

１年以上２年未満

２年以上３年未満

３年以上４年未満

４年以上５年未満

５年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上

無回答

0.0

8.8

5.9

2.9

2.9

20.6

14.7

8.8

35.3

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 34 ％

１年未満

１年以上２年未満

２年以上３年未満

３年以上４年未満

４年以上５年未満

５年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上

無回答

11.8

0.0

2.9

0.0

0.0

5.9

8.8

0.0

70.6

0 20 40 60 80
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（２）昨年１年間の離職者数及び離職率 

①離職者数全体 

「０人」の割合が 26.5％と最も高く、次いで「１人」の割合が 20.6％、「２人」の割合が 11.8％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②退職者 

ア 看護師 

「０人」の割合が 20.6％と最も高く、次いで「１人」の割合が 14.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 34 ％

０人

１人

２人

３人

４人

５～９人

10人以上

無回答

26.5

20.6

11.8

0.0

5.9

8.8

5.9

20.6

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 34 ％

０人

１人

２人

３人

４人

５～９人

10人以上

無回答

20.6

14.7

5.9

0.0

0.0

0.0

0.0

58.8

0 20 40 60 80
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イ ヘルパー 

「０人」の割合が 17.6％と最も高く、次いで「１人」、「２人」の割合が 11.8％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 介護福祉士 

「０人」の割合が 20.6％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 34 ％

０人

１人

２人

３人

４人

５～９人

10人以上

無回答

17.6

11.8

11.8

2.9

5.9

0.0

0.0

50.0

0 20 40 60

回答者数 = 34 ％

０人

１人

２人

３人

４人

５～９人

10人以上

無回答

20.6

8.8

2.9

0.0

2.9

2.9

0.0

61.8

0 20 40 60 80
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エ 社会福祉士 

「０人」の割合が 23.5％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③転職者 

ア 看護師 

「０人」の割合が 26.5％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 34 ％

０人

１人

２人

３人

４人

５～９人

10人以上

無回答

23.5

0.0

2.9

0.0

0.0

0.0

0.0

73.5

0 20 40 60 80

回答者数 = 34 ％

０人

１人

２人

３人

４人

５～９人

10人以上

無回答

26.5

2.9

2.9

0.0

0.0

0.0

0.0

67.6

0 20 40 60 80
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イ ヘルパー 

「０人」の割合が 20.6％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 介護福祉士 

「０人」の割合が 20.6％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 34 ％

０人

１人

２人

３人

４人

５～９人

10人以上

無回答

20.6

0.0

2.9

2.9

0.0

2.9

0.0

70.6

0 20 40 60 80

回答者数 = 34 ％

０人

１人

２人

３人

４人

５～９人

10人以上

無回答

20.6

5.9

2.9

0.0

2.9

0.0

0.0

67.6

0 20 40 60 80
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エ 社会福祉士 

「０人」の割合が 20.6％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）全体離職率 

「0～25％未満」の割合が 26.5％と最も高く、次いで「0％」の割合が 23.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 34 ％

0%

0～25％未満

25～50％未満

50～75％未満

75～100 ％未満

100%

無回答

23.5

26.5

8.8

2.9

0.0

0.0

38.2

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 34 ％

０人

１人

２人

３人

４人

５～９人

10人以上

無回答

20.6

0.0

2.9

0.0

0.0

0.0

0.0

76.5

0 20 40 60 80 100
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（４）転職の理由（主な理由） 

①働きがい 

「０人」の割合が 8.8％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②給与・賃金 

「０人」、「１人」の割合が 8.8％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 34 ％

０人

１人

２人

３人

４人

５人

無回答

8.8

5.9

5.9

0.0

0.0

0.0

79.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 34 ％

０人

１人

２人

３人

４人

５人

無回答

8.8

8.8

0.0

2.9

0.0

0.0

79.4

0 20 40 60 80 100
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③人間関係 

「１人」の割合が 11.8％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④転出・結婚等 

「０人」の割合が 11.8％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 34 ％

０人

１人

２人

３人

４人

５人

無回答

5.9

11.8

2.9

0.0

2.9

0.0

76.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 34 ％

０人

１人

２人

３人

４人

５人

無回答

11.8

2.9

2.9

0.0

2.9

0.0

79.4

0 20 40 60 80 100
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問 10 人材対策で力を入れる必要があるものは何かありますか。（１つに○） 

「人材の確保」の割合が 50.0％と最も高く、次いで「人材の育成」の割合が 29.4％、「人材の

定着」の割合が 17.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 11 外国人の雇用について、どのような外国人を雇用したいと思いますか。 

（いくつでも○） 

「外国人の雇用は考えていない」の割合が 67.6％と最も高く、次いで「在留資格「介護」をも

つ外国人」の割合が 20.6％、「EPA （経済連携協定）に基づく外国人介護福祉士候補者」、「技能

実習制度を活用した外国人」「在留資格「特定技能１号」をもつ外国人」の割合が 11.8％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 34 ％

人材の確保

人材の育成

人材の定着

無回答

50.0

29.4

17.6

2.9

0 20 40 60

回答者数 = 34 ％

EPA （経済連携協定）に基づく外国人介護
福祉士候補者

在留資格「介護」をもつ外国人

技能実習制度を活用した外国人

在留資格「特定技能１号」をもつ外国人

その他

外国人の雇用は考えていない

無回答

11.8

20.6

11.8

11.8

5.9

67.6

2.9

0 20 40 60 80
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問 12 市では認定サブスタッフ・生活支援ヘルパー・介護支援ボランティアポイント事

業への元気高齢者の参加を進めていますが、元気高齢者の活用について、どのよう

に考えていますか。（１つに○） 

「活用するつもりはない」の割合が 32.4％と最も高く、次いで「人材に余裕があっても積極的

に活用したい」の割合が 26.5％、「人材が足りないが導入には消極的」の割合が 20.6％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 13 貴事業所では、介護保険以外のサービスを提供していますか。提供している場合

は、具体的なサービス内容を記入してください。（１つに○） 

「している」の割合が 50.0％、「していない」の割合が 47.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 34 ％

人材に余裕があっても積極的に活用したい

人材が足りないので積極的に活用したい

人材が足りないが導入には消極的

活用するつもりはない

無回答

26.5

14.7

20.6

32.4

5.9

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 34 ％

している

していない

無回答

50.0

47.1

2.9

0 20 40 60
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問 14 今後は介護保険外サービスの実施、またはその事業について拡充の予定がありま

すか。（１つに○） 

「まだわからない」の割合が 41.2％と最も高く、次いで「ない」の割合が 35.3％、「検討中」

の割合が 11.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 15 現在、貴事業所で力を入れていることは何ですか。（いくつでも○） 

「人との関わりや交流」の割合が 70.6％と最も高く、次いで「他事業所との連携」の割合が

47.1％、「医療との連携」の割合が 44.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 34 ％

予定がある

検討中

ない

まだわからない

無回答

2.9

11.8

35.3

41.2

8.8

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 34 ％

人との関わりや交流

相談

入浴

食事・おやつ

機能訓練

外出の機会

家族介護の軽減

元気高齢者の活用

夜間への対応

地域資源の把握

認知症の方への対応

権利擁護への対応（成年後見制度）

重度化への対応（看取り）

他事業所との連携

医療との連携

その他

無回答

70.6

38.2

14.7

32.4

32.4

32.4

41.2

11.8

11.8

29.4

41.2

14.7

17.6

47.1

44.1

0.0

5.9

0 20 40 60 80
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問 16 これから貴事業所が特に力を入れたいことを教えてください。（１つに○） 

「認知症の方への対応」の割合が 26.5％と最も高く、次いで「人との関わりや交流」、「他事業

所との連携」の割合が 14.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 34 ％

人との関わりや交流

相談

入浴

食事・おやつ

機能訓練

外出の機会

家族介護の軽減

元気高齢者の活用

夜間への対応

地域資源の把握

認知症の方への対応

権利擁護への対応（成年後見制度）

重度化への対応（看取り）

他事業所との連携

医療との連携

その他

無回答

14.7

2.9

0.0

0.0

11.8

0.0

0.0

2.9

0.0

5.9

26.5

0.0

5.9

14.7

5.9

0.0

8.8

0 10 20 30 40 50
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問 17 自立支援・介護予防・重度化防止について、どのようなことに取り組んでいます

か。（１つに○） 

「サービス利用者でできることはしてもらっている」の割合が 50.0％と最も高く、次いで「機

能訓練を充実させている」の割合が 26.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 34 ％

機能訓練を充実させている

サービス利用者でできることはしてもらっ
ている

ケアプランを相談している

その他

無回答

26.5

50.0

8.8

2.9

11.8

0 20 40 60
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５．サービスの向上に向けた取組みについて 

問 18 現在、貴事業所では質の向上に対する取組みをどのように行っていますか。（い

くつでも○） 

「事業所内での検討会」の割合が 64.3％と最も高く、次いで「事業者連絡会への出席」の割合

が 53.6％、「介護情報の公表」の割合が 52.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 84 ％

第三者評価の実施

専門家、コンサルタントの活用

ＩＳＯ等品質管理に関する認証取得

苦情事例等の活用・蓄積

事業所内での検討会

手引書の作成と見直し

外部研修会への出席

人材の確保

スタッフの資格取得への支援

事業者間の交流

事業者連絡会への出席

利用者調査の実施

介護情報の公表

職員の処遇改善

その他

無回答

17.9

2.4

0.0

27.4

64.3

23.8

47.6

33.3

44.0

34.5

53.6

20.2

52.4

42.9

1.2

4.8

0 20 40 60 80
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問 19 問 18 で「専門家、コンサルタントの活用」～「その他」に回答した事業所にお

たずねします。 

今後、第三者評価を実施する予定はありますか。（１つに○） 

「実施の予定がある」の割合が 10.1％、「実施の予定はない」の割合が 60.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 19-１ 問 19 で「実施の予定はない」と答えた事業所におたずねします。 

その主な理由は次のうちどれですか。（１つに○） 

「費用がかかりすぎるから」の割合が 31.3％と最も高く、次いで「メリットがわからないから」

の割合が 22.9％、「サービスの改善に結びつくかわからないから」の割合が 18.8％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 79 ％

実施の予定がある

実施の予定はない

無回答

10.1

60.8

29.1

0 20 40 60 80

回答者数 = 48 ％

費用がかかりすぎるから

メリットがわからないから

評価機関の選び方がわからないから

サービスの改善に結びつくかわからないか
ら

その他

無回答

31.3

22.9

8.3

18.8

14.6

4.2

0 10 20 30 40 50
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６．事業運営について 

問 20 直前の決算年度の事業の採算はいかがでしたか。差し支えなければお答えくださ

い。（１つに○） 

「赤字」の割合が 45.2％と最も高く、次いで「黒字」の割合が 33.3％、「損益なし」の割合が

15.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 21 貴事業所では、今後３年のうちに介護保険サービスの事業規模についてどのよう

に考えますか。（１つに○） 

「現状維持」の割合が 57.1％と最も高く、次いで「検討中・わからない（予測がつかない）」

の割合が 21.4％、「拡大予定」の割合が 16.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 22 貴事業所では、介護職員処遇改善加算は活用していますか。（１つに○） 

「活用している」の割合が 59.5％、「活用していない」の割合が 34.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 84 ％

黒字

赤字

損益なし

無回答

33.3

45.2

15.5

6.0

0 20 40 60

回答者数 = 84 ％

拡大予定

現状維持

縮小予定

検討中・わからない（予測がつかない）

無回答

16.7

57.1

2.4

21.4

2.4

0 20 40 60 80

回答者数 = 84 ％

活用している

活用していない

無回答

59.5

34.5

6.0

0 20 40 60 80
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問 22-１ 問 22 で「活用している」と答えた事業所におたずねします。 

介護職員処遇改善加算をどのようなことに使用していますか。 

また、選んだ選択肢について金額もご記入ください。（いくつでも○） 

「一時金の支給」の割合が 60.0％と最も高く、次いで「時給の引き上げ」の割合が 36.0％、

「諸手当（役職手当・精勤手当・資格手当など）の導入・引き上げ」の割合が 34.0％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平均金額】 

（１）基本給の引き上げ 

「１万円未満」の割合が 46.7％と最も高く、次いで「１万円以上５万円未満」の割合が 20.0％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 50 ％

基本給の引き上げ

時給の引き上げ

諸手当（役職手当・精勤手当・資格手当な
ど）の導入・引き上げ

一時金の支給

その他

無回答

30.0

36.0

34.0

60.0

8.0

0.0

0 20 40 60 80

回答者数 = 15 ％

１万円未満

１万円以上５万円未満

５万円以上10万円未満

10万円以上20万円未満

20万円以上30万円未満

30万円以上

無回答

46.7

20.0

0.0

0.0

0.0

0.0

33.3

0 20 40 60 80 100
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（２）時給の引き上げ 

「200 円以上」の割合が 22.2％と最も高く、次いで「50 円未満」の割合が 16.7％、「50 円以上

100 円未満」の割合が 11.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）諸手当（役職手当・精勤手当・資格手当など）の導入・引き上げ 

「１万円以上５万円未満」の割合が 17.6％と最も高く、次いで「１万円未満」の割合が 11.8％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）一時金の支給 

「１万円以上 10 万円未満」の割合が 30.0％と最も高く、次いで「１万円未満」の割合が 10.0％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 18 ％

50円未満

50円以上100 円未満

100 円以上150 円未満

150 円以上200 円未満

200 円以上

無回答

16.7

11.1

5.6

0.0

22.2

44.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 17 ％

１万円未満

１万円以上５万円未満

５万円以上10万円未満

10万円以上20万円未満

20万円以上30万円未満

30万円以上

無回答

11.8

17.6

5.9

0.0

0.0

5.9

58.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 30 ％

１万円未満

１万円以上10万円未満

10万円以上50万円未満

50万円以上100 万円未満

100 万円以上

無回答

10.0

30.0

6.7

3.3

0.0

50.0

0 20 40 60 80 100



 

516 

問 23 労働環境整備のためにどのような取組みが必要だと思いますか。（いくつでも

○） 

「労働条件の改善・賃金」の割合が 76.2％と最も高く、次いで「柔軟な働き方の促進（子育て

支援、ワークシェアリング等）」の割合が 58.3％、「労働条件の改善・労働時間」の割合が 57.1％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 24 事務作業の負担感はどの程度ですか。（１つに○） 

「重い」の割合が 51.2％と最も高く、次いで「どちらでもない」の割合が 25.0％、「とても重

い」の割合が 21.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 84 ％

福利厚生の充実

柔軟な働き方の促進（子育て支援、ワーク
シェアリング等）

定期的な健康診断など

精神面の健康管理（相談窓口等）

労働条件の改善・賃金

労働条件の改善・労働時間

その他

無回答

47.6

58.3

36.9

42.9

76.2

57.1

3.6

3.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 84 ％

とても重い

重い

どちらでもない

軽い

とても軽い

無回答

21.4

51.2

25.0

0.0

0.0

2.4

0 20 40 60



Ⅳ 第９期小金井市介護保険・高齢者保健福祉総合事業計画策定に関する調査 

517 

問 25 生産性向上（労働時間短縮）のためにどのようなことに取り組まれていますか。

（１つに○） 

「何もしていない」の割合が 57.1％と最も高く、次いで「IoT の導入」の割合が 16.7％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 26 介護ロボットやＡＩの導入について、活用の予定がありますか。（１つに○） 

「活用の予定はない」の割合が 85.7％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 26-１ 活用の予定はない理由は何ですか。（１つに○） 

「導入費用が高い」の割合が 33.3％、「導入しても使いこなせる自信がない」の割合が 36.1％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 84 ％

介護ロボットの導入

IoT の導入

タスクシフティングの実施

何もしていない

その他

無回答

1.2

16.7

6.0

57.1

15.5

3.6

0 20 40 60 80

回答者数 = 84 ％

活用している

活用を予定している

活用の予定はない

無回答

2.4

9.5

85.7

2.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 72 ％

導入費用が高い

導入しても使いこなせる自信がない

その他

無回答

33.3

36.1

25.0

5.6

0 10 20 30 40 50
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問 27 人材確保のため今後どのような取組みが必要だと思いますか。（いくつでも○） 

「賃金面の充実」の割合が 71.4％と最も高く、次いで「資格取得の支援」の割合が 45.2％、

「中途採用枠の拡大」、「福利厚生の充実」の割合が 39.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 84 ％

新規採用枠の拡大

中途採用枠の拡大

就業時間の見直し

福利厚生の充実

賃金面の充実

研修会への参加支援

資格取得の支援

新人育成の制度具体的に：

苦情･ 相談体制の充実

職員間の助け合い制度

ＯＪＴの仕組み

同事業所内での人員確保

社外の協力体制の整備

求人広告掲載

その他

無回答

22.6

39.3

14.3

39.3

71.4

26.2

45.2

38.1

11.9

2.4

26.2

16.7

13.1

26.2

6.0

3.6

0 20 40 60 80
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問 28 事業所内での講習会･ 研修は十分実施できていると思いますか。できていない場

合は理由を具体的にお書きください。（１つに○） 

「十分ではないが実施できている」の割合が 71.4％と最も高く、次いで「十分実施できている」

の割合が 11.9％、「ほとんど実施できていない」の割合が 10.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 29 外部の研修や事例検討、勉強会について職員が積極的に参加できるよう支援して

いますか。できていない場合は理由を具体的にお書きください。（１つに○） 

「十分でないが支援している」の割合が 58.3％と最も高く、次いで「支援している」の割合が

26.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 84 ％

十分実施できている

十分ではないが実施できている

ほとんど実施できていない

その他

無回答

11.9

71.4

10.7

2.4

3.6

0 20 40 60 80

回答者数 = 84 ％

支援している

十分でないが支援している

ほとんど支援していない

支援したいができない

その他

無回答

26.2

58.3

7.1

6.0

1.2

1.2

0 20 40 60 80
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問 30 今後、参入予定の地域密着型サービス事業がありましたらお教えください。 

（①から⑫についてそれぞれ１つに○）  

①地域密着型通所介護 

「なし」の割合が 70.2％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②定期巡回・随時対応型訪問介護看護 

「なし」の割合が 75.0％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③夜間対応型訪問介護 

「なし」の割合が 76.2％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 84 ％

ある

なし

検討中

無回答

6.0

70.2

1.2

22.6

0 20 40 60 80

回答者数 = 84 ％

ある

なし

検討中

無回答

0.0

75.0

1.2

23.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 84 ％

ある

なし

検討中

無回答

0.0

76.2

0.0

23.8

0 20 40 60 80 100
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④認知症対応型通所介護 

「なし」の割合が 71.4％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤介護予防認知症対応型通所介護 

「なし」の割合が 73.8％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥小規模多機能型居宅介護 

「なし」の割合が 75.0％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 84 ％

ある

なし

検討中

無回答

0.0

71.4

2.4

26.2

0 20 40 60 80

回答者数 = 84 ％

ある

なし

検討中

無回答

0.0

73.8

2.4

23.8

0 20 40 60 80

回答者数 = 84 ％

ある

なし

検討中

無回答

0.0

75.0

1.2

23.8

0 20 40 60 80 100
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⑦看護小規模多機能型居宅介護 

「なし」の割合が 75.0％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧介護予防小規模多機能型居宅介護 

「なし」の割合が 75.0％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨認知症対応型共同生活介護 

「なし」の割合が 73.8％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 84 ％

ある

なし

検討中

無回答

0.0

75.0

1.2

23.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 84 ％

ある

なし

検討中

無回答

0.0

75.0

1.2

23.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 84 ％

ある

なし

検討中

無回答

0.0

73.8

1.2

25.0

0 20 40 60 80
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⑩介護予防認知症対応型共同生活介護 

「なし」の割合が 75.0％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪地域密着型特定施設入居者生活介護 

「なし」の割合が 75.0％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 

「なし」の割合が 75.0％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 84 ％

ある

なし

検討中

無回答

0.0

75.0

1.2

23.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 84 ％

ある

なし

検討中

無回答

0.0

75.0

0.0

25.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 84 ％

ある

なし

検討中

無回答

0.0

75.0

0.0

25.0

0 20 40 60 80 100
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問 31 貴事業所のサービス利用者の中に、24 時間の見守りや巡回が必要な方はいらっし

ゃいますか。（１つに○） 

「特にいない」の割合が 46.4％と最も高く、次いで「福祉系サービスの 24 時間対応が必要な

利用者がいる」の割合が 33.3％、「医療系サービスの 24 時間対応が必要な利用者がいる」の割合

が 16.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 32 貴事業所の運営上の課題は何ですか。（３つまで○） 

「今の介護報酬では、人材確保・定着のために十分な賃金を払えない」の割合が 52.4％と最も

高く、次いで「教育・研修の時間が十分に取れない」の割合が 39.3％、「指定介護サービス提供

に関する書類作成が煩雑で、時間に追われる」の割合が 27.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 84 ％

医療系サービスの24時間対応が必要な利用
者がいる

福祉系サービスの24時間対応が必要な利用
者がいる

その他

特にいない

無回答

16.7

33.3

0.0

46.4

3.6

0 20 40 60

回答者数 = 84 ％

今の介護報酬では、人材確保・定着のため
に十分な賃金を払えない

介護従事者の介護業務に関する知識や技術
が不足している

介護従事者の意欲や接遇に問題がある

管理者の指導・管理能力が不足している

教育・研修の時間が十分に取れない

職員間のコミュニケーションが不足してい
る

利用者や利用者家族の介護サービスに対す
る理解が不足している

介護保険の改正等についての的確な情報や
説明が得られない

指定介護サービス提供に関する書類作成が
煩雑で、時間に追われる

収支や経営に関する知識が不足している

その他

無回答

52.4

14.3

8.3

14.3

39.3

11.9

15.5

11.9

27.4

9.5

6.0

6.0

0 20 40 60
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問 33 日ごろサービスを提供していくうえで、法令順守（コンプライアンス）は前提と

して、利用者からの信頼を得るためには何が大切とお考えですか。（いくつでも○） 

「利用者への対応」の割合が 73.8％と最も高く、次いで「人材育成（研修・学習会）」の割合

が 59.5％、「人材確保」の割合が 52.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 84 ％

経営理念・ビジョンの確立

組織体制

人材確保

人材育成（研修・学習会）

就業環境整備（人件費・福利厚生等）

サービス内容の充実

マニュアルや手引書の整備

利用者への対応

老朽化した施設の改善

他機関（他事業所等）との連携

情報収集及び提供方法

個人情報保護

その他

無回答

27.4

21.4

52.4

59.5

10.7

38.1

21.4

73.8

20.2

34.5

40.5

26.2

1.2

1.2

0 20 40 60 80
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７．医療と介護の連携について 

問 34 2025 年に向けて地域包括ケアシステムの構築が求められていますが、その中で医

療・介護の連携が進むために、どのようなことが必要だとお考えですか。 

（１）連携の仕組みづくり（２つまで○） 

「他職種との顔の見える関係づくり、交流を進める」の割合が 69.0％と最も高く、次いで「医

療と介護の連携シート（主治医連絡票等）を活用する」の割合が 28.6％、「入退院時に関する医

療と介護の連携方法を明確にする」の割合が 25.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）地域の人材育成（２つまで○） 

「医療・介護の相互理解のための専門研修を進める」の割合が 66.7％と最も高く、次いで「多

職種が参加する事例検討会や学習会を増やす」の割合が 51.2％、「かかりつけ医をサポートする

専門医制度をつくる」の割合が 16.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 84 ％

他職種との顔の見える関係づくり、交流を
進める

「ケアマネタイム」の充実を図る

在宅医療・介護連携支援室の活動を充実さ
せる

医療と介護の連携シート（主治医連絡票
等）を活用する

入退院時に関する医療と介護の連携方法を
明確にする

ICT の利活用を推進する

その他

無回答

69.0

8.3

14.3

28.6

25.0

22.6

2.4

2.4

0 20 40 60 80

回答者数 = 84 ％

医療・介護の相互理解のための専門研修を
進める

栄養士、歯科衛生士等を含めた専門職の人
材把握・発掘を行う

多職種が参加する事例検討会や学習会を増
やす

在宅医療や介護予防に関心のある地域活動
リーダーを増やす

在宅医療を担う訪問看護師などの人材育成
を進める

かかりつけ医をサポートする専門医制度を
つくる

その他

無回答

66.7

7.1

51.2

15.5

14.3

16.7

2.4

2.4

0 20 40 60 80
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（３）サービス・基盤整備（２つまで○） 

「随時対応の訪問介護・看護（定期巡回、24 時間対応）の在宅サービスを充実させる」の割合

が 38.1％と最も高く、次いで「医療や介護を受けながら住み続けられる高齢者の住まいを充実さ

せる」の割合が 35.7％、「医療依存度の高い方が在宅で暮らせるよう訪問診療や往診等の体制を

充実する」の割合が 34.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）相談支援・情報提供（２つまで○） 

「住民向けの在宅療養支援窓口を設置する」の割合が 52.4％と最も高く、次いで「医療・介護・

福祉に関する社会資源マップを充実させる」の割合が 48.8％、「地域包括支援センターに医療連

携相談員・支援員を設置する」の割合が 45.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 84 ％

随時対応の訪問介護・看護（定期巡回、24時間対
応）の在宅サービスを充実させる

医療依存度の高い方が在宅で暮らせるよう訪問診療
や往診等の体制を充実する

病院による在宅療養の後方支援の仕組みを充実させ
る

在宅療養者の緊急時用のベッドを確保する

医療や介護を受けながら住み続けられる高齢者の住
まいを充実させる

末期がん患者等のために要介護認定の簡素化を図
り、サービス利用をしやすくする

その他

無回答

38.1

34.5

23.8

19.0

35.7

22.6

2.4

2.4

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 84 ％

住民向けの在宅療養支援窓口を設置する

地域包括支援センターに医療連携相談員・支援員を
設置する

市民講座などで、「在宅療養」や「看取り・終活」
への関心を高める

医療・介護・福祉に関する社会資源マップを充実さ
せる

その他

無回答

52.4

45.2

22.6

48.8

0.0

3.6

0 20 40 60
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問 35 小金井市民の在宅療養者への医療・介護は、サービス担当者会議などを通じて連

携していると思いますか。（１つに○） 

「ある程度連携している」の割合が 66.7％と最も高く、次いで「連携が不十分である」の割合

が 19.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 35-１ 問 35 で「連携が不十分である」または「ほとんど連携していない」と答えた

事業所におたずねします。そのように考える理由は何ですか。（いくつでも○） 

「交流の場がない」の割合が 82.4％と最も高く、次いで「お互いに多忙で連絡がとれない」の

割合が 70.6％、「医療関係者の介護保険に関する知識や理解が不足している」の割合が 35.3％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 84 ％

十分連携している

ある程度連携している

連携が不十分である

ほとんど連携していない

無回答

7.1

66.7

19.0

1.2

6.0

0 20 40 60 80

回答者数 = 17 ％

医学知識や医療制度がわからない

お互いに多忙で連絡がとれない

個人情報の保護の観点から情報が共有され
ない

交流の場がない

誰と連絡をとればいいのかわからない

医療関係者の介護保険に関する知識や理解
が不足している

その他

無回答

5.9

70.6

17.6

82.4

5.9

35.3

5.9

0.0

0 20 40 60 80 100
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問 36 貴事業所では、サービス利用者の医学的な情報を十分把握していますか。（１つ

に○） 

「ある程度把握している」の割合が 76.2％と最も高く、次いで「十分把握している」の割合が

14.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 37 一般に医療機関やかかりつけ医（主治医）などとの連携がとりにくいと言われて

いますが、その主な理由をどのようにお考えですか。（１つに○） 

「医療機関やかかりつけ医（主治医）が多忙で、理解が得にくいため」の割合が 53.6％と最も

高く、次いで「医療側に体制が整っていないため」の割合が 15.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 84 ％

十分把握している

ある程度把握している

あまり把握していない

ほとんど把握していない

無回答

14.3

76.2

8.3

0.0

1.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 84 ％

医療機関やかかりつけ医（主治医）が多忙
で、理解が得にくいため

医療側に体制が整っていないため

連携のとり方がわからない

連携の必要性を感じない

その他

無回答

53.6

15.5

7.1

2.4

16.7

4.8

0 20 40 60
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８．認知症の介護支援について 

問 38 認知症の利用者の状況で、実際に大変だったのは次のどれですか。（いくつでも

○） 

「サービス拒否がある」の割合が 76.2％と最も高く、次いで「本人や家族間で介護の方針が食

い違う」の割合が54.8％、「本人の意思の確認が取れない」、「服薬管理ができない」の割合が47.6％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 84 ％

本人や家族が医療機関を受診しない

本人の意思の確認が取れない

家族が認知症であることを認めない

服薬管理ができない

サービス拒否がある

症状が急変して緊急対応が必要になる

適切なサービスが受けられない

消費者被害に遭遇している

虐待を受けている

本人や家族間で介護の方針が食い違う

身体疾患があり医療的な管理が難しい

その他

無回答

45.2

47.6

44.0

47.6

76.2

19.0

31.0

11.9

14.3

54.8

19.0

8.3

1.2

0 20 40 60 80 100
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問 39 これから、認知症の方の支援にあたり必要になると思うのは次のどれですか。

（いくつでも○） 

「認知症の方や家族支援が充実していくこと」の割合が 59.5％と最も高く、次いで「社会資源

（施設、サービス）がより増えていくこと」の割合が 58.3％、「早期診断を担う医療機関が増え

ていくこと」の割合が 53.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 40 貴事業所では、認知症の方へのケアに関する地域の拠点としてどのような機能を

担っていますか。（いくつでも○） 

「認知症の方の家族への相談支援」の割合が 65.5％と最も高く、次いで「在宅で生活する認知

症の方に対するショートステイの紹介」の割合が 34.5％、「在宅で生活する認知症の方・家族の

ための日中の居場所の提供」の割合が 32.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 84 ％

状態に応じた適切なサービス提供の流れが示される
こと

社会資源（施設、サービス）がより増えていくこと

早期診断を担う医療機関が増えていくこと

地域で、認知症サポーターの活動の輪が広がること

かかりつけ医やケアマネジャー等の認知症に対する
理解と対応力が向上すること

地域包括支援センターにおける認知症の地域支援が
充実していくこと

地域ケア会議など専門的な支援体制が充実すること

認知症の方や家族支援が充実していくこと

その他

無回答

48.8

58.3

53.6

28.6

40.5

28.6

32.1

59.5

4.8

1.2

0 20 40 60 80

回答者数 = 84 ％

地域の介護サービス事業所等に対する認知症ケアの
専門的助言の実施

地域住民への認知症の理解を促進するための普及・
啓発活動

地域の見守りネットワークへの参画

認知症の方の家族への相談支援

ボランティア組織への支援

在宅で生活する認知症の方に対するショートステイ
の紹介

在宅で生活する認知症の方・家族のための日中の居
場所の提供

その他

特にない

無回答

21.4

19.0

14.3

65.5

10.7

34.5

32.1

3.6

13.1

1.2

0 20 40 60 80
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認知症の理解を促進するための普及・啓発活動 

「認知症カフェの実施」の割合が 62.5％と最も高く、次いで「サポーター養成研修の実施」、

「地域住民の活動の支援」の割合が 56.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 41 貴事業所では、認知症の方の支援にあたっては、かかりつけ医との連携はとれて

いると思いますか。（１つに○） 

「ある程度とれている」の割合が 48.8％と最も高く、次いで「あまりとれていない」の割合が

29.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 16 ％

サポーター養成研修の実施

認知症カフェの実施

講習会の開催等学習機会の提供

地域住民の活動の支援

その他

無回答

56.3

62.5

43.8

56.3

12.5

0.0

0 20 40 60 80

回答者数 = 84 ％

とれている

ある程度とれている

あまりとれていない

とれていない

無回答

9.5

48.8

29.8

8.3

3.6

0 20 40 60
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９．災害時の体制について 

問 42 貴事業所では、ＢＣＰ（事業継続計画）を作成していますか。（１つに○） 

「今後作成する予定である」の割合が 42.9％と最も高く、次いで「既に作成をしている」の割

合が 27.4％、「現在作成をしている」の割合が 23.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 43 新型コロナウイルス感染症拡大により、貴事業所の経営などへの影響や課題はあ

りましたか。（いくつでも○） 

「利用者の心身の不調への対応による職員の負担増」の割合が 58.3％と最も高く、次いで「利

用自粛による収益の低下」の割合が 47.6％、「職員のメンタルヘルスの不調」の割合が 36.9％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 84 ％

既に作成をしている

今後作成する予定である

現在作成をしている

ＢＣＰそのものを知らなかった

無回答

27.4

42.9

23.8

6.0

0.0

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 84 ％

衛生資材の不足

利用者の心身の不調への対応による職員の負担増

職員が感染対策等に手を取られることによる利用者
サービスの質の低下

利用者に面会ができない家族の不満等への対応

職員のメンタルヘルスの不調

福祉の仕事における感染懸念からの求職者の減少

利用自粛による収益の低下

職員採用計画の遅れ

研修に参加できないことによる人材育成計画の遅れ

その他

無回答

35.7

58.3

31.0

19.0

36.9

19.0

47.6

4.8

25.0

4.8

3.6

0 20 40 60 80
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問 44 新型コロナウイルス感染症拡大により、サービス利用者への影響や課題はありま

したか。（いくつでも○） 

「サービス利用の際の感染への不安」の割合が 78.6％と最も高く、次いで「家族の負担増・ス

トレス」の割合が 54.8％、「利用者の重度化の恐れ」の割合が 48.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 45 貴事業所では災害時に備えてどの程度、地域と連携していますか。（いくつでも

〇） 

「地域のまつりや行事に参加している」の割合が 27.4％と最も高く、次いで「町会・自治会と

合同で避難訓練を行っている」の割合が 14.3％、「事業所内の行事への参加を地域にＰＲしてい

る」の割合が 11.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 84 ％

利用者の重度化の恐れ

事業所の休業等によるサービスの不足

他事業所にサービスを断られた

サービス利用の際の感染への不安

家族の負担増・ストレス

新型コロナに関する情報不足

その他

無回答

48.8

38.1

15.5

78.6

54.8

20.2

4.8

1.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 84 ％

町会・自治会と防災協定を結んでいる

町会・自治会と合同で避難訓練を行っている

介護保険や認知症高齢者などについてリーフレット
を作成し地域に配布している

地域のまつりや行事に参加している

事業所内の行事への参加を地域にＰＲしている

その他

無回答

10.7

14.3

3.6

27.4

11.9

16.7

38.1

0 10 20 30 40 50
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10．その他・市への要望について 

問 46 小金井市ではコロナ禍における支援として、介護事業所運営補助金、ＰＣＲ検査

費等補助金、物価高騰対策事業継続支援金を実施しました。これらの事業につい

て、事業所の事業継続に効果がありましたか。 

介護事業所運営補助金 

「効果があった」の割合が 50.0％と最も高く、次いで「一部効果があった」の割合が 34.5％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＣＲ検査費等補助金 

「効果があった」の割合が 39.3％と最も高く、次いで「効果がなかった」の割合が 22.6％、

「一部効果があった」の割合が 19.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

物価高騰対策事業継続支援金 

「効果があった」の割合が 52.4％と最も高く、次いで「一部効果があった」の割合が 26.2％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 84 ％

効果があった

一部効果があった

効果がなかった

無回答

50.0

34.5

2.4

13.1

0 20 40 60

回答者数 = 84 ％

効果があった

一部効果があった

効果がなかった

無回答

39.3

19.0

22.6

19.0

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 84 ％

効果があった

一部効果があった

効果がなかった

無回答

52.4

26.2

8.3

13.1

0 20 40 60
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問 47 地域ケア会議について、知っていますか。（１つに○） 

「開催されているのは知っているが、どんなことをしているかは知らない」の割合が 44.0％と

最も高く、次いで「どんなことをしているかまで知っている」の割合が 41.7％、「知らない」の

割合が 14.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 48 今後、保険者としての小金井市に対し、事業者として望むことは次のうちどれで

すか。（３つまで○） 

「介護保険に関する情報提供、研修の実施」の割合が 66.7％と最も高く、次いで「質の向上の

ために事業者が行う研修への支援」の割合が 45.2％、「利用者への適正なサービス利用の啓発」、

「人材対策」の割合が 33.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 84 ％

どんなことをしているかまで知っている

開催されているのは知っているが、どんなことをし
ているかは知らない

知らない

無回答

41.7

44.0

14.3

0.0

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 84 ％

介護保険に関する情報提供、研修の実施

質の向上のために事業者が行う研修への支
援

不正な事業所への指導

利用者への適正なサービス利用の啓発

地域包括支援センター機能の充実

制度運営における保険者判断部分の周知

人材対策

その他

特にない

無回答

66.7

45.2

7.1

33.3

27.4

23.8

33.3

2.4

0.0

0.0

0 20 40 60 80
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問 49 高齢者支援施策について、小金井市へのご意見・ご要望や知りたい情報などがあ

りましたら、ご自由にお書きください。 

・介護予防・日常生活支援総合事業で利用曜日が 5 回あれば利用できるのは 4 日、1 回 45 分と

いうのが、なかなか理解できない。5 回目を自費で利用されている人もいるが、5 回利用され

ている人もおり、バラバラ。事業所が選択するようになっているのか。公平性から言っても、

決めてほしい。 

・人材確保がままならない状況を解決してほしい。 

・介護保険改正時の、保険者としての見解を周知する場を開催して頂きたいです。 

・コロナのような感染症が発生した時や、今後起こりうる災害発生時、どのような対応ができ

るのか高齢者のみ世帯や一人暮らし世帯に対して、どのような支援が必要になるのか、対策

が必要ではないかと思われます。 

・利用者の支援をする中で、介護保険では対応しきれない部分をどのように支援していくのか、

介護保険以外の支援の検討が必要ではないかと思います。 

・精神面での疾患がみられるご家族、ご利用者に対して、早く市や包括が動けるようになれば

いいと思われます、虐待など問題が起きてから動くのではなく早めに対応してほしい、ある

程度の強制的な引き離しなどできればと思われます。在宅生活を続けるのが難しい方なども

在宅しない方向で対応できればと思います。 

・研修制度の充実の中で、①行政としての新任研修・現任研修・主任ケアマネ研修の機会を毎

年位置づけてほしい。（人数制限に伴い、研修参加を諦めてしまっている。偏らないようにし

てほしい）②制度改正などにも伴い行政としての見解③行政としての BCP の考えをしっかり

とアナウンスしてほしい。また、ケアプラン点検なども最近は行えていないようなので、是

非行ってもらい、ケアマネジメントの質の向上に繋げられるような機会があると有難い。 

・ネットを活用できない高齢者へむけての情報発信の仕方 

・認知症カフェや認知症家族会にも参加しにくい家族・本人の支援方法が何かあれば良いと思

う。また子ども食堂のようなお年寄りが気軽に食事に来れるような場所があればよいと思う。 

・小金井市に夜間対応型訪問介護、随時対応型訪問介護看護の事業所を作ってほしい。それが

あることで救急車の要請が減ったり、独居の方の重症化や緊急事態が減る。 

・地域包括ケア会議の開催状況が知りたい。 

・通所介護と医療連携の強化についても具体的な情報があれは提供をお願いします。   

 

（注）主な意見として回答を抜粋し、原文のまま掲載しています。 
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Ⅳ－６ ケアマネジャー調査 

１．回答者属性 

問１ あなたの所属事業所の組織体はどれに当てはまりますか。（１つに○） 

「株式会社」の割合が 51.5％と最も高く、次いで「社会福祉法人」の割合が 16.7％、「ＮＰＯ

法人」の割合が 10.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ あなたの所属事業所の組織形態は次のどれに当てはまりますか。（１つに○） 

「居宅介護支援事業のみ」の割合が 10.6％、「他の介護保険サービス事業もあり」の割合が

89.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

社会福祉法人

社会福祉協議会

福祉公社・事業団

（公益）社団法人

（公益）財団法人

医療法人

ＪＡ・生協

株式会社

有限会社

ＮＰＯ法人

その他

無回答

16.7

0.0

0.0

1.5

3.0

1.5

1.5

51.5

4.5

10.6

9.1

0.0

0 20 40 60

回答者数 = 66 ％

居宅介護支援事業のみ

他の介護保険サービス事業もあり

その他

無回答

10.6

89.4

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100
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問３ あなたの性別はどちらですか。（１つに○） 

「女性」の割合が 75.8％と最も高く、次いで「男性」の割合が 24.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 現在のあなたの年齢は次のどれですか。（１つに○）※ 令和４年 12 月１日現在

の年齢でお答えください。 

「50 歳代」の割合が 40.9％と最も高く、次いで「60 歳以上」の割合が 33.3％、「40 歳代」の

割合が 22.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

男性

女性

そのほか

無回答

24.2

75.8

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 66 ％

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上

無回答

0.0

3.0

22.7

40.9

33.3

0.0

0 10 20 30 40 50
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２．勤務形態について 

問５ あなたの勤務形態はどれですか。（１つに○） 

「常勤・専従」の割合が 54.5％と最も高く、次いで「常勤・兼務」の割合が 30.3％、「非常勤・

専従」の割合が 10.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５-１ 問５で「常勤・兼務」または「非常勤・兼務」と答えた方におたずねします。

あなたは、どのような業務を兼務していますか。（いくつでも○） 

「管理業務」の割合が 69.6％と最も高く、次いで「介護サービス」の割合が 21.7％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

常勤・兼務

非常勤・兼務

常勤・専従

非常勤・専従

その他

無回答

30.3

4.5

54.5

10.6

0.0

0.0

0 20 40 60

回答者数 = 23 ％

管理業務

医療系サービス

介護サービス

相談業務

その他

無回答

69.6

0.0

21.7

8.7

4.3

8.7

0 20 40 60 80
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問６ あなたは、ケアマネジャー業務に従事してどのくらいの経験がありますか。転職

などをしている場合は、前職などを含めた合計期間でお答えください。（１つに○） 

「５年以上」の割合が 77.3％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経験年数 

「10 年以上」の割合が 28.8％と最も高く、次いで「１～３年」の割合が 22.7％、「４～６年」

の割合が 19.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

６か月未満

６か月以上１年未満

１年以上２年未満

２年以上３年未満

３年以上５年未満

５年以上

無回答

0.0

7.6

1.5

4.5

9.1

77.3

0.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 66 ％

１年未満

１～３年

４～６年

７～９年

10年以上

無回答

9.1

22.7

19.7

15.2

28.8

4.5

0 10 20 30 40 50
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問７ あなたは、介護支援専門員以外にどのような保健医療福祉関係の資格をお持ちで

すか。（いくつでも○） 

「介護福祉士」の割合が 81.8％と最も高く、次いで「ホームヘルパー２級（介護職員初任者研

修修了）」の割合が 45.5％、「社会福祉士」の割合が 18.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

介護福祉士

ホームヘルパー１級

ホームヘルパー２級（介護職員初任者研修
修了）

社会福祉士

精神保健福祉士

社会福祉主事

看護師、准看護師

保健師

栄養士（管理栄養士を含む）

理学療法士

作業療法士

歯科衛生士

医師

歯科医師

薬剤師

その他

無回答

81.8

10.6

45.5

18.2

0.0

9.1

0.0

0.0

4.5

1.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

7.6

0.0

0 20 40 60 80 100
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問８ あなたの一週間の実際の勤務時間はどのくらいですか。（１つに○） 

「40～45 時間未満」の割合が 50.0％と最も高く、次いで「35～40 時間未満」の割合が 18.2％、

「45 時間以上」の割合が 15.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８-１ 問８で「45 時間以上」と答えた方におたずねします。１か月の超過勤務時間

はどのくらいですか。（１つに○） 

「10～20 時間未満」、「20～30 時間未満」の割合が 30.0％と最も高く、次いで「30～40 時間未

満」の割合が 20.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

30時間未満

30～35時間未満

35～40時間未満

40～45時間未満

45時間以上

無回答

9.1

7.6

18.2

50.0

15.2

0.0

0 20 40 60

回答者数 = 10 ％

10時間未満

10～20時間未満

20～30時間未満

30～40時間未満

40時間以上

無回答

10.0

30.0

30.0

20.0

10.0

0.0

0 10 20 30 40 50
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問８-２ 生産性向上（労働時間短縮）のためにどのようなことに取り組まれています

か。（１つに○） 

「何もしていない」の割合が 57.6％と最も高く、次いで「ICT の導入」の割合が 36.4％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

何もしていない

ICT の導入

タスクシフティングの実施

その他

無回答

57.6

36.4

0.0

6.1

0.0

0 20 40 60 80
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問９ どのような業務に負担感がありますか。（いくつでも○） 

「サービス担当者会議の開催・調整」、「居宅介護支援経過の記録」の割合が 43.9％と最も高く、

次いで「利用者と家族の間の合意調整」の割合が 40.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

ケアプラン作成

アセスメントの実施

苦情対応

サービス担当者会議の開催・調整

主治医や医療機関との連絡・調整

利用者と家族の間の合意調整

利用者・家族への同意説明

モニタリング

サービス事業者への連絡・調整

地域包括支援センターとの連絡・調整

利用者宅の訪問

居宅介護支援経過の記録

給付管理

入所・入院先の相談・手配

保険者への問い合わせ

相談業務

その他

特に負担感はない

無回答

27.3

27.3

24.2

43.9

37.9

40.9

13.6

7.6

24.2

4.5

15.2

43.9

19.7

39.4

6.1

21.2

13.6

3.0

0.0

0 10 20 30 40 50



 

546 

問９-１ 事務作業の負担感はどの程度ですか。（１つに○） 

「（他業務に支障はないが）重い」の割合が 65.6％と最も高く、次いで「どちらでもない」の

割合が 17.2％、「（他業務に支障がでるほど）とても重い」の割合が 12.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９-２ 今後ケアマネジャーの仕事を続けていくに当たり、どのような改善が必要だと

思いますか。（１つに○） 

「事務処理の煩雑さ」の割合が 51.5％と最も高く、次いで「報酬の低さ」の割合が 31.8％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 64 ％

（他業務に支障がでるほど）とても重い

（他業務に支障はないが）重い

どちらでもない

軽い

とても軽い

無回答

12.5

65.6

17.2

0.0

1.6

3.1

0 20 40 60 80

回答者数 = 66 ％

報酬の低さ

労働時間の長さ

職場の人間関係

人手不足

事務処理の煩雑さ

その他

無回答

31.8

1.5

1.5

6.1

51.5

7.6

0.0

0 20 40 60
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３．ケアマネジメントの状況について 

問 10 あなたが令和４年 10 月に小金井市の要支援・要介護認定者、総合事業対象者

（チェックリスト該当者）に対し作成したケアプランの給付管理件数は何件でした

か。（件数記入） 

総合事業対象者（チェックリスト該当者） 

「０件」の割合が 28.8％と最も高く、次いで「１～２件」の割合が 16.7％、「３～４件」の割

合が 10.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

０件

１～２件

３～４件

５～６件

７～８件

９～10件

11～12件

13～14件

15～16件

17件以上

無回答

28.8

16.7

10.6

1.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

7.6

34.8

0 10 20 30 40 50
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要支援１ 

「１～２件」の割合が 40.9％と最も高く、次いで「０件」、「３～４件」の割合が 12.1％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要支援２ 

「１～２件」の割合が 36.4％と最も高く、次いで「３～４件」の割合が 13.6％、「０件」の割

合が 12.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

０件

１～２件

３～４件

５～６件

７～８件

９～10件

11～12件

13～14件

15～16件

17件以上

無回答

12.1

40.9

12.1

6.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

28.8

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 66 ％

０件

１～２件

３～４件

５～６件

７～８件

９～10件

11～12件

13～14件

15～16件

17件以上

無回答

12.1

36.4

13.6

6.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

31.8

0 10 20 30 40 50



Ⅳ 第９期小金井市介護保険・高齢者保健福祉総合事業計画策定に関する調査 

549 

要介護１ 

「13～14 件」の割合が 18.2％と最も高く、次いで「15～16 件」の割合が 15.2％、「17 件以上」

の割合が 13.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要介護２ 

「５～６件」の割合が 22.7％と最も高く、次いで「７～８件」の割合が 21.2％、「11～12 件」

の割合が 10.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

０件

１～２件

３～４件

５～６件

７～８件

９～10件

11～12件

13～14件

15～16件

17件以上

無回答

1.5

6.1

9.1

3.0

7.6

12.1

9.1

18.2

15.2

13.6

4.5

0 5 10 15 20 25 30

回答者数 = 66 ％

０件

１～２件

３～４件

５～６件

７～８件

９～10件

11～12件

13～14件

15～16件

17件以上

無回答

1.5

9.1

7.6

22.7

21.2

9.1

10.6

7.6

3.0

0.0

7.6

0 5 10 15 20 25 30
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要介護３ 

「１～２件」の割合が 31.8％と最も高く、次いで「３～４件」の割合が 30.3％、「５～６件」

の割合が 18.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要介護４ 

「１～２件」の割合が 40.9％と最も高く、次いで「３～４件」の割合が 39.4％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

０件

１～２件

３～４件

５～６件

７～８件

９～10件

11～12件

13～14件

15～16件

17件以上

無回答

4.5

31.8

30.3

18.2

6.1

1.5

0.0

0.0

0.0

0.0

7.6

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 66 ％

０件

１～２件

３～４件

５～６件

７～８件

９～10件

11～12件

13～14件

15～16件

17件以上

無回答

7.6

40.9

39.4

1.5

1.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

9.1

0 10 20 30 40 50
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要介護５ 

「１～２件」の割合が 43.9％と最も高く、次いで「３～４件」の割合が 19.7％、「０件」の割

合が 12.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請中・暫定プラン 

「０件」の割合が 34.8％と最も高く、次いで「１～２件」の割合が 13.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

０件

１～２件

３～４件

５～６件

７～８件

９～10件

11～12件

13～14件

15～16件

17件以上

無回答

12.1

43.9

19.7

4.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

19.7

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 66 ％

０件

１～２件

３～４件

５～６件

７～８件

９～10件

11～12件

13～14件

15～16件

17件以上

無回答

34.8

13.6

3.0

1.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.5

45.5

0 20 40 60
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総件数 

「30 件以上」の割合が 48.5％と最も高く、次いで「20～30 未満」の割合が 24.2％、「10 件未

満」の割合が 15.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 11 ケアプランの作成にかかわる人はどなたですか。（いくつでも○） 

「サービス担当者」の割合が 93.9％と最も高く、次いで「利用者・家族」の割合が 90.9％、

「医療関係者」の割合が 56.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12 ケアプランの作成が困難だったケースはどの程度ありますか。（１つに○） 

「困難なケースが少しある」の割合が 71.2％と最も高く、次いで「困難なケースはほとんどな

い」の割合が 19.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

10件未満

10～20未満

20～30未満

30件以上

無回答

15.2

4.5

24.2

48.5

7.6

0 20 40 60

回答者数 = 66 ％

サービス担当者

利用者・家族

医療関係者

その他

無回答

93.9

90.9

56.1

4.5

0.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 66 ％

困難なケースが多い

困難なケースが少しある

困難なケースはほとんどない

無回答

7.6

71.2

19.7

1.5

0 20 40 60 80
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問 12-１ 問 12 で「困難なケースが多い」、「困難なケースが少しある」と答えた方にお

たずねします。困難だったのは、どのようなケースですか。（いくつでも○） 

「認知症高齢者のケース」の割合が 80.8％と最も高く、次いで「ひとり暮らしでキーパーソン

がいないケース」の割合が 57.7％、「権利擁護を必要とするケース」、「経済や住宅に困窮する生

活面での支援が必要なケース」の割合が 36.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12-２ 問 12 で「困難なケースが多い」、「困難なケースが少しある」と答えた方にお

たずねします。困難だったケースについて、あなたはどこかに相談しましたか。（い

くつでも○） 

「事業所内で相談した」の割合が 75.0％と最も高く、次いで「地域包括支援センターに相談し

た」の割合が 63.5％、「介護福祉課に相談した」の割合が 23.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 52 ％

権利擁護を必要とするケース

認知症高齢者のケース

胃ろう、経管栄養などの医療処置を行っているケー
ス

ひとり暮らしでキーパーソンがいないケース

ケアプランの内容について本人や家族からの理解が
得られないケース

経済や住宅に困窮する生活面での支援が必要なケー
ス

施設から退所したばかりのケース

その他

無回答

36.5

80.8

9.6

57.7

32.7

36.5

5.8

11.5

0.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 52 ％

事業所内で相談した

他事業所のケアマネジャーに相談した

地域包括支援センターに相談した

介護福祉課に相談した

その他

特に相談していない

無回答

75.0

11.5

63.5

23.1

11.5

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100



 

554 

問 13 新型コロナウイルス感染拡大の中、ケアマネジメントを実施していく上でどのよ

うな課題がありますか。（いくつでも○） 

「利用者・家族との面接ができない（入院中で面会ができない場合を含む）」の割合が 65.2％

と最も高く、次いで「利用者の入院・入所がしづらくなっている」の割合が 54.5％、「サービス

担当者会議が実施できない」の割合が 45.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

新規受け入れにあたり、本人の情報が不足している
（感染疑いの症状など）

利用者・家族との面接ができない（入院中で面会が
できない場合を含む）

要介護認定調査の遅れに伴う暫定プランの期間が長
期化している

サービス提供事業者が一時新規利用者を制限してい
る

サービス担当者会議が実施できない

事業者間での情報の共有が普段より希薄になってし
まう

医療機関・主治医との連携がしづらい

介護支援専門員に受診付き添いの依頼が増えている

利用者からの訪問の拒否がある

利用者の入院・入所がしづらくなっている

その他

無回答

18.2

65.2

21.2

10.6

45.5

13.6

22.7

15.2

36.4

54.5

9.1

1.5

0 20 40 60 80
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問 14 新型コロナウイルス感染拡大の中で、サービス利用者の心身の変化はありました

か。（いくつでも○） 

「身体機能の低下がある」の割合が 80.3％と最も高く、次いで「感染への不安を訴える」の割

合が 69.7％、「意欲が低下している」の割合が 57.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

身体機能の低下がある

イライラしがち

食欲不振

不眠傾向である

感染への不安を訴える

意欲が低下している

わからない

その他

変化は感じない

無回答

80.3

10.6

7.6

3.0

69.7

57.6

1.5

10.6

1.5

0.0

0 20 40 60 80 100
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４．アセスメントの実施状況について 

問 15 アセスメントを実施する際に難しいと感じることは何ですか。（いくつでも○） 

「利用者の生活状況を見極めること」の割合が 63.6％と最も高く、次いで「利用者や家族の意

向を明らかにすること」の割合が 54.5％、「利用者の身体状況を見極めること」の割合が 39.4％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

利用者の身体状況を見極めること

利用者の生活状況を見極めること

利用者や家族の意向を明らかにすること

医療系サービスの要否を判断すること

必要なサービス量を判断すること

時間がないために、十分に行えないこと

自立支援に資すること

特にない

無回答

39.4

63.6

54.5

18.2

16.7

30.3

25.8

4.5

0.0

0 20 40 60 80
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問 16 １回当たりのモニタリング、アセスメントに要する平均時間はどのくらいです

か。 

初回 

「60～70 分未満」の割合が 62.1％と最も高く、次いで「70 分以上」の割合が 16.7％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２回目以降 

「30～40 分未満」の割合が 45.5％と最も高く、次いで「40～50 分未満」の割合が 24.2％、「30

分未満」の割合が 18.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

30分未満

30～40分未満

40～50分未満

50～60分未満

60～70分未満

70分以上

無回答

1.5

9.1

9.1

1.5

62.1

16.7

0.0

0 20 40 60 80

回答者数 = 66 ％

30分未満

30～40分未満

40～50分未満

50～60分未満

60～70分未満

70分以上

無回答

18.2

45.5

24.2

4.5

7.6

0.0

0.0

0 20 40 60



 

558 

問 17 全てのケースについてサービス担当者会議を実施していますか。（１つに○） 

「している」の割合が 57.6％、「していないことがある」の割合が 40.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17-１ 問 17 で「している」と答えた方におたずねします。 

①サービス担当者会議にかかりつけ医は参加していますか。（１つに○） 

「している」の割合が 10.5％、「していない」の割合が 89.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参加しない理由は何ですか。（いくつでも○）＞ 

「関係者の日程調整が難しい」の割合が 85.3％と最も高く、次いで「自分が出席を呼びかけて

いない」の割合が 35.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

している

していないことがある

無回答

57.6

40.9

1.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 38 ％

している

していない

無回答

10.5

89.5

0.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 34 ％

関係者の日程調整が難しい

関係者が、サービス担当者会議の意義や
役割を理解してくれない

関係者全体で解決すべき課題を共有する
ことが難しい

自分との信頼関係が確立されていない

自分が出席を呼びかけていない

その他

無回答

85.3

8.8

5.9

5.9

35.3

20.6

0.0

0 20 40 60 80 100
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②サービス担当者会議に利用者家族は参加していますか。（１つに○） 

「している」の割合が 97.4％、「していない」の割合が 2.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参加しない理由は何ですか。（いくつでも○）＞ 

「関係者の日程調整が難しい」が 1 件となっています。 

 

 

 

問 17-２ 問 17 で「していないことがある」と答えた方におたずねします。 

サービス担当者会議を開催できない理由は何ですか。（いくつでも○） 

「関係者の日程調整が難しい」の割合が 70.4％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 38 ％

している

していない

無回答

97.4

2.6

0.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 27 ％

関係者の日程調整が難しい

関係者が、サービス担当者会議の意義や
役割を理解してくれない

関係者全体で解決すべき課題を共有する
ことが難しい

自分との信頼関係が確立されていない

自分が出席を呼びかけていない

その他

無回答

70.4

3.7

7.4

0.0

0.0

66.7

0.0

0 20 40 60 80 100



 

560 

５．市内のサービス提供体制について 

問 18 ケアプランを作成するにあたって、利用しにくいと感じているサービスは何です

か。（いくつでも○） 

「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」の割合が 45.5％と最も高く、次いで「夜間対応型訪問

介護」の割合が 43.9％、「看護小規模多機能型居宅介護」の割合が 40.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66

訪問介護

訪問入浴介護

訪問看護

訪問リハビリテーション

居宅療養管理指導

通所介護

地域密着型通所介護

通所リハビリテーション

短期入所生活介護

短期入所療養介護

特定施設入居者生活介護

福祉用具貸与

特定福祉用具販売

住宅改修・介護予防住宅改修

小規模多機能型居宅介護

看護小規模多機能型居宅介護

4.5

7.6

1.5

12.1

4.5

1.5

1.5

13.6

10.6

25.8

9.1

0.0

1.5

3.0

39.4

40.9

0 20 40 60
％

夜間対応型訪問介護

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

認知症対応型通所介護

認知症対応型共同生活介護（グループホー
ム）

地域密着型特定施設入居者生活介護

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介
護

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

介護医療院

総合事業訪問型サービス（現行相当）

総合事業訪問型サービス（市基準）

総合事業通所型サービス（現行相当）

総合事業通所型サービス（市基準）

無回答

43.9

45.5

4.5

13.6

12.1

7.6

4.5

9.1

16.7

19.7

6.1

4.5

4.5

3.0

12.1

0 20 40 60
％ 
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問 19 量的に不足していると感じるサービスは何ですか。（いくつでも○） 

「夜間対応型訪問介護」の割合が 47.0％と最も高く、次いで「定期巡回・随時対応型訪問介護

看護」の割合が 40.9％、「訪問介護」の割合が 30.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

訪問介護

訪問入浴介護

訪問看護

訪問リハビリテーション

居宅療養管理指導

通所介護

地域密着型通所介護

通所リハビリテーション

短期入所生活介護

短期入所療養介護

特定施設入居者生活介護

福祉用具貸与

特定福祉用具販売

住宅改修・介護予防住宅改修

小規模多機能型居宅介護

看護小規模多機能型居宅介護

夜間対応型訪問介護

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

認知症対応型通所介護

認知症対応型共同生活介護（グループホー
ム）

地域密着型特定施設入居者生活介護

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介
護

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

介護医療院

総合事業訪問型サービス（現行相当）

総合事業訪問型サービス（市基準）

総合事業通所型サービス（現行相当）

総合事業通所型サービス（市基準）

無回答

30.3

15.2

1.5

13.6

3.0

4.5

4.5

18.2

28.8

19.7

3.0

0.0

0.0

0.0

12.1

18.2

47.0

40.9

6.1

12.1

1.5

1.5

16.7

13.6

19.7

13.6

4.5

9.1

1.5

1.5

7.6

0 20 40 60
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問 20 介護保険以外のサービス等を組み入れてケアプランを作成していますか。（１つ

に○） 

「作成している」の割合が 92.4％、「作成していない」の割合が 4.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問 20-１ フォーマルサービス 行政等が制度に基づいて支援するサービス 

「配食サービス」の割合が 91.8％と最も高く、次いで「家事援助のサービス」の割合が 42.6％、

「移動支援のサービス」の割合が 29.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インフォーマルなサービス 制度外で支援しているサービス 

「配食サービス」の割合が 93.4％と最も高く、次いで「家事援助のサービス」の割合が 52.5％、

「移動支援のサービス」の割合が 34.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

作成している

作成していない

無回答

92.4

4.5

3.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 61 ％

配食サービス

家事援助のサービス

移動支援のサービス

見守り支援サービス

その他

無回答

91.8

42.6

29.5

18.0

13.1

3.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 61 ％

配食サービス

家事援助のサービス

移動支援のサービス

見守り支援サービス

その他

無回答

93.4

52.5

34.4

11.5

11.5

3.3

0 20 40 60 80 100
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問 21 配食サービスに望むものは何ですか。（いくつでも○） 

「配達員に見守り支援やそのほかの支援をしてもらえること」の割合が 68.2％と最も高く、次

いで「希望する時間や曜日に対応できること」の割合が 62.1％、「献立やメニューが豊富なこと」

の割合が 56.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 22 AI でのケアプラン作成について、どう思いますか。（１つに○） 

「消極的ではあるが活用する」の割合が 39.4％と最も高く、次いで「ぜひ活用したい」の割合

が 36.4％、「活用したくない」の割合が 24.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

価格が安いこと

希望する時間や曜日に対応できること

献立やメニューが豊富なこと

食事の量を選べること

配達員に見守り支援やそのほかの支援をし
てもらえること

その他

無回答

48.5

62.1

56.1

31.8

68.2

15.2

0.0

0 20 40 60 80

回答者数 = 66 ％

ぜひ活用したい

消極的ではあるが活用する

活用したくない

無回答

36.4

39.4

24.2

0.0

0 10 20 30 40 50



 

564 

問 23 高齢者の在宅生活を支えるために、これから充実が必要だと思う「活動」や「生

活支援」は次のどれだと思いますか。（いくつでも○） 

「話し相手・見守り・安否確認の声かけ」の割合が 80.3％と最も高く、次いで「通院介助・外

出支援」の割合が 72.7％、「日常品の買い物支援」の割合が 60.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

話し相手・見守り・安否確認の声かけ

ごみ出し・洗濯等の家事援助

話し相手・傾聴

通院介助・外出支援

配食サービス

会食サービス・カフェ

ふれあいサロン

日常品の買い物支援

移動販売・食材配達

紙おむつの給付

訪問理美容サービス

訪問歯科診療

寝具乾燥消毒サービス

生活環境の整理（サービス導入事前・事
後）

福祉サービス利用援助事業

服薬管理

夜間の泊まり込み

金銭管理、消費者被害の防止

財産保全管理サービス

成年後見制度の相談・情報提供

近隣との付き合い

その他

特にない

無回答

80.3

56.1

51.5

72.7

33.3

25.8

22.7

60.6

40.9

40.9

37.9

10.6

1.5

39.4

12.1

50.0

39.4

53.0

21.2

43.9

21.2

9.1

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100
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問 24 現在、小金井市では以下のような高齢者保健福祉サービスを実施していますが、

今後一層の充実が必要と思うサービスは次のどれですか。（いくつでも○） 

「食の自立支援（配食サービス）」の割合が 68.2％と最も高く、次いで「おむつサービス」の

割合が 50.0％、「救急通報システムの貸与」の割合が 43.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 25 地域ケア会議について、知っていますか。（１つに○） 

「開催されているのは知っているが、どんなことをしているかは知らない」の割合が 53.0％と

最も高く、次いで「どんなことをしているかまで知っている」の割合が 43.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

自立支援日常生活用具給付

自立支援住宅改修の給付

寝具乾燥

食の自立支援（配食サービス）

おむつサービス

入浴券給付

ことぶき理容券の給付

高齢者福祉電話の貸与

救急通報システムの貸与

徘徊高齢者探知機器の貸与

ひと声訪問（牛乳の配達）

友愛活動員の訪問

特別生活援助

家具転倒防止器具等取付け

見守りシール

利用したいものは特にない

無回答

19.7

18.2

16.7

68.2

50.0

3.0

13.6

16.7

43.9

31.8

18.2

25.8

42.4

10.6

24.2

1.5

3.0

0 20 40 60 80

回答者数 = 66 ％

どんなことをしているかまで知っている

開催されているのは知っているが、どんなことをし
ているかは知らない

知らない

無回答

43.9

53.0

3.0

0.0

0 20 40 60



 

566 

６．在宅医療の支援について 

問 26 あなたが、この１年間で、施設入所を勧めた件数をお書きください。 

「１～２件」が 24 事業所と最も多く、次いで「３～４件」が 17 事業所、「５～６件」が 10 事

業所となっています。 

 

 ０件 １～２件 ３～４件 ５～６件 ７件以上 無回答 

事業所数 6 事業所 24 事業所 17 事業所 10 事業所 5 事業所 4 事業所 

 

 

問 26-1 問 26 で施設入所を勧めた方についておたずねします。 

勧めたケースの世帯構成とその世帯数をお答えください。 

「一人暮らし」の割合が 75.0％と最も高く、次いで「夫婦二人暮らし（配偶者 65 歳以上）」の

割合が 48.2％、「息子・娘との二世帯」の割合が 44.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 件数 

１．一人暮らし 42 件 

２．夫婦二人暮らし（配偶者 65 歳以上） 27 件 

３．夫婦二人暮らし（配偶者 64 歳以下） 1 件 

４．息子・娘との二世帯 25 件 

５．その他 7 件 

  

回答者数 = 56 ％

一人暮らし

夫婦二人暮らし
（配偶者65歳以上）

夫婦二人暮らし
（配偶者64歳以下）

息子・娘との二世帯

その他

無回答

75.0

48.2

1.8

44.6

12.5

0.0

0 20 40 60 80 100



Ⅳ 第９期小金井市介護保険・高齢者保健福祉総合事業計画策定に関する調査 

567 

問 27 令和４年 10 月時点であなたがサービスを提供している利用者の中に、往診が必

要と思われる方はいますか。（１つに○）（※患者さんの求めに応じて急変時に行う

診療） 

「いる」の割合が 75.8％、「いない」の割合が 24.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際に往診を受けている 

「５人以上」の割合が 28.0％と最も高く、次いで「１人」の割合が 24.0％、「０人」の割合が

16.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

いる

いない

無回答

75.8

24.2

0.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 50 ％

０人

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

16.0

24.0

12.0

8.0

6.0

28.0

6.0

0 10 20 30 40 50



 

568 

往診が必要と思われるが受けていない 

「１人」の割合が 36.0％と最も高く、次いで「０人」の割合が 24.0％、「２人」の割合が 14.0％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 27-１ 問 27 で「いる」とお答えの方におたずねします。あなたは、必要な方に往診

が十分行われていると思いますか。（１つに○） 

「ある程度行われている」の割合が 54.0％と最も高く、次いで「十分行われている」の割合が

22.0％、「あまり行われていない」の割合が 16.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 50 ％

０人

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

24.0

36.0

14.0

8.0

4.0

2.0

12.0

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 50 ％

十分行われている

ある程度行われている

あまり行われていない

全く行われていない

無回答

22.0

54.0

16.0

6.0

2.0

0 20 40 60
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問 27-２ 問 27-１で「あまり行われていない」または「全く行われていない」とお答え

の方におたずねします。 

必要なのに実施していないのはなぜですか。（１つに○） 

「利用者が受けたがらない」の割合が 45.5％と最も高く、次いで「家族が受けたがらない」、

「対応してくれる医療機関等が見つからない」、「かかりつけ医が不要と判断している」の割合が

18.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 28 令和４年 10 月時点であなたがサービスを提供している利用者の中に、訪問診療

が必要と思われる方はいますか。（１つに○） 

（※通院の困難な患者さん宅に訪問して行う診療） 

「いる」の割合が 89.4％、「いない」の割合が 9.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 11 ％

利用者が受けたがらない

家族が受けたがらない

対応してくれる医療機関等が見つからない

かかりつけ医が不要と判断している

かかりつけ医がいない

その他

無回答

45.5

18.2

18.2

18.2

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60

回答者数 = 66 ％

いる

いない

無回答

89.4

9.1

1.5

0 20 40 60 80 100



 

570 

実際に訪問診療を受けている 

「５人以上」の割合が 55.9％と最も高く、次いで「３人」の割合が 15.3％、「２人」の割合が

11.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訪問診療が必要と思われるが受けていない 

「１人」の割合が 44.1％と最も高く、次いで「０人」の割合が 16.9％、「２人」の割合が 15.3％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 59 ％

０人

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

1.7

5.1

11.9

15.3

8.5

55.9

1.7

0 20 40 60 80

回答者数 = 59 ％

０人

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

16.9

44.1

15.3

8.5

1.7

1.7

11.9

0 10 20 30 40 50
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問 28-１ 問 28 で「いる」とお答えの方におたずねします。 

あなたは、必要な方に訪問診療が十分行われていると思いますか。 

（１つに○） 

「ある程度行われている」の割合が 52.5％と最も高く、次いで「十分行われている」の割合が

39.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 28-２ 問 28-１で「あまり行われていない」または「全く行われていない」とお答え

の方におたずねします。 

必要なのに実施していないのはなぜですか。（１つに○） 

「利用者が受けたがらない」、「家族が受けたがらない」が 1 件となっています。 

 

 

問 29 令和４年 10 月時点であなたがサービスを提供している利用者の中に、訪問看護

や訪問歯科診療、訪問服薬管理指導が必要と思われる方はいますか。 

（①から③についてそれぞれ１つに○） 

①訪問看護が必要と思われる方 

「いる」の割合が 90.9％、「いない」の割合が 9.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 59 ％

十分行われている

ある程度行われている

あまり行われていない

全く行われていない

無回答

39.0

52.5

6.8

0.0

1.7

0 20 40 60

回答者数 = 66 ％

いる

いない

無回答

90.9

9.1

0.0

0 20 40 60 80 100



 

572 

＜実際に受けている＞ 

「10 件以上」の割合が 45.0％と最も高く、次いで「９件」の割合が 15.0％、「５件」の割合が

10.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 60 ％

０件

１件

２件

３件

４件

５件

６件

７件

８件

９件

10件以上

無回答

1.7

6.7

3.3

3.3

6.7

10.0

1.7

3.3

1.7

15.0

45.0

1.7

0 20 40 60
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＜必要だと思うが受けていない＞ 

「１件」の割合が 25.0％と最も高く、次いで「２件」の割合が 23.3％、「０件」の割合が 18.3％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②訪問歯科診療が必要と思われる方 

「いる」の割合が 89.4％、「いない」の割合が 9.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 60 ％

０件

１件

２件

３件

４件

５件

６件

７件

８件

９件

10件以上

無回答

18.3

25.0

23.3

11.7

3.3

1.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

16.7

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 66 ％

いる

いない

無回答

89.4

9.1

1.5

0 20 40 60 80 100



 

574 

＜実際に受けている＞ 

「２件」、「３件」の割合が 22.0％と最も高く、次いで「１件」の割合が 20.3％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜必要だと思うが受けていない＞ 

「０件」の割合が 25.4％と最も高く、次いで「１件」、「２件」、「３件」の割合が 16.9％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 59 ％

０件

１件

２件

３件

４件

５件

６件

７件

８件

９件

10件以上

無回答

3.4

20.3

22.0

22.0

10.2

11.9

3.4

1.7

3.4

0.0

1.7

0.0

0 5 10 15 20 25 30

回答者数 = 59 ％

０件

１件

２件

３件

４件

５件

６件

７件

８件

９件

10件以上

無回答

25.4

16.9

16.9

16.9

0.0

3.4

0.0

0.0

1.7

0.0

0.0

18.6

0 10 20 30 40 50
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③訪問服薬管理指導が必要と思われる方 

「いる」の割合が 78.8％、「いない」の割合が 19.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

＜実際に受けている＞ 

「１件」の割合が 23.1％と最も高く、次いで「２件」の割合が 19.2％、「３件」の割合が 17.3％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

いる

いない

無回答

78.8

19.7

1.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 52 ％

０件

１件

２件

３件

４件

５件

６件

７件

８件

９件

10件以上

無回答

5.8

23.1

19.2

17.3

11.5

11.5

1.9

1.9

1.9

1.9

3.8

0.0

0 5 10 15 20 25 30



 

576 

＜必要だと思うが受けていない＞ 

「０件」の割合が 26.9％と最も高く、次いで「１件」の割合が 23.1％、「２件」の割合が 15.4％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 30 専門職の立場からみて、市内で在宅療養している高齢者の急変時に医療機関への

スムーズな移行が行われていると思いますか。（１つに○） 

「ある程度行われていると思う」の割合が 66.7％と最も高く、次いで「あまり行われていない

と思う」の割合が 22.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 52 ％

０件

１件

２件

３件

４件

５件

６件

７件

８件

９件

10件以上

無回答

26.9

23.1

15.4

7.7

0.0

0.0

1.9

0.0

0.0

0.0

0.0

25.0

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 66 ％

行われていると思う

ある程度行われていると思う

あまり行われていないと思う

まったく行われていないと思う

無回答

9.1

66.7

22.7

0.0

1.5

0 20 40 60 80
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問 31 医療と在宅ケアの関係で苦労していることは何ですか。（いくつでも○） 

「多くの医療機関を利用している場合、総合的な体調管理などをどこまで責任を持ってできる

か、また、どこに相談してよいか悩む」の割合が 54.5％と最も高く、次いで「退院時のカンファ

レンスを開かない病院がある」の割合が 50.0％、「主治医と連絡が取りにくい」の割合が 45.5％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

医師がケアマネジャーとの連携を必要と感じていない

医師や医療従事者がケアマネジャーにサービス以外の家庭対
応まで依頼すること

医療従事者が関係している場合の方向性をケアマネジャーが
まとめていくことが難しい

利用者の体調が悪くなっても臨時往診して貰えず、ケアマネ
ジャーが付き添うことになり、業務外の負担が大きい

主治医と連絡が取りにくい

退院時のカンファレンスを開かない病院がある

多くの医療機関を利用している場合、総合的な体調管理など
をどこまで責任を持ってできるか、また、どこに相談してよ
いか悩む

訪問診療が不足している、また、往診を行っているかわから
ない病院がある

主治医連絡票では伝わらない細かなニュアンスを伝えたい時
は、通院に同行する以外に手段がない

その他

無回答

33.3

25.8

27.3

27.3

45.5

50.0

54.5

13.6

25.8

9.1

4.5

0 20 40 60



 

578 

問 32 高齢者の在宅医療を進めていくうえで不足している機能はどのようなことだとお

考えですか。（いくつでも○） 

「在宅療養をしている方の状況変化時に受け入れ可能な入院施設」の割合が 81.8％と最も高

く、次いで「訪問診療や往診をしてくれる診療所」の割合が 40.9％、「一人ひとりの状況に応じ

て関係者が連携して対応するチームケア」の割合が 33.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

訪問診療や往診をしてくれる診療所

訪問看護（訪問看護ステーション）

訪問・通所リハビリテーションなどリハビ
リテーション施設

介護老人福祉施設や介護老人保健施設など
の介護保険施設

一人ひとりの状況に応じて関係者が連携し
て対応するチームケア

在宅療養をしている方の状況変化時に受け
入れ可能な入院施設

その他

無回答

40.9

4.5

21.2

31.8

33.3

81.8

6.1

1.5

0 20 40 60 80 100
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問 33 在宅介護の限界、施設入所を意識する要因は何だとお考えですか。（３つまで

○） 

「介護者に入所希望があるとき」の割合が 50.0％と最も高く、次いで「徘徊がひどくなったと

き」、「本人に入所希望があるとき」の割合が 37.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

家事が全介助になったとき

移動が全介助になったとき

更衣が全介助になったとき

排せつが全介助になったとき

一日に頻回の医療的処置が必要なとき

薬の管理ができなくなったとき

もの忘れがひどくなったとき

徘徊がひどくなったとき

昼夜逆転がひどくなったとき

火の不始末が目立ち始めたとき

本人に入所希望があるとき

介護者に入所希望があるとき

介護をしてくれる身内がいないとき

サービス利用料が施設入所と変わらない程
度になったとき

その他

無回答

1.5

12.1

3.0

30.3

33.3

7.6

9.1

37.9

0.0

28.8

37.9

50.0

30.3

6.1

1.5

1.5

0 20 40 60
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７．医療と介護の連携について 

問 34 医療と介護の連携を図るうえでの情報の共有化をどのように進めればいいと思い

ますか。（３つまで○） 

「顔の見える関係をつくれる機会を増やす」の割合が 51.5％と最も高く、次いで「医療と介護

の両方で使えるツールをつくる」の割合が 45.5％、「連絡しやすい時間の設定や連絡しやすい窓

口の設定」の割合が 40.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 35 市の担当者と連携するときはどのような場合ですか。（３つまで○） 

「介護保険法で判断に困るとき」の割合が 69.7％と最も高く、次いで「虐待が認められる・虐

待のおそれのあるケースへの対応」の割合が 45.5％、「支援困難事例への対応」の割合が 40.9％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

顔の見える関係をつくれる機会を増やす

医療と介護の両方で使えるツールをつくる

医療と介護の共通認識が図れる書式をつくる

個人の情報を１枚のカードで医療と介護が共有でき
るシステムをつくる

サービス担当者会議やカンファレンスへのかかりつ
け医の出席

連絡しやすい時間の設定や連絡しやすい窓口の設定

その他

無回答

51.5

45.5

31.8

30.3

16.7

40.9

3.0

0.0

0 20 40 60

回答者数 = 66 ％

支援困難事例への対応

ケースカンファレンス

苦情相談への対応

介護保険以外のサービスや制度の利用

介護保険法で判断に困るとき

独居者への対応

虐待が認められる・虐待のおそれのある
ケースへの対応

精神疾患の方への対応

その他

特に連携していない

無回答

40.9

0.0

19.7

36.4

69.7

7.6

45.5

24.2

1.5

1.5

0.0

0 20 40 60 80
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問 36 在宅療養者への医療・介護は、サービス担当者会議などを通じて連携していると

思いますか。（１つに○） 

「ある程度連携している」の割合が 69.7％と最も高く、次いで「連携が不十分である」の割合

が 21.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 37 2025 年に向けて地域包括ケアシステムの構築が求められていますが、その中で医

療・介護の連携が進むために、どのようなことが必要だとお考えですか。 

（１）連携の仕組みづくり（２つまで○） 

「他職種との顔の見える関係づくり、交流を進める」の割合が 51.5％と最も高く、次いで「医

療と介護の連携シート（主治医連絡票等）を活用する」、「入退院時に関する医療と介護の連携方

法を明確にする」の割合が 34.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

十分連携している

ある程度連携している

連携が不十分である

ほとんど連携していない

無回答

9.1

69.7

21.2

0.0

0.0

0 20 40 60 80

回答者数 = 66 ％

他職種との顔の見える関係づくり、交流を
進める

「ケアマネタイム」の充実を図る

在宅医療・介護連携支援室の活動を充実さ
せる

医療と介護の連携シート（主治医連絡票
等）を活用する

入退院時に関する医療と介護の連携方法を
明確にする

ICT の利活用を推進する

その他

無回答

51.5

9.1

16.7

34.8

34.8

33.3

1.5

0.0

0 20 40 60
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（２）地域の人材育成（２つまで○） 

「医療・介護の相互理解のための専門研修を進める」の割合が 68.2％と最も高く、次いで「多

職種が参加する事例検討会や学習会を増やす」の割合が 56.1％、「在宅医療や介護予防に関心の

ある地域活動リーダーを増やす」の割合が 22.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）サービス・基盤整備（２つまで○） 

「随時対応の訪問介護・看護（定期巡回、24 時間対応）の在宅サービスを充実させる」の割合

が 56.1％と最も高く、次いで「在宅療養者の緊急時用のベッドを確保する」の割合が 33.3％、

「末期がん患者等のために要介護認定の簡素化を図り、サービス利用をしやすくする」の割合が

30.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

医療・介護の相互理解のための専門研修を
進める

栄養士、歯科衛生士等を含めた専門職の人
材把握・発掘を行う

多職種が参加する事例検討会や学習会を増
やす

在宅医療や介護予防に関心のある地域活動
リーダーを増やす

在宅医療を担う訪問看護師などの人材育成
を進める

かかりつけ医をサポートする専門医制度を
つくる

その他

無回答

68.2

15.2

56.1

22.7

4.5

16.7

4.5

0.0

0 20 40 60 80

回答者数 = 66 ％

随時対応の訪問介護・看護（定期巡回、24時間対
応）の在宅サービスを充実させる

医療依存度の高い方が在宅で暮らせるよう訪問診療
や往診等の体制を充実する

病院による在宅療養の後方支援の仕組みを充実させ
る

在宅療養者の緊急時用のベッドを確保する

医療や介護を受けながら住み続けられる高齢者の住
まいを充実させる

末期がん患者等のために要介護認定の簡素化を図
り、サービス利用をしやすくする

その他

無回答

56.1

22.7

21.2

33.3

18.2

30.3

4.5

0.0

0 20 40 60 80
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（４）相談支援・情報提供（２つまで○） 

「住民向けの在宅療養支援窓口を設置する」、「市民講座などで、「在宅療養」や「看取り・終活」

への関心を高める」、「医療・介護・福祉に関する社会資源マップを充実させる」の割合が 1.5％

と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

住民向けの在宅療養支援窓口を設置する

地域包括支援センターに医療連携相談員・支援員を
設置する

市民講座などで、「在宅療養」や「看取り・終活」
への関心を高める

医療・介護・福祉に関する社会資源マップを充実さ
せる

その他

無回答

1.5

0.0

1.5

1.5

0.0

97.0

0 20 40 60 80 100
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８．認知症の介護支援について 

問 38 担当する認知症の方の状況で、実際に大変だったのは次のどれですか。（いくつ

でも○） 

「サービス拒否がある」の割合が 69.7％と最も高く、次いで「本人の意思の確認が取れない」

の割合が 50.0％、「本人や家族が医療機関を受診しない」の割合が 48.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 39 認知症の方の支援にあたっては、かかりつけ医と十分連携していると思います

か。（１つに○） 

「ある程度連携している」の割合が 59.1％と最も高く、次いで「連携が不十分である」の割合

が 34.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

本人や家族が医療機関を受診しない

本人の意思の確認が取れない

家族が認知症であることを認めない

服薬管理ができない

サービス拒否がある

症状が急変して緊急対応が必要になる

適切なサービスが受けられない

消費者被害に遭遇している

虐待を受けている

本人や家族間で介護の方針が食い違う

身体疾患があり医療的な管理が難しい

その他

無回答

48.5

50.0

37.9

34.8

69.7

22.7

34.8

12.1

13.6

47.0

18.2

7.6

0.0

0 20 40 60 80

回答者数 = 66 ％

十分連携している

ある程度連携している

連携が不十分である

ほとんど連携していない

無回答

4.5

59.1

34.8

1.5

0.0

0 20 40 60 80
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問 39-１ 問 39 で「十分連携している」「ある程度連携している」と答えた方におたず

ねします。医療機関やかかりつけ医との情報交換方法は何ですか。（いくつでも○） 

「電話」の割合が 69.0％と最も高く、次いで「訪問診療への同席」の割合が 61.9％、「診察へ

の同行」の割合が 50.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 40 認知症の早期受診が進まない原因は、次のどれだと思いますか。（３つまで○） 

「本人が受診を嫌がること」の割合が 83.3％と最も高く、次いで「家族が認知症の認識がない

こと」の割合が 47.0％、「家族や周囲の人が本人のプライドを傷つけるため言いにくいこと」の

割合が 37.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 42 ％

電話

ＦＡＸ

電子メール

診察への同行

訪問診療への同席

サービス担当者会議

直接訪問

その他

無回答

69.0

40.5

19.0

50.0

61.9

4.8

9.5

16.7

0.0

0 20 40 60 80

回答者数 = 66 ％

認知症を診断できる医師が少ない

認知症が病気であると認識されていないこ
と

本人が受診を嫌がること

認知症と診断されるのを恐れていること

家族や周囲の人が本人のプライドを傷つけ
るため言いにくいこと

家族が認知症の認識がないこと

どこに受診すればよいかわからないこと

その他

無回答

28.8

19.7

83.3

16.7

37.9

47.0

24.2

6.1

0.0

0 20 40 60 80 100
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問 41 これから、認知症の方の支援にあたり必要になると思うのは次のどれですか。

（３つまで○） 

「認知症の方や家族支援が充実していくこと」の割合が 60.6％と最も高く、次いで「社会資源

（施設、サービス）がより増えていくこと」の割合が 54.5％、「早期診断を担う医療機関が増え

ていくこと」の割合が 47.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

状態に応じた適切なサービス提供の流れが示される
こと

社会資源（施設、サービス）がより増えていくこと

早期診断を担う医療機関が増えていくこと

地域で、認知症サポーターの活動の輪が広がること

かかりつけ医やケアマネジャー等の認知症に対する
理解と対応力が向上すること

地域包括支援センターにおける認知症の地域支援が
充実していくこと

地域ケア会議など専門的な支援体制が充実すること

認知症の方や家族支援が充実していくこと

その他

無回答

31.8

54.5

47.0

27.3

25.8

10.6

9.1

60.6

4.5

0.0

0 20 40 60 80



Ⅳ 第９期小金井市介護保険・高齢者保健福祉総合事業計画策定に関する調査 

587 

９．ケアマネジメントの質の向上について 

問 42 サービスの質の向上に向けた研修に参加していますか。（１つに○） 

「法人内および外部の研修に参加」の割合が 60.6％と最も高く、次いで「外部の研修にのみ参

加」の割合が 30.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 43 参加した研修の内容にはどのようなものがありますか。（いくつでも○） 

「専門技術の向上について」の割合が 70.8％と最も高く、次いで「介護保険制度全般について」

の割合が 69.2％、「相談・苦情対応について」の割合が 41.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

法人内および外部の研修に参加

法人内の研修にのみ参加

外部の研修にのみ参加

研修には参加していない

無回答

60.6

7.6

30.3

1.5

0.0

0 20 40 60 80

回答者数 = 65 ％

介護保険制度全般について

専門技術の向上について

利用者に対する接遇について

相談・苦情対応について

資格取得について

その他

無回答

69.2

70.8

38.5

41.5

20.0

1.5

0.0

0 20 40 60 80
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問 44 研修で取り上げてほしい内容にはどのようなものがありますか。（いくつでも

○） 

「専門技術の向上について」の割合が 63.6％と最も高く、次いで「介護保険制度全般について」

の割合が 57.6％、「相談・苦情対応について」の割合が 40.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 45 事業所内では、定例的な研修や勉強会はありますか。（１つに○） 

「ある」の割合が 47.0％と最も高く、次いで「定例ではないがある」の割合が 33.3％、「ない」

の割合が 19.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

介護保険制度全般について

専門技術の向上について

利用者に対する接遇について

相談・苦情対応について

資格取得について

その他

無回答

57.6

63.6

25.8

40.9

6.1

6.1

1.5

0 20 40 60 80

回答者数 = 66 ％

ある

定例ではないがある

ない

無回答

47.0

33.3

19.7

0.0

0 20 40 60



Ⅳ 第９期小金井市介護保険・高齢者保健福祉総合事業計画策定に関する調査 

589 

問 46 地域包括支援センターとのつながりはありますか。（いくつでも〇） 

「困難事例や虐待への対応で連絡をとっている」の割合が 68.2％と最も高く、次いで「個別事

例等の相談で指導や助言をもらっている」の割合が 65.2％、「地域包括支援センター主催の事例

検討会や研修に参加している」の割合が 54.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 47 今後、地域包括支援センターへ期待することは何ですか。（いくつでも○） 

「困難事例の相談」の割合が 75.8％と最も高く、次いで「高齢者の虐待防止・権利擁護」の割

合が 48.5％、「フォーマルサービスとインフォーマルケアの調整」の割合が 33.3％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

介護予防プランの作成で指導や助言をも
らっている

地域包括支援センター主催の事例検討会や
研修に参加している

サービス担当者会議でセンター職員に出席
してもらっている

個別事例等の相談で指導や助言をもらって
いる

困難事例や虐待への対応で連絡をとってい
る

その他

特につながりはない

無回答

34.8

54.5

34.8

65.2

68.2

4.5

0.0

0.0

0 20 40 60 80

回答者数 = 66 ％

介護予防ケアマネジメント（要支援者の介護予防ケ
アプラン）を通じた介護予防

地域支援事業を通じた介護予防

市役所などへの要望事項の取りまとめや仲介

ケアマネジャーに対する個別指導・相談

ケアマネジャー同士が気軽に情報交換、交流ができ
る機会

困難事例の相談

地域包括支援センター内の担当区域におけるケアマ
ネジャーのネットワークづくり

多職種協働・連携による包括的・継続的ケアマネジ
メント支援

フォーマルサービスとインフォーマルケアの調整

要援護高齢者の実態把握と対応

高齢者の虐待防止・権利擁護

その他

無回答

24.2

15.2

22.7

25.8

30.3

75.8

19.7

22.7

33.3

7.6

48.5

4.5

1.5

0 20 40 60 80 100
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問 48 ケアマネジャーに求められる中立性・独立性を確保するために、どのような支援

が必要だと思いますか。（いくつでも○） 

「処遇困難者への対応またはその支援」の割合が 59.1％と最も高く、次いで「利用者や家族の

介護保険制度の理解向上に向けた取り組み」の割合が 57.6％、「ケアマネジャーの技術向上のた

めの支援」の割合が 43.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者数 = 66 ％

事業者間の連絡調整・連携を強化するため
の支援

ケアマネジャーの技術向上のための支援

ケアマネジャーのためのメンタルヘルスケ
ア

処遇困難者への対応またはその支援

利用者や家族の介護保険制度の理解向上に
向けた取り組み

その他

無回答

33.3

43.9

33.3

59.1

57.6

6.1

0.0

0 20 40 60 80
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10．高齢者の虐待について 

問 49 これまでに、業務を通じて高齢者虐待が疑われるような場面に遭遇したり、虐待

に関する話や相談を受けたことはありますか。また、そのような経験がある場合は

件数についても記入してください。（いくつでも○） 

「ほかの人から虐待の話を聞いたことがある」の割合が 51.5％と最も高く、次いで「被害者の

周囲の人から虐待の相談を受けたことがある」の割合が 28.8％、「自分が虐待の場面に遭遇した

ことがある」の割合が 25.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 50 専門職の立場からみて、高齢者虐待を未然に防ぐために必要なことは何だとお考

えですか。（いくつでも○） 

「家族介護者等の負担軽減に向けた支援」の割合が 83.3％と最も高く、次いで「家族介護者等

の相談対応」の割合が 78.8％、「虐待に対する知識の普及啓発」の割合が 57.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

自分が虐待の場面に遭遇したことがある

ほかの人から虐待の話を聞いたことがある

被害者本人から虐待の相談を受けたことが
ある

被害者の周囲の人から虐待の相談を受けた
ことがある

その他

虐待に関して見たり聞いたりしたことはな
い

無回答

25.8

51.5

19.7

28.8

3.0

7.6

4.5

0 20 40 60

回答者数 = 66 ％

虐待に対する知識の普及啓発

家族介護者等の負担軽減に向けた支援

家族介護者等の相談対応

要介護者の相談対応

サービス提供者のストレスチェック

サービス提供時のチェック

地域での見守り体制

その他

無回答

57.6

83.3

78.8

30.3

15.2

12.1

39.4

1.5

1.5

0 20 40 60 80 100
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11．今後の介護サービス、高齢者福祉について 

問 51 「介護保険制度」全体をよりよくするための環境整備として、市が力を入れるべ

きことは次のうちどれだと思いますか。（３つまで○） 

「地域全体で介護を支援するしくみづくりを行うこと」の割合が 34.8％と最も高く、次いで

「家族介護の負担を軽減する保健福祉サービスを充実すること」の割合が 33.3％、「介護保険サ

ービス利用の制限をカバーする保健福祉サービスを充実すること」の割合が 30.3％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

サービス事業者の質を高める取組みを行うこと

ケアマネジャーやホームヘルパーなどの人材を育成
すること

市内に特別養護老人ホームや老人保健施設などの介
護保険施設を増やすこと

利用料を補助するなど、利用者の費用負担を軽減す
る経済的給付を増やすこと

寝たきりにならないよう、介護予防のサービスに力
を入れること

地域全体で介護を支援するしくみづくりを行うこと

在宅サービスや地域密着型サービスのような身近な
地域でサービスが受けられる拠点を増やすこと

困ったときに気軽に介護相談ができる場所を増やす
こと

家族介護の負担を軽減する保健福祉サービスを充実
すること

介護保険を効率的に運用するしくみづくりを行うこ
と

地域包括支援センターの機能を充実すること

介護保険サービス利用の制限をカバーする保健福祉
サービスを充実すること

その他

わからない

無回答

27.3

28.8

25.8

19.7

18.2

34.8

12.1

27.3

33.3

13.6

3.0

30.3

3.0

1.5

0.0

0 10 20 30 40 50
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12．その他・市への要望について 

問 52 今後、ケアマネジャーの人材育成等について、市に支援をしてほしいことはなん

ですか。（いくつでも〇） 

「研修受講時の補填」、「ICT の導入支援」の割合が 43.9％と最も高く、次いで「自立支援、重

度化防止の研修」の割合が 40.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 66 ％

自立支援、重度化防止の研修

研修受講時の補填

資格取得に対する支援

ICT の導入支援

ケアプランの相談対応

その他

無回答

40.9

43.9

28.8

43.9

33.3

4.5

1.5

0 10 20 30 40 50
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問 53 高齢者支援施策について、小金井市へのご意見・ご要望や知りたい情報などがあ

りましたら、ご自由にお書きください。 

・ケアマネジャーの育成を心がけてほしいいです。あとはケアマネジャー業務の理解、処遇等

を早めに取り入れてください。 

・居宅介護支援にむけて集団指導などあるといいかと思います。 

・夜間対応型訪問介護を市内で担ってくださる事業所を見つけて頂きたいです。 

・ケアマネジャーという職種が浸透していると実感しているが、その一方で業務外のことを要

望されることが多くなっている。その一つ一つが負担になってきている。またお一人のケア

マネジメントに係る時間が長期化している。高齢者福祉に携わる人が減少し、受験資格とし

て、経験年数が必要なケアマネジャーがますます減少している。人材育成やサポートという

ことが必要ではないかと感じている。 

・社会福祉協議会を利用するために時間がかかる。軽度認知症の高齢者に対して、書類の確認

や記入支援のサービスが充実するといいと思う。 

・介護保険以外のことでのケアマネへの要望を辞めて欲しい。 

・市役所にてタブレットをレンタルで持たせ、本人の病気や利用しているサービスなどが入力

されている（アプリなどにより）と介護医療の連携も図れるツールになる。また、支援によ

りネットでの買い物が出来るなど、家族が居ない人は何か一つ買うのも大変な状況なので、

そんな事ができると良い。 

・ケアマネジャー研修を主任ケアマネに絞らず、底上げということを意識してほしい。 

・いつでもどこでも、知りたい情報や相談などが出来るシステムが欲しい 

・夜間や緊急時に救急車を呼ばないでよいように、夜間対応型訪問介護や、随時対応型訪問介

護看護事業所を作ってほしい。 周辺の市にある事業所はほぼ小金井市まで対応してくれな

い。作っただけではなく、利用方法などの教育を行い、事業が継続して行けるような取り組

みもしてほしい。 

・インフォーマル支援の充実 

 

（注）主な意見として回答を抜粋し、原文のまま掲載しています。 
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Ⅴ 健康増進計画に関する調査 

Ⅴ－１ 一般市民調査 

１ あなた（ご本人）について 

Ｆ１ あなたの性別を教えてください。（１つに○） 

「女性」の割合が 57.8％と最も高く、次いで「男性」の割合が 41.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ２ あなたの年齢は次のどれですか。（１つに○） 

「50～54 歳」の割合が 10.6％と最も高く、次いで「55～59 歳」の割合が 10.3％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 728 ％

男性

女性

そのほか

無回答

41.2

57.8

0.5

0.4

0 20 40 60 80

回答者数 = 728 ％

18～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80歳以上

無回答

0.5

3.0

4.7

7.0

8.0

9.5

9.3

10.6

10.3

6.7

7.8

6.6

6.2

9.2

0.5

0 5 10 15 20 25 30
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Ｆ３ あなたはどちらにお住まいですか。（１つに○） 

「本町」の割合が 14.4％と最も高く、次いで「緑町」の割合が 14.3％、「東町」の割合が 13.5％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ４ あなたの現在の家族構成はどのようになっていますか。（１つに○） 

「二世代世帯（親と子）」の割合が 47.1％と最も高く、次いで「夫婦のみ」の割合が 30.4％、

「ひとり暮らし」の割合が 13.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 728 ％

東町

梶野町

関野町

緑町

中町

前原町

本町

桜町

貫井北町

貫井南町

その他

無回答

13.5

8.4

0.5

14.3

9.2

12.2

14.4

3.2

11.8

11.5

0.0

1.0

0 5 10 15 20 25 30

回答者数 = 728 ％

ひとり暮らし

夫婦のみ

二世代世帯（親と子）

三世代世帯（親と子と孫）

その他

無回答

13.2

30.4

47.1

3.4

5.4

0.5

0 20 40 60
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Ｆ５ あなたの主な職業は何ですか。（１つに○） 

「正規雇用（正社員など）」の割合が 41.8％と最も高く、次いで「非正規雇用（契約社員、嘱

託社員、パート、アルバイトなど）」の割合が 18.0％、「無職」の割合が 16.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ６ あなたの身長と体重についてお答えください。数字でご記入ください。 

身長 

「155cm 以上～160cm 未満」の割合が 21.6％と最も高く、次いで「160cm 以上～165cm 未満」の

割合が 19.9％、「165cm 以上～170cm 未満」の割合が 16.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 728 ％

自営業

正規雇用（正社員など）

非正規雇用（契約社員、嘱託社員、パー
ト、アルバイトなど）

家事専業

学生

無職

その他

無回答

7.1

41.8

18.0

11.4

2.5

16.6

1.8

0.8

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 728 ％

130cm 以上～135cm 未満

135cm 以上～140cm 未満

140cm 以上～145cm 未満

145cm 以上～150cm 未満

150cm 以上～155cm 未満

155cm 以上～160cm 未満

160cm 以上～165cm 未満

165cm 以上～170cm 未満

170cm 以上～175cm 未満

175cm 以上～180cm 未満

180cm 以上

無回答

0.0

0.0

0.3

3.4

12.4

21.6

19.9

16.2

12.9

7.4

3.7

2.2

0 5 10 15 20 25 30
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体重 

「50kg 以上～55kg 未満」の割合が 18.0％と最も高く、次いで「55kg 以上～60kg 未満」の割合

が 14.6％、「45kg 以上～50kg 未満」の割合が 14.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 728 ％

25kg以上～30kg未満

30kg以上～35kg未満

35kg以上～40kg未満

40kg以上～45kg未満

45kg以上～50kg未満

50kg以上～55kg未満

55kg以上～60kg未満

60kg以上～65kg未満

65kg以上～70kg未満

70kg以上～75kg未満

75kg以上～80kg未満

80kg以上～85kg未満

85kg以上～90kg未満

90kg以上

無回答

0.0

0.3

1.5

6.7

14.0

18.0

14.6

12.2

10.2

11.0

2.9

3.4

1.6

1.4

2.2

0 5 10 15 20 25 30
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BMI 〈18 歳～49 歳〉 

「18.5 以上 25.0 未満」の割合が 70.9％と最も高く、次いで「25.0 以上」の割合が 14.7％、

「18.5 未満」の割合が 13.4％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【性・年齢別】 

性・年齢別にみると、他に比べ、男性で「25.0 以上」の割合が、女性で「18.5 未満」の割合が

高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

18.5
未
満 

18.5
以
上
25.0
未
満 

25.0
以
上 

無
回
答 

全  体 306 13.4 70.9 14.7 1.0 

男性 108 2.8 73.1 23.1 0.9 

女性 196 19.4 69.4 10.2 1.0 

そのほか 2 － 100.0 － － 

 

  

％

18.5未満

18.5以上25.0未満

25.0以上

無回答

13.4

70.9

14.7

1.0

12.3

70.7

12.6

4.3

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 306）

平成28年度

（回答者数 = 277）
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BMI 〈50 歳～69 歳〉 

「20.0 以上 25.0 未満」の割合が 60.1％と最も高く、次いで「20.0 未満」の割合が 20.9％、

「25.0 以上」の割合が 16.7％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【性・年齢別】 

性・年齢別にみると、他に比べ、女性で「20.0 未満」の割合が、男性で「25.0 以上」「20.0 以

上 25.0 未満」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

20.0
未
満 

20.0
以
上
25.0
未
満 

25.0
以
上 

無
回
答 

全  体 258 20.9 60.1 16.7 2.3 

男性 119 5.0 67.2 26.1 1.7 

女性 136 35.3 53.7 8.1 2.9 

そのほか 2 － 50.0 50.0 － 

 

  

％

20.0未満

20.0以上25.0未満

25.0以上

無回答

20.9

60.1

16.7

2.3

21.0

59.5

18.6

0.8

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 258）

平成28年度

（回答者数 = 247）
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BMI 〈70 歳以上〉 

「21.0 以上 25.0 未満」の割合が 47.5％と最も高く、次いで「21.0 未満」の割合が 34.4％、

「25.0 以上」の割合が 15.0％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「21.0 以上 25.0 未満」の割合が増加しています。一方、「21.0 未

満」の割合が減少しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【性・年齢別】 

性・年齢別にみると、他に比べ、女性で「21.0 未満」の割合が、男性で「21.0 以上 25.0 未満」

の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

21.0
未
満 

21.0
以
上
25.0
未
満 

25.0
以
上 

無
回
答 

全  体 160 34.4 47.5 15.0 3.1 

男性 73 21.9 56.2 19.2 2.7 

女性 87 44.8 40.2 11.5 3.4 

そのほか － － － － － 

 

  

％

21.0未満

21.0以上25.0未満

25.0以上

無回答

34.4

47.5

15.0

3.1

45.1

37.3

15.5

2.9

0 20 40 60

令和４年度

（回答者数 = 160）

平成28年度

（回答者数 = 186）
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Ｆ７ あなたのふだんの体調についてお答えください。（１つに○） 

「だいたい調子はよい」の割合が 52.9％と最も高く、次いで「ほぼ毎日調子はよい」の割合が

27.1％、「どちらとも言えない」の割合が 13.2％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ７で「だいたい調子はよくない」、「ほぼ毎日調子はよくない」と回答した方に 

おたずねします。 

Ｆ７－１ あなたの体調は、どのような状態ですか。（いくつでも○） 

「頭痛や肩こり」の割合が 62.8％と最も高く、次いで「常にだるい」の割合が 37.2％、「朝す

っきり起きられない」、「不安になることが多い」の割合が 34.9％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「不安になることが多い」「動悸、息切れ」の割合が減少していま

す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

％

ほぼ毎日調子はよい

だいたい調子はよい

どちらとも言えない

だいたい調子はよくない

ほぼ毎日調子はよくない

無回答

27.1

52.9

13.2

4.5

1.4

1.0

28.4

48.3

11.4

7.0

1.6

3.2

0 20 40 60

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）

％

常にだるい

朝すっきり起きられない

頭痛や肩こり

食欲がない

イライラすることが多い

不安になることが多い

動悸、息切れ

めまい

夜、なかなか眠れない

その他

無回答

37.2

34.9

62.8

7.0

30.2

34.9

16.3

18.6

32.6

23.3

2.3

35.9

37.5

57.8

10.9

34.4

53.1

21.9

15.6

34.4

21.9

0.0

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 43）

平成28年度

（回答者数 = 64）
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Ｆ８ あなたが、現在治療している、または過去に診断されたことがある病気について

お答えください。（①～⑫についてそれぞれ１つに○） 

①糖尿病 

「医師から特に何も言われていない」の割合が 63.3％と最も高くなっています。 

平成 28 年度と比較すると、「医師から特に何も言われていない」の割合が増加しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②高血圧症 

「医師から特に何も言われていない」の割合が 55.4％と最も高く、次いで「現在治療している」

の割合が 16.9％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「医師から特に何も言われていない」の割合が増加しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

％

現在治療している

治療を自己中断もしくは未治療

医師から注意するように言われている

医師から特に何も言われていない

無回答

4.9

0.1

5.6

63.3

26.0

4.9

0.1

3.1

52.1

39.8

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）

％

現在治療している

治療し完治した

治療を自己中断もしくは未治療

医師から注意するように言われている

医師から特に何も言われていない

無回答

16.9

0.7

0.8

7.6

55.4

18.7

17.6

0.1

0.3

4.3

47.1

30.6

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）
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③脂質異常症(高脂血症) 

「医師から特に何も言われていない」の割合が 58.1％と最も高く、次いで「現在治療している」

の割合が 10.0％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「医師から特に何も言われていない」の割合が増加しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④脳卒中 

「医師から特に何も言われていない」の割合が 70.9％と最も高くなっています。 

平成 28 年度と比較すると、「医師から特に何も言われていない」の割合が増加しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

％

現在治療している

治療し完治した

治療を自己中断もしくは未治療

医師から注意するように言われている

医師から特に何も言われていない

無回答

10.0

0.0

1.0

8.1

58.1

22.8

11.0

0.1

0.8

7.2

45.1

35.9

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）

％

現在治療している

治療し完治した

治療を自己中断もしくは未治療

医師から注意するように言われている

医師から特に何も言われていない

無回答

0.4

0.0

0.0

0.8

70.9

27.9

0.7

0.3

0.0

0.5

57.0

41.5

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）
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⑤心疾患 

「医師から特に何も言われていない」の割合が 68.4％と最も高くなっています。 

平成 28 年度と比較すると、「医師から特に何も言われていない」の割合が増加しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥痛風 

「医師から特に何も言われていない」の割合が 68.7％と最も高くなっています。 

平成 28 年度と比較すると、「医師から特に何も言われていない」の割合が増加しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

％

現在治療している

治療し完治した

治療を自己中断もしくは未治療

医師から注意するように言われている

医師から特に何も言われていない

無回答

2.6

0.8

0.3

1.6

68.4

26.2

2.7

0.4

0.1

2.3

54.7

39.8

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）

％

現在治療している

治療し完治した

治療を自己中断もしくは未治療

医師から注意するように言われている

医師から特に何も言われていない

無回答

1.4

0.7

0.1

2.3

68.7

26.8

1.6

0.7

0.1

1.9

54.5

41.1

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）
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⑦歯周病 

「医師から特に何も言われていない」の割合が 63.0％と最も高くなっています。 

平成 28 年度と比較すると、「医師から特に何も言われていない」の割合が増加しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧がん 

「医師から特に何も言われていない」の割合が 68.7％と最も高くなっています。 

平成 28 年度と比較すると、「医師から特に何も言われていない」の割合が増加しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

％

現在治療している

治療し完治した

治療を自己中断もしくは未治療

医師から特に何も言われていない

無回答

5.5

4.0

2.7

63.0

24.7

6.8

3.4

3.1

48.7

38.0

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）

％

現在治療している

治療し完治した

治療を自己中断もしくは未治療

医師から特に何も言われていない

無回答

1.8

3.7

0.1

68.7

25.7

2.0

3.2

0.4

55.9

38.4

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）
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⑨骨粗しょう症 

「医師から特に何も言われていない」の割合が 68.8％と最も高くなっています。 

平成 28 年度と比較すると、「医師から特に何も言われていない」の割合が増加しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑩ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患） 

「医師から特に何も言われていない」の割合が 71.3％と最も高くなっています。 

平成 28 年度と比較すると、「医師から特に何も言われていない」の割合が増加しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

％

現在治療している

治療し完治した

治療を自己中断もしくは未治療

医師から注意するように言われている

医師から特に何も言われていない

無回答

3.3

0.1

0.7

1.6

68.8

25.4

3.7

0.4

0.3

2.0

55.6

38.0

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）

％

現在治療している

治療を自己中断もしくは未治療

医師から注意するように言われている

医師から特に何も言われていない

無回答

0.3

0.1

0.7

71.3

27.6

0.7

0.0

0.1

58.1

41.1

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）
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⑪肝炎 

「医師から特に何も言われていない」の割合が 70.9％と最も高くなっています。 

平成 28 年度と比較すると、「医師から特に何も言われていない」の割合が増加しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑫うつ病などの心の病 

「医師から特に何も言われていない」の割合が 68.3％と最も高くなっています。 

平成 28 年度と比較すると、「医師から特に何も言われていない」の割合が増加しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

％

現在治療している

治療し完治した

治療を自己中断もしくは未治療

医師から特に何も言われていない

無回答

0.7

0.4

0.3

70.9

27.7

0.5

1.4

0.0

57.2

40.9

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）

％

現在治療している

治療し完治した

治療を自己中断もしくは未治療

医師から注意するように言われている

医師から特に何も言われていない

無回答

1.6

1.8

1.1

1.2

68.3

26.0

2.2

1.5

0.4

0.5

55.3

40.9

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）
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２ 健診（検診）・生活習慣病予防等について 

問１ あなたは、自分の健康に関心がありますか。（１つに○） 

「関心がある」と「どちらかといえば関心がある」を合わせた“ある”の割合が 94.7％、「ど

ちらかといえば関心がない」と「関心がない」を合わせた“ない”の割合が 3.8％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ あなたは、新型コロナウイルス感染症の拡大により、こころとからだの健康に影

響はありましたか。（１つに○） 

「はい」の割合が 44.6％、「いいえ」の割合が 53.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 728 ％

関心がある

どちらかといえば関心がある

どちらかといえば関心がない

関心がない

無回答

61.5

33.2

3.4

0.4

1.4

0 20 40 60 80

回答者数 = 728 ％

はい

いいえ

無回答

44.6

53.8

1.5

0 20 40 60



 

612 

問２で「はい」と回答した方におたずねします。 

問２－１ どのような影響があったかお答えください。（いくつでも〇） 

「運動など体を動かす機会が減った」の割合が 46.5％と最も高く、次いで「ストレスを感じる

ことが増えた」の割合が 41.8％、「地域の人との交流が減った」の割合が 34.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 325 ％

食事のバランスが悪くなった

食事のバランスが良くなった

運動など体を動かす機会が減った

意識的に体を動かすようになった

体重が増えた

体重が減った

睡眠時間や睡眠の質が低下した

生活リズムが改善した

飲酒量が増えた

飲酒を控えた

たばこの本数が増えた

たばこを控えた

ストレスを感じることが増えた

体調を気遣うようになり、健康的になった

地域の人との交流が減った

孤独や孤立を感じることが増えた

健診・検診（がん検診等）を受けなくなっ
た

その他

無回答

4.3

7.1

46.5

15.4

31.4

6.5

14.5

6.5

8.3

7.7

0.9

1.2

41.8

12.6

34.2

15.7

5.2

6.2

0.6

0 20 40 60
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問３ 毎日の生活で、負担感のない程度に健康づくりの取組を継続することが、健康の

維持・増進につながります。あなたは、毎日の生活のなかで実践していることは

ありますか。（いくつでも○） 

「マスクの着用や手洗い、三密（密集・密接・密閉）を避けるなど感染症対策をしている」の

割合が 80.2％と最も高く、次いで「野菜を食べるようにしている」の割合が 64.4％、「栄養バラ

ンスを意識した食事をとるようにしている」の割合が 54.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 728 ％

栄養バランスを意識した食事をとるようにしている

野菜を食べるようにしている

寝る前は食べないようにしている

短い距離は歩いたり、エスカレーターやエレベーター
の代わりに階段を使ったりするようにしている

散歩やウォーキング、体操などの
軽い運動をしている

睡眠時間を十分とるようにしている

気分転換などをしてストレスをため込み過ぎない
ようにしている

休肝日を設けるなど過度な飲酒を控えている

喫煙しない、または禁煙している

歯磨きのときに、歯ブラシのほか、週に１回以上、
デンタルフロスや歯間ブラシ等を使用している

マスクの着用や手洗い、三密（密集・密接・密閉）
を避けるなど感染症対策をしている

その他

特に何もしていない

無回答

54.5

64.4

38.3

44.2

48.6

43.3

42.9

23.2

46.0

46.7

80.2

2.6

1.2

1.2

0 20 40 60 80 100



 

614 

問４ 次の各種健診（検診）について、この１～２年の受診状況をお答えください。 

（①～⑩についてそれぞれ１つに○） 

①健康診査（健康診断） 

「他の機関で受診した」の割合が 57.4％と最も高く、次いで「市の健診（検診）を受診した」

の割合が 21.3％、「受診していない」の割合が 14.6％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「他の機関で受診した」の割合が増加しています。一方、「市の健診

（検診）を受診した」の割合が減少しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

②人間ドック 

「他の機関で受診した」の割合が 23.1％、「受診していない」の割合が 53.0％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

％

市の健診（検診）を受診した

他の機関で受診した

受診していない

無回答

21.3

57.4

14.6

6.7

29.6

46.0

16.8

7.6

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）

％

他の機関で受診した

受診していない

無回答

23.1

53.0

23.9

18.4

53.5

28.1

0 20 40 60

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）



Ⅴ 健康増進計画に関する調査 

615 

③胃がん検診 

「受診していない」の割合が 53.4％と最も高く、次いで「他の機関で受診した」の割合が 22.9％

となっています。 

平成 28 年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
④肺がん検診 

「受診していない」の割合が 60.0％と最も高く、次いで「他の機関で受診した」の割合が 13.3％

となっています。 

平成 28 年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤大腸がん検診 

「受診していない」の割合が 50.5％と最も高く、次いで「他の機関で受診した」の割合が 21.0％

となっています。 

平成 28 年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 
 
 
 
 
 
  

％

市の健診（検診）を受診した

他の機関で受診した

受診していない

無回答

3.8

22.9

53.4

19.8

6.2

18.8

50.2

24.8

0 20 40 60

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）

％

市の健診（検診）を受診した

他の機関で受診した

受診していない

無回答

3.8

13.3

60.0

22.8

3.0

10.4

57.6

29.0

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）

％

市の健診（検診）を受診した

他の機関で受診した

受診していない

無回答

9.3

21.0

50.5

19.1

8.7

16.8

49.3

25.3

0 20 40 60

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）
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⑥子宮頸がん検診（女性のみ） 

「他の機関で受診した」の割合が39.2％と最も高く、次いで「受診していない」の割合が33.0％、

「市の健診（検診）を受診した」の割合が 12.1％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「他の機関で受診した」の割合が増加しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦乳がん検診（女性のみ） 

「受診していない」の割合が 39.2％と最も高く、次いで「他の機関で受診した」の割合が 35.2％

となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「他の機関で受診した」の割合が増加しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧その他のがん検診 

「他の機関で受診した」の割合が 6.9％、「受診していない」の割合が 65.7％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 
 
 
 
 
 
  

％

市の健診（検診）を受診した

他の機関で受診した

受診していない

無回答

12.1

39.2

33.0

15.7

12.4

29.5

36.4

21.7

0 10 20 30 40 50

令和４年度

（回答者数 = 421）

平成28年度

（回答者数 = 437）

％

市の健診（検診）を受診した

他の機関で受診した

受診していない

無回答

9.7

35.2

39.2

15.9

13.5

29.3

37.8

19.5

0 10 20 30 40 50

令和４年度

（回答者数 = 421）

平成28年度

（回答者数 = 437）

％

他の機関で受診した

受診していない

無回答

6.9

65.7

27.5

4.7

61.4

33.8

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）
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⑨骨粗しょう症検診（女性のみ） 

「受診していない」の割合が 64.6％と最も高く、次いで「他の機関で受診した」の割合が 13.5％

となっています。 

平成 28 年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑩歯科健診 

「他の機関で受診した」の割合が42.6％と最も高く、次いで「受診していない」の割合が31.9％、

「市の健診（検診）を受診した」の割合が 10.2％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

％

市の健診（検診）を受診した

他の機関で受診した

受診していない

無回答

2.6

13.5

64.6

19.2

4.6

13.3

61.1

21.1

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 421）

平成28年度

（回答者数 = 437）

％

市の健診（検診）を受診した

他の機関で受診した

受診していない

無回答

10.2

42.6

31.9

15.4

9.2

42.6

29.5

18.7

0 10 20 30 40 50

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）



 

618 

問４で①健康診査（健康診断）もしくは、②人間ドックを「受診していない」と回答し

た方におたずねします。 

問４－１ 受けなかった理由をお答えください。（いくつでも○） 

「費用負担があるから」の割合が 24.8％と最も高く、次いで「受ける時間がないから」の割合

が 17.1％、「心配なときは医療機関を受診できるから」の割合が 16.4％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「受ける時間がないから」の割合が増加しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問５ 各種健診（検診）の費用（自分で支払う費用）についておたずねします。自分で

支払う費用が発生することについて、あなたのお考えにもっとも近いものはどれ

ですか（１つに〇） 

「自分で支払う費用が発生するのはやむを得ない」の割合が 69.0％と最も高く、次いで「無料

で実施すべきである」の割合が 16.3％、「当然である」の割合が 10.6％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 
 
 
 
 
 
  

％

受ける時間がないから

受ける場所が分からないから

悪いところが見つかるのが怖いから

健康だから必要がないと思っているから

ふだん医師に診てもらっているから

心配なときは医療機関を受診できるから

費用負担があるから

コロナ等の感染症が怖いから

その他

特に理由はない

無回答

17.1

7.5

1.9

10.4

14.0

16.4

24.8

4.3

5.8

12.3

23.1

9.6

3.8

2.6

8.0

9.6

13.9

－

－

9.4

10.4

47.3

0 20 40 60

令和４年度

（回答者数 = 415）

平成28年度

（回答者数 = 425）

％

当然である

自分で支払う費用が発生するのはやむを
得ない

無料で実施すべきである

無回答

10.6

69.0

16.3

4.1

7.2

69.6

20.8

2.4

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）
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問６ 受診する際に、自分で支払う費用の額は、どのくらいが妥当と考えますか。 

（１つに○） 

「1,000 円以上 2,000 円未満」の割合が 25.3％と最も高く、次いで「2,000 円以上 3,000 円未

満」の割合が 24.7％、「500 円以上 1,000 円未満」の割合が 12.9％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「2,000 円以上 3,000 円未満」の割合が減少しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問７ 生活習慣病予防のために気を付けていることはありますか。（いくつでも○） 

「食事のとり方に気をつけている」の割合が 58.2％と最も高く、次いで「睡眠・休養をとる」

の割合が 55.6％、「定期的に体重を測る」、「定期的に運動をする」の割合が 46.0％となっていま

す。 

平成 28 年度と比較すると、「特にない」の割合が減少しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

％

無料

500円未満

500円以上1,000円未満

1,000円以上2,000円未満

2,000円以上3,000円未満

3,000円以上

よくわからない

無回答

9.1

1.1

12.9

25.3

24.7

10.7

12.1

4.1

10.3

1.8

10.8

22.7

31.1

9.2

12.0

2.0

0 10 20 30 40 50

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）

％

定期的に体重を測る

食事のとり方に気をつけている

定期的に運動をする

規則正しい生活をしている

睡眠・休養をとる

酒やたばこを控える

その他

特にない

無回答

46.0

58.2

46.0

42.6

55.6

28.2

1.0

5.9

3.3

42.2

62.4

45.3

46.1

－

－

4.3

11.9

1.4

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）



 

620 

３ 栄養・食生活について 

問８ 食生活に関して、あなたがふだん、意識していることはどのようなことですか。

（いくつでも○） 

「野菜をなるべく食べるようにしている」の割合が 76.4％と最も高く、次いで「大豆製品をな

るべく食べるようにしている」の割合が 44.4％、「魚をなるべく食べるようにしている」の割合

が 37.8％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「塩分をなるべくひかえるようにしている」の割合が減少していま

す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

％

野菜をなるべく食べるようにしている

魚をなるべく食べるようにしている

大豆製品をなるべく食べるようにしている

塩分をなるべくひかえるようにしている

脂質をなるべくひかえるようにしている

糖分をなるべくひかえるようにしている

腹八分目を心がけている

よく噛んで食べるようにしている

その他

特にない

無回答

76.4

37.8

44.4

35.7

24.7

24.7

29.0

21.6

1.5

6.5

3.6

78.2

37.8

40.1

43.6

28.7

28.1

29.8

26.5

4.6

7.4

1.2

0 20 40 60 80 100

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）
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問９ 次の食事に関する項目について、あなたがふだんしていることをお答えくださ

い。（いくつでも○） 

「１日３食、食べている」の割合が 70.5％と最も高く、次いで「食事の時間はおおよそ決まっ

ている」の割合が 69.8％、「朝食を食べている」の割合が 67.0％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「市販の惣菜をよく利用する」の割合が増加しています。一方、「１

日３食、食べている」「朝食を食べている」の割合が減少しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

％

１日３食、食べている

食事の時間はおおよそ決まっている

朝食を食べている

主食と主菜と副菜を揃える等、栄養の
バランスを考えている

1日350g（１日５皿）以上野菜を食べている

食事の量を調整し、制限している

間食をする

昼食は外食が多い

市販の惣菜をよく利用する

甘い飲み物をよく飲む

食品を購入する時、栄養成分表示を見る

その他

特にない

無回答

70.5

69.8

67.0

47.9

9.8

20.1

34.1

16.8

18.4

6.7

15.4

0.7

1.6

3.0

80.1

72.8

74.6

52.2

11.9

23.0

34.0

16.1

12.4

6.5

17.3

2.3

3.0

0.9

0 20 40 60 80 100

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）



 

622 

【ふだんの体調別】 

ふだんの体調別にみると、他に比べ、だいたい調子はよくないで「間食をする」「市販の惣菜を

よく利用する」の割合が、ほぼ毎日調子はよくないで「間食をする」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

１
日
３
食
⺯
食
べ
て
い
る 

食
事
の
時
間
は
お
お
よ

そ
決
ま
⻒
て
い
る 

朝
食
を
食
べ
て
い
る 

主
食
と
主
菜
と
副
菜
を

揃
え
る
等
⺯
栄
養
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
て
い
る 

１
日
350
ｇ
⺺
１
日
５
皿
⺻

以
上
野
菜
を
食
べ
て
い

る 食
事
の
量
を
調
整
し
⺯
制

限
し
て
い
る 

間
食
を
す
る 

全  体 728 70.5 69.8 67.0 47.9 9.8 20.1 34.1 

ほぼ毎日調子はよい 197 72.1 78.2 69.5 52.8 10.7 25.4 27.9 

だいたい調子はよい 385 68.8 68.6 67.5 47.3 10.1 16.4 35.3 

どちらとも言えない 96 75.0 65.6 62.5 41.7 8.3 22.9 34.4 

だいたい調子はよく
ない 

33 75.8 54.5 69.7 42.4 9.1 21.2 51.5 

ほぼ毎日調子はよく
ない 

10 50.0 40.0 40.0 50.0 － 20.0 50.0 

 

区分 

昼
食
は
外
食
が
多
い 

市
販
の
惣
菜
を
よ
く
利

用
す
る 

甘
い
飲
み
物
を
よ
く
飲

む 食
品
を
購
入
す
る
時
⺯
栄

養
成
分
表
示
を
見
る 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全  体 16.8 18.4 6.7 15.4 0.7 1.6 3.0 

ほぼ毎日調子はよい 20.3 13.2 4.6 14.7 1.5 0.5 2.0 

だいたい調子はよい 16.9 19.7 6.8 16.1 0.5 2.1 3.1 

どちらとも言えない 10.4 20.8 7.3 13.5 － 1.0 4.2 

だいたい調子はよく
ない 

21.2 30.3 15.2 18.2 － － 3.0 

ほぼ毎日調子はよく
ない 

－ 10.0 10.0 20.0 － 20.0 － 
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問 10 あなたは、右の「食事バランスガイド」 

について知っていますか。（１つに○） 

 

 

 

 

 

「知らない（今回の調査で初めて聞いた場合を含む）」の割合が 32.6％と最も高く、次いで「内

容を知っている」の割合が 29.4％、「言葉を聞いたことはあるが内容は知らない」の割合が 26.1％

となっています。 

平成 28 年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

％

内容を知っている

内容を知って参考にしている

言葉を聞いたことはあるが内容は知らない

知らない（今回の調査で初めて聞いた場合
を含む）

無回答

29.4

8.2

26.1

32.6

3.7

25.8

7.3

31.0

34.1

1.8

0 10 20 30 40 50

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）



 

624 

４ 運動について 

問 11 あなたは、平均すると、１日に何分、歩いていますか。（１つに○） 

「40 分未満」の割合が 36.5％と最も高く、次いで「40 分以上 1 時間未満」の割合が 32.4％、

「１時間以上１時間 20 分未満」の割合が 15.2％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 12 あなたは、１日に 30 分以上、身体を動かすことを週２回以上行っていますか。

（１つに○） 

「行っている」の割合が 58.9％、「行っていない」の割合が 38.0％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「行っている」の割合が増加しています。一方、「行っていない」の

割合が減少しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

％

40分未満

40分以上1時間未満

1時間以上1時間20分未満

1時間20分以上1時間40分未満

1時間40分以上

無回答

36.5

32.4

15.2

4.8

7.1

3.8

39.2

29.6

14.5

5.0

9.5

2.2

0 10 20 30 40 50

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）

％

行っている

行っていない

無回答

58.9

38.0

3.0

53.6

45.2

1.2

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）
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問 12－１ 身体を動かすことを始めてから、どのくらいの期間が経ちましたか。 

（１つに○） 

「２年以上」の割合が 82.8％と最も高くなっています。 

平成 28 年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 12－２ 身体を動かしていない理由についてお答えください。（いくつでも○） 

「運動する時間がない」の割合が 56.7％と最も高く、次いで「運動が嫌いだ」の割合が 16.6％、

「運動する場所がない」の割合が 15.2％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「運動する時間がない」の割合が増加しています。一方、「特に理由

はない」の割合が減少しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

％

２年以上

１年以上２年未満

６か月以上１年未満

３か月以上６か月未満

３か月未満

無回答

82.8

6.1

5.8

2.1

1.9

1.4

82.8

6.1

4.8

2.5

3.0

0.8

0 20 40 60 80 100

令和４年度

（回答者数 = 429）

平成28年度

（回答者数 = 396）

％

運動する時間がない

運動する場所がない

一緒にする仲間がいない

お金がかかる

運動が嫌いだ

健康や身体上の理由で運動できない

必要を感じない

その他

特に理由はない

無回答

56.7

15.2

9.4

10.1

16.6

4.0

5.8

7.2

11.2

1.4

46.1

13.5

8.7

12.9

13.5

8.7

7.8

9.6

17.1

0.6

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 277）

平成28年度

（回答者数 = 334）



 

626 

問 13 あなたは、日常的に運動を続けるには、どのようなことが必要だと思いますか。

（いくつでも○） 

「運動できる場所」の割合が 53.2％と最も高く、次いで「経済的負担が少ないこと」の割合が

43.5％、「一緒に運動できる仲間」の割合が 28.0％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「運動できる場所」の割合が増加しています。一方、「運動教室など

の機会」の割合が減少しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 14 あなたは、市民体育祭などの市が開催するスポーツイベントに参加したことはあ

りますか。（１つに○） 

「参加したことはない」の割合が 75.7％と最も高く、次いで「参加したことはないが知ってい

る」の割合が 13.7％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「参加したことはない」の割合が増加しています。 

 
 
 
 
 
 

  

％

運動できる場所

運動指導者などの専門家

運動教室などの機会

経済的負担が少ないこと

一緒に運動できる仲間

自分を励ましてくれる人

その他

特に必要なことはない

無回答

53.2

13.5

16.3

43.5

28.0

8.8

11.5

13.7

5.2

46.0

14.1

21.5

43.8

31.5

8.1

12.4

15.2

3.2

0 20 40 60

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）

％

参加したことがある

参加したことはないが知っている

参加したことはない

無回答

8.9

13.7

75.7

1.6

11.5

17.7

69.4

1.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）
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５ 休養・睡眠・こころの健康について 

問 15 ここ１か月間、あなたの１日の平均睡眠時間はどのくらいでしたか。 

（１つに○） 

「６時間以上７時間未満」の割合が 36.0％と最も高く、次いで「５時間以上６時間未満」の割

合が 30.6％、「７時間以上８時間未満」の割合が 19.4％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 16 ここ１か月間、あなたは睡眠で休養が十分とれていますか。（１つに〇） 

「まあまあとれている」の割合が54.8％と最も高く、次いで「十分とれている」の割合が21.8％、

「あまりとれていない」の割合が 19.5％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

％

５時間未満

５時間以上６時間未満

６時間以上７時間未満

７時間以上８時間未満

８時間以上９時間未満

９時間以上

無回答

8.2

30.6

36.0

19.4

3.7

0.4

1.6

8.9

30.0

32.3

21.1

5.0

1.1

1.5

0 10 20 30 40 50

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）

％

十分とれている

まあまあとれている

あまりとれていない

まったくとれていない

無回答

21.8

54.8

19.5

2.3

1.5

23.1

50.9

22.3

1.5

2.2

0 20 40 60

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）



 

628 

問 17 睡眠の質についておたずねします。あなたはこの１か月間に、次のようなことが

週３回以上ありましたか。（いくつでも○） 

「日中、眠気を感じた」の割合が 38.9％と最も高く、次いで「特にない」の割合が 26.1％、

「夜間、睡眠途中に目が覚めて困った」の割合が 24.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 18 ここ１か月間、仕事や家庭や交友などの不満、悩み、苦労などによるストレスが

ありましたか。（１つに○） 

「多少ある」の割合が 42.2％と最も高く、次いで「あまりない」の割合が 31.9％、「大いにあ

る」の割合が 15.8％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

回答者数 = 728 ％

寝付き（布団に入ってから眠るまでに要する時間）
に、時間がかかった

夜間、睡眠途中に目が覚めて困った

起きようとする時刻よりも早く目が覚め、それ以上
眠れなかった

睡眠時間が足りなかった

睡眠全体の質に満足できなかった

日中、眠気を感じた

特にない

無回答

15.9

24.9

16.1

22.4

24.6

38.9

26.1

2.2

0 10 20 30 40 50

％

大いにある

多少ある

あまりない

まったくない

無回答

15.8

42.2

31.9

8.7

1.5

14.5

42.2

31.8

9.2

2.3

0 10 20 30 40 50

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）
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問 19 あなたは、最近１か月の間に次のようなことがありましたか。（いくつでも〇） 

「特にない」の割合が36.0％と最も高く、次いで「朝起きたとき疲れを感じる」の割合が34.1％、

「イライラしている」の割合が 25.1％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

％

何もする気になれない

朝起きたとき疲れを感じる

落ち着かない

イライラしている

ゆううつである

よく眠れない

食欲がない

その他

特にない

無回答

16.9

34.1

8.9

25.1

19.6

12.0

3.7

1.4

36.0

3.6

14.1

31.1

6.8

21.8

17.5

13.8

3.7

2.4

41.0

3.0

0 10 20 30 40 50

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）



 

630 

【１日の平均睡眠時間別】 

１日の平均睡眠時間別にみると、他に比べ、５時間未満で「よく眠れない」「ゆううつである」

「イライラしている」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

何
も
す
る
気
に
な
れ

な
い 

朝
起
き
た
と
き
疲
れ

を
感
じ
る 

落
ち
着
か
な
い 

イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る 

ゆ
う
う
つ
で
あ
る 

全  体 728 16.9 34.1 8.9 25.1 19.6 

５時間未満 60 31.7 45.0 16.7 41.7 36.7 

５時間以上６時間未満 223 18.4 42.2 7.6 26.9 22.9 

６時間以上７時間未満 262 13.7 33.2 10.7 27.5 18.3 

７時間以上８時間未満 141 15.6 24.1 5.0 17.0 14.9 

８時間以上９時間未満 27 11.1 14.8 7.4 － 3.7 

９時間以上 3 － 33.3 － － － 

 

区分 

よ
く
眠
れ
な
い 

食
欲
が
な
い 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全  体 12.0 3.7 1.4 36.0 3.6 

５時間未満 35.0 10.0 － 23.3 1.7 

５時間以上６時間未満 14.8 2.2 1.3 29.6 1.3 

６時間以上７時間未満 8.0 2.3 1.1 35.1 2.7 

７時間以上８時間未満 6.4 5.7 1.4 52.5 5.0 

８時間以上９時間未満 3.7 7.4 7.4 55.6 3.7 

９時間以上 33.3 － － 33.3 － 
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問 20 ストレスがあったときの対処法は次のうちどれですか。（いくつでも○） 

「テレビを見たり、音楽を聴く」の割合が 45.5％と最も高く、次いで「趣味（映画、旅行など）

を楽しむ」の割合が 37.5％、「体を動かす」の割合が 33.2％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「体を動かす」「趣味（映画、旅行など）を楽しむ」「テレビを見た

り、音楽を聴く」「眠る」の割合が増加しています。一方、「楽観的に考えようとする」の割合が

減少しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

％

積極的に問題の解決にとりくむ

体を動かす

リラクゼーションやマッサージなどに行く

趣味（映画、旅行など）を楽しむ

テレビを見たり、音楽を聴く

家族や友人に悩みを聞いてもらう

カウンセラー等の専門家に相談する

解決をあきらめて放棄する

我慢して耐える

楽観的に考えようとする

お金を使うことで解消する

酒を飲む

たばこを吸う

食べる

眠る

自然に親しむ

その他

特にない

無回答

15.9

33.2

11.3

37.5

45.5

30.4

1.5

5.9

13.0

27.3

11.8

20.2

4.1

28.3

30.1

22.3

1.9

4.5

1.4

17.6

26.8

12.0

30.6

37.3

33.3

－

5.3

16.8

34.9

8.4

17.1

3.9

23.5

23.8

－

4.3

6.8

3.1

0 20 40 60

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）
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問 21 あなたは、悩みやストレスなどについて誰かに相談していますか。 

（いくつでも○） 

「家族」の割合が 51.6％と最も高く、次いで「友人・知人・職場の同僚など」の割合が 45.2％、

「特に相談していない」の割合が 29.7％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 22 あなたは、こころの健康を保つためにどのような機関やしくみがあればいいと思

いますか。（いくつでも○） 

「いつでも相談できる窓口（電話・インターネットなど）」の割合が 38.0％と最も高く、次い

で「特にない」の割合が 29.1％、「同じ悩みを持つ人と話せる場所や機会の提供」の割合が 28.2％

となっています。 

平成 28 年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

％

家族

友人・知人・職場の同僚など

医療機関

職場や学校の相談室

公的機関の相談窓□

民間の相談機関

インターネットでの情報交換や相談

その他

特に相談していない

無回答

51.6

45.2

3.6

0.4

0.3

0.3

1.8

1.0

29.7

1.5

49.4

42.2

4.3

0.7

0.9

0.5

1.4

1.8

30.9

2.3

0 20 40 60

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）

％

いつでも相談できる窓口
（電話・インターネットなど）

同じ悩みを持つ人と話せる場所や機会の
提供

こころの健康についての講座の開催

ゲートキーパー養成講座の開催

専門家につないでくれる体制の整備

市の広報誌やホームページによる情報提供

その他

特にない

無回答

38.0

28.2

8.9

4.4

21.8

10.3

2.7

29.1

2.9

39.0

26.4

10.0

4.6

24.6

10.7

3.5

29.2

3.5

0 10 20 30 40 50

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）
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６ 飲酒・喫煙について 

問 23 あなたは、週に何日お酒（清酒、焼酎、ビール、洋酒など）を飲みますか。 

（１つに○） 

「ほとんど飲まない・飲まない」の割合が 42.2％と最も高く、次いで「毎日」の割合が 15.1％、

「週１～２日」の割合が 11.0％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 23 で「毎日」、「週５～６日」、「週３～４日」、「週１～２日」、「月に１～３日」と回答

した方におたずねします。 

問 23－１ お酒を飲む日は、清酒に換算して、１回あたりどのくらいの量を飲みます

か。（１つに○） 

「１合～２合（360ml）未満」の割合が 37.9％と最も高く、次いで「１合（180ml）未満」の割

合が 32.4％、「２合～３合（540ml）未満」の割合が 18.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 401 ％

１合（180ml）未満

１合～２合（360ml）未満

２合～３合（540ml）未満

３合～４合（720ml）未満

４合～５合（900ml）未満

５合（900ml）以上

無回答

32.4

37.9

18.7

6.0

3.0

0.7

1.2

0 10 20 30 40 50

％

毎日

週５～６日

週３～４日

週１～２日

月に１～３日

ほとんど飲まない・飲まない

無回答

15.1

8.5

10.7

11.0

10.4

42.2

2.1

14.5

7.6

7.1

11.7

8.8

47.1

3.2

0 20 40 60

令和４年度

（回答者数 = 720）

平成28年度

（回答者数 = 719）
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問 24 国は、「生活習慣病のリスクを高める飲酒量」を、１日あたりの純アルコール摂

取量が男性 40g（清酒換算で２合）以上、女性 20g（清酒換算で１合）以上と示

しています。あなたは、このことを知っていますか。（１つに○） 

「知っている」の割合が 22.9％、「知らない」の割合が 73.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 25 あなたは、現在たばこを吸っていますか。（１つに○） 

「吸っていない」の割合が 74.6％と最も高く、次いで「以前吸っていたがやめた」の割合が

15.4％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

回答者数 = 720 ％

知っている

知らない

無回答

22.9

73.3

3.8

0 20 40 60 80

％

吸っている

吸っているがやめようと思っている

以前吸っていたがやめた

吸っていない

無回答

8.1

0.6

15.4

74.6

1.4

8.1

0.4

12.8

75.9

2.8

0 20 40 60 80 100

令和４年度

（回答者数 = 720）

平成28年度

（回答者数 = 719）
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問 25 で「吸っている」と回答した方におたずねします。 

問 25－１ 現在、あなたが吸っているたばこ製品は何ですか。（いくつでも○） 

「紙巻きたばこ」の割合が 60.3％と最も高く、次いで「加熱式たばこ」の割合が 46.6％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日のタバコ本数 

「１０～２０本未満」の割合が46.6％と最も高く、次いで「２０～３０本未満」の割合が32.8％、

「１０本未満」の割合が 15.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

喫煙年数 

「３０年以上」の割合が 53.4％と最も高く、次いで「１０～３０年未満」の割合が 32.8％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 58 ％

紙巻きたばこ

加熱式たばこ

その他（葉巻、パイプ等）

無回答

60.3

46.6

0.0

0.0

0 20 40 60 80

回答者数 = 58 ％

１０本未満

１０～２０本未満

２０～３０本未満

３０本以上

無回答

15.5

46.6

32.8

5.2

0.0

0 20 40 60

回答者数 = 58 ％

５年未満

５～１０年未満

１０～３０年未満

３０年以上

無回答

3.4

6.9

32.8

53.4

3.4

0 20 40 60



 

636 

問 26 あなたは、喫煙が健康に与える影響について、どのようなことを知っています

か。（いくつでも○） 

「がん」の割合が 89.6％と最も高く、次いで「妊娠への影響」の割合が 62.2％、「気管支炎」

の割合が 61.4％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）」の割合が増加しています。一方、

「ぜんそく」「妊娠への影響」の割合が減少しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 27 あなたは、受動喫煙が健康に影響を与えることを知っていますか。（１つに○） 

「知っている」の割合が 96.2％、「知らない」の割合が 2.2％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 
 
 
 
 
 
  

％

がん

虚血性心疾患

脳卒中

ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）

ぜんそく

気管支炎

胃潰瘍

糖尿病

歯周病

妊娠への影響

その他

知らない

無回答

89.6

32.6

43.4

42.6

55.4

61.4

12.0

9.6

28.4

62.2

0.5

1.4

1.6

88.5

33.0

48.3

34.2

60.9

－

－

12.0

24.9

70.6

2.2

2.6

2.3

0 20 40 60 80 100

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）

％

知っている

知らない

無回答

96.2

2.2

1.6

93.6

2.8

3.5

0 20 40 60 80 100

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）
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問 28 あなたは、おおよそこの１年の間に受動喫煙を経験しましたか。（１つに○） 

「経験した」の割合が 51.6％、「経験しなかった」の割合が 46.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 28 で「経験した」と回答した方におたずねします。 

問 28－１ どこで受動喫煙を経験しましたか。（いくつでも○） 

「路上等」の割合が 64.9％と最も高く、次いで「飲食店（レストラン・喫茶店・居酒屋等）」

の割合が 44.1％、「自宅」の割合が 13.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 728 ％

経験した

経験しなかった

無回答

51.6

46.3

2.1

0 20 40 60

回答者数 = 376 ％

飲食店（レストラン・喫茶店・居酒屋等）

商業施設（デパート・ショッピングモール・スー
パー・コンビニ・小売店等）

宿泊施設（ホテル・旅館等）

娯楽施設（パチンコ店・ゲームセンター・カラオケ
店等）

駅・空港

保育所・幼稚園・学校

官公庁

病院

職場

公園

路上等

自宅

その他

無回答

44.1

8.8

3.2

4.0

5.1

0.3

0.3

0.5

9.6

8.8

64.9

13.0

8.0

0.8

0 20 40 60 80
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７ 歯と口腔の健康について 

問 29 あなたは、歯周病予防をしていますか。（１つに○） 

「はい」の割合が 63.0％、「いいえ」の割合が 34.1％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

問 30 あなたは、ふだんは歯や歯ぐきの健康のためにどのようなことをしていますか。

（いくつでも○） 

「歯間ブラシや糸ようじを使う」の割合が 55.2％と最も高く、次いで「食後は歯を磨く」の割

合が 54.4％、「定期的に歯科健診を受ける」の割合が 48.2％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「歯間ブラシや糸ようじを使う」の割合が増加しています。一方、

「歯が痛んだらすぐ受診する」の割合が減少しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

％

はい

いいえ

無回答

63.0

34.1

2.9

60.4

34.2

5.4

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）

％

定期的に歯科健診を受ける

食後は歯を磨く

１日３回以上歯みがきをする
（食後に限らない）

歯石をとってもらう

歯間ブラシや糸ようじを使う

歯が痛んだらすぐ受診する

その他

特にしていない

無回答

48.2

54.4

18.5

40.2

55.2

40.4

2.1

8.7

1.1

47.1

52.9

－

45.1

48.2

48.4

2.3

5.1

1.4

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）
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問 31 あなたは、歯周病が生活習慣病をはじめとする全身疾患に影響を及ぼすことを知

っていますか。（１つに〇） 

「はい」の割合が 75.7％、「いいえ」の割合が 22.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 32 現在のあなたの歯の本数について教えてください。（１つに○） 

「25 本以上」の割合が 61.4％と最も高く、次いで「20 本以上 25 本未満」の割合が 23.1％、

「20 本未満」の割合が 13.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 728 ％

はい

いいえ

無回答

75.7

22.7

1.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 728 ％

20本未満

20本以上25本未満

25本以上

無回答

13.7

23.1

61.4

1.8

0 20 40 60 80
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８ 医療体制について 

問 33 あなたはふだん、健康に関する相談ごとは、どこにしていますか。 

（いくつでも○） 

「家族」の割合が 52.5％と最も高く、次いで「かかりつけ医」の割合が 42.7％、「友人・知人・

職場の同僚など」の割合が 24.7％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「かかりつけ医」の割合が減少しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

％

家族

友人・知人・職場の同僚など

かかりつけ医

職場や学校の医療相談室

保健センターや保健所、地域包括支援
センターなどの公共機関

その他

特にない

無回答

52.5

24.7

42.7

3.3

0.7

1.6

16.9

0.7

48.6

21.2

50.7

4.5

1.4

2.7

18.7

0.3

0 20 40 60

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）
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問 34 次のうちあなたが「かかりつけ」を決めているものについてお答えください。

（いくつでも○） 

「かかりつけ医」の割合が 52.7％と最も高く、次いで「かかりつけ歯科医」の割合が 51.6％、

「特に決めていない」の割合が 27.7％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「かかりつけ医」「かかりつけ薬剤師」の割合が減少しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【健康診断の受診状況別】 

健康診断の受診状況別にみると、他に比べ、受診していないで「特に決めていない」の割合が

高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

か
か
り
つ
け
医 

か
か
り
つ
け
歯
科
医 

か
か
り
つ
け
薬
剤
師 

特
に
決
め
て
い
な
い 

無
回
答 

全  体 728 52.7 51.6 10.4 27.7 1.6 

受診した 573 53.8 50.3 10.6 27.9 1.6 

受診していない 106 44.3 50.9 7.5 34.9 － 

 

【歯周病予防の有無別】 

歯周病予防の有無別にみると、他に比べ、いいえで「特に決めていない」の割合が、はいで「か

かりつけ歯科医」「かかりつけ医」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
⺺
件
⺻ 

か
か
り
つ
け
医 

か
か
り
つ
け
歯
科
医 

か
か
り
つ
け
薬
剤
師 

特
に
決
め
て
い
な
い 

無
回
答 

全  体 728 52.7 51.6 10.4 27.7 1.6 

はい 459 58.2 63.8 12.0 19.4 1.1 

いいえ 248 42.7 31.0 7.7 44.0 1.2 

  

％

かかりつけ医

かかりつけ歯科医

かかりつけ薬剤師

特に決めていない

無回答

52.7

51.6

10.4

27.7

1.6

60.1

55.5

22.2

24.6

1.1

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）
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問 35 お住まいの地域の医療サービスや危機管理体制についてお聞きします。 

①市内の休日、夜間の医療体制 

（１）充実の実感 

「わからない」の割合が 43.5％と最も高く、次いで「どちらかといえば充実している」の割合

が 26.9％、「どちらかといえば充実していない」の割合が 10.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）利用（参加）経験 

「ある」の割合が 26.1％、「ない」の割合が 59.3％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「ない」の割合が増加しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

  

回答者数 = 728 ％

充実している

どちらかといえば充実している

どちらかといえば充実していない

充実していない

わからない

無回答

6.7

26.9

10.3

5.1

43.5

7.4

0 10 20 30 40 50

％

ある

ない

無回答

26.1

59.3

14.6

25.4

49.9

24.6

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）
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②人間ドック  

（１）充実の実感 

「わからない」の割合が 63.5％と最も高く、次いで「どちらかといえば充実している」の割合

が 12.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）利用（参加）経験 

「ある」の割合が 11.8％、「ない」の割合が 71.3％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「ない」の割合が増加しています。一方、「ある」の割合が減少して

います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

  

回答者数 = 728 ％

充実している

どちらかといえば充実している

どちらかといえば充実していない

充実していない

わからない

無回答

2.9

12.2

6.2

4.8

63.5

10.4

0 20 40 60 80

％

ある

ない

無回答

11.8

71.3

16.9

25.4

49.9

24.6

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）
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③救急医療体制 

（１）充実の実感 

「わからない」の割合が 56.9％と最も高く、次いで「どちらかといえば充実している」の割合

が 16.8％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「わからない」の割合が増加しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）利用（参加）経験 

「ある」の割合が 11.8％、「ない」の割合が 71.8％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「ない」の割合が増加しています。一方、「ある」の割合が減少して

います。 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

  

％

充実している

どちらかといえば充実している

どちらかといえば充実していない

充実していない

わからない

無回答

4.9

16.8

8.4

4.5

56.9

8.5

5.1

21.1

10.1

5.1

49.9

8.5

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）

％

ある

ない

無回答

11.8

71.8

16.3

25.4

49.9

24.6

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）
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④医療機関や相談窓口情報の周知 

（１）充実の実感 

「わからない」の割合が 58.9％と最も高く、次いで「どちらかといえば充実している」の割合

が 16.3％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）利用（参加）経験 

「ある」の割合が 6.7％、「ない」の割合が 75.3％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「ない」の割合が増加しています。一方、「ある」の割合が減少して

います。 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

％

充実している

どちらかといえば充実している

どちらかといえば充実していない

充実していない

わからない

無回答

2.1

16.3

7.8

5.5

58.9

9.3

1.4

14.1

10.6

6.2

57.8

10.0

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）

％

ある

ない

無回答

6.7

75.3

18.0

25.4

49.9

24.6

0 20 40 60 80 100

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）
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⑤総合防災訓練（医療救護訓練）などの実施 

（１）充実の実感 

「わからない」の割合が 68.7％と最も高く、次いで「どちらかといえば充実している」の割合

が 10.7％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「わからない」の割合が増加しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

（２）利用（参加）経験 

「ある」の割合が 3.6％、「ない」の割合が 78.6％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「ない」の割合が増加しています。一方、「ある」の割合が減少して

います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

％

充実している

どちらかといえば充実している

どちらかといえば充実していない

充実していない

わからない

無回答

1.4

10.7

5.1

4.4

68.7

9.8

1.5

13.4

8.7

4.7

61.4

10.3

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）

％

ある

ない

無回答

3.6

78.6

17.9

25.4

49.9

24.6

0 20 40 60 80 100

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）
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問 36 あなたは、隣近所の人とはどの程度お付き合いをしていますか。（１つに○） 

「たまに挨拶や立ち話等をする程度である」の割合が 44.1％と最も高く、次いで「ほとんど付

き合いはない」の割合が 32.3％、「特定の人とは親しくしている」の割合が 16.8％となっていま

す。 

平成 28 年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 37 あなたは、地域や住民による各種の活動に参加したことはありますか。 

（１つに○） 

「参加したことはない」の割合が 57.4％と最も高く、次いで「参加したことはあるが、現在は

ほとんどしていない」の割合が 18.1％、「たまに、参加することがある」の割合が 11.5％となっ

ています。 

平成 28 年度と比較すると、「参加したことはない」の割合が増加しています。一方、「たまに、

参加することがある」の割合が減少しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

％

多くの人と親しく付き合っている

特定の人とは親しくしている

相談できる人がいる

たまに挨拶や立ち話等をする程度である

ほとんど付き合いはない

無回答

3.6

16.8

1.1

44.1

32.3

2.2

8.4

18.8

－

45.2

27.3

0.3

0 20 40 60

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）

％

現在、継続的に参加している

たまに、参加することがある

参加したことはあるが、現在はほとんど
していない

参加したことはない

参加することができない

無回答

8.7

11.5

18.1

57.4

3.2

1.1

9.1

16.6

18.7

50.5

3.7

1.5

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）
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問 37 で「現在、継続的に参加している」、「たまに、参加することがある」、「参加した 

ことはあるが、現在はほとんどしていない」と回答した方におたずねします。 

問 37－１ どのような活動に参加したことがありますか。（いくつでも○） 

「町会活動や自治会活動」の割合が 60.2％と最も高く、次いで「地域のお祭りやイベントへの

参加」の割合が 39.4％、「ボランティア活動」の割合が 16.8％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「町会活動や自治会活動」の割合が増加しています。一方、「サーク

ル活動」の割合が減少しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

％

町会活動や自治会活動

地域のお祭りやイベントへの参加

ボランティア活動

老人クラブ活動

サークル活動

ごみのリサイクル活動

地域防災活動

交通安全活動

自然環境保護などの環境活動

その他

無回答

60.2

39.4

16.8

6.5

13.3

12.2

12.5

2.2

1.4

8.6

2.2

48.5

43.3

18.3

8.2

20.4

16.2

15.9

2.7

3.0

5.2

4.0

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 279）

平成28年度

（回答者数 = 328）
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問 38 どのような条件であれば、地域や住民による各種活動に参加したいと思います

か。（いくつでも○） 

「気軽に参加できる」の割合が 55.4％と最も高く、次いで「身近なところで活動できる」の割

合が 35.2％、「活動時間や曜日を選べる」の割合が 33.7％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「気軽に参加できる」の割合が増加しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

％

活動情報の提供がある

友人等と一緒に参加できる

身近なところで活動できる

活動時間や曜日を選べる

気軽に参加できる

適切な指導者やリーダーがいる

特技や知識が活かせる

身体的な負担が少ない

経済的な負担が少ない

自分の知識や経験を豊かにできる

その他

特にない

無回答

26.4

13.2

35.2

33.7

55.4

17.9

10.4

19.2

27.5

15.8

3.2

19.9

2.1

25.2

12.4

34.6

30.2

44.1

17.2

11.5

18.9

28.4

15.3

3.7

20.8

8.4

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）



 

650 

問 39 あなたは、市が実施している次の保健医療サービス（事業）に参加（利用）したこ

とがありますか。「ない」と答えた方は、右側の設問についてお答えください。 

①健康診査（健康診断） 

（１）参加（利用）状況 

「ある」の割合が 34.1％、「ない」の割合が 64.4％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「ない」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

（２）認知度 

「知っている」の割合が 60.3％、「知らない」の割合が 38.8％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 
 
 
 
 
 
②各種がん検診 

（１）参加（利用）状況 

「ある」の割合が 31.0％、「ない」の割合が 65.1％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 
 
 
 
 
 
 
（２）認知度 

「知っている」の割合が 59.3％、「知らない」の割合が 39.2％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 
 
 
 
  

％

知っている

知らない

無回答

60.3

38.8

0.9

60.2

38.6

1.2

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 469）

平成28年度

（回答者数 = 420）

％

ある

ない

無回答

31.0

65.1

3.8

30.2

61.2

8.7

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）

％

ある

ない

無回答

34.1

64.4

1.5

38.6

56.8

4.6

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）

％

知っている

知らない

無回答

59.3

39.2

1.5

59.3

38.3

2.4

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 474）

平成28年度

（回答者数 = 452）
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③成人歯科健診 

（１）参加（利用）状況 

「ある」の割合が 20.9％、「ない」の割合が 74.6％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 
 
 
 
 
 
（２）認知度 

「知っている」の割合が 50.5％、「知らない」の割合が 47.1％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 
 
 
 
 
④肝炎ウイルス検診 

（１）参加（利用）状況 

「ある」の割合が 5.5％、「ない」の割合が 88.9％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「ない」の割合が増加しています。 

 
 
 
 
 
 
 
（２）認知度 

「知っている」の割合が 22.4％、「知らない」の割合が 75.3％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 
 
 
  

％

ある

ない

無回答

20.9

74.6

4.5

19.5

70.0

10.6

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）

％

ある

ない

無回答

5.5

88.9

5.6

7.2

80.9

11.9

0 20 40 60 80 100

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）

％

知っている

知らない

無回答

22.4

75.3

2.3

21.2

75.8

3.0

0 20 40 60 80 100

令和４年度

（回答者数 = 647）

平成28年度

（回答者数 = 598）

％

知っている

知らない

無回答

50.5

47.1

2.4

49.1

48.4

2.5

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 543）

平成28年度

（回答者数 = 517）
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⑤骨粗しょう症検診（女性のみ） 

（１）参加（利用）状況 

「ある」の割合が 6.7％、「ない」の割合が 88.8％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「ない」の割合が増加しています。 

 
 
 
 
 
 
（２）認知度 

「知っている」の割合が 23.5％、「知らない」の割合が 74.3％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 
 
 
 
 
 
⑥健康づくりフォローアップ教室 

（１）参加（利用）状況 

「ある」の割合が 1.8％、「ない」の割合が 92.9％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「ない」の割合が増加しています。 

 
 
 
 
 
 
 
（２）認知度 

「知っている」の割合が 14.2％、「知らない」の割合が 83.1％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 
 

 

  

％

ある

ない

無回答

6.7

88.8

4.5

7.3

67.5

25.2

0 20 40 60 80 100

令和４年度

（回答者数 = 421）

平成28年度

（回答者数 = 437）

％

ある

ない

無回答

1.8

92.9

5.4

3.8

85.0

11.2

0 20 40 60 80 100

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）

％

知っている

知らない

無回答

23.5

74.3

2.1

21.0

74.7

4.2

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 374）

平成28年度

（回答者数 = 499）

％

知っている

知らない

無回答

14.2

83.1

2.7

16.1

81.5

2.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度

（回答者数 = 676）

平成28年度

（回答者数 = 628）
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⑦栄養に関する相談や講習会 

（１）参加（利用）状況 

「ある」の割合が 2.2％、「ない」の割合が 92.2％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「ない」の割合が増加しています。 

 
 
 
 
 
 
 

（２）認知度 

「知っている」の割合が 16.8％、「知らない」の割合が 80.6％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 
 
 
 
 
 
⑧歯科に関する相談や講演会 

（１）参加（利用）状況 

「ある」の割合が 2.2％、「ない」の割合が 92.2％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「ない」の割合が増加しています。 

 
 
 
 
 
 
 
（２）認知度 

「知っている」の割合が 18.6％、「知らない」の割合が 79.0％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 
 
  

％

ある

ない

無回答

2.2

92.2

5.6

3.5

84.6

11.9

0 20 40 60 80 100

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）

％

ある

ない

無回答

2.2

92.2

5.6

2.6

85.5

11.9

0 20 40 60 80 100

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）

％

知っている

知らない

無回答

18.6

79.0

2.4

22.3

75.0

2.7

0 20 40 60 80 100

令和４年度

（回答者数 = 671）

平成28年度

（回答者数 = 625）

％

知っている

知らない

無回答

16.8

80.6

2.5

21.6

75.8

2.8

0 20 40 60 80 100

令和４年度

（回答者数 = 671）

平成28年度

（回答者数 = 625）
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⑨医師による健康講演会 

（１）参加（利用）状況 

「ある」の割合が 1.5％、「ない」の割合が 93.1％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「ない」の割合が増加しています。 

 
 
 
 
 
 
 
（２）認知度 

「知っている」の割合が 15.5％、「知らない」の割合が 82.3％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「知らない」の割合が増加しています。一方、「知っている」の割合

が減少しています。 

 
 
 
 
 
⑩成人健康相談 

（１）参加（利用）状況 

「ある」の割合が 0.7％、「ない」の割合が 93.5％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「ない」の割合が増加しています。 

 
 
 
 
 
 
 
（２）認知度 

「知っている」の割合が 14.4％、「知らない」の割合が 83.4％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 
 
  

％

ある

ない

無回答

1.5

93.1

5.4

3.2

84.7

12.0

0 20 40 60 80 100

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）

％

ある

ない

無回答

0.7

93.5

5.8

0.9

86.9

12.2

0 20 40 60 80 100

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）

％

知っている

知らない

無回答

15.5

82.3

2.2

21.9

75.6

2.8

0 20 40 60 80 100

令和４年度

（回答者数 = 678）

平成28年度

（回答者数 = 626）

％

知っている

知らない

無回答

14.4

83.4

2.2

18.8

78.8

2.3

0 20 40 60 80 100

令和４年度

（回答者数 = 681）

平成28年度

（回答者数 = 642）
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⑪健康手帳の配布 

（１）参加（利用）状況 

「ある」の割合が 3.7％、「ない」の割合が 90.7％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「ない」の割合が増加しています。 

 
 
 
 
 
 
 
（２）認知度 

「知っている」の割合が 8.6％、「知らない」の割合が 89.1％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「知らない」の割合が増加しています。一方、「知っている」の割合

が減少しています。 

 
 
 
 
 
⑫休日診療・休日歯科診療・休日薬局（夜間含む） 

（１）参加（利用）状況 

「ある」の割合が 26.1％、「ない」の割合が 68.8％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 
 
 
 
 
 
 
（２）認知度 

「知っている」の割合が 50.7％、「知らない」の割合が 46.5％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「知らない」の割合が増加しています。 

 
 
  

％

ある

ない

無回答

3.7

90.7

5.6

7.4

80.8

11.8

0 20 40 60 80 100

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）

％

ある

ない

無回答

26.1

68.8

5.1

25.2

63.9

11.0

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）

％

知っている

知らない

無回答

8.6

89.1

2.3

13.4

83.9

2.7

0 20 40 60 80 100

令和４年度

（回答者数 = 660）

平成28年度

（回答者数 = 597）

％

知っている

知らない

無回答

50.7

46.5

2.8

55.1

41.5

3.4

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 501）

平成28年度

（回答者数 = 472）
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⑬予防接種事業（高齢者インフルエンザ、高齢者肺炎球菌、成人風しん） 

（１）参加（利用）状況 

「ある」の割合が 28.4％、「ない」の割合が 67.6％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（２）認知度 

「知っている」の割合が 41.5％、「知らない」の割合が 57.3％となっています。 

平成 28 年度と比較すると、「知らない」の割合が増加しています。一方、「知っている」の割合

が減少しています。 

 
 
 
 
 
 
 
  

％

ある

ない

無回答

28.4

67.6

4.0

24.2

67.0

8.8

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 728）

平成28年度

（回答者数 = 739）

％

知っている

知らない

無回答

41.5

57.3

1.2

49.1

48.7

2.2

0 20 40 60 80

令和４年度

（回答者数 = 492）

平成28年度

（回答者数 = 495）
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問 40 次の用語について、知っていますか（それぞれ１つに○） 

①メタボリックシンドローム（通称メタボ） 

「言葉も内容も知っている」の割合が 84.6％と最も高く、次いで「言葉は聞いたことがあるが、

内容はよく知らない」の割合が 13.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ロコモティブシンドローム（略称ロコモ） 

「初めて聞いた、知らなかった」の割合が 49.7％と最も高く、次いで「言葉は聞いたことがあ

るが、内容はよく知らない」の割合が 28.2％、「言葉も内容も知っている」の割合が 19.9％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ＣＯＰＤ 

「初めて聞いた、知らなかった」の割合が 48.4％と最も高く、次いで「言葉は聞いたことがあ

るが、内容はよく知らない」の割合が 26.1％、「言葉も内容も知っている」の割合が 23.1％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 728 ％

言葉も内容も知っている

言葉は聞いたことがあるが、内容はよく知
らない

初めて聞いた、知らなかった

無回答

84.6

13.0

1.1

1.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 728 ％

言葉も内容も知っている

言葉は聞いたことがあるが、内容はよく知
らない

初めて聞いた、知らなかった

無回答

19.9

28.2

49.7

2.2

0 20 40 60

回答者数 = 728 ％

言葉も内容も知っている

言葉は聞いたことがあるが、内容はよく知
らない

初めて聞いた、知らなかった

無回答

23.1

26.1

48.4

2.5

0 20 40 60
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④フレイル 

「初めて聞いた、知らなかった」の割合が 58.7％と最も高く、次いで「言葉も内容も知ってい

る」の割合が 20.5％、「言葉は聞いたことがあるが、内容はよく知らない」の割合が 18.8％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 728 ％

言葉も内容も知っている

言葉は聞いたことがあるが、内容はよく知
らない

初めて聞いた、知らなかった

無回答

20.5

18.8

58.7

2.1

0 20 40 60 80
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問 41 あなたは、日ごろ、健康に関する情報を何から得ていますか。この中からいくつ

でもお選びください。（いくつでも○） 

「テレビ」の割合が 71.2％と最も高く、次いで「インターネット（ＳＮＳを除く）」の割合が

54.7％、「家族・友人・知人からの情報」の割合が 37.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 728 ％

テレビ

ラジオ

新聞

インターネット（ＳＮＳを除く）

ＳＮＳ（ツイッター、フェイスブック、
ユーチューブ、ライン等）

市のホームページ

市の広報紙

健康関連の本

雑誌の特集記事

健康に関する講演会や研修

病院等の医療機関

薬局（薬剤師）

保健所・保健センター等の公的な相談機関

職場

ＮＰＯや患者会などの民間団体

駅などの看板や広告

家族・友人・知人からの情報

その他

特にない

無回答

71.2

11.4

34.5

54.7

31.9

8.7

28.4

15.5

15.1

2.9

22.5

8.7

1.4

18.4

0.7

3.7

37.2

1.4

1.4

1.1

0 20 40 60 80
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問 42 あなたは、たくさんある健康に関する情報の中から、自分の求める情報を入手で

きていると思いますか。（１つに○） 

「どちらかといえばそう思う」の割合が 57.4％と最も高く、次いで「どちらかといえばそう思

わない」の割合が 21.3％、「そう思う」の割合が 13.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 43 今後、市ではどのような保健医療対策を、特に充実していくべきだと思います

か。（５つまで○） 

「健康診査や各種検診」の割合が 53.0％と最も高く、次いで「がん検診」の割合が 43.3％、

「休日診療・休日歯科診療・休日薬局（夜間含む）」の割合が 32.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 728 ％

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答

13.2

57.4

21.3

6.7

1.4

0 20 40 60 80

回答者数 = 728 ％

健康診査や各種検診

がん検診

がん教育

生活習慣病対策（運動・栄養）の取り組み

働き盛りの方に対する健康への支援

口腔内の健康対策

こころの健康相談等

休日診療・休日歯科診療・休日薬局（夜間
含む）

小児の救急医療体制

災害時の医療体制整備

喫煙・受動喫煙への対策

結核等の感染症予防対策

その他

特にない

無回答

53.0

43.3

6.7

24.2

19.2

15.1

21.6

32.3

24.5

29.8

10.4

2.6

2.9

8.1

6.2

0 20 40 60
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問 43 で回答した充実していくべき項目のなかで具体例があれば、ご記入ください。 

１ 健康診査や各種検診について：36 件 

・無料にして、券をくばる。（女性、35～39 歳） 

・基本的な認知症の知識、早期発見。（女性、60～64 歳） 

・市民の為にとても、ありがたいことと、感謝申し上げております。（女性、75～79 歳） 

・毎年市から通知を受けている。（女性、80 歳以上） 

・人間ドックが受けられる(かなりの補助にて)と良いと思う。（男性、65～69 歳） 

 

２ がん検診について：34 件 

・無料で受けられるようにする。（女性、50～54 歳） 

・大腸婦人科医師。（女性、55～59 歳） 

３ がん教育について：７件 

・身近な人ががんになった人向けの勉強会、講演。（女性、30～34 歳） 

・最新のがん治療方法や治療に必要な費用およびお得ながん保険の紹介など。（男性、55～59歳） 

 

４ 生活習慣病対策（運動・栄養）の取組：23 件 

・PR ビデオの作成。（男性、80 歳以上） 

・運動ができる環境を充実する必要がある。歩道や自転車道がほとんどない。（男性、20～24歳） 

・食育活動の実践。（男性、65～69 歳） 

 

５ 働き盛りの方に対する健康への支援：24 件 

・私自身、会社主催の健康に関する研修などで学ぶことが多いので、仕事の合間に受けやすい

講習などが小金井市内の企業で行えるといいのではないかと思いました。（女性、25～29 歳） 

・人間ドックへの助成。（男性、35～39 歳） 

 

６ 口腔内の健康管理：10 件 

・医科は保険組合等個人的に健康診査を受診する機会がありますが、歯科にはないので成人歯

科健診の対象年齢の間隔を短くしてほしいです。（女性、55～59 歳） 

・5 年毎の無料歯科健診をできれば 2 年毎等に縮めて欲しい。（男性、60～64 歳） 

 

７ こころの健康相談等：24 件 

・認知行動療法などによる予防の方法なども小学校で教育すべき。（女性、35～39 歳） 

・具体的に助けになるもの。（男性、55～59 歳）  
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８ 休日診療・休日歯科診療（夜間含む）：26 件 

・現在の土、日診療体制で科目をふやす。（男性、80 歳以上） 

・難しいと思うが対応機関数が増えたら良い。(遠い場合がある)（男性、60～64 歳） 

 

９ 小児救急医療体制：29 件 

・小金井には小児の救急がない、入院施設もない。（女性、30～34 歳） 

 

10 災害時の医療体制整備：18 件 

・災害時の医療体制整備はどうしているのか詳しく周知させてほしい。（女性、65～69 歳） 

・災害時の医療出来る場所を知っておきたい。（女性、80 歳以上） 

・新築住宅の増加に伴い、人口が増え、大きな病院がない市がどのような医療ケアができるの

か不安です。（女性、70～74 歳） 

 

11 喫煙・受動喫煙への対策：39 件 

・街中で歩きタバコの人などがいれば、積極的に声かけをする。(トラブル防止のために市の職

員の方や警察などが)（女性、20～24 歳） 

・路上喫煙対策をして欲しい。ポイ捨て防止もなるから。（男性、65～69 歳） 

・喫煙禁止区域で喫煙している人に声かけ、罰則をもうけてほしい。また、喫煙場所を増やし

てほしい。（女性、30～34 歳） 

・喫煙所が所々にあるが、その場所の前を通るだけでもかなりの煙で受動禁煙の心配がある、

徹底し喫煙所を整備してほしい。（女性、65～69 歳） 

 

12 結核等の感染症予防対策を選択した方：３件 

・非結核性抗酸菌症の検診。（女性、55～59 歳） 

・コロナが長期間続くため、with コロナの生活は、日常となる。ウイルス自体は弱毒化して行

くかも知れないが、変異株や新しいウイルスの出現による、パンデミックに対応する、医療

体制を、今回の経験を参考に、つくり上げておくべきです。（男性、65～69 歳） 

 

13 その他：14 件 

・ふつうの健(検)診にも眼底検査や眼圧をつけてくれると安心。（女性、45～49 歳） 
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問 44 その他、市の健康づくりや保健医療の取り組みに関することで、ご意見、ご要望

などがありましたら、ご記入ください。 

１ 健康に関する市の施策への要望・感謝：12 件 

・健康(自分自身の身体、精神)は、個人の問題だと考えています。行政などは、市民から要望

があった時、病気の治療の希望があった時に対応する準備をしっかりすることが重要です。

健康増進法などという、個人の領域に国家が踏み込む法律はいらないと考えています。（その

ほか、65～69 歳） 

・いつもありがとうございます。（男性、30～34 歳） 

・このアンケートは、元気で普通の生活が送れる人が対象となっている。我が家の家内は寝た

きりの状態に近く、このような状態の人間に対しての福祉健康アンケート項目は殆ど無い。

本当に福祉、医療等を必要としているのは、家内のような人間であり、健康な人間にアンケ

ートをとっても、何の役にも立たないのではないか?（男性、70～74 歳） 

・他市と相互連携を一層強めて進めてもらいたい。小金井市と小平市、国分寺市、府中市、西

東京市、武蔵野市等隣接する市との検診実施の自由選択やかかりつけ医の市境を超えた認定

や尊重を図って頂きたい。（男性、60～64 歳） 

・相談窓口の周知徹底。（男性、80 歳以上） 

 

２ 検診（健診）について：14 件 

・いつもありがとうございます。会社で健康診断がうけられない立場などですと市の方でやっ

ていただけるのはありがたいです。（女性、55～59 歳） 

・市民が積極的に検診へ参加が出来るようにポスター、アプリを活用してほしい。（男性、55～

59 歳） 

・保健医療において妊娠育児(妊活も含め)に関しての取り組みを充実させて欲しい。（女性、35

～39 歳） 

・保健センターが駅から遠く、小さな子供(うちは双子のため)を連れて 1 歳半健診など行くこ

とが大変だったので、駅からバスのようなものが(無料)あるといいなと思いました。（女性、

35～39 歳） 

・常設の健康診断や保健医療の仕組みを問い合わせることのできる場所があればよいと思いま

す。現在すでにそうした所があるのでしたら、広報に力を入れてください。（男性、60～64 歳） 

・小金井市では健康診査は 40 歳以上からなのでしょうか?新宿区では 16 歳から健康診査の受

診票がもらえたのでよかったのですが。もしそうなら、もう少し若年層から受けられるよう

にしてもらえると助かります。職業等によってはそういう制度もうけてないとこが多いので。

フリーランスも増えてきてる時代なので、そういう人たちにも受ける機会をあたえてほしい

です。（女性、40～44 歳） 

・小金井市と国分寺市の境界線近くに住んでおり、かかりつけ医は国分寺市なので、健康診断

を受けるのに不都合です。（女性、75～79 歳） 

・健康診査や各種健診などが費用や PR などを含めてもっと利用したくなる工夫が必要だと思

う。（男性、65～69 歳） 
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・時間に制限なく健診やアドバイスがうけられる体制が 1 か所でもあること(知ってても予定

が合わなきゃ利用しないできない)（女性、40～44 歳） 

 

３ がん検診について：３件 

・市報にがん検診について載っているが、40 歳以上(対象年齢)が多い気がするので、35 歳と

か年齢を引き下げてもいいように感じます。(私自身実際に受診したかったができず、自分で

病院を探した経験があるので)（女性、35～39 歳） 

・がん検診について、年配の方々だけではなく、20 代～でも無料や少額で受けられるようにお

願いします。（男性、25～29 歳） 

 

４ 医療について：14 件 

・コロナの検査体制を 2021 年頃に完備しているべきであった。（男性、75～79 歳） 

・夜間、深夜に急変することはよくあることなので、119 以外で対応してもらえる窓口を増や

してほしい。（女性、30～34 歳） 

・小金井市はコロナワクチンの対応等早くありがたかったです。（女性、65～69 歳） 

・発熱外来など予約のとりにくさ等直して欲しい。1 人 1 人つながりやすい医療をお願いしま

す。（女性、75～79 歳） 

 

５ 費用負担について：20 件 

・現在の医療費補助を"MUST"なものに整備する。（男性、80 歳以上） 

・健康への支援に所得での差を付けないでもらいたい。（男性、45～49 歳） 

 

６ 子どもに関すること：６件 

・内科医を探すのに、毎回大変です。今は、コロナの発熱外来のリストがあるので参考にして

いますが、特に、小児科から内科に変わる年齢の子ども。（女性、45～49 歳） 

 

７ 講座・教育・イベントについて：18 件 

・私達夫婦は「こがねい国保健幸チャレンジ」に参加している。たいへん良い催しで、目標を

設定して努力したり、夫婦での会話も増えてきた。是非とも更なる充実をお願いしたい。（男

性、65～69 歳） 

  



Ⅴ 健康増進計画に関する調査 

665 

・ウォーキングなど日頃、手軽におこなえることを多くの人に実践してもらえるよう、アプリ

でウォーキング月間などのイベントを行い、目標歩数をクリアしたら、市内で利用できるポ

イントを付与したりという、ことをして欲しい。（女性、55～59 歳） 

・短期間の講習ではなくて、長期間の運動が継続できる施設や指導者の充実を希望します。（女

性、65～69 歳） 

・小金井市は自然が豊かなので、歩数別のルートや、歩きやすい場所の地図などあると楽しい

かもしれない。（女性、45～49 歳） 

・市報で健康に関する講座に興味を持っても、都合が悪く申し込みを諦めたことがあります。

また、申し込むのが少し面倒に感じます。もっと気軽に情報、知識を得られたら、と思いま

す。ネットで 24 時間いつでも見たい時に見られるよう講座を公開してもらいたいです。（女

性、45～49 歳） 

 

８ 運動・スポーツについて：７件 

・体育大会 etc で、PR をお願いします。（女性、65～69 歳） 

・小金井公園を利用したマラソン大会や駅伝大会。（男性、50～54 歳） 

・運動として自転車に乗っていますが、もっと車道が自転車にとって走りやすくなると嬉しい

です。そのため、自動車の免許をもっていないような層に対しても、自転車を乗る際の交通

ルールを教育する仕組みが必要だと考えています。（男性、45～49 歳） 

 

９ 施設・設備について：５件 

・貫井南町は小金井市の外れにあるため、道路整備がほとんどされていない。後ろから来る車

にいつもヒヤヒヤしながら散歩している。（男性、20～24 歳） 

・かかりつけ医での PCR 検査の実施、野外活動(サッカー場など)が成人も参加できる様にナイ

ター設備をつける。(校庭を含む)（女性、55～59 歳） 

 

10 受動喫煙について：３件 

・路上きつえんが多い。駅前北口の旧駐輪場そばの喫煙所は、けむりがすごい。あれでは分煙

のイミがない。（女性、30～34 歳） 
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・駅前のたばこを吸う場所を整備してほしい。少しも煙がもれないような小屋をたててそこで

しか吸えないようにしてほしい。歩きたばこをしている人多すぎます。取りしまりをしてほ

しい。迷惑です。（女性、35～39 歳） 

 

11 情報提供について：25 件 

・小金井に越してきて半年くらいなので、知らないことも多いです。住民票提出時などにもう

少しアナウンスもらえればとも思います。（女性、25～29 歳） 

・以前配布していた医療機関情報誌を最新の情報で出してほしい。新しいクリニックが増えて

いるので市内にどのくらい何科のクリニックがあるのか知りたい。（女性、40～44 歳） 

・インターネット(HP)以外の紙媒体もできる範囲で充実してほしい。（男性、60～64 歳） 

・会社勤めの期間中は、決った医療機関で人間ドック受診、異常があればそこで治療。長期間

の医療データが蓄積されているので、会社退職後もその機関を継続利用(安心して)。市の健

診等は利用せず、この医療データが市の健診等にも活用される、引越しできるのなら、地元

医療機関を利用したい。（男性、70～74 歳） 

・市報をもっともっと利用して欲しい!!（男性、65～69 歳） 

・各種検診を案内する動画をユーチューブ等にアップしたり、もっと行政サービスをアピール

する工夫をしてほしい。（男性、60～64 歳） 

・広報なら、忙しくてもカンタンには目を通すので、健康のアドバイスとか載っていたら嬉し

い。（女性、45～49 歳） 

 

12 コミュニティ・居場所づくりについて：６件 

・心の病に関連して働くこと、=人の役に立つ、人の喜びに貢献することなど働くことが尊いこ

とであること、ただそのために自分を磨くこと(自己啓発、情報収集等)やリフレッシュが必

要なこと、また子育てはとても素晴らしいこと、ただ一人で負担しなくてもいい選択肢があ

ることを伝えて欲しいです。仕事や子育てがつらい、労働ではなく素晴らしい、尊いことで

あるということを前提にした上で支援する仕組みをつくって欲しい。（男性、55～59 歳） 

 

13 健康づくりに対する支援策について：13 件 

・老人ばかりではなく社会を支えている 20 代～50 代、未来のある子供たちへの支援を増やし

てほしい。（女性、30～34 歳） 

・重症化を未然に防ぐことが、おしきせがましくなくできるとよい。（女性、55～59 歳） 

 

14 その他：12 件 

・今回のアンケートは小金井市に引越して来て 2 年目のためあまり知らないことが多くあった。

（女性、50～54 歳）  
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問 45 健康に関心がない人に対して、どのような働きかけをすると効果的だと思います

か。 

１ 健診（検診）・生活習慣病予防について：83 件 

・定期的な無料検診の知らせが必須である。（男性、20～24 歳） 

・経済的余裕、時間的余裕がない限り、健康を気遣う余裕はないと思います。まずは経済支援

では。私は今 1 歳児育児中で、とても自分を気遣う余裕はありませんが、子どもと一緒に参

加できるイベントなどあるとうれしいです。（女性、30～34 歳） 

・検診の無料クーポン。検診の予約もコロナワクチンの web 予約のように取りやすいシステム

があると受診しやすくなる。（女性、40～44 歳） 

・楽しさ?でしょうか。"健康"を目指すと結果が出るまで時間がかかるので、過程も楽しめると

理想的かなと思います。（女性、25～29 歳） 

・関心がない為、不健康に(病気、障害が起こる)なる具体例を挙げ、健康の大切さを教える。 

（女性、60～64 歳） 

 

２ 栄養・食生活について：２件 

・年令を重ねるに連れある程度の健康は人に頼るだけでは得られない事がわかりました。自分

の健康を維持する為に食事、適度の運動を心掛けて 1 日でも長く自分の事は自分でを心掛け

生活をして行きたいです。（女性、75～79 歳） 

・３食栄養の偏らない美味しそうな食事を発信したり、若者等市の集まりに抵抗を感じる人で

も参加しやすい、運動の出来る機会を市で作ったりするのがいいのではないかと思います。

（女性、20～24 歳） 

 

３ 運動について：21 件 

・何かのついでに少し運動ができるような感じだと良いかと思います。(買い物のついで、市民

まつりなどでのレクリエーションなど。)運動するためだけに外に出るのがおっくうなので。

（女性、40～44 歳） 

・自宅にこもりがちな老人を対象にしたプログラム。参加者への地域野菜等のプレゼント。健

康診査を受けるとお買い物ポイントがもらえる。（女性、55～59 歳） 

・ウォーキングでポイント付与など。（男性、55～59 歳） 

・ラジオ体操に来て参加した人に、ギフト商品と交換できるポイント付与する。（男性、60～64

歳） 

・イベントやお祭りなどの際に楽しく体力測定する機会などはいかかでしょうか。（女性、55～

59 歳） 

 

４ 休養・睡眠・こころの健康について（８件） 

・生きる楽しさを教える。（女性、30～34 歳）  
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・2.ホームページに、「こころのチェック」を載せていらしたと思うが、身体版を載せてみては 

どうか。（女性、50～54 歳） 

・コミュニケ―ション(声がけ)が重要。心の安心(心理的安定)がないと人は、自分の弱い所を

話せない。コミュニケーションづくりが出来る施策を考えてもらいたい。（男性、45～49 歳） 

・気軽に立ち寄ったりくつろげる「場所」があって、その場所で健康に関する情報も得ること

ができたらいいと思います。特に東小金井には駅の近くにそんな場所がないので駅前の再開

発で、できればいいと思います。（女性、55～59 歳） 

 

５ 飲酒・喫煙について：３件 

・路上喫煙の厳重な取締り。（男性、40～44 歳） 

・タバコはもうあちこち禁煙にすれば良い。（女性、40～44 歳） 

 

６ 歯と口腔の健康について：３件 

・歯石除去無料検診年 1 回実施。（女性、55～59 歳） 

・歯科健診、健康診断、人間ドックなどをポイント制にして、受診で得たポイントに応じてマ

イナンバーカード提示で買い物ができたら、私なら喜んで受診に行きます。（女性、50～54

歳） 

 

７ 医療体制について：14 件 

・ある程度、医療機関があれば後は自己責任である。（男性、75～79 歳） 

・健康に関心がない人はいないと思います。きっと何の理由でなかなかできないかと思います。

仕事がいそがしいか、育児が大変で時間が取れないかも。気楽に行ける医療機関や、分かり

やすい手紙などを工夫して、いかがでしょうか。皆さんが忙しいと思います。時間や形式の

自由の活動でもよいかもしれません。（女性、35～39 歳） 

・休日医療など市報による周知など頑張ってもらっていると感じていますが、先のコメントに

もありますが、災害時の医療体制に関して、充実していただきいのと、市報による紹介など

を通じて、小金井市が安心して暮らせる街であることを広めてほしい。（男性、55～59 歳） 

 

８ その他：76 件 

・若い人が関心が無い人が多いのは致し方ないと思う。病気や死は遠い存在である。自分もそ

うだった。無理な働きかけをするより何かあった場合の相談窓口を広くしておくのが良いと

思います。高齢者以外の人が、相談しやすい環境を作って下さい。（男性、65～69 歳） 

・市の広報紙で健康問題を取り上げるとは言っても健康で元気な人が健康に関心を持つのは難

しいと思う。（男性、80 歳以上）
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